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1．『逆修説法』から見た口称念仏

　法然浄土思想の根本を示すのは、もちろん『選択本願念仏集』（以下、『選択集』）である。

これは言わば、「書き記された法然浄土理論」であり、その点で論理も一貫し整合性も高く、

法然浄土思想の一つの完成型と言うことが出来る。一方で、逆修という法会に集まった会衆に

向けての法然の説法の記録である『逆修説法』は、「語り説かれた法然浄土理論」であるた

め、自ずから冗長さや曖昧さを含み込むものとなっていることは否定できない。しかし逆にそ

れ故に、理論が完成に到る以前の思考の筋道や前提条件がそこから浮かび上がってくることも

ある。とりわけ『逆修説法』の成立時期が、大谷旭雄が「逆修法会の成立史的研究─成立年次

と成立時の形態考─」で結論づけたように（1）、建久四年（一一九三年）後半から建久五年（一

一九四年）の前半ということであれば、『選択集』が撰述される一一九八年を遡ることわずか

四年であり、法然浄土思想の形成過程を探るには最適の資料であることは改めて強調するまで

1

論　文

法然浄土思想における仏性の位相

一ノ瀬 和 夫

　法然が、大乗仏教に通底する概念である「仏性」を、どのように認識していたのか

を検討することで、法然浄土思想の特色を明らかにすることを目的とする。具体的に

は、『逆修説法』を通してその口称念仏における名号と声の意味づけ、並びに念仏の

修行としての位置づけを抽出し、そこから、法然が「仏性」を断念する方向にあった

ことを示す。次に、法然の遺文に記された「仏性」という文言を網羅的に取り上げ、

その使われ方および文脈上の意味等を分析することで、法然に「仏性」断念の方向を

取らせることになったその人間認識を浮かび上がらせる。その上で、「仏性」を断念

した法然の浄土思想が、二元論的世界観を前提とするものになることを示し、その条

件のなかで必要となる、「仏性」に代わって衆生と阿弥陀仏とを繋ぐ回路を保証する

ものとして、善導が提起した三縁、特に親縁に法然が注目した可能性を提示する。

キーワード：法然、仏性、口称念仏、浄土思想、親縁

〔抄　録〕
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もない。そこで、その『逆修説法』において、法然浄土思想の中核をなす念仏と、その念仏の

意義を保証する名号が、それぞれどのように認識され位置づけられていたのかを確認してみる

と、二つの注目すべき特徴が浮かび上がってくる（2）。

　第一点は、念仏において称えられる名号について。法然は『逆修説法』三七日において、

「阿弥陀仏内證外用功徳、雖无量、取要不如名号功徳」（3）（阿弥陀仏の内証外用の功徳は、無量

なりと雖も、要を取るに名号の功徳には如かず）と言及し、その根拠としては、六七日の説法

で『西方要決』の以下の部分を挙げている。「諸仏願行成此果名、但能念号具包衆徳、故成大

善」（4）（諸仏の願行、此の果名を成ず。但だ能く号を念ずるに、衆徳を具包す。故に大善を成

ず）。この『西方要決』の文言は、源信『往生要集』（5）、永観『往生拾因』（6）、珍海『決定往生

集』（7）がこぞって引いているもので、その点では、当時の浄土思想における共通認識に添うも

のである。ところが、それに続けて、「申南無阿彌陀佛功徳殊勝者、通號之佛云一字之故也。

云阿彌陀之名號目出貴、彼佛之名號故也。然阿彌陀三字付名給故、功徳殊勝佛坐樣申人候。其

僻事候也」（8）（南無阿弥陀仏と申す功徳殊勝なることは、通号の仏という一字の故なり。阿弥陀

という名号の目出たく貴きも、彼の仏の名号なるが故なり。然るに阿弥陀の三字を名に付き給

える故に、功徳殊勝なる仏にてまします様に申す人も候。それは僻事にて候なり）とも述べ、

名号の主な功徳の拠り所を「仏」という通号に帰するのである。つまり、「南無阿弥陀仏」と

いう念仏において、名号の功徳は「阿弥陀」の部分に特化されるものではないということであ

り、その意味で、「南無阿弥陀仏」という念仏がそのまま阿弥陀仏の本質と結びつくと考える

ことは控えなくてはならないのである（9）。

　第二点として、「南無阿弥陀仏」の念仏について、それは真言・陀羅尼といった呪文的な性

格のものではないということ。これは念仏を、それを称える「声」という要因から捉えたとき

に問題となる点である。確かに人間にとって声というものは、発せられ、瞬時に消えてゆくと

いうその刹那性の故もあって枠にはめがたく、ある種、神秘性を帯びたものとして位置づけら

れる傾向がある。その結果、「紀元前六世紀の哲学者で数学者のピタゴラス以来、声と音に

よって宇宙と合一するという考え方は、シャーマニズム（巫女を通じて神霊・祖霊と交霊する

原始宗教の一形態）という形で今日も残存している」（10）と指摘されるように、声を、人間と人

間を超越する存在とを繋ぐもの、あるいは超越する存在そのものと捉える考え方も広く世界で

共有されてきている。法然の口称念仏においても、例えば「声が超越的実在を現すのだとすれ

ば､ 仏の名をとなえることは、仏を現前に実在せしめることになろう」（11）と解釈され、また、

『逆修説法』における浄土五祖のうち善導への言及部分を俎上に挙げて、「つまり称名念仏にお

いて、その言語行為の対象であるところの聖なる仏の名のもとにおいて、さらに言えばその聖

なる仏名の一音節一音節のもとで仏が立ち現れるという意味である。だからこそ発する聖なる

コトバそのものがその場において仏となり、コトバの一音節一音節そのものが仏として立ち現

れるのである」（12）、といった分析も試みられてきている。これらの解釈を成立させているの

2
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は、「ことばとそれを発する声＝仏」という原理になるが、そうなると必然的に、仏がこの世

界に遍満しているということが前提とされなければならない。真言・陀羅尼は大日如来が世界

に遍満している法身であることによって、その意味やちからが保証されるのであるが、阿弥陀

仏はそもそもそういった仏としては捉えられていないはずである。法然にとって阿弥陀仏は報

仏であり、更にそれとも関連して、なによりもその浄土思想の根幹には、善導を淵源とする指

方立相という思想がある。その点で、「南無阿弥陀仏」の口称念仏の意味を、声の持つ「ちか

ら」という方向から定義づけようとする方法は、多くの矛盾を生み混乱を招くことにもつなが

る。

　以上の二点を『逆修説法』において確認することができるが、ここから必然的に連結する問

題を第三点として追加すると、口称念仏は果たして往生のための「修行」と捉えられていたの

だろうか、という問いになる。法然自身は、普段六万回の念仏を欠かさなかったと言われてい

るが（13）、例えば「末代ノ衆生、ソノ行成就シカタキニヨリテ、マツ彌陀ノ願力ニノリテ、念

佛ノ往生ヲトケテノチ、淨土ニシテ阿彌陀如來觀音勢至ニアヒタテマツリテ、モロモロノ聖教

ヲモ學シ、サトリヲモヒラクヘキナリ」（14）と言い、また「抑、機をいへば、五逆重罪をえらば

ず、女人闡提をもすてず、行をいへば、一念十念をもてす」（15）とも述べていて、修行成就の困

難さ、そしてそれに代わるものとしてのわずか一念の念仏という認識を持っていたことが確認

出来るのである。ここに注目すると、伝統的な仏道のなかでは言うまでもなく、教・行・証の

ひとつである修行は必須で重要な要因であることは、菩薩の五十二位を見るまでもなく自明の

ことであるが、法然の修行観はその前提を突き崩すものであると言えるのである。修行が問題

とされるとき、付随的に必ず達成度を基準とするランク付けが存在する。法然はそういった差

異化を否定あるいは無効化するところに、自らの浄土思想の基盤を据えたと考えていいだろ

う。法然と阿波介の念仏に差があるのかとの問いを立て、差はないと答えたエピソード（16）に

端的に示されているように、法然の念仏においては、いわゆる「修行」といった側面は極めて

希薄であると見なすことができる。

2．口称念仏と仏性

　法然の口称念仏において、名号、とりわけ「南無阿弥陀仏」という六字の名号をめぐる考察

からは、それがそのまま万徳を備えた阿弥陀仏そのものと直結していると短絡してはならない

こと、また、真言・陀羅尼的な神秘的なちからを備えたものとは必ずしも言えないこと、そし

て念仏には、修行としての性格が極めて希薄なこと、以上三点がその特徴であると言うことが

出来る。ところで発想を転換して、これら三点をそれぞれ逆に成立させようとするならば、ど

ういった要因を前提として考えればよいのだろうか。

　ここで問題として浮上するのが仏性というテーマである。というのは、「法身としての仏が

3
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遍在する」という前提を立てれば、上記三点はすべて成立するからである。名号の功徳と念仏

の声の神秘的なちからについては、既に大日如来の遍在という例を挙げて言及したが、法身と

しての仏の存在を想定すれば、この世界のすべての現象は仏の顕現ということになり、文字も

音も、そして声も、すべては仏そのものと一体化するという捉え方が成立する。そして、「法

身の遍在することこそが、衆生が如来蔵・仏性を有することの究極的な根拠とされていること

が知られる。法身が遍在するというのは、大智・大悲を有する如来の本質的な在り方、時間・

空間にわたっての無限なはたらきを示すにほかならないから、如来こそが衆生をしてさとらし

める根源の力だということになる」（17）とすれば、法身の仏の遍在は、衆生側から言えば自らに

仏性が備わっているということになる。修行に関しては、仏性を如来蔵に置き換えれば、「如

来蔵思想というのは、この『自浄清浄心、客塵煩悩染』という考え方を基として、その本来清

浄で光り輝く心こそが、衆生がさとりに向けて努力する原動力にほかならないと考えるところ

から出発したのである」（18）から、そもそもが、悟りに向けて煩悩を消していくという行為、す

なわち修行は、仏性・如来蔵思想の根幹を支える本来的条件となっているのである（19）。

　こうしてみると、法然の口称念仏から浮かび上がるのは、仏性の断念に向かう方向性であ

る。法然は、比叡山の天台教学に長く身を寄せていたのであり、またその浄土思想は源信から

列なるものであることは言うまでもない。日本天台の祖、伝教大師最澄は、法相宗の徳一との

間で一乗一性思想対三乗五性思想の論争を繰り広げたことで知られるが（20）、天台は一乗一性

の仏性説の拠点であり、「衆生の如はすなわち仏の如なり、これ性浄解脱なり」（21）（衆生のあり

ようが仏のありようにほかならないのは、性浄の解脱である）と説かれるように、源信の『往

生要集』も仏性を前提条件とした論理で構成されている。また、法然がその浄土思想形成のな

かで影響を受けたと思われる永観も、『往生拾因』において「法身同体」に言及し、また珍海

も『決定往生集』において仏性を基本とした論を展開している。つまり法然は、このような浄

土思想のながれのなかに身を置きながら、そのひとつの前提である仏性観を断ずる方向に舵を

切ったと考えられるのである。

3．仏性から身体へ

　法然が自ら学んでいた天台教学の根幹にある仏性思想に対して、なぜ否定的になったのか。

『選択集』の冒頭で『安楽集』を引いて「大集月藏經云、我末法時中、億億衆生、起行修道、

未有一人得者」（『大集月蔵経』に云く、「我が末法の時の中に、億億の衆生、行を起し修せん

に、いまだ一人も得るもの有らじ」）（22）と述べているように、「末法」という時代認識がその根

底にあることは間違いない。しかしより注目すべきは、人間のありように対する、妥協のない

醒めた眼差しの存在であるように思われる。

　『逆修説法』の四七日と六七日の説法にそれぞれ次のような文言がある。前者は「其螺髻玉

4



─　─

佛教大学大学院紀要　文学研究科篇　第 48 号（2020 年 3 月）

毫外、人具六根、佛具六根給、其相皆如此」（23）（其の螺髻、玉毫の外は、人も六根を具せり、

仏も六根を具し給へり、その相、皆此の如し）であり、後者は「相好功徳佛六根、凡夫六根、

眼耳鼻舌身意同物也」（24）（相好の功徳は、仏の六根も凡夫の六根も、眼耳鼻舌身意は同物なり）

というものである。これだけを見ると、衆生と仏との共通性が強調されていて、むしろ仏性の

存在を予感させる認識にも思えてくる。しかし両個所とも、それぞれ続けて「但勝劣差別、好

醜不同許也」（25）（ただ勝劣の差別、好醜の不同ばかりなり）、「但佛六根勝、凡夫六根劣也」（26）（た

だ仏の六根は勝れ、凡夫の六根は劣るなり）とあり、その差異は歴然たるものとして示され

る。むしろここで注目すべきは、六根ということで、「意」の外に人間の身体も仏との比較の

ために持ち出されているという点にある。すなわち、内面という抽象的な視点だけではなく、

身体という生々しい「現実」を比較の対象とすることで、観念的な枠組みによる定義では伝え

きれない、仏に対する人間の落差という現実を、人々により鮮明に、そして具体的に意識させ

ようとする法然の意図が反映されたものと理解してもよいであろう。

　ところで、仏と人間との比較において身体に注目するという思考法は、法然にはじまったも

のではなく、日本浄土思想の流れの中では源信の『往生要集』に既に顕著に現れていた傾向で

ある。厭離穢土を説くなかで源信は、解剖学的とも言えるような視点から執拗に人間の身体を

分析している。例えば「凡人身中、有三百六十之骨、節節相拄、謂指骨拄足骨、足骨拄踝骨、

踝骨拄腨骨、腨骨拄膝骨」（27）（凡そ人の身中に、三百六十の骨有りて、節節相拄えたり。謂く

指骨は足骨を拄え、足骨は踝骨を拄え、踝骨は腨骨を拄え、腨骨は膝骨を拄え）とはじめて、

「胃為五穀之府、亦爲脾府、三升糞在中、其色黄、膀胱爲津液之府、亦爲腎府、一斗尿在中　

其色黑」（28）（胃を五穀の府と為す。亦た脾の府たり。三升の糞中に在て、其の色黄なり。膀胱

を津液の府と為す。亦た腎の府たり。一斗の尿中に在て、其の色黑なり）と続け、微に入り細

を穿つように、肉体として存在する人間の汚濁にまみれる現実を腑分けしていく（29）。その目

的は、「頑魯之者」（30）としての徹底した自己認識を人々に促すところにあるが、その点から言

えば、源信にとって人間の身体とは、人間の持つ「劣性」を映し出す「鏡」のようなものとし

て捉えられていたと言える。この文脈で捉えれば、前述の法然における人間の身体への言及

も、仏に近い存在としての人間という認識を示すものではなく、人間は仏からははるかに遠く

離れた存在であることを自覚するための表現と理解すべきということになる。そしてこの自覚

は、源信と同じように、自己を愚かな存在として徹底的に見つめ認識しようとするところに起

因していたことは間違いない。しかし法然の人間認識、自己認識の深度は、源信のそれを遙か

に踏み越え、絶望の淵の一歩手前まで追い詰められるほどの切実さに満ちたものであったと考

えるべきであろう。仏性に対する法然の意識をより詳細に検討することで、そのことは明らか

になる。
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4．法然における仏性

　法然は具体的に、仏性に対してどのような認識を持っていたのだろうか。それを知るために

は、法然の遺文といわれるものの中で、「仏性」ということばがどのような文脈で、どういっ

た意図の下で使われていたのかを検討する必要がある。そこで、『昭和新修法然上人全集』（以

下『昭法全』）所収の文章の中で、「仏性」という用語が確認できるものを同書の分類に従って

整理してみると、以下のようになる。

　　（教　書　篇）�①「三部経大意」、②「観無量寿経釈」、③「阿弥陀経釈」、④「選択本願念

仏集」、⑤「浄土宗略要文」

　　（法 語 類 篇）⑥「登山状」

　　（消　息　篇）⑦「鎌倉の二位の禅尼へ進ずる御返事」

　　（対　話　篇）⑧「要義問答」、⑨「聖覺法印に示されける御詞」

　　（雑　　　篇）⑩「浄土五祖伝」

　　（伝法然書篇）�⑪「安心起行作業抄」、⑫「西方発心集」、⑬「念仏縁起」、⑭「金剛寶戒訓

授章」、⑮「金剛寶戒釋義章」、⑯「金剛寶戒秘決章」、⑰「淨土布薩式」、

⑱「大原談義聞書」、⑲「本願帰命之十ヶ条」

　このなかで、資料としての信頼性という観点から、まず『昭法全』において「法然上人の撰

述又は法語等と傳へてゐる所謂眞僞未詳のもの」（31）とされている（伝法然書篇⑪〜⑲）に該当

する九篇と、法然の浄土思想に直接関わることのない（雑篇）の⑩「浄土五祖伝」を除き、残

り九篇を対象として、「仏性」という用語が使われている個所の意味するところを検討してみ

よう。

　　①「三部経大意」

極樂世界ニ水鳥樹林ノミ微妙ノ法ヲ囀モ不思議ナレトモ、是ヲハ佛ノ願力ナレハト信シ

テ、何ソ只第十八ノ乃至十念ト云フ願ヲノミ可疑哉。惣シ（スヘ）テ佛ノ説ヲ信ハ、此モ

佛説也。華嚴ノ三无差別、般若ノ盡淨虚融、法華ノ實相眞（皆）如、涅槃ノ悉有佛性、タ

レカ不信、是モ佛説ナリ、彼佛説也（32）。

極楽世界では、池の水や鳥や木々が言葉に尽くせない深遠な教えを口ずさむというのも、

推し量ることの出来ない不思議なことであるが、これも仏の願力の故として信ずるのに、

どうして第十八願の「乃至十念」という願だけを疑うべきであろうか。すべて仏の教えを
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信ずるならば、これも仏説である。華厳経で説く「三無差別」、般若経で説く「尽浄虚

融」、法華経の「実相真（皆）如」、涅槃経の「悉有仏性」を信じない人がいようか。これ

も仏説であり、それも仏説である。

　　②「観無量寿経釈」

　　或持法華經一部八卷躰達實相、或行（解）涅槃知佛性、或讀（習）淨名經悟道場（33）。

あるいは、法華経一部八巻を固く守って真如のことわりを極め、涅槃経を修行して（理解

して）仏性を知り、維摩経を学んでさとりの場（浄土）を悟る。

　　③「阿弥陀経釈」

法照禪師、於（登）五臺山……而問文殊普賢二聖者言、末法（代）凡夫去聖時遙、智識轉

劣、垢穢最（障尤）深、恒爲煩惱塵勞之所縛蓋、眞如實相（佛性）無由顯現。佛法懸廣修

行無邊（浩瀚）、未審於諸法門、修何法門、易得成就疾得成佛（34）、

法照禅師は五台山に登り……文殊普賢の二人の聖者に尋ねて申し上げた。「末法の時代に

生きるわれわれ凡夫は、釈迦入滅から遙かに時間が隔たり、認識するちからはますます衰

え、煩悩に満ちてしまっています。常にその煩悩が邪魔をして、普遍の真理（仏性）を現

す術もないのです。仏教の教えは広く、修行もさまざまです。（そこで）知りたいのです

が、いろいろな教えの中で、どの教えを身につければ、修行を容易に成就させ、速やかに

成仏することが出来るのでしょうか……」

　　④「選択本願念仏集」

安樂集上云。問曰一切衆生皆有佛性。遠劫以來應値多佛。何因至今仍自輪廻生死不出火

宅（35）。

『安楽集』上巻に云っている。「質問して言う。すべての人間には仏性があって、遠い過去

から現在まで、多くの仏に見えてきているはずである。（ところが）どうして今日まで生

死を繰り返して、この煩悩の世界から逃れることが出来ないのだろうか」

　　⑤「浄土宗略要文」

　　『選択集』に同じ（36）。

　　⑥「登山状」
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そもそも（抑）一代諸教のう（内）ち、顯宗密宗、大乘小乘、權教實教、論家部八宗にわ

かれ、義萬差につらな（連）りて、あるい（或）は萬法皆空の宗をと（説）き、あるい

（或）は諸法實相の心をあか（明）し、あるいは五性各別の義をた（立）て、あるい（或）

は悉有佛性の理を談し、宗々に究竟至極の義をあらそひ、各々に甚深正義の宗を論す（37）。

さて、この時代のさまざまな教えのなかは、顕教と密教、大乗と小乗、権教と実教、更に

は独自に論を立てた仏教者は八宗にわかれ、その教説はさまざまに違って並び立ち、一方

では万法皆空の宗旨を唱え、または諸法実相の考えを説き、五性各別の説を立て、さらに

は悉有仏性のことわりを論じて、宗派ごとにこの上なく優れた教説であることを競い合っ

て、それぞれ深遠で正しい宗旨であることを主張している。

　　⑦「鎌倉の二位の禅尼へ進ずる御返事」

コノ文ノココロハ、淨土ヲネカヒ、念佛ヲ行スル人ヲミテハ、毒心ヲオコシ、ヒカコトヲ

タクミメクラシテ、ヤウヤウノ方便ヲナシテ、專修ノ念佛ノ行ヲヤフリアタヲナシテ、申

トトムルニ候也。カクノコトクノ人ハ、ムマレテヨリ佛性ノマナコシヒテ、善ノタネヲウ

シナヘル、闡提人ノトモカラナリ（38）。

この文の意味するところは、浄土に往生することを願って念仏する人を見ると悪心を起こ

し、嘘偽りを企み考え出して、さまざまなやり方で専修念仏の行を妨害し害を及ぼして邪

魔しようとするということです。このような人は、生まれつき仏性という視力を失い、善

（根）の種を失った闡提人と同じような人なのです。

　　⑧「要義問答」

問、念佛ト申候ハ、佛ノ色相ヲ念シ候カ。

答、�佛ノ色相光明ヲ念スルハ、觀佛三昧ナリ（也）。報身ヲ念シ、同躰ノ佛性ヲ觀スル

ハ、智アサ（浅）クココロ（心）スクナキワレラ（我等）カ境界ニアラス（39）。

【問】念仏というものは、仏の姿かたちを念ずることでしょうか。

【答】仏の姿かたちや、その発する光明を念ずるのは、観仏三昧です。報身としての仏を

念じたり、仏と衆生は一体のものとして、その仏性を観想することは、知恵も浅く、知や

情をつかさどる精神の働きも劣るわたしたちの力の及ぶところではありません。

　　⑨「聖覺法印に示されける御詞」

有時上人、予に語ての給はく、法相三論天台華嚴眞言佛心の諸大乘の宗、遍學し悉明るに
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入門は異なりといへども、皆佛性の一理を悟顯ことを明す、所詮は一致なり。法は深妙な

りといへども我が機すべて及難し（40）。

あるとき、法然上人が私にお話になった。「法相、三論、天台、華厳、真言、禅といった

大乗の各宗について、すべて学び理解したが、（教えの）入口は違っていても、すべて仏

性という同一のことわりを悟り現すことを説いていて、究極の目的は同じである。この教

えは深く優れたものであるが、私の能力・資質ではどれも達成することは難しい。

①から⑨までを概観すると、「仏性」という用語の使用法には三通りあることがわかる。一つ

目は、他宗の宗旨などに言及する際に使用されるもの。これには①、②、⑥が該当する。二つ

目は、論書や逸話などからの引用に当たるもの。これには③、④、⑤がある。三つ目は、書簡

も含めて法然自身の語りのなかで言及されたときのもので、⑦、⑧、⑨がそれに当たる。

　この時点でまず明らかなことは、いわゆる経論や法語といった浄土思想に直接かかわる文書

のなかで使用される「仏性」の語は、他宗の教理への言及、ないしは引用という文脈上に限ら

れているということである。また、引用に分類した③「阿弥陀経釈」については、流通分を解

説するなかで、法照禅師が五台山を訪ねたことに言及する中でのものだが、「眞如實相（佛

性）」という表記は善照寺本『漢語燈録』に基づくもので、寛永九年版『阿弥陀経釈』では、

（佛性）の表記は消えている（41）という点にも留意しなくてはならない。

　そこで、最終的に問題となるのは、法然自身の語りのなかで「仏性」に言及がある⑦、⑧、

⑨になる。そのなかで⑦「鎌倉の二位の禅尼へ進ずる御返事」については、「カクノコトクノ

人ハ、ムマレテヨリ佛性ノマナコシヒテ、善ノタネヲウシナヘル、闡提人ノトモカラナリ」と

いう部分を見る限り、法顕本『涅槃経』に基づくと考えられる、人間には前提として仏性があ

るが一闡提はそこからは漏れる（42）、との説の反映とも理解可能な認識を読み取ることが出来

る。そうなると、法然は基本的に仏性を認めていたとみなせるのであるが、ここで問題となる

のがテキストの信憑性である。というのは、「佛性ノマナコ」という部分について、「佛性」と

いう表記は高田本『西方指南抄』によるものであって、元亨版『和語燈録』、知恩院本『四十

八巻伝』、正徳版『和語燈録』においては「佛法ノマナコ」となっているのである（43）。「佛性」

か「佛法」か、この違いはここでの文脈においては決定的である。つまり、この資料を以て法

然における仏性問題を判断することは、現時点では困難であると言わざるを得ないのである。

　残る⑧と⑨は、いずれも同じような論旨での使用例として、一考に値する。まず、⑧の「要

義問答」では、「同躰ノ佛性ヲ觀スルハ、智アサ（浅）クココロ（心）スクナキワレラ（我

等）カ境界ニアラス」として、仏性というものがあったとして、知恵も心持ちも劣る人間には

それを悟ることは不可能であるという認識が示されている。⑨の「聖覺法印に示されける御

詞」では、浄土宗以前の大乗諸宗における根本は、詰まるところ共通して仏性の悟りにあると

9
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した上で、「法は深妙なりといへども我が機すべて及難し」と述べて、自らの機根ではそれら

の教えを実現することはできないとする。つまり、仏性がたとえ存在するとしても、それを断

念せざるを得ないほど人間はその資質、能力を劣化させてしまったという、深い絶望に満ちた

認識がここにはあると考えるべきであろう。

　法然の遺文や記録された会話等のなかで、仏性への言及が極端に限られたものとなっている

理由は、この認識にあると言えよう。そしてこの徹底的に突き詰めた人間観は、『選択集』で

取り上げられる善導の二種深心における「決定深信自身現是罪惡生死凡夫曠劫已來常沒常流轉

無有出離之縁」（44）（決定して深く、自身は現に是れ罪悪生死の凡夫、曠劫よりこのかた、常に

没し常に流転して、出離の縁あることなしと信ず）という認識への同意から始まり、『一枚起

請文』における「念佛を信せん人は、たとひ一代の御のりをよくよく學すとも、一文不知の愚

鈍の身になして、尼入道の無智のともからにおなしくして、智者のふるまひをせすして、たゝ

一向に念佛すへし」（45）という言葉にまで至る、法然の宗教人としての人生を貫ぬく基底的意識

であったとみなすことは可能であろう。これは源信の、前提として仏性を承認した上での「頑

魯之者」との自己認識とは明らかに一線を画して、仏性の存在を断念せざるを得ないところま

で追い詰められたなかでの、極めて厳しい人間認識と言えるのである。

5．仏性から親縁へ

　上記の人間認識に加えて、法然の浄土思想をその枠組みの上からも仏性問題から遠ざけてい

るのは、既に言及した極楽浄土の位置づけ、すなわち善導を淵源とする指方立相という前提で

ある。法然自身『逆修説法』二七日において、「此阿彌陀佛者、從是西方過十萬億三千大千世

界、有七寶莊嚴地、名曰極樂世界、是則其土教主也」（46）（此の阿弥陀仏とは、是より西方十萬

億の三千大千世界を過ぎて、七宝荘厳の地有り。名づけて極楽世界と曰ふ。是れ則ち其の土の

教主なり）と定義し、また「真言教の弥陀は、これ己心の如来、ほかをたつぬへからす。この

教の弥陀は、これ法蔵比丘の成佛也。西方におはしますゆへに、その心おほきにことなり」（47）

とも述べている。このように阿弥陀仏と極楽浄土を設定することによって、この世界すべてに

仏が遍満するという一元論的世界観ではなく、この世界（娑婆世界）と極楽浄土とを画然と分

かち、阿弥陀仏は極楽浄土に住まうものとすることで、明確に二元論的世界観を打ち出してい

るのである（48）。

　この二元論的な世界観のなかでは、法身としての仏が遍満する、すなわち一元論的であるこ

とを前提とする仏性論は論理的に成り立たなくなる。つまり、法然は上記の論証からも明らか

なように、正面から仏性否定をしたわけではないが、その人間認識および浄土概念両面から、

実質として仏性を条件とする浄土思想は構想し得なかったと考えられるのである。『涅槃経』

で示された「一切衆生悉有仏性」は大乗仏教を特色づける重要な思想であるが、法然の浄土理
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論はそこから一歩出るところから始まる（49）。そしてその二元論的世界観のなかにおいては、

必然的に自と他という意識が問題となり、それは世界の中に個として存在しているということ

を自覚させるものであるとともに、他との「関係」の可能性を問うことを促すことにもなる。

すなわち、「一切衆生悉有仏性」が前提とされるならば、衆生と仏との関係をとくに問題とす

る必要はない。煩悩によって迷いの世界に彷徨っていても、おのれのなかに確実に存在する仏

を自覚し、仏が顕現してくるための修行を重ね、その修行を完成させることが出来れば、凡夫

である人間にも悟りの世界は開かれてくるからである。しかし、仏性の存在を断念せざるを得

ないところまで追い詰められていることを意識した人間にとっては、その自覚に立った上で、

まずは他者である仏との関係を築くところからはじめる以外に道はない。

　この状況において法然が選択した仏との関係を築く手段は、結論から言えば念仏であり、こ

の、衆生と阿弥陀仏を結ぶものとしての念仏という捉え方は、既に多くの先学によって指摘さ

れてきたことでもある。管見の及ぶ限りでは、まず藤堂恭俊は、法然の『往生要集』受容を論

ずるなかで、「法然の関心は仏凡の間における間断の有無ということに、そそがれていたので

ある。このようなことに関心がよせられるということは、法然自身の宗教意識のなかに仏凡の

対立、両者の間におけるこえがたい断絶を感じとっていたことを読みとることができるであろ

う。仏を自己の外に求め、しかもそれを人格的にとらえ、その人格仏とのつながり、緊密な結

びつきを、称名の上にはたそうとし、いな称名の上においてこそ実現し得るという確信を五十

字の上に見出したのである」（50）と言及し、同じく、『浄土教文化論─阿弥陀仏編』（浄土宗総合

研究所編、山喜房佛書林、一九九四年）所収「阿弥陀仏信仰論─とくに仏凡の人格的呼応関係

を中心として─」や、『法然上人研究第二巻』（山喜房佛書林、一九九六年）所収「法然浄土教

における念仏信仰の内実」で、この人格的関係を中核に据えた論を展開している。次に高橋弘

次は「南無阿弥陀仏と声にだして称えるということは、まさに阿弥陀仏という絶対者の宗教的

人格を呼んでいることであり、その呼ばれた阿弥陀仏は自らの宗教的人格をもって、呼んだ行

人に応えるのでなくてはならない。すなわち名号はたんなる符号でもなく、また呪文でもな

い」（51）と述べ、永井隆正も同様に、「この遺文（『往生浄土用心』引用筆者）は、まさに阿弥陀

仏の名号を称えるということが、阿弥陀仏という宗教的人格に呼びかけていることであり、そ

の呼ばれた阿弥陀仏は自らの宗教的人格をもって呼んだ者に応えるという阿弥陀仏と衆生とが

人格的呼応の関係をもっていることを示している」（52）と指摘している。さらに末木文美士は、

阿弥陀三諦説に触れるなかで、「法然の選択本願説は、こうした念仏勝行説を受けながら、そ

れが念仏自体にではなく、弥陀の本願に基礎づけたところに特徴があるのである。そのことに

よって、念仏は弥陀と衆生の人格的な関係を結ぶものとして位置づけられることになるのであ

る」（53）と論じ、また別のところでは端的に「念仏というのは基本的に言えば、まさに他者であ

る仏と私自身とがどう関わるかという、その関わりの問題なのです」（54）としている。

　藤堂、高橋、永井の三説の視点は大枠として、念仏の行為主体である衆生側に基づくもので
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あるのに対し、末木説は念仏そのものの属性に根ざしたものであるという違いはあるものの、

念仏が衆生と阿弥陀仏とをつなぐ回路であるとの認識では共通していると言えるであろう。そ

れでは一歩踏み込んで、念仏の何が、具体的に衆生と阿弥陀仏の関係を成立させているのだろ

うか。既に指摘したように、『逆修説法』においては、名号の功徳、称名そのものに具わるち

から、そして修行としての念仏といった捉え方は、仏性を断念せざるを得ないという前提の中

では、いずれも決定的要因とはされてはいなかった。しかし確かに、衆生と阿弥陀仏をつなぐ

ものとして、法然は口称念仏を主張したのである。その主張を支えた根拠はいったい何であっ

たのだろうか。

　ここで着目すべきは、『逆修説法』六七日、すなわち法然が行った説法の最終日分の、更に

その終結部で、善導に依って正雑二行の五番相対を説き、『観経疏』から引用する「衆生起

行、口常稱佛、々即聞之、身常禮敬、佛々即見之、心常念佛、々即知之、衆生憶念佛者、佛亦

憶念衆生、彼此三業不相捨離」（55）（衆生、行を起こして口に常に仏を称すれば、仏則ちこれを

聞き給ふ。身、常に仏を礼敬すれば、仏則ちこれを見給ふ。心に常に仏を念ずれば、仏、則ち

これを知り給ふ。衆生、仏を憶念すれば、仏また衆生を憶念し給ふ。彼此の三業、相捨離せ

ず）という文言である。というのは、この文言を法然は、『選択集』においても繰り返し引用

するのである。まず『選択集』第二章では、『逆修説法』とほぼ同一の構成でこの文言が引か

れる（56）。そればかりではなく、さらに第七章で、親縁、近縁、増上縁の三縁に言及するとこ

ろでは、そのなかの親縁の説明として再びこの同じ文言が持ち出されるのである（57）。法然の

浄土思想が完成する時期に位置する『逆修説法』および『選択集』で繰り返し引用されている

ということは、法然がその思想を支える重要な理論的根拠を、この文言に見出していた可能性

を示唆している。

　では、この文言の言わんとするところは何か。文字通りに読めば、衆生の阿弥陀仏に向けて

の称念などの行為に対して、阿弥陀仏は必ず「聞く」、「見る」、「知る」、「憶念する」ことで応

えてくれるということであろう。つまり、衆生と阿弥陀仏との間には衆生側からの行為によっ

て、ある「回路」が開かれる、すなわち衆生と仏との関係性は保証されるということである。

仏性を前提とすれば、衆生と仏との関係性を問題とする必要はそもそもなかった。如来蔵とし

てすべての人間には仏が具わっているからである。しかし、仏性の存在を断念すれば、人間と

仏の結びつきを根本的に保証するものはなくなってしまう。その状況のなかで法然が見出した

のが、この親疎対、遠近対、そして三縁といった概念、更に絞り込めば親縁という概念の可能

性であったと言えるのではないか。すなわち、二元論的な世界観という前提の中においてこ

そ、親縁が保証されることが仏性に代わり人間と仏をつなぐ必須条件となり、浄土思想を支え

る重要な基盤となったのである。そして、法然の口称念仏は、そこから必然的に導き出され

た、衆生から阿弥陀仏に向けての祈りを籠めた呼びかけなのである。

12



─　─

佛教大学大学院紀要　文学研究科篇　第 48 号（2020 年 3 月）

〔注〕

（ 1 ）	 大谷旭雄「逆修法会の成立史的研究─成立年次と成立時の形態考─」（『浄土宗典籍研究・研究編─
藤堂恭俊博士古希記念』同朋出版、一九八八年）大谷はここで、まず成立時期をめぐる研究史を概
観し、建久五年（一一九四年）とする越智専明説を紹介した上で、達磨宗停止の院宣、『龍舒浄土
文』の将来時期、建久三年に後白河院の菩提のために催された七日念仏礼讃の検討などを通して多
角的にその実施時期を検討し、建久四年後半から建久五年の前半という結論を導き出している。

（ 2 ）	 この点の詳細については、佛教大学大学院文学研究科仏教学専攻に提出した筆者の修士論文『声と
信仰─法然浄土教における念仏往生の論理』（二〇一九年）で論じている。

（ 3 ）	『昭和新修法然上人全集』（以下『昭法全』）「逆修説法」二四五頁。
（ 4 ）	『昭法全』「逆修説法」二七〇頁。
（ 5 ）	『浄土宗全書』（以下『浄全』）十五巻「往生要集」一四四頁 b09-10。
（ 6 ）	『浄全』十五巻「往生拾因」三七二頁 a08-09。
（ 7 ）	『浄全』十五巻「決定往生集」四九三頁 b03-04。
（ 8 ）	『昭法全』「逆修説法」二七〇頁。
（ 9 ）	 以下を参照。
	 福原隆善は次のように指摘している。

「名号の功徳が殊勝とされるのは通号の功徳の仏の一字についていわれることで、別号として
の阿弥陀の三字にあるのではないという。『阿弥陀』の功徳は『無量寿無量光』の功徳であっ
て、阿弥陀の一字ずつに分解してのことではないというものである。阿弥陀あるいは無量寿の
三字に功徳があると説くのは永観ばかりでなく、当面課題としている源信にもみられることで
ある」福原隆善「『逆修説法』と『往生要集』」『浄土宗典籍研究』（同朋舎出版、一九八八年）
九七頁。

	 また、深貝慈孝は以下のように指摘している。
「一体、名号の功徳というと、六字の名号とか、三字の名号とか、ことに阿弥陀仏の名号につ
いて言及されるのであるが、『選択集』においては、そのような具体的な表現はない。ただ念
仏が本願として選択された理由に、勝の義として名号万徳所帰説が論ぜられているのである。
その場合の釈としては、どうしても阿弥陀仏の仏号ということで、阿弥陀の三字に重きをおい
て、内証の功徳も外用の功徳も解することになるので、いずれかといえば、別号である阿弥陀
に、その功徳が具足せられるという方向にいくことが多い。……法然の名号万徳所帰説は、窺
基の釈の引用によっても知られるように、仏という通号のもつ内証外用の二功徳を指していう
のであることを知るべきである」深貝慈孝「『逆修説法』における中国唱導家の文献引用につ
いて」『浄土宗典籍研究』（同朋舎出版、一九八八年）二二九頁。

（10）	 鈴木英夫「自然と声」兵藤裕己編著『思想の身体　声の巻』（春秋社、二〇〇七年）五五頁。
（11）	 諸戸素純『法然上人の現代的理解』（知恩院宗学研究所、一九六四年）一一三頁。
（12）	 柴田泰山「『逆修説法』所説の浄土五祖伝について」『日中浄土』第二七号（日中友好浄土宗協会、

二〇一八年）二四頁。
（13）	『浄土宗聖典』第六巻「四十八巻伝」六三頁。「大唐の善導和尚の教えに従い、本朝の恵心先徳の勧

めに任せて、称名念仏の勤め長日六万遍なり」と記されている。
（14）	『昭法全』「念佛大意」四〇七頁。
（15）	『昭法全』「念佛往生要義抄」六八八頁。
（16）	『昭法全』「聖光房に示されける御詞」七四五頁。

「或時上人かの俗をさして、あの阿波介が申念佛と、源空が申念佛と、いづれかまさると聖光
房にたづね仰られけるに、心中にわきまふるむねありといへども、御ことばをうけ給はりて、
たしかに所存を治定せんがために、いかでかさすがに御念佛にはひとしく候べきと申されたり
ければ、上人ゆゆしく御氣色かはりて、されば日來淨土の法門とてはなにごとをきかれける
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ぞ。あの阿波介も佛たすけ給へとおもひて南無阿彌陀佛と申す。源空も佛たすけ給へとおもひ
て南無阿彌陀佛とこそ申せ。更に差別なきなりと仰られければ、もとより存ずることなれど
も、宗義の肝心いまさらなるやうに、たうとくおぼえて感涙をもよをしきとぞかたり給ける。」

（17）	 高崎直道『増補新版　仏性とは何か』（法蔵館、一九九七年）一七一頁。
（18）	 高崎直道『如来蔵思想Ⅰ』（法蔵館、一九八八年）一九三頁。
（19）	 この点に関して、天台本覚思想などでは、本来衆生に仏性が備わっているならば修行は必要なくな

るといった修行不要論的方向の解釈も生まれた。〈末木文美士『日本仏教史─思想史としてのアプ
ローチ』（新潮社、一九九三年）一一四頁－一三八頁〉ただし、最近の如来蔵・仏性研究のなかで
下田正弘は次のような見解を示している。「すでに迷いや苦悩から解放され、究極的理想が実現し
た次元から、いまだ苦悩や迷いにあるものにとってのさとりや救いのなりたちを明かす如来蔵思想
が、世界の二元的様相を前提とせず、単純に現実を肯定する一元論として解釈されてしまうなら、
それは修行の存在意義を無化し、解決すべき問題を隠蔽する暴論になってしまいかねない……じっ
さい袴谷［一九八九］や松本［一九八九］に代表される批判仏教的立場からは、如来蔵思想がこう
した世俗一元論的なものとして理解されてきた」（桂紹隆・斉藤明・下田正弘・末木文美士篇『如
来蔵と仏性　シリーズ大乗仏教第八巻』（春秋社、二〇一四年）八頁。

（20）	 最澄と徳一の論争については、常盤大定『仏性の研究─修正版』（明治書院、一九四四年）、ならび
に富貴原章信『中国日本仏教思想史』（国書刊行会、一九八八年）を参照。特に前者には詳細な紹
介がある。

（21）	『摩訶止観　下』（関口真大校注、岩波書店、一九八〇年）三五〇頁。なお現代語訳に関しては、池
田魯参『詳解　摩訶止観』（現代語訳篇）（大蔵出版、一九九五年）六九三頁。

（22）	『昭法全』「選択本願念仏集」三一一頁。
（23）	『昭法全』「逆修説法」二五八頁。
（24）	『昭法全』「逆修説法」二六九頁。
（25）	『昭法全』「逆修説法」二五八頁。
（26）	『昭法全』「逆修説法」二六九頁。
（27）	『浄全』十五巻「往生要集」四七頁 a07～09。
（28）	『浄全』十五巻「往生要集」四七頁 b12～13。
（29）	 源信は人間の不浄を身体の側面から描いていくのに、『大般涅槃経』、『大宝積経』、『禅祕要法経』、

『釈禅波密次第禅門』、『僧伽吒経』、『止観輔行伝弘決』、『大般若経』を引用している。また、ここ
で取り上げられる人間の不浄を構成する臓器等については、「三十六物」という項目で、『望月佛教
大辭典』には以下の解説がある。「三十六種の不浄物の意。即ち人の身中に三十六種の不浄物あり
と観ずるを云う。大智度論第四十八に〈髪毛等乃至脳膜、略説すれば則ち衆多なり〉と云い、五門
禅経要用法に〈愛を除かんと欲せば應に三十六物を観ずべし〉と云える是れなり」『望月佛教大辭
典』第二巻、一五六七頁。また、さらに遡り『中阿含経』に既に、「此身中有髪毛爪歯麁細薄膚。
皮肉筋骨心腎肝肺大腸小腸脾胃搏糞腦及腦根。涙汗涕唾膿血肪髓涎膽小便」という文言が、巻第二
十「念身経」（『大正蔵』1.0556.a13-16, a19-22）と巻第二十四「念処経」（『大正蔵』1.0583.b06-09, 
b12-14）に見られる。

（30）	『浄全』十五巻「往生要集」三七頁 a07。
（31）	『昭法全』十三頁。
（32）	『昭法全』「三部経大意」三七－三八頁。
（33）	『昭法全』「観無量寿経釈」一二一頁。
（34）	『昭法全』「阿弥陀経釈」一四二頁。
（35）	『昭法全』「選択本願念仏集」三一一頁。
（36）	『昭法全』「浄土宗略要文」三九七頁。
（37）	『昭法全』「登山状」四一七－四一八頁。
（38）	『昭法全』「鎌倉の二位の禅尼へ進ずる御返事」五二九頁。
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（39）	『昭法全』「要義問答」六三一頁。なお、高田本「西方指南抄」の表記は、「問、念仏ト申候ハ、佛
ノ色相光明ヲ念スルハ、觀佛三昧ナリ（也）」であるが、文意を優先してここでは、元亨版「和語
燈録」および正徳版「和語燈録」の表記を採用した。

（40）	『昭法全』「聖覚法印に示されける御詞」七三三頁。『浄全』十七巻「十六門記」六頁。
（41）	『昭法全』「無量寿経釈」一五五頁。
（42）	 大乗『涅槃経』には四種類あるといわれている。すなわち 1）法顕訳『大般泥洹経』、2）曇無讖訳

『大般涅槃経』、3）慧厳・慧観・謝霊運などの『大般涅槃経』、4）若那跋陀羅訳『大般涅槃経後
分』であるが、このうち法顕の六巻本『涅槃経』には「一切衆生に悉く仏性有り」と説かれると同
時に「但し一闡提を除く」とある。一闡提にも仏性があるとする部分が登場するのは曇無讖訳『大
般涅槃経』からである。詳しくは藤井教公「涅槃経と東アジア世界」（桂紹隆・斉藤明・下田正
弘・末木文美士篇『如来蔵と仏性　シリーズ大乗仏教第八巻』（春秋社、二〇一四年）、及び望月良
晃校注『新国訳大蔵経　涅槃部 5　大般泥洹経　大般涅槃経後分』（大蔵出版、一九九九年）の「解
題」を参照。

（43）	『昭法全』「鎌倉の二位の禅尼へ進ずる御返事」五二九頁。
（44）	『昭法全』「選択本願念仏集」三二九頁。
（45）	『昭法全』「一枚起請文」四一六頁。
（46）	『昭法全』「逆修説法」二三八頁。
（47）	『昭法全』「百四十五箇條問答」六六八頁。
（48）	 田村芳朗は「法然は、時機相応ということから、わざわざ、相対的二元論におりたった……」との

認識を示している。ただし、その論旨には賛成しかねる点がある。田村芳朗『鎌倉新仏教思想の研
究』（平楽寺書院、一九六五年）一八五－一八六頁。袴谷憲昭は「このような善導の『指方立相』
説は、『二種深信』の第二点である、『唯心』説に基づく『仏』の内在性の排除を、阿弥陀仏の外在
性として、より積極的に展開したものであると考えられる」と述べている。袴谷憲昭『法然と明恵
─日本仏教思想史序説』（大蔵出版、一九九八年）九一頁。

（49）	 この点について、高橋弘次は「法然の人間観─特に『瓦礫變成金』について─」（『印度学仏教学研
究』十五－一、一九六六年）で、『選択集』冒頭の『安楽集』からの引用、並びに本稿に引用した
③「阿弥陀経釈」の部分を「末法凡夫去聖時遙智識轉劣垢障尤深佛性無由顯現」という文言で取り
上げ、「今この二つの文をみるに、衆生は、それを顕現するとしないとにかかわらず、本来佛性を
悉有していることが認められる。これはまぎれもなく人間存在の本質的な立場を示すものであり、
法然の思想信仰において『衆生＝人間存在は本来佛になる性能を有する』ということを前提として
いることを物語るものである」（一四二頁）と述べている。この主張に関しては、根拠としている
文言はそれぞれ道綽からの引用と法照の発言であり、それを直接法然の思想と直結させる論法には
同意できない。ただし、高橋は人間存在の在り方として、A．本質的立場─一切衆生悉有佛性、
A’．実存的立場─佛性無由顯現、B．実存的立場─能令瓦礫変成金、と分類し、「B こそ、浄土念
佛門の中に見出される人間存在の実態であるといいうる」の述べている点は注目される。一九七八
年に上梓された同氏の『法然浄土教の諸問題』（山喜房佛書林）の第一部「法然浄土教の人間観」
もほぼ同様の論考になっている。大北裕生の「法然上人の人間觀」（『佛教大学人文論集』第五号

（一九七一）も高橋論文の主張とほぼ同一である。更に西川知雄は『法然浄土教の哲学的解明』（山
喜房佛書林、一九七三年）で次のような見解を表明している。「浄土教は『一切衆生悉有仏性』を
とく性宗の立場を取る。一切衆生をしてその本有仏性を自覚せしめようとする大慈悲に基づく大乗
菩薩行となって己れを現した浄土教が、本有仏性の衆生に対してなぜ『凡夫』という取扱いの姿勢
を取るのであるか。……人間に対して客観的立場に立ち、人間は本有仏性であると規定しうるの
は、法辺（仏辺）に於てである。すなわち、『人間は本有仏性である』と云いえるのは、仏の立場
から人間を見た場合においてである。仏から見れば人間はすべて仏性をもつ存在であろう。しか
し、人間の立場に立って人間を見て、『人間は本有仏性である』というとは、傲慢に外ならない」

（一〇五頁）。
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（50）	 藤堂恭俊『法然上人研究』（山喜房佛書林、一九八三年）五頁。なお、引用文中の「五十字」とい
うのは、『往生要集』第四正修念仏門中の「行住坐臥。語黙作作。常以此念。在於胸中。如飢念
食。如渇追水。或低頭挙手。或挙声称名。外儀雖異。心念常存。念念相続。寤寐莫忘」（『浄全』十
五巻「往生要集」八五頁 b08-11）を指す。

（51）	 高橋弘次『法然浄土教の諸問題』（山喜房佛書林、一九七八年）一三五頁。
（52）	 永井隆正「法然上人における念と声について—『念唱是一論』試論—」（『佛教文化研究』第二九

号、浄土宗教学院研究所、一九八四年）八〇頁。
（53）	 末木文美士『鎌倉仏教形成論─思想史の立場から』（法蔵館、一九九八年）一七四頁。
（54）	 末木文美士『浄土思想論』（春秋社、二〇一三年）五三頁。
（55）	『昭法全』「逆修説法」二七二頁。
（56）	『昭法全』「選択本願念仏集」三一五頁。
（57）	『昭法全』「選択本願念仏集」三二七頁。

（いちのせ　かずお　文学研究科仏教学専攻博士課程）
（指導教員：本庄　良文　教授）

2019 年 9 月 24 日受理
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はじめに

　本稿は、支婁迦讖が 179 年に訳したと伝わる『般舟三昧経』（T. 418）第二章の和訳と訳注

である（1）。本経の第二章は「行品」と呼ばれ、対告者の颰陀和（*Bhadrapāla）に対して、世

尊が般舟三昧とは何かを説明する。これ以外の章では詳細な説明が行われていないため、この

章が般舟三昧を研究する上での焦点となる。また、本経の訳には支婁迦讖本人と後代の訳者に

よる部分が混在することが Harrison 1979 によって指摘されているが、この第二章が支婁迦讖

の訳出した部分であり、諸本の内でも特に高麗版が原形を留めている可能性が高いとみられて

いる（cf. Harrison 1990, 221-249）。さらに末木 1989 は、各章の構成や内容の比較に基づい

て、第二章とそれ以降には成立史的な段階が見られることを指摘し、この第二章を原初形態と

して位置づける。そして、これまでの研究の反省として、異なる段階に属する章を一纏めにす

17

論　文

支婁迦讖訳『般舟三昧経』第二章
─ 和訳と訳注 ─

吹 田 隆 徳

　『般舟三昧経』（T. 418）は支婁迦讖によって 179 年に訳出されたと伝わる初期大乗

経典である。異本の内で最も古い形態を留めており、〈般舟三昧経〉の研究における

第一の資料となる。また、訳出された年代の早さから、初期大乗を研究する上でも押

さえておかなければならない資料である。第二章を取り上げるのは、これが般舟三昧

の説明を担う重要な章だからである。近年ではこの章が原初形態を示しているという

見解が提示されており、学界の注目度も高い。この第二章の研究により、原初的な般

舟三昧のあり方を追究し、この三昧が如何なる修道論上の要請に答えるべく生み出さ

れたのかを明らかにすることができる。そして最終的に、編纂者たちの思想的立場と

いった初期大乗の研究に重要な情報を提示することが可能である。本稿はその研究の

前段階として『般舟三昧経』第二章の和訳と註を作成する。

キーワード：支婁迦讖、初期大乗、浄土教、阿弥陀仏、念仏

〔抄　録〕
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るのではなく、この部分だけを他から切り離して研究する必要性を提起している。したがっ

て、この第二章の研究によってこそ、原初的な般舟三昧のあり方を追究することができるとい

うことになる。本経を和訳するにあたって、第二章を取り上げたのは以上の様な理由による。

　今回は、紙幅の都合上、第二章の前半部（T 13, 904b24-905a3）までの和訳となる。ここで

は複数の項目を挙げて般舟三昧を説明する。三昧の説明に項目を列挙するという形式を取るの

は〈三昧王経〉や〈首楞厳三昧経〉などにも見られる。しかし、どの経典でも所説の三昧と関

連性のない項目を挙げて説明することで知られ、特に大乗の三昧を説く経典に見られる不可解

な部分となっている（2）。和訳に際しては、異本（Tib., T. 416, T. 417（3）, T. 419）と比較し、異

同などの問題が見られる場合は必要に応じて詳細を注記しておいた。さらに、同じ支婁迦讖訳

とされる『道行般若経』に同一の訳語が認められる場合、『道行般若經詞典』（Karashima 

2010）からの引用を注記した。また底本に関しては、高麗版が原形を留めていると指摘されて

いることを踏まえ、『高麗大蔵経』の読みに従って翻訳し（4）、他に『宋版磧砂大蔵経』第七巻

（No. 69）などを参照した。尚、既に出版されている翻訳研究に関して、本経に限って挙げる

と、Paul Harrison による英訳（Harrison 1998）がある（5）。

和訳と訳注

　（T 13, 904b24-b29）仏陀は颰陀和（*Bhadrapāla（6））菩薩に〔次のように〕告げた。

　「もし、ある菩薩がおり、彼の思う対象（仏）が現在するならば、十方の仏に集中力を向け

よ。〔このようにして〕三昧に入るならば、あらゆる菩薩行（*bodhisattva-caryā（7））を会得す

る。〔般舟〕三昧とは何かというと（8）、（1）仏を対象とする作意（*manasikāra（9））でもって仏

に向かうことである。（2）心（*citta）と自覚（*smṛti）とに乱れがないことである（10）。（3）智

慧（*prajñā（11））を得てから精進を捨てないことである。（4）善知識たちと共に空〔性〕を修

習することである。（5）睡眠を除くことである。（6）群がらないことである。（7）悪友たちを

避けることである。（8）善知識たちに近づくことである。（9）乱れることなく精進することで

ある。（10）食事に満足を知ることである。（11）衣服を貪らないことである。（12）寿命を惜

しまないことである。

　（T 13, 904b29-c04）（13）孤独にして親族を避けることである。（14）故郷を離れることであ

る。（15）慈しみ（*maitrī）を修習し、哀れみ（*karuṇā）と喜び（*muditā）とを修得して、

平等性（*upekṣā）をもって行うことである（12）。（16）煩悩を棄てることである。（17）禅定を

修習することである。（18）容色に付き随わないことである。（19）〔五〕蘊に固執しないこと

である（13）。（20）〔十二〕処に執着しないことである（14）。（21）四大に固執しないことであ

る（15）。（22）自覚（*smṛti（16））を失わないことである。（23）〔高貴な〕生まれを貪らないこと

である（17）。（24）不浄なものを理解することである。（25）十方の人を見捨てないことであ
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る。（26）十方の人を活かすことである。

　（T 13, 904c04-c10）（27）十方の人をこれは我がものであると思うことである。（28）十方の

人を我がものでないと思うことである。（29）あらゆるものに固執しないことである（18）。（30）

戒を無闇にもとめないことである。（31）三昧の実践を繰り返すことである。（32）経典の読誦

を望むことである。（33）犯戒に陥らないことである。（34）三昧を失わないことである。（35）

教えを疑わないことである。（36）仏に反しないことである。（37）教えを却けないことであ

る。（38）比丘の僧団を乱さないことである（19）。（39）妄語を離れることである。（40）聖者た

ちを助けることである（20）。（41）愚か者たちを避けることである。（42）世間の話は喜ばず、

聞くことを望まないことである。（43）出世間の話は詳細に聞くことを望み、そして喜ぶこと

である。（44）理由によって畜生に生じたならば、〔話自体〕を聞こうと望まないことであ

る（21）。

　（T 13, 904c10-c14）（45）六和〔敬法〕を修習することである（22）。（46）五〔解脱処〕を行う

ことである（23）。（47）十悪を離れることである。（48）十善を修習することである。（49）九悩

を理解することである。（50）八精進を行うことである。（51）八懈怠を捨てることであ

る。（52）八勝処（*abhibhvāyatana）を修習することである（24）。（53）九想観と八大人覚を修

習することである（25）。そして、（54）禅定に執着しないことである。（55）学んで驕らないこ

とである（26）。（56）我慢を捨てることである。（57）説法を聞くことである。（58）教えを聞く

ことを望むことである。（59）教えを実践することを望んで、時の経過に惑わされないことで

ある。

　（T 13, 904c14-c19）（60）身体の特徴に執着しないことである。（61）十方の人から離れて執

着を望まないことである。（62）寿命を貪らないことである。（63）〔五〕蘊を理解して随わな

いこと、あるいは、（64）ものに随わないことである。（65）涅槃を求めて輪廻は望まないこと

である（27）。（66）おおいに輪廻を畏れることである。（67）〔五〕蘊を賊のようであると思うこ

とである。（68）四大を〔毒〕蛇のようであると思うことである。（69）十二処を空〔村〕のよ

うであると思うことである。（70）ながく三界にいても安穏を得ないことである。（71）涅槃の

獲得を忘れないことである。（72）貪欲を望まないことである。（73）輪廻の放棄を願うことで

ある。

　（T 13, 904c19-c25）（74）人の諍いに随わないことである。（75）輪廻に堕ちることを望まな

いことである。（76）常に仏の前に立つことである。（77）身体を受けても夢の如きものだと思

うことである。（78）信をもつことで二度と疑わないことである。（79）心に違和感がないこと

である（28）。（80）あらゆる表象（*saṃjñā（29））が滅することである。（81）過去、未来、現在を

等しいと考えることである。（82）常に諸仏の功徳を憶念（*anu-Smṛ）することであ

る（30）。（83）帰依して仏に依ることである（31）。（84）三昧に自在なことである。（85）仏の身体

の特徴にとらわれないことである。（86）ものはすべて等しいと考えることである。（87）世間
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と諍いのないことである。（88）やるべきことに対して言い争いがないことである。（89）原因

と結果によって〔ものごとが〕生じていると把握し理解することである。（90）仏地〔という

修行階梯〕から〔無上正等覚に〕至るに、法に対する容認（*kṣānti）を得ることである（32）。

　（T 13, 904c25-905a03）（91）法界に入ることである（33）。（92）空なる我（*ātman）を理解す

ることで（34）、人は存在するのでもなく、滅するのでもないと考えることである。（93）みずか

ら涅槃を証得することである。（94）智慧の眼が清浄なことである。（95）すべてが不二である

〔と見ること〕である。（96）菩提心に中間も始終もないことである。（97）すべての仏と心が

一つになることである（35）。（98）愚かさがない〔状態に〕入ることである。（99）智慧に責め

られる点がないことである。（100）みずからで覚りの心を得たのだから、仏の智慧は他に依ら

ないもの〔と見ること〕である。（101）善知識を得て、〔彼を〕仏のように思うことである。

（102）心に変化がないことである。〔すなわち、心が〕いかなるときも菩薩にあり、〔そこか

ら〕離れる時がないことである。（103）たとえあらゆる悪魔でも動かすことはできないことで

ある。（104）あらゆる人は鏡の中の像のようである〔と見ること〕である（36）。（105）あらゆ

る仏を見るのが昼間のように〔明瞭に見えるように〕なることである。すべて〔以上の〕あり

方（dharma（37））にしたがって、清浄な菩薩行は得られるのである」と。

� （未完）

〔注〕

（ 1 ）	 和訳と訳注の作成にあたっては、五島清隆先生から多くのご指摘を賜りました。ここに感謝申し上
げます。

（ 2 ）	 この不可解な部分に関しては Skilton 2002 による考察がある。
（ 3 ）	 T. 417 における対応箇所（T 13, 898b10-899a08）は他の異本とは全く異なっており、一句三字か

らなる偈頌の形式に改変されている。
（ 4 ）	 高麗版に関しては『高麗大蔵経』第七巻と『高麗大蔵経初刻本輯刊』巻五巻に所収の『般舟三昧

経』を参照した。
（ 5 ）	 異本（T. 417）並びに蔵訳を対象とした翻訳研究は多く出版されている。まず、T. 417 の翻訳とし

ては櫻部 1974（= 山口 1974, 557-578. 抄訳）、Inagaki 1989（英訳 / 完訳）、能仁 2018（完訳）があ
る。また、蔵訳からの翻訳として Harrison 1990（完訳）、林 1994（完訳）、梶山 1992（抄訳）が
ある。さらに、漢訳異本に共通する部分を抽出して訳したものとして西 1972（抄訳）がある。

（ 6 ）	 この Bhadrapāla が本経における対告者である。この人物の詳細については Harrison 1990, 6 fn.7
を参照。異本における訳語に関して、T. 419 では「拔陂」と音写され、T. 416 では「賢護」と訳
される。また、蔵訳は bzang skyong と訳す。

（ 7 ）	 原文は「一切得菩薩高行」。「菩薩高行」という訳語は竺法護訳『正法華経』に出る。
	 cf. 『正法華経』T 9, 122c29-123a01: 普當學菩薩高行。得至如來至眞等正覺。

SP (kern ed., 378, 7): sarvā yūyaṃ bodhisattvacaryāṃ caradhvaṃ bhaviṣyatha yūyaṃ tathāgatā 
arhantaḥ samyaksaṃbuddhāḥ.

（ 8 ）	 原文は「何等爲定意」。異本の対応箇所を参照すると、T. 419 は「何等爲一法。見在佛定意名爲止
定住者」、T. 416 には「云何名爲菩薩思惟一切諸佛現前三昧」とある。また、蔵訳には de la da 
ltar gyi sangs rgyas mngon sum du bzhugs pa zhes bya ba’i ting nge ’dzin de gang zhe na とある。
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（ 9 ）	 原文は「從念佛因縁向佛」。「念」は『道行経』に manasi-Kṛ の訳語として出る。また、蔵訳対応
箇所には sangs rgyas la dmigs pa’i sems yid la byed pa とある。

	 cf. Karashima 2010, 340: 念 (niàn)(3) “mental concentration, mental application”#
HD. 7.421.*
Lk. 456b24. 若復有菩薩壽如恒中沙劫布施如前，持戒具足。若復有菩薩求深般若波羅蜜，從念起，
説經，其功徳出彼上。(p)

AS. 171.23 = R. 344.18 = AAA. 703.15. manasikāra ～ (“mental concentration”); ZQ. 496a15. 念 ; 
Zfn. 529a23. 念 {般若波羅蜜} 起 ; not found at Kj. 566b16.; not found at Xz(I). 829c7.; not found 
at Xz(II). 903c6.; Sh. 644c15. 如理作意思惟 ; Tib.Pk. 204a7 = D. 189b7. yid la byed pa.

Lk. 457a12. 是本無不増不減。常隨是念，不遠離，是即爲近阿耨多羅三耶三菩坐。(p)
AS. 174.26 = R. 351.3 = AAA. 715.8. manasikāra ～ ; ZQ. 496b15. 念 ; Zfn. 529c23. 念 ; Kj. 
567a18. . 念 ; Xz(I). 830c25. 作意 ; Xz(II). 904b28. 作意 ; Sh. 646a16. 作意 ; Tib.Pk. 208a6 = D. 
193a7. yid la byed pa.

（10）	 原文は「念意不亂」。「念意」は蔵訳相当箇所に sems mi g-yeng ba / dran pa nye bar gnas pa とあ
るのを鑑み、念（*citta）と意（*smṛti）の二項目と理解する。T. 419 は「念意不邪冥不亂」となっ
ている。他に「意」が dran pa（*smṛti）と対応する例として註 16 を参照。

（11）	 原文は「從得黠不捨精進」。「黠」は『道行経』にも出る。また、蔵訳対応箇所には shes rab thob 
pa / brtson ’grus mi gtong ba とある。

	 cf. Karashima 2010, 528-529: 黠 (xiá)“wise, clever; wisdom”
HD. 12.1363a(1)(抱樸子 , 後漢書 etc.); ZY 251(1996, No.2): 141(安世高譯 , 支婁迦讖譯), Fang Yixin 
1997: 145f.(安世高譯 , 支婁迦讖譯 etc.), Zhou/Wang 1998 : 32(顏氏家訓)
Lk. 447a16. 譬若男子得象，觀其脚。於須菩提意云何？是男子爲黠不？”須菩提言：“爲不黠。” (p)

AS. 116.17 = R. 235.8 = AAA. 504.6. paṇḍita-jātīya ～ (“intelligent” [cf. AsP.tr.II 163 = AsP.tr. 
84]); ZQ. 490c2. 黠 (←點 : a misprint of the Taisho Edition); not found at Zfn.; Kj. 556a19. 智 ; 
Xz(I). 810c16. 黠 ; not found at Xz(II). 891a28.; Sh. 625a22. 智 ; Tib.Pk. 139b5 = D. 129b7. mkhas 
pa’i rang bzhin can.

Lk. 456a2. (An irreversible bodhisattva) …心大無有極，安隱堅住其地，無有能降之者。作是住，
無有能過是黠者。(p)

AS. 168.9 = R. 337.13 = AAA. 689.19. .(asaṃhārya ～) jñāna ～ (“his cognition [becomes 
insuperable]” [AsP.tr.II 206 = AsP.tr. 128]); not found at ZQ. 495c13.(無能過者); not found at 
Zfn. 528b17.(無有能過); Kj. 565c1.(不可壞) 智慧 ; Xz(I). 828b12.(無動無退轉) 智 ; Xz(II). 902c9 = 
Xz(I); Sh. 643b24.(不壞) 智 ; Tib.Pk. 200b2 = D. 186b2. .(mi ’phrogs pa’i) ye shes.

（12）	 原文は「習等意得悲喜心護行」。蔵訳対応箇所には byams pa la kun tu sten pa / snyin rje thob pa 
/ dga’ ba la gnas pa / btang snyoms sgom pa とあり、漢訳異本を参照しても、ここは四無量心を
説く部分となっている。T. 419 が upekṣā に当たる部分を「已行護心」と訳していることからも、
原文中の「護」が upekṣā とみるべきであろう。しかし、『道行経』では muditā の訳語として出る
ようである。

	 cf. Karashima 2010, 218-219: 護 (hù)(1) “care, protection; takes care of, protects” (a translation of 
BHS. muditā“joy, sympathetic joy”)

HD. 11.436b(2)(史記 etc.);
Lk. 439b8. 三千大千國土人悉念慈、哀、護、等心，無過菩薩、摩訶薩上頭所施，是即爲極尊。(p)

AS. 79.9 = R. 155.16 = AAA. 361.5. catur ～ apramāṇa ～ (“the four Unlimited” [AsP.tr.II 131 
= AsP.tr. 50]); ZQ. 487a8. 四等心 ; Zfn. 521a10. 慈、哀、等、護心 ; Kj. 549a7. 慈、悲、喜、捨
心 ; Xz(I). 795b24. 四無量 ; Xz(II). 882b11. 四無量 ; Sh. 611a16. 四無量行 ; Tib. Pk. 94a3 = D. 
87b7. tshad med pa bzhi.

Lk. 461c19. (The true bodhisattva-mahāsattvas) 是彼壞菩薩輩所在彼處，常當持慈心向，常當哀

21



─　─

支婁迦讖訳『般舟三昧経』第二章（吹田隆徳）

之，令安隱，愍傷之，慈念之。常當自護，自念：“使我無得生是惡心。……” (p)
≠ AS. 196.10 = R. 395.14 = AAA. 784.4. mudita-citta ～ (“a thought of joy in sympathy” [AsP.
tr.II 235 = AsP.tr. 157]); ZQ. 499b4 = Lk; Zfn. 534c17. 護之 ; Kj. 571b12. 喜 ; Xz(I). 839b10. 喜 ; 
Xz(II). 910a17. 喜 ; Sh. 653c18. 大喜心 ; Tib.Pk. 232b3 = D. 216a4. dg’ ba’i sems.

（13）	 原文は「不受陰」。「受」は『道行経』に pari-Grah の訳語として出る。尚、蔵訳相当箇所には
rnam par ’jig pa とある。

	 cf. Karashima 2010, 454-456: 受 (shòu)(1) “embraces, holds, grasps; perceives”
HD. 2.880b(2)(詩經 etc. “receives”)
Lk. 426a26～29. 色不受；痛痒、思想、生死、識不受。不受色者，爲無色。不受痛痒、思想、生
死、識者，爲無識。般若波羅蜜不受。何以故不受？如影無所取。無所得故，不受。(p)

AS. 5.1f. = R. 8.13f. = AAA. 49.2f. a-parigṛhīta ～ ... a-parigṛhīta ... a-parigṛhīta ... a-parigṛhīta ... 
a-parigṛhīta ～ (“is not appropriated” [AsP.tr.II 85 = AsP.tr. 3]); ps-ZQ. 479b1. 以不取 (色)。不
取 (痛想行識)。…(色) 無彼受。(痛想行識) 無有彼受。……(明度之道) 無有彼受。…(吾 [s.e. for 
不 ?]) 受 ; Zfn. 509a13f. 不受…不受…不受 ; Kj. 537c9f. 無受…無受…無受 ; Xz(I). 764b11f. 不可
攝受…不可攝受…不可攝受 ; Xz(II) . 866b21f. 不應攝受…不應攝受…不應攝受…不可攝受 ; Sh. 
588a6f. 不受…不受…不受 ; Tib.Pk. 5a5f. = D. 4b6f. yongs su gzung ba ma mchis so ... yongs su 
gzung ba ma mchis so.

Lk. 426b3. 復次，舍利弗！薩芸若不受。何以故？菩薩不當持想視薩芸若。設想視者，爲不了，爲
如餘道人，不信薩芸若。(p)

AS. 5.6 = R. 8.20 = AAA. 50.6. a-parigṛhīta ～ ; ps-ZQ. 479b9. 無彼受 ; Zfn. 509a18. 不受 ; not 
found at Kj. 537c13.; Xz(I). 764b18. 不攝受 ; Xz(II). 866b29. 不攝受 ; Sh. 588a12. 無所取 ; Tib.Pk. 
5b2 = D. 5a2. yongs su gzung ba ma mchis te.

Lk. 426b7. 正使餘道人信佛，信佛已，反持小道入佛道中。入佛道中已，不受色。痛痒、思想、生
死、識不受。(p)

AS. 5.9 = R. 9.1 = AAA. 50.18. parigṛhṇīte (“takes hold of [form, etc.]” [cf. AsP.tr.II 85 = AsP.
tr. 3]); ps-ZQ. 479b12. 取 ; Zfn. 509a20. 受 ; Kj. 537c16. 受 ; Xz(I). 764b24. 取 ; Xz(II). 866c6. 取 ; 
Sh. 588a15. 受 ; Tib.Pk. 5b3 = D. 5a3. yongs su (mi) ’dzin.（他に三例あり）

（14）	 原文は「不入衰」。「入」は『道行経』に abhi-ni-Viś の訳語として出る。尚、蔵訳対応箇所には
mngon par mi chags とある。また、「衰」は『道行経』において indriya の訳語として出るようで
ある。

	 cf. Karashima 2010, 389: 入 (rù)(3) “absorbs”(?) Lokakṣema rendered abhiniveśa (“strong 
attachment” [BHSD , s.v.]), which is a derivative of the verb viś (“to enter”), literally as 入
(“enters”).

Lk. 451a23. 色、痛痒、思想、生死、識，不受不入；須陀洹、斯陀含、阿那含、阿羅漢、辟支佛、
薩芸若道，不受不入。(p)

AS. 140.10 = R. 281.15 = AAA. 576.24. -abhiniveśa ～  ... -abhiniveśa ～ (“strong attachment” 
[BHSD , s.v.]); ZQ. 492b-3. 入……入 ; not found at Zfn.; Kj. 559c10. 著 ; Xz(I). 819a1. 執著……執
著 ; Xz(II). 896a29 = Xz(I); Sh. 633b8. 著 ; Tib.Pk. 168b8 = D. 156b3. mngon par (ma) zhen bar 
bya ba ... mngon par (ma) zhen bar bya ba.

Lk. 451a26. 佛言：“云何，須菩提！若見 (←見若) 羅漢所入處不？” (p)
AS. 140.16 = R. 282.2 = AAA. 577.17. yatra parigrahaṃ vā ’bhiniveśaṃ vā kuryāḥ (“[Do you 
view Arhatship as a real dharma which] you could take hold of, or settle down in?” [cf. AsP.
tr.II 182 = AsP.tr. 103]); ZQ. 492c1. 所入 ; not found at Zfn.; Kj. 559c15. 可受可著 ; Xz(I). 819a9. 
可攝受執著 ; Xz(II). 896b5 = Xz(I) ; Sh. 633b13 = Kj; Tib.Pk. 169a5 = D. 156b6. gang la yongs 
su ’dzin pa’am mngon par zhen par byed pa.

Lk. 451a27. 須菩提言：“不見。天中天！不見是法我所入處。” (p)
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AS. 140.18 = R. 282.4 = AAA. 577.23. yaṃ parigṛhṇīyām abhiniveśeyaṃ vā ’rhattvam (“[I do 
not view Arhatship as a real dharma which] one could take hold of, or settle down in” [cf. 
AsP.tr.II 182 = AsP.tr. 103]); not found at ZQ. 492c1.; not found at Zfn.; Kj. 559c16. 可生著 ; 
Xz(I). 819a10. 可於其中攝受執著 ; Xz(II). 896b6 = Xz(I); Sh. 633b15. 亦 (不) 可受亦 (不) 可著 ; 
Tib.Pk. 169a6 = D. 156b7. gang la yongs su ’dzin pa’am mngon par zhen par ’yur pa.（他二例
あり）

	 cf. Karashima 2010, 312: 六衰 (liù shuāi)“the six kinds of decay, decline, degeneration, calamities”
not found at HD. 2.40.; cf. Soothill 638(“the six ruiners, i.e. the attractions of the six senses, 
idem 六塵 , 六賊”), Nakamura 1456a = Nakamura2 1769a (= 六塵 ṣaḍ viṣayāḥ “six spheres [of 
the senses]; 六入 ṣaḍ āyatanāni “the six senses [sense-organs and their respective objects]”, 
BHSD , s.v. āyatana)

Lk. 427a24～26. 幻如色。色六衰、五陰。如幻痛痒、思想、生死、識。作是語，字六衰、五陰。
(p)

AS. 9.8., 10 = R. 17.3, 5 = AAA. 72.16, 19. ṣaḍ-indriya ～ (“the six sense organs” [AsP.tr.II 88 = 
AsP.tr. 6]); ps-ZQ. 480b18. 六根 ; Zfn. 510a15., 16. 六衰 ; Kj. 538c4. 六情 ; Xz(I). 766a15. 六根 ; 
Xz(II). 868a7. 六根 ; Sh. 589b25. 六根 ; Tib.Pk. 10a5 = D. 9b7. dbang po drug.

Lk. 474a2. 爾時，即於坐上得六萬三昧門。何等爲三昧門？…… 譬如大海水不可量多慧所入三昧、
在須彌山功徳莊飾三昧、五陰六衰無形觀三昧、………… (p)

not found at AS. 255.6 = R. 516.15 = AAA. 977.10.; ZQ. 505c6. (五陰四大) 六衰 (無形觀定); not 
found at Zfn.; not found at Kj. 584c20.; not found at Xz(I).; not found at Xz(II).; not found at Sh. 
674b24.; not found at Tib.Pk. 304b3 = D. 279a3.

（15）	 原文は「不念四大」。T. 419 は「諸大」、T. 416 では「諸界」、蔵訳には khams rnams とあるが、
この場合の諸界は六界（または、その中の四界）を指す。尚、「四大」という訳語は『道行経』に
も出る。

	 cf. Karashima 2010, 462: 四大 (sì dà)“the four great (physical elements which constitute the 
material world, viz. earth, water, fire, and air[or wind])”

HD. 3.570b(明報應論 , 圓覺經); Krsh(2001). 253;
Lk. 470a20. 四大本無形。菩薩隨般若波羅蜜教，當如是。(p)

not found at AS. 235.4～29 = R. 475.6～477.8 = AAA. 893.20～900.22.; ZQ. 503b16. 四大 ; not 
found at Zfn.; not found at Kj. 579b15～ c13.; not found at Xz(I). 859c-14～860c19.; not found at 
Xz(II).; not found at Sh. 667a17～ b25.; not found at Tib.Pk. 279b3～281a1 = D. 257b5～258b6.

（16）	 原文は「不失意」。蔵訳相当箇所には dran pa mi g-yeng ba とある。
（17）	 原文は「不貪性」。蔵訳対応箇所には rigs smra bas snyems par mi byed とある。「性」には kula, 

jāti, gotra などの原語が想定される。cf. “性” Digital Dictionary of Buddhism, http://www.
buddhism-dict.net/cgi-bin/xpr-ddb.pl?q= 性 .

（18）	 原文は「不欲受」。蔵訳対応箇所には yongs su mi ’dzin pa とある。原文中の「受」が pari-Grah
の訳語として『道行経』に出ることについては註 13 を参照。

（19）	 原文は「不亂比丘僧」。「比丘僧」の訳語は『道行経』にも出る。
	 cf. Karashima 2010, 36: 比丘僧 (bǐ qiū sēng; EH. bjiəi[bjiəi-] khju səng > QYS. bi4[bi-4] khjəu səng a 

transliteration of Skt. bhikṣu-saṅgha (“a community of Buddhist monks”))　Cf. 摩訶比丘僧 (mó hē 
bǐ qiū sēng).

not found at HD. 5.262.; DK. 6.802b(清代);
Lk. 432b2. 佛語釋提桓因：“云何，拘翼！閻浮利人中有幾所人，信佛，信法，信比丘僧 (v.l. 比丘
僧者) ？”(p)

AS. 30.7 = R. 59.21 = AAA. 213.14. saṃgha ～ ; ZQ. 484a23. 比丘僧 ; Zfn. 514c7. 比丘僧 ; Kj. 
542c11. 僧 ; Xz(I). 775b7. 僧 ; Xz(II). 873c20. 僧 ; Sh. 596b5. 僧 ; Tib.Pk. 35b3 = D. 33b5. dge 
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’dun.
Lk. 441c13. 斷比丘僧者，爲受不可計阿僧祇之罪。(p)

AS. 92.13 = R. 183.18 = AAA. 401.18. tathāgata-śrāvaka-saṃgha ～ (“the community of the 
disciples of the Tathāgata” [cf. AsP.tr.II 141 = AsP.tr. 60]); ZQ. 488b1. 比丘僧 ; Zfn. 523b7 = 
Lk; Kj. 551a29. 僧寶 ; Xz(I). 801b25. 僧寶 ; Xz(II). 885a14. 僧 ; Sh. 615c20. 聲聞一切僧寶 ; Tib.Pk. 
111a6 = D. 103b5. de bzhin gshegs pa’i nyan thos kyi dge ’dun.

Lk. 451a12. 佛説是經時，五百比丘僧、二 (←三) 十比丘尼皆得阿羅漢。(p)
AS. 139.26 = R. 280.13 = AAA. 575.3. bhikṣu- (“monk” [AsP.tr.II 181 = AsP.tr. 102]); ZQ. 492b-
10. 比丘 ; not found at Zfn. ;Kj. 559b24. 比丘 ; Xz(I). 818c2. 苾蒭 ; Xz(II). 896a13. 苾蒭 ; Sh. 
633a20. 苾蒭 ; Tib.Pk. 168a5 = D. 156a1. dge slong.（他二例あり）

（20）	 原文は「助道徳家」。蔵訳対応箇所には ’phags pa rnams とある。「道徳」という訳語や「○○家」
という表現は『道行経』にも出る。

	 cf. Karashima 2010, 115: 道徳 (dào dé)“the virtues of the (Buddha) Path” Cf. 至徳 (zhì dé), 有徳人
yǒu dé rén), 有徳之人 yǒu dé zhī rén).

HD. 10.1084a(韓非子 etc.); DK. 11.134c(周易 etc.); Krsh(1998). 87;
Lk. 440a14. 菩薩道徳之人，當 ([= mss.] ←常) 知：“過去、當來、今現在法無所取、……”(p)

AS. 82.9 = R. 161.19 = AAA. 370.6. bodhisattva-yānika ～ pudgala ～ (“a person who belong to 
the vehicle of the bodhisattvas”); ZQ. 487b4. 求闓士道有徳人 ; Zfn. 521c14. 道徳之人 ; Kj. 
549c3. 菩薩 ; Xz(I). 796c17. 菩薩乘善男子等 ; Xz(II). 882c28. 菩薩 ; Sh. 612a25. 菩薩、摩訶薩 ; 
Tib.Pk. 98a1 = D. 91b1f. byang chub sems dpa’i theg pa can.

Lk. 476a6. 是時薩陀波倫菩薩悉受五百女人及五百乘車珍寶，既受，用道徳故。既受已，薩陀波倫
菩薩欲持上師，……(p)

not found at AS. 256.16 = R. 519.12 = AAA. 979.29.; not found at ZQ. 506c23.; not found at 
Zfn.; not found at Kj. 585a29.; not found at Xz(I).; not found at Xz(II).; not found at Sh. 675a9.; 
not found at Tib.Pk. 306a5 = D. 280b2.

	 cf. Karashima 2010, 248: 家 (jiā)“one (or those) who ...”(used after a verb or adjective, or a verbal or 
adjective phrase, to indicate a specific class of persons).

HD. 3.1458.*; Zhu 160f.(支謙譯 etc.), ZY 251(1996, No.2): 142(安世高譯 , 道行般若經), Hu 2002 : 
271f.(論衡 , 安世高譯); cf. also ZY 318(2007, No.3): 285f..
Lk. 461c4. 須菩提！菩薩當作是知：如擔死人種；無所復中直，反呼是菩薩有短；是爲菩薩怨家；
是爲厭菩薩。(p)

∈ AS. 195.27 = R. 394.16 = AAA. 783.1. bodhisattva-pratirūpaka (“a mere fake of a 
Bodhisattva” [AsP.tr.II 235 = AsP.tr. 157]); ZQ. 499a27. 闓士怨家 ; Zfn. 534c4 = Lk; Kj. 571b5. 
似像菩薩 ; Xz(I). 839a28. 雖似菩薩、摩訶薩相 ; not found at Xz(II). 910a9.; Sh. 653c5. 形像菩薩 ; 
Tib.Pk. 232a3 = D. 215b4. byang chub sems dpa’i gzugs brnyan.

Lk. 464b11. 若求菩薩道家與求羅漢道人共諍。爾時，弊魔自念：“菩薩離薩芸若遠。離遠，亦不大
遠。”菩薩又與菩薩共諍。爾時，弊魔念言：“兩離佛遠。”(p)

AS. 207.30 = R. 420.3 = AAA. 812.12. bodhisattvo mahāsattvaḥ; ZQ. 500b22. 闓士 ; not found at 
Zfn.; Kj. 573c5. 求佛道者 ; Xz(I). 845a21. 菩薩、摩訶薩 ; Xz(II). 913a2. 菩薩 ; Sh. 657c21. 菩薩乘
人 ; Tib.Pk. 246a2 = D. 228a3. byang chub sems dpa’ sems dpa’ chen po.

（21）	 原文は「從因縁畜生 (+ 生) 不欲聞」。難読箇所である。本文ではできるだけ原文に則しての訳出を
試みた。直前の項目（42: 世間語不喜不欲聞）と（43: 道語具欲聞亦喜）が人間に生まれた場合を
述べたものであり、当該箇所（44）は、理由があって畜生に生まれた場合を述べたものと理解す
る。しかし、原文にある「畜生」をどのように理解するかによって文意が異なってくる。異本を参
照すると、T. 419 には「畜生音遠棄辟」とあり、ここでも「畜生」と訳出している。このことか
ら、Harrison は原典に tiracchāna-kathā に相当する語があったと想定する。tiracchāna-kathā とは
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馬鹿話のことである（see Harrison 1990, 27, fn. 5; Harrison 1998, 111 fn.2; PTSD, s.v., -kathā “animal 
talk”; wrong or childish talk in general）。しかし、異本すべてに「畜生」の語が現れるわけではな
い。T. 416 は「雖聞語言。意不樂聽」、蔵訳には gtam rgyud ma yin pa rnam par spong ba とあ
り、特に蔵訳は伝承された話（Das: gtam rgyud, ākhyāna, oral tradition, legend. see also MVP 
7128）でないものを棄てることを言っている。ところで、この蔵訳には異読があり、プダク写本で
は先の箇所が byol song gis rgyud rnams spong ba となっている。したがって、Harrison が想定す
るように、やはり原典には tiracchāna に相当する語が記されていたと見るほうがよい。この語は、
確かに本経や T. 419 が示す「畜生」として理解することもできるが、その一方で、本筋からはず
れている様子を表現する場合にも用いられることがある（cf. PTS: tiraccha, (adv.) . . . across, 
obliquely; in °bhūta deviating, going wrong, swerving from the right direction）。それゆえ、漢訳
者が「畜生」と訳しているとしても、その原語や蔵訳から「〔伝承から〕はずれて伝わったものを
聞こうと望まない」といったような文意を想定することは可能であり、こちらが原意であった可能
性が高い。

（22）	 原文は「六味習」。まず原文中に「六味」とあることに関して、『十住毘婆沙論』（T 26, 87c3f.）に
引用される対応箇所を参照すると、そこには「三十修六和敬法。三十一常修習五解脱處。三十二除
九瞋惱事。三十三斷八懈怠法。三十四修八精進。三十五常觀九相。三十六得大人八覺 ...」とあり、
本経における「六味」に対応する語を、羅什は「六和」と訳していることがわかる。このことか
ら、原文中の「六味」が、本来、和の異体字で「六咊」と書かれていたのを誤って伝えている可能
性がある。さらに、訳語の混乱について Harrison が指摘している。この指摘は T. 419 が「六堅法
已習」と訳すことに関するものである。Harrison は、蔵訳対応箇所に dga’ bar byed pa’i chos 
drug la brten pa とあることから、原典に sārāyaṇīya-dharma/saṃrañjanīya-dharma (see BHSD, 
s.v. ) と書かれていたことを想定し、T. 419 が「六堅法」とするのは、sārāyaṇīya を漢訳者が sāra
と誤って理解したためとみる（Harrison 1990, 27 fn. 6）。そして、今回と同様の混乱は〈維摩経〉
にも見られる。すなわち、原典に saṃrañjanīyadharmābhinirhṛto’dhyāśayaḥ（VN 43, 3）とある箇
所は、支謙訳では「行六堅法不斷學意」（T 14, 525a22）とあるのに対し、羅什訳には「於六和敬
起質直心」（T 14, 543c20）とあり混乱している。尚、これら二法は、後代の注釈では同一視され
ることがある。cf.『瑜伽論記』「六堅法者。即六和敬也」（T 42, 815b02-03）。

（23）	 原文は「為五習」。対応箇所は T. 419 では「五度脱常當習」、T. 416 では「熏修五解脱法」となっ
ている。蔵訳対応箇所には rnam par grol ba’i skye mched lnga sten pa とある。

（24）	 原文は「爲習八便」。当該箇所は、漢訳異本や『十住毘婆沙論』が引用する対応箇所（註 22 参照）
には存在せず、蔵訳に zil gyis gnon pa’i skye mched brgyad la kun tu sten pa とあるのに相当す
る。したがって、原文中の「八便」というのが八勝処 aṣṭāv abhibhvāyatana の訳語であると見なけ
ればならない。尚、高麗版には「八便」とあるが、磧沙版などでは「八使」となっている。

（25）	 原文は「爲習九思八道家念」。ここでは九思と八道家念の二つが一項目にまとめられているが、T. 
419 は「常已習九想行。已行八大人念」として二項目に分ける。蔵訳対応箇所を参照すると、’du 
shes dgu rnam par ’jig pa... skyes bu chen po’i rnam par brgyad thob pa として項目が分けられて
はいるが連続していない。尚、T. 416 でもこれら二項目は連続して説かれない。

（26）	 原文は「聞不貢高」。「貢高」の訳語は『道行経』にも出る。
	 cf. Karashima 2010, 187-188: 貢高 (gòng gāo)“pride, arrogance; is proud, arrogant” (an alliterative 

compound?).
HD. 10.81b(百喩經); DB 322f.(百喩經 , 敦煌變文 etc.), DWYC 115f.(敦煌變文), ZHYL 166f.(中本起
經 etc.), Zhu 107(道行般若經 etc.), ZY 229(1992, No.4): 304(do.), Yan Qiamao 1997 : 74(六度集經 
etc.), TWYC 141(酉陽雜俎 , 敦煌變文), Krsh(1998). 166, ZHY 1(2000): 227f.(文殊師利問菩薩署經 
etc.), Hu 2002 : 90(般舟三昧經).
Lk. 431b27. 是善男子、善女人…………自在所爲，所語如甘露，所語不輕，瞋恚不生，自貢高不
生。(p)
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AS. 27.8 = R. 53.16 = AAA. 197.18. māna- (“pride”); ZQ. 483c22. 貢高 ; Zfn. 514a11. 自貢高 ; Kj. 
542a24. 我慢 ; Xz(I). 773c7. 諂誑矯 ; Xz(II). 872c28. 諂誑矯 (v.l. 憍); Sh. 595b2. 我慢 ; Tib.Pk. 
31b7 = D. 30a6. nga rgyal.

Lk. 431c2. 用學般若波羅蜜故，不受 (read 愛 ?) 自瞋恚，不受 (read 愛 ?) 自貢高，不受 (read 愛 ?)
自可。(p)

AS. 27.10 = R. 53.18 = AAA. 198.6. māna ～ ; not found at ZQ. 483c23.; Zfn. 514a14. (不愛) 貢
高 ; not found at Kj. 542a25.; not found at Xz(I). 773c9.; not found at Xz(II). 873a1.; not found at 
Sh. 595b3.; Tib.Pk. 31b8 = D. 30a7. do.

Lk. 441c20. 斷般若波羅蜜者，復有四事。何謂爲四？隨惡師所言，一；不隨順學，二；不承至法，
三；主行誹謗，{四} 索人短，自貢高，〈四〉。(p)

AS. 92.22 = R. 184.10 = AAA. 403.8. ātmotkarṣin ～ (“one who exalts himself” [AsP.tr.II 141 = 
AsP.tr. 61]); SC.11. [a]tmutk(a)[r]ṣak(o) (“do.”); ZQ. 488b5. 自高 (v.l. 自貢高); Zfn. 523b14 = Lk; Kj. 
551b5. 自高其身 ; Xz(I). 801c3. 好自高舉 ; Xz(II). 885a21. 自讃 ; Sh. 615c29. 執著我相 ; Tib.Pk. 
111b4 = D. 104a3. bdag la bstod(D. stod) cing.（他六例あり）

（27）	 原文は「求無爲不欲生死」。ここでは「涅槃（無為）を求める」とあるが、蔵訳対応箇所には「涅
槃を望まないこと」mya ngan las ’da’ ba mi ’dod pa とある。尚、「生死」は『道行経』に saṃsāra
の訳語として出る。

	 cf. Karashima 2010, : 生死 (shēng sǐ)“birth and death” (a translation of Skt. saṃsāra“passing from 
one state of existence to another, transmigration.” In older Chinese translations, the word 生死 
often corresponds to Skt. saṃskāra, which indicates that its Middle Indic form saṃkhāra was 
confused with saṃsāra.) Cf. 牢獄 (láo yù)

HD. 7.1493b(7)(晉代道安《〈人本欲生經〉序》 etc.)
Lk. 426a20. 菩薩行般若波羅蜜，色不當於中住；痛痒、思想、生死、識不當於中住。(p)

AS. 4.27 = R. 8.6 = AAA. 47.4. saṃskāra ～ (“predispositions”); ps-ZQ. 479a24. 行 ; Zfn. 509a10.
生死 ; Kj. 537c5. 行 ; Xz(I). 764b1. 行 ; Xz(II). 866b12. 行 ; Sh. 588a1. 行 ; Tib.Pk. 5a1 = D. 4b2. 
’du byed rnams.

Lk. 427c18. 色無著，無縛，無脱。痛痒、思想、生死、識無著，無縛，無脱。(p)
AS. 11.11 = R. 22.1 = AAA. 91.8. do.; ps-ZQ. 481a4. 行 ; Zfn. 510c6. 生死 ; Kj. 539a10. 行 ; Xz(I). 
767a4. 行 ; Xz(II). 868c1. 行 ; Sh. 590b2. 行 ; Tib.Pk. 13a1 = D. 12b1. do.

Lk. 437a18. 行般若波羅蜜者，不壞色無常視，不壞痛痒、思想、生死、識無常視。何以故？本無
故。(p)

AS. 57.21 = R. 113.9 = AAA. 299.22. .do.; ZQ. 486a5. 五陰 ; Zfn. 518c26. 生死 ; Kj. 546c8. 行 ; 
Xz(I). 785a6. 行 ; Xz(II). 879b18. 行 ; Sh. 605a18. 行 ; Tib.Pk. 67b3 = D. 64a2. ’du byed.（他八例
あり）

（28）	 原文は「意無有異」。蔵訳対応箇所には sems las su rung ba とある。この項目は T. 419 と T. 416
にはみあたらない。

（29）	 原文は「一切滅思想」。「思想」という訳語は『道行経』にも出る。
	 cf. Karashima 2010, 459: 思想 (sī xiăng)“perception, recognition”# (a translation of Skt. saṃjñā) Cf. 

念思想 (niàn sī xiăng)
HD. 7.444a(*[ 公羊傳 etc.])
Lk. 426a19. 菩薩行般若波羅蜜，色不當於中住；痛痒、思想、生死、識不當於中住。(p)

AS. 4.27 = R. 8.5 = AAA. 47.4. saṃjñā ～ (“perception”); ps-ZQ. 479a24. 想 ; Zfn. 509a10. 思想 ; 
Kj. 537c5. 想 ; Xz(I). 764b1. 想 ; Xz(II). 866b12. 想 ; Sh. 588a1. 想 ; Tib.Pk. 5a1 = D. 4b2. ’du 
shes.

Lk. 427c18. 色無著，無縛，無脱。痛痒、思想、生死、識無著，無縛，無脱。(p)
AS. 11.11 = R. 22.1 = AAA. 91.8. do.; ps-ZQ. 481a3. 想 ; Zfn. 510c6. 思想 ; Kj. 539a10. 想 ; Xz(I). 
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767a4. 想 ; Xz(II). 868c1. 想 ; Sh. 590b2. 想 ; Tib.Pk. 13a1 = D. 12b1. do..
Lk. 437a18. 行般若波羅蜜者，不壞色無常視，不壞痛痒、思想、生死、識無常視。何以故？本無
故。(p)

AS. 57.20 = R. 113.9 = AAA. 299.22. do.; ZQ. 486a5. 五陰 ; Zfn. 518c26. 思想 ; Kj. 546c8. 想 ; 
Xz(I). 785a6. 想 ; Xz(II). 879b18. 想 ; Sh. 605a18. 想 ; Tib.Pk. 67b3 = D. 64a2. ’du shes.（他一例
あり）

（30）	 原文は「常念諸佛功徳」。蔵訳対応箇所には sangs rgyas thams cad rjes su dran pa とある。
（31）	 原文は「自歸爲依佛」。「自帰」という訳語は『道行経』にも出る。
	 cf. Karashima 2010, 666: 自歸 (zì guī)“puts one’s trust in, relies upon”

HD. 8.1337a(史記 etc.); DK. 9.406a(漢書 etc.)
Lk. 452b13. 菩薩謙苦安隱於世間護，爲世間自歸，爲世間舍，爲世間度，爲世間臺，爲世間導。
(p)

AS. 146.27 = R. 293.18 = AAA. 595.27. śaraṇa ～ (“refuge” [AsP.tr.II 188 = AsP.tr. 108]); ZQ. 
493b5. 自歸 ; not found at Zfn.; Kj. 561a-4. 歸 ; Xz(I). 821a10. 歸依 ; Xz(II). 897b26. 歸依 ; Sh. 
635c22. 歸向 ; Tib.Pk. 176a1 = D. 163a2. skyabs (Pk. skyobs [s.e.]).

Lk. 452b17. 何等爲世間自歸？生、老、病、死悉度之。是爲世間自歸。(p)
AS. 147.3 = R. 294.7 = AAA. 596.18. do.; ZQ. 493b7. 自歸 ; not found at Zfn.; Kj. 561b7. 歸 ; 
Xz(I). 821b5. 歸依 ; Xz(II). 897c10. 歸依 ; Sh. 636a7. 歸向 ; Tib.Pk. 176a8 = D. 163b1. skyabs.

Lk. 478b5. 書時，當得好筆，書好素上。當自歸，承事，作禮，供養〈好華〉、好香、成搗雜香、
澤香、繒綵、華蓋、旗幡。(p)

AS. 260.18f. = R. 528.4f. = AAA. 990.3f. satkartavyā gurukartavyā mānayitavyā pūjayitavyā 
’rcayitavyā ’pacāyitavyā (“one should honour, revere, adore and worship it” [AsP.tr.II 299 = 
AsP.tr. 224]); ZQ. 508b6 = Lk ; not found at Zfn.; Kj. 586b18f. 供養恭敬、尊重、讃歎 ; not 
found at Xz(I).; not found at Xz(II).; Sh. 676b18. 尊重恭敬 ; Tib.Pk. 311a4f. = D. 285a5. bkur stir 
bya bla mar bya rjed par bya mchod par bya ri mor bya bsnyen bkur bya ste.

（32）	 原文は「從佛地度得可法中」。難読箇所である。異本を参照すると、T. 419 は「隨如來住地利得忍
辱」、T. 416 は「窮盡一切如來道地得勝上忍」とあり、蔵訳対応箇所には「出離の道に関して、如
来〔への〕段階に対する容認（*kṣānti）を得る」nges par ’byung ba’i lam de bzhin gshegs pa’i sa 
la bzod pa thob pa とある。ここでは、声聞や独覚乗で解脱するのではなく、如来となるための長
い道のりを行くことを受け入れることが言われていると見る。例えば、『仏説首楞厳三昧経』に
は、この事実を受け入れられずに独覚乗に退転しようとする菩薩たちが登場する（T 15, 
642a17f.）。当該箇所は「仏地より度すに可を法中に得」と読んで、原文中の「可」が kṣānti に相
当するとみるべきか。

（33）	 原文は「法中得下」。難読箇所である。異本を参照すると、蔵訳では chos kyi dbyings la ’jug pa と
あり、T. 416 は「入眞法界」と訳している。また、T. 419 では「已下入法身」となっているが、
この「法身」は dharmakāya ではなく dharmadhātu の訳語であるとみなければならない。その根
拠として、T. 419 では、蔵訳の chos kyi dbyings（法界）、nam mkha’i khams（虚空界）、sems 
can gyi khams（衆生界）に対応する語を、それぞれ「法身」「空身」「人身」と訳しており、dhātu
に相当する語を「身」と訳していることがわかる。以上、異本の示唆するところが dharmadhātu
で一致していることを鑑みると、原文中の「法中」というのが dharmadhātu の訳であったか。

（34）	 原文は「以了空意」。蔵訳相当箇所には nam mkha’i khams yongs su shes pa となっているが、こ
こでの「意」が khams（界）の訳語とは思えない。『道行経』では「意」の語が我（ātman）を指
す場合があることが報告されている。

	 cf. Karashima 2010, 580: 意 (yì) (s.e. for 我 ?)
Lk. 428a24. 何如爲意？意 (v.l. -) 無處處。意無形形。意本是形法。(p)

AS. 13.9f. = R. 25.21f. = AAA. 111.20f. ātman ～ ... ātman ... ātman; ps-ZQ. 481b8. 我 ; Zfn. 
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511a11. 我 ; Kj. 539b12. 我 ; Xz(I). 767c16. 我 ; Xz(II). 869a18. 我 ; Sh. 591a12. 我 ; Tib.Pk. 15a8 = 
D. 14b7. bdag bdag ... bdag.

Lk. 428b2. 何所爲意？意誰字意？至本本意生；意是無形。(p)
not found at AS. 13.14 = R. 26.6 = AAA. 112.22. (cf. AS. 13.9f. ātman ～ ... ātman ... ātman); not 
found at ps-ZQ. 481b13.(cf.481b8. 我); Zfn. 511a18. 我 ; Kj. 539b17. 我 ; Xz(I). 767c27. 我 ; Xz(II). 
869a18. 我 ; not found at Sh. 591a17.(cf. 591a12. 我); not found at Tib.Pk. 15b2 = D. 15a3.

（35）	 原文は「一切佛爲一念」。T. 419 は「一切於佛一其行」、T. 416 には「一切諸佛體無差異」とある。
また、蔵訳対応箇所には sems kyi rgyud gcig tu gyur pa とある。蔵訳からは *cetas ekotībhāva と
いう原語が想定され、これが原文中の「一念」に相当する。しかし、蔵訳の文脈における
ekotībhāva は仏との同体性を意味するのではなく、心の相続の同体性にして心一境性なる状態を指
している。

（36）	 原文は「一切人如鏡中像」。異本の対応箇所をみると、T. 419 は「一切世所有如幻」、T. 416 には
「一切衆事皆悉如化」とあり、蔵訳は ’gro ba thams cad sprul pa dang mtshungs pa とする。異本
では *nirmita を示す訳語が用いられているが、本経が「鏡中像」と訳した原語は nirmala であっ
たか。

	 cf.『佛所行讃』T 4, 27a5: 一切衆生 如觀鏡中。
	 Buddhacarita 14. 8(d): dadarśa nikhilaṃ lokam ādarśa iva nirmale.

（37）	 原文は「一切從法行」。ここでの「法行」というのは、ここまでに列挙された 105 項目を指してい
る。蔵訳相当箇所には chos de rnams とあることから、ここでの「法行」というのは dharma の訳
語とみられる。本経ではこの他にも第一章「問事品」の終わりに「何等爲第一法行。是三昧名現在
佛悉在前立三昧」（T 13, 904b21-b23）とあり、蔵訳対応箇所には chos gcig po gang zhe na / ’di lta 
ste / da ltar gyi sangs rgyas mngon sum du bzhugs pa zhes bya ba’i ting nge ’dzin te とあり、ここ
でも「法行」が dharma の訳語となっている。尚、dharma を「法行」と訳す例は支謙訳にもみら
れる。すなわち、支謙訳『仏説維摩詰経』に、「有八法行。菩薩為無瘡痏從此忍界到他佛土」（T 
14, 533a3-4）とあるのが、梵文対応箇所では aṣṭābhiḥ kulaputraḥ dharmaiḥ samanvāgato 
bodhisatvaḥ sahāl lokadhātoś cyutvākṣaṭo ’nupahataḥ pariśuddhaṃ buddhakṣetraṃ gacchati (VN 97, 
16-18) となっている。

〔略号〕

T:	 	 大正新脩大蔵経 .
T. 416:	『大方等大集經賢護分』(T 13, 872a1-897c15).
T. 417:	『佛説般舟三昧經』　　(T 13, 897c26-902c19).
T. 418:	『般舟三昧經』　　　　(T 13, 902c24-919c5).
T. 419:	『拔陂菩薩經』　　　　(T 13, 920a4-924b17).
PSS:	 	 �The Tibetan Text of the Pratyutpanna-Buddha-Saṃmukhāvasthita-Samādhi-Sūtra. Studia 

Philologica Buddhica Monograph Series I. Ed. Harrison, Paul, Tokyo: Reiyukai Library, 1978.
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0．はじめに

　「15 枚からなるツォンカパ絵伝」は、1747 年に王ポラネー・ソナムトプギェ（Pho lha nas 

bSod nams stobs rgyas; 1689-1747）の宮殿であるガンデンカンサルにおいて開板されたチベッ

トゲルク派の開祖とされるツォンカパ・ロサンタクパ（Tsong kha pa Blo bzang grags pa; 1357-

1419）の絵伝である。

　ツォンカパの事績が描かれた各事績場面には、絵解き銘文が印記されている。その大凡の構

造は、主語が示されず、どこで何をしたかを示す短文であって、文頭にはウキュ（dBu 

khyud）という符号と、文字列の後には番号が付されている。先行研究の Tucci 1949 は墨摺り

の版画を参考に、絵解き銘文とその番号を頼りに読み続けて計 203 の銘文を翻刻し英語訳して

ある。しかし、絵画内容などとの対応については明らかにしていない。Yon tan rgya mtsho 

1994 と石濱・福田 2008 では、『ツォンカパ絵伝作画指示書』を基に、彩色化された 15 枚の作
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論　文

ツォンカパ絵伝に印記された絵解き銘文について

李 先 才 譲

　1747 年に開板された「15 枚からなるツォンカパ絵伝」には、短い文章（絵解き銘

文）が印記されている。先行研究ではその詳細は明らかにしていない。本稿では、ま

ず、絵解き銘文の種類や構造を探って、「15 枚からなるツォンカパ絵伝」では「全体

の配置を示す働き」や「絵画内容や事績順を示す働き」や「事績と直接関連しない他

の人名等を示す名札（mTshan byang）としての働き」という三つの特定の働きを持つ

絵解き銘文を分析する。つぎに、「15 枚からなるツォンカパ絵伝」の典拠と構成を

探って、ツォンカパの事績が描かれた絵画内容と事績順を示す絵解き銘文が「作画指

示書（Bris yig）」との関係の中で成立したことを提示する。そして、一つの事例を通

して、絵伝の読者が元の伝記素材と関連付けて正しく理解するには絵解き銘文は欠か

せない重要な素材であることを明示する。

キーワード：ツォンカパ絵伝、作画指示書、絵解き銘文、絵解き

〔抄　録〕
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品が参照されているが、絵解き銘文の判読不能箇所による混乱や誤読が存在する。王・宗

2017 では、墨摺りの版画を参考に、本来の場面の順序を無視して全作品を左の上部から右へ

進むように解釈しており、「15 枚からなるツォンカパ絵伝」全体の配置も無視しているように

みえる。しかし、いずれの先行研究においても、絵解き銘文の種類や構成、そして「15 枚か

らなるツォンカパ絵伝」の典拠と構成などについてはあまり深く検討されていない。そこで、

本稿では、これらの検討を通して、「15 枚からなるツォンカパ絵伝」には絵解き銘文と絵画化

された事績場面によってツォンカパ伝の物語の展開を表す典型的な構成を持っていることと、

絵伝の読者が元の伝記素材と関連付けて正しく理解するには絵解き銘文は欠かせない重要な素

材であることを明示したい。

1．絵解き銘文の構造と種類

　「15 枚からなるツォンカパ絵伝」に印記されている絵解き銘文にはいくつかの法則を読み取

れる。それらは三つの種類に分けることができるだろう。

　第一、各作品の中央上端には、「本尊タンカ」（gTso thang）、「右 1」（g-Yas dang po）、「左

1」（g-Yon dang po）のように連作作品全体の配置を示す計 15 の銘文が銘記されている。それ

によって、「15 枚からなるツォンカパ絵伝」の配置は、「本尊タンカ」という中央に置く一幅

の左右に、各 7 枚ずつの作品が相称するように計画されていることがわかる。（図表 1 参照）

　第二、ツォンカパの事績が描かれた絵画内容と事績順を示す銘文が全作品の各事績場面に印

記されている。その構造は主語が示されず、どこで何をしたかを示す短文であって、文頭には

ウキュという符号と、文字列の後には番号が付されている。例えば、「右 7」の事績場面 1 で

は

'ol kha rdzing jir rje btsun gyis gsung ltar zhig gsos gyis gsung par rnam sras la 'phrin las bcol 

ba/ 107

ウルカ〔地方の〕ジンチ〔寺〕において、聖〔文殊菩薩〕のお言葉通り、修繕しなさいと

おっしゃったことに応じて毘沙門天に御加護を願った図。百七番。

のような記述方法である。この文字列の特徴については以下で再度述べることにしたい。連作

作品全体の配置については前述した通りであるが、文字列の後に付されている番号を順に追っ

てみると、ツォンカパの事績順は、「本尊タンカ」から直ぐ右の「右 1」の作品ヘ、それから

「右 7」まで連続し、その後は「左 1」の作品に戻って、「左 7」で終わるように配置されたこ

とがわかる。同時に、各作品の中の場面構成も、各作品の下手の下部からはじめ、時計回りの

順に計画されたことがわかる。（図表 1 と 3 参照）

　第三、ツォンカパの事績と直接関連しない人名も銘記されている。例えば、「右 7」の下手

の下部では、
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chos rgyal bsod nams stobs rgyas jun wang la na mo/　'gyur med ye shes tshe brtan la na mo/　

'gyur med rnam rgyal rdo rje la na mo/

法王・ソナムトプギェ郡王に恭敬する。ギュルメ・イェシェツェテンに恭敬する。ギュル

メ・ナムギェドルジェに恭敬する。

のように、ポラネー・ソナムトプギェにまつわる銘文が銘記されている。（図表 3 参照）ま

た、同じく「本尊タンカ」でもツォンカパの直弟子 16 名の名前が銘記されている。（図表 2 参

照）

　このように「15 枚からなるツォンカパ絵伝」では、「全体の配置を示す働き」（「銘文 A 類」

と略）や「絵画内容や事績順を示す働き」（「銘文 B 類」と略）や「事績と直接関連しない他

の人名等を示す名札としての働き」（「銘文 C 類」と略）等構造と働きが異なった三類の銘文

が記されている。

　本稿では、これら三つの中で第二の「絵画内容や事績順を示す銘文 B 類」を主に論ずるこ

とにしたい。

2．「ツォンカパ絵伝」の典拠と構成

　「ツォンカパの伝記」とは、ツォンカパの生涯にわたる事績を記録したものであろうが、最

初期に著された「ツォンカパの伝記」には、ツォンカパ自身が晩年に自らの生涯の出来事を略

述した「自伝」『私の物語の略説』（Rang gi rtogs pa brjod pa mdo tsam du bshad pa）と、ツォン

カパの直弟子のケートゥプジェ・ゲレクペルサン（mKhas grub rje dge legs dpal bzang; 1358-

1438）とトクデンパ・ジャムペルギャムツォ（rTogs ldan pa 'jam dpal rgya mtho; 1356-1428）

が著した「伝記」がある。直弟子による「伝記」にも、年次や四季の学期順を追ってツォンカ

パの生涯を記録した「一般伝記（thun mong gi rnam thar）」と、ツォンカパの神秘体験を記し

た「特殊伝記（thun mong ma yin pa'i rnam thar）」がある（1）。時代が下って来ると、こうした

「一般伝記」や「特殊伝記」という区別がなくなって、統合した編集や肉付けをした伝記類が

仏教史（Chos 'byung）等で数多く見られる。
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　18 世紀に「ツォンカパ絵伝」を制作することにあたって、大学者ジャムヤンシェーペード

ルジェ（'Jam dbyangs bzhad pa'i rdo rje; 1648-1721）がそれまでの様々な伝記を整理し取捨選

択して、伝記と絵伝との仲立ちの役割を果たす「作画指示書」を著している。それは『大尊者

ツォンカパ絵伝の百五十三の出来事、如意宝珠の連なり、牟尼の教えが広開する大安楽の遊戯

海』（rJe btsun Tsong kha pa chen po'i rnam thar ras bris kyi tshul brgya nga gsum pa cintā ma ṇi'i 

phreng ba thub bstan rgyas byed phan bde'i rol mtsho chen po.『ツォンカパ絵伝作画指示書』と略）

という書で、その後書きで

'jam dbyangs bzhad pa'i rdo rjes rnam thar ras bris chen mo 'bri tshe mkhas grub thams cad 

mkhyen pa'i rnam thar dad pa'i 'jug ngogs dang gsang ba'i rnam thar/ ches cher gsang ba'i rnam 

thar gsum dang / grub pa'i dbang phyug legs bzang pa'i rnam thar rab gsang rmad byung dang / 

'jam dbyangs dang dngos su mjal ba'i rtogs ldan 'jam dpal rgya mtsho'i zur 'debs dang / mkhas 

dbang gung ru rgyal mtshan bzang po'i rtogs brjod 'grel pa legs bshad sgron me dang / gnas 

rnying kun dga' bde legs kyi phyi dang gsang ba'i rnam thar gnyis ka tshang ba'i dad pa'i 'jug 

ngogs dang / 'jam dbyangs kha che'i tsong kha brgyad bcu sogs kyi rnam thar dang / rang 

phyogs kyi khri rin po che rin chen 'od zer dang las chen kun rgyal/ mkhas dbang pan. chen bsod 

grags/ pha bong kha pa dpal 'byor lhun grub dang / mkhar nag pa sogs kyi chos 'byung du ma 

dang / deb sngon sogs rang gzhan gyi chos 'byung du mar brten nas go rim sogs legs par bsgrigs 

pa 'dis kyang kun mkhyen rgyal ba'i bstan pa spyi dang / khyad par 'jam mgon tsong kha pa 

chen po'i bstan pa sgo thams cad du dar zhing rgyas la yun ring du gnas par gyur cig//（L. pp. 

26a4-b3）

ジャムヤンシェーペードルジェが〔ツォンカパの〕大絵伝を描かせる際に、一切智者ケー

トゥプ〔ジェ・ゲレクペルサン〕による〔ツォンカパの〕伝記『信仰入門』や『秘密の伝

記』、〔そしてトクデンパによる〕『極密なる伝記』の三つと、聖者レクサンパによる伝記

『極密の伝記』（2）、文殊菩薩と実際に出会ったというトクデン・ジャムペルギャムツォによ

る『補遺』（『善説蒐集』）、博学者グンル・ギェルツェンサンポによる『御業績の解説、善

説灯明』（3）、ネ−ニン・クンガーデレクによる一般伝記と秘密の伝記の両者が揃っている

『信仰入門』（4）、ジャムヤンカチェによる『ツォンカ〔パ尊者の〕八十の御業績』（5）等の伝

記と、自派のお座主であるリンチェンウセルとレーチェンクンギェ（6）、賢者パンチェンソ

タク（7）、パウォンカパ・ペルジュルンタク（8）、カルナクパ等による多数の仏教史と、『青

史』（9）等自派や他派の仏教史を基に順序等をよく整えた。これ（この功徳）によって一切

智者たる勝者の教え（仏教）の全てと、特に文殊菩薩に守護された大〔尊者〕ツォンカパ

の教えが全ての方面に行き渡り、繁栄して末永く存在しますように。

と記述されているように、この「作画指示書」はツォンカパの伝記類や仏教史類に基づき、

ツォンカパの生涯にわたる事績を体系化したということがわかる。実際、本文中でも文頭に番
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号が付された合計 153 の文章が列記されている。

　『ジャムヤンシェーペードルジェ伝』を見てみると、

'di lo(dgung lo nga brgyad pa shing bya'i lo/p. 98a4)rje rin po che'i rnam thar rgyas pa bzhengs 

rtses mzdad nas tshal gyi lha bris pa 'di snga sor yang thugs rgyus yod pas skad btang/ sku 

mdun la yongs(yong?) pas/ rje'i rnam thar snga sor gyi 'di bsdus song/ 'di las rgyas pa cig 

bzhengs dgos gsungs/ lha bris rnams la bkod pa sku mdun nas gnang na bzhengs thub zhus nas/ 

rje 'di rang gis bkod pa mdzad nas rnam thar brgya dang gsum (brgya dang nga gsum ?) ma zhal 

thang bcu gsum la tshul pa byas bzhengs. (L. pp. 102b4-6)

今年〔御年五十八歳乙酉（1705）年〕、尊者（ツォンカパ）の「広伝記」（絵伝）を制作し

ようと思って、ツェル〔地方〕のこの絵師とは以前からも知り合いだったので要請した。

〔絵師がジャムヤンシェーペードルジェの〕御足下に来たので、「以前に描かれた尊者

（ツォンカパ）のこの伝記は略した物で、これより詳しいものを制作する必要がある」と

〔ジャムヤンシェーペードルジェが〕おっしゃった。「絵師たちに、御自身による図像配置

の指導がなされたなら、制作しやすいのだが」と〔絵師達から〕お願いして、この尊者

（ジャムヤンシェーペードルジェ）御本人が指導をなさって「伝記百五十三」（『ツォンカ

パ絵伝作画指示書』）を十三枚のタンカに収まるように制作された。

と記述されている。これで『ツォンカパ絵伝作画指示書』は 1705 年に編集されたことがわか

る。ジャムヤンシェーペードルジェ本人が絵師たちに指導を与えて、最初に制作された絵伝は

「13 枚からなるツォンカパ絵伝」であることもわかる。

　本論で扱う「15 枚からなるツォンカパ絵伝」については『パンチェン六世伝』で

me yos lo zla gnyis pa'i tshes drug la mi dbang jun wang bsod nams stobs rgyas sku gshegs/(中

略)zla ba bzhi pa'i tshes gsum la dga' ldan khang gsar nas tsong kha brgyad cu'i par gsar brkos 

gnang pa'i par phud dang 'phags pa lo ke shwa ra'i 'dra lcog sku brnyan bcas 'bul mi rnams la 

phyag dbang dang/ (TX. pp. 65a6-66a1)

丙申（1747）年二月六日に、君主たる郡王ソナムトプギェ（ポラネー）が崩御した。…中

略…。四月三日にガンデンカンサルにおいて「ツォンカ〔パ尊者の〕八十の業績」の新た

な版木が彫られたその最初の墨摺りの版画や聖世自在菩薩の尊像等を献上する者達に〔パ

ンチェン・ラマが〕按手儀式を行い、そして…中略…。

と記述され、また同書で

zla ba brgyad par(中略)wang da las bā dur gyis ston pa'i 'khrungs rabs rtogs brjod dpag bsam 

'khri shing dang rje bla ma tsong kha pa chen po'i rnam thar tsong kha brgyad cu/ 'phags pa'i 

gnas brtan bcu drug gi zhal thang gi par shing bcas 'bul mi ched rdzong gnang bar phyag dbang 

gnang pa dang zhu yig gi bka' lan bcas stsal/ (TX. p. 67b3-4)

〔1747 年〕八月に、…中略…。郡王ダライバートル（ギュルメ・ナムギェドルジェ）が
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『ボーディサットヴァ・アヴァダーナ・カルパラター』と「大尊師ツォンカパの伝記・

ツォンカ〔パ尊者の〕八十の業績」と「聖十六羅漢」等のタンカの版木を献上し、特使に

〔パンチェン・ラマから〕按手儀式が行われ、奏上の栄誉を賜った。

と記述されている。この記述だけでは、当時制作されたのは「15 枚からなるツォンカパ絵伝」

であったかどうかは判断できない。しかし、「15 枚からなるツォンカパ絵伝」の「右 7」の下

部にポラネーの業績が描かれている（10）ことと合わせて考えると、1747 年にポラネーの宮殿で

あるガンデンカンサルにおいて開板されたのは「15 枚からなるツォンカパ絵伝」であること

が明らかである。もちろん、1705 年に編集した『ツォンカパ絵伝作画指示書』ではポラネー

に関する記述は記されてない。そのため、ポラネーの業績が描かれた場面は「15 枚からなる

ツォンカパ絵伝」で新たに加えられたことになる。

　一方、『ツォンカパ絵伝作画指示書』の冒頭には場面構成に関する記述がある。

bla ma 'jam dbyangs dbyangs can ma la phyag 'tshal lo// 'dir rje bdag nyid chen po'i rnam thar 

zhal thang dang por/ gtso bo rje rin po che chos 'khor gyi phyag rgya can seng khri rgyab yol 

rgyan drug sbrag pa can g-yas su rgyal tshab dang 'dul 'dzin/ g-yon du mkhas grub rje tsha kho 

dbon po/ de'i steng gi g-yas g-yon du dag pa rnam brgyad/ 'og tu dge 'dun grub pa 'jam dbyangs 

chos rje/ byams chen chos rje sher seng sogs/ mdun du mchod sphrin lha tshang dbang sogs 

dang/ ka 1/steng du(中略)(L. p. 1a1-3)

尊師、そして文殊菩薩及び弁財天に敬礼する。ここで大恩尊師（ツォンカパ）の伝絵の一

番目のタンカにおいて、主尊として大尊者リンポチェ（ツォンカパ）が転法輪印を示し、

獅子座で、背後は六霊捧座（khri rgyab drug 'gyogs）（11）で飾ったもの、〔主尊の〕右横にギェ

ルツァプ〔ジェ・タルマリンチェン〕（1364-1432）と持律者〔タクパギェンツェン〕

（1374-1434）、左横にケートゥプジェ〔・ゲレクペルサン〕（1358-1438）とツァコポンボ

〔ケンチェン・ガワンタクパ〕（生没年不明）〔を描くべき〕　その上部の左右には清らかな

八人の随行（12）、その下部にはゲンドゥントゥプ（1391-1474）とジャムヤンチュ−ジエ

〔タシペルデン〕（1379-1449）、シャムチェンチュージエ〔シャキャ・イェシェー〕（1354-

1435）、シェーラプセンゲ等と、眼前には多数の供養物や神々や梵天やインドラ等〔を書

くべき〕と、一番。上部には…中略…。

とそれまでは番号をつけないように記述している。この直後から「一番。上部には…」とみえ

るように、ツォンカパの前世の話から亡くなるまでの事績を順に番号が付された合計 153 の文

章が記述してある。しかし、番号付けの文章では各場面の中の詳細な構成に関する記述はほと

んど記されていない（13）。

　「13 枚からなるツォンカパ絵伝」の「一番目のタンカ」はこの記述に沿って構成されたので

あろうが、「15 枚からなるツォンカパ絵伝」の「主尊タンカ」もおよそ同じ構造をとってい

る（14）。また、その絵解き銘文も『ツォンカパ絵伝作画指示書』の記述に即して番号が付され
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ていない部分では名札のみを銘記し、「一番。上部には…」と番号が付されている部分から絵

伝でも番号が付されている。（図表 2 参照）　そのうえ、絵解き銘文と「作画指示書」の番号が

付されている文章両者を突き合わせて検討してみたところ、ツォンカパの事績が描かれた場面

の「銘文 B 類」は「作画指示書」の順序を順序としては忠実に守っているものの、「作画指示

書」の計 153 の文章が計 203 の「銘文 B 類」になって、細分化され増加している。このよう

に絵画場面も細分化されることによって「13 枚からなるツォンカパ絵伝」が後に「15 枚から

なるツォンカパ絵伝」になっていく原因を作ったと思われる。

　さて、「15 枚からなるツォンカパ絵伝」を制作する際に『ツォンカパ絵伝作画指示書』を参

考にしていることは明らかである。「13 枚からなるツォンカパ絵伝」の現存が現時点で確認出

来ていないが、参考に制作されていたことが十分想起される。

　まとめると、1705 年に「ツォンカパ絵伝」を制作するために、それまでの諸伝記を取捨選

択し、整理して『ツォンカパ絵伝作画指示書』が著した。これに基づいて最初に作成された絵

伝は「13 枚からなるツォンカパ絵伝」であるが、「15 枚からなるツォンカパ絵伝」では『ツォ

ンカパ絵伝作画指示書』と「13 枚からなるツォンカパ絵伝」の両者が参考に制作されたと考

えられる。

　次に、「右 7」の事績場面 4（図表 3 参照）を事例として、「銘文 B 類」の構成と特徴につい

て考察することにしたい。

3．「銘文 B類」の構成と特徴

　ツォンカパの事績が描かれた絵画内容と事績順を示す「銘文 B 類」の「百十番」と『ツォ

ンカパ絵伝作画指示書』の文章「八十四番」はツォンカパ絵伝の「右 7」の事績場面 4 に当た

る箇所である。その絵解き銘文は

lho brag dra bo dgon par mkhan chen dang mjal so sor 'jam dbyangs phyag rdor du gdzigs 

snang byung ba/ 110

ロダク・ダオ寺で大僧院長（ナムカギェルツェン）とお会いになった、それぞれ文殊菩薩

と金剛手菩薩に見えた図。百十番。

という「銘文 B 類」が印記されている（15）。文末の番号による働きについては既に述べた通り

である。この文章に関する背景の物語を知らず、当該の場面のみに限って見てみると、誰がロ

ダク・ダオ寺で大僧院長と出会ったかわからない。そして「それぞれ文殊菩薩と金剛手菩薩に

見えた」ということも詳細な様子は判断できないだろう。ところで、『ツォンカパ絵伝作画指

示書』で記述される当該の文章「八十四番」を見てみると、

(ye 84) bra'o dgon par phyag phebs/ der mkhan chen phyag rdor pa yang bsu ba la byon pas/ 

rjes gsang bdag gtum po 'jigs pa gcig tu gdzigs/ mkhan chen gyis rje 'di pa 'od kyi dra bas 
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mdzes pa'i 'jam dbyangs gcig bzhengs nas phebs pa gdzigs shing me tog gi char dang/ 'ja 'od 

kyis phyogs kun khyab par gyur/ (L. pp. 9b5-10a1)

八十四番。ダオ寺にお出ましになった。そこで大僧院長チャクドルワも出迎えに来たの

で、尊者（ツォンカパ）は〔ナムカギェルツェンを〕忿怒形の金剛手菩薩の一人とご覧に

なった。〔一方〕大僧院長は〔ツォンカパを〕御光に包まれた文殊菩薩の一人が歩いて来

られるのをご覧になり、〔その時〕華の雨〔が降り〕そして、あらゆる方向が虹で包まれ

るように見えた。

とより詳細な情報が記述されている。『ツォンカパ絵伝作画指示書』からさらに遡って当該箇

所の原典を見てみると、その記述はツォンカパと同時代の直弟子達が著した諸伝記では確認が

出来ず、ロダク・ナムカギェルツェン（lHo brag nam mkha rgyal mtshan; 1326-1401）が著した

とされる『ロダクの大行者とお会いになった時の様子』（lHo brag grub chen dang mjal tshul）で、

bdag gis lo bdun cu lon dus/(中略)bcom ldan 'das kyis chos kyi 'khor lo bskor ba'i dus/lug zla'i 

tshes bzhi'i nyin lho brag gro bo dgon par phyag phebs byon pa bdag gis bsu ba la phyin pas/ 

rje btsun 'jam dbyangs 'od kyi dra bas mdzes pa zhig phebs byung ba mthong/ khong gis bdag 

phyag na rdo rje dngos su gzigs shing/ de'i gsus pa'i dkyil 'khor shin tu ldir zhing Vaid. ūrya ltar 

dwangs pa la sbrul sngo khras spras par gzigs 'dug / (D. pp. 2a1-b2)

私（ナムカギェルツェン）が七十歳（1395）になった時（16）のことである。…中略。世尊

が法輪を転ぜられた時と同じ六月四日に〔ツォンカパが〕ロダク・ダオ寺にいらっしゃる

のを私は出迎えに行った。その時、御光に包まれた聖文殊菩薩のようなお方がお越しに

なったのを見た。彼の方（ツォンカパ）は私が金剛手菩薩そのものとご覧になった。そし

て、その丸い腹が実にでっぷりとして、〔その色が〕ヴァイドゥリヤのように鮮やかで、

青い斑の蛇が巻き付いている〔如き姿〕をご覧になったのである。

と記述されている。これによって、「銘文 B 類」とは直接『ツォンカパ絵伝作画指示書』を元

に作られたことがわかる。しかし、「銘文 B 類」ではその肝要点のみを示し簡略化した特徴が

あるため、当該箇所でも『ツォンカパ絵伝作画指示書』や『ロダクの大行者とお会いになった

時の様子』で記述される背景の物語を知らない者には十分な理解はできないという特徴が読み

とれる。

4．「右 7」の事績場面 4の絵像解析

　この場面（図 4）では、下手で僧形の二名と、菩薩形の尊像を合わせて三名が上手に向かっ

ている。彼らと対面して僧形の三名と、忿怒形の尊像を合わせて四名がいるように描かれてい

る。
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図 4（向かって右の図は筆者作成）

　菩薩形の尊像は髻を結い、宝冠・胸飾・臂釧・腕釧などの装飾品をつけ、天衣をかけ、下半

身に裙を着けており、両手は胸前で何らかの印相を結びながら、右横に直立した蓮の花の茎を

持ち、その上に経本と剣が載せられている。一般的には剣と経本は文殊菩薩の持物とされるた

め、ここで描かれているのも文殊菩薩であろう（17）。

　対面して立つ、忿怒形の尊像は、顔は忿怒を表し、三眼である。髪の毛先は立って燃えるよ

うに描かれ、天衣をかけ、上半身は裸で、下半身に動物の皮を纏っている。宝冠・胸飾・臂

釧・腕釧などの装飾品をつけている。右手で金剛杵を持ち、左手は期剋印を結ぶように描かれ

ている。これは忿怒形の金剛手菩薩の特徴である（18）。

　さて、上述した文献素材（『ツォンカパ絵伝作画指示書』や『ロダクの大行者とお会いに

なった時の様子』）から考えると、この文殊尊像はツォンカパで、金剛手尊像はロダク・ダオ

寺の大僧院長ナムカギェルツェンであることが判断できる。作画構成者がここで描こうとした

のは「ツォンカパとナムカギェルツェンのそれぞれだけが相互に他方を文殊菩薩と金剛手菩薩

のように見た」という彼ら二人の想念上の情景であり、この場面ではそれが描かれているので

ある。このことは、近侍者の僧侶達の表情からも見てとれる。ここで僧侶たちも文殊菩薩と金

剛手菩薩のように見たのであれば、合掌や驚くような動作を示すように描かれたのであろう。

しかしそうは描かれていない。おそらく、僧侶達が見た二人は普通の姿であることを表現して

いるのであろう（19）。また、ナムカギェルツェンに近侍する僧侶の中で、一人は一本の木製香

炉棒（柄香炉）を持っているように描かれている。これは引僧で、ツォンカパを迎えに来てい

ることが表わされているのであろう。つまり、この場面では想念上の情景と現実の情景が混在

して描かれている。

　このように、「銘文 B 類」の詳細な情報が記述された文献素材を読んだ者には、ここで描か

れている絵画内容も無理なく理解できる。逆に、背景の物語を読んでいない場合、絵画作品に

は、略した短い銘文しか印記されていないため、簡単には理解出来ないだろう。つまり、「銘
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文 B 類」で仲介される「作画指示書」や他の伝記資料を通してのみ正しくツォンカパの事績

場面の情景が伝わるのである。

　一方、絵伝の鑑賞者の立場から考えると、既に諸伝記の概要を知っている者には、印記され

た短い銘文から「どこで何をしたか」の情報を得たことによって、その背景の物語を頭に想起

しやすく、おぼろげな記憶をより確かな記憶へとする働きをなすだろうと思われる。しかし、

伝記の概要を全く知らない一般の参拝者の場合には、絵解き者（Bla ma ma ṇi ba）によって

「絵解き」をしない限り、正しく理解することが出来ないだろう。つまり、元の伝記素材から

正しく理解するには両者とも絵解き銘文は欠かせない重要な素材であるといえるだろう。

5．結論

　まず、「15 枚からなるツォンカパ絵伝」に印記された銘文の働きから、「全体の配置を示す

働き」、「絵画内容や事績の順を示す働き」、そして補助的に「事績と直接関連しない他の人名

等を示す名札としての働き」の三類が記されていることが明らかにした。次に、「15 枚からな

るツォンカパ絵伝」は『ツォンカパ絵伝作画指示書』と「13 枚からなるツォンカパ絵伝」を

参考に構成されたことを推定した。そして、『ツォンカパ絵伝作画指示書』の順序を順序とし

て絵解き銘文の順番が体系化し、その文章も『ツォンカパ絵伝作画指示書』に基づいて作られ

た略文であることを明示した。考察の結果、絵解き銘文は絵伝には欠かせない重要な素材であ

り、絵伝の読者が元の伝記素材から正しく理解する懸け橋になっているとも言えるだろう。
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図表 2　ツォンカパ絵伝の本尊タンカ
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図表 3　ツォンカパ絵伝の「右 7」
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〔注〕

（ 1 ）	 ケートゥプジェによって『大尊師ツォンカパの素晴らしく希有なる伝記、信仰入門』（rJe btsun bla 
ma tsong kha pa chen po'i ngo mtshar rmad du byung ba'i rnam par thar pa dad pa'i 'jug ngogs. 『信仰入
門』と略）という伝記と、『大尊師の海の如き秘密の伝記の中からほんの一部を完全に解説する
話、宝の穂』（rJe rin po che'i gsang ba'i rnam thar rgya mtsho lta bu las cha shas nyung ngu zhig yongs su 
brjod pa'i gtam rin po che'i snye ma. 『秘密の伝記』と略）という二つの伝記が著されている。その文
章中で前者が後者を「特殊伝記（thun mong ma yin pa'i rnam thar）」と呼び、後者が前者を「一般
伝記（thun mong gi rnam thar）」と呼ぶ例がしばしば出てくる。例えば、前者の中で「しかし、大
衆に公言することは許されていないため〔ここに〕記していない。しかし、概略を少し理解できる
ぐらいは〔ツォンカパの〕「特殊伝記」（『秘密の伝記』）で語っておいたのである。（'on kyang 
tshogs su bsgrags par ma gnang bas ma bris la/ cung zad brda go bar nus pa tsam zhig rnam par thar pa 
thun mong ma yin par brjod zin to/D. p. 68a5-6）」と記し、後者の中で「師ウマパとお会いになるま
での伝記は「一般伝記」（『信仰入門』）において既に述べた通りである（bla ma dbu ma pa dang 
mjal ba yan chad kyi rnam par thar pa ni thun mong bar brjod zin pa ltar ro/D. p. 2b2-3）」として、相
互にこの呼び方が用いられている。

	 　内容も、前者では年時や年齢を明記した事例は稀でありながら、ほとんどの展開は四季の学期順
に応じて何処で何を行ったかを示す記述方法である。後者では、神秘的な情報が多く、ツォンカパ
の夢や瞑想中に現れてきた様子を記述することが多い。

	 　トクデンパによって『信仰入門』と『秘密の伝記』の内容を補遺する形で『尊者ツォンカパの大
伝の補遺、善説蒐集』（rJe btsun tsong kha pa'i rnam thar chen mo'i zur 'debs roam thar legs bshad kun 
'dus. 『善説蒐集』と略）と言う伝記と、『尊師の極密なる伝記、素晴らしく希有なる物語』（rJe'i 
rnam thar shin tu gsang ba ngo mtshar rmad du byung ba'i gtam. 『極密なる伝記』と略）という伝記が
著されている。何れも貴重なツォンカパと同時代の一次史料となる。

（ 2 ）	 Pan. chen blo gros legs bzang. "rJe rin po che'i rnam thar rab gsang rmad byung gtam gyi dga ston byin 
rlobs kyi char rgyun dngos grub kyi gter 'byed rin po che'i 'phreng ba." In rJe btsun tsong kha pa chen po'i 
rnam thar phyogs bsgrigs. ed. krung go'i bod rig pa dpe skrun khang. 2015. Vol. 1; pp. 482-514.

（ 3 ）	Gung ru rgyal mtshan bzang po. (1383-1450) "rJe btsun tsong kha pa chen po'i rnam par thar pa mdo tsam 
du bshad pa'i 'grel pa legs par bshad pa'i sgron me." In rJe btsun tsong kha pa chen po'i rnam thar phyogs 
bsgrigs. ed. krung go'i bod rig pa dpe skrun khang. 2015. Vol. 1; pp. 198-283.

（ 4 ）	 gNas rnying kun dga' bde legs rin chen rgyal mtshan.(1446-1496) "rGyal ba blo bzang grags pa'i rnam par 
thar pa dad pa'i 'jug ngogs." In rJe btsun tsong kha pa chen po'i rnam thar phyogs bsgrigs. ed. krung go'i 
bod rig pa dpe skrun khang. 2015. Vol. 1; pp. 344-442.

（ 5 ）	 gDan sa thel gyi chos sgo ba 'jam dbyangs kha che. "rJe btsun tsong kha pa chen po'i rnam thar bstod pa 
tsong kha brgyad cu" In  rJe btsun tsong kha pa chen po'i rnam thar phyogs bsgrigs. ed. krung go'i bod rig 
pa dpe skrun khang. 2015. Vol. 1; pp. 594-603.

（ 6 ）	Kun dga rgyal mtshan. "bKa' gdams chos 'byung gsal ba'i sgron me." In Bod kyi lo rgyus rnam thar phyogs 
bsgrigs. ed. mtsho sngon mi rigs dpe skrun khang. 2010. Vol. 3; pp. 680-711.

（ 7 ）	 Paṇ chen bsod nams grags pa.(1478-1554) "bKa' gdams gsar rnying gi chos 'byung." In Bod kyi lo rgyus 
rnam thar phyogs bsgrigs. ed. mtsho sngon mi rigs dpe skrun khang. 2010. Vol. 4; pp. 233-255.

（ 8 ）	 Pha bong kha pa dPal 'byor lhun grub. (1478-1554) gShin rje gshed skor gyi bla ma brgyud pa'i chos 
'byung gdul bya'i re 'dod skong ba yid bzhin nor bu'i 'phreng ba. ed. dharamsala. 2005. pp. 101-153.

（ 9 ）	 'Gos lo tswa ba gzhon nu dpal (1392-1481) "Deb ther sngon po." In Bod kyi lo rgyus rnam thar phyogs 
bsgrigs. ed. mtsho sngon mi rigs dpe skrun khang. 2010. Vol. 15; pp. 541-546.

（10）	 何故ツォンカパ絵伝にポラネーが描かれたかという問題については拙稿「ツォンカパ絵伝に描かれ
たポラネーについて」『印度学仏教学研究』68-1［2019. pp. 325-322］を参考されたい。
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（11）	 下から順に巨象、獅子、一角の祥麟、小児、鰐魚、竜女、ガルダが積み重なっている。
（12）	 ペルデンサンポと、トクデン・チャンセンワ、長老リンチェンゲルツェン、長老サンキョンワの

ウー地方出身の四人と、師トクデン・ジャムペルギャムツォ、ゲシェ・シェーラプタク、ゲシェ・
ジャムペルタシ、ゲシェ・ペルキョンのドメー地方出身の四人の計八人である。

（13）	 例えば、ターラナータ著の『教主釈迦〔牟尼〕の百御行の作画指示書』（sTon pa Shākya'i dbang 
po'i mdzad pa brgya pa'i bris yig;『ターラナータ全集』Vol: 12）では、あくまで外国であるインドの
習慣や文化であることから「釈尊絵伝」の各場面のどこに何を描くかということが具体的に詳しく
指示されているが、「ツォンカパ絵伝」の場合、画題や作画構成者の何れもチベット文化圏内での
出来事であることからすると、ジャムヤンシェーペードルジェがチベット人の絵師に各場面の素材
や構成の内容に関して一々細かく記述する必要がなかった可能性が高い。

（14）	 ツォンカパの頭上に文殊菩薩が描かれている点は「作画指示書」と一致しない。
（15）	 筆者が参考した図像資料は、Tucci 1949 第二巻の本文中に援引され、木版本から刷られた作品 15

枚である。それと同時に、チベット・ニューデリーのティベット・ハウスが所蔵するツォンカパ絵
伝 15 枚と、王・宗 2017 の木版画を参考に絵解き銘文を校訂した。

（16）	 チベットで、一般的に年齢の記述は数え年であるため、ナムカギェルツェンの七十歳は 1395 年で
ある。

（17）	 森雅秀 1996「パーラ朝の文殊の図像学的特徴」『高野山大学論叢』第 31 巻；pp. 55-87 参考。
（18）	 大羽恵美 2004「忿怒形の金剛手の図像について」『北陸宗教文化』第 16 号；pp. 67-86 参考。
（19）	 メンタン画派の開祖とされるメンラ・トゥントゥプが著した『如来尊像の身体比率を分析する宝

石』（bDe bar gshegs pa'i sku gzugs kyi tshad kyi rab tu byed pa yid bzhin nor bu.）の第七章で諸尊像を
10 種類に分析し、それらの身体比率（法量）が詳述されている。その中で、菩薩部の身長（全高）
は 120 指量（尊顔量 1=12 指量）で、忿怒部と衆生部は 96 指量であると規定されている。この規
定を基にして考えると、この場面上で描かれている各身長には違和感を感じる。しかしながら、作
画構成者がここで描かれた文殊菩薩と金剛手菩薩は人間の身長と略う同じく描かれ、本来のツォン
カパとナムカギェルツェンの人間姿を残している点は興味深い。特に金剛手菩薩に描かれている両
足の動作で、仏ではなく 70 歳の老人ナムカギェルツェンの姿であることが見てとれる。

〔参考文献〕

〈一次文献〉
『ツォンカパ絵伝作画指示書』rJe btsun Tsong kha pa chen po'i rnam thar ras bris kyi tshul brgya nga gsum pa 

cintā ma ṇi'i phreng ba thub bstan rgyas byed phan bde'i rol mtsho chen po. 'Jam dbyangs bzhad pa'i rdo rje 
gsung 'bum. Nga. bla brang bkra shis 'khyil edition.

『ジャムヤンシェーペードルジェ伝』'Jam dbyangs bzhad pa'i rdo rje'i rnam par thar pa yongs su brjod pa'i  
gtam du bya ba dad pa'i sgo 'byed kē ta ka'i 'phreng ba. Ngag dbang bkra shis. bla brang bkra shis 'khyil 
edition.

『パンチェン六世伝』Blo bzang dpal ldan ye shes dpal bzang po'i zhal snga nas kyi rnam par thar pa'i nyi ma 'od 
zer. dPal ldan ye shes gsung 'bum. Ka. Bkras lhun po edition. (大谷 No.10532).

『ロダクの大行者とお会いになった時の様子』lHo brag grub chen dang mjal tshul. Tsong kha pai gsung 'bum. 
Ka. sDe dge edition.

〈二次文献〉
Tucci, Giuseppe. 1949. Tibetan Painted Scrolls. Rome.Libreria dello Stato.
Yon tan rgya mtsho. 1994. dGe ldan chos 'byung gser gyi mchod sdong 'bar ba. Paris. Yonten Gyatso.
石濱裕美子・福田洋一 2008『聖ツォンカパ伝』大東出版社．
王家鵬・宗緒盛編 2017『藏族美術集成』絵画芸術・版画卷 1，四川民族出版社．
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（
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〇
二
〇
年
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月
）

一

は
じ
め
に

　

法
然
上
人
（
一
一
三
三
─
一
二
一
二
、
以
下
、
全
て
の
尊
称
略
）
の
著
書
で
あ

る
『
往
生
要
集
釈
』
は
、『
往
生
要
集
詮
要
』『
往
生
要
集
料
簡
』『
往
生
要
集
略

料
簡
』
と
並
ん
で
源
信
（
九
四
二
─
一
○
一
七
）
の
『
往
生
要
集
』
を
註
釈
し
た

書
物
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
多
く
の
研
究
で
は
、
法
然
の
他
の
遺
文

と
の
比
較
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
四
釈
書
が
法
然
の
思
想
変
遷
の
中
、
ど
の
段
階

（
（
（

に
位

置
付
け
ら
れ
る
か
、
或
は
四
釈
書
が
ど
の
よ
う
な
順
序
で
成
立
し
た
か
と
い
っ
た

こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
一
つ
ひ
と
つ
の
文
献
の
内
容
が
詳

細
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
具
体
的
に
は
、『
往
生
要
集
釈
』
に
は
、

開
、
合
、
広
、
略
、
要
と
い
っ
た
法
然
に
よ
る
『
往
生
要
集
』
の
解
釈
が
説
か
れ

て
い
る
が
、
そ
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、

　

法
然
の
『
往
生
要
集
釈
』
は
、
源
信
の
『
往
生
要
集
』
を
註
釈
し
た
四
釈

書
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
他
の
四
釈
書
と
の
比
較
、
或
は

他
の
法
然
遺
文
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
法
然
の
思
想
変
遷
中
の
位
置
付
け
や

四
釈
書
の
成
立
順
序
と
い
っ
た
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
き
た
。『
往
生
要

集
釈
』
に
は
開
、
合
、
広
、
略
、
要
と
い
っ
た
法
然
に
よ
る
『
往
生
要
集
』

の
解
釈
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
関
連
性
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結

果
、
合
・
広
・
略
・
要
の
解
釈
は
密
接
な
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
連
携
に
よ
っ
て
、
善
導
や
法
然
が
説
く
よ
う
な
念
仏

だ
け
を
勧
め
る
教
え
が
、『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
も
説
か
れ
る
と
い
う
こ

と
が
示
さ
れ
る
と
い
え
る
。
ま
た
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
と
呼
ば
れ
る
説
示
と

他
の
説
示
と
の
関
連
性
も
見
ら
れ
、
後
世
の
加
筆
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
指

摘
は
慎
重
な
再
検
討
が
要
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

法
然
、『
往
生
要
集
釈
』、『
往
生
要
集
』、
惣
結
要
行

法
然
『
往
生
要
集
釈
』
に
お
け
る
合
・
広
・
略
・
要
の
関
連
性

下

端

啓

介

論
　
文〔

抄
　
録
〕



法
然
『
往
生
要
集
釈
』
に
お
け
る
合
・
広
・
略
・
要
の
関
連
性
（
下
端
啓
介
）

二

今
回
、
こ
の
点
に
関
す
る
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る

（
（
（

。
た
だ
し
南
宏
信
氏
は
、

法
然
の
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
に
お
け
る
研
究
に
対
し
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

良
忠
『
鈔
』（『
義
記
』）
を
見
る
限
り
、『
古
本
漢
語
』
以
外
の
系
統
に
属
す

る
法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
存
在
が
確
認
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は

『
要
集
釈
』（『
要
集
鈔
』）
が
複
数
の
断
片
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
あ

る
時
期
に
ま
と
め
ら
れ
て
ひ
と
つ
の
『
要
集
釈
』（『
要
集
鈔
』）
な
る
も
の

が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
の
裏
付
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
従
来

か
ら
の
『
古
本
漢
語
』
所
収
の
四
本
を
平
行
に
並
べ
て
そ
の
順
序
を
研
究
す

る
方
法
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
整
理
・
編
集
さ
れ
た
経
緯
を
他
の
同
時

代
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

（
（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
浄
土
宗
三
祖
で
あ
る
良
忠
（
一
一
九
九
─
一
二
八
七
）
在
世
時

に
は
、
古
本
『
漢
語
燈
録
』
所
収
の
『
往
生
要
集
釈
』
等
の
四
釈
書
以
外
に
『
往

生
要
集
』
の
註
釈
書
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

書
物
を
含
む
四
釈
書
以
外
の
書
物
を
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

よ
っ
て
、『
往
生
要
集
釈
』
の
み
を
扱
う
本
検
討
を
も
っ
て
四
釈
書
の
様
々
な
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
存
の
資
料
に
よ
っ
て
『
往
生
要

集
釈
』
を
理
解
し
得
る
一
つ
の
道
す
じ
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
四
釈
書
研
究
の

一
助
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

一
、『
往
生
要
集
釈
』
の
概
要

　

検
討
に
入
る
前
に
、『
往
生
要
集
釈
』
に
説
か
れ
る
各
説
示
の
内
容
を
示
す
。

『
往
生
要
集
釈
』
で
は
、
ま
ず
『
往
生
要
集
』
を
「
大
意
」・「
釈
名
」・「
入
文
解

釈
」
に
分
け
る
。
次
い
で
、「
入
文
解
釈
」
に
お
い
て
、「
序
分
」・「
正
宗
分
」・

「
流
通
分
」
の
三
段
に
分
け
、
章
門
の
「
開
」・「
合
」
を
説
き
明
か
す
。
そ
の

後
、「
広
」・「
略
」・「
要
」
の
解
釈
を
説
き
、
最
後
に
道
綽
（
五
六
二
─
六
四

五
）・
善
導
（
六
一
三
─
六
八
一
）
に
帰
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
た
だ
し
、「
略
」

の
解
釈
で
は
『
往
生
要
集
』
大
文
第
五
助
念
方
法
の
「
惣
結
要
行

（
（
（

」
に
つ
い
て
解

釈
を
行
う
の
で
あ
る
が
、「
略
」
の
解
釈
の
後
、
再
び
「
惣
結
要
行
」
を
解
釈
す

る
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、「
略
」
の
解
釈
に
お
い
て
述
べ
る

「
惣
結
要
行
」
の
解
釈
（
惣
結
要
行
Ａ
釈

（
（
（

と
す
る
）
と
そ
の
後
に
述
べ
る
「
惣
結

要
行
」
の
解
釈
（
惣
結
要
行
Ｂ
釈
と
す
る
）
と
が
全
く
の
正
反
対
の
主
張
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
惣
結
要
行
Ａ
釈
」
で

は
、「
惣
結
要
行
」
の
内
容
は
『
往
生
要
集
』
全
体
の
正
意
で
は
な
い
と
し
、
一

方
、「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
で
は
、「
惣
結
要
行
」
が
『
往
生
要
集
』
全
体
の
正
意
で

あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
の
一
つ
の
項
目
に
対
す
る
解
釈
が
、
同

一
の
書
物
の
中
で
全
く
正
反
対
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
何
故
こ
の
よ
う
な

構
成
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
観
点
で
先
学
に
よ
っ
て
様
々
に
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
扱
う
限
り
上
記
の
「
惣
結
要
行
」
の
問
題
は
避
け
て

通
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
先
ず
解
決
す
る
こ
と
を
先
送
り
し
て
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
以
下
で
重
点
的
に
検
討
す
る
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
を
述
べ
る
と
、

　

開
…
…
…
…
…
…
…
…
…
『
往
生
要
集
』
の
通
り
十
門
を
説
く
。

　

合
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

『
往
生
要
集
』
十
門
を
念
仏
と
諸
行
と
の
対
比
で
ま

と
め
直
し
て
五
門
と
す
る
。

　

広
…
…
…
…
…
…
…
…
…
『
往
生
要
集
』
の
科
文
分
け
を
行
う
。

　

略
（
惣
結
要
行
Ａ
釈
）
…�

大
文
第
五
助
念
方
法
の
「
惣
結
要
行
」（
往
生
の
要
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三

は
何
か
と
い
う
問
答
）
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

要
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

大
文
第
四
正
修
念
仏
及
び
第
八
念
仏
証
拠
の
文
言
を

引
用
し
て
念
仏
の
一
行
だ
け
を
勧
め
、
そ
れ
が
『
往

生
要
集
』
の
本
意
で
あ
る
と
す
る
。

と
な
る
。
上
記
の
項
目
の
関
連
性
に
つ
い
て
管
見
の
限
り
で
は
、
宇
井
伯
壽
氏

が
、

往
生
要
集
は
、
其
全
體
を
通
讀
す
れ
ば
、
天
台
流
の
念
佛
の
鼓
吹
に
外
な
ら

ぬ
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
見
方
は
廣
の
見
方
で
あ
る
か
ら
、
之
に

對
し
て
、
略
の
見
方
を
な
せ
ば
、
其
見
方
に
於
て
、
念
佛
に
關
す
る
部
分
の

み
を
拔
い
て
見
て
行
け
ば
、
全
體
は
決
し
て
、
理
觀
念
佛
で
は
な
く
し
て
、

他
力
的
宗
敎
的
の
念
佛
を
述
べ
て
居
る
も
而
も
猶
未
だ
眞
の
他
力
の
念
佛
と

は
な
つ
て
居
な
い
と
見
ら
れ
、
更
に
、
進
ん
で
、
其
要
點
の
み
を
見
て
行
く

見
方
に
よ
れ
ば
、
全
く
純
粹
な
他
力
的
念
佛
を
說
い
て
居
る
も
の
で
あ
る
と

見
ら
れ
、
こ
れ
が
而
も
善
導
流
の
念
佛
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
と
い
は
れ
る

（
（
（

。

と
述
べ

（
（
（

、
八
木
昊
恵
氏
が
、

次
に
再
往
の
勸
進
は
對
者
の
學
解
の
存
在
を
前
提
と
す
る
の
で
、
四
部
の
要

集
末
註
や
選
擇
集
等
が
此
れ
で
あ
る
。
此
の
際
、
要
集
批
判
の
論
理
構
造
と

し
て
、
廣
・
略
・
要
の
三
重
分
別
が
あ
り
、
略
・
要
の
二
重
に
於
て
助
念
門

位
と
正
修
門
位
と
が
細
分
せ
ら
れ
、
其
の
文
義
的
錯
綜
は
後
學
を
し
て
甚
だ

困
惑
せ
し
め
る

（
（
（

。

と
述
べ
、
或
は
末
木
文
美
士
氏
が
、

　
『
釈
』
で
は
、
源
空
自
身
の
立
場
か
ら
体
系
的
に
読
み
込
む
点
が
明
瞭
に

な
る
。
即
ち
、
広
略
要
の
体
系
で
、
惣
結
要
行
は
「
略
」
と
し
て
先
に
出

し
、
観
察
門
以
下
は
「
要
」
と
し
て
纏
め
て
い
る

（
（
（

。

と
言
及
す
る
程
度
で
あ
る
。
一
方
で
、
末
木
氏
は
、

『
釈
』
は
前
半
と
後
半
に
二
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
た
三
項
か
ら
な
る
。
即

ち
、

　

前
半
─
⑴
大
意　

⑵
釈
名　

⑶
入
文
解
釈

　

後
半
─
⑴
広　

⑵
略　

⑶
要

前
半
と
後
半
は
連
続
せ
ず
、
前
半
の
⑶
と
後
半
⑴
は
重
複
す
る
面
も
あ
る

（
（1
（

。

と
「
合
」
の
解
釈
と
「
広
」・「
略
」・「
要
」
の
解
釈
が
連
続
し
た
説
示
で
は
な

く
、
ま
た
「
合
」
と
「
広
」
の
解
釈
は
重
複
す
る
と
述
べ
、
坪
井
俊
映
氏
は
、

『
要
集
釈
』
は
別
行
の
『
大
綱
』
と
別
行
の
『
略
料
簡
』
の
総
決
要
行
釈
と

同
じ
く
別
行
の
『
料
簡
』
の
総
決
要
行
の
釈
義
と
念
仏
証
拠
門
の
釈
義
を
広

料
簡
を
中
心
に
合
綴
し
、
広
略
要
の
三
料
簡
と
し
て
組
織
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る

（
（1
（

。

と
「
広
」・「
略
」・「
要
」
の
三
料
簡
は
、
も
と
も
と
関
連
が
無
か
っ
た
も
の
を
構

成
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
そ

の
文
言
等
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
も
っ
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
は
無
い

（
（1
（

の
で
あ
る
。

二
、
広
に
説
か
れ
る
内
容
と
要
と
の
関
連
性

　
「
広
」
の
解
釈
で
は
、
法
然
自
身
の
解
説
の
文
言
は
無
く
、『
往
生
要
集
』
を
科

文
に
分
け
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
科
文
を
次
頁
の
図
一
に
示
す
。
図
一
よ
り
、

「
広
」
で
説
か
れ
る
科
文
は
『
往
生
要
集
』
に
説
か
れ
る
内
容
か
ら
逸
脱
し
て
い

る
わ
け
で
な
く
、
単
に
『
往
生
要
集
』
で
示
さ
れ
る
項
目
名
を
科
文
と
し
て
述
べ

⎩⎨⎧
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②
餓
鬼

①
地
獄

45 37

⑤
人

⑩
問
答
料
簡

⑨
往
生
諸
業

⑧
念
仏
証
拠

⑦
念
仏
利
益

⑥
別
時
念
仏

⑤
助
念
方
法

④
正
修
念
仏

③
極
楽
証
拠

②
欣
求
浄
土

①
厭
離
穢
土

68 64 54 37

⑤
廻
向
門

④
観
察
門

①
対
十
方

⑩
増
進
仏
道
楽

86 6979

①
礼
拝
門

②
対
兜
率
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⑥
引
接
結
縁
楽

⑤
快
楽
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楽

④
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妙
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①
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処
供
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⑤
懺
悔
衆
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身
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楽

⑦
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結
要
行
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③
無
常

②
苦

①
不
浄

49 47
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天
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止
悪
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善

③
対
治
懈
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②
修
行
相
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②
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楽

①
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⑦
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結
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④
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⑨
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⑦
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③
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事
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③
往
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往
生
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位

①
極
楽
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正
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⑤
臨
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念
相

④
尋
常
念
相

⑥
引
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勧
信

⑤
弥
陀
別
益

③
料
簡

69 68

41 40

①
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修
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②
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益

①
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提
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相
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②
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略
観
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③
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略
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②
惣
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①
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観
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④
不
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不
嫉
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⑩
助
道
人
法

⑨
助
道
資
縁

⑧
信
毀
因
縁

①
等
活

48

41 40

③
衆
合

②
黒
縄

②
三
心

②
不
起
邪
見

89

100

38 37

無
間

⑧
阿
鼻

⑦
大
焦
熱

⑥
焦
熱

⑤
大
叫
喚

④
叫
喚

42

⑩
問
答

料
簡

⑤
問
答

料
簡

④
往
生

諸
行

③
正
修

念
仏

②
欣
求

浄
土

②
観
念

①
行
事

⑥

読
誦
大
乗

⑦
悪
趣
利
益
127 124 122 120 119 119 117

113 112

④
当
来
勝
利

③
現
身
見
仏

②
冥
得
護
持

合

89 89

89

②
慇
重
修

①
長
時
修

③
廻
向
発
願
心

②
深
心

①
至
誠
心

④
無
余
修

①
厭
離

穢
土

⑨
往
生

諸
業

⑧
念
仏

証
拠

⑦
念
仏

利
益

⑥
別
時

念
仏

⑤
助
念

方
法

④
正
修

念
仏

③
極
楽

証
拠

②
欣
求

浄
土

88

③
不
生
憍
慢

⑦
諸
行
勝
劣

⑥
麤
心
妙
果

100

①
持
戒
不
犯

⑤
勇
猛
精
進

③
無
間
修

88

89

88 88

①
厭
離

穢
土

開

①
雑
略
観

②
観
相
好

①
観
華
座

70 69

②
惣
結
諸
業

①
明
諸
経

三
重
問
答

130
132 112

133 130 128 117 108

104

①
滅
罪
生
善

②
臨
終
行
儀

図
一　
「
広
」
の
解
釈
に
説
か
れ
る
『
往
生
要
集
』
の
科
文

　

本
図
は
、
一
般
的
な
科
文
の
代
表
例
と
し
て
、
本
庄
良
文
「
古
本
漢
語
燈
録
所
収
『
往
生
要
集
釋
』
訳
注
」（『
浄
土
学
仏
教
学
論
叢
』
第
一
巻
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
○
○
四
年
）の
付
録（
永
井

隆
正
氏
作
製
）に
依
っ
た
。

　

た
だ
し
、
太
字
、
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
及
び
修
正
箇
所
で
あ
る
。
傍
線
は
「
広
」
で
言
及
さ
れ
な
い
箇
所
、
二
重
傍
線
は
「
広
」
で
の
追
加
箇
所
を
示
す
。
ま
た
、
参
考
に
開
・
合
の
図

を
追
加
し
た
。



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

五

た
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、「
広
」
の
解
釈
で
説
か
れ
る
科
文
と
『
往

生
要
集
』
の
文
言
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
そ
れ
ら
は
全
く
同
じ
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。

　

第
一
の
相
違
点
は
、『
往
生
要
集
』
で
は
「
○
○
に
二
つ
有
り
。
一
に
は

…
…
、
二
に
は
…
…
」
と
い
っ
た
様
に
項
目
を
分
け
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、「
広
」
の
解
釈
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
内
容
が
五
箇
所

（
（1
（

あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
図
一
に
お
い
て
傍
線
を
付
し
た
箇
所
で
あ
る
。
例
示
す
る
と
、

（
一
）
大
文
第
一
厭
離
穢
土
の
⑤
人
に
は
①
不
浄
、
②
苦
、
③
無
常
の
説
示
が
あ

り
、（
二
）
大
文
第
四
正
修
念
仏
の
③
作
願
門
に
は
①
菩
提
心
行
相
、
②
利
益
、

③
料
簡
の
説
示
が
あ
り
、（
三
）
大
文
第
四
正
修
念
仏
の
④
観
察
門
の
①
別
相
観

に
は
①
観
華
座
、
②
観
相
好
の
説
示
が
あ
り
、（
四
）
大
文
第
六
別
時
念
仏
の
②

臨
終
行
儀
に
は
①
行
事
、
②
勧
念
の
説
示
が
あ
り
、（
五
）
大
文
第
九
往
生
諸
業

に
は
①
明
諸
経
、
②
惣
結
諸
業
の
説
示
が
あ
る
。
し
か
し
「
広
」
の
解
釈
で
は
こ

れ
ら
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
相
違
点
は
、『
往
生
要
集
』
で
は
項
目
を
分
け
て
説
か
れ
て
い
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
、「
広
」
の
解
釈
に
お
い
て
法
然
が
科
文
を
設
け
て
い
る
も
の
が
二

箇
所
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
図
一
に
お
い
て
二
重
傍
線
を
付
し
た
箇
所
で
あ

る
。
例
示
す
る
と
、
大
文
第
四
正
修
念
仏
の
④
観
察
門
の
③
雑
略
観
で
は
『
往
生

要
集
』
で
は
特
に
項
目
を
分
け
て
示
さ
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
「
広
」
の
解

釈
で
は
①
雑
略
観
、
②
極
略
観

（
（1
（

と
科
文
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
大
文
第
八
念
仏
証

拠
に
お
い
て
も
『
往
生
要
集
』
で
は
単
に
三
つ
の
問
答
が
説
か
れ
る
と
こ
ろ
を
、

「
広
」
の
解
釈
で
は
「
三
重
の
問
答
」
と
呼
ん
で
項
目
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
二
つ
の
相
違
点
か
ら
、「
広
」
の
解
釈
は
基
本
的
に
は
『
往
生
要

集
』
の
科
文
を
そ
の
ま
ま
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
全
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
法
然
の
意
図
が
表
れ
た
説
示
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
「
広
」
の

解
釈
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
極
略
観
の
説
示
も
三
重
の
問
答
の
解
釈

も
「
要
」
の
解
釈
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
内
容
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
往
生

要
集
』
に
は
な
い
科
文
を
法
然
が
設
け
た
箇
所
は
、「
要
」
の
解
釈
で
用
い
ら
れ

る
項
目
を
「
広
」
の
解
釈
で
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
広
」
と
「
要
」
の
解

釈
が
関
連
し
て
い
る
証
拠
だ
と
言
え
る
。

三
、
合
・
略
・
要
の
関
連
性

　

は
じ
め
に
、「
略
」
と
「
要
」
の
解
釈
の
関
連
性
を
述
べ
る
。「
略
」
の
解
釈
は

大
文
第
五
助
念
方
法
の
「
惣
結
要
行
」
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。「
惣
結
要

行
」
で
は
以
下
の
よ
う
に
往
生
の
要
行
に
つ
い
て
の
問
答
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

問
。
上

ノ

諸
門

ノ

中
ニ

所
レ

陳
ル

既
多

ケ
レ
ト
モ

、
未
レ

知
三ラ

何
ン
ノ

業
カ

爲
二ル

コ
ト
ヲ

往
生

ノ

要
一ト

。
答
。
大
菩
提
心

ト

護
二ル

ト

三
業
一ヲ

深
ク

信
シ

至
レシ

テ

誠
常

ニ

念
レセ

ハ

佛
、
隨
レヒ

願
決

定
シ
テ

生
二セ

ン

極
樂

（
（1
（

一ニ

。

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
往
生
の
要
と
な
る
行

い
は
何
か
と
問
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
①
大
菩
提
心
と
、
②
三
業
を
護
る
こ
と

と
、
③
深
く
信
じ
、
④
誠
を
尽
く
し
て
⑤
常
に
⑥
仏
を
念
ず
る
な
ら
ば
、
⑦
願
に

随
っ
て
決
ま
っ
て
極
楽
に
往
生
す
る
と
答
え
る
。
こ
の
問
答
に
対
し
法
然
は

「
略
」
の
解
釈
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

問
ノ

意
ハ

者
、
上

ノ

諸
門

ト

者
指
二ス

厭
離
等

ノ

五
門
一ヲ

也
（
（1
（

。

ま
た
、答

ノ

意
ハ

者
、
且

ク

准
レシ

ユ
ン
シ
テ

問
ニ

撰
二テ

七
法
一ヲ

以
テ

名
二ク

往
生

ノ

要
一ト

也
（
（1
（

。
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六

　

つ
ま
り
、「
惣
結
要
行
」
の
問
の
意
図
に
つ
い
て
、
問
に
「
上
の
諸
門
」
と
あ

る
の
は
「
大
文
第
一
厭
離
穢
土
か
ら
第
五
助
念
方
法
ま
で
の
範
囲
」
を
指
し
、
答

の
意
図
に
つ
い
て
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
問
に
応
じ
て
上
記
の
範
囲
か
ら
七
法
を
選

ん
で
往
生
の
要
と
名
付
け
た
の
だ
と
法
然
は
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。「
惣
結
要

行
」
で
は
「
往
生
の
要
は
何
か
」
と
い
う
問
答
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
回
答

が
『
往
生
要
集
』
の
正
意
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
法
然
は

こ
れ
を
単
に
問
に
応
じ
て
と
り
あ
え
ず
答
え
た
だ
け
で
あ
り
、『
往
生
要
集
』
全

体
の
正
意
で
は
な
い
と
解
釈
す
る
。
そ
れ
で
は
何
が
『
往
生
要
集
』
の
本
意
か
と

い
う
と
、「
要
」
の
解
釈
に
お
い
て
念
仏
の
一
行
だ
け
を
勧
め
る
こ
と
で
あ
る
と

説
く
。「
略
」
か
ら
「
要
」
へ
と
続
く
解
釈
は
、『
往
生
要
集
』
の
正
意
で
は
な
い

説
示
を
退
け
て
正
意
で
あ
る
説
示
へ
と
導
く
も
の
で
あ
る
。

　

次
い
で
、「
合
」
と
「
略
」
と
の
関
連
性
を
述
べ
る
。
ま
ず
「
開
」
の
説
示
は

法
然
の
解
釈
と
い
う
よ
り
は
『
往
生
要
集
』
に
説
か
れ
る
大
文
十
門
そ
の
ま
ま
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
「
合
」
の
解
釈
は
、『
往
生
要
集
』
を
念
仏
と
諸
行
と
の
対

比
と
い
う
視
点
で
捉
え
て
念
仏
に
関
す
る
章
を
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
観

想
念
仏
や
称
名
念
仏
と
い
っ
た
ま
さ
し
く
念
仏
そ
の
も
の
は
大
文
第
四
の
正
修
念

仏
に
説
か
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
「
合
」
の
解
釈
で
は
、

依
二テ

正
─

助
・
長
─

時
別
─

時
・
修
─

因
得
─

果
ノ

義
一ニ

一
往
開
レテ

之
ヲ

雖
レ

爲
二ト

五
門
一ト

對
二ス

ル
ニ

諸
行
一ニ

五
門
共

ニ

是
レ

念
佛

ナ
ル
カ

故
ニ

亦
合

シ
テ

爲
二

一
門

（
（1
（

一ト

。

と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、『
往
生
要
集
』
で
は
正
助

（
（1
（

や
長
時
別
時

（
（2
（

な
ど
の
意
味
に

よ
っ
て
、
一
応
、
大
文
第
四
正
修
念
仏
か
ら
大
文
第
八
念
仏
証
拠
ま
で
を
展
開
し

て
五
門
と
し
て
い
る
が
、
諸
行
と
対
比
さ
せ
る
と
、
五
門
は
と
も
に
念
仏
に
つ
い

て
の
章
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
五
門
を
合
体
さ
せ
て
一
門
と
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

上
述
の
「
略
」
の
解
釈
の
通
り
、
法
然
は
「
惣
結
要
行
」
を
「『
往
生
要
集
』

全
体
を
通
し
て
見
た
場
合
の
要
行
の
正
式
な
ま
と
め
」
で
は
な
く
、「
大
文
第
一

か
ら
第
五
ま
で
の
範
囲
か
ら
選
ん
だ
仮
の
ま
と
め
」
だ
と
捉
え
て
『
往
生
要
集
』

全
体
の
正
意
で
は
な
い
と
解
釈
す
る
。
つ
ま
り
、
大
文
第
一
か
ら
第
五
ま
で
に
は

「『
往
生
要
集
』
全
体
を
通
し
て
見
た
場
合
の
要
行
」
が
全
て
説
か
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
と
捉
え
る
の
で
あ
る

（
（2
（

。
こ
れ
は
、
大
文
第
六
か
ら
第
十
ま
で
の
五
門
に

お
い
て
も
要
行
が
説
か
れ
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も

し
大
文
第
六
か
ら
第
十
ま
で
に
要
行
が
説
か
れ
な
い
と
す
る
と
、『
往
生
要
集
』

の
「
惣
結
要
行
」
で
選
ん
だ
七
法
は
『
往
生
要
集
』
の
正
意
で
は
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
そ
の
後
の
大
文
第
六
か
ら
第
十
ま
で
に
お
い
て
も
要
行
は
説
か
れ
な
い
こ

と
に
な
り
、
結
局
『
往
生
要
集
』
の
ど
こ
に
も
要
行
は
説
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
成
し
得
る
た
め
に
は
、

『
往
生
要
集
』
の
要
行
が
大
文
第
四
正
修
念
仏
及
び
大
文
第
五
助
念
方
法
に
説
か

れ
る
の
み

（
（2
（

で
は
な
い
と
い
う
考
え
が
前
提
と
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
い
う
要
行
と
は
、「
要
」
の
解
釈
か
ら
、『
往
生
要
集
』
の
本
意
で
あ
る
と

す
る
念
仏
の
一
行
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
視
点
で
見
る
と
、「
合
」
の
解
釈
は
大

文
第
四
正
修
念
仏
か
ら
大
文
第
八
念
仏
証
拠
ま
で
を
ま
と
め
て
念
仏
に
つ
い
て
の

章
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、「
合
」
の
解
釈
に
沿
っ
て

「
略
」
の
解
釈
を
見
る
と
、
大
文
第
五
に
あ
る
「
惣
結
要
行
」
は
、『
往
生
要
集
』

の
本
意
で
あ
る
念
仏
に
つ
い
て
の
章
（
大
文
第
四
か
ら
第
八
ま
で
）
の
途
中
段
階

に
お
け
る
「
惣
結
」
と
な
る
た
め
、「
略
」
の
解
釈
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
「
仮

の
ま
と
め
」
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
合
」
の
解
釈
が
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七

「
略
」
の
解
釈
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、「
合
」・「
略
」・「
要
」
の
解
釈
の
関
連
性
は
次
の
点

か
ら
も
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、「
要
」
の
解
釈
で
は
大
文
第
四
正
修
念
仏
に

お
け
る
極
略
観
に
加
え
て
、
大
文
第
八
念
仏
証
拠
に
説
か
れ
る
三
重
の
問
答
を
挙

げ
て
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
要
で
あ
る
念
仏
に
つ
い
て
の
説
示
が
、
大

文
第
一
か
ら
第
五
ま
で
の
範
囲
で
す
べ
て
説
か
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
大
文
第
八

念
仏
証
拠

（
（2
（

に
も
説
か
れ
る
と
法
然
が
捉
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
証
拠
で
あ
る
。
ま

た
そ
の
「
要
」
の
解
釈
で
説
か
れ
る
説
示
は
大
文
第
四
、
第
八
か
ら
引
用
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
範
囲
は
、「
合
」
の
解
釈
で
念
仏
の
一
門
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
範

囲
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
合
」
の
解
釈
が
念
仏
に
つ
い
て
の
章
の
範
囲
を
定
め
、
そ
の
範

囲
に
沿
う
様
に
「
略
」
及
び
「
要
」
の
解
釈
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
広
・
略
・
要
の
関
連
性

　

広
略
要
の
構
成
に
つ
い
て
は
、

就
二

此
ノ

往
生
要
集
一ニ

有
二

廣
ト

略
ト

要
（
（2
（

一ト

。

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
三
者
に
関
連
性
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。「
広
」
の

解
釈
に
は
「
要
」
の
解
釈
で
説
か
れ
る
内
容
を
項
目
と
し
て
提
示
す
る
と
い
う
役

割
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
「
略
」
と
「
要
」
の
解
釈
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
前
章
で

述
べ
た
。

　
「
広
」
と
「
略
」
と
の
関
連
箇
所
に
目
を
向
け
る
と
、「
略
」
の
解
釈
は
、
科
文

で
い
う
と
こ
ろ
の
大
文
第
五
助
念
方
法
の
「
惣
結
要
行
」
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
の

「
惣
結
要
行
」
と
い
う
項
目
に
関
連
し
て
、「
広
」
の
解
釈
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な

い
が
『
往
生
要
集
』
に
は
大
文
第
九
往
生
諸
業
に
「
惣
結
諸
業
」
と
い
う
項
目
が

あ
り
、『
往
生
要
集
』
の
構
成
か
ら
見
る
と
「
惣
結
要
行
」
と
は
対
を
な
す
項
目

で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、「
略
」
の
解
釈
に
説
か
れ
る
よ
う
に
「
惣
結

要
行
」
を
「
要
行
の
正
式
な
ま
と
め
」
で
は
な
く
「
要
行
の
仮
の
ま
と
め
」
だ
と

捉
え
る
と
、「
惣
結
要
行
」
と
「
惣
結
諸
業
」
は
対
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
る

こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、「
惣
結
諸
業
」
の
項
目
は
大
文
第
九
往
生
諸
業
の

惣
結
で
あ
り
、「
諸
業
の
正
式
な
ま
と
め
」
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
諸
業
の
仮
の

ま
と
め
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
略
」
の
解
釈
に
お
い
て
「
要
行

の
仮
の
ま
と
め
」
で
あ
る
と
す
る
「
惣
結
要
行
」
と
は
対
を
成
す
項
目
と
は
い
え

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
対
偶
と
し
て
、
仮
に
、「
惣
結
要
行
」
と
「
惣
結
諸
業
」

が
対
を
成
す
と
捉
え
た
場
合
、「
惣
結
諸
業
」
の
項
目
は
「
諸
業
の
正
式
な
ま
と

め
」
で
あ
り
、「
惣
結
要
行
」
は
そ
の
対
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
「
要
行
の
仮

の
ま
と
め
」
で
は
な
く
「
要
行
の
正
式
な
ま
と
め
」
を
表
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

で
は
「
略
」
の
解
釈
が
成
立
し
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
広
」
の
解
釈

に
お
い
て
大
文
第
九
往
生
諸
業
の
「
惣
結
諸
業
」
を
項
目
と
し
て
言
及
し
な
い
こ

と
は
、「
略
」
の
解
釈
中
、「
惣
結
要
行
」
を
「
要
行
の
正
式
な
ま
と
め
」
で
は
な

く
「
大
文
第
一
厭
離
穢
土
か
ら
第
五
助
念
方
法
ま
で
の
範
囲
か
ら
選
ん
だ
仮
の
ま

と
め
」
だ
と
解
釈
す
る
た
め
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
広
」
の
解
釈
が
「
略
」
の
解
釈
を
成
立
さ
せ
る
伏
線
と
な

り
、「
略
」
の
解
釈
が
「
要
」
の
解
釈
へ
と
繋
が
る
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、「
広
」・「
略
」・「
要
」
の
解
釈
は
一
連
と
な
っ
て

「
要
」
で
あ
る
念
仏
だ
け
を
勧
め
る
と
い
う
解
釈
に
向
か
う
説
示
で
あ
る
と
言
え

る
。



法
然
『
往
生
要
集
釈
』
に
お
け
る
合
・
広
・
略
・
要
の
関
連
性
（
下
端
啓
介
）

八

五
、
合
・
広
・
略
・
要
の
関
連
性
と
そ
の
意
義

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、『
往
生
要
集
釈
』
に
お
い
て
「
合
」・

「
広
」・「
略
」・「
要
」
の
解
釈
は
次
の
よ
う
な
関
連
性
を
も
っ
て
説
か
れ
て
い

る
。
ま
ず
①
「
合
」
の
解
釈
と
し
て
、
要
行
で
あ
る
念
仏
に
つ
い
て
の
章
が
大
文

第
四
正
修
念
仏
か
ら
第
八
念
仏
証
拠
ま
で
で
あ
る
こ
と
を
定
め
る
。
次
い
で
②

「
広
」
の
解
釈
と
し
て
、「
要
」
の
解
釈
で
説
く
項
目
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、

「
略
」
の
解
釈
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
科
文
を
説
く
。
次
い
で
③
「
略
」
の
解
釈

と
し
て
、
一
見
す
る
と
『
往
生
要
集
』
全
体
に
つ
い
て
の
要
行
の
ま
と
め
を
説
く

か
の
よ
う
に
見
え
る
「
惣
結
要
行
」
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
、
念
仏
を
説
く
範
囲

（「
合
」
の
解
釈
）
や
「
惣
結
諸
業
」
と
対
比
さ
せ
な
い
こ
と
（「
広
」
の
解
釈
）

に
よ
り
、『
往
生
要
集
』
の
正
意
で
は
な
い
こ
と
を
説
く
。
最
後
に
④
「
要
」
の

解
釈
と
し
て
、
念
仏
の
一
行
だ
け
を
勧
め
る
こ
と
が
『
往
生
要
集
』
の
本
意
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
、『
往
生
要
集
釈
』
は
、「
合
」・「
広
」・

「
略
」・「
要
」
の
解
釈
の
連
携
に
よ
っ
て
、『
往
生
要
集
』
が
念
仏
だ
け
を
勧
進
す

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
林
田
康
順
氏
は
「
ス
ム
ー
ス

（
（2
（

」
な
論
理
展
開
だ
と
表
現
し
て

い
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
不
可
欠
な
関
連
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
所
以
は
「
略
」
の
解
釈
に
あ
る
。「
略
」
の
解
釈
は
、
末
木
氏
に
よ
っ
て

「
論
法
は
強
引
で
あ
る

（
（2
（

」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る

（
（2
（

よ
う
に
、『
往
生
要
集
』
の
説
示
を

法
然
が
恣
意
的
に
解
釈
し
て
い
る
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
は
「
略
」
の
解
釈
の
み
を
見
た
場
合
の
意
見
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。「
略
」
の

解
釈
で
は
、『
往
生
要
集
』
の
「
惣
結
要
行
」
に
お
い
て
「
往
生
の
要
」
と
し
て

七
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
中
の
「
持
戒
」
だ
け
を
否
定
し

て
『
往
生
要
集
』
の
正
意
で
は
な
い
と
し
て
お
り

（
（2
（

、
確
か
に
こ
の
説
示
の
み
を
見

る
と
「
強
引
」
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
、

「
略
」
の
解
釈
は
「
合
」・「
広
」・「
略
」・「
要
」
と
関
連
し
て
説
か
れ
る
こ
と
で

成
立
し
て
お
り
、
そ
の
論
理
は
、
七
法
の
各
々
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、「
惣

結
要
行
」
の
説
示
全
体
を
、
仮
の
ま
と
め
で
あ
る
か
ら
正
意
で
は
な
い
と
す
る
の

で
あ
る
。「
合
」
か
ら
「
要
」
の
解
釈
に
至
る
ま
で
、
緻
密
に
組
み
上
げ
ら
れ
た

論
法
に
よ
っ
て
成
立
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
解
釈
は
不
可
欠
な
関
連

（
（2
（

で
あ
る
と
言

え
る
。

　

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
法
然
の
独
断
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。「
略
」

の
解
釈
は
一
見
、
法
然
独
自
の
解
釈
の
よ
う
に
も
見
え
、
先
行
研
究
で
は
そ
の
よ

う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

が
、
そ
の
解
釈
の
根
拠
は
『
往
生
要
集
』
に
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
略
」
の
解
釈
の
前
提
と
な
る
「
合
」
の
解

釈
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
然
は
『
往
生
要
集
』
の
序
分
等

（
（3
（

の

説
示
を
根
拠
に
「
合
」
の
解
釈
を
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

對
二ス

ル
ニ

諸
行
一ニ

五
門
共

ニ

是
レ

念
佛

ナ
ル
カ

故
ニ

亦
合

シ
テ

爲
二

一
門
一ト

故
ニ

序
ノ

中
ニ

云
ク

依
二テ

念
佛
一
門
一ニ

聊
カ

集
二ト

經
論

ノ

要
文

（
（3
（

一ヲ

。

　

つ
ま
り
、
法
然
が
「
合
」
の
解
釈
を
成
し
得
る
の
は
、『
往
生
要
集
』
の
序
分

等
の
説
示
に
依
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
の
「
合
」
の
解
釈
が
前
提
と
な
っ
て

「
略
」
の
解
釈
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
略
」
の
解
釈
は
、
法
然
の
独

断
に
よ
る
偏
っ
た
解
釈
で
は
な
く
、『
往
生
要
集
』
そ
の
も
の
か
ら
導
き
出
さ
れ

る
解
釈
な
の
で
あ
る
。
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九

六
、
広
と
惣
結
要
行
Ｂ
釈
と
の
関
連
性

　
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
お
い
て
加
筆
の
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
林
田
氏
は
、

原
則
的
に
は
四
釈
書
の
言
辞
を
す
べ
て
法
然
撰
と
受
け
と
め
た
上
で
、
後
世

に
そ
の
増
補
作
業
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
た
い

（
（3
（

。

と
述
べ
、「
略
」
の
解
釈
の
結
語
の
後
に
唐
突
に
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
が
続
く
と

い
う
形
式
面
や
、「
略
」
の
解
釈
と
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
の
内
容
が
矛
盾
す
る
と

い
う
内
容
面
か
ら
、「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
は
加
筆
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
「
惣

結
要
行
Ｂ
釈
」
と
『
往
生
要
集
釈
』
の
他
の
説
示
は
本
来
、
関
連
性
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
の
説
示
と
他
の
説
示
と
の
繋
が
り

は
本
当
に
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
で
は

先
ツ

發
二シ

縁
事

ノ

大
菩
提
心
一ヲ

、
次

ニ

持
二テ

十
重

ノ

木
叉
一、
以
二テ

深
信

ト

至
誠
一ト

ヲ

、
常

ニ

稱
二シ

彌
陀

ノ

名
號
一ヲ

、
隨
レテ

願
ニ

、
決
定

シ
テ

得
二ヘ

シ

往
生
一ヲ

。
是
─レ

則
此

ノ

集
ノ

正
意

ナ
リ

也
（
（3
（

。

と
説
き
、「
惣
結
要
行
」
が
『
往
生
要
集
』
の
正
意
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は

「
略
」
の
解
釈
と
正
反
対
の
説
示
で
あ
る
か
ら
、
当
然
「
略
」
の
解
釈
と
の
関
連

性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
上
述
の
よ
う
に
「
略
」
か
ら
「
要
」
の
解
釈
へ
と
繋

が
る
こ
と
で
『
往
生
要
集
』
の
本
意
を
説
く
の
で
あ
る
か
ら
、「
要
」
の
解
釈
と

「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
と
の
関
連
性
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
惣
結
要
行
Ｂ

釈
」
で
は
、

於
二テ

上
ノ

厭
離
等

ノ

五
門
一ニ

簡
二コ

ト

要
否
一ヲ

、
既

ニ

以
テ

如
レシ

此
ノ

。
下

ノ

別
時
等

ノ

五
門

亦
非
二ル

コ
ト

至
要
一ニ

、
以
レテ

之
可
レシ

知
（
（3
（

ル

。

と
述
べ
、『
往
生
要
集
』
の
正
意
で
あ
る
と
す
る
「
惣
結
要
行
」
に
お
い
て
大
文

第
一
厭
離
穢
土
か
ら
第
五
助
念
方
法
ま
で
の
五
門
の
中
か
ら
要
行
が
選
ば
れ
て
い

る
た
め
、
そ
れ
以
後
の
第
六
別
時
念
仏
か
ら
第
十
問
答
料
簡
ま
で
の
五
門
は
至
要

で
は
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
、
念
仏
を
説
く
章
に
関
し
て
、
大
文
第
四
・
第
五
と

大
文
第
六
・
第
七
・
第
八
を
区
別
す
る
も
の
で
あ
り
、「
合
」
の
解
釈
に
お
い

て
、
大
文
第
四
正
修
念
仏
か
ら
第
八
念
仏
証
拠
ま
で
の
範
囲
が
念
仏
に
つ
い
て
の

説
示
で
あ
っ
て
一
ま
と
ま
り
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
反
す
る
。
よ
っ
て
、「
合
」

の
解
釈
と
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
と
の
関
連
性
も
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
「
広
」
の
解
釈
と
の
関
連
性
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
広
」
の
解
釈
は
基

本
的
に
は
『
往
生
要
集
』
そ
の
ま
ま
の
科
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、
随
所
に
法
然
の

意
図
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
は
科

文
と
し
て
説
か
れ
る
も
の
を
「
広
」
の
解
釈
で
は
言
及
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
そ
の
中
で
一
箇
所
、
不
自
然
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
科
文
が
あ
る
。
上
述
に

も
あ
る
通
り
大
文
第
四
正
修
念
仏
の
③
作
願
門
に
は
、
①
菩
提
心
行
相
、
②
利

益
、
③
料
簡
の
説
示
が
あ
る
が
言
及
さ
れ
ず
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
の
で
あ

る
。

付
二テ

作
願
門
一ニ

有
レ

二
。
一

ニ
ハ

縁
事

ノ

四
弘
誓
願
。
二

ニ
ハ

縁
理

ノ

四
弘
誓
願

（
（3
（

ナ
リ

。

　

す
な
わ
ち
、「
作
願
門
」
に
は
二
つ
項
目
が
あ
り
、
一
つ
は
「
縁
事
の
四
弘
誓

願
」、
二
つ
は
「
縁
理
の
四
弘
誓
願
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
に
お

い
て
は
、「
縁
事
の
四
弘
誓
願
」
及
び
「
縁
理
の
四
弘
誓
願
」
は
「
菩
提
心
行

相
」
の
中
の
項
目
で
あ
る
。「
広
」
の
解
釈
で
は
「
菩
提
心
行
相
」
等
の
項
目
に

言
及
し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
「
縁
事
の
四
弘
誓
願
」
及
び
「
縁
理
の
四
弘
誓
願
」

の
項
目
を
科
文
と
し
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
一
参
照
）。
本
来
、「
菩
提
心



法
然
『
往
生
要
集
釈
』
に
お
け
る
合
・
広
・
略
・
要
の
関
連
性
（
下
端
啓
介
）

一
〇

行
相
」
の
項
目
に
言
及
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
中
の
項
目
で
あ
る
「
縁
事
の

四
弘
誓
願
」
及
び
「
縁
理
の
四
弘
誓
願
」
の
項
目
に
も
言
及
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ

る
が
、
法
然
は
こ
れ
ら
の
項
目
を
科
文
と
し
て
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う

に
、「
広
」
の
解
釈
に
お
け
る
科
文
に
は
法
然
の
意
図
が
見
ら
れ
た
。
こ
こ
で
そ

の
観
点
か
ら
見
る
と
、「
縁
事
の
四
弘
誓
願
」
及
び
「
縁
理
の
四
弘
誓
願
」
は

「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
に
お
い
て
の
み
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
次

の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

就
二

菩
提
心
一

有
レ

事
、
有
レ

理
。
文

ノ

中
ニ

雖
レ

未
レタ

簡
レハ

之
ヲ

、
若

シ

例
二セ

ハ

念
佛
一ニ

、

且
以
レテ

事
ヲ

爲
二

往
生

ノ

要
一ト

也
（
（3
（

。

　

す
な
わ
ち
、
菩
提
心
に
つ
い
て
事
と
理
が
あ
り
、
念
仏
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と

事
の
菩
提
心
が
往
生
の
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
惣
結
要
行

Ｂ
釈
」
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
項
目
を
、「
広
」
の
解
釈
で
提
示
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、「
要
」
の
解
釈
と
「
広
」
の
解
釈
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
関
連

性
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
も
菩
提
心
つ
ま
り
「
作
願
門
」
の
項
目
に
①
菩
提

心
行
相
、
②
利
益
、
③
料
簡
の
説
示
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
点

に
つ
い
て
も
「
広
」
の
解
釈
と
同
様

（
（3
（

で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
広
」
の
解
釈
中
の
「
縁
事
の
四
弘
誓
願
」
及
び
「
縁
理

の
四
弘
誓
願
」
は
、「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
の
説
示
の
た
め
に
提
示
さ
れ
て
い
る
と

捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
が
後
世
の
加
筆
で
あ
る

と
仮
定
し
た
場
合
、「
広
」
の
解
釈
に
あ
る
「
縁
事
の
四
弘
誓
願
」
及
び
「
縁
理

の
四
弘
誓
願
」
の
項
目
も
ま
た
加
筆
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

（
（3
（

。
だ
と
す

る
と
、
加
筆
し
た
者
は
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
を
加
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
惣
結

要
行
Ｂ
釈
」
と
「
広
」
の
解
釈
と
の
関
連
性
を
考
慮
し
て
「
縁
事
の
四
弘
誓
願
」

及
び
「
縁
理
の
四
弘
誓
願
」
の
項
目
も
加
筆
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、「
惣

結
要
行
Ｂ
釈
」
の
み
を
安
易
に
加
筆
す
る
の
で
は
な
く
「
広
」
の
解
釈
と
関
連
し

た
構
成
に
気
を
配
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、「
略
」

の
解
釈
と
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
の
内
容
が
矛
盾
す
る
と
い
う
点
に
は
無
頓
着
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
不
自
然
さ
が
顕
著
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う

考
え
る
と
、「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
は
後
世
の
加
筆
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
も
慎

重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

七
、『
往
生
要
集
釈
』
に
お
け
る
法
然
の
二
面
性

　
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
が
後
世
の
加
筆
で
な
い
と
考
え
た
場
合
、『
往
生
要
集
釈
』

に
お
い
て
、「
惣
結
要
行
」
が
『
往
生
要
集
』
の
正
意
で
は
な
い
と
す
る
「
略
」

の
解
釈
と
、
正
意
で
あ
る
と
す
る
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
の
両
方
が
同
一
の
書
物
に

存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
不
自
然
に
見
え
る
構
成
に
対
し
て
合
理
的
な
理
由

が
必
要
で
あ
る

（
（4
（

。
こ
の
点
に
関
し
て
、
南
氏
が
「
複
数
の
断
片
か
ら
成
立
し

（
（4
（

」
た

と
指
摘
し
て
い
る
通
り

（
（4
（

『
往
生
要
集
釈
』
は
他
人
に
見
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

整
っ
た
体
裁
の
書
物
で
は
な
く
、
法
然
自
身
の
『
往
生
要
集
』
に
対
す
る
理
解
を

記
し
、
ま
た
他
人
に
『
往
生
要
集
』
を
解
説
す
る
際
に
用
い
る
手
控
書

（
（4
（

で
あ
っ
た

と
考
え
る
と
矛
盾
は
な
い

（
（4
（

。

　

そ
も
そ
も
法
然
の
他
の
文
献
に
お
い
て
も
、
源
信
の
『
往
生
要
集
』
と
善
導
・

法
然
の
立
場
が
同
じ
で
あ
る
か
異
な
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
八
木
氏
に

よ
っ
て
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

卽
ち
偏
依
善
導
を
强
調
し
て
差
別
門
的
立
場
に
立
て
ば
、
要
集
は
第
二
次
的

な
助
念
門
の
位
と
な
り
善
導
と
の
敎
學
的
相
違
を
指
摘
せ
ら
れ
る
。（
中
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一
一

略
）
此
の
場
合
は
要
集
が
過
程
的
存
在
と
な
る
。
他
方
、
要
集
の
四
部
末
註

に
於
て
も
、
三
重
六
義
の
簡
擇
を
經
て
三
想
一
心
稱
念
を
但
念
佛
と
す
る
場

合
、
要
集
の
「
往
生
之
業
念
佛
爲
本
」
は
但
念
佛
と
な
り
、
選
擇
集
總
標
の

文
と
し
て
選
擇
本
願
念
佛
を
示
す
事
と
な
る
。（
中
略
）
正
し
く
要
集
を
弘

願
要
例
の
開
顯
と
し
善
導
と
全
同
と
す
る
か
ら
、
此
の
正
修
門
位
の
扱
い
は

さ
き
の
差
別
門
的
立
場
に
對
し
て
一
致
門
的
立
場
と
云
え
る

（
（4
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
法
然
は
源
信
に
対
し
て
二
面
的
な
立
場
で
あ
っ
た

（
（4
（

と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
二
つ
の
立
場
が
『
往
生
要
集
釈
』
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
こ
と
は

南
氏
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り

（
（4
（

、
法
然
に
と
っ
て
、
源
信
と
軌
を
一
に
す

る
か
否
か
は
二
通
り
の
立
場
を
擁
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、

源
信
と
善
導
・
法
然
の
立
場
が
同
じ
で
あ
る
と
す
る
主
張
及
び
源
信
と
善
導
・
法

然
の
立
場
は
異
な
る
と
い
う
主
張
の
両
方
が
『
往
生
要
集
釈
』
に
存
在
す
る
こ
と

は
、
本
書
が
手
控
書
で
あ
る
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
自
然
な
構
成
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
源
信
と
善
導
・
法
然
の
立
場
が
同
じ
で
あ
る
と
す

る
主
張
は
、「
合
」、「
広
」、「
略
（
惣
結
要
行
Ａ
釈
）」、「
要
」
そ
し
て
そ
の
後
に

続
く
「
往
生
階
位
」
の
解
釈
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
源
信
と
善
導
・
法
然

の
立
場
は
異
な
る
と
い
う
主
張
は
、「
広
」
の
解
釈
及
び
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
で

成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
と
め

　

本
検
討
に
よ
り
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

①
『
往
生
要
集
釈
』
に
説
か
れ
る
「
合
」・「
広
」・「
略
」・「
要
」
の
解
釈
に
つ

い
て
、
こ
れ
ら
の
解
釈
は
互
い
に
密
接
な
関
連
性
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
『
往
生
要
集
釈
』
は
、
こ
れ
ら
の
解
釈
を
有
機
的

に
連
携
さ
せ
て
説
く
こ
と
で
、
善
導
や
法
然
が
説
く
よ
う
な
念
仏
だ
け
を
要
行
と

す
る
教
説
を
『
往
生
要
集
』
も
同
様
に
説
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
意
図
が

窺
え
る
。

　

②
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
に
つ
い
て
従
来
は
後
世
の
加
筆
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て

き
た
が
、
本
検
討
に
よ
り
「
広
」
の
解
釈
と
の
関
連
性
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
を
含
め
た
『
往
生
要
集
釈
』
の
意
義
付
け
が
な
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）	

例
え
ば
、
石
井
教
道
氏
は
法
然
の
思
想
変
遷
を
三
段
（
浅
劣
念
仏
期
、
本
願
念
仏

期
、
選
択
念
仏
期
）
に
分
け
、『
往
生
要
集
』
の
四
釈
書
の
成
立
時
期
を
浅
劣
念

仏
期
に
当
て
て
い
る
（
石
井
教
道
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
第
三
刷
）（
平

楽
寺
書
店
、
一
九
七
九
年
）
序
五
頁
）。

（
2
）	

底
本
と
し
て
は
、
京
都
大
谷
大
学
所
蔵
で
あ
る
古
本
『
漢
語
燈
録
』
所
収
の
『
往

生
要
集
釈
』
を
扱
う
。

（
3
）	

南
宏
信
「『
往
生
要
集
』
の
構
成
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
三

五
号
、
佛
教
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
七
年
）
二
六
頁
。

（
4
）	『
往
生
要
集
』
本
文
（『
浄
全
』
十
五
巻
一
〇
八
頁
上
一
行
）
で
は
「
惣
結
行
要
」

と
な
っ
て
い
る
が
、『
往
生
要
集
釈
』
の
本
文
に
依
っ
て
「
惣
結
要
行
」
と
す
る
。

（
5
）	

Ａ
釈
、
Ｂ
釈
と
い
っ
た
呼
び
方
は
林
田
康
順
氏
の
論
に
な
ら
っ
た
（
林
田
康
順

「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
四

巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
九
五
年
）
一
二
五
頁
）。

（
6
）	
宇
井
伯
壽
『
仏
教
汎
論
』（
第
三
刷
）（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）
九
四
四
頁
。

（
7
）	

当
該
主
張
が
『
往
生
要
集
釈
』
に
依
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
明
確
な
文
言
は

無
い
が
、『
往
生
要
集
』
に
つ
い
て
広
、
略
、
要
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、



法
然
『
往
生
要
集
釈
』
に
お
け
る
合
・
広
・
略
・
要
の
関
連
性
（
下
端
啓
介
）

一
二

そ
の
釈
書
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
次
に
引
用
す
る
八
木
昊
恵
氏
の
論

に
つ
い
て
は
明
確
に
「
四
部
の
要
集
末
註
」
と
述
べ
て
お
り
、
四
釈
書
の
中
で
該

当
す
る
の
は
『
往
生
要
集
釈
』
の
み
で
あ
る
た
め
、
当
該
論
は
『
往
生
要
集
釈
』

に
対
す
る
評
価
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
8
）	

八
木
昊
恵
『
恵
心
教
学
の
基
礎
的
研
究
』（
再
版
）（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
七

年
）
六
三
七
頁
。

（
9
）	

末
木
文
美
士
「
初
期
源
空
の
文
献
と
思
想

─
『
往
生
要
集
』
釈
書
を
中
心
に

─
」（『
南
都
仏
教
』
第
三
七
号
、
南
都
仏
教
研
究
会
、
一
九
七
六
年
）
五
六
頁
。

（
10
）	

末
木
文
美
士
「
初
期
源
空
の
文
献
と
思
想

─
『
往
生
要
集
』
釈
書
を
中
心
に

─
」（『
南
都
仏
教
』
第
三
七
号
、
南
都
仏
教
研
究
会
、
一
九
七
六
年
）
四
九
頁
。

（
11
）	

坪
井
俊
映
「
法
然
の
往
生
要
集
に
関
す
る
四
種
釈
書
の
考
察

─
一
向
専
修
批

判
の
弁
述
書
と
し
て

─
」（『
人
文
学
論
集
』
第
十
一
号
、
佛
教
大
学
文
学
部

学
会
、
一
九
七
七
年
）
一
○
頁
。

（
12
）	

上
述
の
他
に
、
林
田
康
順
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究
」（『
印
度

学
仏
教
学
研
究
』
第
四
四
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
九
五
年
）

一
二
六
頁
で
は
、
広
略
要
の
形
式
に
つ
い
て
「
ス
ム
ー
ス
な
形
で
構
成
さ
れ
る
こ

と
が
明
瞭
に
な
る
」
と
だ
け
述
べ
ら
れ
、
松
岡
法
之
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』

諸
釈
書
の
成
立
と
展
開
」（『
浄
土
学
』
第
五
一
輯
、
浄
土
学
研
究
会
、
二
○
一
四

年
）
三
○
○
頁
で
は
、「
略
」
と
「
要
」
の
解
釈
の
み
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

（
13
）	『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
項
目
を
分
け
て
説
か
れ
る
箇
所
は
、
実
際
に
は
五
箇
所

以
上
あ
る
の
だ
が
、
章
を
分
け
た
科
文
と
し
て
項
目
を
挙
げ
る
箇
所
は
こ
の
程
度

で
あ
る
。

（
14
）	

底
本
で
は
「
略
極
観
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
諸
本
に
依
っ
て
「
極
略
観
」
と
し
た
。

（
15
）	『
浄
全
』
十
五
巻
一
○
八
頁
上
一
行
。
た
だ
し
諸
本
に
依
っ
て
「
要

ヲ

」
と
な
っ
て

い
る
送
り
仮
名
を
「
要

ト

」
と
し
た
。

（
16
）	『
昭
法
全
』
二
○
頁
。

（
17
）	『
昭
法
全
』
二
一
頁
。

（
18
）	『
昭
法
全
』
十
八
頁
。

（
19
）	

ま
さ
し
く
念
仏
を
修
行
す
る
こ
と
そ
の
も
の
と
、
念
仏
を
助
け
る
方
法
。

（
20
）	

平
生
の
念
仏
と
、
特
別
に
時
を
限
っ
て
行
う
念
仏
。

（
21
）	

こ
れ
に
対
し
て
、
後
に
述
べ
る
が
「
略
」
の
解
釈
と
正
反
対
の
主
張
で
あ
る
「
惣

結
要
行
Ｂ
釈
」
で
は
、
大
文
第
一
か
ら
第
五
ま
で
に
「『
往
生
要
集
』
全
体
を
通

し
て
見
た
場
合
の
要
行
」（
正
意
）
が
全
て
説
か
れ
て
い
る
と
捉
え
る
。
よ
っ

て
、「
別
時
等

ノ

五
門
、
亦
非
二ル

コ
ト

至
要
一ニ

以
レテ

之
可
レシ

知
ル

」（『
昭
法
全
』
二
四
頁
）

と
解
説
し
て
い
る
。

（
22
）	「
惣
結
要
行
」
に
お
い
て
、
大
文
第
四
正
修
念
仏
及
び
大
文
第
五
助
念
方
法
の
内

容
の
み
が
要
行
と
し
て
説
か
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
大
文
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
内

容
は
要
行
と
し
て
説
か
れ
な
い
。

（
23
）	

南
宏
信
「
法
然
「
八
種
選
択
義
」
の
淵
源

─
『
往
生
要
集
』
か
ら
『
選
択
集
』

へ

─
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
四
一
号
、
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
、
二
〇

一
五
年
）
に
お
い
て
、
大
文
第
八
念
仏
証
拠
の
説
示
が
法
然
の
主
著
『
選
択
本
願

念
仏
集
』
の
最
重
要
概
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
八
種
選
択
義
」
の
淵
源
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
法
然
が
念
仏
証
拠
門
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
24
）	『
昭
法
全
』
十
九
頁
。

（
25
）	

林
田
康
順
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究
」（『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
第
四
四
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
九
五
年
）
一
二
五
頁
。

（
26
）	

末
木
文
美
士
「
初
期
源
空
の
文
献
と
思
想

─
『
往
生
要
集
』
釈
書
を
中
心
に

─
」（『
南
都
仏
教
』
第
三
七
号
、
南
都
仏
教
研
究
会
、
一
九
七
六
年
）
五
五

頁
。
こ
れ
は
『
往
生
要
集
料
簡
』
の
内
容
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
が
、『
往
生
要

集
釈
』
の
同
様
の
内
容
の
箇
所
に
つ
い
て
も
同
じ
評
価
を
与
え
て
い
る
。

（
27
）	

こ
の
他
、
齋
藤
蒙
光
「
法
然
上
人
の
『
往
生
要
集
』
観
に
つ
い
て

─
「
往
生

要
集
詮
要
」
を
中
心
に

─
」（『
仏
教
論
叢
』
第
五
八
号
、
浄
土
宗
、
二
○
一

三
年
）
一
六
六
頁
で
は
、「
末
木
氏
や
林
田
氏
に
よ
り
「
苦
し
い
解
釈
」
と
評
さ

れ
て
い
る
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
28
）	『
昭
法
全
』
二
一
頁
。

（
29
）	「
合
」・「
広
」・「
略
」・「
要
」
の
解
釈
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
は
、
良
忠
の
著
作
と
さ
れ
る
『
往
生
要
集
義
記
』
か
ら
も
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。『
往
生
要
集
義
記
』
で
は
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
、「
祖
師

ノ

釋
ニ

云
」



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
三

と
し
て
広
・
略
・
要
を
述
べ
法
然
の
釈
を
提
示
し
て
い
る
（『
浄
全
』
十
五
巻
一

五
八
頁
下
十
二
行
）
が
、
そ
の
際
、「
合
」
の
解
釈
は
省
略
し
て
い
る
。
ま
た

「
広
」
の
解
釈
も
全
文
を
載
せ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
上
述
の
よ
う
な
論
理
に

よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
て
き
な
い
。「
略
」
の
解
釈
に
お
い
て
「
惣
結
要

行
」
が
『
往
生
要
集
』
の
要
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
き
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
一
つ
の
主
張
を
述
べ
て
そ
れ
を
否
定
す
る
と
い
う
形
で
、「
惣
結
要

行
」
の
七
法
の
中
、
念
仏
以
外
の
各
項
目
を
要
行
で
な
い
と
説
明
し
て
い
る
（『
浄

全
』
十
五
・
一
五
九
頁
・b13

）。
す
な
わ
ち
、「
有
云
」
と
し
て
、「
略
」
の
解
釈

の
文
言
で
非
要
と
さ
れ
る
「
持
戒
」
を
除
く
六
法
が
要
だ
と
い
う
主
張
を
挙
げ

る
。
そ
し
て
そ
れ
を
否
定
し
て
、
七
法
中
の
念
仏
以
外
の
個
々
の
項
目
、
つ
ま

り
、
菩
提
心
が
要
行
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
『
往
生
要
集
』
の
文
言
等
に
よ
っ

て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
合
」・「
広
」・「
略
」・「
要
」
の
解
釈

が
不
可
欠
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
良
忠
自
身
も
気
付
い
て
い
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。『
往
生
要
集
義
記
』
で
は
広
・
略
・
要
と
い
う
整
っ
た
形
式
で
提
示
し
た

が
故
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
略
」
の
解
釈
が
不
十
分
と
な
り
、
七
法
を
個
別
に
解

説
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
30
）	

松
岡
法
之
氏
は
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
諸
釈
書
の
成
立
と
展
開
」（『
浄
土

学
』
第
五
一
輯
、
浄
土
学
研
究
会
、
二
○
一
四
年
）
三
○
一
頁
で
、「
Ｂ
釈
を
外

し
て
み
た
『
要
集
釈
』
や
『
詮
要
』
は
、
既
に
『
往
生
要
集
』
の
立
場
か
ら
一
歩

引
い
て
、
法
然
の
独
自
性
を
打
ち
出
し
始
め
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
あ

る
」
と
述
べ
、「
略
」
の
解
釈
で
「
惣
結
要
行
」
が
『
往
生
要
集
』
の
正
意
で
は

な
い
と
し
て
「
要
」
の
解
釈
で
念
仏
の
一
行
の
み
を
要
と
す
る
こ
と
を
、『
往
生

要
集
』
か
ら
離
れ
た
法
然
独
自
の
解
釈
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

（
31
）	

法
然
は
こ
の
他
に
、
大
文
第
八
念
仏
証
拠
、
第
九
往
生
諸
業
の
文
言
を
根
拠
と
し

て
い
る
（『
昭
法
全
』
十
九
頁
）。

（
32
）	『
昭
法
全
』
十
八
頁
。

（
33
）	

林
田
康
順
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究
」（『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
第
四
四
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
九
五
年
）
一
二
四
頁
。

ま
た
こ
の
論
に
先
立
っ
て
平
雅
行
氏
が
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』（
塙
書

房
、
一
九
九
二
年
）
二
○
八
頁
の
註
に
お
い
て
、
論
証
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
加

筆
増
補
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
34
）	『
昭
法
全
』
二
三
頁
。

（
35
）	『
昭
法
全
』
二
四
頁
。

（
36
）	『
昭
法
全
』
二
○
頁
。

（
37
）	『
昭
法
全
』
二
二
頁
。

（
38
）	「
広
」
の
解
釈
と
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
の
相
違
点
と
し
て
、「
広
」
解
釈
で
は

「
就
二テ

止
惡
修
善
一ニ

有
二

五
ノ

因
縁
一

」（『
昭
法
全
』
二
○
頁
）
と
述
べ
て
大
文
第
五
助

念
方
法
の
④
止
悪
修
善
に
五
因
縁
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」

で
は
止
悪
修
善
に
関
し
て
「
就
二テ

第
四
門
一ニ

亦
有
レ

六
。
一

ニ
ハ

持
戒
不
犯
、
二

ニ
ハ

不

起
邪
見
、
三

ニ
ハ

不
生
憍
慢
、
四

ニ
ハ

不
恚
不
嫉
、
五

ニ
ハ

勇
猛
精
進
、
六

ニ
ハ

讀
誦
大

乘
」（『
昭
法
全
』
二
三
頁
）
と
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

「
広
」
で
科
文
を
挙
げ
る
に
当
た
っ
て
は
『
往
生
要
集
』
の
説
示
通
り
の
科
文
で

あ
る
五
因
縁
を
示
し
、「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
で
そ
の
内
容
を
述
べ
る
に
当
た
っ
て

は
『
往
生
要
集
』
の
内
容
に
依
っ
て
読
誦
大
乗
を
含
め
た
六
つ
と
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
と
理
解
で
き
る
。

（
39
）	「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
が
後
世
の
加
筆
で
あ
り
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
が
含
ま
れ
な
い

状
態
の
『
往
生
要
集
釈
』
が
仮
に
存
在
し
た
場
合
、
そ
の
書
物
で
は
、「
縁
事
の

四
弘
誓
願
」
及
び
「
縁
理
の
四
弘
誓
願
」
に
つ
い
て
「
開
」・「
合
」・「
略
」・

「
要
」
等
の
説
示
で
は
言
及
さ
れ
ず
、「
広
」
の
解
釈
で
は
「
菩
提
心
行
相
」
等
の

項
目
に
言
及
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
の
項
目
で
あ
る
「
縁
事
の
四
弘

誓
願
」
及
び
「
縁
理
の
四
弘
誓
願
」
に
言
及
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

（
40
）	

八
木
昊
恵
氏
は
『
恵
心
教
学
の
基
礎
的
研
究
』（
再
版
）（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七

七
年
）
六
三
六
頁
に
お
い
て
、「
法
然
の
云
う
「
正
意
」
は
要
集
の
文
相
に
就

き
、「
非
正
意
」
は
文
意
に
約
す
る
も
の
と
考
え
た
い
」
と
会
通
し
て
い
る
。

（
41
）	

南
宏
信
「『
往
生
要
集
』
の
構
成
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
三

五
号
、
佛
教
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
七
年
）
二
七
頁
。

（
42
）	
た
だ
し
南
氏
は
「『
往
生
要
集
』
の
構
成
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀

要
』
第
三
五
号
、
佛
教
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
七
年
）
二
六
頁
に
お
い
て
、「『
要

集
釈
』（『
要
集
鈔
』）
の
構
成
を
み
る
に
そ
も
そ
も
広
・
略
・
要
は
違
う
角
度
か

ら
一
つ
の
書
物
を
概
説
し
た
」
と
す
る
が
、
法
然
は
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
要
素



法
然
『
往
生
要
集
釈
』
に
お
け
る
合
・
広
・
略
・
要
の
関
連
性
（
下
端
啓
介
）

一
四

を
有
機
的
に
関
連
さ
せ
て
、『
往
生
要
集
』
が
念
仏
だ
け
を
勧
進
す
る
と
い
う
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

（
43
）	
坪
井
俊
映
氏
は
「
法
然
の
往
生
要
集
に
関
す
る
四
種
釈
書
の
考
察

─
一
向
専

修
批
判
の
弁
述
書
と
し
て

─
」（『
人
文
学
論
集
』
第
十
一
号
、
佛
教
大
学
文

学
部
学
会
、
一
九
七
七
年
）
三
頁
に
お
い
て
「
上
人
に
は
自
発
的
に
自
己
の
所
信

を
ま
と
め
て
門
人
ま
た
は
帰
依
者
に
披
歴
す
る
よ
う
な
撰
述
書
は
述
作
さ
れ
た
こ

と
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
他
の
求
め
に
よ
っ
て
講
述
さ
れ
、
ま
た
は
教
誡
さ
れ
た
と

き
の
手
控
書
ま
た
は
返
書
、
及
び
講
述
教
誡
を
聞
い
た
門
人
の
筆
録
と
考
え
て
差

仕
え
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
上
人
の
真
蹟
と
し
て
現
存
す
る
も
の
が
、
各
宗
の
祖
師

に
比
し
て
僅
少
な
こ
と
も
、
上
人
自
身
が
手
控
書
的
な
も
の
に
し
か
筆
を
と
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
、
法
然
の
書
物
は
手
控
書
の
類
が

多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
44
）	

末
木
文
美
士
氏
が
「
初
期
源
空
の
文
献
と
思
想

─
『
往
生
要
集
』
釈
書
を
中

心
に

─
」（『
南
都
仏
教
』
第
三
七
号
、
南
都
仏
教
研
究
会
、
一
九
七
六
年
）

四
九
頁
で
、「
入
文
解
釈
」
と
「
広
」
の
解
釈
は
重
複
す
る
面
も
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
手
控
書
と
考
え
る
な
ら
ば
矛
盾
は
な
く
、
ま
た
、
他
人

に
見
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
裏
づ
け
る
点
で
あ
る
。

（
45
）	

八
木
昊
恵
『
恵
心
教
学
の
基
礎
的
研
究
』（
再
版
）（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
七

年
）
六
三
八
頁
。

（
46
）	

松
岡
法
之
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
諸
釈
書
の
成
立
と
展
開
」（『
浄
土
学
』
第

五
一
輯
、
浄
土
学
研
究
会
、
二
○
一
四
年
）
三
〇
〇
頁
で
は
、
法
然
の
『
往
生
要

集
』
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
し
て
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、

「
聖
光
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
」
に
お
い
て
法
然
は
、
三
重
の
念
仏
と
し
て
『
往

生
要
集
』
の
念
仏
と
善
導
勧
化
の
念
仏
を
分
け
て
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
法
然
は

聖
光
と
出
会
っ
た
建
久
八
（
一
一
九
七
）
年
頃
に
お
い
て
も
、「
惣
結
要
行
Ｂ

釈
」
に
説
か
れ
る
よ
う
な
源
信
と
善
導
・
法
然
の
立
場
は
異
な
る
と
考
え
て
い
た

の
で
あ
る
。
八
木
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
一
致
門
的
立
場
を
示
す
『
選
択
集
』
が

建
久
九
（
一
一
九
八
）
年
の
著
作
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
事
例
を
以
て
見
て

も
、
法
然
が
同
時
期
に
源
信
に
対
し
て
二
面
的
な
立
場
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。

（
47
）	

南
宏
信
「『
往
生
要
集
』
の
構
成
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
三

五
号
、
佛
教
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
七
年
）
二
三
頁
。

（
し
も
ば
た　

け
い
す
け　

文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員
：
本
庄　

良
文　

教
授
）

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
七
日
受
理



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
五

は
じ
め
に

　

珍
海
撰
『
決
定
往
生
集
』、
第
二
正
果
決
定

（
（
（

に
は
、
疑
心
雑
修
の
人
の
往
生
と

し
て
極
楽
の
辺
地
へ
胎
生
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
疑
心
胎
生
往
生
を
め

ぐ
る
問
題
に
は
、
①
『
大
阿
弥
陀
経
』、『
平
等
覚
経
』『
無
量
寿
経
』
の
相
違
、

②
「
辺
地
」「
胎
生
」
の
概
念
解
釈
、
③
仏
智
の
分
類
、
④
疑
惑
と
い
う
行
為
と

往
生
の
関
係
、
等
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。

　
『
決
定
往
生
集
』
正
果
決
定
に
お
い
て
珍
海
は
、『
観
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
中

品
・
下
品
の
往
生
人
と
、『
無
量
寿
経
』・『
平
等
覚
経
』
に
説
示
さ
れ
る
中
輩
・

下
輩
の
往
生
人
と
を
同
一
視
し
、『
平
等
覚
経
』
の
中
輩
・
下
輩
に
関
し
て
は

「
暫
信
暫
不
信
（
教
え
を
暫
く
信
じ
、
暫
く
信
じ
な
い
）」
と
い
う
心
が
不
安
定
な

状
態
で
あ
る
人
々
で
あ
っ
て
も
、
極
楽
往
生
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い

る
。
珍
海
に
お
い
て
は
、
暫
信
の
期
間
に
信
心
が
確
定
す
る
の
で
極
楽
往
生
が
確

定
す
る
が
、
暫
不
信
と
い
う
欠
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
極
楽
の
辺
地
へ
往
生

し
、
蓮
華
の
つ
ぼ
み
の
中
（
胎
内
）
で
長
時
間
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
、
二
重
構
造
が
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、「
正
果
決
定
」
に
お
い
て
論
じ
ら
れ

　
『
決
定
往
生
集
』
に
お
い
て
珍
海
は
、
一
向
専
精
信
受
を
「
信
心
決
定

義
」
の
大
前
提
と
し
な
が
ら
も
、「
暫
信
暫
不
信
」
と
い
う
、
心
が
不
安
定

な
状
態
で
あ
る
人
々
で
あ
っ
て
も
、
極
楽
往
生
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
論
じ

て
い
る
。
こ
の
「
暫
信
暫
不
信
」
に
よ
る
往
生
と
は
、
暫
信
の
期
間
に
信
心

が
確
定
す
る
の
で
極
楽
往
生
が
確
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
暫
不
信
と
い
う
欠

点
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
極
楽
の
辺
地
へ
胎
生
す
る
と
い
う
二
重
の
構
造

に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、「
暫
信
暫
不
信
」
の
得
失
に
注
目
し
、『
決
定

往
生
集
』
に
お
け
る
辺
地
胎
生
往
生
の
構
造
を
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

�『
決
定
往
生
集
』、
正
果
決
定
、
暫
信
暫
不
信
、
辺
地
胎
生
、

珍
海

『
決
定
往
生
集
』
に
お
け
る
暫
信
暫
不
信
の
得
失

─
辺
地
胎
生
の
構
造

─

服

部

純

啓

論
　
文〔

抄
　
録
〕



『
決
定
往
生
集
』
に
お
け
る
暫
信
暫
不
信
の
得
失
（
服
部
純
啓
）

一
六

る
「
暫
信
暫
不
信
」
に
よ
る
得
失
の
解
釈
を
提
示
し
、
珍
海
が
理
解
し
て
い
た
辺

地
胎
生
往
生
の
構
造
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
、
先
行
研
究
の
整
理

　

管
見
の
限
り
で
は
、
珍
海
の
辺
地
胎
生
と
懈
慢
国
に
関
す
る
問
題
を
扱
っ
た
も

の
に
、
若
林
隆
壽

（
（
（

、
成
瀬
隆
順

（
（
（

、
の
研
究
が
あ
る
。

　

ま
ず
若
林
は
、
辺
地
胎
生
と
懈
慢
国
往
生
の
捉
え
方
に
つ
い
て
、
珍
海
の
浄
土

教
系
文
献
の
う
ち
『
菩
提
心
集
』、『
決
定
往
生
集
』
を
も
と
に
考
察
し
て
い
る
。

若
林
は
、「
懈
慢
国
と
極
楽
辺
地
と
を
全
く
同
一
視
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ま

で
の
『
往
生
要
集
』
や
、『
往
生
拾
因
』
に
は
見
ら
れ
な
い
考
え
方
で
あ
り
、
こ

こ
に
珍
海
が
、
凡
夫
の
機
根
を
専
修
に
も
耐
え
ざ
る
も
の
と
し
て
、
深
い
内
省
を

以
て
捉
え
る
と
同
時
に
、
逆
に
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
い
う
根
本
原
則
に

の
っ
と
っ
て
、
と
に
か
く
西
方
極
楽
浄
土
へ
の
決
定
往
生
と
い
う
形
で
救
い
と
ろ

う
と
す
る
決
意
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る

（
（
（

」
と
い
う
。
さ
ら
に
辺
地
胎
生
と
懈
慢
国

を
同
一
視
す
る
珍
海
の
立
場
に
つ
い
て
、「
珍
海
の
立
場
は
疑
心
胎
生
と
雑
修
懈

慢
往
生
と
を
同
一
の
次
元
で
捉
え
、
極
楽
へ
の
究
極
的
な
往
生
、
す
な
わ
ち
第
三

生
に
お
け
る
往
生
を
以
て
こ
れ
を
決
定
往
生
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
の
で
あ
る

（
（
（

。」
と
論
じ
て
お
り
、
珍
海
に
お
け
る
決
定
往
生
と
は
、
第
三

生
（
次
の
次
の
生
涯
）
に
お
い
て
極
楽
へ
往
生
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

次
に
成
瀬
は
、
平
安
浄
土
教
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
新
羅
浄
土
教
思

想
の
中
か
ら
、
特
に
憬
興
の
生
因
願
に
対
す
る
考
え
方
が
珍
海
に
与
え
た
影
響
を

考
察
し
、『
決
定
往
生
集
』
に
み
ら
れ
る
「
下
輩
人
の
暫
信
に
よ
る
順
次
往
生
」

と
い
う
往
生
観
と
第
二
十
願
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
特
に

正
果
決
定
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
「
暫
信
暫
不
信
」
の
語
義
を
考
察
し
、『
菩
薩

処
胎
経
』
所
説
の
懈
慢
国
と
極
楽
の
辺
地
胎
生
を
同
所
と
し
、『
菩
薩
処
胎
経
』

の
「
執
心
不
牢
固
」
と
『
平
等
覚
経
』
所
説
の
「
暫
信
暫
不
信
義
」
を
会
通
さ
せ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る

（
（
（

。

　
　

・『
平
等
覚
経
』

　
　
　
　

・
・
・
・
暫
信
暫
不
信　
→　
疑
惑
の
人　
→　
辺
地
胎
生
（
順
次
生
）

　
　

・『
菩
薩
処
胎
経
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝

　
　
　
　

・
・
・
・
執
心
不
牢
固　
→　
雑
修
の
人　
→　
懈
慢
国
（
順
後
生
）

　

さ
ら
に
『
菩
薩
処
胎
経
』
で
執
心
不
牢
固
と
さ
れ
る
『
平
等
覚
経
』
所
説
の

「
暫
信
暫
不
信
」
の
下
輩
人
が
、
順
次
生
に
お
い
て
決
定
往
生
す
る
こ
と
が
、
珍

海
に
と
っ
て
の
「
信
心
決
定
義
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
辺
地
胎
生

と
懈
慢
国
と
を
会
通
す
る
珍
海
の
意
図
を
「
お
そ
ら
く
は
、
執
心
不
牢
固
で
専
心

に
念
仏
で
き
な
い
下
輩
人
の
凡
夫
が
、「
暫
信
」
に
よ
っ
て
雑
修
の
人
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
往
生
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
論
証
し
た
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
（
（

。」

と
ま
と
め
て
い
る
。

　

先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
珍
海
の
立
場
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
る
。

　

①
懈
慢
国
と
極
楽
の
辺
地
胎
生
を
同
一
視
す
る
。

　

②�

疑
心
胎
生
と
懈
慢
を
同
じ
次
元
で
捉
え
、
極
楽
へ
の
第
三
生
に
お
け
る
往
生

を
決
定
往
生
と
す
る
。【
若
林
説
】
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学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
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第
四
十
八
号
（
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〇
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一
七

　

③�

「
暫
信
暫
不
信
」
と
「
執
心
不
牢
固
」
を
会
通
さ
せ
、
疑
心
雑
修
の
下
輩
人

が
順
次
生
に
お
い
て
往
生
が
決
定
す
る
こ
と
を
「
信
心
決
定
義
」
と
す
る
。

【
成
瀬
説
】

　

決
定
往
生
を
第
三
生
と
捉
え
る
か
、
順
次
生
と
捉
え
る
か
の
点
で
差
異
が
あ
る

以
外
こ
の
疑
心
雑
修
の
下
輩
人
が
な
ぜ
暫
信
に
よ
っ
て
往
生
を
得
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
か
と
い
う
往
生
の
構
造
的
問
題
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

二
、「
暫
信
暫
不
信
」
に
つ
い
て
の
考
察

（
一
）
信
心
と
疑
心

　
『
決
定
往
生
集
』
に
お
い
て
規
定
さ
れ
る
信
心
と
疑
心
に
関
し
て
は
、
序
論
部

に
お
い
て
、
経
文
と
道
理
と
信
心
を
挙
げ
て
往
生
が
決
定
す
る
こ
と
を
論
述
す

る
、
い
わ
ゆ
る
三
種
決
定
の
項
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

其
信
心
者
、
若
於
如
上
文
理
之
中
、
心
生
信
受
即
名
決
定
。
以
決
定
者
爲
信

相
故
。
故
觀
經
云
、
必
生
淨
國
心
得
無
疑
。〈
已
上
〉
無
疑
即
信
、
決
定
稱

也
。
又
由
信
故
必
得
往
生
。
故
經
説
云
、
若
能
深
信
無
孤
疑
者
、
必
得
往
生

阿
彌
陀
佛
國
。〈
鼓
音
聲
經
〉
由
此
應
知
。
下
輩
之
人
、
雖
未
一
向
專
精
信

受
、
而
由
暫
信
亦
得
往
生
。
此
乃
信
心
決
定
義
也

（
（
（

。

【
訓
読
】
そ
の
信
心
と
は
、
若
し
上
の
如
き
文
理
の
中
に
於
て
、
心
に
信
受

を
生
ず
る
を
卽
ち
「
決
定
」
と
名
く
。「
決
定
」
と
は
こ
れ
信
の
相
な
る
を

以
て
の
故
に
。
故
に
『
觀
經
』
に
云
く
、「
必
ず
淨
國
に
生
ぜ
ん
も
の
は
心

に
疑
ひ
無
き
こ
と
を
得
よ
」
と
。〈
已
上
〉「
無
疑
」
は
卽
ち
信
な
り
。
決
定

の
稱
な
り
。
又
信
に
由
る
が
故
に
必
ず
往
生
を
得
。
故
に
經
に
説
き
て
云

く
、「
若
し
能
く
深
信
し
て
孤
疑
無
き
者
は
、
必
ず
阿
彌
陀
佛
國
に
往
生
を

得
」
と
。〈『
鼓
音
聲
經
』〉
此
に
由
り
て
應
に
知
る
べ
し
。
下
輩
の
人
、
未

だ
一
向
專
精
に
信
受
せ
ず
と
雖
も
、
而
も
暫
信
に
由
り
て
ま
た
往
生
を
得
。

此
れ
乃
ち
信
心
決
定
の
義
な
り
。

　

こ
の
一
節
が
『
決
定
往
生
集
』
に
お
け
る
珍
海
の
信
心
解
釈
の
基
本
姿
勢
で
あ

る
。
こ
の
信
心
決
定
の
一
節
に
関
し
て
は
坂
上
雅
翁
に
よ
っ
て
、

教
文
・
道
理
の
中
に
教
え
を
信
じ
受
け
と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
決
定
で
あ

り
、
そ
の
信
じ
て
疑
が
い
の
な
い
心
つ
ま
り
信
心
に
よ
っ
て
往
生
を
得
る
と

し
て
い
る

（
（1
（

。

と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
珍
海
は
、
経
の
文
言
や
、
道
理
を
心
に
信
じ
受
け
入
れ

る
（
信
受
）
こ
と
が
「
決
定

（
（1
（

」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
観
経
』
や
『
鼓

音
声
王
経
』
の
説
を
そ
の
根
拠
と
す
る
。
下
輩
人
に
関
し
て
は
、「
未
だ
一
向
専

精
に
信
じ
受
け
入
れ
な
く
て
も
暫
信
に
よ
っ
て
往
生
が
可
能
で
あ
る
」
と
す
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
珍
海
が
提
示
し
て
い
る
「
信
心
決
定
義
」
と
は
、
疑
心
を
抱
か

ず
に
信
受
す
る
こ
と
で
往
生
が
確
定
（
決
定
）
す
る
こ
と
を
大
前
提

（
（1
（

（
総
）
と

し
、
下
輩
人
（
中
輩
人
も
同
様
）
に
つ
い
て
は
、
暫
ら
く
信
受
す
る
こ
と
（
暫

信
）
で
往
生
が
確
定
す
る
こ
と
（
別
）
と
ま
と
め
ら
れ
る
。
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一
八

（
二
）
暫
信
暫
不
信
と
疑
心
の
関
係

　
『
決
定
往
生
集
』
に
お
い
て
、「
暫
信
」
及
び
「
暫
信
暫
不
信
」
の
用
語
は
、
序

論
冒
頭
と
第
二
正
果
決
定
に
の
み
使
用
さ
れ
て
お
り
、
先
学
に
よ
っ
て
珍
海
が
、

「
執
心
不
牢
固
」
と
「
暫
信
暫
不
信
」
を
会
通
さ
せ
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
序
論
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
下
輩
人
の
暫
信
に
よ
る

往
生
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。「
正
果
決
定
」
に
は
、
ま
ず
『
平
等

覚
経
』
中
輩
段
を
引
用
す
る
が
、
そ
の
中
に
「
暫
信
暫
不
信
」
の
語
が
含
ま
れ
て

い
る
。佛

言
、
其
人
、
奉
行
施
與
如
是
者
、
若
其
然
後
中
復
悔
、
心
中
狐
疑
、
不
信

分
檀
布
施
作
諸
善
、
後
世
得
其
福
不
信
、
有
無
量
淸
淨
佛
國
不
信
往
生
其
國

中
。
雖
爾
、
其
人
、
續
念
不
絶
、
暫
信
、
暫
不
信
、
意
志
猶
預
無
所
專
據
、

續
結
其
善
願
爲
本
、
續
得
往
生

（
（1
（

。

【
訓
読
】
佛
の
言
は
く
、
其
の
人
、
施
與
を
奉
行
す
る
こ
と
是
の
如
く
な
る

者
、
若
し
其
の
然
し
て
後
に
中
ご
ろ
復
た
悔
し
、
心
中
に
狐
疑
し
て
、
分
檀

布
施
し
諸
善
を
作
し
て
、
後
世
に
其
の
福
を
得
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
、
無
量
清

淨
佛
國
有
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
、
其
の
國
中
に
往
生
す
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
。
爾

り
と
雖
も
、
其
の
人
、
續
念
絶
え
ず
、
暫
く
は
信
じ
、
暫
く
は
信
ぜ
ず
、
意

志
猶
預
し
て
專
ら
據
る
所
無
く
、
其
の
善
願
を
續
結
し
て
本
と
爲
れ
ば
、
續

き
て
往
生
を
得
。

　

中
輩
の
者
の
中
で
布
施
等
の
善
業
を
行
っ
て
も
、
そ
の
行
い
の
途
中
に
善
業
を

積
む
こ
と
に
つ
い
て
後
悔
し
、
疑
い
を
抱
き
な
が
ら
諸
々
の
善
業
を
修
め
て
、
後

の
世
に
そ
の
福
徳
を
得
る
こ
と
を
信
じ
ず
、
極
楽
浄
土
の
存
在
を
信
じ
ず
、
極
楽

へ
の
往
生
を
信
じ
な
く
と
も
、
絶
え
ず
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
、
暫
く
は
信
じ
、
暫
く

は
信
じ
な
か
っ
た
り
し
て
心
に
た
め
ら
い
が
あ
り
、
定
ま
る
こ
と
が
な
く
て
も
、

そ
の
立
派
な
願
い
を
立
て
続
け
て
根
本
に
据
え
れ
ば

（
（1
（

や
が
て
往
生
が
可
能
で
あ
る

と
い
う
。
つ
ま
り
、「
暫
信
・
暫
不
信
」
で
往
生
を
得
る
た
め
に
は
、
絶
え
ず
阿

弥
陀
仏
に
対
し
て
思
い
を
馳
せ
、
善
い
願
い
（
願
往
生
心
や
諸
善
を
作
す
思
念
の

こ
と
か
？
）
を
立
て
続
け
（
続
結
）
て
そ
れ
を
中
心
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
や
そ
の
浄
土
を
信
じ
て
い
よ
う
が
信
じ
て
い

ま
い
が
、「
続
念
不
絶
」
と
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
阿

弥
陀
仏
や
そ
の
浄
土
を
念
じ
続
け
る
の
で
あ
る

（
（1
（

。
で
あ
る
か
ら
、「
狐
疑
」
と
あ

る
よ
う
に
、
疑
心
を
抱
い
て
い
て
も
往
生
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

珍
海
が
引
用
す
る
『
平
等
覚
経
』
に
お
い
て
「
暫
信
暫
不
信
」
の
語
句
は
、
中

輩
段
に
二
回
使
用
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
で
は
珍
海
は
な
ぜ
序
論
に
お
い
て

「
信
心
決
定
義
」
を
解
説
す
る
中
に
お
い
て
「
下
輩
之
人
、
雖
未
一
向
專
精
信

受
、
而
由
暫
信
亦
得
往
生

（
（1
（

。」
と
述
べ
て
下
輩
人
が
暫
信
に
よ
っ
て
往
生
が
可
能

で
あ
る
と
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
暫
信
暫
不
信
と
下
輩
人
に
関
す
る
珍

海
の
理
解
は
次
の
『
平
等
覚
経
』
中
輩
段
の
引
用
直
後
の
一
節
に
お
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
い
る
。

中
輩
如
是
。
下
輩
略
同
之

（
（1
（

。

【
訓
読
】
中
輩
是
の
如
し
。
下
輩
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
同
じ
。

　

こ
の
よ
う
に
珍
海
は
、『
平
等
覚
経
』
に
説
示
さ
れ
て
い
る
中
輩
と
下
輩
を
、
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ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
中
輩
段
を
引
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
輩
人
も
そ
の
引
用
す
る
内
容
に
当
て
は
め
て
考
え
る
こ
と

で
中
下
両
輩
の
往
生
人
が
暫
信
に
よ
っ
て
往
生
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。（

三
）
得
失
の
整
理

　

さ
て
、
正
果
決
定
で
は
、
右
の
、
疑
心
往
生
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
疑
問

が
提
出
さ
れ
る
。

問
。
若
疑
心
者
、
亦
得
往
生
、
何
故
三
種
決
定
之
中
唯
取
信
心
爲
決
定
耶

（
（1
（

。

【
訓
読
】
問
ふ
。
若
し
疑
心
の
者
、
ま
た
往
生
を
得
ば
、
何
が
故
ぞ
三
種
決

定
の
中
に
唯
だ
信
心
を
取
り
て
決
定
と
す
る
や
。

　

こ
こ
で
は
、
も
し
疑
心
の
者
も
ま
た
往
生
を
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
序

論
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
よ
う
な
三
種
の
決
定
の
中
で
信
心
だ
け
を
取
り
上
げ
て

決
定
と
す
る
の
か
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
珍
海
は
、
以
下
の
よ
う
に
回

答
す
る
。

答
。
信
是
決
定
義
。
故
約
信
明
決
定
。
應
知
。
此
人
、
雖
生
疑
悔
、
於
暫
時

定
業
已
成
。
故
經
説
言
暫
信
暫
不
信
也
。
良
以
此
人
、
有
得
。
有
失
。
由
信

故
往
生
。
由
疑
故
在
胎

（
（2
（

。

【
訓
読
】
答
ふ
。
信
は
是
れ
決
定
の
義
な
り
。
故
に
信
に
約
し
て
決
定
を
明

す
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
此
の
人
、
疑
悔
を
生
ず
と
雖
も
、
暫
信
の
時
に
於

て
定
業
已
に
成
ず
。
故
に
經
に
説
き
て
「
暫
信
、
暫
不
信
」
と
言
ふ
。
ま
こ

と
に
以
れ
ば
此
の
人
、
得
有
り
。
失
有
り
。
信
に
由
る
が
故
に
往
生
す
。
疑

に
由
る
が
故
に
胎
に
在
り
。

　

こ
こ
で
は
信
と
は
決
定
の
意
味
で
あ
る
と
し
、
信
に
つ
い
て
決
定
を
明
ら
か
に

し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
衆
生
に
つ
い
て
は
、
疑
い
の
心
を
起
こ
し
て
も
、
暫

信
の
時
に
お
い
て
定
業
が
完
成
し
て
い
る
か
ら
、
経
（『
平
等
覚
経
』）
に
は
「
暫

信
・
暫
不
信
」
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
人
に
は
、
利
得
も
あ
れ

ば
、
損
失
も
あ
る
と
し
て
、
信
に
よ
る
か
ら
往
生
し
、
疑
に
よ
る
か
ら
花
の
胎
内

に
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
珍
海
は
、「
暫
信
」
ゆ
え
に
往
生
が
決
定
し
、「
暫
不
信
」
ゆ
え

に
胎
生
と
な
る
と
し
、
前
者
を
「
得
」、
後
者
を
「
失
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

そ
も
そ
も
先
の
表
の
よ
う
に
、『
決
定
往
生
集
』
で
は
、『
平
等
覚
経
』
に
説
く

「
暫
信
暫
不
信
」（
疑
惑
人
）
と
、『
菩
薩
処
胎
経
』
に
説
く
「
執
心
牢
固
」（
雑
修

人
）
を
会
通
し
、
極
楽
の
辺
地
胎
生
と
懈
慢
国
を
同
処
と
見
な
し
て
い
る

（
（2
（

。

　

珍
海
は
こ
の
よ
う
な
理
解
の
上
で
、
左
の
問
答
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
暫
信
・

暫
不
信
の
得
失
を
各
三
種
類
ず
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

問
。
凡
夫
行
者
、
專
修
難
得
。
故
千
万
衆
中
乃
有
一
人
生
。
故
今
世
人
多
是

失
乎
。

答
。
若
約
次
生
、
失
而
非
得
。
約
第
三
生
、
得
而
非
失
。
又
雙
卷
記
判
胎
生

者
以
爲
其
失
。
而
彼
既
生
。
不
可
言
失
、
且
約
九
品
論
得
失
耳
。
總
論
得
失

各
有
三
種
類
。
得
中
三
者
、
即
三
輩
也
。
失
中
三
者
、
如
平
等
覺
經
等
説
。
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二
〇

聞
而
生
謗
以
爲
上
失
。
墮
地
獄
故
。
生
懈
慢
國
爲
中
品
失
。
疑
心
胎
生
爲
下

品
失
。〈
第
三
疑
心
胎
生
者
通
得
失
二
門

（
（2
（

。〉

【
訓
読
】
問
ふ
。
凡
夫
の
行
者
、
專
修
得
難
し
。
故
に
千
萬
衆
の
中
に
す
な

は
ち
一
人
生
ず
る
こ
と
有
り
。
故
に
今
世
の
人
、
多
く
は
是
れ
失
せ
ん
か
。

答
ふ
。
若
し
次
生
に
約
せ
ば
、
失
に
し
て
得
に
非
ず
。
第
三
生
に
約
す
れ
ば

得
に
し
て
失
に
非
ず
。
ま
た
、『
雙
卷
の
記
』
に
胎
生
の
者
を
判
じ
て
以
て

其
の
失
と
す
。
而
れ
ど
も
彼
れ
既
に
生
ず
。
失
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
且
く
九

品
に
約
し
て
得
失
を
論
ず
る
の
み
。
總
じ
て
得
失
を
論
ぜ
ば
各
三
種
の
類
有

り
。
得
の
中
の
三
と
は
、
卽
ち
三
輩
な
り
。
失
の
中
の
三
と
は
、『
平
等
覺

經
』
等
に
説
く
が
如
し
。
聞
き
て
謗
を
生
ず
る
を
以
て
上
の
失
と
す
。
地
獄

に
墮
す
る
が
故
に
。
懈
慢
國
に
生
ず
る
を
中
品
の
失
と
す
。
疑
心
胎
生
を
下

品
の
失
と
す
。〈
第
三
の
疑
心
胎
生
は
得
失
の
二
門
に
通
ず
。〉

　

こ
こ
で
は
、
凡
夫
の
行
者
は
専
修
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
今
の
世
の
中

の
多
く
の
人
々
は
往
生
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
問
い
に
対
し
て
、
次
生

（
次
の
生
涯
）
に
関
し
て
言
え
ば
失
で
あ
り
得
で
は
な
い
が
、
第
三
生
（
次
の
次

の
生
涯
）
に
関
し
て
言
え
ば
得
で
あ
り
失
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
浄

影
寺
慧
遠
（
以
降
、「
浄
影
」
と
略
す
）
の
『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
お
い
て
疑
心

を
失
と
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
浄
影
の
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
に
は
得

失
の
両
者
を
次
の
よ
う
に
説
示
し
て
い
る
。

如
來
初
問
。
彼
國
人
民
、
有
胎
生
者
。
汝
復
見
不
。
阿
難
次
答
彰
己
已
見
。

如
來
下
復
爲
之
具
辨
。
第
二
段
中
、
初
彌
勒
問
何
因
、
何
縁
彼
國
人
民
、
胎

生
、
化
生
。
正
辨
胎
生
。
約
化
顯
之
。
爲
是
通
問
。
下
佛
答
之
。
於
中
先
明

胎
生
之
因
。
若
有
衆
生
明
信
佛
下
明
化
生
因
。
胎
生
因
中
先
明
其
因
。
此
諸

衆
生
生
彼
已
下
明
因
得
果
就
。
明
因
中
若
有
衆
生
以
疑
惑
略
明
其
失
。
修
諸

功
德
願
生
彼
國
略
明
其
得
。
不
了
佛
下
廣
明
其
失
。
於
彼
佛
智
疑
惑
不
信
。

是
其
失
也

（
（2
（

。

【
訓
読
】
如
來
初
め
に
「
彼
の
國
の
人
民
、
胎
生
者
有
り
。
汝
、
復
た
見
ざ

る
や
い
な
や
」
と
問
ふ
。
阿
難
次
に
答
へ
て
己
已
で
に
見
る
こ
と
を
彰
す
。

「
如
來
」
よ
り
下
は
復
た
之
が
爲
に
具
さ
に
辨
ず
。
第
二
段
の
中
、
初
め
に

は
彌
勒
、「
何
の
因
、
何
の
縁
あ
つ
て
彼
の
國
の
人
民
、
胎
生
、
化
生
あ
る

や
」
と
問
ふ
。
正
し
く
胎
生
を
辨
ず
。
化
に
約
し
て
之
を
顯
す
。
是
を
通
問

と
爲
す
。
下
は
佛
之
に
答
ふ
。
中
に
於
て
先
づ
胎
生
の
因
を
明
す
。「
若
有

衆
生
明
信
佛
」
よ
り
下
は
化
生
の
因
を
明
す
。
胎
生
の
因
の
中
に
先
づ
其
の

因
を
明
す
。「
此
諸
衆
生
生
彼
」
已
下
は
、
因
果
を
得
る
こ
と
を
明
す
。
因

を
明
す
中
に
就
て
「
若
有
衆
生
以
疑
惑
」
は
略
し
て
其
の
失
を
明
す
。「
修

諸
功
德
願
生
彼
國
」
は
略
し
て
其
の
得
を
明
す
。「
不
了
佛
」
よ
り
下
は
廣

く
其
の
失
を
明
す
。
彼
の
佛
智
に
於
て
疑
惑
し
て
信
ぜ
ず
。
是
れ
其
の
失
な

り
。

　

こ
こ
で
は
胎
生
の
因
を
明
ら
か
に
す
る
中
に
お
い
て
、『
無
量
寿
経
』「
此
諸
衆

生
生
彼
」
よ
り
下
の
文
が
胎
生
の
因
果
を
得
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
と
し
、
そ

の
中
で
も
「
若
有
衆
生
以
疑
惑
」
の
文
が
胎
生
の
失
を
取
り
上
げ
て
説
い
て
い
る

と
す
る
。
そ
し
て
「
修
諸
功
德
願
生
彼
國
」
の
文
は
、
胎
生
の
得
を
取
り
上
げ
、

「
不
了
佛
」
よ
り
下
に
そ
れ
ら
全
体
（
広
）
が
失
で
あ
る
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
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と
す
る
の
で
あ
る
。
浄
影
が
論
じ
て
い
る
『
無
量
寿
経
』
の
該
当
箇
所
を
確
認
す

る
と
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

彼
國
人
民
、
有
胎
生
者
。
汝
復
見
不
。
對
曰
已
見
。
其
胎
生
者
、
所
處
宮

殿
、
或
百
由
旬
、
或
五
百
由
旬
、
各
於
其
中
受
、
諸
快
樂
如
、
忉
利
天
上
、

亦
皆
自
然
。
爾
時
、
慈
氏
菩
薩
、
白
佛
言
。
世
尊
。
何
因
、
何
縁
、
彼
國
人

民
、
胎
生
、
化
生
。
佛
、
告
慈
氏
。
若
有
衆
生
、
以
疑
惑
心
、
修
諸
功
德
、

願
生
彼
國
、
不
了
佛
智
、
不
思
議
智
、
不
可
稱
智
、
大
乘
廣
智
、
無
等
無
倫

最
上
勝
智
。
於
此
諸
智
疑
惑
不
信
。
然
猶
信
罪
福
、
修
習
善
本
、
願
生
其

國
。
此
諸
衆
生
、
生
彼
宮
殿
、
壽
五
百
歳
常
不
見
佛
、
不
聞
經
法
、
不
見
菩

薩
聲
聞
聖
衆
。
是
故
於
彼
國
土
、
謂
之
胎
生

（
（2
（

。

【
訓
読
】
彼
の
國
の
人
民
、
胎
生
の
者
有
り
。
汝
、
復
た
見
ざ
る
や
い
な

や
。
對
へ
て
曰
さ
く
、
已
に
見
た
て
ま
つ
る
。
其
の
胎
生
の
者
の
、
處
す
る

所
の
宮
殿
、
或
は
百
由
旬
、
或
は
五
百
由
旬
、
各
其
の
中
に
於
て
、
諸
の
快

樂
を
受
く
る
こ
と
、
忉
利
天
上
の
如
く
に
し
て
、
亦
た
皆
自
然
な
り
。
爾
の

時
、
慈
氏
菩
薩
、
佛
に
白
し
て
言
さ
く
。
世
尊
。
何
の
因
、
何
の
縁
あ
つ
て

か
、
彼
の
國
の
人
民
、
胎
生
、
化
生
な
る
。
佛
、
慈
氏
に
告
げ
た
ま
は
く
、

若
し
衆
生
有
り
て
、
疑
惑
の
心
を
以
て
諸
の
功
德
を
修
し
て
、
彼
の
國
に
生

れ
ん
と
願
は
ん
に
、
佛
智
、
不
思
議
智
、
不
可
稱
智
、
大
乘
廣
智
、
無
等
無

倫
最
上
勝
智
を
了
せ
ず
、
此
の
諸
の
智
に
於
て
疑
惑
し
て
信
ぜ
ず
。
然
れ
ど

も
猶
ほ
罪
福
を
信
ず
る
を
も
つ
て
、
善
本
を
修
習
し
て
、
其
の
國
に
生
れ
ん

と
願
ず
。
此
の
諸
の
衆
生
、
彼
の
宮
殿
に
生
じ
て
、
壽
五
百
歳
ま
で
常
に
佛

を
見
た
て
ま
つ
ら
ず
、
經
法
を
聞
き
た
て
ま
つ
ら
ず
、
菩
薩
聲
聞
聖
衆
を
見

た
て
ま
つ
ら
ず
。
是
の
故
に
彼
の
國
土
に
於
て
、
之
を
胎
生
と
謂
ふ
。

　
『
無
量
寿
経
義
疏
』
の
説
示
に
基
づ
い
て
『
無
量
寿
経
』
の
対
応
箇
所
を
対
照

さ
せ
る
と
、
浄
影
は
疑
い
の
心
つ
ま
り
は
「
疑
心
」
に
よ
っ
て
胎
生
す
る
こ
と
を

失
と
し
、
諸
々
の
功
徳
を
修
め
て
極
楽
へ
往
生
す
る
こ
と
を
得
と
解
釈
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
諸
々
の
仏
智
を
疑
惑
し
て
信
じ
ず
、
し
か
し
罪
福
を
信
じ
る

こ
と
に
よ
っ
て
極
楽
往
生
を
願
う
。
そ
の
よ
う
な
衆
生
は
、
極
楽
の
宮
殿
の
中
に

生
ま
れ
て
五
百
年
間
、
仏
の
姿
を
常
に
見
る
こ
と
が
無
く
、
教
え
を
聞
く
こ
と

も
、
聖
衆
の
す
が
た
を
見
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
訳
で
極
楽
世
界
に
お
い

て
こ
れ
を
胎
生
と
い
う
と
説
い
て
い
る
の
で
全
体
的
（
広
）
に
言
う
と
失
で
あ
る

と
判
じ
る
の
で
あ
る
。
浄
影
は
往
生
の
得
失
に
関
し
て
、「
極
楽
に
往
生
し
て
い

て
も
、
胎
生
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
総
じ
て
失
」
と
理
解
す
る
よ
う
に
否
定
的
な

立
場
を
と
る
。
そ
れ
に
対
し
て
珍
海
は
「
胎
生
で
あ
っ
て
も
極
楽
に
往
生
し
て
い

る
か
ら
得
で
あ
る
」
と
い
う
肯
定
的
な
捉
え
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に

珍
海
は
、「
極
楽
に
往
生
し
て
い
る
か
ら
失
と
い
う
べ
き
で
な
い
」
と
判
じ
て
浄

影
の
説
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
こ
こ
で
浄
影
は
、
九
品
の
得
失
を
論

じ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
（2
（

。
こ
こ
ま
で
に
確
認
し
た
珍
海

の
得
失
解
釈
と
浄
影
の
得
失
解
釈
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

【
珍
海
】（『
平
等
覚
経
』）

　

・
得
・
・
・
作
諸
善
➡
極
楽
往
生

　

・
失
・
・
・
中
悔
・
狐
疑
➡
胎
生



『
決
定
往
生
集
』
に
お
け
る
暫
信
暫
不
信
の
得
失
（
服
部
純
啓
）

二
二

【
浄
影
】（『
無
量
寿
経
義
疏
』）

　

・
得
・
・
・
諸
修
功
徳
➡
極
楽
往
生

　

・
失
・
・
・
疑
心
➡
胎
生

「
正
果
決
定
」
に
お
け
る
珍
海
の
『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
段
と
『
観
経
』
の
解
釈

は
次
に
示
す
問
答
の
中
の
一
節
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

問
。
時
有
差
別
。
胎
生
經
五
百
歳
、
九
品
中
或
六
劫
、
十
二
劫
、
或
七
日
、

七
七
日
。
既
爾
。
如
何
得
相
攝
乎
。

答
。
大
經
三
輩
、
觀
經
九
品
、
同
異
稍
多
。
然
許
相
攝
。
胎
宮
一
事
不
足
爲

奇
。
夫
往
生
之
類
、
差
降
無
量
。
文
中
互
擧
、
出
沒
爲
異
。
言
雖
不
同
、
義

實
不
違
也

（
（2
（

。

【
訓
読
】
問
ふ
。
時
に
差
別
有
り
。
胎
生
は
五
百
歳
を
經
、
九
品
の
中
は
或

は
六
劫
、
十
二
劫
、
或
は
七
日
、
七
七
日
と
。
既
に
爾
な
り
。
如
何
ぞ
相
ひ

攝
す
る
こ
と
を
得
ん
や
。

答
ふ
。『
大
經
』
の
三
輩
、『
觀
經
』
の
九
品
、
同
異
稍
多
し
。
然
れ
ど
も
相

攝
す
る
こ
と
を
許
す
。
胎
宮
の
一
事
、
奇
と
す
る
に
足
ら
ず
。
夫
れ
往
生
の

類
、
差
降
無
量
な
り
。
文
の
中
に
互
に
擧
げ
、
出
没
異
を
爲
す
。
言
、
同
じ

か
ら
ず
と
雖
も
、
義
、
實
に
違
は
ず
。

　

こ
こ
で
は
、「
時
間
に
は
区
別
が
あ
り
、
胎
生
は
五
百
歳
を
経
、
九
品
の
中
で

は
六
劫
、
十
二
劫
、
あ
る
い
は
七
日
、
七
七
日
を
経
る
と
。
現
に
こ
の
通
り
で
あ

る
、
ど
う
し
て
互
い
に
含
む
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
、「『
無

量
寿
経
』
の
三
輩
と
、『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
は
、
同
異
が
や
や
多
い
。
し
か

し
な
が
ら
相
含
ん
で
い
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
胎
宮
の
一
事
に
つ
い
て
も
、
異

と
す
る
に
足
り
な
い
。
そ
も
そ
も
往
生
の
類
別
は
上
下
の
位
の
違
い
が
計
り
知
れ

な
い
。
文
言
の
中
に
三
輩
九
品
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
文
言
に
も
出
入
り
が
あ
っ

て
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
言
葉
は
同
じ
で
は
な
い
が
、
意
味
内
容
は
真
実

と
矛
盾
し
て
い
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
つ
ま
り
珍
海
は
『
無
量
寿
経
』
に
説
く

三
輩
と
『
観
経
』
に
説
か
れ
る
九
品
を
同
一
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か

ら
浄
影
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
得
失
を
『
観
経
』
の
九
品
の
内
容
と
会
通
さ

せ
て
解
釈
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
得
失
の
分
類

　

珍
海
が
往
生
の
得
と
理
解
す
る
『
無
量
寿
経
』
所
説
の
三
輩
段
を
見
て
み
る
と

次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

（
上
輩
）其

上
輩
者
、
捨
家
棄
欲
、
而
作
沙
門
、
發
菩
提
心
、
一
向
專
念
無
量
壽
佛
、

修
諸
功
德
、
願
生
彼
國
。
此
等
衆
生
、
臨
壽
終
時
、
無
量
壽
佛
、
與
諸
大

衆
、
現
其
人
前
。
即
隨
彼
佛
、
往
生
其
國
、
便
於
七
寳
華
中
、
自
然
化
生
。

住
不
退
轉
、
智
慧
勇
猛
、
神
通
自
在
。
是
故
阿
難
。
其
有
衆
生
、
欲
於
今

世
、
見
無
量
壽
佛
、
應
發
無
上
菩
提
之
心
、
修
行
功
德
、
願
生
彼
國

（
（2
（

。

【
訓
読
】
其
の
上
輩
の
者
は
、
家
を
捨
て
、
欲
を
棄
て
沙
門
と
作
り
、
菩
提

心
を
發
し
、
一
向
に
專
ら
無
量
壽
佛
を
念
じ
、
諸
の
功
德
を
修
し
て
、
彼
の

國
に
生
れ
ん
と
願
ず
。
此
れ
等
の
衆
生
、
壽
終
の
時
に
臨
ん
で
、
無
量
壽



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
三

佛
、
諸
の
大
衆
と
與
に
、
其
の
人
の
前
に
現
じ
た
ま
ふ
。
即
ち
彼
の
佛
に
隨

ひ
て
、
其
の
國
に
往
生
し
、
便
ち
七
寳
の
華
の
中
に
於
て
、
自
然
に
化
生

す
。
不
退
轉
に
住
し
て
、
智
慧
勇
猛
、
神
通
自
在
な
り
。
是
の
故
に
阿
難
、

其
れ
衆
生
有
り
て
、
今
世
に
於
て
、
無
量
壽
佛
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
せ

ば
、
應
に
無
上
菩
提
の
心
を
發
し
て
、
功
德
を
修
行
し
て
、
彼
の
國
に
生
ぜ

ん
と
願
ず
べ
し
。

（
中
輩
）其

中
輩
者
、
十
方
世
界
、
諸
天
人
民
、
其
有
至
心
願
生
彼
國
、
雖
不
能
行
作

沙
門
、
大
修
功
德
、
當
發
無
上
菩
提
之
心
、
一
向
專
念
無
量
壽
佛
。
多
少
修

善
、
奉
持
齋
戒
、
起
立
塔
像
、
飯
食
沙
門
、
懸
繒
然
燈
、
散
華
燒
香
、
以
此

迴
向
、
願
生
彼
國
、
其
人
臨
終
、
無
量
壽
佛
、
化
現
其
身
。
光
明
相
好
、
具

如
眞
佛
。
與
諸
大
衆
、
現
其
人
前
。
即
隨
化
佛
、
往
生
其
國
、
住
不
退
轉
。

功
德
智
慧
、
次
如
上
輩
者
也

（
（2
（

。

【
訓
読
】
其
の
中
輩
の
者
は
、
十
方
世
界
の
諸
天
人
民
、
其
れ
至
心
有
り
て

彼
の
國
に
生
ぜ
ん
と
願
は
ば
、
行
じ
て
沙
門
と
作
り
、
大
い
に
功
德
を
修
む

る
こ
と
能
は
ず
と
雖
も
、
當
に
無
上
菩
提
の
心
を
發
し
て
、
一
向
に
專
ら
無

量
壽
佛
を
念
ず
べ
し
。
多
少
に
善
を
修
し
て
、
齋
戒
を
奉
持
し
、
塔
像
を
起

立
し
、
沙
門
に
飯
食
せ
し
め
、
繒
を
懸
け
、
燈
を
然
し
、
華
を
散
じ
、
香
を

燒
き
、
此
を
以
て
迴
向
し
て
彼
の
國
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
其
の
人
、
終

り
に
臨
ん
で
、
無
量
壽
佛
、
其
の
身
を
化
現
し
た
ま
ふ
。
光
明
相
好
、
具
さ

に
眞
佛
の
如
し
。
諸
の
大
衆
と
與
に
、
其
の
人
の
前
に
現
じ
た
ま
ふ
。
即
ち

化
佛
に
隨
ひ
て
其
の
國
に
往
生
す
。
不
退
轉
に
住
し
て
、
功
德
智
慧
、
次
い

で
上
輩
の
者
の
如
し
。

（
下
輩
）其

下
輩
者
、
十
方
世
界
、
諸
天
人
民
、
其
有
至
心
欲
生
彼
國
、
假
使
不
能
作

諸
功
德
、
當
發
無
上
菩
提
之
心
、
一
向
專
意
、
乃
至
十
念
、
念
無
量
壽
佛
、

願
生
其
國
。
若
聞
深
法
、
歡
喜
信
樂
、
不
生
疑
惑
、
乃
至
一
念
、
念
於
彼

佛
、
以
至
誠
心
。
願
生
其
國
、
若
聞
深
法
、
歡
喜
信
樂
、
不
生
疑
惑
、
乃
至

一
念
、
念
於
彼
佛
、
以
至
誠
心
、
願
生
其
國
、
此
人
臨
終
、
夢
見
彼
佛
、
亦

得
往
生
。
功
德
智
慧
、
次
如
中
輩
者
也

（
（2
（

。

【
訓
読
】
其
の
下
輩
の
者
は
、
十
方
世
界
の
諸
天
人
民
、
其
れ
至
心
有
り
て

彼
の
國
に
生
ぜ
ん
と
欲
せ
ん
に
、
假
使
ひ
諸
の
功
德
を
作
す
こ
と
能
は
ず
と

も
、
當
に
無
上
菩
提
の
心
を
發
し
て
、
一
向
に
意
を
專
ら
に
し
て
乃
至
十
念

無
量
壽
佛
を
念
じ
、
其
の
國
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
べ
し
。
若
し
深
法
を
聞
き

て
、
歡
喜
信
樂
し
て
疑
惑
を
生
ぜ
ず
、
乃
至
一
念
、
彼
の
佛
を
念
じ
て
、
至

誠
心
を
以
て
、
其
の
國
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
此
の
人
、
臨
終
に
夢
の
ご

と
く
に
彼
の
佛
を
見
た
て
ま
つ
り
て
、
亦
往
生
を
得
。
功
德
智
慧
、
次
い
で

中
輩
の
者
の
如
し
。

　

ま
ず
上
輩
で
は
、「
捨
家
棄
欲
」
乃
至
、「
願
生
彼
国
」
の
行
を
積
み
（
得
の

因
）、「
臨
壽
終
時
」
乃
至
、「
神
通
自
在
」
と
い
う
果
報
（
得
）
を
得
る
と
し
て

い
る
。
次
に
中
輩
で
は
、「
其
有
至
心
」
乃
至
、「
願
生
彼
國
」
の
行
を
積
み
、

「
其
人
臨
終
」
乃
至
、「
住
不
退
転
」
と
い
う
果
報
を
得
る
。
次
い
で
下
輩
で
は
、

「
其
有
至
心
」
乃
至
、「
願
生
其
國
」
の
行
を
積
み
、「
此
人
臨
終
」
乃
至
、「
亦
得



『
決
定
往
生
集
』
に
お
け
る
暫
信
暫
不
信
の
得
失
（
服
部
純
啓
）

二
四

往
生
」
と
い
う
果
報
を
得
る
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
暫
不

信
の
失
に
関
し
て
珍
海
は
「『
平
等
覚
経
』
等
」
に
依
り
次
の
よ
う
に
示
し
て
い

る
。

【
上
品
の
失
】
教
え
を
聞
い
て
誹
謗
し
、
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
。

【
中
品
の
失
】
懈
慢
国
に
生
れ
る
こ
と

【
下
品
の
失
】
疑
心
胎
生
（
疑
心
胎
生
は
得
と
失
の
両
方
に
あ
て
は
ま
る
。）

　

こ
の
三
品
の
失
の
典
拠
と
な
る
経
典
は
、「
正
果
決
定
」
の
中
の
引
用
文
に
お

い
て
次
に
示
す
よ
う
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

【
上
品
の
失
】（『
平
等
覚
経
』
の
引
用
文
）

本
宿
命
求
道
時
、
心
口
各
異
、
言
念
無
誠
、
孤
疑
佛
經
、
復
不
信
向
之
、
當

自
然
入
惡
道
中
、
無
量
淸
淨
佛
、
哀
愍
威
神
引
之
去
耳
。
其
人
、
於
城
中

五
百
歳
乃
得
出
。
往
至
無
量
淸
淨
佛
所
、
聞
經
心
不
開
解

（
（3
（

。

【
訓
読
】
本
と
宿
命
に
道
を
求
め
し
時
、
心
口
各
異
に
、
言
念
誠
無
く
、
佛

經
を
孤
疑
し
て
、
復
た
こ
れ
を
信
向
せ
ず
、
ま
さ
に
自
然
に
惡
道
の
中
に

入
る
べ
き
に
、
無
量
清
淨
佛
、
哀
愍
威
神
を
も
つ
て
こ
れ
を
を
引
き
て
去
る

の
み
。
其
の
人
、
城
中
に
於
て
五
百
歳
に
し
て
乃
ち
出
づ
る
こ
と
を
得
。
無

量
清
淨
佛
の
所
と
に
往
至
し
て
、
經
を
聞
け
ど
も
心
開
解
せ
ず
。

【
中
品
の
失
】（『
菩
薩
処
胎
経
』
の
引
用
文
）

問
。
菩
薩
處
胎
經
云
、
西
方
、
去
此
閻
浮
提
十
二
億
那
由
他
有
懈
慢
界
。
國

快
樂
、
作
倡
伎
樂
。
衣
服
飾
香
花
莊
嚴
、
七
寳
轉
開
床
。
擧
目
東
視
、
寳
床

隨
轉
、
北
視
、
西
視
、
南
亦
如
是
轉
。〈
私
云
、
自
處
座
床
隨
廻
願
而
轉

也
。
意
、
欲
顯
示
其
中
衆
生
、
於
諸
妙
境
、
見
之
受
用
而
無
勞
倦
也
。〉
前

後
發
意
衆
生
、
欲
生
阿
彌
陀
佛
國
何
以
故
皆
由　
　
執
心
不
堅
固
〈
云
云
〉

准
此
經
、
説
願
往
生
者
千
萬
衆
中
、
乃
有
一
人
得
生
。
餘
即
不
能
生
。
若

爾
、
何
得
言
決
定
往
生
乎

（
（3
（

。

【
訓
読
】
問
ふ
。『
菩
薩
處
胎
經
』
に
云
く
、「
西
方
、
此
の
閻
浮
提
を
去
る

こ
と
十
二
億
那
由
他
に
し
て
懈
慢
界
有
り
。
國
土
快
樂
に
し
て
、
倡
伎
樂
を

作
す
。
衣
被
服
飾
、
香
花
莊
嚴
、
七
寶
轉
た
牀
を
開
く
。
目
を
擧
げ
て
東
に

視
れ
ば
、
寶
牀
隨
轉
し
、
北
に
視
、
西
に
視
、
南
に
視
る
こ
と
も
ま
た
是
の

如
く
轉
ず
。〈
私
に
云
く
、
自
ら
座
す
る
所
の
牀
、
廻
願
に
隨
ひ
て
轉
ず
る

な
り
。
意
は
、
其
の
中
の
衆
生
、
諸
の
玅
境
に
於
て
、
久
久
に
受
用
し
て
勞

倦
無
き
こ
と
を
顯
示
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。〉
前
後
發
意
の
衆
生
、
阿
彌
陀

佛
國
に
生
ぜ
ん
と
欲
す
る
者
、
皆
深
く
懈
慢
國
土
に
著
し
て
前
進
し
て
阿

彌
陀
佛
國
に
生
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
億
千
萬
衆
、
時
に
一
人
有
り
て
、
能
く

阿
彌
陀
佛
國
に
生
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
皆
懈
慢
に
し
て
執
心
牢
固
な
ら
ざ

る
に
由
り
て
な
り
。」〈
云
云
〉
此
の
經
の
説
に
準
ず
る
に
、
往
生
を
願
ず
る

者
千
萬
衆
の
中
に
、
す
な
は
ち
一
人
有
り
て
生
ず
る
こ
と
を
得
。
餘
は
則
ち

生
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
若
し
爾
ら
ば
、
何
ぞ
決
定
往
生
と
言
ふ
こ
と
を
得
る

や
。

【
下
品
の
失
】（『
十
住
毘
婆
沙
論
』・『
後
出
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
引
用
文
）

故
云
十
住
論
偈
云
、
若
人
種
善
根
、
疑
即
花
不
開
。
信
心
淸
淨
者
花
開
即

見
佛
。
又
一
切
經
中
、
彌
陀
佛
偈
云
、
有
疑
在
胎
中
不
合
五
百
年
。
不
疑

懈
慢
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【
訓
読
】
故
に
『
十
住
論
の
偈
』
に
云
く
「
若
し
人
善
根
を
種
う
る
に
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
信
心
清
淨
な
れ
ば
花
開
き
て
卽
ち
佛
を
見
る
。」

又
一
切
經
の
中
、『
弥
陀
佛
の
偈
』
に
云
く
、「
疑
有
れ
ば
胎
中
に
在
り
て

合
は
ざ
る
こ
と
五
百
年
。
疑
は
ざ
れ
ば
臺
座
に
生
じ
て
無
量
の
前
に
叉
手

す
」
と
。

　

珍
海
が
、
極
楽
の
辺
地
胎
生
と
懈
慢
国
を
会
通
し
て
同
処
と
み
な
す
背
景
と
し

て
、
こ
れ
ら
『
平
等
覚
経
』、『
菩
薩
処
胎
経
』、『
十
住
毘
婆
沙
論
』、『
後
出
阿
弥

陀
仏
偈
』
に
基
づ
い
た
理
解
が
あ
る
。
珍
海
は
得
と
失
と
の
両
方
に
通
じ
る
三
品

の
中
で
最
も
軽
微
な
下
品
の
失
で
あ
る
疑
心
胎
生
と
、
中
品
の
失
と
す
る
懈
慢
国

へ
の
往
生
を
会
通
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
下
両
品
の
失
を
得
に
振
り
替

え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
、
得
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、『
無
量
寿

経
』
の
三
輩
段
で
あ
る
。
つ
ま
り
珍
海
が
往
生
の
得
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、

行
を
積
み
、
仏
の
姿
を
見
て
極
楽
へ
往
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
反

す
る
疑
惑
中
悔
の
者
も
極
楽
の
辺
地
と
い
え
ど
も
往
生
が
可
能
と
な
る
の
で
あ

る
。
ま
た
珍
海
は
往
生
の
得
失
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

應
知
。
所
言
懈
慢
國
者
、
即
是
極
樂
之
邊
地
也
。
所
言
執
心
不
牢
固
者
、
即

是
、
暫
信
暫
不
信
義
。
胎
生
之
人
疑
惑
中
悔
、
即
懈
怠
過
。
又
疑
惑
之
人
應

入
惡
道
。
佛
、
既
引
之
、
懈
慢
之
輩
、
將
生
極
樂
。
佛
何
捨
之
。
故
知
懈
慢

即
是
胎
生
宮
。
故
順
次
生
爲
決
定
也

（
（3
（

。

【
訓
読
】
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
言
ふ
所
の
懈
慢
國
と
は
、
卽
ち
是
れ
極
樂
の

邊
地
な
り
。
言
ふ
所
の
「
執
心
不
牢
固
」
と
は
、
卽
ち
是
れ
、
暫
信
暫
不
信

の
義
な
り
。
胎
生
の
人
の
疑
惑
中
悔
は
、
卽
ち
懈
怠
の
過
な
り
。
ま
た
疑
惑

の
人
は
應
に
惡
道
に
入
る
べ
し
。
佛
、
既
に
こ
れ
を
引
き
て
、
懈
慢
の
輩
を

将
に
極
樂
に
生
ぜ
し
め
ん
と
す
。
佛
何
ぞ
こ
れ
を
捨
て
ん
や
。
故
に
知
ん

ぬ
。
懈
慢
は
卽
ち
是
れ
胎
生
宮
な
る
こ
と
を
。
故
に
順
次
生
を
決
定
と
す
る

な
り
。

　

こ
の
部
分
で
は
、「
懈
慢
国
」
と
は
極
楽
の
中
の
辺
地
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き

で
あ
り
、「
執
心
不
牢
固
」
と
は
「
暫
信
暫
不
信
」
の
意
味
で
あ
る
。
胎
生
の
人

の
「
疑
惑
中
悔
」
と
い
う
の
は
、
怠
惰
の
過
失
で
あ
っ
て
、
疑
惑
の
人
は
悪
道
に

入
る
べ
き
で
あ
る
が
仏
は
現
に
こ
れ
ら
懈
慢
の
者
を
引
い
て
極
楽
に
往
生
さ
せ
よ

う
と
す
る
。
仏
は
ど
う
し
て
こ
れ
ら
の
人
々
を
見
捨
て
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
ゆ

え
に
懈
慢
は
胎
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
あ
る
か
ら
第
二
の
生
涯
を
決
定
と

す
る
と
い
う

（
（3
（

。
こ
こ
で
は
「
疑
惑
中
悔
は
、
卽
ち
懈
怠
の
過
な
り
」
と
述
べ
て
、

疑
心
と
懈
慢
を
会
通
さ
せ
、
悪
道
に
入
る
べ
き
で
あ
る
が
阿
弥
陀
仏
は
こ
れ
を
引

き
上
げ
て
極
楽
に
往
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
、
懈
慢
は
胎
生
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
珍
海
に
お
け
る
決
定
往
生
に
対
し
て
の
基
本
的
な
立
場
は
、
一
向
専
精
進

信
受
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
、
極
楽
へ
往
生
し
て
仏
と
見
え
る
こ
と
こ
そ
が

信
心
の
得
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
向
専
精
に
信
受
で
き
な
い
「
暫
信
暫
不

信
」
と
い
う
心
の
状
態
が
不
確
か
な
、
疑
惑
雑
修
の
者
も
極
楽
へ
往
生
さ
せ
よ
う

と
試
み
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
暫
時
な
が
ら
も
信
じ
て
い
た
と
す
る
「
暫
信
」

に
よ
る
信
心
側
の
得
と
、
疑
惑
不
信
の
「
暫
不
信
」
側
の
失
の
因
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
得
の
仏
願
力
の
方
が
勝
る
こ
と
に
よ
り
、
極
楽
へ
往
生
す
る

疑

へ
ば
、
卽
ち
花
開
か
ず
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と
い
う
果
報
を
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
仏
の
教
え
や
、
経
文
等
を
疑

惑
し
た
報
い
も
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
胎
生
と
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
こ
こ
ま
で
『
決
定
往
生
集
』「
正
果
決
定
」
に
お
け
る
辺
地
胎
生
の
構
造

を
「
暫
信
暫
不
信
」
の
得
失
と
い
う
点
に
注
目
し
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
珍
海

が
論
じ
る
辺
地
胎
生
と
は
、
暫
ら
く
信
じ
て
い
た
「
暫
信
」
に
よ
る
往
生
の
得

と
、
暫
ら
く
は
信
じ
な
か
っ
た
と
い
う
「
暫
不
信
」
に
よ
る
「
失
」
双
方
の
因
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
極
楽
の
辺
地
へ
の
胎
生
に
よ
る
往
生
を
認
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

珍
海
が
説
示
し
て
い
る
暫
信
の
得
と
は
、『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
段
で
あ
る
。

対
し
て
「
暫
不
信
」
の
失
と
は
、「
正
果
決
定
」
に
引
用
さ
れ
る
経
論
偈
の
中
か

ら
『
平
等
覚
経
』、『
菩
薩
処
胎
経
』、『
十
住
毘
婆
娑
論
』、『
後
出
阿
弥
陀
仏
偈
』

に
基
づ
い
て
三
品
の
失
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
を
新
た
に
見
出
す
こ
と
が
で
き

た
。『
決
定
往
生
集
』
に
お
け
る
「
信
心
決
定
義
」
の
基
本
姿
勢
と
な
る
の
は
、

疑
い
（
疑
心
）
を
雑
え
ず
に
信
心
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ

う
な
境
涯
を
得
難
い
心
の
状
態
が
不
確
か
な
中
下
輩
人
で
あ
っ
て
も
、
暫
信
と
暫

不
信
に
よ
る
極
楽
往
生
と
辺
地
胎
生
と
い
う
二
重
構
造
の
中
か
ら
、
極
楽
へ
往
生

し
て
い
る
こ
と
を
肯
定
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
下
輩
人
で
も
「
決

定
往
生
」
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

末
尾
な
が
ら
本
研
究
に
あ
た
り
、
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
に
は
「
元
禄
版
『
決

定
往
生
集
』」
の
閲
覧
等
格
別
な
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）	

恵
谷
隆
戒
は
「
安
養
知
足
相
對
抄
に
就
い
て
」（『
專
修
學
報
』
第
二
号
、
一
九
三

四
、
總
本
山
知
恩
院
專
修
道
場
編
）
に
お
い
て
正
果
決
定
を
、「
決
定
往
生
す
る

淨
土
は
色
身
妙
な
り
と
雖
も
、
化
生
胎
宮
の
土
で
あ
つ
て
最
勝
無
比
眞
實
の
土
で

は
な
い
と
主
張
し
て
、
何
處
ま
で
も
純
粋
淨
土
教
の
立
場
に
於
て
主
張
す
る
報
身

報
土
説
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
化
身
化
土
と
判
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ

て
概
略
を
示
し
て
い
る
。

（
2
）	

曽
和
義
宏
「
辺
地
胎
生
往
生
に
つ
い
て
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
二
七
号
、
八
三

頁
、
二
〇
〇
〇
年
、
平
成
十
三
年
二
月
一
〇
日
月
例
研
究
会
報
告
）
を
参
照
し
た
。

（
3
）	

若
林
隆
壽
「
珍
海
の
「
辺
地
胎
生
」
と
「
懈
慢
国
往
生
」
に
対
す
る
捉
え
方
に
つ

い
て
」（『
大
正
大
学
浄
土
学
研
究
室
大
学
院
研
究
紀
要
』
九
号
、
一
九
八
三
）

（
4
）	

成
瀬
隆
順
「
珍
海
の
本
願
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
紀
要
』
六
一
号
、
二
〇
一
五
）

（
5
）	

若
林
隆
壽
（
前
掲
論
文
）
三
〇
頁
。

（
6
）	

若
林
隆
壽
（
前
掲
論
文
）
三
〇
頁
。

（
7
）	

成
瀬
隆
順
（
前
掲
論
文
）
七
四
頁
を
参
照
。

（
8
）	

成
瀬
隆
順
（
前
掲
論
文
）
七
四
頁
。

（
9
）	

本
研
究
で
は
、
奈
良
県
立
図
書
館
所
蔵
「
元
禄
九
年
版
『
決
定
往
生
集
』」（
以
降

『
元
禄
本
』
と
略
す
）
を
底
本
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、『
決
定
往
生
集
』
に
限

り
、『
大
正
』
と
『
浄
全
』
の
対
応
箇
所
を
併
せ
て
記
載
す
る
。

	

『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
二
丁
左
─
三
丁
右
・『
大
正
』
八
四
、
一
〇
三
頁

上
・『
浄
全
』
一
五
、
四
七
四
頁
下
）

（
10
）	

坂
上
雅
翁
「
珍
海
の
往
生
思
想
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
一
〇
号
、
一
九
七
七
、

知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
）
二
二
二
頁
。

（
11
）	

阿
毘
達
磨
、
唯
識
等
の
経
典
（『
集
異
門
論
』
一
二
、『
法
蘊
足
論
』
一
、『
瑜
伽

師
地
論
』
五
八
、『
顕
揚
聖
教
論
』
一
、）
で
は
「
信
」
に
翻
対
す
る
の
が
「
疑
」

で
あ
り
、
そ
の
規
定
の
中
に
否
定
的
な
表
現
と
し
て
「
不
決
定
」
が
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
佛
教
大
学
、
藤
堂
俊
英
名
誉
教
授
に
よ
り
ご
指
導
賜
っ
た
が
、
本
稿

で
は
充
分
に
論
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
七

（
12
）	

珍
海
が
提
示
す
る
「
信
心
決
定
義
」
を
筆
者
が
「
疑
心
を
抱
か
ず
に
教
え
を
信
受

す
る
こ
と
」
と
し
大
前
提
（
総
）
と
位
置
付
け
る
根
拠
は
、『
決
定
往
生
集
』
序

論
部
に
珍
海
が
著
述
の
動
機
と
し
て
、「
文
理
を
考
尋
し
て
、
將
に
疑
滞
を
流
さ

ん
と
し
て
、
心
を
決
定
往
生
に
安
ん
じ
て
快
く
終
焉
の
來
迎
を
期
せ
ん
と
欲
す
。」

（「
元
禄
本
」
一
丁
右
・『
大
正
』
八
四
、
一
〇
二
頁
下
・『
浄
全
』
一
五
、
四
七
四

頁
上
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
坂
上
雅
翁
（
註
10
参
照
）
の
論
考
に
基
づ
い

て
い
る
。
坂
上
雅
翁
（
前
掲
論
文
）。
拙
稿
（「『
決
定
往
生
集
』
序
論
に
お
け
る

著
述
の
動
機
」『
佛
教
論
叢
』
第
六
十
三
号
、
二
〇
一
九
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
13
）	

若
林
隆
壽
「
珍
海
の
「
辺
地
胎
生
」
と
「
懈
慢
国
往
生
」
に
対
す
る
捉
え
方
に
つ

い
て
」（
前
掲
論
文
）

	

成
瀬
隆
順
「
珍
海
の
本
願
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
前
掲
論
文
）

（
14
）	『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
一
一
丁
右
・『
大
正
』
八
四
、
一
〇
四
頁
中
・『
浄

全
』
十
五
、
四
七
八
頁
上
）

（
15
）	

辛
嶋
静
志
「『
大
阿
弥
陀
経
』
訳
注
（
六
）」（『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
一

二
号
、）
一
〇
頁
注
四
十
を
参
照
し
た
。

（
16
）	

成
瀬
隆
順
「
珍
海
撰
『
決
定
往
生
集
』
に
お
け
る
第
二
十
願
の
位
置
づ
け
」（『
印

度
學
佛
教
學
研
究
』
六
四
巻
二
号
）
五
七
六
頁
に
お
い
て
、『
決
定
往
生
集
』
第

五
「
修
因
決
定
」
に
、
善
導
『
観
経
疏
』「
就
行
立
信
釈
」
所
説
の
「
順
彼
仏
願

故
」
の
文
を
珍
海
が
『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
で
は
な
く
第
二
十
願
と
し
た
こ
と

に
注
目
し
、「
下
輩
人
の
暫
信
に
よ
る
順
次
往
生
」
を
信
心
決
定
義
と
す
る
珍
海

の
立
場
に
よ
れ
ば
、
上
輩
人
の
願
で
あ
る
第
十
八
願
の
専
修
の
称
名
念
仏
は
、
機

根
が
劣
る
下
輩
人
に
は
と
う
て
い
成
就
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
係
想
を

諸
行
併
修
、
す
な
わ
ち
雑
修
と
捉
え
、『
平
等
覚
経
』
の
「
暫
信
」
の 

人
と
会
通

す
る
こ
と
に
よ
り
、
論
者
に
よ
っ
て
は
順
後
生
の
願
と
捉
え
る
第
二
十
願
を
下
輩

人
の
順
次
生 

の
願
と
す
る
。」
と
論
じ
て
い
る
。

（
17
）	『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
三
丁
右
・『
大
正
』
八
四
、
一
〇
三
頁
上
・『
浄

全
』
一
五
、
四
七
四
頁
下
）

（
18
）	『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
一
三
丁
右
・『
大
正
』
八
四
、
一
〇
五
頁
上
・『
浄

全
』
一
五
、
四
七
八
頁
下
）

（
19
）	『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
一
四
丁
右
・『
大
正
』
八
四
、
一
〇
五
頁
上
・『
浄

全
』
一
五
、
四
七
九
頁
上
）

（
20
）	『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
一
四
丁
右
─
左
・『
大
正
』
八
四
、
一
〇
五
頁

上
・『
浄
全
』
一
五
、
四
七
九
頁
上
）

（
21
）	『
菩
提
心
集
』（『
浄
全
』
十
五
、
五
一
六
頁
上
）
に
は
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

問
。
往
生
の
緩
く
勤
め
懈
り
や
す
る
ら
ん
人
は
得
生
れ
ず
や
。

答
。
經
に
云
く
、
極
樂
の
道
に
懈
慢
國
と
い
ふ
處
あ
り
。
往
生
の
心
ゆ
る
や

か
な
る
者
は
、
か
の
國
の
樂
み
を
見
て
止
ま
り
ぬ
と
い
へ
り
。
其
國
極
樂
に

は
及
ば
ね
ど
樂
し
き
處
な
り
。
佛
は
ま
し
ま
さ
ず
。
然
も
彼
人
、
物
の
命
を

殺
さ
ず
し
て
、
人
に
も
其
功
德
を
敎
ふ
。
こ
れ
に
依
て
後
に
極
樂
に
生
る
る

事
を
得
る
也
。

	

　

こ
こ
で
は
極
楽
へ
の
道
の
途
中
に
懈
慢
国
が
有
り
、
往
生
の
心
が
緩
や
か
な
者

は
そ
の
国
の
楽
し
み
を
見
て
そ
こ
へ
留
ま
る
。
極
楽
に
は
及
ば
な
い
が
楽
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
不
殺
生
の
功
徳
に
よ
っ
て
後
に
極
楽
へ
往
生
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
『
決
定
往
生
集
』
に
お
い
て
珍
海
が
度
々
取
り
上
げ
る
疑
心
や
懈
慢
に
つ
い

て
、
永
観
の
『
往
生
拾
因
』
で
は
、「
實
疑
心
懈
怠
徃
生
之
重
障
」
と
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
疑
心
や
懈
慢
が
極
楽
往
生
に
際
し
て
の
重
大
な
障
害
と
な
る
と
理

解
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）	『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
一
五
丁
左
─
一
六
丁
右
・『
大
正
』
一
〇
五
頁

中
・『
浄
全
』
十
五
、
四
八
九
頁
下
─
四
九
〇
頁
上
）

（
23
）	

浄
影
寺
慧
遠
『
無
量
寿
経
義
疏
』（『
浄
全
』
五
、
五
二
頁
下
─
五
三
頁
上
）。
訓

読
に
関
し
て
は
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
、
寛
文
九
年
版
本
の
訓
点
を
参
照
し
適
宜

筆
者
の
責
任
に
お
い
て
修
正
を
加
え
た
。

（
24
）	『
無
量
寿
経
』（『
浄
全
』
一
、
三
三
─
三
四
頁
）

（
25
）	

珍
海
が
『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
お
け
る
得
失
解
釈
の
説
示
を
受
け
て
、「
九
品
に

約
し
て
得
失
を
論
ず
る
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
未
だ
浄
影
の
思
想
を
十

分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
珍
海
の
文
言
に
依
っ
て
論
じ
て
お
く

こ
と
と
し
、
浄
影
の
内
容
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
26
）	『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
一
三
丁
左
・『
大
正
』
八
四
、
一
〇
五
頁
上
・『
浄

全
』
一
五
、
四
七
九
頁
上
）

（
27
）	『
無
量
寿
経
』（『
浄
全
』
一
、
一
九
頁
）



『
決
定
往
生
集
』
に
お
け
る
暫
信
暫
不
信
の
得
失
（
服
部
純
啓
）

二
八

（
28
）	

同
右

（
29
）	『
無
量
寿
経
』（『
浄
全
』
一
、
一
九
─
二
〇
頁
）

（
30
）	『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
一
二
丁
右
左
、『
大
正
』
八
四
、
一
〇
四
頁
下
・

『
浄
全
』
一
五
、
四
七
八
頁
下
）

	

『
平
等
覚
経
』（『
大
正
』
一
二
、
二
九
二
頁
中
）

（
31
）	『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
一
四
丁
左
─
一
五
丁
右
・『
大
正
』
八
四
、
一
〇

五
頁
上
中
・『
浄
全
』
一
五
、
一
七
九
頁
上
下
）

	

『
菩
薩
従
兜
術
天
降
神
母
胎
説
広
普
経
』（『
大
正
』
一
二
、
一
〇
二
八
頁
上
）

（
32
）	『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
一
三
丁
右
─
左
・『
大
正
』
八
四
、
一
〇
五
頁

上
・『
浄
全
』
一
五
、
四
七
八
頁
下
〜
四
七
九
頁
上
）

	

『
十
住
毘
婆
沙
論
』（『
大
正
』
二
六
、
四
三
頁
中
）

	

『
後
出
阿
弥
陀
仏
偈
』（『
大
正
』
一
一
、
二
七
八
頁
中
）

（
33
）	『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
一
六
丁
右
─
左
・『
大
正
』
八
四
、
一
〇
五
頁
中

─
下
・『
浄
全
』
一
五
、
四
八
〇
頁
上
）

（
34
）	

成
瀬
隆
順
（
前
掲
論
文
）
参
照
。

（
は
っ
と
り　

じ
ゅ
ん
け
い　

文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員
：
本
庄　

良
文　

教
授
）

二
〇
一
九
年
九
月
三
十
日
受
理
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二
九

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
美
術
史
の
分
野
で
平
安
後
期
の
仏
像
彫
刻
の
作
風
の
特
徴
を
論
じ

る
際
に
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
「
定
朝
様

（
（
（

」
の
定
義
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

　

そ
も
そ
も
「
定
朝
様
」
は
、
昭
和
以
降
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
歴
史
の
浅

い
こ
と
ば
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
美
術
史
と
い
う
分
野
自
体
が
明
治
時
代
以
降

に
な
っ
て
誕
生
し
た
新
し
い
分
野
で
あ
り
、
美
術
史
固
有
の
時
代
区
分
で
さ
え
、

一
九
〇
〇
年
に
初
め
て
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史

（
（
（

』
に
於
て
定
め
ら
れ
た
も
の

を
基
本
と
し
て
い
る
。「
定
朝
様
」
は
こ
の
時
代
区
分
よ
り
も
さ
ら
に
歴
史
の
浅

い
用
語
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
点
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
に
一
度
も
明
確
に
定
義

さ
れ
る
こ
と
な
く
使
用
さ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
論
者
に
よ

り
、「
定
朝
様
」
の
示
す
時
代
的
・
空
間
的
な
範
囲
の
と
ら
え
方
に
差
異
が
生

じ
、
理
解
の
妨
げ
に
な
る
結
果
を
生
じ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
第
一
章
で
は
、「
定
朝
様
」
の
初
見
と
そ
の
浸
透
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
、「
定
朝
様
」
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
同
時
代
の
作
風
を
示
す
「
藤
原
様

式
」
と
の
関
連
の
中
で
整
理
を
試
み
た
先
行
研
究
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
次
い

で
、
第
二
章
以
降
で
は
、「
定
朝
様
」
の
定
義
に
関
す
る
問
題
点
を
整
理
す
る
こ

　

平
安
時
代
後
期
の
仏
像
彫
刻
の
特
徴
を
表
す
「
定
朝
様
」
と
い
う
こ
と
ば

（
以
下
「
定
朝
様
」）
は
、
こ
の
時
代
の
仏
師
定
朝
の
作
風
を
形
容
し
た
こ
と

ば
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
定
朝
様
」
は
、

昭
和
以
降
に
使
用
さ
れ
始
め
た
こ
と
ば
で
あ
り
、
確
固
と
し
た
定
義
が
な

い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
、「
定
朝
様
」
の
と
ら
え
方
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
議

論
を
、
時
代
的
・
空
間
的
な
視
点
か
ら
分
類
・
整
理
し
、
今
後
の
研
究
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

仏
像
彫
刻
、
定
朝
様
、
藤
原
様
式
、
和
様
、
平
安
時
代

定
朝
様
の
定
義
に
関
す
る
問
題

松

出

洋

子

論
　
文〔

抄
　
録
〕



定
朝
様
の
定
義
に
関
す
る
問
題
（
松
出
洋
子
）

三
〇

と
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
第
二
章
で
、「
定
朝
様
」
と
「
藤
原
様
式
」
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
第
三
章
で
は
「
定
朝
様
」
と
一
つ
前
の
時
代
の
貞
観
様
式
と
の
関

係
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
整
理
す
る
。
さ
ら
に
、
第
四
章
で
は
、
第
三
章
に
付
随

し
て
、
貞
観
様
式
か
ら
藤
原
様
式
へ
の
転
換
期
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
整
理
す

る
。

　

ま
た
第
五
章
で
は
「
定
朝
様
」
の
示
す
空
間
的
な
範
囲
に
つ
い
て
次
の
三
段
階

に
分
け
て
、
先
行
研
究
を
整
理
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
定
朝
様
」
を
平
等
院
鳳
凰

堂
阿
弥
陀
如
来
像
本
体
に
限
定
す
る
も
の
、
仏
像
の
台
座
・
光
背
や
堂
内
荘
厳
に

ま
で
広
げ
る
も
の
、
さ
ら
に
広
く
鳳
凰
堂
の
前
池
に
ま
で
広
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
「
定
朝
様
」
の
解
釈
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら
先

行
研
究
を
分
類
、
整
理
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
研
究
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
し

た
い
。

一　
「
定
朝
様
」
の
使
用
の
歴
史
と
先
行
研
究

　

本
章
で
は
、「
定
朝
様
」
が
使
用
さ
れ
始
め
た
一
九
三
〇
年
前
後
の
状
況
に
つ

い
て
言
及
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
「
定
朝
様
」
の
使
用
に
つ
い
て
、「
藤
原
様

式
」「
和
様
」
と
の
関
連
か
ら
分
類
を
試
み
た
先
行
研
究
に
つ
い
て
論
ず
る
。

（
一
）「
定
朝
様
」
の
初
見
と
使
用
の
歴
史
（
表
一
参
照
）

　

ま
ず
、
一
九
二
七
年
に
源
豊
宗
氏

（
（
（

が
「
藤
原
様
式
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い

て
、
平
安
前
期
の
様
式
と
の
対
比
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
の
源
豊
宗
氏

は
、
定
朝
に
つ
い
て
「
天
下
第
一
の
優
秀
な
る
仏
師
」
で
あ
り
、
そ
の
作
品
が

「
時
代
の
要
求
に
契
っ
て
い
た
」
と
す
る
に
と
ど
ま
り
、
定
朝
の
作
風
に
つ
い
て

の
深
い
考
察
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
氏
の
一
九
二
九
年
の
論

文
（
（
（

で
は
「
定
朝
時
代
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
て
、「
藤
原
様
式
」
と
の
関
連
性

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
二
年
後
の
一
九
三
一
年
に
は
、

田
中
豊
蔵
氏

（
（
（

が
「
定
朝
の
様
式
」「
定
朝
式
」
と
い
う
表
現
を
用
い
、
一
九
三
四

年
に
は
、
丸
尾
彰
三
郎
氏

（
（
（

が
「
定
朝
様
式
」
を
使
用
し
た
。
次
い
で
一
九
三
六
年

に
は
、
源
豊
宗
氏

（
（
（

が
「
定
朝
様
」
を
使
用
し
た
。
こ
の
、
田
中
氏
、
丸
尾
氏
、
お

よ
び
源
氏
の
論
文
が
、「
定
朝
様
（
式
）」
の
初
出
で
あ
る
。
そ
の
後
、「
定
朝

様
」
は
、
広
く
浸
透
し
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
定
朝
様
」
が
広
く
浸
透
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
後
年
一
九
七
四
年
に
清
水
善

三
氏
が
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

（
（
（

。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
背
景
は
、
定
朝
作

の
新
し
い
様
式
の
阿
弥
陀
如
来
像
が
平
安
時
代
後
期
に
は
「
一
つ
の
規
範
と
な
っ

て
、
量
的
に
も
時
間
的
に
も
」
膨
大
な
類
似
作
品
が
作
ら
れ
た
「
資
料
的
事
実
」

が
あ
る
こ
と
、
第
二
の
背
景
は
、
定
朝
作
の
西
院
邦
恒
朝
臣
堂
の
阿
弥
陀
如
来
像

が
十
二
世
紀
前
半
に
は
す
で
に
「
仏
の
本
様
」
と
評
価
さ
れ
手
本
と
な
っ
た
と
い

う
史
料

（
（
（

が
、
明
治
時
代
以
降
の
研
究
者
に
も
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

清
水
氏
が
指
摘
す
る
の
は
「
定
朝
様
」
浸
透
の
背
景
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本

稿
に
お
い
て
問
題
と
す
る
の
は
、
こ
の
「
定
朝
様
」
と
い
う
こ
と
ば
自
体
の
定
義

の
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
定
朝
様
」
の
み
な
ら
ず
、
類
似
し
た
こ
と
ば
で
あ

る
「
藤
原
様
式
」「
和
様
」
も
「
定
朝
様
」
と
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
こ
の
三
つ
の
こ
と
ば
の
相
互
の
関
連
性
も
曖
昧
で
あ
り
、
結
果
的
に
平

安
時
代
後
期
の
仏
像
の
作
風
の
理
解
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
二
）「
藤
原
様
式
」
と
「
定
朝
様
」
に
関
す
る
分
類

　

そ
こ
で
、「
藤
原
様
式
」
と
「
定
朝
様
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
先
行
研
究
を

整
理
し
た
論
文
を
取
り
上
げ
、
次
章
以
降
の
考
察
の
参
考
と
し
た
い
。
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三
一

表一　主な先行研究における「定朝様」、「藤原様式」、「和様」の使用状況

年 論者 論文名 定朝様（式） 藤原様（式） 和様

1927 源豊宗 藤原彫刻の諸問題 × ○（初出）

1929 源豊宗 即成院の二十五菩薩来迎像 「定朝時代」 ○

1931 田中豊蔵 仏師定朝 「定朝式」 × ×

1934 丸尾彰三郎 藤原時代の彫刻 ○（初出） ○ 「日本化」

1936 源豊宗 彫刻における藤原様式の成立 ○ ○ ×

1937 谷信一 定朝法橋叙任の経緯 ○ × ×

1938 帝室博物館 日本美術史 ○ ○ 「日本化」

1948 小林剛 大仏師定朝 ○ 「藤原文化」 ○（初出）

1948 金森遵 藤原彫刻の主調 ○ ○ 「日本化」

1953 小林洋子 藤原後期における定朝様式 ○ 「藤原彫刻」 ○

1954 小林剛 藤原時代の彫刻 ○ ○ ○

1956 丸尾彰三郎 日本彫刻史展望 ○ ○ ○

1962 毛利久 康尚と定朝 ○ ○ ×

1962 井上正 遍照寺の彫刻と康尚時代 「定朝時代の
気分」 × ○

1962 井上正 東福寺同聚院不動明王像 ─ ○ ─

1967 佐藤昭夫 岩船寺阿弥陀如来像 ○ 「藤原彫刻」 ○

1969 西川新次 彫刻における藤原様式成立の事情　藤原彫
刻史考・Ⅰ ○ ○ ○

1970 中野玄三 藤原彫刻 ○ ○ ○

1974 清水善三 藤原様式と定朝様 ○ ○ ○

1980 田中嗣人 定朝と定朝様式 ○ ○ ×

1980 水野敬三郎 大仏師定朝 ○ × ○

1980 井上正 和様彫刻の成立と展開 ○ × ○

1982 清水善三 平安前期における工人組織の変遷（下）─
僧名仏師の多様化（二）─ ○ × ○

1992 伊東史郎
定朝、覚助、長勢─定朝様式の成立とその
継承 ○ × ×

1994 水野敬三郎 平安時代後期の彫刻 ○ × ○

1994 副島弘道 十世紀の彫刻─平安前期から後期への作風
展開とその要因

× ○ ○

2000 伊東史郎 平安時代の彫刻史─唐風の消長 ○ ○ ○

2004 伊東史郎 平安時代後期の彫刻 ○ ○ ○

2006 根立研介 中世仏師研究序説 ○ × ○

2011 浅湫毅 定朝様の継承 ○ × ×
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三
二

　

ま
ず
、
一
九
六
九
年
に
西
川
新
次
氏

（
（1
（

は
、
そ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
け
る
藤

原
時
代
の
と
ら
え
方
を
次
の
四
種
類
に
分
類
し
た
。

（
1
）
九
世
紀
の
平
安
初
期
（
貞
観
）
彫
刻
の
自
然
発
展
的
過
程
の
決
着
的

性
格
を
持
つ
時
代
。（
2
）
平
安
初
期
彫
刻
の
な
か
に
あ
っ
た
和
風
化
の
傾

向
が
順
次
純
化
完
成
し
た
時
代
。（
3
）
十
世
紀
に
和
様
化
の
傾
向
が
生
ま

れ
、
そ
の
な
か
か
ら
、
素
直
に
定
朝
様
式
が
完
成
し
、
そ
の
典
型
が
主
流
を

な
し
た
時
代
。（
4
）
九
世
紀
彫
刻
様
式
が
お
の
ず
か
ら
和
ら
げ
ら
れ
整
え

ら
れ
た
十
世
紀
の
彫
刻
様
式
と
、
康
尚
・
定
朝
時
代
に
お
よ
ん
で
完
成
さ
れ

た
い
わ
ゆ
る
定
朝
様
式
と
の
間
に
は
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
と
し
、
藤
原
時

代
を
定
朝
様
式
（
和
様
）
の
成
立
完
成
期
と
そ
の
支
配
的
で
あ
っ
た
時
期
に

限
定
す
る
、
と
い
う
分
類
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
続
き
、
前
述
の
清
水
善
三
氏

（
（1
（

は
「
藤
原
様
式
」
に
つ
い
て
、

（
Ⅰ
）
鳳
凰
堂
像
を
頂
点
と
す
る
単
一
な
様
式
展
開
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う

と
す
る
論
旨
と
、（
Ⅱ
）
複
数
か
ら
な
る
彫
刻
系
譜
の
展
開
と
し
て
理
解
し

よ
う
と
す
る
論
旨
と
に
大
別
し
た
。
さ
ら
に
、（
Ⅱ
）
の
中
で
「
定
朝
様
」

に
つ
い
て
、

（
イ
）
定
朝
様
を
複
数
系
譜
の
内
の
一
つ
捉
え
る
か
、（
ロ
）
主
流
と
と
ら
え

る
か
、
と
い
う
二
つ
の
「
立
場
」
に
分
け
て
い
る
。

　

清
水
氏
は
、
こ
れ
ら
の
「
三
説
」
に
つ
い
て
、「
考
察
の
手
続
き
を
異
に
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鳳
凰
堂
像
を
藤
原
様
式
の
「
典
型
」
と
み
な
す
と
い
う
結
論

に
達
す
る
点
で
は
、
さ
ほ
ど
大
き
い
違
い
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
」
と
ま
と
め
て

い
る
。
ま
た
清
水
氏
は
、
以
上
の
分
類
に
加
え
て
、（
Ⅲ
）
こ
れ
ら
鳳
凰
堂
を
藤

原
様
式
の
典
型
と
み
る
論
考
に
対
し
て
基
本
的
な
疑
問
を
提
出
し
た
論
者
に
金
森

遵
氏
が
い
る
、
と
す
る
。
金
森
氏
は
独
特
な
立
場
を
と
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

第
三
章
で
取
り
上
げ
る
。

　

ま
た
一
九
八
〇
年
に
田
中
嗣
人
氏

（
（1
（

は
、
清
水
氏
の
分
類
を
引
用
し
、
自
ら
の
立

場
は
清
水
氏
の
分
類
の
（
Ⅱ
）（
ロ
）
に
近
い
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
藤
原
彫

刻
が
弘
仁
・
貞
観
彫
刻
と
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
六
二
年
に
毛
利
久
氏

（
（1
（

が

指
摘
し
た
よ
う
に
、
奈
良
時
代
と
の
関
連
性
も
考
慮
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
、「
藤
原
様
式
」
と
「
定
朝
様
」
に
関
し
て
分
類
を
試
み
た
先
行
研
究
を

数
本
取
り
上
げ
た
が
、
第
二
章
か
ら
は
、
こ
の
分
類
を
参
考
に
し
て
「
定
朝
様
」

に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
。

（
三
）「
和
様
」
に
つ
い
て

　
「
和
様
」
は
、
皿
井
舞
氏
に
よ
れ
ば
「
本
来
建
築
史
に
お
い
て
、
唐
様
の
対
概

念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
言
葉
を
、
日
本
固
有
の
様
式
、
あ
る
い
は
伝
統
的
様

式
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
、
彫
刻
様
式
に
適
用
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
ば
で

あ
る
と
い
う

（
（1
（

。

　

こ
の
「
和
様
」
と
い
う
こ
と
ば
の
彫
刻
史
で
の
初
出
は
、
管
見
の
限
り
、
一
九

四
八
年
の
小
林
剛
氏

（
（1
（

の
論
文
に
お
け
る
使
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
林
剛
氏
の
こ

の
論
文
と
前
後
す
る
他
の
論
文
に
お
い
て
は
、「
日
本
化
」
と
い
う
こ
と
ば
の
使

用
例
が
若
干
あ
る
だ
け
で

（
（1
（

、
彫
刻
分
野
で
の
「
和
様
」
の
使
用
は
殆
ど
見
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
五
三
年
の
小
澤
洋
子
氏

（
（1
（

や
、
と
り
わ
け
翌
年
一
九
五
四
年
に

小
林
剛
氏
が
『
世
界
美
術
全
集
』
中
の
「
藤
原
時
代
の
彫
刻

（
（1
（

」
の
な
か
で
「
和

様
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
部
分
に
「
も
と
も
と
仏
教
彫
刻
の
様
式
と
し
て
、
も
っ
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三

と
も
理
想
的
な
形
を
持
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
奈
良
様
に
基
礎
を
お
い
て
、
こ
れ

を
当
時
の
人
の
感
覚
で
さ
ら
に
形
を
整
え
た
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
」
と
定
義
し

た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
続
く
一
九
五
六
年
の
丸
尾
彰
三
郎
氏

（
（1
（

を
は
じ
め
、
以
後

次
々
に
「
和
様
」
が
使
わ
れ
一
般
化
し
た
。

　

さ
ら
に
皿
井
氏
に
よ
れ
ば
、
戦
後
は
特
に
「
定
朝
様
」
を
「
和
様
」
に
置
き
換

え
て
使
用
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
「
戦
時
中
に
強
調
さ
れ
た
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
影
が
見
え
隠
れ
す
る
」
と
い
う

（
（2
（

。
た
し
か
に
、
最
近
の
美
術
全
集
の

解
説
や
仏
像
史
の
概
説
書
な
ど
に
は
、「
和
様
」
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
が
見
受
け

ら
れ
る

（
（2
（

が
、
反
面
、
二
〇
一
一
年
の
浅
湫
毅
氏
の
論
文
「
定
朝
様
の
継
承
─
六
波

羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
と
地
蔵
院
観
音
菩
薩
坐
像
の
あ
い
だ
ー

（
（2
（

」
の
よ
う
に
「
定

朝
様
」
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
た
論
文
を
は
じ
め
、
戦
後
に
お
い
て
も
「
定
朝
様
」

を
使
用
し
た
論
文
は
多
数
存
在
す
る

（
（2
（

た
め
、「
定
朝
様
」
が
「
和
様
」
に
置
き
換

わ
っ
た
と
断
定
で
き
る
か
ど
う
か
疑
問
も
残
る
。
こ
の
よ
う
な
点
も
念
頭
に
お
き

つ
つ
、
次
章
か
ら
は
具
体
的
に
「
定
朝
様
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二　
「
定
朝
様
」
と
「
藤
原
様
式
」
と
の
関
係

　
「
定
朝
様
」
に
関
し
て
は
じ
め
に
検
討
す
る
の
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
風
を
さ

す
「
藤
原
様
式
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
以
下
、
二
つ
の
立
場
に
分
け

て
整
理
す
る
。

（
一
）
一
つ
の
流
れ
と
と
ら
え
る
立
場

　

ま
ず
「
定
朝
様
」
と
「
藤
原
様
式
」
を
一
致
し
た
も
の
と
し
て
、
単
一
な
作
風

の
流
れ
の
中
で
と
ら
え
る
立
場
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
比
較
的
古

い
論
者
に
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。

　

源
豊
宗
氏
は
一
九
二
七
年
の
論
文
に
お
い
て
藤
原
様
式
の
特
色
を
「
平
面
性
、

平
明
性
、
優
美
性
」
で
あ
る

（
（2
（

と
し
、
定
朝
作
の
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
平
等
院

鳳
凰
堂
阿
弥
陀
如
来
像
を
典
型
例
と
し
て
あ
げ
る

（
（2
（

。

　

丸
尾
彰
三
郎
氏

（
（2
（

は
、
同
聚
院
不
動
明
王
像

（
（2
（

を
定
朝
仏
に
直
接
先
行
す
る
作
と
と

ら
え
て
お
り
、
そ
の
後
の
「
定
朝
様
」
を
「
藤
原
様
式
」
に
包
含
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。
ま
た
「
藤
原
様
式
」
の
完
成
を
万
寿
四
年
（
一
〇
二
八
）
道
長
没
後
の
定

朝
期
と
し
、
そ
の
頂
点
を
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
定
朝
が
興
福
寺
造
仏
賞
で
法

眼
（
（2
（

に
な
っ
て
か
ら
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
如
来
像
制
作
ま
で
の
間
に
置
く
。

　

毛
利
久
氏
は
、
定
朝
の
先
行
様
式
で
あ
る
「
前
定
朝
様
」
の
作
例
と
し
て
、

「
定
朝
様
」
に
近
い
同
聚
院
不
動
明
王
像
と
広
隆
寺
千
手
観
音
像
を
挙
げ
、
こ
の

う
ち
同
聚
院
像
を
、
作
風
や
制
作
時
期
か
ら
康
尚
の
作
で
あ
る
と
す
る
。
他
方
、

寛
弘
九
年
（
一
〇
一
二
）
制
作
の
広
隆
寺
千
手
観
音
像
に
つ
い
て
は
、「
康
尚
ス

ク
ー
ル

（
（2
（

」
を
想
定
し
、
そ
の
制
作
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
風
の
流
れ
は
定

朝
の
平
等
院
鳳
凰
堂
像
に
至
っ
て
「
藤
原
様
式
」
の
頂
点
で
あ
る
「
定
朝
様
式
」

と
な
っ
た
と
と
ら
え
る

（
（3
（

。

（
二
）
複
数
の
流
れ
と
と
ら
え
る
立
場

　

一
方
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
、「
藤
原
様
式
」
に
は
複
数
の
系
譜
が
存
在

し
、「
定
朝
様
」
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
立
場
が
あ
る
。

　

先
に
あ
げ
た
源
豊
宗
氏
は
、
一
九
三
六
年
の
論
文
に
お
い
て
さ
ら
に
立
場
を
発

展
さ
せ
た
。
源
氏
は
、
同
聚
院
不
動
明
王
像
を
「
藤
原
様
式
の
前
程
」
と
し
、
広

隆
寺
千
手
観
音
像

（
（3
（

を
「
藤
原
様
式
の
到
来
」
で
あ
り
、「
定
朝
様
式
の
発
生
」
と

す
る
。
こ
の
論
文
の
書
か
れ
た
一
九
三
六
年
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
同
聚
院
像
の

作
者
が
康
尚
で
あ
る
こ
と
が
断
定
さ
れ
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
が
、
両
像
に
は



定
朝
様
の
定
義
に
関
す
る
問
題
（
松
出
洋
子
）

三
四

「
康
尚
の
作
風
を
推
知
し
う
る
」、「
彫
刻
界
の
主
流
に
属
す
る
作
風
」
が
あ
る
と

し
た
。
反
面
、
同
時
代
に
は
「
雑
多
の
作
風
が
相
並
ん
で
」
行
わ
れ
、
平
等
院
像

よ
り
後
の
延
久
元
年
（
一
〇
六
九
）
奈
良
融
念
寺
聖
観
音
像
の
よ
う
に
藤
原
的
と

い
う
よ
り
は
む
し
ろ
「
貞
観
要
素
を
多
分
に
保
存
」
す
る
別
の
流
れ
が
、
特
に
地

方
仏
に
多
く
併
存
し
た
と
い
う

（
（3
（

。

　

以
上
、「
定
朝
様
」
と
「
藤
原
様
式
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
検

討
し
た
が
、
次
章
で
は
貞
観
様
式
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三　

平
安
時
代
前
期
貞
観
様
式
と
の
関
係

　

本
章
で
は
「
定
朝
様
」
や
「
藤
原
様
式
」
と
、
一
つ
前
の
時
代
の
貞
観
様
式
と

の
関
係
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
貞
観
様
式
の
仏
像
は
一
般
的
に
表
情
が
険
し
く
衣

文
線
に
は
鎬
の
立
っ
た
翻
波
式
衣
文
を
取
り
、
構
造
的
に
は
一
木
造
り
が
多
い
。

こ
れ
に
対
し
、「
藤
原
様
式
」
は
平
等
院
像
の
よ
う
に
表
情
が
柔
ら
か
く
、
衣
文

は
薄
く
処
理
さ
れ
る

（
（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
は
全
く
違
っ
た
作
風
を
示
す
た
め
、

そ
の
関
係
に
つ
い
て
は
多
様
な
立
場
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
三
つ
の

立
場
に
分
け
て
整
理
す
る
。

（
一
）
貞
観
様
式
か
ら
藤
原
様
式
へ
一
つ
の
連
続
し
た
流
れ
と
考
え
る
立
場

　

丸
尾
彰
三
郎
氏
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
「
定
朝
様
」
と
「
藤
原
様
式
」

を
一
つ
の
流
れ
と
し
て
と
ら
え
た
が
、「
貞
観
様
式
」
か
ら
「
藤
原
様
式
」
へ
の

移
行
も
単
一
の
流
れ
と
し
て
と
ら
え
る
。
丸
尾
氏
は
両
者
の
流
れ
に
つ
い
て
、
一

九
三
四
年
の
論
文
で
は
「
そ
の
交
代
は
漸
次
的
な
も
の
」
で
あ
り
、「
藤
原
時
代

史
は
概
ね
そ
の
前
の
平
安
期
初
期
の
順
な
展
開
」
で
あ
る
こ
と
、「
藤
原
時
代
は

大
勢
と
し
て
は
前
の
時
代
と
何
か
対
立
的
な
意
味
を
も
っ
て
進
展
し
た
の
で
は
な

い
」
た
め
、
藤
原
文
化
へ
の
移
行
は
「
一
元
的
の
も
の
」
で
あ
る
と
い
っ
て
い

る
（
（3
（

。
さ
ら
に
、
約
二
十
年
後
の
一
九
五
六
年
の
論
文
で
は
、「
定
朝
様
式
」
へ
の

「
進
捗
」
は
「
徐
々
の
問
題
」
で
あ
る
と
し
た

（
（3
（

。
丸
尾
氏
は
、
康
尚
の
時
代
に

入
っ
て
も
な
お
「
貞
観
の
生
硬
さ
」
が
残
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
後
定
朝
が
法

橋
（
（3
（

・
法
眼
に
な
っ
て
か
ら
平
等
院
像
ま
で
の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
仏
像
を
藤
原
時

代
の
最
盛
期
と
考
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
金
森
遵
氏

（
（3
（

は
や
や
独
特
な
立
場
を
と
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

第
一
章
で
清
水
氏
の
分
類
を
紹
介
し
た
際
に
も
触
れ
た
が
、
金
森
氏
は
、
貞
観
と

藤
原
を
連
続
し
た
も
の
と
と
ら
え
、
平
等
院
像
の
作
風
を
貞
観
様
式
の
名
残
り
で

あ
る
と
解
釈
す
る
。
金
森
氏
に
よ
れ
ば
、
藤
原
様
式
と
は
貞
観
様
式
が
「
惰
性
的

に
」
展
開
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
平
等
院
像
は
「
依
然
貞
観
様
式
の
余
薫
が
感
ぜ

ら
れ
、
定
朝
の
頃
で
は
ま
だ
貞
観
彫
刻
か
ら
完
全
に
離
脱
し
て
い
な
か
っ
た
事
が

知
ら
れ
る
」
と
主
張
す
る
。

　

金
森
氏
の
独
特
さ
は
、
殆
ど
の
論
者
が
藤
原
様
式
の
完
成
を
定
朝
期
や
平
等
院

像
に
置
く
の
に
対
し
、
平
等
院
像
が
完
成
の
手
前
で
あ
る
と
す
る
点
に
あ
る
。
金

森
氏
は
藤
原
様
式
の
完
成
を
「
法
界
寺
の
阿
弥
陀
如
来
像
が
最
も
望
ま
し
い
」
と

い
う
が
、
同
時
に
法
界
寺
像
は
造
立
年
代
が
不
確
定
の
た
め
、
基
準
作
と
は
な
ら

な
い
と
も
言
っ
て
い
る

（
（3
（

。
そ
こ
で
金
森
氏
の
藤
原
様
式
に
対
す
る
結
論
は
、「
探

る
べ
き
と
こ
ろ
は
全
く
な
い
と
い
う
べ
き
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
帰
結
す

る
。

　

た
だ
し
、
金
森
氏
の
論
文
の
書
か
れ
た
時
代
は
平
等
院
像
が
定
朝
作
で
あ
る
こ

と
が
確
定
し
て
い
な
い
時
期
で
あ
り
、
ま
た
氏
は
藤
原
時
代
に
も
翻
波
式
が
行
わ

れ
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
藤
原
時
代
に
対
す
る
当
時
の
認
識
が
現
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三
五

在
の
も
の
と
は
相
違
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

毛
利
久
氏
は
、
貞
観
様
式
の
特
徴
に
つ
い
て
「
部
分
の
塊
量
的
な
把
握
を
強

調
」
し
た
た
め
に
「
調
和
を
欠
く
」
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
、
平
等
院
像
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
調
和
の
と
れ
た
優
美
な
作
風
と
は
「
全
く
相
反
す
る
」
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毛
利
氏
は
貞
観
か
ら
藤
原
様
式
へ
の
連
続
性

を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
「
推
移
」
が
「
百
年
余
り
を
費
や
し
て
い
る
」

た
め
、「
自
然
に
脱
皮
」
し
、「
き
び
し
い
も
の
の
反
動
か
ら
お
だ
や
か
な
も
の
が

発
生
し
、
長
い
時
間
的
経
過
の
の
ち
定
朝
様
式
の
大
成
と
な
っ
た
と
解
さ
せ
る
」

か
ら
で
あ
る
と
い
う

（
（3
（

。

（
二
）�

貞
観
期
の
複
数
の
系
譜
の
う
ち
の
一
つ
が
主
流
と
な
っ
て
藤
原
様
式
へ
展

開
し
た
と
考
え
る
立
場

　

こ
の
立
場
を
と
る
の
は
、
ま
ず
帝
室
博
物
館
『
日
本
美
術
史
』
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
藤
原
時
代
の
様
式
上
の
特
色
を
、「
典
型
美
、
調
和
美
及
び
装
飾
美
の
三
大

特
色
」
と
す
る

（
（4
（

。
さ
ら
に
、
藤
原
時
代
を
、「
初
期
」、「
盛
期
」、「
後
期
」
の
三

期
に
分
け
、「
初
期
」
に
は
、
複
数
の
系
譜
、
す
な
わ
ち
晩
唐
様
、
奈
良
様
、
密

教
様
の
系
譜
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
具
体
例
は
、
晩
唐
様
に
つ
い
て
は
延
喜
九

年
（
九
〇
九
）
醍
醐
寺
薬
師
堂
薬
師
三
尊
像
で
、「
奈
良
様
」
は
天
慶
九
年
銘
の

岩
船
寺
阿
弥
陀
如
来
像
と
正
暦
元
年
頃
（
九
九
〇
頃
）
法
隆
寺
講
堂
薬
師
三
尊
像

で
あ
る
と
い
う
。「
初
期
」
に
は
こ
の
他
に
、「
余
り
に
儀
軌
に
制
肘
さ
れ
た
密
教

様
」
も
行
わ
れ
、「
最
も
感
覚
的
に
洗
練
さ
れ
た
奈
良
様
が
、
正
常
な
発
展
過
程

の
上
に
再
現
し
て
、
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
て
」
い
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　

次
の
盛
期
で
は
、「
殆
ど
奈
良
様
か
ら
発
展
し
た
も
の
の
み
」
が
残
り
、「
名
匠

定
朝
に
よ
っ
て
一
つ
の
完
成
さ
れ
た
様
式
に
ま
で
到
達
し
た
」
と
い
う
。
そ
の
完

成
像
が
、
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
如
来
像
お
よ
び
雲
中
供
養
菩
薩
像
で
、
続
く
後

期
に
お
い
て
も
な
お
「
定
朝
様
」
は
中
心
的
な
作
風
と
し
て
「
墨
守
」
さ
れ
て

い
っ
た
と
い
う

（
（4
（

。

　

中
野
玄
三
氏
は
一
九
七
〇
年
の
『
日
本
の
美
術
』
の
解
説
の
中
で
、
貞
観
彫
刻

に
主
要
な
四
つ
の
「
系
統
」
を
提
唱
す
る
。

　

そ
の
一
つ
目
は
「
密
教
系
」
で
、「
空
海
直
系
の
真
言
密
教
の
寺
院
だ
け
で
造

ら
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、「
天
平
彫
刻
の
木
心
乾
漆
造
の
影
響
を
受
け
」、
漆
を
部

分
的
に
盛
り
上
げ
て
仕
上
げ
た
「
一
木
造
像
」
で
、「
顔
の
表
情
や
衣
の
ひ
だ
」

は
穏
や
か
だ
が
、
密
教
独
特
の
官
能
的
あ
る
い
は
多
面
多
臂
像
を
含
む
も
の
で
あ

る
。
二
つ
目
は
「
木
彫
系
」
の
一
木
造
り
で
、
遺
品
が
多
く
、
し
か
も
全
国
分
布

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
表
情
は
森
厳
性
や
神
秘
性
を
持
ち
、
量
感
豊
か
で
、
翻

波
式
衣
文
を
持
ち
、
素
木
あ
る
い
は
彩
色
仕
上
げ
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
つ
目
は
「
奈
良
系
」
で
、「
天
平
時
代
の
木
心
乾
漆
造
の
伝
統
」
を
伝
え
る
像

で
あ
り
、
漆
の
盛
り
上
げ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
木
造
の
木
彫
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
漆
箔
仕
上
げ
が
多
く
、
奈
良
地
方
に
独
特
で
あ
る
が
、「
藤
原
彫
刻
の
形
成
過

程
に
重
要
な
役
割
」
を
果
た
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
四
つ
目
は
、「
外
国
産

の
緻
密
で
硬
い
香
木
（
お
も
に
白
檀
）
で
造
っ
た
仏
像
」
で
、
小
像
で
あ
り
台
座

ま
で
精
密
に
一
木
で
刻
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

（
（4
（

。

　

こ
れ
ら
の
四
つ
の
系
統
は
、
十
世
紀
初
頭
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
弱
め
ら
れ

折
衷
し
、
十
世
紀
中
頃
に
は
「
木
彫
系
の
側
か
ら
和
様
化
へ
の
追
求
」
が
続
け
ら

れ
て
、
法
性
寺
十
一
面
観
音
像

（
（4
（

や
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
遍
照
寺
十
一
面
観
音
像

な
ど
の
「
や
さ
し
い
表
現
や
や
わ
ら
か
い
体
の
こ
な
し
」
の
像
へ
と
「
発
展
」
し

た
。
や
が
て
こ
の
傾
向
が
、「
次
の
康
尚
様
式
の
成
立
に
重
要
な
示
唆
を
与
え



定
朝
様
の
定
義
に
関
す
る
問
題
（
松
出
洋
子
）

三
六

た
」
と
い
う

（
（4
（

。

　

さ
ら
に
中
野
氏
は
別
の
論
文
に
お
い
て
、
康
尚
の
作
風
は
当
時
の
主
流
と
な
っ

た
も
の
の
、
同
時
に
木
彫
は
限
界
を
迎
え
た
と
主
張
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
康
尚

が
「
木
彫
主
義
に
対
す
る
忠
実
さ
」
の
た
め
に
、「
定
朝
な
ら
お
そ
ら
く
金
銅
で

作
っ
た
で
あ
ろ
う
臂
釧
・
腕
釧
を
一
木
か
ら
彫
り
出
す
労
を
い
と
わ
な
か
っ
た
」

た
め
、「
ど
う
し
て
も
仏
身
に
余
分
な
肉
を
つ
け
る
傾
向
」
を
持
っ
た
た
め
で
あ

る
。
他
方
定
朝
は
、
こ
の
「
木
彫
主
義
か
ら
完
全
に
離
れ
」、
改
め
て
「
奈
良
系

の
仏
像
の
整
っ
た
美
し
さ
を
吸
収
し
」、「
奈
良
系
の
仏
像
が
も
つ
量
感
に
つ
い
て

は
む
し
ろ
制
限
し
た
」
作
風
を
持
つ
こ
と
で
「
定
朝
様
」
を
確
立
し
た
と
い
う

（
（4
（

。

つ
ま
り
中
野
氏
は
、
定
朝
と
康
尚
の
間
に
「
木
彫
主
義
」
へ
の
態
度
に
つ
い
て
の

断
絶
を
み
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
に
述
べ
る
（
三
）
の
分
類
の
立
場
に

立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）�

貞
観
様
式
と
藤
原
様
式
、
あ
る
い
は
康
尚
と
定
朝
と
の
間
に
飛
躍
や
断
絶

が
あ
る
と
考
え
る
立
場

　

康
尚
様
式
と
定
朝
様
式
の
間
に
飛
躍
が
あ
る
と
早
い
段
階
で
主
張
し
た
の
は
谷

信
一
氏
で
あ
る
。
谷
氏
は
、
こ
の
飛
躍
を
「
型
態
的
完
成
」
と
呼
び
、
そ
の
背
景

に
、
藤
原
道
長
が
仏
師
の
中
で
定
朝
の
み
に
僧
綱
位
で
あ
る
法
橋
位
を
与
え
た
こ

と
を
あ
げ
た
。
す
な
わ
ち
「
道
長
の
芸
術
意
欲
」
の
高
さ
に
よ
り
定
朝
様
式
は
創

造
さ
れ
た
と
い
う

（
（4
（

。

　

井
上
正
氏
は
、
こ
の
時
代
の
作
風
に
二
段
階
の
飛
躍
が
あ
る
こ
と
を
説
き
、
以

降
の
学
説
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。
ま
ず
、
一
九
六
二
年
の
論
文
「
遍
照

寺
の
彫
刻
と
康
尚
時
代
」
に
お
い
て
、
一
つ
目
の
飛
躍
と
し
て
、
康
尚
活
躍
期
の

永
祚
元
年
（
九
八
九
）
頃
の
制
作
で
あ
る
遍
照
寺
十
一
面
観
音
像
を
取
り
上
げ

た
。
井
上
氏
に
よ
れ
ば
、「
康
尚
時
代
」
の
作
風
の
特
徴
は
「
や
わ
ら
か
さ
と
繊

細
さ
」
で
あ
り
、「
前
代
の
作
品
が
も
つ
材
質
の
重
味
か
ら
脱
却
し
て
生
気
あ
る

彫
刻
と
な
っ
た
点
に
、
和
様
化
へ
の
過
程
に
お
け
る
最
初
の
積
極
性
と
し
て
、
大

き
な
飛
躍
」
を
認
め
る
。
し
か
し
同
時
に
、
康
尚
は
「
木
彫
的
な
も
の
を
完
全
に

棄
て
去
り
、
新
し
い
次
元
の
木
彫
を
誕
生
せ
し
め
た
作
家
で
は
な
か
っ
た
」
と
し

て
、
康
尚
に
限
界
を
み
る

（
（4
（

。

　

続
く
二
つ
目
の
飛
躍
は
、
同
年
の
論
文
「
東
福
寺
同
聚
院
不
動
明
王
坐
像

（
（4
（

」
に

よ
れ
ば
、
康
尚
と
定
朝
の
間
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
論
文
で
「
康
尚
・
定
朝
の
両

者
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
断
絶
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
」
と
井
上
氏

は
主
張
す
る
。
し
か
し
、
定
朝
の
作
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
平
等
院
の

阿
弥
陀
如
来
像
で
は
な
く
、
聖
護
院
不
動
明
王
像

（
（4
（

で
あ
る
。
こ
の
聖
護
院
不
動
明

王
像
を
定
朝
作
と
す
る
論
者
は
殆
ど
お
ら
ず
、
井
上
氏
も
定
朝
作
で
あ
る
と
は
断

定
し
て
い
な
い
が
、「
定
朝
時
代
の
典
型
的
な
作
例
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
理

由
は
、「
全
身
や
や
太
造
り
な
な
か
に
、
溌
溂
と
し
て
肉
身
が
、
一
点
か
ら
張
り

出
し
て
く
る
よ
う
な
ハ
リ
を
持
ち
、
洗
練
の
な
か
で
の
彫
塑
的
迫
力
を
つ
く
り
出

し
て
い
る
」
こ
と
や
、「
も
は
や
康
尚
時
代
の
微
妙
な
釣
り
合
い
へ
の
狙
い
は
感

じ
ら
れ
ず
、
明
快
そ
の
も
の
で
、
彫
刻
と
し
て
眼
ざ
め
た
よ
う
な
感
が
あ
る
」
こ

と
に
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
聖
護
院
像
に
は
「
九
世
紀
以
来
、
多
少
と
も
損
な

わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
彫
塑
性
へ
の
、
疑
い
な
い
復
興
が
あ
る
」
と
し
、
こ
の
復
興
に

「
天
平
復
古
の
相
」
を
見
る
。

　

さ
ら
に
西
川
新
次
氏
も
、
井
上
氏
と
同
様
に
貞
観
か
ら
藤
原
時
代
へ
二
段
階
の

飛
躍
を
認
め
た
。
し
か
し
、
井
上
氏
と
異
な
る
の
は
、
一
つ
目
の
飛
躍
を
康
尚
確

定
作
と
さ
れ
る
同
聚
院
不
動
明
王
像
に
置
い
た
点
で
あ
る
。
西
川
氏
は
、
一
九
六
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三
七

九
年
の
『
原
色
日
本
の
美
術
』
第
六
巻
の
解
説
の
中
で
、
遍
照
寺
十
一
面
観
音
像

に
つ
い
て
は
、「
ゆ
っ
た
り
し
た
落
ち
着
き
と
丸
味
」
が
あ
り
「
同
聚
院
像
と
の

橋
が
か
り
的
な
位
置
」
に
あ
る
と
し
た
が
、
井
上
氏
の
よ
う
に
こ
の
像
に
飛
躍
を

見
て
は
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
同
聚
院
像
に
お
い
て
は
「
表
現
上
の
飛
躍
」
が

「
驚
か
さ
れ
る
」
ほ
ど
で
あ
り
、「
遍
照
寺
像
な
ど
に
遺
っ
て
い
た
不
均
衡
感
は

す
っ
か
り
拭
い
去
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う

（
（5
（

。

　

こ
こ
で
、
西
川
氏
が
同
聚
院
像
に
第
一
の
「
飛
躍
」
を
認
め
る
に
至
る
ま
で

の
、
藤
原
様
式
の
作
風
の
変
遷
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
、
同
氏
の
論
文
よ
り
詳
述

す
る

（
（5
（

。
ま
ず
初
め
に
、「
真
言
寺
院
を
中
心
に
伝
え
ら
れ
た
、
九
世
紀
か
ら
十
世

紀
に
お
よ
ぶ
「
正
統
」
彫
刻
の
伝
統
を
汲
む
グ
ル
ー
プ
」、
す
な
わ
ち
九
世
紀
前

半
の
東
寺
講
堂
諸
仏
や
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
、
九
世
紀
後
半
の
東
寺
食
堂
千
手

観
音
像
、
九
六
三
年
の
六
波
羅
蜜
寺
十
一
面
観
音
像

（
（5
（

を
経
て
、
九
九
一
年
～
九
九

五
年
頃
の
禅
定
寺
十
一
面
観
音
像
に
至
る
作
風
の
流
れ
が
存
在
し
た
と
い
う
。
こ

の
流
れ
に
、「
正
統
彫
刻
」
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
六
波
羅
蜜
寺
薬
師
如
来
像
や

九
九
〇
年
頃
の
法
隆
寺
講
堂
薬
師
如
来
像
の
流
れ
が
合
わ
さ
り
、「
藤
原
彫
刻
様

式
形
成
の
有
力
な
一
系
列
」
と
な
っ
た
。
長
和
三
年
（
一
〇
一
三
）
の
興
福
寺
薬

師
如
来
像
が
有
力
な
例
で
あ
る
。

　

こ
の
「
藤
原
彫
刻
様
式
形
成
の
有
力
な
一
系
列
」
と
合
流
し
た
の
が
、「
天
台

系
寺
院
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
た
作
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
る
、
遍
照
寺
十
一
面
観

音
像
、
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
真
正
極
楽
寺
阿
弥
陀
如
来
像
、
長
保
五
年
（
一
〇

〇
三
）
平
等
寺
薬
師
如
来
像
（
因
幡
薬
師
）
の
系
列
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
系

列
に
同
聚
院
不
動
明
王
像
も
属
す
る
が
、
こ
の
像
の
作
者
康
尚
も
ま
た
「
天
台

系
」
の
仏
師
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
こ
こ
に
お
い
て
一
つ
目
の
飛
躍
が
あ

り
、「
藤
原
様
式
は
こ
の
像
に
よ
っ
て
始
め
て
完
成
さ
れ
た
」
と
い
う
。
定
朝
作

の
伝
承
を
持
つ
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
（
鬘
掛
地
蔵
）
も
同
時
期
の
も
の
で

あ
る
。

　

西
川
氏
は
第
二
の
飛
躍
に
つ
い
て
は
、
定
朝
の
活
躍
期
の
中
で
も
「
比
較
的
晩

年
」
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
第
二
の
飛
躍
に
よ
り
、
藤
原
彫
刻

は
「
も
は
や
こ
れ
以
上
の
展
開
を
望
め
な
い
、
王
朝
様
式
の
典
型
に
ま
で
高
め
ら

れ
た
」
と
す
る
。

　

伊
東
史
郎
氏
も
、
井
上
氏
が
唱
え
た
康
尚
と
定
朝
の
間
の
飛
躍
を
支
持
し
た
。

康
尚
は
、
専
業
仏
師
の
地
位
や
仏
所
体
制
に
確
立
に
よ
り
自
由
な
立
場
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
た
仏
師
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
和
様
が
一
挙
に
開
花
」
し
た
と
い

う
（
（5
（

。
す
な
わ
ち
そ
れ
ま
で
の
「
停
滞
の
状
況
の
中
か
ら
、
和
様
に
対
す
る
積
極
的

な
動
き
が
芽
生
え
始
め
た
」「
十
世
紀
末
─
一
一
世
紀
初
め
に
活
躍
」
す
る
こ
と

で
「
優
美
な
も
の
に
対
す
る
時
代
の
嗜
好
を
仏
像
の
上
に
も
表
現
す
る
こ
と
に
成

功
し
」、
そ
の
「
創
出
し
た
様
式
は
、
十
世
紀
以
来
の
和
様
へ
の
模
索
の
時
期
か

ら
見
て
、
一
つ
の
到
達
点
」
と
な
っ
た
た
め
、
こ
こ
に
一
つ
目
の
飛
躍
を
み
る
。

　

他
方
、
伊
東
氏
は
「
奈
良
の
地
に
あ
っ
て
は
別
の
様
式
展
開
も
あ
っ
た
」
と
い

う
。
こ
れ
は
、
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
の
再
建
法
隆
寺
講
堂
の
薬
師
三
尊
像
の
中

尊
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、「
奈
良
時
代
の
古
典
的
な
造
形
」
の
復
活
で
あ
り
、
定

朝
は
「
寄
木
造
と
内
刳
り
の
発
達
と
い
う
技
術
の
進
歩
」
に
裏
付
け
ら
れ
な
が

ら
、
こ
の
奈
良
様
を
「
大
幅
に
取
り
入
れ
て
」
和
様
を
完
成
し
た
と
い
う

（
（5
（

。
そ
の

結
果
、
定
朝
の
作
風
は
、「
前
代
ま
で
の
重
々
し
く
か
つ
朧
ろ
な
雰
囲
気
を
完
全

に
払
拭
」
し
、「
明
快
」
な
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
明
快
さ
を
持
つ
鳳
凰
堂
阿
弥

陀
如
来
像
に
は
、「
大
き
な
断
絶
の
結
果
」、
二
番
目
の
飛
躍
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
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三
八

鳳
凰
堂
に
つ
い
て
は
、
建
築
と
阿
弥
陀
如
来
像
の
光
背
・
台
座
の
型
式
に
類
例
が

な
く
、「
孤
立
性
」
を
特
長
と
す
る
こ
と
が
、「
そ
の
後
の
仏
像
に
み
ら
れ
る
画
一

性
と
好
対
照
」
を
な
す
と
も
い
う

（
（5
（

。

　

以
上
、
貞
観
時
代
と
藤
原
時
代
の
作
風
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
最

近
の
研
究
は
、
貞
観
時
代
と
藤
原
時
代
の
間
に
と
ど
ま
ら
ず
康
尚
と
定
朝
の
間
に

も
作
風
の
断
絶
や
飛
躍
を
見
る
傾
向
が
強
い
。

四　

作
風
の
転
換
期

　

第
三
章
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
作
風
の
断
絶
や
飛
躍
、
す
な
わ
ち
作
風
の

転
換
期
を
、
論
者
は
具
体
的
ど
の
像
に
置
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

源
豊
宗
氏

（
（5
（

は
第
二
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
広
隆
寺
千
手
観
音
像
を
転
換
期
と
し

た
。
そ
の
理
由
は
、
広
隆
寺
像
が
「
貞
観
の
緊
満
と
全
く
類
を
異
に
し
、
温
柔
の

趣
」
を
持
ち
、
顔
面
の
表
情
に
明
る
さ
を
持
つ
こ
と

（
（5
（

や
、
制
作
年
代
が
藤
原
道
長

の
関
白
時
代
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
る
。

　

井
上
正
氏

（
（5
（

は
、
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
貞
観
か
ら
定
朝
ま
で
に
二
段
階
の
飛

躍
を
主
張
し
、
一
つ
目
を
遍
照
寺
十
一
面
観
音
像
、
二
つ
目
を
定
朝
に
置
く
。
前

述
の
よ
う
に
定
朝
の
作
例
の
典
型
を
聖
護
院
不
動
明
王
像
と
す
る
点
が
独
特
で
あ

る
。

　

西
川
新
次
氏

（
（5
（

は
、
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
井
上
氏
の
二
段
階
飛
躍
説
を
支

持
し
た
が
、
一
つ
目
を
同
聚
院
不
動
明
王
像
に
し
た
と
こ
ろ
が
井
上
氏
と
異
な

る
。
ま
た
、
第
二
の
転
換
期
は
、「
定
朝
に
よ
る
第
二
の
飛
躍
」
の
時
期
す
な
わ

ち
、
定
朝
の
晩
年
期
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
に
対
し
佐
藤
昭
夫
氏
は
、
当
時
の
仏
教
界
の
新
し
い
動
き
と
仏
像
の
作
風

と
の
変
化
を
結
び
付
け
、
転
換
期
を
探
っ
た
。
佐
藤
氏
は
、
天
暦
二
年
（
九
四

八
）
に
浄
土
教
の
開
祖
空
也
が
叡
山
で
得
度
受
戒
を
受
け
浄
土
教
団
の
基
礎
を
固

め
て
か
ら
三
年
後
に
つ
く
ら
れ
た
、
六
波
羅
蜜
寺
十
一
面
観
音
像
が
転
換
点
で
あ

る
と
い
う
。
こ
の
六
波
羅
蜜
寺
十
一
面
観
音
像
の
作
風
に
は
、「
藤
原
仏
と
し
て

の
静
け
さ
」
が
あ
り
「
和
様
彫
刻
の
前
駆
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

の
時
期
は
「
彫
刻
的
に
は
な
お
低
迷
期
」
で
、「
藤
原
彫
刻
は
定
朝
様
の
完
成
を

み
る
ま
で
に
は
あ
と
、
百
年
く
ら
い
暗
中
模
索
の
時
期
を
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
」
と
も
主
張
し
て
い
る

（
（6
（

。

　

中
野
玄
三
氏

（
（6
（

は
、
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
貞
観
の
複
数
の
系
譜
の
う
ち
木

彫
系
が
和
様
化
し
た
結
果
、
法
性
寺
千
手
観
音
像
や
遍
照
寺
十
一
面
観
音
像
に

至
っ
た
と
い
う
。
特
に
、
遍
照
寺
十
一
面
観
音
像
で
は
作
風
に
相
当
な
発
展
が
み

ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
に
一
つ
目
の
転
換
期
が
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
後
に
康
尚
の

時
代
が
続
い
た
が
、
木
彫
主
義
は
限
界
を
迎
え
た
た
め
捨
て
去
ら
れ
、
二
度
目
の

転
換
が
定
朝
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
中
野
氏
の
立
場
は
上
記
の
井
上
正
氏
の
考
え

方
に
近
い
。

　

田
中
嗣
人
氏
は
、
寄
木
内
刳
造
に
よ
る
彫
り
の
浅
さ
に
注
目
し
、
貞
観
か
ら
藤

原
へ
の
転
換
期
を
六
波
羅
蜜
寺
十
一
面
観
音
像
と
し
た

（
（6
（

。

　

水
野
敬
三
郎
氏
は
、
一
九
九
四
年
の
講
談
社
『
日
本
美
術
全
集
』
第
六
巻
の
中

（
（6
（

で
、
平
安
時
代
後
期
の
主
な
仏
像
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

時
期
は
、「
前
期
・
中
期
・
後
期
の
三
期
」
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。

　

ま
ず
、「
前
期
」
は
、
法
性
寺
千
手
観
音
像
が
、「
お
だ
や
か
な
表
情
の
丸
顔
」

や
、
衣
文
の
「
き
れ
い
な
整
い
」
を
持
ち
、「
和
様
化
へ
の
第
一
歩
」
の
像
で
あ
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三
九

り
、「
京
都
に
進
出
し
た
天
台
彫
刻
と
し
て
最
初
の
遺
品
」
で
あ
る
と
い
う
。
六

波
羅
蜜
寺
十
一
面
観
音
像
は
、「
和
様
化
へ
の
歩
み
」
と
同
時
に
、「
天
平
彫
刻
へ

の
復
古
」
が
あ
り
、
六
波
羅
蜜
寺
薬
師
如
来
像
は
、「
寄
木
造
の
萌
芽
を
示
す
作

例
」
で
あ
る
。
康
尚
作
の
同
聚
院
不
動
明
王
像
も
「
前
期
」
に
属
す
る
が
、
忿
怒

の
表
情
に
誇
張
が
な
い
点
や
、
体
部
の
抑
揚
の
あ
る
柔
ら
か
な
肉
ど
り
の
表
現
を

持
つ
点
か
ら
前
期
彫
刻
の
到
達
点
と
す
る
。

　

続
く
「
中
期
」（「
盛
期
」）
は
、「
若
き
日
の
定
朝
が
康
尚
の
も
と
で
無
量
寿
院

造
仏
に
従
っ
て
い
た
」
時
期
で
、
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
如
来
像
を
「
作
風
に
飛

躍
的
と
も
い
え
る
展
開
が
あ
る
」
た
め
、
転
換
期
と
す
る
。
平
等
院
像
の
完
成
さ

れ
た
定
朝
様
式
に
は
、「
天
平
復
古
の
要
素
」
と
同
時
に
「
天
平
彫
刻
以
来
の
伝

統
か
ら
の
離
脱
」
と
「
新
様
式
」
の
成
立
が
あ
る
と
い
う
。

　

副
島
弘
道
氏
は
、
水
野
氏
と
同
じ
一
九
九
四
年
の
『
日
本
美
術
全
集
』
第
六
巻

の
解
説
の
中
で
、
岩
船
寺
阿
弥
陀
如
来
像
に
つ
い
て
、「
体
躯
に
厚
み
は
あ
る
も

の
の
、
頬
や
両
肩
の
輪
郭
に
丸
み
」
が
加
わ
る
点
に
「
新
し
い
作
風
」
の
誕
生
が

あ
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
岩
船
寺
像
は
そ
れ
ま
で
の
聖
宝
・
会
理
の
作
風

を
残
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
六
波
羅
蜜
寺
十
一
面
観
音
像
で
は
、「
像
全
体
に
穏

や
か
さ
」
が
増
し
た
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
新
し
い
傾
向
」
は
、「
穏
や
か
な

表
情
」
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
遍
照
寺
十
一
面
観
音
像
、
不
動
明
王
像
、
平
等
寺

薬
師
如
来
像
、
同
聚
院
不
動
明
王
像
へ
展
開
し
た
と
い
う
。

　

副
島
氏
は
、
作
風
の
転
換
の
原
因
を
「
人
々
の
情
緒
や
感
性
の
」
移
り
変
わ

り
、
す
な
わ
ち
「
中
庸
を
好
ん
だ
当
時
の
貴
族
た
ち
の
心
情
」
と
、「
彼
ら
の
好

尚
を
素
直
に
う
け
い
れ
た
仏
師
た
ち
」
に
あ
る
と
し
、
そ
の
完
成
形
を
平
等
院
鳳

凰
堂
阿
弥
陀
如
来
像
と
す
る
が
、
康
尚
と
定
朝
の
間
に
は
作
風
の
転
換
を
認
め
て

い
な
い

（
（6
（

。

　

根
立
研
介
氏

（
（6
（

は
、
当
時
の
仏
師
の
社
会
的
な
地
位
の
変
化
に
注
目
し
た
。
す
な

わ
ち
、
十
世
紀
末
頃
か
ら
「
私
的
な
仏
所
を
構
え
専
業
化
」
し
た
康
尚
の
よ
う
な

有
力
仏
師
が
、「
講
師
と
い
う
僧
官
を
獲
得
し
て
高
位
の
僧
侶
に
準
じ
る
よ
う
な

身
分
と
し
て
認
知
」
さ
れ
、
続
く
定
朝
も
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
初
め
て
仏
師

と
し
て
僧
綱
位
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
前
代
の
仏
師
と
異
な
っ
た
様
相

を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
仏
師
の
社
会
的
な
身
分

や
そ
の
あ
り
方
」
の
変
化
を
、
根
立
氏
は
「
画
期
」
と
み
な
す
。

　

山
本
勉
氏

（
（6
（

は
、
和
様
化
の
推
進
力
と
し
て
源
信
の
編
集
し
た
『
往
生
要
集
』
の

影
響
を
示
唆
す
る
。
す
な
わ
ち
、『
往
生
要
集
』
の
中
の
正
修
念
仏
門
観
察
門
別

相
観
に
説
く
阿
弥
陀
の
四
十
二
相
の
第
六
番
目
に
あ
る
「
面
輪
円
満
」
と
い
う
文

言
が
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
観
想

念
仏
と
い
う
課
題
は
、
こ
の
時
期
の
仏
像
の
イ
メ
ー
ジ
の
模
索
に
も
か
か
わ
り
が

あ
る
ら
し
い
。『
往
生
要
集
』
で
は
仏
の
い
わ
ゆ
る
三
十
二
相
に
つ
い
て
ほ
ん
ら

い
の
釈
迦
の
相
を
観
想
に
よ
る
阿
弥
陀
如
来
の
そ
れ
に
お
き
か
え
四
十
二
の
相
と

し
て
詳
し
く
説
く
が
、
そ
の
な
か
で
と
く
に
「
面
輪
円
満
に
し
て
満
月
の
ご
と

し
」
と
し
て
い
る
。（
略
）
こ
の
時
期
の
天
台
系
の
如
来
像
の
肉
髻
と
地
髪
部
の

別
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
つ
ま
り
頭
部
全
体
と
し
て
の
単
純
な
丸
顔
な
ど
は
、
こ

う
し
た
観
相
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
す
る
た
め
の
試
行
錯
誤
の
一
段
階
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。」

　

山
本
氏
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
と
も
に
、
該
当
す
る
仏
像
の
例
と
し
て
、
六

波
羅
蜜
寺
薬
師
如
来
像
を
あ
げ
、
さ
ら
に
「
現
在
の
滋
賀
県
を
中
心
と
し
て
こ
の

期
の
天
台
系
の
如
来
像
な
ど
に
例
が
多
い
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
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四
〇

ち
、
山
本
氏
は
作
風
の
変
化
の
転
換
点
に
立
つ
仏
像
を
六
波
羅
蜜
寺
薬
師
如
来
像

と
し
、
そ
の
背
景
を
『
往
生
要
集
』
の
内
容
に
求
め
る
の
で
あ
る
。

　

山
本
氏
の
こ
の
見
解
は
、
従
来
の
美
術
史
的
な
観
点
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
宗

教
的
な
背
景
と
仏
像
の
作
風
の
変
遷
と
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
画
期
的
な
も
の
で

あ
る
。
こ
の
当
時
、
末
法
思
想
の
広
が
り
と
と
も
に
、
天
台
浄
土
教
の
思
想
が
京

都
の
町
に
広
が
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、『
往
生
要

集
』
の
思
想
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時

期
は
康
尚
の
講
師
任
命
や
、
定
朝
の
仏
師
初
の
僧
綱
位
取
得
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
仏
師
の
社
会
的
地
位
も
上
昇
し
、
仏
師
の
側
か
ら
も
『
往
生
要
集
』
の
内
容

を
取
り
込
ん
だ
、
積
極
的
な
造
仏
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

（
（6
（

。

五　
「
定
朝
様
」
の
示
す
範
囲

　

第
二
章
か
ら
第
四
章
で
は
、「
定
朝
様
」
の
時
代
的
な
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、

先
行
研
究
を
整
理
し
た
。
本
章
で
は
、「
定
朝
様
」
が
示
す
空
間
的
な
ひ
ろ
が
り

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
は
、「
定
朝
様
」
を
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
如
来
像

本
体
か
ら
堂
内
荘
厳
、
池
に
至
る
ま
で
の
ど
の
範
囲
に
ま
で
広
げ
て
定
義
づ
け
る

か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
以
下
、
次
の
三
段
階
に
分
け
て
検
討
す
る
。

（
一
）「
定
朝
様
」
の
範
囲
を
仏
像
本
体
に
絞
る
考
え
方

　

ま
ず
清
水
善
三
氏

（
（6
（

は
「
定
朝
様
」
を
平
等
院
の
阿
弥
陀
如
来
像
本
体
に
絞
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
阿
弥
陀
の
よ
う
な
「
如
来
」
以
外
の
「
菩
薩
」「
天
部
」

に
ま
で
「
定
朝
様
」
を
広
げ
て
よ
い
か
と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
定
朝
の
唯
一
の
確
定
作
が
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
如
来
像
で
あ
り
、
如
来

像
以
外
の
菩
薩
や
天
部
に
は
定
朝
の
確
定
作
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら

に
清
水
氏
は
、「
定
朝
様
」
が
単
な
る
「
数
値
的
な
も
の
」
で
は
な
く
「
仏
の
現

実
感
」
に
か
か
わ
る
概
念
で
あ
り
、「
微
妙
な
超
越
的
雰
囲
気
」
を
持
つ
平
等
院

像
の
普
遍
性
を
指
す
こ
と
ば
で
あ
る
べ
き
で
、
十
二
世
紀
以
降
に
盛
ん
に
模
倣
さ

れ
た
「
定
朝
様
」
に
こ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
と
い
う
。

　

中
野
玄
三
氏
も
、「
定
朝
様
と
い
わ
れ
る
仏
像
の
型
」
と
い
う
表
現
を
使
い
、

定
朝
が
「
考
案
し
た
仏
像
の
様
式
」
を
指
し
て
「
定
朝
様
」
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
藤
原
彫
刻
が
「
仏
像
自
体
は
奥
行
き
の
浅
い
い
わ
ば
彫
刻
の
絵
画
化
と
い
う

べ
き
性
格
」
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、「
建
築
・
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書

な
ど
を
融
和
さ
せ
た
総
合
芸
術
の
も
っ
と
も
中
心
に
立
つ
べ
き
位
置
に
あ
っ
た
と

考
え
る
べ
き
」
と
も
主
張
し
て
い
る

（
（6
（

。

（
二
）
台
座
・
光
背
、
堂
内
荘
厳
に
ま
で
広
げ
る
考
え
方

　
「
定
朝
様
」
の
範
囲
を
台
座
・
光
背
や
堂
内
荘
厳
に
ま
で
広
げ
る
考
え
方
は
、

定
朝
が
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
如
来
像
の
台
座
・
光
背
や
、
天
蓋
、
雲
中
供
養
菩

薩
像
な
ど
の
堂
内
荘
厳
、
さ
ら
に
屋
根
の
上
の
二
体
の
鳳
凰
な
ど
建
物
に
関
わ
る

工
芸
品
の
す
べ
て
の
制
作
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。

　

金
森
遵
氏
は
、「
藤
原
様
式
と
し
て
の
最
も
完
成
に
近
い
頃
の
緊
張
し
た
典

型
」
で
あ
る
平
等
院
像
に
「
一
つ
の
個
性
が
確
か
に
あ
る
事
」
を
認
め
る
が
、
そ

の
個
性
と
は
「
光
背
・
台
座
・
天
蓋
な
ど
の
荘
厳
具
一
切
を
包
含
し
た
全
体
と
し

て
言
い
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
、
仏
像
の
安
置
様
式
に
意
義
が
あ

る
」
と
い
う
。
反
面
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
仏
像
そ
れ
自
体
」
は
「
貞
観
様
式
の

一
種
の
発
達
過
程
の
結
着
」
で
あ
る
と
し
て
い
る

（
（7
（

。

　

小
澤
洋
子
氏
は
、
平
等
院
像
を
「
貞
観
彫
刻
の
内
包
的
な
充
実
感
を
残
す
」
も

の
で
あ
る
と
し
た
。
定
朝
様
の
範
囲
に
つ
い
て
は
「
単
に
本
体
の
造
法
の
み
で
な
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四
一

く
、
光
背
台
座
を
含
め
た
造
像
形
式
」
で
あ
る
と
述
べ
、
平
等
院
像
よ
り
お
よ
そ

八
〇
年
後
に
造
ら
れ
た
勝
光
明
院
像
に
お
い
て
、「
更
に
合
理
的
に
発
展
し
た
」

と
い
う

（
（7
（

。

　

毛
利
久
氏
は
、「
い
わ
ゆ
る
定
朝
様
と
は
厳
密
狭
義
に
解
釈
す
れ
ば
、
定
朝
の

彫
刻
（
主
と
し
て
仏
像
自
体
に
限
ら
れ
る
）
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
様
式
を
さ
す
で
あ

ろ
う
が
、
も
う
す
こ
し
意
味
を
広
げ
て
い
う
こ
と
も
で
き
る
」
と
し
た
。
す
な
わ

ち
、「
彫
刻
に
お
け
る
技
術
的
な
面
か
ら
寄
木
造
」
を
、「
さ
ら
に
仏
体
に
付
属
す

る
荘
厳
具
の
台
座
お
よ
び
光
背
に
ま
で
」
定
朝
様
の
範
囲
が
及
ぶ
と
し
て
、
具
体

的
に
は
「
寄
木
造
、
七
重
蓮
華
座
、
飛
天
光
」
を
「
度
外
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
し
て
い
る

（
（7
（

。

（
三
）
総
合
的
な
芸
術
と
し
て
池
ま
で
含
め
て
考
え
る
立
場

　

最
後
は
「
定
朝
様
」
の
範
囲
を
最
も
広
く
と
ら
え
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
考

え
方
は
、
平
等
院
鳳
凰
堂
の
前
池
ま
で
含
め
た
浄
土
式
庭
園
全
体
を
総
合
的
な
芸

術
と
と
ら
え
、
こ
れ
を
「
定
朝
様
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

　

田
中
豊
蔵
氏
は
、
平
等
院
像
に
つ
い
て
、「
単
に
独
立
し
た
彫
刻
美
と
し
て
の

み
鑑
賞
さ
れ
る
べ
き
」
で
な
く
、
鳳
凰
堂
が
「
宇
治
川
に
臨
み
」、「
周
囲
に
池
を

穿
ち
」、「
浄
土
曼
荼
羅
に
画
か
れ
し
弥
陀
の
宮
殿
に
擬
し
た
る
も
の
」
の
よ
う
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
「
本
尊
、
台
座
、
光
背
、
天
蓋
及
び
楣
間
の
菩
薩
群
」
や
「
堂

内
の
板
壁
、
並
に
外
扉
の
内
面
」
に
「
九
品
の
往
生
」
図
が
あ
る
こ
と
が
、「
渾

然
た
る
一
個
の
芸
術
品
」
と
し
て
品
評
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う

（
（7
（

。
谷
信

一
氏
は
「
総
合
的
有
機
的
構
成
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
て
、
田
中
氏
の
説
を
支

持
す
る

（
（7
（

。

　

丸
尾
彰
三
郎
氏
は
、
定
朝
様
式
を
、「
彫
刻
（
仏
像
）
の
造
形
美
が
そ
れ
を
安

置
す
る
建
築
（
堂
宇
）
と
渾
然
と
し
た
形
式
統
一
を
し
て
一
体
化
し
た
荘
厳
美
を

作
す
の
み
で
な
く
、
そ
の
建
築
美
と
自
然
的
環
境
（
山
水
）
美
と
調
整
を
と
っ
た

造
営
も
さ
れ
、
人
工
美
と
自
然
美
と
の
和
合
を
現
わ
す
」
も
の
と
す
る

（
（7
（

。

　

西
川
新
次
氏
は
、
定
朝
の
鳳
凰
堂
像
が
「
絵
画
的
な
拡
が
り
」
を
持
ち
、「
台

座
・
光
背
・
天
蓋
、
堂
内
外
の
す
べ
て
を
調
和
し
て
、
建
築
・
絵
画
・
自
然
環
境

の
す
べ
て
を
含
め
た
綜
合
芸
術
の
中
心
的
な
位
置
を
」
占
め
た
と
い
う

（
（7
（

。

　

水
野
敬
三
郎
氏
は
、「
定
朝
様
式
の
意
義
は
仏
体
と
堂
内
空
間
と
の
関
係
に
ま

で
」
お
よ
び
、
さ
ら
に
、「
堂
内
空
間
に
は
自
然
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
」

を
加
え
る
。「
金
色
の
仏
身
は
堂
の
前
池
の
波
の
反
映
に
か
す
か
に
ゆ
ら
め
き
、

夢
幻
的
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
す
。
水
面
に
映
っ
て
ゆ
ら
め
く
仏
の
影
は
『
栄
花

物
語
』
に
好
感
を
以
っ
て
描
写
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
鳳
凰
堂
は
逆
に
水
の
反

射
で
仏
像
が
ゆ
ら
め
く
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
池
ま
で
含
め
た
総
合
芸
術
と
し
て

と
ら
え
る

（
（7
（

。お
わ
り
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
確
固
た
る
定
義
の
な
い
ま
ま
使
わ
れ
て
き
た
「
定

朝
様
」
が
論
者
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
か
を
整
理
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
に
、
は
じ
め
に
「
定
朝
様
」
と
同
時
代
の
作
風
を
指
す
「
藤
原
様

式
」
と
の
関
係
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

　

次
に
、
一
つ
前
の
時
代
の
様
式
で
あ
る
貞
観
様
式
と
「
定
朝
様
」
の
関
係
に
つ

い
て
、
論
者
の
と
ら
え
方
を
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、
初
期
の
段
階
で
は
比
較
的

単
純
に
連
続
し
た
流
れ
と
理
解
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
三
八
年
の

帝
室
博
物
館
『
日
本
美
術
史
』
に
お
い
て
、
貞
観
期
に
複
数
の
系
譜
が
存
在
し
た



定
朝
様
の
定
義
に
関
す
る
問
題
（
松
出
洋
子
）

四
二

こ
と
が
説
か
れ
て
以
降
、
よ
り
複
雑
な
議
論
が
深
ま
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
、
貞
観
期
と
藤
原
期
の
間
に
断
絶
と
飛
躍
が
あ
っ

た
と
し
た
、
一
九
六
二
年
の
井
上
正
氏
の
提
唱
は
斬
新
で
あ
り
か
つ
説
得
力
の
あ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
井
上
氏
は
、
両
時
代
の
作
風
に
二
段
階
の
断
絶
・
飛
躍
が

あ
っ
た
と
説
き
、
西
川
新
次
氏
、
伊
東
史
郎
氏
な
ど
が
こ
れ
を
支
持
し
た
。
こ
の

貞
観
時
代
と
「
定
朝
様
」
の
関
係
性
の
検
討
は
、
そ
の
ま
ま
両
者
の
転
換
期
を
ど

の
像
に
置
く
か
と
い
う
問
題
に
も
直
結
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
「
定
朝
様
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
こ
れ
ま
で
活
発
に
行
わ
れ
て

き
た
が
、
こ
こ
に
は
根
本
的
な
問
題
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
平
安
後
期
彫
刻
に
は

現
存
す
る
作
例
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
新
た
な
現
存
作
例
が
発
見
さ
れ
る
可
能

性
は
低
い
た
め
、
現
在
の
条
件
で
研
究
が
す
す
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と

り
わ
け
「
定
朝
様
」
の
中
心
と
な
る
定
朝
の
作
例
に
つ
い
て
は
、
文
献
資
料
上
で

は
多
く
の
事
蹟
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
の
、
現
存
確
定
作
は
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥

陀
如
来
像
一
体
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
像
と
相
並
ん
で
、
平
安
時
代
末
期
に

は
す
で
に
「
仏
の
本
様
」
と
世
間
に
高
く
評
価
さ
れ
た
定
朝
作
の
西
院
邦
恒
朝
臣

堂
阿
弥
陀
如
来
像
も
現
存
し
な
い
た
め
、
同
じ
定
朝
作
の
阿
弥
陀
如
来
像
の
相
互

の
比
較
す
ら
で
き
な
い
。
さ
ら
に
定
朝
作
の
菩
薩
像
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
確
定

作
で
は
な
い
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
像
（
鬘
掛
地
蔵
）
一
体
の
み
で
あ
り
、
明

王
・
天
部
は
全
く
現
存
し
な
い
た
め
、「
定
朝
様
」
を
議
論
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
尊
格
の
区
別
を
越
え
た
像
の
比
較
が
問
題
と
な
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
清
水
善
三
氏
は
、「
尊
格
の
性
格
と
形
式
の
違
い
に
由
来

す
る
相
違
も
あ
る
」
と
し
、「
定
朝
様
」
は
鳳
凰
堂
像
に
み
ら
れ
る
「
如
来
の
超

越
性
を
形
象
化
す
る
彫
刻
様
式
」
と
規
定
し
な
が
ら
、「「
藤
原
様
式
」
は
「
定
朝

様
」
と
と
も
に
「
菩
薩
と
し
て
の
超
越
式
様
式
」
を
も
併
せ
包
摂
し
う
る
概
念
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
た

（
（7
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
田
中
嗣
人
氏
は
、
菩
薩
と
し

て
の
超
越
式
様
式
を
認
め
る
な
ら
「
明
王
と
し
て
の
超
越
式
様
式
」「
天
部
と
し

て
の
超
越
式
様
式
」
を
も
包
摂
す
る
こ
と
と
な
り
、
結
局
藤
原
様
式
は
清
水
氏
の

い
う
「
定
朝
様
」
を
ふ
く
め
た
総
括
的
な
「
こ
ま
や
か
さ
、
平
明
さ
、
お
だ
や
か

さ
」
に
な
る
と
反
論
し
た

（
（7
（

。

　

本
来
、
定
朝
の
制
作
し
た
如
来
、
菩
薩
、
天
部
、
明
王
な
ど
多
種
多
様
の
像
か

ら
「
定
朝
様
」
の
実
態
を
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
如

来
像
が
唯
一
の
現
存
確
定
作
で
あ
る
と
い
う
現
状
で
は
、
田
中
氏
の
主
張
す
る
よ

う
に
、
藤
原
様
式
が
平
等
院
の
「
定
朝
様
」
を
ふ
く
め
た
総
括
的
な
も
の
で
あ
る

と
と
ら
え
た
う
え
で
、
現
存
像
の
尊
格
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
か
ら
読
み
取
る
こ

と
の
で
き
る
普
遍
的
な
要
素
を
、
定
朝
時
代
の
貴
族
の
好
尚
や
宗
教
的
要
請
の
反

映
し
た
も
の
と
し
て
受
け
取
り
「
定
朝
様
」
を
考
察
す
る
以
外
の
方
法
は
な
い
。

　

今
後
は
、「
定
朝
様
」
に
統
一
さ
れ
た
定
義
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
留
意
し
、

こ
れ
ま
で
一
人
歩
き
し
た
感
の
あ
る
「
定
朝
様
」
に
つ
い
て
、
改
め
て
自
ら
の
立

ち
位
置
を
確
定
し
た
う
え
で
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
い
。

〔
注
〕

（
1
）	
定
朝
の
史
料
上
の
初
見
は
、
大
外
記
中
原
師
元
『
中
外
抄
』
上
、
久
安
四
年
（
一

一
四
八
）
五
月
二
十
三
日
条
で
、
父
の
仏
師
康
尚
が
法
成
寺
阿
弥
陀
堂
造
仏
を

行
っ
た
際
に
、
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
る
。「
康
尚
云
、
有
可
直
事
哉
、
申
云
可

直
事
候
、
構
麻
柱
之
後
、
康
尚
云
早
罷
上
ト
云
け
れ
ば
其
許
ナ
ル
法
師
乃
薄
色
指

貫
桜
き
う
た
い
に
裳
ハ
着
て
袈
裟
ハ
不
懸
ざ
り
け
る
つ
ち
の
み
を
持
て
金
色
仏
面
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四
三

を
け
づ
り
け
り
、
御
堂
仰
康
尚
云
、
彼
ハ
何
者
ぞ
、
康
尚
申
云
、
康
尚
弟
子
定
朝

也
、
其
後
お
ぼ
し
つ
き
て
世
乃
一
物
に
成
た
り
」。
な
お
、
法
成
寺
阿
弥
陀
堂
に

仏
像
が
安
置
さ
れ
た
の
は
、
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）	

明
治
三
十
三
年
の
パ
リ
万
博
の
た
め
に
、
帝
国
博
物
館
が
編
集
し
た
も
の
。
明
治

初
年
の
宝
物
調
査
や
明
治
二
十
一
年
設
置
の
臨
時
全
国
取
調
局
の
調
査
結
果
に
基

づ
く
。
明
治
二
十
四
年
か
ら
岡
倉
天
心
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
た
。

（
3
）	

源
豊
宗
「
藤
原
彫
刻
の
諸
問
題
」（『
佛
教
藝
術
』
第
十
冊
、
一
九
二
七
年
、
一
三

三
頁
、
一
三
九
頁
）

（
4
）	

源
豊
宗
「
即
成
院
の
二
十
五
菩
薩
来
迎
像
」（『
佛
教
藝
術
』
第
一
二
号
、
一
九
二

九
年
、
三
二
一
頁
、
の
ち
『
源
豊
宗
著
作
集
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
年
）

（
5
）	

田
中
豊
蔵
「
仏
師
定
朝
」（『
日
本
文
化
叢
考
』、
一
九
三
一
年
、
四
三
八
頁
、
四

三
九
頁
）

（
6
）	

丸
尾
彰
三
郎
「
藤
原
時
代
の
彫
刻
」（『
岩
波
講
座
日
本
史
』
国
史
研
究
会
編
、
一

九
三
四
年
、
六
頁
、
七
頁
、
三
九
頁
、
四
九
頁
）

（
7
）	

源
豊
宗
「
彫
刻
に
お
け
る
藤
原
様
式
の
成
立
」（（
京
都
大
学
文
学
部
講
義
ノ
ー

ト
）
一
九
三
六
年
、
の
ち
『
源
豊
宗
著
作
集
』
日
本
美
術
史
論
究
、
思
文
閣
出

版
、
一
九
八
二
年
、
二
八
七
頁
）

（
8
）	

清
水
善
三
「
藤
原
様
式
と
定
朝
様
」（『
美
学
』
第
九
五
号
、
一
九
七
四
年
、
の
ち

『
平
安
前
期
彫
刻
史
の
研
究
』
中
央
公
論
、
一
九
九
六
年
、
二
三
七
頁
、
二
三
八

頁
）

（
9
）	『
長
秋
記
』
長
承
三
年
六
月
十
日
条
。

（
10
）	

西
川
新
次
「
彫
刻
に
お
け
る
藤
原
様
式
成
立
の
事
情　

藤
原
彫
刻
史
考
・
一
」

（『
佛
教
藝
術
』
第
七
一
号
、
一
九
六
九
年
、
九
頁
）

（
11
）	

前
注
八
、
二
三
四
頁
。

（
12
）	

田
中
嗣
人
「
定
朝
と
定
朝
様
式
」（『
古
代
研
究
』
巻
二
〇
、
元
興
寺
文
化
財
研
究

所
考
古
学
研
究
室
、
一
九
八
〇
年
、
一
四
頁
～
一
八
頁
）

（
13
）	

毛
利
久
「
康
尚
と
定
朝
」（『
國
華
』
第
八
四
八
号
、
一
九
六
二
年
九
月
、
五
五
五

頁
）

（
14
）	

皿
井
舞
「
平
安
彫
刻
史
に
於
け
る
「
和
様
」
言
説
の
規
範
化
と
そ
の
過
程
」（
京

都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時

代
の
多
元
的
人
文
学
の
拠
点
形
成
」、
二
〇
〇
四
年
、
二
三
九
頁
）

（
15
）	

小
林
剛
「
大
仏
師
定
朝
」（『
佛
教
藝
術
』
第
二
号
、
一
九
四
八
年
、
五
頁
、
三
七

頁
等
、
の
ち
『
日
本
彫
刻
作
家
研
究
』、
一
九
七
八
年
）

（
16
）	「
日
本
化
」
は
、
一
九
四
八
年
小
林
氏
の
「
和
様
」
の
初
出
を
は
さ
ん
で
、
一
九

三
四
年
丸
尾
彰
三
郎
氏
「
藤
原
時
代
の
彫
刻
」（
前
注
六
）、
一
九
三
八
年
帝
室
博

物
館
『
日
本
美
術
史
』、
一
九
四
八
年
金
森
遵
氏
「
藤
原
彫
刻
の
主
調
」
に
お
い

て
使
用
さ
れ
た
。

（
17
）	

小
澤
洋
子
「
藤
原
後
期
に
お
け
る
定
朝
様
式
」
東
京
女
子
大
学
史
学
研
究
室
編
、

一
九
五
三
年
、
三
四
頁
。

（
18
）	

小
林
剛
「
藤
原
時
代
の
彫
刻
」（『
世
界
美
術
全
集
』
日
本
Ⅱ
、
平
凡
社
、
一
九
五

四
年
、
三
一
頁
）

（
19
）	

丸
尾
彰
三
郎
「
日
本
彫
刻
史
展
望
（
二
）」（『
月
刊
文
化
財
』
第
十
号
、
一
九
五

六
年
二
月
、
五
頁
）

（
20
）	

前
注
一
四
、
二
五
一
頁
。

（
21
）	『
原
色
日
本
の
美
術
』
第
六
巻
（
小
学
館
、
一
九
六
九
）
の
西
川
新
次
「
藤
原
彫

刻
の
表
現
」
や
、『
日
本
美
術
全
集
』
第
六
巻
（
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）
の
水

野
敬
三
郎
「
平
安
時
代
後
期
の
彫
刻
」、
副
島
弘
道
「
十
世
紀
の
彫
刻
」
な
ど
の

美
術
全
集
の
解
説
や
、『
日
本
仏
像
史
』（
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、『
別
冊

太
陽　

仏
像　

日
本
仏
像
史
講
義
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
の
概
説
書

に
も
「
和
様
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
る
。

（
22
）	

浅
湫
毅
「
定
朝
様
の
継
承

─
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
と
地
蔵
院
観
音
菩

薩
坐
像
の
あ
い
だ

─
」（『
鳳
翔
学
叢
』、
平
等
院
、
二
〇
一
一
年
）

（
23
）	

戦
後
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
殆
ど
の
論
文
に
、「
定
朝
様
」
と
い
う
こ
と
ば
は

使
用
さ
れ
て
い
る
（
表
一
参
照
）。

（
24
）	

源
豊
宗
「
藤
原
彫
刻
の
諸
問
題
」（『
佛
教
藝
術
』
十
冊
、
一
九
二
七
年
、
一
三
八

頁
）

（
25
）	
こ
の
時
点
の
源
氏
の
論
文
で
は
、
ま
だ
「
定
朝
様
」
と
い
う
こ
と
ば
は
見
ら
れ
な

い
が
、
そ
の
二
年
後
一
九
二
九
年
の
論
文
で
は
「
定
朝
時
代
」、
一
九
三
六
年
の

論
文
で
は
「
定
朝
様
式
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
い
、
こ
れ
が
本
文
で
述
べ
た
通
り

「
定
朝
様
」
の
初
出
に
な
る
こ
と
か
ら
見
て
、
一
九
二
七
年
の
時
点
で
「
定
朝



定
朝
様
の
定
義
に
関
す
る
問
題
（
松
出
洋
子
）

四
四

様
」
に
匹
敵
す
る
意
識
が
す
で
に
あ
っ
た
と
い
う
前
提
で
と
り
あ
げ
た
。

（
26
）	
前
注
六
、
四
頁
～
一
一
頁
。

（
27
）	
現
在
同
聚
院
に
安
置
さ
れ
る
康
尚
作
の
不
動
明
王
像
は
、
も
と
は
法
性
寺
五
大
堂

の
中
尊
で
あ
っ
た
。
法
性
寺
は
延
長
年
間
（
九
二
三
～
九
三
一
）
に
藤
原
忠
平
が

創
建
し
た
寺
で
、
藤
原
道
長
の
帰
依
が
篤
く
、
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
に
道
長

四
十
の
賀
に
当
た
り
五
大
堂
と
本
尊
丈
六
五
大
尊
が
造
立
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か

し
、
源
氏
や
丸
尾
氏
の
論
文
の
時
期
に
は
ま
だ
作
者
が
康
尚
と
は
断
定
さ
れ
て
い

な
い
。
源
氏
は
、「
康
尚
の
在
世
中
」
で
は
あ
る
も
の
の
、「
直
ち
に
康
尚
と
は
出

来
な
い
」
が
、「
康
尚
の
作
風
を
知
る
上
で
よ
い
参
考
と
な
る
も
の
」
と
し
て
い

る
。
こ
の
像
が
康
尚
の
作
と
断
定
さ
れ
た
の
は
、
管
見
の
限
り
、
一
九
六
二
年
の

井
上
正
氏
の
論
文
（「
東
福
寺
同
聚
院
不
動
明
王
像
」『
國
華
』
第
八
四
八
号
、
一

九
六
二
年
一
一
月
）
と
同
年
の
毛
利
久
氏
の
論
文
（「
康
尚
と
定
朝
」『
國
華
』
第

八
四
八
号
、
一
九
六
二
年
一
一
月
）
に
お
い
て
で
あ
る
。

（
28
）	『
僧
綱
補
任
』
巻
四
裏
書
、『
扶
桑
略
記
』、『
造
興
福
寺
記
』。

（
29
）	

前
注
一
三
、
五
五
六
頁
。

（
30
）	

前
注
一
三
、
五
四
九
頁
。

（
31
）	

源
豊
宗
氏
の
時
代
は
、
広
隆
寺
千
手
観
音
像
は
ま
だ
頭
部
の
み
が
安
置
さ
れ
て
お

り
、
胴
部
が
発
見
さ
れ
て
胎
内
銘
か
ら
制
作
年
代
が
寛
弘
九
年
（
一
〇
一
二
）
と

判
明
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

（
32
）	

前
注
七
、
二
八
八
頁
。

（
33
）	

構
造
に
つ
い
て
は
、
同
聚
院
不
動
明
王
像
や
広
隆
寺
千
手
観
音
像
で
寄
木
造
が
開

始
さ
れ
、
平
等
院
像
で
完
成
し
た
と
さ
れ
る
。

（
34
）	

前
注
六
、
八
頁
～
一
六
頁
。

（
35
）	

丸
尾
彰
三
郎
「
日
本
彫
刻
展
望
（
四
）」（『
日
本
文
化
財
』
第
四
号
、
一
九
五
六

年
十
二
月
、
五
頁
）

（
36
）	

定
朝
の
法
橋
位
は
、
治
安
二
年
七
月
十
四
日
供
養
の
法
成
寺
金
堂
、
五
大
堂
の
造

像
に
関
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
仏
師
と
し
て
初
め
て
僧
綱
位
が
与
え
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。
そ
の
叙
任
日
に
つ
い
て
は
、
治
安
二
年
七
月
十
四
日
（『
法
成
寺

金
堂
供
養
記
』、『
朝
野
群
載
』、『
栄
花
物
語
』
十
七
音
楽
）
と
十
六
日
（『
僧
綱

補
任
』、『
初
例
抄
』、『
左
経
記
』、『
諸
寺
塔
供
養
記
』）
の
二
説
が
あ
る
。
な

お
、『
小
右
記
』
は
、
同
年
七
月
十
日
条
に
法
橋
に
つ
い
て
の
記
事
を
載
せ
る
の

み
で
あ
る
。

（
37
）	

金
森
遵
「
藤
原
彫
刻
の
主
調
」（『
日
本
彫
刻
史
要
』、
一
九
四
八
年
）

（
38
）	

現
在
は
、
法
界
寺
阿
弥
陀
如
来
像
の
制
作
年
代
は
嘉
保
三
年
（
一
〇
九
六
）
ま
た

は
承
徳
元
年
（
一
〇
九
七
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
39
）	

前
注
一
三
、
五
四
九
頁
、
五
五
〇
頁
。

（
40
）	

帝
室
博
物
館
『
日
本
美
術
史
』、
一
九
三
八
年
、
一
〇
二
頁
。

（
41
）	

前
注
四
〇
、
一
〇
六
頁
、
一
〇
七
頁
。

（
42
）	

中
野
玄
三
「
貞
観
彫
刻
の
余
韻
」（『
日
本
の
美
術
』
七
、
至
文
堂
、
一
九
七
〇
、

一
九
頁
）

（
43
）	

法
性
寺
千
手
観
音
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
通
説
は
法
性
寺
創
建
の
延
長
二

年
（
九
二
四
）
と
す
る
が
、
そ
の
他
に
、
尊
意
が
法
性
寺
で
初
め
て
灌
頂
し
た
承

平
四
年
（
九
三
四
）
の
本
尊
と
す
る
説
（
水
野
敬
三
郎
、
一
九
九
四
年
）、
檀
像

風
で
美
し
い
翻
波
式
衣
文
線
を
持
つ
作
風
か
ら
遍
照
寺
十
一
面
観
音
像
と
同
じ
十

世
紀
後
半
の
制
作
と
考
え
る
説
（
西
川
新
次
、
一
九
六
九
）
が
あ
る
。

（
44
）	

前
注
四
二
、
三
一
頁
。

（
45
）	

中
野
玄
三
「
康
尚
・
定
朝
と
そ
の
周
辺
」（『
日
本
の
美
術
』
七
、
至
文
堂
、
一
九

七
〇
、
三
九
頁
、
四
〇
頁
、
四
四
頁
）

（
46
）	

谷
信
一
「
定
朝
法
橋
敍
任
の
経
緯

─
歴
世
木
仏
師
研
究
の
一
節

─
」（『
美

術
研
究
』
第
六
四
号
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
一
九
三
七
年
、
一
三
九
頁
）

（
47
）	

井
上
正
「
遍
照
寺
の
彫
刻
と
康
尚
時
代
」（『
國
華
』
第
八
四
六
号
、
一
九
六
二
年

九
月
、
四
〇
六
頁
、
四
〇
七
頁
）

（
48
）	

井
上
正
「
東
福
寺
同
聚
院
不
動
明
王
坐
像
」（『
國
華
』
第
八
四
八
号
、
一
九
六
二

年
、
五
三
五
頁
、
五
三
六
頁
）

（
49
）	

井
上
氏
は
聖
護
院
不
動
明
王
像
に
お
い
て
、
木
彫
が
捨
て
去
ら
れ
、
彫
塑
性
の
復

興
、
天
平
復
古
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
「
定
朝
様
」
の
典
型
を
み
る
。
し
か
し
、

聖
護
院
像
を
定
朝
作
で
あ
る
と
す
る
の
は
少
数
意
見
で
あ
る
。

（
50
）	

西
川
新
次
「
藤
原
彫
刻
の
表
現
」（『
原
色
日
本
の
美
術
』
第
六
巻
、
小
学
館
、
一

九
六
九
年
、
二
一
〇
頁
）

（
51
）	

前
注
一
〇
、
一
六
頁
～
一
九
頁
。



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

四
五

（
52
）	

六
波
羅
蜜
寺
十
一
面
観
音
像
の
制
作
年
に
つ
い
て
は
、
通
説
は
天
暦
五
年
（
九
五

一
）
と
す
る
が
、
小
林
剛
氏
、
西
川
新
次
氏
は
応
和
三
年
（
九
六
三
）
と
し
て
い

る
。

（
53
）	

伊
東
史
郎
「
十
世
紀
後
半
彫
刻
史
と
康
尚
」（『
日
本
美
術
全
集
』
第
六
巻
、
講
談

社
、
一
九
九
四
年
、
一
六
九
頁
）

（
54
）	

伊
東
史
郎
「
序　

平
安
時
代
の
彫
刻
史

─
唐
風
の
消
長

─
」（『
平
安
時
代

彫
刻
史
の
研
究
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
頁
、
五
頁
）

（
55
）	

伊
東
史
郎
「
定
朝
、
覚
助
、
長
勢

─
定
朝
様
式
の
成
立
と
そ
の
継
承
」（『
院

政
期
の
仏
像
』、
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
九
二
年
、
二
〇
七
頁
、
二
一
〇
頁
，

二
一
一
頁
）

（
56
）	

前
注
七
。

（
57
）	

広
隆
寺
千
手
観
音
像
に
明
る
さ
の
表
現
を
読
み
取
る
の
は
寧
ろ
少
数
派
で
、
沈
鬱

な
表
情
と
読
み
取
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

（
58
）	

前
注
四
七
，
四
八
。

（
59
）	

前
注
一
〇
。

（
60
）	

佐
藤
昭
夫
「
岩
船
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」（『
國
華
』
第
八
四
八
号
、
一
九
六
七
年

十
一
月
、
五
二
六
頁
～
五
三
〇
頁
）

（
61
）	

中
野
玄
三
「
藤
原
彫
刻
」（『
日
本
美
術
全
集
』
第
七
巻
、
一
九
七
八
年
）

（
62
）	

前
注
一
二
、
二
〇
頁
。

（
63
）	

水
野
敬
三
郎
「
平
安
時
代
後
期
の
彫
刻
」（『
日
本
美
術
全
集
』
第
六
巻
、
講
談

社
、
一
九
九
四
年
、
一
四
六
頁
）

（
64
）	

副
島
弘
道
「
十
世
紀
の
彫
刻
」（『
日
本
美
術
全
集
』
第
六
巻
、
講
談
社
、
一
九
九

四
年
、
一
七
六
頁
、
一
七
七
頁
）

（
65
）	

根
立
研
介
「
慶
派
仏
師
出
現
以
前
の
仏
師
と
社
会
」（『
日
本
中
世
仏
師
の
研
究
』、

塙
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）

（
66
）	

山
本
勉
『
仏
像　

日
本
仏
像
史
講
義
』、
平
凡
社
、
二
〇
一
三
年
。

（
67
）	

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
七
世
紀
に
は
、
玄
奘
三
蔵
に
よ
り
漢
訳
さ
れ
た
『
大
般

若
経
』
の
中
に
仏
の
三
十
二
相
が
あ
り
、
そ
の
第
三
十
番
に
「
面
輪
猶
満
月
」
と

説
か
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
も
文
武
天
皇
の
七
〇
三
年
に
は
こ
の
『
大
般
若
経
』

は
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
七
世
紀
に
善
導
が
著
し
た
『
往
生
礼
賛
』
の

「
中
夜
講
」
に
も
「
龍
樹
菩
薩
の
願
往
生
礼
讃
偈
」
と
称
し
て
「
十
二
礼
」
が
あ

り
、
そ
の
中
に
「
面
善
円
浄
如
満
月
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

『
往
生
要
集
』
よ
り
も
は
る
か
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
安
後
期
に
『
往

生
要
集
』
の
影
響
で
如
来
の
頭
部
が
丸
く
な
っ
た
と
断
言
す
る
こ
と
に
は
な
お
慎

重
な
姿
勢
が
必
要
で
あ
り
、
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
68
）	

前
注
八
。

（
69
）	

中
野
玄
三
、「
日
本
彫
刻
史
上
の
藤
原
時
代
」（『
日
本
の
美
術
』
七
、
至
文
堂
、

一
九
七
〇
、
十
八
頁
）

（
70
）	

前
注
三
七
、
一
七
一
頁
。

（
71
）	

前
注
一
七
、
三
二
頁
、
三
四
頁
。

（
72
）	

前
注
一
三
、
五
四
八
頁
、
五
四
九
頁
。

（
73
）	

前
注
五
、
四
五
二
頁
等
。

（
74
）	

前
注
四
六
、
一
三
九
頁
。

（
75
）	

丸
尾
彰
三
郎
「
日
本
彫
刻
史
展
望
（
二
）」（『
月
刊
文
化
財
』
第
十
号
、
一
九
五

六
年
二
月
、
六
頁
）。
丸
尾
氏
は
、「
和
様
」
の
時
代
の
特
徴
と
し
て
、
本
引
用
文

を
載
せ
る
が
、
同
頁
の
中
で
こ
れ
を
「
藤
原
時
代
」
に
置
き
換
え
て
い
る
。
ま

た
、「
日
本
彫
刻
史
展
望
（
四
）」（『
月
刊
文
化
財
』
第
十
二
号
、
同
年
四
月
）
の

中
で
は
、
こ
の
時
代
を
指
し
て
「
定
朝
様
式
」
と
す
る
。

（
76
）	

前
注
一
〇
、
一
八
頁
、
一
九
頁
。

（
77
）	

前
注
六
三
、
一
三
四
頁
。

（
78
）	

前
注
八
、
二
四
六
頁
。

（
79
）	

前
注
一
二
、
一
六
頁
。

（
ま
つ
で　

よ
う
こ　

文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員
：
本
庄　

良
文　

教
授
）

二
〇
一
九
年
九
月
十
八
日
受
理





佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

四
七

は
じ
め
に

　
『
百
詠
和
歌
』（
一
二
〇
四
年
成
立
）
は
、
源
氏
物
語
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ

る
源
光
行
（
一
一
六
三
～
一
二
四
四
）
が
、
初
唐
の
詩
人
李
嶠
（
六
四
五
～
七
一

四
）
の
『
李
嶠
百
二
十
詠
』（
李
嶠
百
詠
・
李
嶠
雑
詠
詩
と
も
称
す
る
）
の
一
題

ご
と
か
ら
、
詩
の
一
句
な
い
し
一
連
二
句
を
示
し
、
詩
句
の
注
ま
た
は
関
係
の
あ

る
故
事
・
説
話
を
述
べ
て
和
歌
を
詠
じ
た
句
題
和
歌
集
で
あ
る
。『
李
嶠
百
二
十

詠
』
は
平
安
初
期
ま
で
に
将
来
さ
れ
『
千
字
文
』・『
蒙
求
』・『
和
漢
朗
詠
集
』
と

と
も
に
、「
四
部
ノ
読
書
」
の
一
と
し
て
漢
詩
・
和
歌
を
暗
誦
す
る
幼
学
書
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
た

（
（
（

。

　

題
目
に
掲
げ
た
『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
は
、

　

源
光
行
の
『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
は
、『
李
嶠
百
二
十
詠
』
音
楽

十
首
「
簫
」
の
詠
詩
か
ら
「
仙
人
幸
見
尋
」
を
句
題
と
し
、
王
子
喬
の
伝
説

を
付
し
た
上
で
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
前
漢
の
劉
向
撰
と
伝
わ
る
『
列
仙

伝
』
に
よ
れ
ば
、
王
子
喬
は
た
く
み
に
「
笙
」
を
吹
い
て
鳳
凰
の
鳴
く
よ
う

な
音
を
立
て
、
道
士
浮
丘
公
と
共
に
嵩
山
に
登
り
三
十
余
年
仙
人
の
修
行
を

し
、
つ
い
に
白
鶴
に
乗
っ
て
昇
天
し
た
と
伝
わ
る
。
し
か
し
、
王
子
喬
の
伝

説
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
張
庭
芳
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
「
周
の
霊
王
太
子

晋
、
簫
を
ふ
く
」
を
句
題
に
加
え
、
ま
た
「
白
鶴
」
は
仙
人
王
子
喬
が
昇
天

す
る
時
の
駕
で
あ
る
が
、「
帰
る
そ
ら
な
き
鶴
の
毛
衣
」
と
詠
ん
で
い
る
こ

と
に
注
目
し
た
い
。
本
稿
は
「
王
子
喬
の
簫
の
笛
」
と
、
歌
語
「
鶴
の
け

衣
」
を
考
察
の
起
点
と
す
る
こ
と
で
、
李
嶠
の
「
簫
の
詠
詩
」
が
生
み
出
さ

れ
た
背
景
を
通
し
て
、
光
行
が
ど
の
よ
う
に
享
受
し
、
ま
た
そ
れ
を
ど
う
和

歌
に
表
現
し
た
か
、『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
の
解
釈
を
試
み
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

�

百
詠
和
歌
、
李
嶠
百
二
十
詠
詩
注
、
王
子
喬
、
簫
の
笛
、
帰

る
空
な
き
鶴
の
け
衣

『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌

─
王
子
喬
の
「
簫
」
の
笛
に
つ
い
て

─

今

井

友

子

論
　
文〔

抄
　
録
〕



『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
（
今
井
友
子
）

四
八

仙
人
幸

ニ

見
タ
リ

尋
ネ　

周
の
霊
王
太
子
晋シ

ン

、
簫
を
ふ
く
、
道
士
浮
丘
公
し

ろ
き
鶴
に
な
り
て
飛
来
り
て
聞
く

ふ
え
の
音
の
う
ら
が
な
し
く
や
聞
え
け
ん
帰
る
そ
ら
な
き
鶴
の
け
衣

と
い
う
も
の
で

（
（
（

、『
李
嶠
百
二
十
詠
』
音
楽
十
首
「
簫
」
の
詠
詩
か
ら
「
仙
人
は

幸
ひ
に
尋
ね
ら
れ
た
り
」
を
題
と
し
、
周
の
霊
王
太
子
晋
（
以
下
、
王
子
喬
）
の

伝
説
を
付
し
た
上
で
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
前
漢
の
劉
向
選
と
伝
わ
る
『
列
仙

伝
』
に
よ
れ
ば
、
王
子
喬
は
「
笙
」
の
名
手
で
鳳
凰
の
鳴
く
よ
う
な
音
を
た
て
、

道
士
浮
丘
公
と
共
に
嵩
山
に
登
り
三
十
余
年
仙
人
の
修
行
を
し
、
つ
い
に
白
鶴
に

乗
っ
て
昇
天
し
た
と
あ
る

（
（
（

。

　

し
か
し
光
行
は
、
王
子
喬
の
伝
説
を
取
り
入
れ
な
か
ら
、「
笙
」
で
は
な
く

「
周
の
霊
王
太
子
晋
、
簫
を
ふ
く
」
を
句
題
と
し
て
い
る
。「
笙
」
と
「
簫
」
は
、

形
態
・
奏
法
・
音
色
の
違
う
笛
で
あ
る
。
ま
た
「
白
鶴
」
は
王
子
喬
が
昇
天
す
る

時
の
駕
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
帰
る
そ
ら
な
き
鶴
の
け
衣
」
と
詠
ん
で
い
る
こ
と

に
も
注
目
し
た
い
。

　
『
百
詠
和
歌
』
成
立
の
経
緯
は
池
田
利
夫
氏
「
百
詠
和
歌
と
李
嶠
」
の
論
が
あ

り
（
（
（

、『
李
嶠
百
二
十
詠
』
は
福
田
俊
昭
氏
『
李
嶠
と
雑
詠
詩
』
に
委
曲
が
つ
く
さ

れ
（
（
（

、
仙
人
王
子
喬
の
受
容
に
つ
い
て
は
吉
原
浩
人
氏
の
論
考
に
く
わ
し
い
。
こ
れ

ら
の
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、
本
稿
は
「
王
子
喬
の
簫
の
笛
」
と
歌
語
「
鶴

の
け
衣
」
を
考
察
の
起
点
と
す
る
こ
と
で
、
李
嶠
の
「
簫
の
詠
詩
」
が
生
み
出
さ

れ
た
背
景
を
通
し
て
、
光
行
が
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、
ま
た
そ
れ
を
ど
う
和
歌
に

表
現
し
た
か
、『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
の
解
釈
を
試
み
る
。

一　
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
と
張
庭
芳
『
百
二
十
詠
詩
注
』

　

ま
ず
『
百
詠
和
歌
』
の
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
光
行
が
用
い
た
と
さ
れ

る
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
と
張
庭
芳
注
『
百
二
十
詠
詩
注
』
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

き
た
い
。『
李
嶠
百
二
十
詠
』
の
我
が
国
へ
の
将
来
が
確
認
で
き
る
文
献
は
、
漢

籍
の
分
類
目
録
『
日
本
国
健
在
書
目
録
』（
八
九
一
年
頃
）
に
『
李
嶠
百
廿
』
と

記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら

（
（
（

、
平
安
初
期
に
は
請
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（
（

。
伝
嵯

峨
天
皇
（
七
八
六
～
八
四
二
）『
李
嶠
詩
』（
宮
内
庁
所
蔵
）
は
所
謂
宸
翰
本
で
、

我
が
国
に
現
存
す
る
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
の
最
古
の
写
本
に
部
立
が
残
る

（
（
（

。
以

下
、
部
立
て
を
掲
げ
る
。

　
　

乾
象
十
首　
　

日 

月 

星 

風 

雲 

煙 

露 

霧 

雨 

雪

　
　

坤
儀
十
首　
　

山 

石 

原 

野 

田 

道 

海 

江 

河 

洛

　
　

芳
草
十
首　
　

蘭 

菊 

竹 

藤 

萱 

萍 

菱 

瓜 

茅 

荷

　
　

喜
樹
十
首　
　

松 

桂 

槐 

柳 

桐 

桃 

李 

梨 

梅

　
　

霊
禽
十
首　
　

鳳 

鶴 

烏 

鵲 

鷹 

鳧 

鶯 

雉 

燕 

雀

　
　

祥
獣
十
首　
　

龍 

麟 

象 

馬 

牛 

豹 

熊 

鹿 

羊 

兎

　
　

居
処
十
首　
　

城 

門 

市 

井 

宅 

池 

楼 

橋 

舟 

車

　
　

服
玩
十
首　
　

床 

席 

帷 

簾 

屏 

被 

鏡 

扇 

燭 

酒

　
　

文
物
十
首　
　

経 

史 

詩 

書 

賦 

檄 

紙 

筆 

硯 

墨

　
　

武
器
十
首　
　

剣 

刀 

箭 

弓 

弩 

旌 

旗 

戈 

鼓 

弾

　
　

音
楽
十
首　
　

琴 

瑟 

箏 

琵
琶 

鐘 

簫 

笛 

笙 

歌 

舞

　
　

玉
帛
十
首　
　

珠 

玉 

金 

銀 

銭 

錦 

羅 

綾 

素 

布
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月
）

四
九

こ
れ
ら
の
物
名
の
単
題
に
、
五
言
律
詩
を
詠
じ
た
百
二
十
首
を
『
李
嶠
百
二
十

詠
』
と
呼
ぶ
。
音
楽
十
首
「
簫
」
の
詠
詩
は
、

　
　

虞
舜
調
清
管　
　
　

虞
舜　

清
管
を
調し

ら

べ

　
　

王
褒
賦
雅
音　
　
　

王
褒　

雅
音
を
賦
す

　
　

参
差
横
鳳
翼　
　
　

参
差
と
し
て
鳳
の
翼つ

ば
さを

横よ
こ
たへ

　
　

捜
索
動
猿
吟　
　
　

捜
索
と
し
て
猿
の
吟
を
動

と
ど
ろ
かす

　
　

霊
鶴
時
来
致　
　
　

霊
鶴
は
時
に
来
り
致
り

　
　

仙
人
幸
見
尋　
　
　

仙
人
は
幸

さ
い
は
ひに

尋
ね
ら
れ
た
り

　
　

為
聴
楊
柳
曲　
　
　

楊
柳
の
曲
を
聴き

く
が
為
に

　
　

行
役
幾
傷
心　
　
　

役え
き

に
行
き
て
幾い

く

た
び
か
心
を
傷

い
た
ま
しむ

る

と
あ
り

（
（
（

、
第
六
句
「
仙
人
幸
見
尋
」
は
『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
の
句
題
と

一
致
す
る
。
こ
の
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
に
は
、
盛
唐
の
張
庭
芳
が
注
釈
を
施
し
た

詩
注
本
が
現
存
す
る

（
（1
（

。
す
で
に
中
国
で
は
亡
佚
し
、
我
が
国
に
の
み
現
存
す
る
貴

重
書
で
あ
る
。
現
存
す
る
詩
注
本
は
全
部
で
六
本
あ
り
、
こ
の
う
ち
完
本
は
四
本

で
、
残
り
の
二
本
は
欠
本
で
あ
る
。
四
本
の
完
本
は
慶
応
大
学
図
書
館
・
天
理
大

学
図
書
館
・
関
西
大
学
図
書
館
・
静
嘉
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
。
こ
の
中
で
時
代

が
古
く
完
本
で
あ
る
慶
応
大
学
図
書
館
本
『
百
二
十
詠
詩
注
』、「
簫
」
の
詩
注
を

以
下
翻
刻
す
る

（
（1
（

。

〇マ
マ

簫　

�

博
雅

ニ

云
・
大
者

ハ

二
十
四
管
无
レ

底
・
漢
謂
二

洞
簫
一ト

・
小
者
十
六
管
有
レ

底
・
状
如
二

鳳
翼
一ニ

・
其

ノ

声
通
二

鳳
声
一

・
礼
義
算
曰
・
伏
羲
作
レ

簫
・
十
六

管
事
始

ニ

云
・
女
媧
造

レ
リ

風
俗
通

ニ

云 

舜
作
二

竹
簫
一

其
形
参
差　

シ
テ・

以
象
二

鳳

翼
一

十
管
長

サ

尺
二
寸
・
白
虎
通

ニ

云
・
簫
者
中
墳

ノ

之
気
也
・
五
経
通
義

曰
・
編
レテ

竹
ヲ

為
レレ

リ

之
・
長

サ

尺
有
五
寸
・
博
雅

ニ

曰
・
簫
大
者
二
十
三
管
无

レ

底
・
小
者
十
六
管
有
レ

底
・
古

ノ

之
善

ク

吹
モ
ノ

弄
玉
簫
史

ナ
リ

漢
ノ

元
帝
灵
帝

大
小
其
説
不
レ

同
・
原
ニレ

ハ

夫
簫
簳

ノ

所
一ヲ

生
タ
ハ

号
江
南
之
丘
虚

ナ
リ

洞
ニ

條
暢

シ
テ

而
罕マ

レ
レナ

リ

節フ
シ

令
敷
扮

ニ
シ
テ

以
扶
疎
也

虞
舜
調シ

ラ
二ベ

清
管
一ノ　

王
褒
賦
二ス

雅
音
一ヲ

虞
書
曰
・
簫
韶
九
成

シ
テ

鳳
凰
来
儀

ス

・
韶

ハ

舜
ノ

楽
也
・
韶

ハ

絽
也
・
言

ハ

其

絽
二

尭
ノ

従
一

也
・
王
褒
字

ハ

子
渕
蜀
人
也
・
文
帝
為
二

太
子
一

・
喜
レ

褒
ヲ

為
二

洞
簫
賦
一ヲ

也

参
差

ト
シ
テ

横
二ヘ

鳳
ノ

翼
ツ
バ
サ

一ヲ　

捜
索

ト
シ
テ

動
ス
二

猿
吟
一ヲ

舜
作
レ

簫
参
差

シ
メ

象
二

鳳
ノ

翼
一

也
・
洞
簫
賦

ニ

曰
玄
猿
悲
嘯
捜
二

索
タ
リ

其
ノ

間
一ニ

也

霊
鶴
時

ニ

来
致

ル　

簫
史
吹
レ

簫
善

ク

致
二

白
鶴
一

仙
人
幸

ニ

見
レル

尋　

周
ノ

霊
王
太
子
晋
吹
簫
・
道
士
浮
丘
公
変

シ
テ

作
二

白
鶴
一

来
レ
リ

也

為
レニ

聴
二カ

楊
柳

ノ

曲
一ヲ　

行
役

ノ

幾
傷
レム

心
ヲ

短
簫

ニ

有
二

楊
柳

ノ

曲
一

・
行
役
聞
二

此
ノ

曲
一ヲ

傷
レム

心
ヲ

也
・
折
二

楊
柳

ノ

枝
一

送
二

行
人
一ヲ

曲
也

�

※
太
字
は
李
嶠
の
詠
詩
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
（
前
掲
序
）
は
、『
李
嶠
百

二
十
詠
』
音
楽
十
首
「
簫
」
の
詠
詩
の
第
六
句
「
仙
人
幸

ニ

見
レル

尋
」
と
、
張
庭
芳

の
詩
注
「
周

ノ

霊
王
太
子
晋
吹
簫
・
道
士
浮
丘
公
変

シ
テ

作
二

白
鶴
一

来
レ
リ

也
」
を
句

題
に
用
い
た
こ
と
が
判
る
。



『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
（
今
井
友
子
）

五
〇

　

光
行
は
『
百
詠
和
歌
』
の
真
名
序
に
、

夫
、
鄭
国
公
始
賦
百
廿
詠
之
詩
、
以
諭
于
幼
蒙
、
張
庭
芳
追
述
数
千
言
之

注
、
以
備
于
後
鑑
、
是
以
、
少
壮
之
昔
学
之
、
閑
居
之
今
抄
之
、
所
謂
四
韻

之
間
取
二
句
、
一
題
之
中
綴
両
歌
是
也
、
伏
以
、
詩
者
唐
室
之
志
、
歌
者
我

朝
之
風
也
、
予
、
天
性
尤
拙
、
雖
隔
砕
金
彫
玉
之
誉
、
宿
習
斯
深
、
猶
耽
中

動
外
形
之
詞
、
窓
裏
聚
雪
、
久
術
白
氏
之
業
、
山
辺
翫
霞
、
専
慕
赤
人
之

蹤
、
仍
詠
二
百
四
十
之
歌
、
成
一
十
有
二
之
巻
、
縦
顧
亥
豕
成
字
之
性
、
何

耐
夜
鶴
思
子
之
志
者
乎
、
于
時
、
元
久
之
初
、
初
冬
律
、
朝
議
大
夫
源
光
行

病
中
録
之
而
已

「
唐
国
の
李
嶠
百
二
十
詠
の
詩
は
、
幼
学
者
を
諭
す
書
と
し
、
張
庭
芳
の
追
述
し

た
数
千
言
の
注
は
、
備
え
を
も
っ
て
後
の
鑑
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
若
い
頃
の
昔

之
を
学
び
、
閑
居
の
今
、
之
を
抄
す
。
い
わ
ゆ
る
四
韻
の
間
に
二
句
取
り
、
一
題

の
中
に
二
歌
を
綴
る
也
。
詩
は
唐
室
の
志
、
歌
は
我
が
朝
の
風
な
り
、
─
後
略

─
」
と
記
す
。
光
行
は
若
い
頃
に
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
を
学
ぶ
に
あ
た
り
、
張
庭

芳
の
追
述
し
た
注
を
手
本
と
し
、
今
、
ま
た
そ
の
内
容
を
認
め
た
上
で
『
百
詠
和

歌
』
を
詠
ん
だ
こ
と
が
伺
え
る
。

二　

仙
人
王
子
喬
に
つ
い
て

　

王
子
喬
は
『
列
仙
伝
』
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る

（
（1
（

。

王
子
喬
者
、
周
霊
王
太
子
晋
也
。
好
吹
レ

笙
作
二

鳳
凰
鳴
一。
游
二

伊
洛
之
間
一、

道
士
浮
丘
公
、
接
以
上
二

嵩
高
山
一。
三
十
余
年
後
、
求
二

之
於
山
上
一、
見
二

桓

良
一

曰
、
告
二

我
家
一、
七
月
七
日
待
二

我
於
緱
氏
山
巓
一。
至
レ

時
、
果
乗
二

白
鶴
一

駐
二

山
頭
一。
望
レ

之
不
レ

得
レ

到
。
挙
レ

手
謝
二

時
人
一、
数
日
而
去
。
亦
立
二

祠
於

緱
氏
山
下
及
嵩
山
首
一焉
。

王
子
喬
と
は
、
周
の
霊
王
の
太
子
晋
の
こ
と
で
あ
る
。
好す

ぐ

れ
て
笙
を
吹

き
、
鳳
凰
の
鳴
く
音
を
た
て
た
。
伊
洛
の
地
に
遊
行
の
頃
、
道
士
浮
丘

公
に
接
し
て
嵩
高
山
に
登
っ
た
。
三
十
余
年
の
後
に
、
山
上
で
捜
す

と
、
桓
良
の
前
に
あ
ら
わ
れ
、「
七
月
七
日
に
、
我
を
緱
氏
山
の
頂
上

で
待
っ
て
い
る
よ
う
、
家
人
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
た
。
そ
の
時

が
来
る
と
、
本
当
に
白
い
鶴
に
乗
っ
て
山
頂
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
を

遠
く
か
ら
見
て
も
、
そ
こ
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
手
を
挙
げ
て

人
々
に
別
れ
を
告
げ
、
数
日
し
て
去
っ
た
。
後
日
、
緱
氏
山
の
麓
や
嵩

山
の
頂
に
、
祠
が
立
て
ら
れ
た
。

王
子
喬
は
、
周
の
霊
王
太
子
晋
の
こ
と
で
、
す
ぐ
れ
て
「
笙
」
を
吹
き
鳳
凰
の
鳴

を
作
り
、
三
十
数
年
後
、
白
鶴
に
乗
っ
て
緱
氏
山
の
頂
上
に
現
れ
た
と
あ
る
。
こ

の
王
子
喬
に
関
す
る
図
像
や
銘
文
の
遺
例
は
、
次
の
資
料
に
み
る
こ
と
が
出
来

る
。

　

中
国
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
の
呉
強
華
氏
が
新
た
に
収
蔵
さ
れ
た
北
朝
時
代

（
三
八
六
～
五
七
七
）
の
「
石
床
屏
風
」（
図
1
）
に
、
王
子
喬
が
「
笙
」
を
吹
く

図
と
、「
王
子
喬
吹
笙
」「
浮
丘
公
来
聴
」
の
題
記
が
見
ら
れ
る
。
石
床
屏
風
と
は

死
者
を
弔
う
為
の
石
の
寝
台
と
三
方
を
取
り
囲
む
屏
風
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
南

朝
の
王
子
喬
図
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
北
朝
時
代
の
も
の
は
昨
年
（
二
〇
一



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

五
一

八
）
新
た
に
黒
田
彰
氏
に
よ
り
確
認
さ
れ
た

（
（1
（

。

　
『
昇
仙
太
子
碑
』
は
、
現
在
の
河
南
省
偃
師
市
の
仙
君
廟
に
あ
る
。
則
天
武
后

（
在
位
六
九
〇
～
七
〇
五
）
が
即
位
後
の
聖
暦
二
年
（
六
九
九
）
に
嵩
山
と
緱
山

に
行
幸
し
、
荒
廃
し
て
い
た
王
子
晋
廟
を
修
復
し
、
昇
仙
太
子
廟
と
改
称
し
た
も

の
で
、昇

仙
太
子
碑
並
序　

ー
中
略
ー　

昇
仙
太
子
者
、
字
子
喬
。
周
霊
王
之
王
子

也
。　

ー
中
略
ー　

鳳
笙
流
レ

響
。
恒
居
二

伊
洛
之
間
一。
鶴
駕
騰
レ

鑣
。
俄
陟
二

神
仙
之
路
一。
嵩
高
嶺
上
。
雖
下

藉
二

浮
丘
之
迎
一。
緱
氏
峯
前
。
終
侍
中

桓
良
之

告
上　

ー
後
略
ー
。

と
、『
列
仙
伝
』
の
内
容
が
記
さ
れ
る

（
（1
（

。

　

ま
た
時
代
は
下
が
る
が
明
代
の
『
三
才
図
会
』
人
物
巻
十
（
図
2
）
に
も
王
子

喬
図
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
王
子
喬
は
「
笙
」
が
巧
み
な
こ
と
か
ら
、
浮
丘
公
と
と
も
に
嵩
高

山
に
登
り
、
再
び
白
鶴
に
乗
っ
て
現
れ
る
と
い
う
前
漢
の
劉
向
撰
と
伝
わ
る
『
列

仙
伝
』
の
内
容
が
、
後
世
に
ま
で
広
く
伝
わ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る

（
（1
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
張
庭
芳
は
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
の
音
楽
十
首
「
簫
」
の
第
六
句

「
仙
人
幸

ニ

見
レル

尋
」
に
、「
周

ノ

霊
王
太
子
晋
吹
簫
」
と
周
の
霊
王
の
太
子
晋
が

「
簫
」
の
笛
を
吹
き
仙
人
に
な
っ
た
故
事
を
記
す
（
前
掲
第
一
章
）。
し
か
し
、
張

庭
芳
は
音
楽
十
首
「
笙
」
と
「
歌
」
の
部
立
に
も
王
子
喬
の
故
事
を
記
し
て
い

る
。「
笙
」
の
注
に
は
「
古

ノ

之
善

ク

吹
ク
モ
ノ

王
子
晋
」
と
あ
り
、「
歌
」
の
第
一
・

二
句
「
漢
帝

ハ

臨
二ミ

汾
水
一ニ

。
周
仙
去
二ル

洛
濱
一ニ

」
の
注
は
、

図 1　黒田彰氏提供「石床屏風」拓本（北朝）
題記「王子喬吹笙」・「浮丘公来聴」

図 2 �　『三才図会』（万暦三十五年
〈一六〇七〉）国立国会図書館デ
ジタルコレクション



『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
（
今
井
友
子
）

五
二

漢
ノ

武
帝
祠
二

汾
陰

ニ

后
土
一ヲ

欣
然
而
中
流

ニ
シ
テ

而
歌
曰
・
秋
風
起

リ

去
白
雲
飛

也
・
周

ノ

霊
王
太
子
晋
好
吹
レ

笙
ヲ

・
歌
遊
二

伊
洛

ノ

間
一ニ

・
浮
丘
公
乗
二

白
鶴
一

而

去
レ
ハ

也

と
「
周
の
霊
王
太
子
晋
、
好
れ
て
笙
を
吹
く
」
と
付
し
て
い
る
。
こ
の
張
庭
芳
の

詩
注
に
よ
り
、
王
子
喬
が
吹
く
笛
は
「
笙
と
簫
」
の
二
説
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　
「
笙
」
と
「
簫
」
に
つ
い
て
、
許
慎
著
『
説
文
解
字
』（
永
元
十
二
年
〈
一
〇

〇
〉
成
立
）
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る

（
（1
（

。

竹
部　

笙
：�

十
三
簧
。
象
鳳
之
身
也
。
笙
、
正
月
之
音
。
物
生
、
故
謂
之

笙
。
大
者
謂
之
巣
、
小
者
謂
之
和
。
从
竹
生
聲
。
古
者
隨
作

笙
。

竹
部　

簫
：
参
差
管
楽
。
象
鳳
之
翼
。
从
竹
肅
聲
。

　
　
　

筒
：
通
簫
也
。
从
竹
同
聲
。

「
笙
」
の
形
は
「
象

か
た
ち

鳳
の
身
な
り
」
と
翼
を
立
て
て
休
む
鳳
の
姿
に
見
立
て
て
い

る
。「
簫
」
は
「
参
差
管
楽
、
象

か
た
ち

鳳
の
翼
」 

と
あ
る
よ
う
に
、
長
さ
の
違
う
竹
の

管
を
横
に
並
べ
、
そ
の
形
は
鳳
の
翼
を
し
た
パ
ン
パ
イ
プ
の
よ
う
な
笛
で
あ
る

（
（1
（

。

滋
賀
県
に
あ
るM

IH
O

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
「
技
楽
俑
」（
図
3
）
の
右
か
ら
三

番
目
が
「
簫
」
を
吹
く
技
女
で
、
同
じ
くM

IH
O

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
「
奏
楽

天
人
像
」（
図
4
）
は
、「
笙
」
を
吹
く
天
人
像
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
唐

代
に
「
笙
」
と
「
簫
」
の
笛
の
存
在
が
わ
か
る

（
（1
（

。

　

日
本
に
は
「
笙
」
と
「
簫
」
の
笛
は
奈
良
時
代
頃
に
伝
来
す
る
が
、
源
順
（
九

一
一
～
九
八
三
）
の
『
和
名
類
聚
抄

（
（1
（

』
管
籥
類
第
四
十
八
は
、「
笙
」
と
「
簫
」

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

笙
匏�

簧
附　

釈
名
云
笙
。
音
生
俗
云
象
乃
布
江
。
竹
之
母
曰
匏
、
薄
交
反
俗

云
豆
保
。
以
瓢
為
之
横
施
於
管
頭
曰
簧
。
音
黄
俗
云
之
太
。
以
竹
銕
作

之
。
今
案
有
十
七
管
。

簫　
�

風
俗
通
云
舜
作
簫
。
先
堯
反
和
名
世
宇
乃
布
江
。
其
形
参
差
象
鳳
翼
也

一
云
籟
、
音
頼
。
一
云
嶂
、
胡
交
反
簫
者
編
管
而
吹
也
、
但
其
長
短
不

同
、
参
差
之
義
是
歟
、
一
云
簫
十
六
管
、
今
案
数
諸
説
不
同
、
五
経
通 図 4　「奏楽天人像」（北斉五六〇年頃）

図 3 �　「技楽俑」（唐代六一八年～九〇七年頃）右から
三番目、簫を吹く技女
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五
三

義
云
、
大
者
二
十
三
管
、
小
者
十
三
管
、
一
云
舜
所
造
十
四
管
也
。

笙
の
音
は
「
象
乃
布
江
」
で
、
匏
（
ほ
う
・
つ
ぼ
）
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
細
い
竹

管
を
環
状
に
た
て
た
も
の
で
あ
る
。「
笙
の
笛
・
鳳
笙
・
そ
う
の
ふ
え
・
そ
う
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
簫
の
和
名
は
「
世
宇
乃
布
江
」
で
、
形
は
「
鳳
の
翼
」
の
よ
う

で
、「
管
を
編
ん
だ
の
を
吹
く
、
但
し
そ
の
長
短
は
同
じ
で
は
な
く
、
参
差
の
意

味
は
こ
れ
か
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
笙
」
と
「
簫
」
は
、
形
態
・
奏
法
・
音

色
の
違
う
笛
で
あ
る
。
ま
た
舞
楽
・
雑
楽
・
散
楽
の
様
子
が
描
か
れ
た
通
称
『
信

西
古
楽
図
』
の
「
舞
図
楽
書
戊
集
」
が
の
こ
り
、
楽
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
を
演

奏
す
る
絵
が
画
か
れ
て
い
る

（
（2
（

。
こ
れ
ら
の
辞
書
や
図
に
よ
り
光
行
は
、「
笙
」
と

「
簫
」
の
笛
の
違
い
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
光
行
が
王
子
喬
の
笛
を
「
笙
」
で
は
な
く
、「
周

ノ

霊
王
太
子

晋
吹
簫
」
を
『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
の
句
題
に
用
い
た
の
に
は
、
そ
れ
を

認
め
る
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
百
十
六
番
歌
を
解

釈
す
る
上
に
お
い
て
、
そ
の
詠
作
の
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。

三　

唐
詩
に
み
る
王
子
喬

　

李
嶠
や
張
庭
芳
の
生
き
た
唐
代
に
王
子
喬
は
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
だ
ろ

う
。
赤
松
子
と
と
も
に
神
仙
の
代
表
と
し
て
多
く
の
用
例
が
あ
る
が
、
笛
を
詠
ん

だ
漢
詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
た
。
則
天
武
后
の
時
代
に
宮
廷
詩
人
と
し

て
活
躍
し
た
宋
之
問
（
六
五
六
頃
～
七
一
二
）
の
楽
府
巻
第
二
十
九
「
王
子
喬
」

は
名
を
詩
題
と
す
る

（
（2
（

。

　
　

王
子
喬
、
愛
神
仙　
　
　

王
子
喬 

神
仙
を
愛
で
る

　
　

七
月
七
日
上
賓
天　
　
　

七
月
七
日
に
上
じ
て
天
に
賓
ず

　
　

白
虎
揺
瑟
鳳
吹
笙　
　
　

白
虎
瑟
を
揺
が
し
鳳
笙
を
吹
く

　
　

乗
騎
雲
気
吸
日
精　
　
　

騎
に
乗
じ
雲
気
日
精
を
吸
ふ

　
　

吸
日
精
長
不
帰　
　
　
　

日
精
を
吸
ひ
長
く
帰
ら
ず

　
　

遺
廟
今
在
而
人
非　
　
　

遺
廟
に
今
人
に
あ
ら
ず
し
て
在
り

　
　

空
望
山
頭
草　
　
　
　
　

空
を
望
む
山
頭
の
草

　
　

草
露
湿
人
衣　
　
　
　
　

草
露
人
衣
を
湿
ら
す

と
王
子
喬
は
「
鳳
笙
」
を
吹
き
、
今
は
仙
人
と
し
て
廟
に
祀
ら
れ
る
こ
と
を
詠
ん

で
い
る
。

　

李
白
（
七
〇
一
～
七
六
二
）
の
「
鳳
笙
篇
」
は

（
（2
（

、

　
　

仙
人
十
五
愛
吹
笙　
　
　
　

仙
人
十
五
、
笙
を
吹
く
を
愛
す

　
　

学
得
崑
丘
彩
鳳
鳴　
　
　
　

学
び
得
た
り
、
崑
丘
、
彩
鳳
の
鳴
く
を

　
　

始
聞
練
気
飡
金
液　
　
　
　

始
め
聞
く
、
気
を
練
っ
て
金
液
を
飡
す
る
を

　
　

復
道
朝
天
赴
玉
京　
　
　
　

復
た
道い

ふ
、
天
に
朝
し
て
玉
京
に
赴
く
と

　
　

玉
京
迢
迢
幾
千
里　
　
　
　

玉
ぎ
よ
く

京け
い

迢て
う

迢て
う

、
幾
千
里

　
　

鳳
笙
去
去
無
窮
已　
　
　
　

鳳ほ
う

笙し
や
う

去き
よ

去き
よ

、
窮
ま
り
已
む
な
し

　
　
　
　

ー
中
略
ー

　
　

莫
学
吹
笙
王
子
晋　
　
　
　

学
ぶ
莫
れ
、
吹
笙
の
王
子
晋

　
　

一
遇
浮
丘
断
不
還　
　
　
　

一
た
び
、
浮
丘
に
遇
へ
ば
断
じ
て
還
ら
ず



『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
（
今
井
友
子
）

五
四

「
か
の
王
子
晋
が
常
に
鳳
笙
を
弄
び
、
一
た
び
浮
丘
公
に
遇
っ
て
登
仙
し
、
再
び

人
間
に
還
っ
て
来
な
か
っ
た
」
と
、
王
子
喬
の
故
事
を
引
く
。

　

同
じ
く
李
白
の
「
至
二

陵
陽
山
一　

登
二

天
柱
石
一　

酬
三

韓
侍
御
見
レ

招
隱
二

黃

山
一

」
は
、

　
　

韓
衆
騎
白
鹿　

西
往
華
山
中　
　
　

�

韓
衆
、
白
鹿
に
騎
し
、
西
、
華
山
の
中

に
往
く

　
　

玉
女
千
余
人　

相
隨
在
雲
空　
　
　

玉
女
千
余
人
、
相
隨
つ
て
雲
空
に
在
り

　
　
　
　
　
　

ー
中
略
ー

　
　

因
巣
翠
玉
樹　

忽
見
浮
丘
公　
　
　

�
翠
玉
の
樹
に
巣
ふ
に
因
つ
て
、
忽
ち
浮

丘
公
見
を
見
る

　
　

又
引
王
子
喬　

吹
笙
舞
松
風　
　
　

�

又
王
子
喬
を
引
き
、
笙
を
吹
い
て
松
風

に
舞
ふ

　
　

朗
詠
紫
霞
篇　

請
開
蕊
珠
宮　
　
　

�

紫
霞
の
篇
を
朗
詠
し
、
請
う
て
蕊
珠
宮

を
開
く

　
　

步
綱
繞
碧
落　

倚
樹
招
青
童　
　
　

�

步
綱
、
碧
落
を
繞
り
、
樹
に
倚
つ
て
、

青
童
を
招
く

　
　

何
日
可
携
手　

遺
形
入
無
窮　
　
　

�

何
の
日
か
手
を
携
へ
、
形
を
遺
れ
て
、

無
窮
に
入
る
べ
き

と
、「
浮
丘
公
が
忽
然
と
し
て
来
か
か
り
、
又
王
子
喬
を
も
引
き
具
し
、
そ
の
得

意
な
笙
を
吹
い
て
松
風
に
舞
っ
て
見
せ
た
」
と
あ
る

（
（2
（

。

　

次
に
、
盛
唐
の
詩
人
崔
曙
（
？
～
七
三
九
）
は
、
則
天
武
后
が
建
立
し
た
『
昇

仙
太
子
碑
』
の
あ
る
「
緱
山
廟
」
を
詩
題
に
し
て
、

　
　

澗
水
流
年
月　

山
雲
変
古
今　
　
　

澗
水
年
月
流
れ
、
山
雲
古
今
変
わ
ら
ず

　
　

只
聞
風
竹
裏　

猶
有
鳳
笙
音　
　
　

�

只
聞
く
竹
裏
の
風
を
、
猶
鳳
笙
の
音
の

有
る
を

「
月
は
流
れ
て
も
、
山
雲
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
。
只
竹
林
の
風
を
聞
く
と
、
鳳

笙
の
音
が
聞
こ
え
る
」
と
、「
緱
山
廟
」
の
風
景
を
詠
じ
る

（
（2
（

。

　

中
唐
の
詩
人
鮑
溶
（
生
没
年
不
明
）
の
七
言
絶
句
「
懐
レ

仙
」
は
、

　
　

閬
峰
綺
閣
幾
千
丈　
　
　

閬
峰
の
綺
閣
幾
千
丈

　
　

瑤
水
西
流
十
二
城　
　
　

瑤
水
西
に
流
れ
十
二
城

　
　

曽
見
周
霊
王
太
子　
　
　

か
つ
て
見
る
周
の
霊
王
太
子

　
　

碧
桃
花
下
自
吹
笙　
　
　

碧
桃
の
花
の
下
、
自
ら
笙
を
吹
く

と
周
の
霊
王
の
太
子
晋
を
思
っ
て
、
碧
桃
の
花
の
も
と
で
、
自
ら
が
「
笙
」
を
ふ

く
様
子
を
詠
ん
で
い
る

（
（2
（

。

　

白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
）
の
七
言
絶
句
「
王
子
晋
廟
」
は
、

　
　

子
晋
廟
前
山
月
明　
　
　

子
晋
廟
前
山
月
明
か
な
り

　
　

人
間
往
往
夜
吹
笙　
　
　

人
間
往
往
夜
笙
を
吹
く

　
　

鸞
吟
鳳
唱
聴
無
拍　
　
　

鸞
を
吟
じ
鳳
唱
へ
て
聴
く
に
拍
な
し

　
　

多
似
霓
裳
散
序
声　
　
　

多
く
は
霓
裳
散
序
の
声
に
似
た
り
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五
五

「
王
子
晋
の
廟
の
前
に
山
月
が
皎
々
と
輝
く
時
、
其
霊
が
下
界
に
降
っ
て
来
て

折
々
笙
を
吹
く
よ
う
だ
。
そ
の
声
調
は
鸞
鳳
の
鳴
く
よ
う
で
全
く
拍
が
な
い
の

で
、
霓
裳
羽
衣
の
曲
の
散
序
を
聞
く
よ
う
だ
」
と
詠
む

（
（2
（

。
こ
の
よ
う
に
李
嶠
以
後

の
唐
の
漢
詩
を
見
渡
す
と
、「
笙
」
の
笛
の
詠
作
が
見
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
許
渾
（
七
九
一
～
八
五
四
頃
）
の
七
言
絶
句
「
緱
山
廟
」
は
、

　
　

王
子
吹
簫
月
満
台　
　
　

王
子
簫
を
吹
き
、
月
は
台
に
満
つ

　
　

玉
簫
清
転
鶴
裴
回　
　
　

玉
簫
清
ら
か
に
転
し
、
鶴
は
裴
回
す

　
　

曲
終
飛
去
不
知
処　
　
　

曲
終
り
飛
び
去
り
、
処
知
ら
ず

　
　

山
下
碧
桃
春
自
開　
　
　

山
下
の
碧
桃
は
春
自
づ
か
ら
開
く

と
「
簫
」
を
詠
ん
で
い
る

（
（2
（

。
起
句
「
吹
簫
」
を
「
一
作
求
仙
」、
承
句
「
簫
」
を

「
一
作
笙
」、
結
句
「
春
自
」
を
「
一
作
無
数
」
と
本
文
に
異
同
が
み
ら
れ
る
が
、

張
庭
芳
の
詩
注
に
よ
れ
ば
、
王
子
喬
の
笛
に
「
笙
」
と
「
簫
」
の
二
種
類
の
伝
承

が
あ
る
こ
と
か
ら
（
前
掲
第
二
節
）、
許
渾
は
「
簫
」
を
詠
ん
だ
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

四　

日
本
お
け
る
王
子
喬

　

日
本
に
お
い
て
王
子
喬
は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
最

古
の
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』（
天
平
勝
宝
三
年
〈
七
五
一
〉）
の
五
言
詩
に

（
（2
（

、

　
　
　
　

遊
龍
門
山　

一
首　
　

 

葛
野
王
（
六
六
九
～
七
〇
五
）

　
　

命
駕
遊
山
水　

長
忘
冠
冕
情　
　
　

�

駕
を
命
せ
て
山
水
に
遊
び
、
長
く
忘
る

冠
冕
の
情

　
　

安
得
王
喬
道　

控
鶴
入
蓬
瀛　
　
　

�

安
に
か
王
喬
か
道
を
得
て
、 

鶴
を
控
き

て
蓬
瀛
に
入
ら
む

車
駕
を
命
じ
て
散
水
に
遊
び
、
高
位
高
官
に
あ
る
官
人
の
身
の
煩
わ
し
い
気
持
ち

を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
か
し
て
王
喬
（
王
子
喬
）
の
よ
う
な
仙
人

の
術
を
会
得
し
て
、
鶴
に
乗
っ
て
仙
人
の
住
む
と
こ
ろ
に
入
り
た
い
も
の
だ
と
詠

じ
る
。
葛
野
王
の
詠
詩
か
ら
、
古
く
飛
鳥
時
代
に
王
子
喬
の
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

勅
撰
漢
詩
集
『
凌
雲
集
』（
弘
仁
五
年
〈
八
一
四
〉
成
立
）
に
収
録
さ
れ
た
菅

原
清
公
の
「
秋
夜
途
中
聞
笙
」
の
七
言
律
詩
は

（
（2
（

、

　
　

皇
城
陌
上
槐
風
肅　
　
　

皇
城
の
陌
上
、
槐
風
肅き

よ

く

　
　

天
漢
波
閒
桂
月
明　
　
　

天
漢
の
波
閒
、
桂
月
明
ら
か
な
り

　
　

不
知
誰
家
郎
第
幾　
　
　

知
ら
ず
や
、
誰
が
家
の
郎
第
幾
な
り

　
　

写
鸞
模
鳳
以
吹
笙　
　
　

鸞
を
写
し
鳳
を
模
し
て
笙
を
吹
く

　
　

金
商
繞
曲
秋
声
亮　
　
　

金
商
繞
曲
、
秋
声
亮
ら
か
に
し
て

　
　

玉
管
成
文
夜
響
清　
　
　

玉
管
成
文
、
夜
響
清
や
か
な
り

　
　

王
子
偶
仙
何
処
在　
　
　

王
子
仙
に
偶あ

ひ
、
何
処
に
か
在
る
や

　
　

洛
浜
遺
熊
使
人
驚　
　
　

洛
浜
の
遣
熊
、
人
を
驚
か
し
む

吉
原
浩
人
氏
は
、
こ
の
第
七
句
に
い
う
「
王
子
」
と
は
、
鳳
と
「
笙
」
が
第
四
句

に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
『
列
仙
伝
』
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
と
指
摘
さ



『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
（
今
井
友
子
）

五
六

れ
る

（
（3
（

。

　

大
江
維
時
編
『
千
載
佳
句
』（
九
四
七
～
九
五
七
頃
成
立
）
は
、
第
三
節
に
あ

げ
た
鮑
溶
の
七
言
絶
句
「
懐
仙
」
の
第
三
・
四
句
を
引
く

（
（3
（

。

　
　
　
　

笙

773　

心
ハ

羨
ム

周
ノ

霊
王

ノ

太
子　

碧
桃

ノ

花
下

ニ

好
吹
レク

笙
ヲ　

　
　
　

鮑
溶

　

藤
原
公
任
撰
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
（
一
〇
一
二
年
頃
成
立
）
に
も
、
次
の
よ

う
に
王
子
喬
に
関
す
る
漢
詩
が
見
ら
れ
る

（
（3
（

。

　
　
　
　

晴

414　

帰
嵩
鶴
舞
日
高
見　

飲
渭
龍
昇
雲
不
残

嵩す
う

に
帰
る
鶴つ

る

は
舞
ひツ

て
日
高た

け
て
見
ゆ　

渭ゐ

を
飲
む
龍り

よ
うは

昇
つ
て
雲く

も

残

ら
ず�

以い

言げ
ん

�
類
聚
句
題
抄

　
　
　
　

管
弦

462　

一
声
鳳
管　

秋
驚
奏
嶺
之
雲

　
　

数
泊
霓
裳　

暁
送
緱
山
之
月�

連
昌
宮
の
賦

一い
つ

声せ
い

の
鳳ほ

う

管く
わ
んは　

秋あ
き

奏し
ん

嶺れ
い

の
雲
を
驚お

ど
ろか

す

数す
う

泊は
く

の
霓げ

い

裳し
や
うは　

暁
あ
か
つ
き

緱こ
う

山ざ
ん

の
月
を
送
る

　
　
　
　

仙
家
付
道
士
隠
倫

549　

王
喬
一
去
雲
長
断　

早
晩
笙

（
（3
（

声
帰
故
渓�

已
上
四
韻

王わ
う

喬け
う

一ひ
と

た
び
去
つ
て
雲
長
く
断た

えタ
エ
ヌ　

早い
つ
か晩

笙し
や
うの

声こ
ゑ

故こ

渓け
い

に
帰か

へ

ら
ん

　
　
　

懐
く
わ
い

旧き
う

745　

王
子
晋
之
昇
仙　

後
人
立
祠
於
緱
嶺
之
月

　
　

羊
大
傅
之
早
世　

行
客
墜
涙
於
峴
山
之
雲�

文
粋

王わ
う

子し

晋し
ん

のガ

仙せ
ん

に
昇の

ぼ

り
し　

後の
ち

の
人
祠ほ

こ
らを

緱こ
う

嶺れ
い

の
月
に
立
つ

羊や
う

大た
い

傅ふ

のガ

世（
（3
（

を
早は

や

くウ

せ
し　

行か
う

客か
く

涙ナ
ン
ダを

峴け
ん

山ざ
ん

の
雲
に
墜お

と

せ
り　

安あ
ん

楽ら
く

寺じ
の

序じ
よ

相す
け

規の
り

菅
原
道
真
の
廟
所
を
王
子
喬
の
祠
や
羊
祜
の
堕
涙
碑
に
な
ぞ
ら
え
、
道
真
の
威
徳

を
偲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。『
江
談
抄
』
の
第
六
長
句
事
（
一
一
一
一
年
頃
成
立
）

に
も
、
相
規
の
安
楽
寺
序
が
引
か
れ
る

（
（3
（

。

　

後
白
河
院
編
著
『
梁
塵
秘
抄
』
巻
第
二
、
法
文
歌
、
雑
法
文
歌
（
一
一
六
九
年

頃
成
立
）
に
は
、

224　

�

白は
く

道だ
う

猷い
う

が
旧
き
室む

ろ

、
王わ

う

子じ

晋し
ん

が
故も

と

の
跡
、
一
々
に
巡め

ぐ

り
て
見
給
ふ
に
、
昔
の

夢
に
異
な
ら
ず

と
天
台
大
師
智ち

顗ぎ

（
五
九
七
歿
）
が
天
台
山
に
は
い
っ
て
、
白
道
猷
（
東
晋
の

僧
）
の
こ
も
っ
た
古
い
石
室
や
王
子
晋
の
旧
跡
な
ど
を
、
一
つ
一
つ
め
ぐ
っ
て
ご

ら
ん
に
な
る
と
、
昔
大
師
が
長
沙
で
ご
ら
ん
に　

な
っ
た
夢
と
少
し
も
違
っ
て
い

な
か
っ
た
と
あ
る

（
（3
（

。

　

光
行
の
和
歌
の
師
藤
原
俊
成
撰
『
千
載
和
歌
集
』
第
十
六
雑
歌
上
（
一
一
八
七
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五
七

年
九
月
奏
上
）
は
、

　
　
　
　

竜
門
寺
に
ま
う
で
て
仙
室
に
書
付
け
侍
り
け
り

1038　

あ
し
た
づ
に
乗
り
て
通
へ
る
宿
な
れ
ば
跡
だ
に
人
は
見
え
ぬ
な
り
け
り

�

能
因
法
師

と
平
安
中
期
の
歌
人
能
因
法
師
の
歌
を
撰
集
し
て
い
る

（
（3
（

。

　

藤
原
隆
房
著
『
朗
詠
百
首
』
懐
旧
部
（
成
立
年
不
明
）
は
『
本
朝
文
粋
』
巻
第

十
一
・
詩
序
四
「
初
冬
、
陪
管
丞
相
廟
。
同
賦
籬
菊
有
残
花
」
か
ら
「
王
子
晋
之

昇
仙　

後
人
立
祠
於
緱
嶺
之
月
」（
和
漢
朗
詠
集
745
同
）
を
句
題
と
し
て
、
次
の

歌
を
詠
む

（
（3
（

。

87　

こ
の
み
ね
に
た
つ
る
や
し
ろ
は
む
か
し
み
し
人
を
忍
ぶ
の
も
の
と
な
り
け
り

こ
の
よ
う
に
王
子
喬
伝
説
は
、
古
く
は
飛
鳥
時
代
に
将
来
し
、
漢
詩
や
和
歌
の
句

題
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

「
簫
」
の
笛
に
つ
い
て
は
管
見
に
よ
れ
ば
『
百
詠
和

歌
』
の
句
題
の
み
に
見
ら
れ
た
。
時
代
は
下
が
る

が
、
国
内
の
神
社
仏
閣
に
は
王
子
喬
の
彫
刻
が
多
く

見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
に
富
山
県
南
砺
市
井
波
町
の

井
波
別
院
瑞
泉
寺
の
聖
徳
太
子
を
祀
る
太
子
堂
の
正

面
虹
梁
上
に
王
子
喬
の
「
笙
」
を
吹
く
彫
刻
が
あ
る

（
図
6
）。
山
門
西
側
虹
梁
は
、「
簫
」
を
吹
く
簫
史

の
彫
刻
（
図
7
）
の
他
、
境
内
の
あ
ら
ゆ
る
建
造
物
に
見
事
な
彫
刻
の
仙
人
が
見

ら
れ
た

（
（3
（

。

　

他
に
も
富
山
県
富
山
市
八や

つ

尾お

町ま
ち

上か
み

新し
ん

町ま
ち

の
曳
山
（
祭
礼
の
山
車
）
の
隅
柱
の
金

具
、
滋
賀
県
大
津
祭
の
山
鉾
「
西
宮
蛭
子
山
」
の
見
送
幕
「
王
子
喬
昇
天
の
図
刺

繍
」、
京
都
女
子
大
学
蔵
江
戸
時
代
の
双
六
「
列
僊
寿
娯
禄
」
文
政
六
年
（
一
八

二
三
）、
拙
宅
の
浜
仏
壇
（
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
年
頃
作
）
の
内
扉
に
も
「
笙
」

を
吹
く
王
子
喬
図
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
に
お
い
て
、「
笙
」
の

笛
は
王
子
喬
、「
簫
」
の
笛
は
簫
史
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
一
般
的
に
広
ま
っ
て

い
る
。

五　
『
百
詠
和
歌
』
と
『
李
嶠
百
二
十
詠
詩
注
』

　

さ
て
そ
こ
で
、『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
李
嶠

の
「
簫
」
の
詠
詩
と
張
庭
芳
注
『
百
二
十
詠
詩
注
』
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
も
う
一

度
考
え
て
み
た
い
。
光
行
は
『
百
詠
和
歌
』
の
前
に
『
蒙
求
和
歌
』
を
編
纂
し
て

い
る
。
唐
の
李
瀚
『
蒙
求
』（
古
人
の
逸
話
な
ど
を
四
字
句
の
韻
語
で
記
し
、
類

図 5　本堂全景

図 6　太子堂「王子喬」
（一九一八年再建）

図 7　山門「簫史」
（一八〇九年再建）



『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
（
今
井
友
子
）

五
八

似
の
事
跡
を
配
列
し
て
編
纂
し
た
も
の
、
八
世
紀
前
半
成
立
）
の
二
五
〇
条
の
故

事
を
抜
き
出
し
て
和
訳
し
、
各
々
に
そ
の
内
容
を
題
材
と
し
て
読
ん
だ
和
歌
一
首

を
添
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
和
歌
集
の
よ
う
に
「
春　

夏　

秋　

冬　

恋　

祝　

羈
旅　

閑
居　

懐
旧　

述
懐　

哀
傷　

管
弦　

酒　

雑
」
の
部
に
分
け
る
。
し
か

し
、『
百
詠
和
歌
』
は
、『
李
嶠
百
二
十
詠
』
の
部
立
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い

る
。『
百
詠
和
歌
』
簫
の
部
と
『
李
嶠
百
二
十
詠
詩
注
』
の
「
簫
」
の
部
（
前
掲

第
一
節
）
を
比
較
す
る
と
、

　
　
　
　

簫　

�

舜
、
簫
を
つ
く
り
給
へ
り
、
其
形
参
差
と
し
て
鳳
の
は
ね
に
か
た

ど
れ
り
、

　
　
　
　
　
　

十
管
、
な
が
さ
二
尺
な
り
、
笙
事
故

　
　
　
　
　
　

捜
索
動
猿
吟　

玄
猿
の
音
を
聞
き
て
、
悲
嘯
捜
索

二
一
五　

秋
ふ
か
き
み
山
の
い
ほ
の
ふ
え
の
音
に
ま
し
ら
な
く
な
り
あ
か
月
の
空

　
　
　
　
　
　

�

仙
人
幸
見
尋　

周
の
霊
王
太
子
晋
、
簫
を
ふ
く
、
道
士
浮
丘
公
、

し
ろ
き
鶴

　
　
　
　
　
　

に
な
り
て
飛
来
り
て
聞
く

二
一
六　

ふ
え
の
音
の
う
ら
が
な
し
く
や
聞
え
け
ん
帰
る
そ
ら
な
き
鶴
の
け
衣

太
字
①
③
⑤
は
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
と
対
応
し
、
波
線
②
④
⑥
は
『
百
二
十
詠
詩

注
』
と
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、『
李
嶠
百
二
十
詠
』
は
漢
文
の
ま
ま
、『
百
二

十
詠
詩
注
』
は
訓
読
体
に
す
る
こ
と
で
典
拠
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
光

行
は
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
を
句
題
に
引
く
に
あ
た
り
、
張
庭
芳
の
追
述
し
た
注
を

手
本
と
し
、
今
、
ま
た
そ
れ
を
認
め
た
上
で
『
百
詠
和
歌
』
を
詠
ん
だ
こ
と
は
、

『
百
詠
和
歌
』
の
真
名
序
（
前
掲
第
一
節
）
に
よ
り
伺
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
第

四
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
王
子
喬
の
伝
説
は
『
列
仙
伝
』
の
、

「
笙
」
の
名
手
で
鳳
凰
の
鳴
く
よ
う
な
音
を
た
て
、
道
士
浮
丘
公
と
共
に
嵩
山
に

登
っ
て
三
十
余
年
仙
人
の
修
行
を
し
、
つ
い
に
白
鶴
に
乗
っ
て
昇
天
し
た
と
い
う

内
容
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
こ
の
王
子
喬
の
笛
の
違
い
に
つ
い
て
、
光
行
ほ
ど
の
学

者
な
ら
ば
、
張
庭
芳
の
詩
注
に
何
ら
か
の
根
拠
を
認
め
た
上
で
受
容
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、『
旧
唐
書
』（
五
代
後
晋
、
劉
昫

撰
、
九
四
五
年
成
）
の
次
の
記
事
で
あ
る
。
李
嶠
の
仕
え
た
則
天
武
后
が
即
位
し

た
九
年
後
の
聖
暦
二
年
（
六
九
九
）
に
内
殿
で
催
さ
れ
た
曲
宴
の
出
来
事
を
次
の

よ
う
に
記
す
。

時
諛
佞
者
奏
云
、
昌
宗
是
王
子
晋
後
身
。
乃
令
レ

被
二

羽
衣
一、
吹
レ

簫
乗
二

木

鶴
一、
奏
レ

楽
二

於
庭
一、
如
二

子
晋
乗
空
一。
辞
人
皆
賦
レ

詩
以
美
レ

之
、
崔
融
為
二

其

絶
唱
一。�

（『
旧
唐
書
』
巻
七
十
八 

列
伝
第
二
十
八 

張
行
成
）

あ
る
時
、
諛ゆ

ね
い佞

（
へ
つ
ら
う
）
者
が
、
武
后
に
張
昌
宗
を
王
子
晋
の
生

ま
れ
変
わ
り
と
奏
し
た
。
そ
こ
で
昌
宗
に
羽
衣
（
鶴
の
毛
衣
に
同
じ
）

を
被
せ
、
木
鶴
に
乗
せ
簫
を
吹
か
せ
て
、
庭
で
楽
を
武
后
に
奉
る
。
ま

る
で
王
子
晋
が
空
に
乗
ず
る
如
く
で
あ
る
。
辞
人
は
皆
之
を
美
し
く
詩

に
賦
し
、
崔
融
は
優
れ
て
詩
を
賦
す
。

則
天
武
后
は
寵
愛
す
る
張
易
之
と
張
昌
宗
の
兄
弟
が
活
躍
で
き
る
よ
う
控
鶴
府
と

①

②③

④

⑤

⑥
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）

五
九

い
う
役
所
を
新
設
し
、
張
易
之
を
そ
の
責
任
者
に
す
え
る
と
、
あ
る
時
、
張
昌
宗

を
王
子
晋
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
へ
つ
ら
う
者
が
い
た
。
そ
こ
で
武
后
は
昌
宗
に
鶴

の
羽
衣
を
着
せ
、
木
の
鶴
に
乗
せ
、「
簫
」
を
吹
か
せ
る
と
い
う
こ
と
を
内
宴
で

興
じ
、
人
々
は
そ
の
様
子
を
美
麗
美
句
を
も
っ
て
詩
に
賦
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
（4
（

。

欧
陽
州
等
撰
一
〇
六
〇
年
成
の
『
新
唐
書
』（
巻
一
百
四　

列
伝
第
二
十
九　

張

行
成
）
に
も
「
昌
宗
及
王
子
晋
後
身
、
后
使
被
羽
裳
、
吹
簫
、
乗
寓
鶴
」
と
、
昌

宗
は
王
子
晋
の
後
身
な
の
で
、
則
天
武
后
は
羽
裳
を
被
ら
せ
、「
簫
」
を
吹
き
寓

鶴
に
乗
る
と
あ
る
。
光
行
は
こ
の
史
実
を
意
図
的
に
『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番

歌
に
詠
み
込
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め　

─
『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
の
解
釈
─

　

我
が
国
で
は
、
王
子
喬
は
「
笙
」
が
巧
み
で
、
浮
丘
公
と
と
も
に
嵩
高
山
に
登

り
、
再
び
白
鶴
に
乗
っ
て
現
れ
る
と
い
う
『
列
仙
伝
』
の
内
容
が
広
く
知
ら
れ
て

い
た
。
現
存
す
る
図
像
や
銘
文
の
遺
例
は
、「
笙
」
の
笛
を
吹
く
王
子
喬
で
あ

る
。
し
か
し
、
第
二
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
張
庭
芳
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の

「
簫
」・「
笙
」・「
歌
」
の
詩
注
に
よ
り
、
王
子
喬
の
笛
に
「
笙
」
と
「
簫
」
の
二

種
類
の
伝
承
の
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。

　

光
行
は
幼
い
頃
よ
り
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
と
張
庭
芳
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
両

書
を
学
び
、
今
ま
た
『
百
詠
和
歌
』
を
詠
作
す
る
に
あ
た
り
、
両
書
を
鑑
と
し
て

用
い
る
こ
と
か
ら
、
当
然
王
子
喬
の
笛
に
二
説
あ
っ
た
こ
と
は
習
知
し
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
李
嶠
の
音
楽
十
首
「
簫
」
の
詠
詩
「
仙
人
幸
見
尋
」

と
、
張
庭
芳
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
「
周
の
霊
王
太
子
晋
、
簫
を
ふ
く
、
道
士
浮

丘
公
、
し
ろ
き
鶴
に
な
り
て
飛
来
り
て
聞
く
」
を
句
題
に
用
い
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
の
解
釈
を
試
み
た
い
。

ふ
え
の
音
の
う
ら
が
な
し
く
や
聞
え
け
ん
帰
る
そ
ら
な
き
鶴
の
け
衣

「
ふ
え
の
音ね

」
は
、
句
題
に
「
周
の
霊
王
太
子
晋
、
簫
を
ふ
く
」
と
あ
る
よ
う

に
、
王
子
喬
の
「
簫
」
の
笛
の
音
の
こ
と
で
あ
る
。「
音ね

」
は
聞
く
人
の
耳
に
し

み
じ
み
と
訴
え
る
音
の
こ
と
で
、「
う
ら
が
な
し
く
や
」
の
「
う
ら
」
は
心
の
意

で
、
も
の
悲
し
い
こ
と
。「
や
」
は
係
助
詞
（
疑
問
…
…
か
）。
し
た
が
っ
て
上
の

句
は
「
王
子
喬
の
吹
く
簫
の
音
色
は
、
も
の
悲
し
く
聞
こ
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
。
歌
語
「
鶴
の
け
衣
」
は
、
鶴
の
長
寿
に
こ
と
寄

せ
た
賀
の
歌
で
詠
ま
れ
る
こ
と
が
専
ら
で
、
本
来
は
羽
毛
を
い
い
、
ま
た
鶴
自
体

の
称
と
さ
れ
る
が
、
鶴
の
子
ど
も
を
思
う
情
の
深
い
こ
と
か
ら
、
愛
情
を
こ
め
て

着
せ
た
産
着
の
称
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
仙
人
王
子
喬
を
引
く
こ
と
か

ら
、
長
寿
を
言
祝
ぐ
鶴
と
い
え
る
。

　

こ
の
歌
の
な
か
で
、
解
釈
の
難
し
い
の
が
「
帰
る
そ
ら
な
き
鶴
の
け
衣
」
で
あ

る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
414
は
「
嵩す

う

に
帰
る
鶴つ

る

」、『
千
載
和
歌
集
』
1038
は
「
あ
し
た

づ
に
乗
り
て
通
へ
る
」（
前
掲
第
四
節
）
と
あ
る
よ
う
に
、
鶴
は
人
界
に
や
っ

て
、
再
び
仙
界
に
去
っ
て
行
く
仙
人
の
乗
物
で
あ
る
。
仙
界
と
人
界
と
を
結
ぶ
使

い
と
し
て
登
場
す
る
鶴
を
、「
帰
る
そ
ら
な
き
」
と
詠
む
こ
と
に
矛
盾
が
生
じ
、

他
に
用
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
光
行
独
自
の
詠
み
方
と
い
え
る
。

　

こ
の
下
の
句
を
訳
す
る
に
あ
た
り
、
注
目
す
る
の
が
『
旧
唐
書
』
の
、
則
天
武

后
の
寵
臣
張
昌
宗
を
王
子
喬
の
化
身
と
見
立
て
て
鶴
の
毛
衣
を
着
せ
、
木
鶴
に
乗

せ
、「
簫
」
を
吹
か
せ
る
こ
と
を
内
宴
で
興
じ
、
そ
の
時
の
人
々
は
美
麗
美
句
を



『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
（
今
井
友
子
）

六
〇

も
っ
て
詩
に
賦
す
と
い
う
記
事
で
あ
る
（
前
掲
第
五
節
）。
こ
の
宮
廷
で
の
出
来

事
は
、
則
天
武
后
の
醜
聞
と
し
て
世
間
に
広
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、『
旧
唐
書
』

『
新
唐
書
』
に
取
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　

光
行
は
こ
の
有
名
な
故
事
を
何
ら
か
の
資
料
に
よ
り
知
り
得
て
、『
百
詠
和

歌
』
二
百
十
六
番
歌
に
詠
み
込
ん
だ
と
す
れ
ば
、「
帰
る
そ
ら
な
き
鶴
の
け
衣
」

は
、
鶴
の
毛
衣
を
着
た
張
昌
宗
と
、
木
鶴
を
指
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上

の
考
察
を
踏
ま
え
て
『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
解
釈

を
試
み
た
。

王
子
喬
の
後
身
と
称
さ
れ
た
張
昌
宗
は
、
則
天
武
后
の
命
に
よ
り
鶴
の
毛
衣

を
着
て
木
鶴
に
乗
っ
て
簫
を
吹
く
。
こ
の
簫
の
ふ
え
の
音
は
、
も
の
悲
し
く

聞
こ
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
空
に
帰
る
こ
と
の
な
い
鶴
の
毛
衣
を
着

た
張
昌
宗
と
木
鶴
よ
。
そ
の
遊
戯
そ
の
も
の
は
空
し
い
。

　

王
子
喬
の
「
簫
」
の
笛
の
考
察
か
ら
以
上
の
よ
う
な
解
釈
を
試
み
た
。
し
か

し
、
李
嶠
が
仕
え
た
則
天
武
后
の
宮
廷
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、
光
行
が
『
百
詠
和

歌
』
を
詠
じ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
だ
け
の
考
察
で
は
断
定
し
が
た
く
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

〔
注
〕

（
1
）	

太
田
晶
二
郎
氏
「
四
部
ノ
読
書
考
」（『
歴
史
教
育
』
第
七
巻
第
七
号
、
一
九
五
九

年
七
月
。『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第
一
冊
所
収
）
は
、『
後
宇
多
院
御
遺
告
』
の

童
子
の
教
育
に
関
す
る
條
の
「
先
教
二
俗
教
一
、（
中
略
）
外
教
則
千
字
文
・
百

詠
・
蒙
求
・
和
漢
朗
詠
」
を
挙
げ
、「
こ
の
四
種
を
往
事
、
一
組
み
も
の
と
し
て

幼
学
に
用
い
る
慣
習
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
以
て
「
四
部
ノ
読
書
」
と
為
し
た
、
と

余
は
推
測
す
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
2
）	『
百
詠
和
歌
』
の
本
文
と
訓
は
、
伝
嵯
峨
天
皇
宸
筆
本
に
最
も
近
い
本
文
を
も
つ

内
閣
文
庫
本
（
栃
尾
武
氏
編
『
百
詠
和
歌
注
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
所
収
）

に
よ
る
。

（
3
）	

沢
田
瑞
穂
氏
（『
列
仙
伝
』
解
説
、
平
凡
社
、
中
国
の
古
典
シ
リ
ー
ズ
4
、
一
九

七
三
年
、
五
八
三
頁
）
は
「
前
漢
の
劉
向
撰
で
あ
り
え
な
い
ば
か
り
か
、
後
漢
桓

帝
（
在
位
146
～
167
）
よ
り
も
後
の
人
の
筆
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
考
証

学
者
が
、
本
書
を
も
っ
て
三
国
時
代
も
し
く
は
六
朝
人
の
作
と
み
た
説
と
一
致
し

て
く
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
4
）	

池
田
利
夫
氏
『
日
中
比
較
文
学
の
基
礎
研
究 

翻
訳
説
話
と
そ
の
典
拠
』（
笠
間
書

院
、
一
九
七
四
年
）
所
収
。「
百
詠
和
歌
と
李
嶠
雑
詠
」（『
鶴
見
女
子
大
学
紀

要
』
第
7
号
、
一
九
六
九
年
一
二
月
）。

（
5
）	

福
田
俊
昭
氏
『
李
嶠
と
雑
詠
詩
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）。

（
6
）	『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
参

照
し
た
。

（
7
）	

小
島
憲
之
氏
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』（
塙
書
房
、
一
九
六
二
～
六
五

年
）
は
、
万
葉
集
巻
四
の
詠
物
歌
の
歌
題
の
配
列
と
『
百
二
十
詠
』
の
詩
題
の
順

序
と
の
近
似
や
上
代
漢
詩
文
に
お
け
る
同
書
の
典
拠
利
用
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ

る
。

（
8
）	

本
文
は
宮
内
庁
所
蔵
『
李
嶠
詩 

嵯
峨
天
皇
』（
名
児
耶
明
氏
編
『
李
嶠
詩 

嵯
峨

天
皇
』、
天
来
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
影
印
を
用
い
、
文
字
の
判
読
出
来
な
い

箇
所
は
、
名
児
耶
明
氏
の
釈
文
に
よ
る
。

（
9
）	

本
文
と
校
勘
は
柳
瀬
喜
代
志
著
『
李
嶠
百
二
十
詠
索
引
』（
東
方
書
店
、
一
九
九

一
年
）
に
よ
り
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
第
六
句
の
本
文
異
同
は
な
い
。
訓
は
一
部

私
に
訂
正
し
た
。

（
10
）	

福
田
俊
昭
氏
は
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
の
制
作
時
期
は
不
明
と
し
な
が
ら
も
「
垂
拱

元
年
（
六
八
五
）
か
ら
長
安
四
年
（
七
〇
四
）
ま
で
に
詠
出
し
た
と
考
え
ら
れ

る
」
と
し
、
張
庭
芳
の
『
一
百
二
十
詠
詩
注
』
は
天
宝
六
年
（
七
四
七
）
の
成
立

で
あ
る
か
ら
、
李
嶠
の
死
後
三
十
五
年
を
経
過
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
」（
前

掲
注
5
に
同
じ
、
五
一
二
頁
）
と
さ
れ
る
。

（
11
）	

本
文
は
慶
応
大
学
図
書
館
蔵
本
『
百
二
十
詠
詩
注
』
唐
李
嶠
撰
・
張
庭
芳
注
・
胡



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

六
一

志
昂
氏
編
『
日
蔵
古
抄
本
李
嶠
詠
物
詩
注
』（
海
外
珍
蔵
善
本
叢
書
、
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
る
。
目
録
の
形
式
は
御
物
本
や
建
治
本
と
同
じ

で
、
古
い
形
体
を
保
っ
て
い
る
が
制
作
や
書
写
年
代
を
示
す
識
語
が
な
い
。
旧
字

体
・
異
体
字
は
便
宜
上
通
行
の
字
体
に
改
め
る
。

（
12
）	

本
文
は
校
箋
本
の
最
善
本
と
さ
れ
る
王
叔
岷
撰
『
列
仙
伝
校
箋
』（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
七
年
）
に
よ
り
、
旧
字
体
は
便
宜
上
通
行
の
字
体
に
改
め
る
。

（
13
）	

黒
田
彰
氏
「
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
に
つ
い
て

─
付 

張
洹
氏
蔵
北
魏
石
床
二

種
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
一
〇
四
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）。

（
14
）	

本
文
は
『
唐
・
則
天
武
后　

昇
仙
太
子
碑
』（
書
跡
名
品
叢
刊
、
二
玄
社
、
一
九

五
九
年
）
に
よ
る
。

（
15
）	

吉
原
浩
人
氏
「「
天
台
山
の
王
子
信
（
晋
）」
考

─
『
列
仙
伝
』
か
ら
『
熊
野

権
現
御
垂
跡
縁
起
』
へ
の
架
橋

─
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
十
二
号
、

早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
、
一
九
九
五
年
三
月
）
は
、「
王
子
晋
伝
承
に
お
い
て

は
、
現
行
の
『
列
仙
伝
』
の
「
王
子
喬
」
伝
が
後
世
に
与
え
た
影
響
が
圧
倒
的
に

大
き
く
、
後
漢
に
は
既
に
現
行
本
文
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ

る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
16
）	

本
文
は
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
に
よ
る
。

（
17
）	

王
子
淵
（
褒
）
の
「
洞
簫
の
賦
」（『
文
選
』
音
楽
上
）
は
こ
の
「
簫
」
の
性
質
を

詠
じ
た
も
の
で
、
宋
代
以
降
は
短
管
の
竪
笛
（
尺
八
の
よ
う
な
笛
）
が
「
洞
簫
」

と
名
付
け
ら
れ
る
。
く
わ
し
く
は
、
中
純
子
氏
「
詩
賦
が
織
り
成
す
中
国
音
楽
世

界

─
洞
簫
と
い
う
楽
器
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
国
の
音
楽
文
化 

三
千
年
の
歴
史

と
理
論
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
所
収
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）	

図
3
・
図
4
はM

IH
O

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
主
任
研
究
員
稲
垣
肇
氏
よ
り
御
提
供
頂

く
。
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
19
）	

日
本
最
初
の
漢
和
辞
書
。
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
が
あ
り
、
国
会
図
書
館
本
は
、

元
和
三
（
一
六
一
七
）
年
頃
那
波
道
円
が
校
訂
・
刊
行
し
た
二
〇
巻
本
の
古
活
字

版
で
あ
る
。
本
文
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
用
い
翻
刻

し
た
。

（
20
）	

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
収
蔵
品
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
参
照
。
信
西
入
道
藤
原
通

憲
（
一
一
〇
六
～
一
一
五
九
）
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
平
安
初

期
に
成
立
し
た
と
の
説
も
あ
る
。

（
21
）	『
全
唐
詩
』
巻
五
一
。

（
22
）	『
全
唐
詩
』
巻
百
六
十
四
。
訓
読
は
久
保
天
随
氏
訳
『
李
白
全
詩
注
』（
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
。

（
23
）	『
全
唐
詩
』
巻
百
七
十
八
。
訓
読
は
前
掲
に
同
じ
。

（
24
）	『
全
唐
詩
』
巻
五
百
三
十
八
。

（
25
）	『
全
唐
詩
』
巻
四
百
八
十
五
。

（
26
）	

本
文
は
平
岡
武
夫
・
今
井
清
両
氏
篇
『
白
氏
文
集
歌
詞
索
引
』（
同
朋
舎
出
版
、

一
九
八
九
年
）
に
よ
り
、
訓
は
佐
久
節
氏
訳
『
白
楽
天
全
詩
集
4
』（
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
。

（
27
）	『
全
唐
詩
』
巻
五
百
三
十
八
。

（
28
）	

本
文
と
解
説
は
小
島
憲
之
氏
校
注
『
懐
風
藻
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
69
、
岩
波

書
店
、
一
九
六
四
年
）
に
よ
る
。

（
29
）	

本
文
は
肥
前
松
平
文
庫
『
凌
雲
集
』（
国
文
学
資
料
館
蔵
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
）
に
よ
る
。
旧
字
体
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、
訓
読
は
私
に
付
し
た
。

（
30
）	

吉
原
浩
人
氏
「
天
台
山
の
王
子
信
（
晋
）
考
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
早
稲
田

大
学
東
洋
哲
学
会
、
一
九
九
五
年
三
月
）。

（
31
）	

本
文
と
訓
点
は
金
子
彦
二
郎
氏
著
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集　

句
題
和
歌
・

千
載
佳
句
研
究
編
』（
培
風
館
、
一
九
四
三
年
）
に
よ
る
。

（
32
）	

本
文
は
国
宝
『
芦
手
絵
和
漢
朗
詠
抄
』
下
巻
、
十
二
世
紀
、
京
都
国
立
博
物
館

蔵
、
Ｅ
国
宝
）
を
参
照
し
、
訓
読
と
ル
ビ
は
、
菅
野
禮
行
氏
校
注
・
訳
『
新
編
古

典
文
学
全
集
19
和
漢
朗
詠
集
』（
小
学
館
、
一
九
九
九
年
）
に
よ
る
。

（
33
）	

伊
藤
正
義
氏
・
黒
田
彰
氏
・
三
木
雅
博
氏
編
著
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』

（
大
学
堂
書
店
、
第
一
巻
一
九
九
七
年
、
第
二
巻
上
下
一
九
九
四
年
、
第
三
巻
一

九
八
九
年
）
に
よ
り
、
諸
本
の
本
文
を
確
認
を
す
る
が
異
同
は
な
く
「
笙
」
で
あ

る
。

（
34
）	
中
国
晋
の
人
。
二
二
一
年
～
二
七
八
年
。
死
後
、
侍
中
太
傅
を
追
贈
さ
れ
、
羊
太

傅
と
い
わ
れ
る
。
生
前
峴
山
の
風
光
を
愛
し
終
日
飲
酒
言
詠
し
た
。（
晋
書
・
羊

祜
伝
）。

（
35
）	

大
江
匡
房
談
、
藤
原
実
兼
筆
録
。
天
永
二
年
（
一
一
一
一
年
、
匡
房
没
）
頃
成
立



『
百
詠
和
歌
』
二
百
十
六
番
歌
（
今
井
友
子
）

六
二

か
。「
類
聚
本
系
江
談
抄
注
解
」
に
よ
る
。
底
本
は
群
書
類
従
本
。

（
36
）	
本
文
と
解
説
は
新
間
進
一
・
外
村
南
都
子
両
氏
校
注
・
訳
『
完
訳
日
本
の
古
典
第

三
十
四
巻
梁
塵
秘
抄
』（
小
学
館
、
一
九
八
八
年
）
に
よ
る
。

（
37
）	

千
載
集
は
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
二
月
、
後
白
河
院
の
下
命
に
よ
り
、
藤
原
俊

成
（
当
時
は
出
家
し
て
釈
阿
）
が
撰
者
と
な
り
、
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
九
月

奏
上
（
仮
字
序
）、
翌
四
年
四
月
奏
覧
さ
れ
た
。
本
文
と
解
題
は
『
新
編
国
歌
大

観
』
に
よ
る
。

（
38
）	

従
来
作
者
は
藤
原
家
隆
と
さ
れ
て
き
た
が
、
藤
原
隆
房
（
一
一
四
八
～
一
二
〇

九
）
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
百
首
の
句
題
の
出
典
は
、
和

漢
朗
詠
集
、
新
撰
朗
詠
集
な
ど
で
あ
る
が
、
佐
藤
恒
雄
氏
「『
朗
詠
百
首
』
を
め

ぐ
っ
て
」（
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
第
八
二
号
）
は
「
日
常
的
な
様
々
な

朗
詠
の
場
に
お
い
て
、
実
際
に
朗
誦
さ
れ
て
い
た
詩
文
、
あ
る
い
は
そ
の
た
め
の

テ
キ
ス
ト
類
の
中
か
ら
選
ん
だ
詩
句
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
39
）	

富
山
県
南
砺
市
井
波
町
は
、
東
本
願
寺
井
波
別
院
瑞
泉
寺
を
中
核
と
し
て
開
け
た

門
前
町
で
あ
り
、
精
緻
な
彫
刻
欄
間
に
代
表
さ
れ
る
彫
物
の
町
と
し
て
知
ら
れ

る
。
瑞
泉
寺
は
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
の
創
建
。
井
波
別
院
瑞
泉
寺
の
御
協
力

に
よ
り
、
二
〇
一
九
年
八
月
九
日
（
金
）
に
撮
影
す
る
。

（
40
）	『
井
波
別
院
瑞
泉
寺
の
彫
刻
と
四
箇
寺
の
唐
狭
間
』（
寺
の
町
ア
ー
トin

い
な
み

実
行
委
員
会
発
行
、
二
〇
〇
九
年
、
十
四
頁
）
は
、
笙
を
吹
き
鳳
（
鶴
）
に
乗
る

仙
人
を
「
簫
綦
」
と
記
す
が
、「
王
子
喬
」
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

（
41
）	

前
掲
注
同
、
三
頁
は
、
簫
を
吹
き
鳳
凰
を
招
く
仙
人
を
「
簫
綦
」
と
す
る
が
「
簫

史
」
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

（
42
）	

則
天
武
后
に
つ
い
て
は
、
気
賀
澤
保
規
氏
『
則
天
武
后
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
一
六
年
十
一
月
）
を
参
照
し
た
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
九
月
六
日
か
ら
七
日
に
西
安
外
国
語
大
学
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
「
東
北
ア
ジ
ア
漢
文
写
本
の
過
去
と
未
来
」
第
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
発

表
し
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
黒
田
彰
教
授
に
心
よ
り

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
い
ま
い　

と
も
こ　

佛
教
大
学
研
究
員
）

（
指
導
教
員
：
黒
田　

彰　

教
授
）

二
〇
一
九
年
九
月
三
十
日
受
理
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一

　

大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
吉

良
邸
討
ち
入
り
に
費
や
さ
れ
た
軍
資
金
は
『
約
七
百
両
』
─
武
器
購
入
費
か
ら
潜

伏
中
の
会
議
費
、
住
居
費
、
飲
食
費
に
至
る
ま
で
、
大
石
内
蔵
助
は
、
そ
の
使
途

詳
細
を
記
し
た
会
計
帳
簿
を
遺
し
て
い
た

（
（
（

」。「
内
蔵
助
が
『
金
銀
請
払
帳
』
を
締

め
て
決
算
し
た
の
は
、
討
ち
入
り
準
備
を
ほ
ぼ
終
え
た
元
禄
十
五
年
十
一
月
の
こ

と
で
あ
る

（
（
（

」。「
確
か
な
資
料
と
し
て
は
、［
…
］
内
蔵
助
が
『
金
銀
請
払
帳
』
を

他
の
帳
面
類
に
添
え
て
、
瑶
泉
院
の
用
人
で
あ
る
落
合
与
左
衛
門
に
送
っ
た
十
一

月
二
十
九
日
付
の
書
状
が
あ
る
。
こ
の
書
状
は
、
日
付
こ
そ
十
一
月
二
十
九
日
だ

が
、
落
合
に
届
け
ら
れ
た
の
は
、
討
ち
入
り
当
日
、
十
二
月
十
四
日
の
晩
で
あ

る
（
（
（

」。「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
前
身
で
あ
る
帝
国
大
学
史
料
編
掛
が
、
明
治
十

九
年
五
月
に
影
写
体
を
作
成
し
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
段
階
で
同
資
料

が
す
で
に
箱
根
神
社
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

（
（
（

」。

　

沼
田
嘉
穂
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
は
、
帳
簿
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
た

（
（
（

。

帳
簿
と
は
経
済
主
体
（
企
業
）
の
経
済
活
動
を
数
値
（
主
と
し
て
貨
幣
金

額
）
に
よ
っ
て
、
継
続
的
に
記
入
す
る
紙
面
を
い
う
。
こ
の
た
め
商
業
信
書

の
ご
と
き
は
原
則
と
し
て
帳
簿
で
は
な
い
。
ま
た
証
憑
や
伝
票
の
類
も
そ
の

　

本
研
究
の
目
的
は
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
帳
簿
で
は
な
い

こ
と
を
、
近
松
が
ス
ペ
イ
ン
語
の
原
書
で
読
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
ヒ

イ
デ
ス
の
導
師
』
と
の
関
連
性
に
よ
っ
て
論
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

本
稿
で
は
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
の
四
部
構
成
の
第
一
部
「
世
界
創
造
」
と

い
う
抽
象
的
表
現
と
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
に
示
さ
れ
た
数
値
や

文
字
の
具
体
的
表
現
と
の
関
連
性
か
ら
導
き
出
し
た
『
万
国
総
図
』
に
よ
っ

て
論
証
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

�

大
石
内
蔵
助
、
近
松
門
左
衛
門
、『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』、

『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』、『
万
国
総
図
』

近
松
の
な
ぞ

─
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
に
つ
い
て

─

笹

田
　

博

論
　
文〔

抄
　
録
〕



近
松
の
な
ぞ
（
笹
田　

博
）

八
二

も
の
自
体
は
帳
簿
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
唯
、
こ
れ
ら
を
記
入
順
─
そ

れ
は
取
引
の
発
生
順
で
あ
る
ー
に
揃
え
て
、
経
済
活
動
の
継
続
的
な
記
録
を

作
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
場
合
、
こ
れ
を
帳
簿
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

私
は
一
九
七
九
年
十
二
月
十
一
日
夜
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
で
、
大
石
の
『
預
置
候
金

銀
請
拂
帳
』
の
存
在
を
知
っ
た
。
後
に
、
そ
の
帳
簿
の
資
料
で
あ
る
赤
穂
市
が
発

行
し
た
『
忠
臣
蔵
』（
第
三
巻

（
（
（

）
を
入
手
し
、
考
察
し
た
。
同
書
に
次
の
見
出
し

の
も
と
に
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』（
図
1
）
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

二
五　

大
石
良
雄
金
銀
請
拂
帳

　
　

─
瑶
泉
院
へ
の
預
か
り
金
支
出
決
算
報
告
─

　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県　

箱
根
神
社
所
蔵

　

ま
ず
、
同
資
料
を
考
察
し
て
気
付
く
こ
と
は
、「
金
銀
請
取
元
」
の
入
金
四
口

に
日
付
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
続
く
「
右
金
銀
之
払
左
二
記
」
の
出
金
一
一
三
口

に
も
全
て
日
付
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
入
金
一
口
目
の
説
明
文
中
に

「
六
月
四
日
」
と
あ
り
、
二
口
目
の
説
明
文
中
に
「
六
月
三
日
」
と
あ
り
、
日
付

が
前
後
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
出
金
の
部
の
四
ヶ
所
、
す
な
わ
ち
、
十
三
口
目
、
三
七
口
目
、
六
二

口
目
、
六
七
口
目
、
に
半
円
形
の
目
じ
る
し
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
十
三
は
そ
の

ま
ま
十
三
と
わ
か
る
。
三
七
は
三
に
七
を
加
算
す
る
と
十
と
な
り
、
下
の
三
両
を

加
算
す
る
と
十
三
に
な
る
。
六
二
は
下
を
見
る
と
一
三
六
匁
で
十
三
が
あ
る
。
六

七
は
六
に
七
を
加
算
す
る
と
十
三
と
な
る
。
こ
の
十
三
と
い
う
数
値
に
こ
だ
わ
る

大
石
の
意
図
が
不
明
で
あ
っ
た
。

　

私
は
、
沼
田
氏
の
定
義
に
照
ら
し
て
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
帳

簿
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　

こ
こ
で
、
先
行
研
究
を
概
観
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
八
木
哲
浩
神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
研
究
を
検
討
す
る
。
先
に
示
し
た
よ

う
に
『
忠
臣
蔵
』（
第
三
巻
）
の
労
作
は
、
先
学
と
し
て
誠
に
尊
敬
に
あ
た
い
す

る
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
著
作
が
な
け
れ
ば
、
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
理
由
に
よ
り
、
同
氏
に
よ
る
二
冊
目
の
研
究
成
果
と

い
え
る
『
忠
臣
蔵
』（
第
一
巻

（
（
（

）
を
検
討
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
書
の
一
三
一
貢

の
表
7
で
、
正
し
く
は
「
元
禄
十
四
・
六
・
四　

六
・
三
」
と
あ
る
べ
き
所
を
、

「
元
禄
十
四
・
六
・
三　

六
・
四
」
と
改
変
し
て
い
る
。
原
本
の
大
石
の
帳
簿

は
、
赤
穂
浅
野
家
の
公
文
書
と
言
え
る
の
で
、
大
石
の
意
図
を
正
確
に
読
み
取
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
改
変
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
、
と
考
え
る
。

　

一
九
七
九
年
か
ら
二
七
年
後
の
二
〇
〇
六
年
四
月
十
五
日
、
私
は
技
術
士
の
塚

本
勇
三
氏
の
招
待
を
受
け
、
近
松
門
左
衛
門
の
九
代
目
、
近
松
洋
男
氏
（
京
都
外

国
語
大
学
名
誉
教
授
、
ス
ペ
イ
ン
語
専
攻
、
ス
ペ
イ
ン
文
化
勲
章
受
賞
）
に
よ
る

口
伝
解
禁
の
講
演
会
に
出
席
し
た

（
（
（

。
そ
の
折
、
近
松
門
左
衛
門
は
二
十
歳
か
ら
、

赤
穂
浅
野
家
が
設
け
た
塩
の
道
塾
で
ス
ペ
イ
ン
語
や
航
海
術
を
学
び
、
三
十
歳
ま

で
台
湾
方
面
へ
塩
の
貿
易
に
従
事
し
た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
ま
た
後
の
赤
穂
事
件

で
参
謀
を
し
た
こ
と
等
を
話
さ
れ
た

（
（
（

。
さ
ら
に
、
近
松
洋
男
氏
は
、
握
っ
た
左
手

を
地
球
に
見
立
て
て
、
リ
ン
ゴ
を
切
る
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
さ
れ
た
。
こ
れ
が
ヒ
ン

ト
に
な
り
、
坂
本
満
氏
他
著
の
『
南
蛮
美
術
と
洋
風
画

（
（1
（

』
に
出
会
い
、
こ
の
中
で

説
明
さ
れ
た
、「
一
四
九
四
年
六
月
七
日
に
ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
に
よ
っ
て
東

航
路
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
、
西
航
路
を
ス
ペ
イ
ン
に
権
利
を
認
め
て
、
西
経
四
六
度

三
七
分
、
東
経
一
三
四
度
の
線
で
『
リ
ン
ゴ
の
よ
う
に
』
地
球
を
分
割
し
た
」
と
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の
説
明
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
の
数
値
（
西
経
四

六
度
三
七
分
、
東
経
一
三
四
度
）
が
大
石
の
帳
簿
の
入
金
の
部
一
口
目
に
、
逆
さ

ま
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
（
図
2
）（

（1
（

。

　

ま
た
、
そ
の
折
の
発
表
で
、
近
松
門
左
衛
門
が
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
原
書
で
読
ん

だ
と
伝
え
ら
れ
る
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
を
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
近

松
氏
が
編
訳
さ
れ
た
『
キ
リ
シ
タ
ン
版
「
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
」
の
原
典
的
研
究

（
（1
（

』

を
知
り
、
同
志
社
大
学
図
書
館
に
て
借
用
し
た
。
二
〇
〇
六
年
五
月
七
日
早
朝
七

時
、
同
書
の
第
一
部　
「
第
四
章　

四
元
素
の
こ
と
に
つ
い
て

（
（1
（

」
で
示
さ
れ
た

土
、
水
、
空
気
、
火
を
知
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
「
諸
元
素
の
中
で
一
番
下
に
あ

る
土
か
ら
始
め
る
」。
②
「
次
に
海
に
移
ろ
う
。［
…
］
ま
た
、
凶
作
と
飢
饉
の
時

に
も
海
は
役
立
つ
の
で
あ
る
。［
…
］
水
は
上
位
の
元
素
で
あ
る
」。
③
「
空
気
と

い
う
第
三
の
元
素
も
水
に
劣
ら
ず
、
我
わ
れ
が
命
を
保
つ
の
に
必
要
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
我
わ
れ
は
空
気
で
呼
吸
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
空
気
を
以
っ
て
心
臓

を
冷
や
し
て
い
る
の
で
あ
る
」。
④
「
第
四
の
元
素
は
火
で
あ
る
」。
と
記
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
、
大
石
の
帳
簿
の
出
金
の
部
四
か
所
、
す
な
わ

ち
、
十
三
口
目
で
土
が
大
坂
と
、
三
七
口
目
で
水
が
飢
餲
と
、
六
二
口
目
で
火
が

飛
脚
と
、
六
七
口
目
で
空
気
が
心
当
と
表
現
さ
れ
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
を
発

見
し
た
（
図
3
）。

　

私
は
、
大
石
の
帳
簿
の
入
金
の
部
に
、
貨
幣
数
値
以
外
の
ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条

約
の
数
値
や
出
金
の
部
四
か
所
に
経
済
活
動
以
外
の
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
に
記

さ
れ
た
四
元
素
を
発
見
し
た
。
私
は
こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
、
沼
田
氏
の
帳
簿
の

定
義
に
照
ら
し
て
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
帳
簿
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
仮
説
を
立
て
た
。

　

そ
の
仮
説
に
基
づ
き
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
帳
簿
で
は
な
い
こ

と
を
、
近
松
が
ス
ペ
イ
ン
語
の
原
書
で
読
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導

師
』
と
の
関
連
性
に
よ
っ
て
論
証
し
た
く
思
う
。

二

　

ま
ず
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
の
四
部
構
成
の
第
一
部
「
世
界
創
造
」、
と
い
う

抽
象
的
表
現
と
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
に
示
さ
れ
た
数
値
や
文
字
の
具

体
的
表
現
と
の
関
連
性
を
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
、
世
界
地
図
で
あ
る
『
万
国
総

図
』
を
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
か
ら
導
き
出
す
。
こ
の
方
法
で
、
大
石

の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
帳
簿
で
は
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
。

図 2　筆者描図（2019年描図）



近
松
の
な
ぞ
（
笹
田　

博
）

八
六

図 3　預置候金銀請拂帳一部分
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ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約

　

近
松
洋
男
氏
に
よ
れ
ば
、
近
松
門
左
衛
門
は
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
を
ス
ペ
イ

ン
語
の
原
書
で
読
ん
で
い
た
と
い
う
。
同
書
は
四
部
構
成
か
ら
成
り
、
そ
の
第
一

部
は
、「
世
界
創
造
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
意
識
し
、
坂
本
満
氏
の
『
南
蛮
美

術
と
洋
風
画
』
を
考
察
す
る
。
先
ず　

一
、
南
蛮
美
術
の
西
力
東
漸
と
文
明
開
化

に
お
い
て
、
で
先
の
仮
説
の
根
拠
と
な
っ
た
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』

の
入
金
の
部
の
一
口
目
に
組
み
込
ま
れ
た
、
一
四
九
四
年
六
月
七
日
、
ス
ペ
イ
ン

と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
両
国
王
間
で
成
立
し
た
ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
の
数
値
（
西
経

四
六
度
三
十
七
分
、
東
経
一
三
四
度
）
を
再
確
認
し
た
。

世
界
地
図

　

次
に　

五
、
世
俗
画
の
主
題
を
背
景
に
お
い
て
、
で
世
界
図
を
認
め
、
関
係
す

る
書
物
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
山
川
出
版
社
の
『
海
の
道
と
東
西
の
出
会

い
（
（1
（

』
と
『
詳
説
世
界
史
研
究

（
（1
（

』
に
、「
大
航
海
時
代
地
図
（
図
4
）
と
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
航
海
と
探
検
」（
図
5
）
の
世
界
地
図
を
発
見
し
た
。
図
4

は
、「
ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
の
境
界
線
は
地
球
を
一
周
に
す
る
も
の
で
あ
る

（
（1
（

」

と
し
て
西
経
四
六
度
と
東
経
一
三
四
度
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
理
解
は
ス
ペ
イ
ン

の
主
張
で
あ
る
。
図
5
は
、
同
条
約
が
「
世
界
を
東
西
に
分
割
し
、
西
経
四
六
度

三
七
分
の
線
の
東
側
に
つ
い
て
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
、
西
側
つ
い
て
は
ス
ペ
イ
ン
の

領
有
を
認
め
た
」
も
の
で
あ
る
と
す
る
。「
そ
の
後
、
一
五
二
九
年
の
サ
ラ
ゴ
サ

条
約
で
東
太
平
洋
に
新
し
い
境
界
線
が
取
り
決
め
ら
れ

（
（1
（

」
た
と
す
る
。
こ
の
理
解

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
主
張
で
あ
る
。
以
上
の
理
解
を
前
提
に
す
れ
ば
、
先
の
坂
本
氏

が
引
用
し
た
「
西
経
四
六
度
三
七
分
、
東
経
一
三
四
度
」
の
数
値
は
、
ス
ペ
イ
ン

と
ポ
ル
ト
ガ
ル
両
国
の
主
張
を
合
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
え
る
。

万
国
総
図

　

こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
、
大
石
の
帳
簿
の
入
金
の
部
の
一
口
目
に
組
み
込
ま
れ
て

い
た
、
四
六
度
三
七
分
と
一
三
四
度
の
数
値
を
基
に
、
大
石
の
帳
簿
の
出
金
の
部

も
含
め
て
、
帳
簿
全
体
の
構
図
（
図
6
）
を
見
渡
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
金
銀
請
取
元
」
の
合
の
銀
の
額
が
「
銀
四
拾
六
匁
九
分
五
釐
」
と
表
現
さ
れ
て

い
る
の
は
、
西
経
四
六
度
で
も
四
七
度
で
も
な
い
西
経
四
六
度
三
七
分
を
表
現
し

た
数
値
に
思
え
る
。「
請
取
金
元
ニ
指
引
」
で
「
金
七
両
壱
歩
不
足
」
と
表
現
さ

れ
て
い
る
の
は
、
七
を
四
と
三
に
分
解
す
れ
ば
、
四
三
一
と
な
り
、
東
経
一
三
四

度
を
逆
さ
ま
に
表
現
し
た
数
値
に
思
え
る
。
こ
れ
ら
を
先
の
「
大
航
海
時
代
地

図
」
に
見
立
て
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
、『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
に
表
現
さ
れ
た
四

元
素
（
土
、
水
、
火
、
空
）
を
重
ね
て
表
現
す
る
と
（
図
7
）
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
世
界
地
図
の
書
籍
類
を
調
査
し
て
い
る
と
、『
世
界
図
の
歴
史

（
（1
（

』
中

に
『
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
の
世
界
地
図
』（
図
8
）
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
「
一
六
三

〇
年
。
当
時
の
典
型
的
な
世
界
地
図
。
四
元
素
が
［
…
］
地
図
を
取
り
巻

（
（1
（

」
い
て

い
る
。
こ
の
『
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
の
世
界
地
図
』
は
中
国
に
渡
り
、『
万
国
総
図
』

と
い
う
一
般
名
称
で
表
現
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
太
平
洋
を
中
心
に
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
万
国
総
図
』（
図
9
）
は
、「
一
六
四
五
年
に
長
崎
で
木
版

印
刷
に
よ
り
制
作
さ
れ
た

（
（2
（

」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
真
に
（
図
7
）
と
同
じ
構
図
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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図 4　トルデシリヤス条約─スペイン

図 5　トルデシリヤス条約─ポルトガル
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図 8　ホンディウスの世界地図

図 6　筆者描図（2019年描図）─預置候金銀請拂帳

図 7　筆者描図（2019年描図）─世界地図
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三

　

本
研
究
の
目
的
は
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
帳
簿
で
は
な
い
こ
と

を
、
近
松
が
ス
ペ
イ
ン
語
の
原
書
で
読
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
ヒ
イ
デ
ス
の

導
師
』
と
の
関
連
性
に
よ
っ
て
論
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
、『
ヒ
イ
デ
ス

の
導
師
』
の
四
部
構
成
の
第
一
部
「
世
界
創
造
」
と
い
う
抽
象
的
表
現
と
大
石
の

『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
に
示
さ
れ
た
数
値
や
文
字
の
具
体
的
表
現
と
の
関
連
性

を
検
討
し
た
。
ま
ず
、
ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
の
数
値
確
認
を
し
、
次
に
、
世
界

図
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
の
構
図
を
確
認
し

た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
の
構
図
は
「
大
航
海

時
代
地
図
」
に
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
に
表
現
さ
れ
た
四
元
素
（
土
、
水
、
火
、

空
気
）
が
組
み
込
ま
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
、『
ホ
ン

デ
ィ
ウ
ス
の
世
界
地
図
』
を
発
見
し
た
。
そ
の
世
界
地
図
の
中
に
も
四
元
素
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
中
国
に
渡
り
、
太
平
洋
を
中
心
と
す
る
『
万
国
総

図
』
に
改
編
さ
れ
、
こ
の
『
万
国
総
図
』
が
日
本
に
渡
り
、
長
崎
で
制
作
さ
れ
た

こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
表
面
上
で

は
帳
簿
の
作
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
真
意
は
『
万
国
総
図
』
を
表
現
し
て
い

る
こ
と
を
解
明
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は

帳
簿
で
は
な
い
と
の
結
論
を
導
い
た
。

　

大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
に
つ
い
て
、
新
た
に
、『
ヒ
イ
デ
ス
の
導

師
』
と
い
う
宗
教
書
と
の
関
連
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
石
の
『
預
置

候
金
銀
請
拂
帳
』
の
真
意
が
解
明
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
研
究
に
お
け
る

学
際
的
研
究
の
必
要
性
と
可
能
性
を
示
す
具
体
例
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
貢
献

図 9　万国総図



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

九
一

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
注
〕

（
1
）	

山
本
博
文　
『「
忠
臣
蔵
」
の
決
算
書
』（
新
潮
社　

二
〇
一
二
年
）
カ
バ
ー

（
2
）	

同
書　

一
八
五
頁

（
3
）	

同
書　

一
八
六
頁

（
4
）	

同
書　

九
四
頁

（
5
）	

沼
田
嘉
穂　
『
簿
記
論
攻
』（
中
央
経
済
社　

一
九
六
一
年
）　

一
二
五
頁

（
6
）	

八
木
哲
治　
『
忠
臣
蔵
』
第
三
巻
（
赤
穂
市　

一
九
八
七
年
）　

二
四
一
頁

（
7
）	

八
木
哲
治　
『
忠
臣
蔵
』
第
一
巻
（
赤
穂
市　

一
九
八
九
年
）　

一
三
一
頁

（
8
）	

近
松
洋
男　
『
近
松
門
左
衛
門
が
京
の
都
で
発
信
し
た
合
理
主
義
の
輝
き
』（
京
都

技
術
士
会
主
催　

二
〇
〇
六
年
）

（
9
）	

近
松
洋
男　
『
口
伝
解
禁　

近
松
門
左
衛
門
の
真
実
』（
中
央
公
論
新
社　

二
〇
〇

三
年
）　

四
六
頁

（
10
）	

坂
本
満
他　
『
原
色
日
本
の
美
術　

第
二
五
巻　

南
蛮
美
術
と
洋
風
画
』（
小
学
館　

一
九
七
〇
年
）　

一
六
五
頁

（
11
）	

筆
者
描
写
（
二
〇
一
九
年
）　

○
で
西
経
□
で
東
経
の
数
値
を
囲
む

（
12
）	

ド
ミ
ニ
コ
会
士
フ
ラ
イ
・
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
神
父　

近
松
洋
男
編
訳
『
キ

リ
シ
タ
ン
版
「
ヒ信

仰

イ
デ
ス
の
導て

び
き師

」
の
原
典
的
研
究
』（
思
文
閣
出
版　

一
九
九

〇
年
）　

序
文
ⅺ

（
13
）	

同
書　

四
三
・
四
四
・
四
五
・
四
六
頁

（
14
）	

青
木
康
征　
『
海
の
道
と
東
西
の
出
会
い
』（
山
川
出
版
社　

二
〇
〇
六
年
）　

二

二
頁

（
15
）	

木
村
靖
二
他　
『
詳
説
世
界
史
研
究
』（
山
川
出
版
社　

二
〇
一
八
年
）　

二
五
二

頁

（
16
）	

ロ
バ
ー
ト
・
ク
ラ
ン
シ
ー
他　

レ
イ
モ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ジ
ェ
イ
ゴ
監
修　

樺
山
紘
一
監
訳　

こ
ど
も
く
ら
ぶ　

訳　
『
探
検
と
冒
険
の
歴
史
大
図
鑑
』（
丸
善

出
版　

二
〇
一
五
年
）　

六
九
頁

（
17
）	

木
村
靖
二
他　

二
五
一
頁

（
18
）	

ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド　

樺
山
紘
一
監
修　

和
田
真
理
子
・
加
藤
修

治　

共
訳　
『
世
界
図
の
歴
史
』（
大
英
図
書
館
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
図
書　

一
九
九

七
年
）

（
19
）	

同
書　

七
五
頁

（
20
）	

同
書　

九
一
頁

〔
附
図
〕

図
1　

預
置
候
金
銀
請
拂
帳

図
2　

筆
者
描
図
（
二
〇
一
九
年
描
図
）

図
3　

預
置
候
金
銀
請
拂
帳
一
部
分

図
4　

ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
─
ス
ペ
イ
ン　
『
海
の
道
と
東
西
の
出
会
い
』
出
典

図
5　

ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
─
ポ
ル
ト
ガ
ル　
『
詳
説
世
界
史
研
究
』
出
典

図
6　

筆
者
描
図
（
二
〇
一
九
年
描
図
）
─
預
置
候
金
銀
請
拂
帳

図
7　

筆
者
描
図
（
二
〇
一
九
年
描
図
）
─
世
界
地
図

図
8　

ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
の
世
界
地
図

図
9　

万
国
総
図

〔
付
記
〕

　

赤
穂
市
発
行
『
忠
臣
蔵
』
第
三
巻
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
の
全
文
掲
載
に
当

た
っ
て
は
、
赤
穂
市
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
さ
さ
だ　

ひ
ろ
し　

文
学
研
究
科
文
学
専
攻
修
士
課
程
）

（
指
導
教
員
：
黒
田　

彰　

教
授
）

二
〇
一
九
年
九
月
三
十
日
受
理
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は
じ
め
に

　

明
治
維
新
後
、
北
海
道
に
は
開
拓
や
北
方
防
備
の
た
め
に
開
拓
使
や
屯
田
兵
が

数
多
く
入
植
し
て
い
く
。
そ
し
て
そ
の
地
に
は
、
入
植
者
が
精
神
的
な
支
え
と
す

る
た
め
に
、
入
植
し
た
村
に
新
た
に
鎮
守
社
を
建
て
た
り
、
あ
る
い
は
旧
藩
時
代

の
旧
藩
主
家
の
先
祖
等
を
祀
る
神
社
を
建
立
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
は
初
め
は
私

的
な
祭
祀
で
あ
っ
た
が
、
後
に
村
社
や
郷
社
に
昇
格
し
て
い
く
も
の
も
少
な
く
な

い
。

　

米
沢
城
本
丸
の
上
杉
謙
信
を
祀
る
御み

堂ど
う

は
、
藩
政
期
を
と
お
し
藩
の
安
泰

を
祈
る
場
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
。
明
治
時
代
に
な
り
そ
の
祭
祀
は
仏
式
か
ら

神
祭
へ
と
転
換
す
る
。
そ
し
て
旧
藩
士
の
発
願
に
よ
り
す
べ
て
民
費
に
よ
っ

て
上
杉
神
社
が
建
立
さ
れ
る
。

　

明
治
維
新
後
、
職
を
求
め
る
な
ど
し
て
米
沢
を
離
れ
た
旧
藩
士
は
少
な
く

な
い
。
本
論
で
は
、
彼
ら
の
新
天
地
に
お
け
る
こ
の
神
社
に
対
す
る
崇
敬
の

か
た
ち
を
、『
米
澤
有
爲
會
雑
誌
』
の
記
事
を
中
心
に
と
ら
え
て
い
く
。
ひ

と
つ
は
屯
田
兵
と
し
て
北
海
道
厚
岸
郡
太
田
村
に
渡
っ
た
人
々
に
よ
る
上
杉

神
社
の
遥
拝
式
と
神
社
の
建
立
、
も
う
ひ
と
つ
は
全
国
各
地
の
米
澤
有
爲
會

支
部
が
上
杉
神
社
の
祭
典
に
合
わ
せ
て
行
っ
た
遥
拝
式
か
ら
明
ら
か
に
し
て

い
く
。

　

そ
こ
に
は
具
体
的
に
そ
の
崇
敬
の
か
た
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
米
沢
の

上
杉
神
社
の
建
立
に
関
わ
っ
た
後
に
米
沢
を
離
れ
た
彼
ら
が
、
遠
隔
の
地
に

神
社
を
建
立
し
、
あ
る
い
は
遥
拝
し
た
米
沢
の
上
杉
神
社
へ
の
思
い
は
、
単

な
る
望
郷
の
念
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
先
祖
代
々
か
ら
精
神
的
な
支
え
と

し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
謙
信
の
義
勇
と
鷹
山
の
民
政
に
対
す
る
強
い
崇

敬
の
念
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

�

上
杉
謙
信
、
上
杉
鷹
山
、
上
杉
神
社
、
太
田
村
屯
田
兵
、
米

澤
有
爲
會

米
沢
を
離
れ
た
旧
米
沢
藩
士
の
上
杉
神
社
の
崇
敬

─
屯
田
兵
に
よ
る
神
社
の
建
立
及
び
米
澤
有
爲
會
支
部
に
お
け
る
遥
拝
式
か
ら

─
加

澤

昌

人

論
　
文〔

抄
　
録
〕



米
沢
を
離
れ
た
旧
米
沢
藩
士
の
上
杉
神
社
の
崇
敬
（
加
澤
昌
人
）

九
四

　

本
論
で
取
り
上
げ
る
厚
岸
郡
太
田
村
（
現
厚
岸
郡
厚
岸
町
）
に
入
植
し
た
屯
田

兵
、
旧
米
沢
藩
士
（
現
山
形
県
米
沢
市
）
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
旧
藩
主
上
杉
家

の
先
祖
（
上
杉
謙
信
と
上
杉
鷹
山
（
九
代
藩
主
治
憲
））
を
祀
る
上
杉
神
社
も
そ

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
神
社
を
北
海
道
神
社
庁
で
は
、
神
社
本
庁
包
括
外
神
社

の
う
ち
未
公
認
神
社
と
し
て
お
り
、
私
的
な
祭
祀
形
態
で
あ
る

（
（
（

。

　

な
お
、
祭
神
名
が
「
上
杉
謙
信
命
」「
上
杉
鷹
山
命
」
で
あ
る
の
で
、
本
論
で

は
「
謙
信
」「
鷹
山
」
と
し
、
米
沢
市
の
上
杉
神
社
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、

仮
に
「
太
田
上
杉
神
社
」
と
す
る
。

　

こ
の
太
田
村
の
屯
田
兵
や
太
田
上
杉
神
社
に
つ
い
て
、
米
沢
市
の
井
上
忠
氏
が

厚
岸
町
を
訪
問
し
調
査
し
た
内
容
を
報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
米
沢
で
も
太
田
上

杉
神
社
が
存
在
し
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。
ま
た
高
嶋
弘
志
氏
、
遠
藤
由
紀

子
氏
の
先
行
研
究
が
あ
る

（
（
（

。
こ
れ
ら
は
、
屯
田
兵
の
動
向
や
神
社
の
建
立
が
そ
の

地
の
開
拓
史
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
祭
祀
す
る
側
（
入
植
者
）
に
と
っ

て
、
そ
の
祭
神
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
い
か
に
祭
祀
し
た
か
は
論
点
と
さ

れ
ず
、
詳
細
が
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

両
氏
に
限
ら
ず
先
行
研
究
に
お
い
て
上
杉
神
社
に
関
し
て
は
、
本
論
第
一
章
で

述
べ
る
仏
式
か
ら
神
式
へ
の
謙
信
祭
祀
の
連
続
性
が
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い

向
き
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
藩
政
期
の
謙
信
の
廟
堂
（
以
下
、
上
杉
家
の
呼
称

に
よ
り
「
御み

堂ど
う

」
と
い
う
）
が
現
存
し
な
い
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
屯
田
兵
に
限
ら
ず
、
維
新
後
に
全
国
各
地
に
職
を
求
め
て
故
郷
を
離
れ
た

旧
米
沢
藩
士
も
少
な
く
な
い
。
彼
ら
は
米
沢
の
上
杉
神
社
の
祭
礼
日
に
合
わ
せ
て

遥
拝
式
を
行
い
、
遠
く
故
郷
の
上
杉
神
社
祭
神
の
遺
徳
を
偲
び
、
心
の
支
え
と
し

て
い
た
。
こ
れ
ら
は
私
的
な
活
動
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
研
究
の
対
象
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。

　

本
論
は
、
屯
田
兵
に
よ
る
上
杉
神
社
遥
拝
式
や
太
田
上
杉
神
社
の
建
立
に
つ
い

て
、
ま
た
全
国
に
移
住
し
た
米
沢
の
人
々
が
上
杉
神
社
の
祭
典
に
合
わ
せ
て
各
地

で
行
っ
た
遥
拝
式
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
自
ら
語
っ
た
記
録
『
米
澤
有
爲
會
雑
誌

（
（
（

』

（
以
下
「『
雑
誌
』」
と
い
い
、「
米
澤
有
爲
會
」
を
「
有
爲
會
」
と
い
う
）
の
記
事

を
中
心
に
、
米
沢
を
離
れ
た
人
々
の
上
杉
神
社
へ
の
崇
敬
の
か
た
ち
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

藩
政
期
に
お
い
て
は
、
謙
信
や
鷹
山
に
対
す
る
崇
敬
の
念
を
具
体
的
に
表
し
た

史
料
は
極
め
て
少
な
い
が
、
こ
の
『
雑
誌
』
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
な

お
、
扱
う
史
料
の
調
査
は
最
後
の
藩
主
上
杉
茂
憲
が
死
去
し
た
大
正
八
年
（
一
九

一
九
）
四
月
ま
で
と
し
た
。

　

ま
ず
第
一
章
「
米
沢
に
お
け
る
上
杉
神
社
の
建
立
」
で
は
、
藩
政
期
の
仏
式
に

よ
る
謙
信
の
祭
祀
か
ら
明
治
維
新
後
の
神
式
の
上
杉
神
社
の
建
立
に
つ
い
て
、
そ

の
変
遷
を
と
ら
え
て
い
く
。

　

次
に
第
二
章
「
屯
田
兵
に
よ
る
太
田
上
杉
神
社
の
建
立
」
で
は
、
第
一
節
「
屯

田
兵
の
入
植
と
そ
の
生
活
」
で
、
屯
田
兵
の
人
々
の
生
活
の
状
況
を
と
ら
え
、
第

二
節
「
上
杉
神
社
遥
拝
式
の
開
催
」
で
は
、
そ
の
生
活
の
中
で
入
植
者
た
ち
が
ど

の
よ
う
な
思
い
で
米
沢
の
上
杉
神
社
の
遥
拝
式
を
行
っ
た
か
、
そ
し
て
第
三
節

「
太
田
上
杉
神
社
の
建
立
」
で
、
遥
拝
式
で
は
足
ら
ず
新
た
に
神
社
を
建
立
し
て

い
く
姿
を
と
ら
え
る
。
第
四
節
「
他
藩
の
神
社
建
立
の
動
き
」
で
は
、
特
に
旧
新

庄
藩
（
現
山
形
県
新
庄
市
）
と
旧
仙
台
藩
亘
理
家
中
（
現
宮
城
県
亘
理
郡
亘
理

町
）
の
例
を
取
り
上
げ
、
米
沢
藩
と
の
異
同
を
み
て
い
く
。

　

第
三
章
「
米
澤
有
爲
會
の
各
部
会
に
お
け
る
上
杉
神
社
遥
拝
式
」
で
は
、
第
一
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節
「
米
澤
有
爲
會
の
発
足
」
で
、
米
澤
有
爲
會
の
成
り
立
ち
を
概
観
す
る
。
第
二

節
「
各
部
会
に
お
け
る
上
杉
神
社
遥
拝
式
」
で
、
各
地
で
行
わ
れ
た
遥
拝
式
の
様

子
と
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
謙
信
や
鷹
山
に
対
す
る
崇
敬
の
念
を
と
ら
え
て
い
く
。

第
一
章　

米
沢
に
お
け
る
上
杉
神
社
の
建
立

　

上
杉
謙
信
は
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
越
後
の
春
日
山
城
で
死
去
し
、
そ

の
遺
骸
は
城
内
の
不
識
庵
に
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
後
を
継
い
だ
景
勝
は
、
慶

長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
会
津
に
転
封
と
な
る
。
こ
の
時
、
不
識
庵
は
そ
の
ま
ま

城
内
に
残
し
三
ヶ
寺
に
護
ら
せ
て
祭
祀
を
続
け
た
。
し
か
し
春
日
山
城
に
入
っ
た

堀
秀
治
は
こ
れ
を
嫌
い
不
識
庵
の
移
転
を
迫
り
、
同
年
に
謙
信
の
遺
骸
は
会
津
に

改
葬
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
同
五
年
、
関
ヶ
原
役
の
後
に
景
勝
は
米
沢
へ
転
封
と
な
り
、
謙
信
の
遺

骸
も
米
沢
に
遷
座
さ
れ
、
同
十
七
年
に
本
丸
東
南
に
御
堂
を
建
立
し
た
。
御
堂
の

本
壇
に
は
謙
信
の
遺
骸
を
祀
り
、
そ
の
脇
士
と
し
て
左
に
毘
沙
門
天
王
、
右
に
善

光
寺
如
来
と
い
う
謙
信
が
信
仰
し
た
二
仏
を
祀
る
。
そ
の
ほ
か
間
取
り
を
み
る
と

御
堂
は
寺
院
に
等
し
い
構
造
で
あ
る
。
御
堂
の
脇
に
は
別
棟
の
御
堂
を
管
理
す
る

寺
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
堀
を
挟
み
二
ノ
丸
に
御
堂
に
奉
仕
す
る
寺
院
二
十
一
ヶ
寺

（
二
ノ
丸
寺
院
）
を
配
置
し
た
。
こ
の
構
造
や
二
ノ
丸
寺
院
の
配
置
を
み
れ
ば
、

御
堂
が
本
寺
で
二
ノ
丸
寺
院
は
そ
の
塔
頭
と
も
い
え
る
。

　

御
堂
へ
の
参
詣
は
藩
主
と
城
代
の
み
に
限
ら
れ
た
。
御
堂
で
は
謙
信
及
び
歴
代

藩
主
の
供
養
の
他
、
種
々
の
祈
祷

（
（
（

（
例
え
ば
「
亡
敵
怨
霊
の
供
養
」
や
「
浅
野
主

従
の
怨
霊
供
養
」）
が
行
わ
れ
、
主
に
護
国
経
典
の
「
法
華
経
」
や
「
仁
王
経
」

が
読
誦
さ
れ
た
。
鷹
山
は
雨
乞
い
祈
願
の
断
食
参
籠
を
行
っ
て
い
る

（
（
（

。
単
な
る
先

祖
供
養
の
場
で
は
な
く
、
藩
の
安
泰
を
祈
る
場
で
あ
り
、
藩
の
宗
教
政
策
の
要
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
維
新
と
な
り
、
十
二
代
藩
主
齊
憲
は
明
治
三
年(

一
八
七
〇)

に
二
ノ
丸
寺
院
を
廃
し
て
、
そ
の
ひ
と
つ
大
乗
寺
の
住
職
を
復
飾
さ
せ
て
神
式
の

御
堂
祭
祀
を
命
じ
、
同
年
八
月
に
謙
信
と
鷹
山
を
合
祀
し
て
神
祭
を
開
始
し
た
。

仏
式
の
御
堂
が
そ
の
ま
ま
神
祭
の
場
と
な
る
特
異
な
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の

時
か
ら
士
民
一
般
に
も
参
拝
が
認
め
ら
れ
、
士
民
に
開
か
れ
た
祭
祀
へ
の
大
転
換

と
な
っ
た
。

　

明
治
四
年
に
な
る
と
旧
藩
士
等
は
勅
祭
を
望
み
、
そ
の
請
願
に
よ
っ
て
翌
五
年

に
神
号
「
上
杉
神
社
」
が
許
可
さ
れ
、
さ
ら
に
県
社
に
列
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
同

七
年
に
は
、
区
戸
長
及
び
旧
藩
士
等
が
旧
本
丸
に
新
た
に
神
殿
を
造
営
す
る
計
画

を
立
て
、
同
九
年
に
全
て
募
金
に
よ
る
民
費
で
本
殿
を
建
立
す
る
。
そ
の
後
、
同

年
十
月
、
謙
信
の
遺
骸
は
旧
御
堂
か
ら
歴
代
藩
主
廟
所
へ
遷
座
さ
れ
た
。
真
言
宗

で
祭
祀
さ
れ
る
歴
代
廟
所
に
、
神
道
で
祭
祀
す
る
と
い
う
特
異
な
か
た
ち
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
明
治
三
十
五
年
に
は
、
謙
信
の
勤
王
の
遺
勲
に
よ
っ
て
別
格
官
幣
社

に
列
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
鷹
山
は
摂
社
「
松

ま
つ
が

岬さ
き

神
社
」
と
し
て
祭
祀
さ
れ
る

（
社
殿
の
建
立
は
大
正
元
年
（
一
九
一
二
））。
さ
ら
に
そ
の
後
、
明
治
四
十
一
年

に
は
、
謙
信
は
従
二
位
、
鷹
山
は
従
三
位
を
そ
れ
ぞ
れ
追
贈
さ
れ
た
。

　

御
堂
が
現
存
し
な
い
こ
と
で
、
戦
国
末
期
か
ら
藩
政
期
、
明
治
と
続
く
謙
信
祭

祀
の
連
続
性
が
一
般
に
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
上
杉
神
社
が

明
治
期
に
御
堂
と
は
別
個
の
も
の
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
特
に
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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な
お
上
杉
神
社
の
建
立
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
上
杉
謙
信
の
祭
祀
の
転
換�

─
御
堂
か
ら
上
杉
神
社
へ

─
」（『
米
沢
史
学
』
第
三
五
号
、
二
〇
一
九

年
、
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
米
沢
史
学
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
二
章　

屯
田
兵
に
よ
る
太
田
上
杉
神
社
の
建
立

第
一
節　

屯
田
兵
の
入
植
と
そ
の
生
活

　

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
六
月
下
旬
か
ら
七
月
初
旬
に
か
け
て
、
最
後
の

士
族
屯
田
兵
と
し
て
太
田
村
に
全
国
八
県
（
山
口
・
兵
庫
・
和
歌
山
・
福
井
・
石

川
・
新
潟
・
宮
城
・
山
形
）
か
ら
四
百
四
十
戸
が
入
植
し
た
。
山
形
県
は
九
十
九

戸
と
石
川
県
の
百
六
戸
に
次
い
で
多
く
、
そ
の
中
で
も
旧
米
沢
藩
士
は
五
十
七
戸

と
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
（
旧
藩
別
で
は
旧
金
沢
藩
の
五
十
九
戸
に
次
ぐ
）

（
（
（

。

　

こ
の
旧
米
沢
藩
士
の
中
に
は
、
本
庄
、
柿
崎
、
市
川
と
い
う
旧
藩
時
代
は
侍
組

（
上
級
藩
士
）
の
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
本
庄
氏
は
謙
信
、
景
勝
、
豊
臣
秀
吉
に

仕
え
た
本
庄
繁
長
、
柿
崎
氏
は
謙
信
に
仕
え
た
柿
崎
景
家
、
市
川
氏
は
武
田
信
玄

の
家
臣
で
後
に
謙
信
、
景
勝
に
仕
え
た
市
川
信
房
の
そ
れ
ぞ
れ
の
子
孫
で
あ
る

（
（
（

。

　

ま
ず
、
彼
ら
が
入
植
し
た
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
た
い

（
（
（

。

涙
を
揮
ふ
て
故
山
を
辭
し
酒
田
港
を
出
帆
（
中
略
）
厚
岸
に
着
港
し
該
士
民

に
歡
迎
せ
ら
れ
旅
舍
に
投
す
（
中
略
）
抽
籤
の
上
各
自
の
居
宅
を
定
め
ら
る

（
中
略
）
是
れ
即
太
田
村
な
り
。
辛
ふ
じ
て
居
宅
を
尋
ね
、
笹
を
分
け
漸
く

家
族
と
共
に
入
り
來
れ
ば
、
何
事
ぞ
、
炬
中
に
青
笹
生
ぜ
ん
と
は
。
嗚
呼

（
中
略
）
誰
か
之
を
見
て
涙
な
か
ら
ん
や
（
中
略
）
四
邊
寂
寞
樹
木
は
天
日

を
蔽
ひ
笹
藪
密
集
し
て
隣
家
を
も
見
る
不
能
。

　

ま
た
、
旧
新
庄
藩
士
西
野
要
三
郎
も
同
様
に
書
き
留
め
、「
住
み
慣
れ
し
古
郷

の
生
活
ニ
比
し
、
母
は
極
度
に
悲
し
み
泣
き
出
し
ぬ
。
一
家
共
に
泣
く
」
と
嘆
い

て
い
る

（
（
（

。

　

与
え
ら
れ
た
兵
屋
は
、
前
年
か
ら
当
年
に
か
け
て
標し

べ

茶ち
や

集
治
監
の
囚
人
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
既
に
建
物
の
中
に
は
青
笹
が
茂
り
、
す
ぐ
に

住
め
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
は
未
開
の
地
で
あ
り
、
彼
ら
が
思
い
描
い

て
い
た
も
の
と
は
全
く
違
っ
た
生
活
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

太
田
村
に
は
南
太
田
兵
村
（
第
四
大
隊
第
三
中
隊
）
と
北
太
田
兵
村
（
同
第
四

中
隊
）
が
あ
り
各
二
百
二
十
戸
に
分
か
れ
て
い
た
。
兵
屋
の
割
当
は
抽
籤
で
決
め

ら
れ
た
が
、
旧
米
沢
藩
士
は
一
戸
を
除
い
て
南
太
田
兵
村
に
割
り
当
て
ら
れ
た

（
（1
（

。

こ
の
一
戸
は
、
戸
主
の
急
病
の
た
め
出
発
が
遅
れ
て
別
便
で
渡
航
し
、
空
い
て
い

た
北
太
田
兵
村
に
入
っ
た
者
で
あ
っ
た
。

　

太
田
兵
村
の
中
心
地
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
厚
岸
駅
か
ら
北
西
に
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
余
り
で
、
一
帯
が
起
伏
の
大
き
い
丘
陵
地
で
あ
る
。
現
在
、
厚
岸
町
太
田
屯
田

開
拓
記
念
館
（
以
下
「
屯
田
記
念
館
」
と
い
う
）
や
太
田
小
学
校
、
太
田
中
学
校

の
あ
た
り
に
中
隊
本
部
が
置
か
れ
て
い
た
。

　

こ
の
広
大
な
土
地
を
機
械
的
に
区
画
し
た
場
所
に
建
て
ら
れ
た
兵
屋
で
あ
る
か

ら
、
谷
地
や
川
が
あ
っ
て
耕
地
に
は
向
か
な
い
悪
条
件
の
所
に
割
り
当
て
ら
れ
た

者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
不
平
不
満
を
口
に
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
そ
の

後
は
黙
々
と
開
墾
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
一
ヶ
月
間
は
ほ
と
ん
ど
中
隊
本
部
の

監
督
者
指
導
の
も
と
、
笹
薮
を
焼
き
払
い
、
樹
木
を
伐
採
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
濃

霧
も
次
第
に
減
少
し
て
日
も
差
す
よ
う
に
な
り
、
入
植
当
時
と
は
一
変
し
て
き

た
。
秋
に
至
っ
て
は
、
甜
萊
・
馬
鈴
薯
・
大
根
等
多
少
若
干
の
収
穫
も
得
ら
れ

た
。



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

九
七

　

ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
入
植
の
た
め
言
葉
が
通
じ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
行
き
違

い
が
生
じ
た
の
で
、
時
々
茶
話
会
を
開
き
懇
親
を
深
め
、
教
師
を
招
い
て
農
事
を

研
究
し
た
。
あ
る
い
は
米
沢
人
は
生
魚
を
食
す
る
風
習
が
な
く
、
入
村
直
後
に
は

食
べ
過
ぎ
て
腹
痛
に
苦
し
ん
だ
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
他
、
旧
新
庄
藩
士
の
岩
間
富
次
郎
（
北
太
田
兵
村
）
は
次
の
よ
う
に
述
懐

し
て
い
る

（
（1
（

。

樹
木
鬱
蒼
た
る
高
原
地
に
し
て
、
小
笹
荊
蕀
繁
茂
し
開
墾
に
も
頗
る
困
難
を

覺
江
た
り
。
戸
主
は
重（

主
に
）に

兵
役
の
義
務
を
帯
び
、
二
三
ヶ
月
間
は
毎
日
練
兵

場
に
て
軍
事
教
練
を
受
け
、
軍
規
風
規
な
ど
思
い
の
外
に
嚴
し
く
（
中
略
）

現
役
三
ヶ
年
間
は
家
族
諸
共
兵
役
と
農
業
の
外
餘
念
な
か
り
し
。
余
等
の
如

き
兵
務
と
云
ひ
農
と
云
ひ
更
に
經
歴
な
き
事
故
、
事
々
に
珍
し
く
も
あ
れ
ど

又
艱
難
に
堪
へ
ざ
る
こ
と
も
あ
り
。

　

そ
し
て
同
二
十
六
年
六
月
頃
に
は
給
与
地
を
す
べ
て
開
墾
し
終
わ
る
見
込
み
と

な
っ
た
。
主
な
農
作
物
は
す
べ
て
米
沢
で
産
す
る
も
の
で
、
最
も
適
し
た
も
の
は

馬
鈴
薯
・
麻
・
麦
で
あ
っ
た
。
馬
鈴
薯
は
「
愛（

ア
イ
ヌ
人
）

乃
土
人
の
培
養
法
」
で
多
く
の
収

穫
を
得
、
ま
た
麻
の
品
質
は
北
海
道
随
一
と
い
わ
れ
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
、

五
、
六
戸
共
同
で
馬
耕
機
械
を
購
入
し
、
家
畜
を
飼
育
し
繁
殖
を
図
っ
て
農
作
物

を
栽
培
す
れ
ば
、
家
族
六
、
七
人
は
十
分
に
生
活
で
き
る
と
し
、
新
天
地
で
の
生

活
に
期
待
し
て
い
る
。

　

し
か
し
太
田
村
で
は
、
入
植
し
た
年
の
う
ち
に
三
十
九
名
が
死
亡
し
、
そ
の
う

ち
十
一
人
は
子
供
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
も
過
酷
な
生
活
状
況
が
う
か
が
わ

れ
る
。
ま
た
大
田
村
を
含
む
根
室
地
方
は

（
（1
（

、
寒
冷
な
気
候
と
濃
霧
の
た
め
農
耕
に

適
さ
な
い
土
地
で
あ
り
、
さ
ら
に
連
作
に
よ
る
地
味
の
劣
化
と
施
肥
技
術
の
乏
し

さ
か
ら
、
次
第
に
農
業
は
衰
退
し
て
い
く
。
そ
し
て
同
二
十
六
年
に
屯
田
兵
の
現

役
三
年
を
満
了
し
て
予
備
役
に
編
入
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
諸
給
与
が
廃
さ
れ

て
生
計
に
困
難
を
き
た
し
、
部
外
に
職
を
求
め
る
者
や
近
隣
の
諸
村
へ
の
出
稼
者

が
多
く
現
れ
、
こ
の
年
を
ピ
ー
ク
に
太
田
村
の
人
口
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

た
。

　

村
に
残
っ
た
者
は

（
（1
（

、
大
家
族
を
抱
え
て
身
動
き
が
で
き
な
い
者
、
行
き
先
の
め

ど
が
立
た
な
い
者
、
頑
な
に
屯
田
兵
精
神
を
貫
き
永
住
を
決
意
し
た
者
で
あ
っ
た

と
い
う
。第

二
節　

上
杉
神
社
遥
拝
式
の
開
催

　

こ
う
し
た
過
酷
な
重
労
働
と
兵
役
を
強
い
ら
れ
た
人
々
は
、
遠
く
離
れ
た
故
郷

米
沢
の
上
杉
神
社
へ
の
崇
敬
の
念
を
精
神
的
な
支
え
と
し
て
い
た
。
彼
ら
は
入
植

し
た
翌
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
の
米
沢
の
上
杉
神
社
例
祭
日
に
は
、
早
く

も
上
杉
神
社
の
遥
拝
式
を
行
っ
て
い
る
。

　

兵
籍
に
あ
る
者
は
日
曜
日
や
祭
日
の
他
は
外
出
が
容
易
で
は
な
く
、
四
月
二
十

六
日
の
日
曜
日
に
隣
の
真
龍
村
屯
田
兵
倉
庫
前
の
丘
（
現
在
地
特
定
不
能
）
で

行
っ
た
。
発
起
人
は
本
庄
、
柿
崎
、
市
川
等
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
は
次
の
よ
う

で
あ
る

（
（1
（

。
四
月
廿
九
日
は
上
杉
神
社
の
例
祭
日
な
る
を
以
て
、
在
厚
岸
米
澤
人
に
於
て

も
遥
拝
式
を
行
ひ
聊
か
上
杉
家
を
尊
崇
す
る
微
志
を
表
せ
ん
と
志
た
り
。

（
中
略
）
此（

二
十
六
日
）

日
こ
そ
は
盛
ん
に
や
り
度
き
者
ぞ
と
指
を
り
數
へ
て
待
ち
居
り

き
（
中
略
）
集
ひ
會
す
る
者
總
べ
て
百
有
余
名
、
厚
岸
街
の
梅
澤
判
事
も
來

臨
せ
ら
る
（
中
略
）
丘
上
の
中
程
に
は
、
龍
と
大
書
し
た
る
巾
二
尺
五
寸
長
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さ
一
丈
余
の
唐
木
綿
を
以
て
製
し
た
る
大
旆
を
建
て
、
前
に
盬
鮭
二
尾
及
び

御
幣
、
神
酒
を
備
へ
（
中
略
）
石
墨
神
官
祭
式
を
行
ひ
終
り
て
順
序
を
以
て

禮
拜
（
中
略
）
四
方
に
は
上
杉
神
社
遥
拝
式
及
舊
米
澤
人
大
懇
親
會
と
大
書

し
た
る
二
旈
を
建
て
た
り
。

　

こ
の
「
龍
」
の
旗
は
、
謙
信
が
総
攻
撃
の
際
に
掲
げ
た
軍
旗
「
懸
り
乱
れ
龍
」

を
摸
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
神
体
に
見
立
て
て
神
饌
を
供
え
て
い
る
。
明
ら
か
に

謙
信
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
単
に
同
郷
の
者
が
集
い
行
う
祭
り
や
懇
親
会
で
は
な

く
、
謙
信
へ
の
崇
敬
の
念
が
認
め
ら
れ
る
神
事
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
こ
の
時
、「
重（

主
に
）に

殖
産
業
に
關
す
る
講
談
を
な
し
後
來
大
事
業
を
謀
る
の

一
大
資
本
社
」
で
あ
る
「
米
澤
郷
友
會
」
の
設
立
が
提
唱
さ
れ
る
と
、「
賛
成
の

聲
四
方
に
起
る
。
之
れ
と
同
時
に
（
中
略
）
米
澤
郷
友
會
萬
歳
と
大
書
し
た
る
旗

を
空
中
に
振
飄
」
し
た
。
あ
る
い
は
旧
藩
主
齊
憲
の
顕
彰
碑
建
立
（
同
年
九
月
に

米
沢
の
上
杉
神
社
境
内
に
建
立
）
へ
の
寄
付
金
も
募
ら
れ
、「
苟
も
上
杉
氏
の
粟

を
食
せ
し
者
は
奮
て
寸
志
を
表
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
」
と
決
議
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、「
大
日
本
帝
國
萬
歳
、
米
澤
郷
友
會
萬
歳
と
大
呼
連
唱
し
て
閉
會

（
中
略
）
四
旈
の
旗
旆
を
押
志
立
て
愉
快
を
呼
び
つ
ヽ
還
路
に
就
き
た
り
」
と
い

う
具
合
で
あ
っ
た
。
遥
拝
式
も
齊
憲
顕
彰
碑
へ
の
寄
付
も
「
上
杉
家
を
尊
崇
す
る

微
志
」
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
別
の
報
告
で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る

（
（1
（

。

會
す
る
も
の
無
慮
百
五
拾
餘
名
、
大
に
野
宴
を
張
る
（
中
略
）
上
杉
伯
萬

歳
、
同
郷
人
萬
歳
の
聲
は
山
岳
爲
め
に
震
動
せ
ん
許
り
な
り
き
（
中
略
）
嘻

神
君
の
遺
徳
、
北
海
の
濱
に
迨
ぶ
、
誰
か
感
泣
せ
ざ
ら
ん
や
。

や
は
り
拠
り
所
と
す
る
の
は
、「
上
杉
伯
（
伯
爵
茂
憲
）」
で
あ
り
、「
神
君
（
謙

信
）」
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
遥
拝
式
は

（
（1
（

、
同
二
十
五
年
四
月
二
十
九
日

（
（1
（

に
は
村
内
豊
受
神
社
境
内

で
、
同
二
十
六
年
四
月
二
十
九
日
に
は
村
外
の
郊
原
（
現
在
地
特
定
不
能
）
で
、

同
二
十
七
年
四
月
二
十
九
日
に
は
加か

里り

關か
ん

阪ざ
か

上
理
性
院
で
と
、
毎
年
場
所
を
変
え

な
が
ら
行
わ
れ
た
。「
加
里
關
阪
上
理
性
院
」
も
現
在
確
認
で
き
な
い
が
、「
加
里

關
」
は
当
て
字
で
、「
仮
監
獄
」
を
意
味
し
、
兵
屋
を
建
設
し
た
標
茶
集
治
監
の

囚
人
の
仮
監
獄
が
あ
っ
た
場
所
一
帯
を
い
う
。
太
田
二
の
通
り
を
過
ぎ
た
南
兵
村

共
同
墓
地
の
奥
、
急
坂
を
下
っ
た
所
で
あ
る
。「
理
性
院
」
は
そ
の
坂
上
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
寺
院
が
あ
っ
た
記
録
等
は
な
く
、
仮
監
獄
の
施
設
の
一
部
か

と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
太
田
村
の
寺
社
等
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く

（
（1
（

。

　

明
治
二
十
五
年
当
時
は
、
豊
受
神
社
で
は
な
く
「
神
武
天
皇
遥
拝
所
」
で
あ
っ

た
。
遥
拝
所
は
、
新
開
地
の
村
内
に
崇
敬
す
べ
き
神
社
が
な
い
こ
と
か
ら
、
中
隊

長
門か

ど

田た

見み

陳の
ぶ

秀ひ
で

（
北
兵
村
）、
同
岩
渕
繁
隆
（
南
兵
村
）、
及
び
村
内
有
志
等
が
発

起
人
と
な
っ
て
同
二
十
四
年
七
月
に
建
設
し
、
産
土
神
と
し
て
豊
受
大
神
を
勧
請

し
た
。
例
祭
日
は
入
植
皆
済
日
を
記
念
し
て
七
月
六
日
・
七
日
と
し
た
。
そ
の
後

同
二
十
六
年
に
無
格
社
豊
受
神
社
と
な
っ
た
。
同
三
十
年
に
社
殿
を
新
築
し
、

「
豊
受
神
社
」
の
扁
額
は
旧
米
沢
藩
士
本
庄
孝
長
が
揮
毫
し
た
。
当
時
の
神
社
は

現
在
地
よ
り
奥
に
位
置
し
、
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
社
殿
は
伊
勢
神
宮
に
向
い
て
い

た
と
い
う
。

　

寺
院
は
、
い
ず
れ
も
同
三
十
年
に
臨
済
宗
報
国
寺
（
南
禅
寺
直
末
）
と
真
宗
鮮

明
寺
（
東
本
願
寺
直
末
、
現
在
廃
寺
）
が
創
設
さ
れ
、
兵
村
の
者
は
そ
の
檀
家
と

な
っ
た
。
故
郷
の
寺
と
は
違
う
臨
済
宗
へ
の
宗
旨
替
え
に
苦
慮
し
た
者
も
あ
っ
た
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第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

九
九

と
聞
く
。
ま
た
同
二
十
六
年
に
は
キ
リ
ス
ト
会
堂
も
創
設
さ
れ
て
い
る
。

第
三
節　

太
田
上
杉
神
社
の
建
立

　

こ
の
よ
う
に
上
杉
神
社
の
遥
拝
式
を
継
続
し
て
き
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
太
田
村

へ
の
神
社
の
建
立
は
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
建
設
に
つ
い
て
の
協
議
が
重
ね
ら
れ

た
（
（2
（

。
そ
の
思
い
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

（
（2
（

。

吾
等
同
郷
人
五
拾
餘
戸
三
百
二
十
餘
名
、
手
を
提
へ
て
當
道
に
移
住
（
中

略
）
北
海
の
一
米
澤
を
形
造
る
に
至
れ
り
（
中
略
）
山
海
數
百
里
を
隔
つ
る

も
豈
に
累
々
血
食
の
地
を
忘
了
せ
ん
や
。
是
に
於
て
上
杉
神
社
を
建
立
し
て

聊
か
記
念
の
一
端
を
表
せ
ん
こ
と
を
議
決
し
、
時
機
の
至
る
を
俟
て
り
。
明

治
廿
四
年
四
月
廿
九
日
第
一
回
遥
拝
式
を
執
行
せ
し
以
来
、
毎
年
怠
る
こ
と

な
か
り
き
。

　

そ
し
て
上
杉
家
か
ら
神
宝
と
な
る
謙
信
と
鷹
山
の
所
縁
の
品
を
下
賜
さ
れ
る
機

会
は
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
三
月
、
太
田
村
の
屯
田
兵
（
そ
の
う
ち
旧

米
沢
藩
士
は
六
十
二
名
）
が
清
国
に
出
征
（
日
清
戦
争
）
す
る
こ
と
と
な
り
、
彼

ら
が
東
京
に
赴
い
た
と
き
に
実
現
す
る
。
そ
の
顛
末
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

同
月
三
十
一
日
に
東
京
に
入
っ
た
彼
ら
は

（
（2
（

、
毎
日
七
時
間
の
練
兵
に
明
け
暮
れ

た
が
、
四
月
十
七
日
に
は
日
清
講
和
条
約
が
結
ば
れ
て
、
戦
地
に
赴
く
こ
と
は
な

か
っ
た
。
こ
の
間
、
四
月
七
日
に
は
有
爲
會
の
東
京
部
会
が
飛
鳥
山
公
園
（
現
東

京
都
北
区
）
で
運
動
会
を
計
画
し
て
お
り
、
彼
ら
も
招
待
さ
れ
て
い
た
。

　

当
時
の
運
動
会
は
、
健
康
増
進
は
も
と
よ
り
、
国
威
発
揚
、
富
国
強
兵
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
当
時
の
有
爲
會
の
運
動
会
広
告
に
は
、「
國
運
進
張
の

時
に
當
り
（
中
略
）
北
越
武
士
の
義
氣
清
節
を
推
揮
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
」
や
「
地

に
居
て
亂
を
忘
れ
ず
、
以
て
聊
か
國
家
一
旦
の
急
に
赴
く
素
を
養
ふ
所
以
な
り
」

等
の
文
言
が
み
え
る
。
そ
し
て
こ
の
行
事
の
広
告

（
（2
（

に
は
、

（
前
略
）
我（

上
杉
茂
憲
）

従
三
位
公
に
於
て
も
深
く
此
旨
意
を
賛
成
せ
ら
れ
士
氣
を
養
成

す
る
の
御
趣
意
を
以
て
一
切
の
經
費
を
給
與
せ
ら
れ
且
つ
親
臨
の
榮
を
賜
は

ら
ん
と
す
（
中
略
）　

上
杉
伯
よ
り
酒
肴
を
賜
は
る
に
付
き
會
費
を
要
せ
す

（
中
略
）

●
春
日
杯
は
諸
君
の
勇
氣
を
百
倍
す
べ
し
（
後
略
）

　

茂
憲
も
こ
の
運
動
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
全
て
の
経
費
を
負
担
し
、
行
事
最
後

の
酒
宴
で
は
「
春
日
杯
」
で
饗
応
さ
れ
る
。「
春
日
杯
」
は
、
謙
信
が
愛
用
し
た

漆
塗
り
の
酒
杯
で
あ
る
。
こ
の
酒
杯
に
よ
っ
て
謙
信
と
の
結
び
つ
き
を
与
え
ら
れ

る
こ
と
は
「
勇
氣
を
百
倍
」
す
る
ほ
ど
の
感
激
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

結
局
、
八
日
は
雨
天
中
止
と
な
り
同
十
五
日
に
行
わ
れ
た
。
八
日
は
日
曜
日
の

休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
武
装
検
査
が
行
わ
れ
、
十
五
日
も
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

「
是
に
於
て
か
水
泡
に
歸
し
去
り
、
い
と
殘
念
の
こ
と
な
り
」
と
、
同
郷
の
人
々

と
会
す
る
機
会
を
失
っ
た
こ
と
を
非
常
に
悔
や
ん
で
い
る
。

　

そ
の
後
同
二
十
八
日
は
終
日
の
外
出
日
と
な
り
、
茂
憲
の
招
待
を
受
け
た
米
沢

人
一
同
が
湯
島
天
神
内
の
魚
十
料
理
屋
で
の
予
餞
会
に
出
席
し
た

（
（2
（

。

北
海
道
屯
田
兵
ニ
シ
テ
征
清
従
軍
ノ
旧
米
沢
藩
士
六
十
二
人
、
午
後
一
時
参

邸
ニ
付
、
上
杉
神
社
ノ
神
前
ニ
於
テ
春
日
杯
ヲ
以
テ
神
酒
及
献
饌
中
ノ
勝
栗

大
豆
ヲ
賜
ハ
リ
、
夫
ヨ
リ
天
神
社
内
魚
十
ニ
於
テ
神
酒
被
遣
（
中
略
）
同
所

ニ
於
テ
モ
春
日
盃
ヲ
用
ヒ
サ
セ
ラ
レ
、
皆
々
孰
レ
モ
難
有
頂
戴
、
夕
刻
退
出

セ
リ
。

　

一
同
は
、
上
杉
邸
内
の
上
杉
神
社
（
米
沢
の
上
杉
神
社
を
勧
請
）
に
参
拝
し
、



米
沢
を
離
れ
た
旧
米
沢
藩
士
の
上
杉
神
社
の
崇
敬
（
加
澤
昌
人
）

一
〇
〇

そ
の
後
は
予
餞
会
に
出
席
し
、
い
ず
れ
で
も
謙
信
所
用
の
「
春
日
杯
」
で
神
酒
を

賜
っ
た
。
茂
憲
は
こ
れ
よ
り
前
同
年
三
月
三
日
に
は
、
同
じ
く
清
国
に
出
兵
す
る

米
沢
出
身
の
近
衛
師
団
に
属
す
る
将
士
を
招
い
て
予
餞
会
を
開
い
た

（
（2
（

が
、
そ
こ
で

も
こ
の
時
と
同
様
に
「
春
日
杯
」
を
用
い
て
饗
応
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
五
月
二
十
日
に
は
、
平
和
に
関
す
る
勅
諭
の
奉
読
と
司
令
官
の
訓
示
が

あ
り
、
二
十
五
日
に
は
東
京
を
発
つ
こ
と
と
な
る
。
神
社
の
建
立
を
上
杉
家
に
直

接
請
う
機
会
は
、
こ
の
東
京
滞
在
中
を
逃
し
て
な
く
、
再
び
代
表
者
が
上
杉
邸
を

訪
ね
た

（
（2
（

（
日
時
は
不
明
）。

是
の
時
に
當
り
、
柿
崎
家か

善ぜ
ん

、
市
川
慎
一
郎
、
本
庄
孝こ

う

長ち
よ
う

等
の
諸
氏
一
同

を
代
表
し
て
上
杉
伯
邸
に
参
候
し
、
謹
て
武ぶ

尊そ
ん

公こ
う

御
尊
影
並
に
鷹
山
公
御
眞

筆
を
拝
領
し
て
永
く
記
念
と
せ
ん
こ
と
を
陳
情
せ
り
。
幸
に
嘉
納
あ
ら
せ
ら

れ
親
し
く
之
を
賜
は
る
。
因
に
記
す
。
武
尊
公
御
尊
影
は
元
七
軒
町
照
陽
寺

の
秘
蔵
に
係
り
し
も
の
な
り
と
云
ふ
。
五
月
二
十
九
日
、
奉
じ
還
り
て
堂
宇

建
立
の
議
を
老
父
に
圖
る
。
咸
奮
て
事
を
擧
け
ん
こ
と
を
約
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
武
尊
公
」
と
は
、
米
沢
に
お
け
る
謙
信
の
尊
称
で
あ
る
。
上
杉

家
か
ら
下
賜
さ
れ
た
画
像
は
「
七
軒
町
照
陽
寺
の
秘
蔵
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤

り
で
、
照
陽
寺
は
関
東
管
領
上
杉
憲
政
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
こ
の
画
像
は
、
照
陽

寺
に
隣
接
す
る
謙
信
開
基
の
常
安
寺
が
所
蔵
す
る
「
鏡
御
影
」
の
模
写
で
あ
る
。

「
鏡
御
影
」
は
、
謙
信
が
常
安
寺
の
泰
廉
門
察
の
た
め
に
鏡
に
写
し
て
描
い
た
自

画
像
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
画
像
は
三
代
藩
主
綱
勝
の
命
に
よ
り
修
理
さ
れ
る
な

ど
、
歴
代
藩
主
が
謙
信
崇
敬
の
対
象
と
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
画
像
を
、
明

治
二
十
三
年
に
常
安
寺
の
住
職
上
椙
密
山
が
茂
憲
の
許
可
を
得
て
石
盤
摺
に
し
て

関
係
者
に
頒
布
し
た
。
こ
の
う
ち
の
一
幅
と
み
ら
れ
る

（
（2
（

。
画
像
と
と
も
に
由
緒
書

も
頒
布
さ
れ
た
が
、
現
存
し
な
い
。

　

一
方
の
「
鷹
山
公
御
眞
筆
」
は
現
在
確
認
で
き
な
い
。

　

太
田
村
で
は
、
こ
の
ふ
た
つ
の
謙
信
と
鷹
山
の
遺
物
を
下
賜
さ
れ
て
、
神
社
の

建
設
は
進
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
建
設
工
事
は
全
て
寄
付
金
で
ま
か
な
わ
れ
た

（
（2
（

。

こ
の
寄
付
に
は
、
南
兵
村
の
中
隊
長
岩
渕
繁
隆
、
厚
岸
町
判
事
梅
澤
退
輔
を
は
じ

め
と
す
る
篤
志
寄
付
者
十
二
名
と
屯
田
兵
六
十
七
名
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
梅
澤

は
第
一
回
遥
拝
式
で
講
義
も
行
っ
て
お
り
、
最
も
高
額
な
寄
付
を
し
て
い
る
。
岩

渕
が
そ
れ
に
次
い
で
い
る
。
ま
た
一
般
寄
付
の
中
に
は
神
社
の
近
隣
に
居
住
す
る

他
藩
出
身
の
者
三
名
も
確
認
で
き
る
。

　

し
か
し
十
月
に
な
っ
て
も
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
有
爲
會
組
合
會
（
第
三
章
第

一
節
参
照
）
が
事
業
を
継
続
し
た
。
十
二
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
多
年
の
素
志

を
貫
徹
し
て
太
田
上
杉
神
社
が
完
工
し
た
。
社
の
規
模
は
、
社
園
三
百
二
十
余

坪
、
堂
宇
三
坪
二
合
五
夕
、
総
桂
材
造
で
、
そ
の
地
方
に
比
す
べ
き
も
の
が
な
い

緻
密
な
建
築
の
社
で
あ
っ
た
と
い
う
。
御
神
体
の
鏡
の
台
座
は
、
上
杉
家
の
紋
所

に
ち
な
み
竹
に
飛
雀
を
彫
刻
し
た
特
別
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
雲

形
で
あ
る
が
、
特
に
上
杉
家
を
意
識
し
て
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
月
二
十
五
日
に
寒
風
の
厳
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
臨
時
祭
典
が
盛
大
に
行
わ

れ
た
。

　

翌
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日
に
は
例
祭
を
執
行
し
、
神
社
運
営
の
規
約
を
定

め
、
毎
年
五
名
の
社
務
掛
を
置
い
て
維
持
法
を
堅
く
守
っ
て
運
営
す
る
こ
と
と
し

た
。
さ
ら
に
同
三
十
年
に
は
、
当
地
の
寒
冷
な
気
候
を
勘
案
し
て
祭
礼
日
を
陰
暦

四
月
二
十
九
日
と
し
て
い
る
。

　

神
社
の
建
設
地
は
、
山
田
理
一
郎
の
記
事
で
は
、
市
川
慎
一
郎
宅
地
内
と
し
て
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い
る
が
、
隣
の
林
留
次
郎
の
宅
地
内
が
正
し
い
。
現
在
の
太
田
四
の
通
り
沿
い
の

「
開
拓
天
然
記
念
物
・
太
田
屯
田
の
赤
松
」
の
道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
側
で
あ

る
。
こ
の
神
社
が
建
立
で
き
た
要
因
と
し
て
は
、
清
国
に
出
兵
す
る
旧
藩
士
が
上

杉
邸
に
招
か
れ
た
こ
と
、
そ
の
中
に
茂
憲
に
直
接
交
渉
で
き
る
旧
侍
組
の
本
庄
、

柿
崎
、
市
川
の
三
氏
が
あ
り
、
神
宝
と
な
る
謙
信
画
像
と
鷹
山
真
筆
が
下
賜
さ
れ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　

こ
こ
で
鷹
山
へ
の
崇
敬
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

本
庄
氏
の
旧
知
行
地
で
あ
っ
た
白
鷹
郷
（
現
山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
）
で

は
、
鷹
山
が
養
蚕
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
例
が
み
ら
れ
る

（
（2
（

。
同
地
高
玉
の
円
福
寺
に

あ
る
養
蚕
殿
の
本
尊
は
養
蚕
神
の
馬め

鳴み
よ
う

菩ぼ

薩さ
つ

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
に
「
治
憲
大
権
現
」
と
し
て
、
威
儀
を
正
し
て
馬
に
乗
る
姿
の
鷹

山
像
が
本
尊
と
並
ん
で
祀
ら
れ
た
。
ま
た
同
地
菖
蒲
の
養
蚕
講
の
本
尊
は
鷹
山
画

像
で
あ
り
、
拝
み
上
げ
に
は
「
大
和
大
聖
人
上
杉
鷹
山
公
」
と
繰
り
返
し
唱
え
た

と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
米
沢
の
上
杉
神
社
で
も
鷹
山
が
養
蚕
神
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
て
お
り
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
上
杉
神
社
例
祭
に
は
鷹
山
を
指
し
て

「
養
蚕
開
祖
神
」
と
書
か
れ
た
幟
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た

（
（3
（

。

　

ま
た
、
旧
藩
領
小
国
郷
（
現
西
置
賜
郡
小
国
町
）
で
は
、
遠
方
の
た
め
米
沢
へ

日
帰
り
で
祭
典
に
参
拝
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
上
杉
家
か
ら
謙
信
と
鷹
山
の
遺
物

を
下
賜
さ
れ
て
上
杉
神
社
を
建
立
し
た
（
明
治
十
一
年
創
建
）。
そ
の
際
の
趣
意

書
の
中
に
は
次
の
一
項
が
記
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。

一　

�

鷹
山
公
千
苦
万
苦
大
慮
ヲ
煩
ワ
サ
レ
産
業
無
之
テ
ハ
民
不
富
ト
被
思

召
、
戸
毎
ニ
桑
樹
ヲ
下
賜
サ
レ　

養
蚕
道
ヲ
被
開
シ
ヨ
リ
今
日
ニ
至
リ

戸
々
活
計
相
立
候
。
此
高
恩
永
生
忘
却
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。

　

鷹
山
か
ら
桑
苗
を
下
賜
さ
れ
養
蚕
の
道
が
開
か
れ
て
生
計
が
成
り
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
恩
は
永
生
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
小
国
の
上
杉
神
社

は
、
こ
の
他
四
ヶ
条
の
鷹
山
の
民
政
に
対
す
る
恩
沢
を
あ
げ
て
寄
付
を
募
り
、
す

べ
て
民
費
で
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
鷹
山
の
民
政
は
、
旧
米
沢
藩
領
の
人
々

に
と
っ
て
、「
此
高
恩
永
生
忘
却
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
も
の
で
、
鷹
山
に
対
す
る
崇
敬

の
強
さ
が
知
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
太
田
上
杉
神
社
は
建
立
、
運
営
さ
れ
て
い
く
が
、
前

述
の
と
お
り
屯
田
兵
の
予
備
役
に
な
る
と
生
活
に
困
窮
す
る
者
も
出
始
め
、
離
村

す
る
者
も
相
次
ぎ
、
さ
ら
に
日
露
戦
争
で
の
戦
死
者
も
出
た
。
明
治
末
期
に
は
太

田
村
の
人
口
は
開
村
時
か
ら
半
減
し
た
と
い
わ
れ

（
（3
（

、
神
社
の
運
営
に
も
影
響
し
て

く
る
。

　

そ
の
後
の
神
社
祭
典
を
み
る
と
、
明
治
三
十
七
年
に
は
六
月
十
二
日
（
旧
暦
四

月
二
十
五
日
）
に
行
わ
れ
、「
上
杉
神
社
祭
典
執
行
相
成
候
ニ
付
、
一い

ち

重じ
ゆ
う

持
参
、

社
前
ヘ
集
合
致
候

（
（3
（

」
と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
限
り
質
素
な
祭
典
で
あ
っ
た
。「
一

重
持
参
」
と
は
各
家
々
が
料
理
を
重
箱
ひ
と
つ
に
詰
め
て
持
ち
寄
る
こ
と
で
あ

る
。

　

本
論
に
お
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
調
査
対
象
年
を
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

ま
で
と
し
た
た
め
、
そ
の
後
の
詳
細
は
追
わ
な
い
が
、
離
村
者
の
増
加
に
よ
る
組

織
の
維
持
困
難
と
財
政
の
逼
迫
、
社
殿
の
老
朽
化
に
よ
り
、
太
田
上
杉
神
社
の
社

殿
は
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
解
体
さ
れ

（
（3
（

、
現
在
、
跡
地
は
林
に
な
っ
て
い

る
。
御
神
体
や
棟
札
、
謙
信
と
鷹
山
の
画
像
、
関
係
書
類
等
が
屯
田
記
念
館
に
寄

託
保
管
さ
れ
て
い
る
。



米
沢
を
離
れ
た
旧
米
沢
藩
士
の
上
杉
神
社
の
崇
敬
（
加
澤
昌
人
）

一
〇
二

　

結
果
的
に
は
、
神
社
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
が
、
太
田
上
杉
神
社
が
屯
田
兵
と

し
て
入
植
し
た
人
々
の
精
神
的
な
支
柱
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

遠
藤
由
紀
子
氏
は
、
太
田
上
杉
神
社
を
「
遥
拝
所
型
」
で
帰
属
意
識
は
「
故

郷
」
と
し
い
る

（
（3
（

。
し
か
し
筆
者
が
分
類
す
る
な
ら
ば
、「
藩
祖
祭
神
型
」
で
帰
属

意
識
は
「
旧
藩
（
旧
藩
主
家
）」
で
あ
る
。
確
か
に
初
め
は
遥
拝
式
を
行
っ
て
い

る
が
、
最
終
目
的
は
神
社
の
建
立
で
あ
っ
て
、
ま
た
謙
信
と
鷹
山
の
遺
物
を
も
っ

て
神
体
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
単
な
る
望
郷
の
念
で
は
な
い
。

第
四
節　

他
藩
の
神
社
建
立
と
遥
拝

　

同
じ
く
太
田
村
に
入
植
し
た
例
を
み
れ
ば

（
（3
（

、
旧
新
庄
藩
士
（
入
植
三
十
三
戸
）

は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
旧
藩
主
戸
澤
家
歴
代
十
一
柱
を
祀
る
戸
澤

神
社
の
建
立
を
計
画
し
た
。
し
か
し
何
ら
か
の
事
情
で
建
立
は
か
な
わ
ず
、「
戸

澤
神
社
」
と
刻
し
た
石
碑
の
み
を
建
て
た
。
石
碑
は
現
在
、
太
田
一
の
通
り
沿
い

の
鎮
守
妙
見
神
社
の
奥
に
あ
る
。
か
つ
て
の
事
業
所
（
各
通
り
に
設
け
ら
れ
た
共

同
作
業
場
）
の
敷
地
で
あ
る
。

　

新
庄
で
旧
領
民
に
よ
り
新
庄
城
址
に
戸
澤
神
社
（
祭
神
は
戸
澤
氏
の
祖
衡
盛

（
平
清
盛
の
叔
父
忠
正
の
孫
）
と
初
代
藩
主
政
盛
）
が
建
立
さ
れ
る
の
は
同
二
十

七
年
で
あ
る
か
ら
、
地
元
に
先
駆
け
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

　

太
田
村
で
は
歴
代
十
一
代
を
す
べ
て
祭
神
に
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
歴
代
が

善
政
を
布
い
て
慕
わ
れ
た
こ
と
を
表
す
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
五
代
藩
主
正ま

さ

諶の
ぶ

は
（
（3
（

、
宝
暦
の
大
飢
饉
の
翌
年
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
幕
府
か
ら
三
千
俵
の
米

を
借
上
げ
村
々
に
分
配
し
、
城
内
本
丸
に
氏
神
と
し
て
祭
祀
し
て
い
た
天
満
宮
の

御
輿
を
城
下
に
巡
行
さ
せ
、
一
般
庶
民
に
も
参
拝
さ
せ
て
安
寧
を
祈
願
さ
せ
て
い

る
。

　

前
に
も
触
れ
た
が
、
太
田
村
に
は
村
社
豊
受
神
社
が
建
立
さ
れ
、
村
の
鎮
守
社

と
し
て
旧
藩
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
祭
典
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
太
田
上
杉

神
社
も
戸
澤
神
社
（
石
碑
）
も
所
縁
の
者
に
よ
る
私
的
な
信
仰
、
精
神
的
支
柱
と

し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
前
述
の
妙
見
神
社
も
、
農
耕
馬
の
健
全

を
祈
る
た
め
に
、
旧
米
沢
藩
士
石
墨
哲
蔵
の
発
願
を
受
け
、
村
内
有
志
が
明
治
二

十
七
年
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
同
じ
く
太
田
村
に
入
植
し
た
旧
高
田
藩
士
（
現
新
潟
県
上
越
市
、
入
植
二

十
七
戸
）
で
は
神
社
を
建
立
し
な
か
っ
た
が
、
旧
藩
祖
榊
原
康
政
を
祀
る
高
田
の

榊
神
社
（
明
治
九
年
建
立
）
の
例
祭
日
に
あ
わ
せ
て
式
典
を
行
っ
て
い
る

（
（3
（

。

　

あ
る
い
は
、
札
幌
郡
琴
似
村
（
現
札
幌
市
西
区
琴
似
）
に
入
植
し
た
旧
仙
台
藩

士
（
現
宮
城
県
亘わ

た

理り

郡
の
亘
理
伊
達
家
中
）
は
、
明
治
八
年
、
亘
理
伊
達
家
初
代

の
成し

げ

実ざ
ね

（
武た

け

早は
や

智ち

雄お
の

命み
こ
と、

伊
達
政
宗
の
重
臣
）
を
村
の
日
登
寺
境
内
に
祠
を
建

て
武た

け

早は
や

神
社
と
し
て
祀
っ
た
。
そ
の
後
、
社
地
の
寄
進
を
受
け
て
遷
座
し
、
さ
ら

に
明
治
四
十
四
年
に
は
札
幌
神
社
（
現
北
海
道
神
宮
、
札
幌
市
）
か
ら
大
国
主
大

神
の
分
霊
を
受
け
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
は
郷
社
に
列
し
て
い
る

（
（3
（

。
亘
理

の
亘
理
要
害
に
武
早
神
社
（
現
亘
理
神
社
）
が
建
立
さ
れ
る
の
は
明
治
十
二
年
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
地
元
に
先
駆
け
て
の
神
社
建
立
で
あ
っ
た

（
（4
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
入
植
し
た
人
々
は
出
身
地
ご
と
に
旧
藩
所
縁
の
神
社
を
建
立
、

ま
た
は
遥
拝
し
た
こ
と
は
、
単
な
る
望
郷
の
念
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

特
に
地
元
に
先
駆
け
て
神
社
の
建
立
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
そ
の
先

祖
か
ら
代
々
受
け
継
い
で
き
た
旧
藩
主
家
の
先
祖
や
歴
代
藩
主
（
領
主
）
へ
の
崇

敬
の
念
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
精
神
的
な
支
え
と
し
て
過
酷
な
兵
役
や
重
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一
〇
三

労
働
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
戸
澤
神
社
も
武
早
神
社
も
帰
属
意
識

を
旧
藩
と
す
る
「
藩
祖
祭
神
型
」
の
神
社
と
い
え
よ
う
。

第
三
章　

米
澤
有
爲
會
の
各
部
会
に
お
け
る
上
杉
神
社
遥
拝
式

第
一
節　

米
澤
有
爲
會
の
発
足

　

屯
田
兵
に
限
ら
ず
、
明
治
維
新
後
に
米
沢
を
離
れ
て
全
国
各
地
に
移
住
し
た

人
々
に
と
っ
て
も
、
上
杉
神
社
（
謙
信
・
鷹
山
）
へ
の
崇
敬
の
念
は
強
い
も
の
が

あ
っ
た
。
毎
年
四
月
二
十
九
日
の
上
杉
神
社
例
大
祭
に
合
わ
せ
て
、
全
国
各
地
で

有
爲
會
の
各
部
会
（
支
部
）
が
主
催
し
て
遥
拝
式
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
有
爲
會

（
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は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
十
一
月
二
十
三
日
の
新
嘗
祭

当
日
に
、
東
京
在
住
の
米
沢
出
身
学
生
で
あ
る
伊
藤
忠
太
（
後
に
明
治
神
宮
や
上

杉
神
社
（
大
正
八
年
焼
失
後
の
再
建
）
を
設
計
。
工
学
博
士
）
を
初
め
と
す
る
六

名
が
、
米
沢
及
び
置
賜
地
方
の
関
係
者
が
郷
土
愛
を
土
台
に
相
互
の
親
睦
と
切
磋

琢
磨
を
目
的
と
し
て
共
存
共
栄
を
図
ろ
う
と
提
唱
し
、「
有
爲
會
」
を
発
足
さ
せ

た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
。
ま
た
会
則
で
は
、
政
治
上
に
一
切
関
係
し
な
い
と
も

規
定
し
て
い
る
。

　

翌
二
十
三
年
二
月
に
は
会
誌
『
雑
誌
』
を
発
行
し
て
会
員
の
募
集
を
開
始
し
、

同
四
月
に
は
飛
鳥
山
公
園
で
大
運
動
会
を
実
施
（
前
述
の
屯
田
兵
が
招
待
さ
れ
た

も
の
）、
さ
ら
に
同
八
月
に
は
米
沢
の
米
澤
中
学
校
（
現
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館

高
等
学
校
）
に
お
い
て
発
起
人
会
と
大
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
年
の
年
末
に

は
会
員
は
四
百
二
十
九
名
に
達
し
て
い
る
。

　

同
二
十
五
年
に
は
「
米
澤
有
爲
會
」
と
改
称
し
、
同
三
十
一
年
に
は
千ち

坂さ
か

高
雅

（
旧
米
沢
藩
国
家
老
、
後
に
石
川
県
令
、
岡
山
県
令
、
貴
族
院
議
員
を
歴
任
）
が

初
代
会
長
に
就
き
、
同
三
十
三
年
に
は
小こ

森も
り

澤さ
わ

長
政
（
海
軍
大
書
記
官
）
が
会
長

と
な
っ
た
。
長
政
は
兄
の
宮
島
誠
一
郎
と
と
も
に
上
杉
家
相
談
人
と
し
て
「
米
澤

教
育
會
」
を
設
立
し
、
ま
た
「
上
杉
家
家
範
」
の
作
成
に
あ
た
る
な
ど
、
旧
藩
主

家
と
旧
藩
士
と
の
絆
を
永
遠
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

　

前
述
の
太
田
村
を
含
む
厚
岸
郡
に
居
住
す
る
会
員
も
、
明
治
二
十
八
年
一
月
に

「
北
海
道
部
厚
岸
組
合
」
を
組
織
し
、
隔
月
の
第
二
土
曜
日
に
談
話
会
を
開
い
て

い
る

（
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。

　

同
四
十
年
に
は
平
田
東
助
（
農
商
務
大
臣
、
内
務
大
臣
を
歴
任
）
が
会
長
に
就

き
、
同
四
十
一
年
に
は
社
団
法
人
に
認
可
さ
れ
て
、
上
杉
家
か
ら
の
譲
渡
資
産
を

基
と
し
、
藩
校
興
譲
館
を
範
と
し
て
人
材
育
成
の
た
め
に
寄
宿
寮
興
譲
館
を
開
設

（
東
京
＝
明
治
四
十
二
年
、
仙
台
＝
大
正
三
年
（
一
九
一
四
））
し
た
り
、
貸
費
生

制
度
（
奨
学
金
制
度
、
明
治
四
十
四
年
開
始
）
を
設
け
育
英
事
業
を
進
め
た
。

　

な
お
、
現
在
は
公
益
社
団
法
人
米
沢
有
為
会
と
な
り
、
上
杉
家
当
主
を
名
誉
会

長
と
し
て
育
英
・
文
化
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

第
二
節　

各
部
会
に
お
け
る
上
杉
神
社
遥
拝
式

（
一
）
札
樽
部
会

　

全
国
各
地
で
行
わ
れ
た
上
杉
神
社
の
遥
拝
式
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
支
部
の

例
を
あ
げ
て
み
た
い
。

　

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
四
月
二
十
九
日
、
札
樽
部
會

（
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（
札
幌
及
び
小
樽

に
居
住
す
る
会
員
に
よ
る
支
部
）
は
、「
上
杉
神
社
の
尊
影
及
ひ
莅の

ぞ
き戸

太た
い

華か

翁お
う

の

小
照
」
を
所
持
す
る
杉
原
謙
が
会
主
と
な
り
、
札
幌
神
社
の
宮
司
を
斎
主
と
し
て

「
最
も
嚴
粛
に
し
て
且
盛
大
な
る
祭
典
を
執
行
」
し
た
。



米
沢
を
離
れ
た
旧
米
沢
藩
士
の
上
杉
神
社
の
崇
敬
（
加
澤
昌
人
）

一
〇
四

　

こ
れ
よ
り
以
前
も
、
杉
原
は
毎
年
米
沢
の
上
杉
神
社
の
例
祭
日
に
合
わ
せ
て
知

己
の
者
を
招
き
祭
典
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
の
年
の
三
月
に
札
樽
部
會
が
発
足
し

た
こ
と
に
よ
り
、
五
月
の
例
会
を
繰
り
上
げ
て
こ
の
日
の
遥
拝
式
が
行
わ
れ
た
。

　

遥
拝
式
に
は
三
十
余
名
が
参
加
し
、
中
に
は
米
沢
出
身
以
外
の
「
両
尊
靈
の
威

徳
を
欽
仰
す
る
人
々
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。

四
月
廿
九
日
は
吾
人
の
最
尊
敬
す
る
上
杉
神
社
の
例
祭
日
に
當
れ
り
。
吾
人

客
土
に
在
り
と
い
へ
と
も
誰
か
此
祭
日
を
記
し
禮
拝
の
儀
を
尽
さ
さ
る
も
の

あ
ら
ん
や
（
中
略
）
上
段
の
間
に
壮
嚴
な
る
祭
壇
を
設
け
、
正
面
に
両
神
影

を
鎭
し
、
少
し
下
り
て
左
に
太
華
翁
の
小
照
を
、
右
に
武
尊
公
の
遺
墨
、
鷹

山
公
の
傳
國
の
御
書
并
に
太
華
翁
の
遺
墨
を
掛
け
し
は
用
意
最
も
至
れ
る
も

の
と
云
ふ
べ
し
。
札
幌
神
社
宮
司
白
野
夏
雲
は
（
中
略
）
祝
祠
を
朗
讀
し
、

次
に
會
員
及
来
賓
逐
次
玉
串
を
捧
げ
禮
拜
。

そ
し
て
、
祭
典
終
了
後
は
直
会
と
な
る
。

各
々
胸
襟
を
啓
ら
き
て
（
中
略
）
談
す
る
と
こ
ろ
語
る
と
こ
ろ
盡
く
武
尊
公

の
義
勇
天
下
に
比
な
き
と
、
鷹
山
公
の
恩
澤
百
世
に
洽
ね
き
を
追
賛
す
る
に

あ
ら
さ
る
な
く
（
中
略
）
鷹
山
公
の
傳
國
の
御
書
に
至
り
て
は
萬
坐
感
歎
せ

ざ
る
な
か
り
し
（
中
略
）
武
尊
公
の
霜
滿
軍
營
の
御
作
を
吟
す
る
あ
り
、
或

は
賴
子
成
の
鞭
聲
粛
々
の
作
を
歌
ふ
あ
り
。

　

こ
こ
に
い
う
「
両
神
影
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
謙
信
と
鷹
山
で
あ
る
。「
太
華

翁
」
は
鷹
山
の
藩
政
改
革
を
助
け
た
莅
戸
善
政
で
あ
る
。
善
政
は
こ
の
後
明
治
四

十
一
年
九
月
に
東
宮
（
後
の
大
正
天
皇
）
の
東
北
巡
啓
に
あ
た
り
贈
正
五
位
に
叙

せ
ら
れ
、
さ
ら
に
後
に
鷹
山
を
祀
る
松
岬
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
が
、
当
時
か
ら
崇

敬
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
鷹
山
公
の
傳
國
の
御
書
」
は
「
傳で

ん

國こ
く

之の

辞じ

」
と
も
い
わ
れ
、
鷹
山
が

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
世
子
治
廣
の
家
督
に
あ
た
っ
て
与
え
た
三
ヶ
条
の
教

訓
で
あ
る

（
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。

一　

國
家
ハ

　
　

先
祖
ヨ
リ
子
孫
ヘ
傳
候
國
家
ニ
シ
テ
我
私
ス
ヘ
キ
物
ニ
ハ
無
之
候

一　

人
民
ハ
国
家
ニ
属
シ
タ
ル
人
民
ニ
シ
テ
我
私
ス
ヘ
キ
物
ニ
ハ
無
之
候

一　

�

国
家
人
民
ノ
為
ニ
立
タ
ル
君
ニ
シ
テ
君
ノ
為
ニ
立
タ
ル
国
家
人
民
ニ
ハ

無
之
候
（
以
下
略
）

と
い
う
も
の
で
、
藩
主
は
国
と
領
民
の
た
め
に
あ
る
も
の
だ
と
す
る
戒
め
で
あ

る
。

　

民
主
主
義
の
精
神
の
表
れ
で
あ
り
、
後
世
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
ジ
ョ

ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
の
賞
賛
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る

（
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。
こ
の
鷹
山
の
精
神
に
は

「
萬
坐
感
歎
せ
ざ
る
な
か
り
し
」
で
あ
っ
た
。

　

あ
る
い
は
、「
武
尊
公
の
御
作
」
は
、
謙
信
が
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
に
能

登
を
平
定
し
た
と
き
に
七
尾
城
で
詠
ん
だ
漢
詩
で
あ
る
。「
賴
子
成
の
作
」
は
、

賴
山
陽
の
漢
詩
で
、
謙
信
が
武
田
信
玄
と
一
騎
打
ち
を
し
た
と
さ
れ
る
永
禄
四
年

（
一
五
六
一
）
の
川
中
島
合
戦
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
謙
信
麾
下
の
将
と
し
て

数
多
く
の
戦
に
臨
ん
だ
者
の
子
孫
と
し
て
、
謙
信
の
勇
姿
を
称
え
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

（
二
）
仙
台
部
会

　

仙
台
で
は
明
治
三
十
年
以
前
か
ら
遥
拝
式
が
行
わ
れ
て
い
た
。
三
十
年
に
は
広

瀬
川
を
挟
み
仙
台
城
址
の
対
岸
に
あ
た
る
桜
か
丘
公
園
の
東
北
随
一
と
い
わ
れ
た

料
理
店
悒
翠
館
で
行
っ
て
い
る

（
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。



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
〇
五

緑
滴
る
若
竹
を
立
て
幕
を
張
り
、
志（

注
連
縄
）め

を
結
ひ
て
祭
壇
を
築
き
、
傍
ら
に
は

紺
地
日
の
丸
の
旗
を
建
て
た
り
。
此
旗
は
吾
人
の
祖
先
が
河
中
嶋
の
合
戦
に

翻
か
へ
し
て
甲
州
勢
を
切
り
捲
く
り
し
も
の
の
俤
な
り
。

　

こ
の
「
紺
地
日
の
丸
の
旗
」
は
、
謙
信
の
父
長
尾
為
景
が
朝
廷
か
ら
賜
っ
た
も

の
で
「
日
の
御
旗
」「
御
家
の
旗
」
と
も
呼
ば
れ
、
上
杉
家
の
重
宝
で
あ
る
。
謙

信
は
出
陣
式
に
あ
た
り
こ
の
旗
に
摩
利
支
天
を
勧
請
し
本
尊
と
し
て
祈
願
（
出
陣

式
）
し
た

（
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。
こ
れ
を
模
し
た
旗
が
目
印
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
の
遥
拝
式
は
二
百
五
十
余
名
が
参
加
し
た
が
、
そ
の
約
三
分
の
一
の
八

十
余
名
が
軍
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
木
曜
日
で
あ
っ
た
が
、
十
七
聯
隊
と
三
十

二
聯
隊
の
大
隊
長
が
「
舊
藩
祖
の
爲
め
な
れ
ば
」
と
特
別
の
休
暇
を
与
え
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
盛
会
は
「
二（

謙
信
・
鷹
山
）

公
の
遺
德
然
か
ら
し
む
る
所
」

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
同
三
十
四
年
に
は
、
仙
台
城
の
北
、
青
葉
神
社
の
丘
続
き
の
陸
軍
演
習
地

の
台
の
原
で
行
っ
た

（
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。
数
間
四
方
に
上
杉
家
の
幔
幕
を
張
り
、
注
連
縄
を
結
ん
で

祭
壇
を
築
い
た
。
目
印
に
立
て
ら
れ
た
の
は
こ
こ
で
も
「
紺
地
日
の
丸
の
旗
」
で

あ
っ
た
。
祭
事
の
後
は
運
動
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

報
告
の
最
後
に
は
、
自
分
た
ち
の
先
祖
が
乱
世
に
大
義
を
掲
げ
た
謙
信
、
殖
産

興
業
で
藩
を
改
革
し
た
鷹
山
の
臣
下
で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
と
し
、
郷
里
や
国
家

の
た
め
に
尽
く
す
べ
き
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。

乱
世
の
世
に
あ
り
て
尚
大
義
を
し
き
て
永
く
我
國
民
に
教
へ
給
へ
る
不
識

公
、
殖
産
興
業
の
道
に
頽
國
を
興
し
給
へ
る
鷹
山
神
君
、
今
米
澤
の
民
を
し

て
安
堵
處
を
得
せ
し
め
給
へ
る
の
恩
德
、
我
等
は
な
を
忘
れ
ん
や
。
や
が
て

は
郷
の
爲
、
國
の
爲
盡
さ
て
止
む
へ
き
。
我
等
が
祖
先
は
亦
二
神
君
の
麾
下

に
あ
り
し
も
の
を
。（
齋
藤
浩
君
報
）

　

さ
ら
に
同
三
十
六
年
の
報
告
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
49
。

名
も
床
し
き
青
葉
山
に
て
、
謹
し
み
か
し
こ
み
て
、
藩
祖
公
の
靈
を
祀
り
ぬ

（
中
略
）
五
城
樓
下
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
米
澤
人
は
盡
く
其
神
前
に
額
づ
き

ぬ
（
中
略
）
式
終
る
や
傍
の
社
務
所
に
て
小
宴
を
張
り
ぬ
（
中
略
）
宴
を
終

り
、
直
ち
に
運
動
競
技
の
餘
興
に
移
り
ぬ
（
中
略
）
最
後
に
米
澤
獨
得（

特
）の

角

力
競
技
に
移
り
ぬ
。

　
「
青
葉
山
」
は
仙
台
城
址
で
、「
五
城
樓
」
は
城
の
別
名
で
あ
る
。
当
時
か
ら
本

丸
跡
に
は
「
昭
忠
碑
」（
佐
賀
の
乱
、
西
南
の
役
、
日
清
戦
争
等
の
戦
没
者
慰
霊

顕
彰
碑
）
が
あ
り
、
そ
の
付
近
で
行
わ
れ
た
と
推
測
す
る
。
今
で
も
こ
の
場
所
は

広
場
と
な
っ
て
い
て
伊
達
政
宗
像
も
あ
る
。
昭
忠
碑
の
塔
頂
部
に
は
、
神
武
天
皇

を
勝
利
に
導
い
た
と
さ
れ
る
金
鵄
の
像
が
据
え
ら
れ
て
い
た

（
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。
こ
の
頃
、
米
沢
出

身
の
海
軍
中
佐
山
下
源
太
郎
（
後
に
海
軍
大
将
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
）
は
、
対

露
開
戦
推
進
派
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
に
対
す
る
緊
張
が
高
ま
る
中
、
こ
こ
で
謙
信

を
祀
り
遥
拝
式
と
運
動
会
を
行
う
こ
と
は
、
国
威
の
発
揚
と
い
う
運
動
会
の
目
的

に
も
か
な
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

（
三
）
山
形
部
会

　

山
形
部
会
で
は
明
治
三
十
六
年
四
月
二
十
六
日
の
日
曜
日
に
、
数
百
人
の
参
加

を
得
て
千
歳
公
園
（
現
在
の
山
形
縣
護
國
神
社
付
近
、
同
社
の
現
在
地
遷
座
は
昭

和
九
年
（
一
九
三
四
））
で
行
っ
て
い
る

（
（5
（

。

　

祭
壇
は
一
段
高
く
設
け
ら
れ
、
多
く
の
神
饌
を
供
え
、
そ
の
脇
に
は
宝
物
の
刀

剣
や
甲
冑
が
飾
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
の
祭
詞
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

太
祖
謙
信
公
天
資
栄
武
（
中
略
）
義
旗
の
指
す
所
（
中
略
）
荊
棘
を
排
て
、



米
沢
を
離
れ
た
旧
米
沢
藩
士
の
上
杉
神
社
の
崇
敬
（
加
澤
昌
人
）

一
〇
六

天
庭
に
朝
し
退
虎
の
剣
を
賜
ひ
勦そ

う

賊ぞ
く

の
任
を
授
け
ら
る
。（
中
略
）
勤
王
の

大
義
、
群
雄
の
模
範
と
な
る
。
中
宗
鷹
山
公
（
中
略
）
勤
儉
親
ら
四
民
を
導

き
給
ひ
奢
侈
を
抑
制
し
て
殖
産
興
業
の
道
を
開
き
又
一
方
に
は
學
を
建
て
士

を
勵
し
給
ひ
（
中
略
）
各
藩
の
師
表
な
る
。（
中
略
）
庶
民
尊
崇
し
て
仰
て

上
杉
神
社
と
い
ふ
（
中
略
）
祖
先
の
時
よ
り
德
澤
に
浴
す
る
こ
と
特
に
深
く

化
育
を
被
る
こ
と
實
に
久
し
。
現
時
身
は
他
郷
に
あ
り
と
雖
も
御
恵
の
宏
遠

な
る
未
だ
忘
ら
れ
ず
。（
中
略
）
髣
髴
と
し
て
降
臨
せ
ら
れ
よ
。

　

謙
信
の
「
義
旗
」
を
掲
げ
て
戦
う
姿
は
朝
廷
に
達
し
、
綸
旨
と
剣
を
賜
り
、
こ

れ
は
群
雄
の
模
範
と
な
っ
た
。
ま
た
鷹
山
の
殖
産
興
業
と
学
問
の
奨
励
に
よ
る
藩

政
改
革
は
他
藩
の
師
表
な
っ
た
い
う
。
そ
の
恩
徳
は
先
祖
代
々
深
く
蒙
っ
て
お

り
、
他
郷
に
あ
る
今
も
そ
れ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
は
、
恒
例
の
運
動
会
が
催
さ
れ
た
。
競
技
に
は
陸
上
競
技
の
他
に
武
勇

を
競
う
銃
槍
術
や
擊
劔
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
。
宝
物
の
刀
剣
や
甲
冑
を
飾
り
、

銃
槍
術
や
擊
劔
と
い
う
実
戦
に
も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
競
技
を
行
う
こ
と
は
、
国
威

発
揚
、
富
国
強
兵
に
つ
な
が
る
も
の
と
い
え
る
。

　

一
方
こ
れ
ら
は
、「
愉
快
な
る
間
に
一
は
其
舊
情
を
温
め
、
一
は
以
て
遥
か
に

先
主
の
余
德
を
敬
仰
し
、
我
米
澤
人
を
し
て
益
々
社
會
に
活
歩
せ
し
む
る
所
あ
ら

ん
と
す
」
も
の
で
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
同
四
十
年
は
、
四
月
二
十
八
日
に
千
歳
公
園
で
行
わ
れ
た

（
（5
（

。
こ
の
日

は
、
軍
人
、
学
生
、
有
爲
會
会
員
合
わ
せ
て
二
百
名
を
超
す
参
加
者
で
、「
敬
ひ

畏
み
千
代
も
盡
き
せ
ぬ
深
き
御
惠
の
程
を
感
謝
」
し
た
。
こ
の
日
の
祭
文
の
一
節

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

お（
謙
信
）ほ

ん
神
は
（
中
略
）
猛
く
か
た
ま
し
き
者
共
を
ば
青
竹
を
裂
き
割
る
ご

と
、
は
ら
〳
〵
に
打
ち
き
た
め
給
ひ
、
う
つ
く
し
く
ま
め
な
る
人
々
を
ば
雨

露
の
う
る
ほ
す
ご
と
、
め
ぐ
み
は
ぐ
く
み
給
ひ
、
上
は
天
皇
が
大
朝
廷
に
敬

ひ
仕
え
給
ひ
、
下
は
仇
な
ふ
敵
に
ま
で
堅
く
正
し
き
操
を
立
て
給
ひ
（
中

略
）
そ
の
御
德
の
程
高
し
と
も
い
や
高
に
ま
し
ま
せ
ば
、
百
年
の
後
の
明
治

の
大
御
代
に
高
く
尊
き
別
格
官
幣
の
御
社
と
い
つ
か
れ
さ
せ
給
ひ
て
（
中

略
）
民
て
ふ
民
よ
り
も
ろ
〳
〵
仰
ぎ
祭
ら
れ
お
は
し
ま
す
、
げ
に
あ
り
が
た

く
畏
き
お
ほ
ん
神
に
な
ん
あ
り
け
る
。

　

謙
信
の
潔
い
戦
い
ぶ
り
、
庶
民
へ
の
慈
し
み
、
尊
皇
の
志
、
敵
に
対
す
る
律
儀

と
い
う
徳
に
よ
っ
て
、
上
杉
神
社
は
別
格
官
幣
社
に
昇
格
し
て
（
明
治
三
十
五

年
）、
ま
す
ま
す
あ
り
が
た
い
神
と
な
っ
て
広
く
市
民
か
ら
も
讃
え
ら
れ
祀
ら
れ

て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
祭
文
に
鷹
山
に
関
す
る
こ
と
は
み
ら
れ
な

い
。

　

式
典
後
は
運
動
会
に
移
り
十
数
種
の
競
技
を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
、「
勇
ま
し

き
あ
り
優
し
き
あ
り
滑
稽
洒
落
な
る
あ
り
、
満
場
思
采
の
裡
に
局
を
結
ぶ
」
と
、

和
や
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
四
）
京
都
部
会

　

京
都
部
会
の
遥
拝
式
の
始
ま
り
は
、
明
治
四
十
年
と
遅
か
っ
た

（
（5
（

。
四
月
二
十
八

日
に
、
圓
山
平
野
屋
に
二
十
三
人
が
集
い
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
円
山
公
園
内

の
知
恩
院
南
門
前
に
あ
る
料
理
屋
で
あ
る
。

藩
祖
謙
信
公
、
中
興
の
鷹
山
公
の
御
惠
は
米
澤
に
食
を
は
み
し
者
の
苟
も
露

忘
れ
ざ
る
處
、
今
や
郷
關
遠
く
相
隔
つ
と
は
い
へ
、
祭
り
の
庭
嚴
か
に
飾
ら

る
ヽ
を
思
ひ
て
は
、
誰
か
玉
串
捧
げ
ん
の
思
動
か
ざ
る
べ
き
（
中
略
）
祭
壇

は
厳
か
に
飾
ら
れ
ぬ
。
緞
帳
ゆ
る
や
か
に
垂
れ
両
公
の
御
肖
像
は
奥
深
く



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
〇
七

か
ヽ
げ
ら
れ
（
中
略
）
各
人
の
着
席
終
る
や
緞
帳
は
絞
り
上
げ
ら
れ
御
肖
像

厳
か
に
拝
ま
る
。

　

こ
こ
で
も
、
謙
信
と
鷹
山
の
恩
恵
は
故
郷
を
離
れ
て
も
忘
れ
が
た
い
も
の
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
や
は
り
拝
む
対
象
は
謙
信
と
鷹
山
の
画
像
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
懇
親
会
と
な
っ
た
が
、「
絶
え
ず
蓄
音
機
も
て
座
興
を
助
く
。
琵
琶
川

中
島
、
詩
吟
鞭
聲
粛
々
及
霜
満
軍
營
な
ど
特
に
感
興
深
く
」
と
、
謙
信
に
ま
つ
わ

る
漢
詩
が
場
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
津
と
神
戸
か
ら
突
然
の
参
加
者
も

加
え
た
こ
と
は
、「
油
然
と
し
て
温
情
わ
き
快
談
は
沛
然
と
し
て
起
り
京
の
地
に

米
澤
を
現
出
せ
る
の
思
あ
り
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

故
郷
を
離
れ
た
人
々
が
年
に
一
度
集
い
、
上
杉
神
社
の
遥
拝
式
や
運
動
会
を
行

う
こ
と
は
、
そ
の
時
々
の
世
相
や
地
域
の
相
違
で
内
容
は
異
な
る
が
、
そ
の
趣
旨

は
、
謙
信
の
義
勇
と
鷹
山
の
民
政
を
追
賛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
の
精
神
的
な

支
え
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
と
め

　

米
沢
城
本
丸
に
建
て
ら
れ
た
上
杉
謙
信
を
祀
る
御
堂
は
、
藩
政
期
を
と
お
し
藩

の
安
泰
を
祈
る
場
所
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
。
明
治
に
な
り
仏
式
か
ら
神
祭
へ

と
転
換
す
る
が
、
神
社
社
殿
の
建
立
は
旧
藩
士
の
発
願
に
よ
る
も
の
で
、
す
べ
て

彼
ら
を
は
じ
め
と
す
る
寄
付
に
よ
る
民
費
で
ま
か
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
謙
信
や

鷹
山
に
対
す
る
強
い
崇
敬
の
表
れ
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
後
、
旧
藩
士
が
職
を
求
め
て
米
沢
を
離
れ
た
例
は
少
な
く
な
い
。
彼

ら
が
新
天
地
で
精
神
的
な
支
え
と
し
た
の
は
、
や
は
り
謙
信
や
鷹
山
に
対
す
る
崇

敬
の
念
で
あ
っ
た
。
屯
田
兵
と
し
て
北
海
道
に
渡
っ
た
人
々
は
、
当
初
か
ら
上
杉

神
社
の
遥
拝
式
を
行
っ
て
い
た
。
日
清
戦
争
に
出
征
す
る
た
め
上
京
し
た
彼
ら

は
、
旧
主
茂
憲
に
請
い
、
入
植
し
た
太
田
村
に
上
杉
神
社
を
建
立
す
る
こ
と
を
許

可
さ
れ
た
。
ま
た
、
全
国
各
地
の
有
爲
會
支
部
で
は
、
上
杉
神
社
の
祭
典
に
合
わ

せ
て
遥
拝
式
を
行
っ
た
。

　

米
沢
の
上
杉
神
社
建
立
に
も
関
わ
っ
た
彼
ら
が
、
米
沢
を
離
れ
た
遠
隔
の
地
に

神
社
を
建
立
し
、
あ
る
い
は
全
国
各
地
か
ら
遥
拝
し
た
米
沢
の
上
杉
神
社
は
、
単

な
る
望
郷
の
念
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
ら
の
先
祖
代
々
か
ら
精
神
的
な
支
え

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
謙
信
の
義
勇
と
鷹
山
の
民
政
に
対
す
る
崇
敬
の
念

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
帰
属
意
識
は
旧
藩
主
家
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

藩
政
期
に
は
謙
信
や
鷹
山
に
対
す
る
崇
敬
の
念
を
示
す
史
料
は
極
め
て
少
な
い

が
、
明
治
期
の
『
雑
誌
』
に
は
そ
れ
が
具
体
的
に
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
明
ら

か
に
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
謙
信
の
画
像
が
礼
拝
の
対
象
と
さ
れ
た
と
明
記

し
て
い
る
史
料
は
管
見
し
な
か
っ
た
が
、『
雑
誌
』
の
記
事
に
よ
り
、
謙
信
や
鷹

山
の
画
像
、
上
杉
家
の
旗
が
礼
拝
の
対
象
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

な
お
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
協
力
を
頂
い
た
厚
岸
町
海
事
記
念
館
文
化
財
係
長

菅
原
拓
己
氏
、
厚
岸
町
太
田
屯
田
開
拓
記
念
館
、
旧
米
沢
藩
士
屯
田
兵
四
世
の
本

庄
俊
長
・
良
子
氏
夫
妻
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

〔
注
〕

（
1
）	『
北
海
道
神
社
庁
誌
』（
北
海
道
神
社
庁
誌
編
輯
委
員
会
編
、
一
九
九
九
年
、
北
海

道
神
社
庁
）
に
よ
る
。

（
2
）	

井
上
ま
こ
と
「
上
杉
神
社
を
建
設
し
た
屯
田
兵
」（『
懐
風
』
第
三
五
号
、
二
〇
一



米
沢
を
離
れ
た
旧
米
沢
藩
士
の
上
杉
神
社
の
崇
敬
（
加
澤
昌
人
）

一
〇
八

〇
年
、
米
沢
御
堀
端
史
蹟
保
存
会
）。
高
嶋
弘
志
「
屯
田
兵
と
日
清
戦
争

─
太

田
村
兵
士
を
中
心
と
し
て

─
」（『
釧
路
公
立
大
学
地
域
研
究
』
第
六
号
、
一

九
九
八
年
、
釧
路
公
立
大
学
地
域
分
析
研
究
委
員
会
）、
同
「
山
形
県
士
族
の
北

海
道
移
住
に
つ
い
て
：
太
田
村
の
新
庄
士
族
を
中
心
に
」（『
同
』
第
二
三
号
、
二

〇
一
四
年
、
同
）、
遠
藤
由
紀
子
「
根
室
地
域
に
お
け
る
屯
田
兵
村
と
神
社
の
研

究

─
士
族
屯
田
と
し
て
の
和
田
兵
村
と
太
田
兵
村
を
中
心
に

─
」（『
昭
和

女
子
大
学
文
化
史
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
、
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
学

会
）、
及
び
『
近
代
開
拓
村
と
神
社
：
旧
会
津
藩
士
及
び
屯
田
兵
の
帰
属
意
識
の

変
遷
』（
遠
藤
由
紀
子
著
、
二
〇
〇
八
年
、
お
茶
の
水
書
房
）
が
あ
る
。

（
3
）	『
米
澤
有
爲
會
雑
誌
』
は
、
明
治
二
十
三
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
米
澤
有
爲
會
の

会
報
誌
（
月
刊
）。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
号
数
と
発
行
年
月
を
示
す
。
ま
た
原

文
に
句
読
点
が
な
い
場
合
は
筆
者
が
適
宜
付
し
た
。

（
4
）	

拙
稿
「
米
沢
藩
に
お
け
る
上
杉
憲
政
の
祭
祀

─
怨
霊
か
ら
御
家
擁
護
神
へ
の

転
換

─
」（『
米
沢
史
学
』
第
三
四
号
、
二
〇
一
八
年
、
山
形
県
立
米
沢
女
子

短
期
大
学
米
沢
史
学
会
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
5
）	『
治
憲
公
御
年
譜
』
天
明
四
年
六
月
十
一
日
の
条
。

	

　

上
杉
家
歴
代
の
年
譜
は
、
歴
代
ご
と
に
『（
歴
代
名
）
公
御
年
譜
』
と
し
て
編

纂
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
一
般
に
『
上
杉
家
御
年
譜
』
と
い
う
。
刊

本
『
上
杉
家
御
年
譜
』（
一
九
七
八
～
八
六
年
、
米
沢
温
故
会
）
の
発
行
に
あ

た
っ
て
こ
の
名
を
使
用
し
た
。
刊
本
は
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
句
読
点
を
用

い
ず
、
適
宜
一
字
空
け
を
用
い
て
い
る
が
、
誤
り
も
多
い
。
以
下
、
本
論
で
は

『（
歴
代
名
）
年
譜
』
と
し
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
刊
本
の
一
字
空
け
に
よ
ら
ず
適

宜
句
読
点
を
付
し
た
。

（
6
）	『
新
厚
岸
町
史
・
資
料
編
四
』（
厚
岸
町
史
編
集
委
員
会
編
、
二
〇
一
六
年
、
厚
岸

町
）
の
「
一
五
・
太
田
村
誌
」
に
よ
る
。

（
7
）	

こ
の
柿
崎
家
及
び
本
庄
家
の
所
蔵
文
書
を
高
嶋
弘
志
氏
が
翻
刻
し
て
い
る
。「
厚

岸
柿
崎
家
文
書
の
紹
介
」（『
人
文
・
自
然
科
学
：
釧
路
公
立
大
学
紀
要
』
第
四

号
、
一
九
九
二
年
、
釧
路
公
立
大
学
）、「
厚
岸
本
庄
家
文
書
の
紹
介
」（『
同
』
第

五
号
、
一
九
九
三
年
、
同
）、「
太
田
村
屯
田
兵
の
日
記
～
『
孝
長
日
誌
』
の
紹
介

と
解
説
～
」（『
同
』
第
六
号
、
一
九
九
四
年
、
同
）、「
本
庄
孝
長
『
要
旨
の
覚
』

～
日
露
戦
争
と
太
田
村
～
」（『
同
』
第
七
号
、
一
九
九
五
年
、
同
）、
及
び
「
本

庄
孝
長
『
要
旨
筆
記
』
～
兵
村
解
体
期
の
太
田
村
～
」（『
同
』
第
八
号
、
一
九
九

六
年
、
同
）。

（
8
）	『
雑
誌
』
第
三
四
号
（
一
八
九
三
年
四
月
）
の
梅
澤
小
三
郎
「
新
天
地
（
太
田
村

の
三
年
）」
に
よ
る
。
以
下
本
節
の
引
用
は
特
に
示
さ
な
い
限
り
こ
れ
に
よ
る
。

（
9
）	『
西
野
家
行こ

う

囊の
う

帳
』（
高
嶋
弘
志
翻
刻
解
説
、
二
〇
〇
〇
年
、
厚
岸
町
教
育
委
員

会
）
に
よ
る
。
本
史
料
（
厚
岸
町
有
形
文
化
財
）
は
、
旧
新
庄
藩
士
西
野
嘉
太
郎

の
生
涯
を
弟
の
要
三
郎
が
回
想
し
、
太
田
兵
村
の
様
子
を
挿
絵
入
り
で
記
録
し
た

も
の
で
、
当
時
の
状
況
が
知
ら
れ
る
。

（
10
）	『
厚
岸
の
史
実
』（
大
谷
乾
一
郎
編
、
一
九
六
八
年
、
厚
岸
町
）
の
「
一
九
・
往
時

を
語
る
（
三
四
）
太
田
村
屯
田
兵
入
地
表
」
に
よ
る
。

（
11
）	『
葛か

つ

麓ろ
く

・
複
製
版
』（
新
庄
市
教
育
委
員
会
編
集
発
行
、
一
九
八
三
年
）
所
収
の

『
葛
麓
』
第
二
一
号
（
一
九
二
〇
年
七
月
）、
岩
間
富
次
郎
「
屯
田
兵
の
人
々
・
移

住
の
顛
末
」
に
よ
る
。
本
誌
は
大
正
七
年
か
ら
昭
和
十
九
年
ま
で
（
一
九
一
八
～

四
四
年
）、
新
庄
の
葛
麓
社
が
発
行
し
た
月
刊
の
郷
土
雑
誌
で
あ
る
。

（
12
）	

屯
田
記
念
館
の
展
示
資
料
に
よ
る
。
諡
に
「
童
子
」「
童
女
」
が
つ
く
者
が
十
一

名
見
ら
れ
る
。

（
13
）	

前
掲
注
9
『
西
野
家
行
囊
帳
』
の
解
説
及
び
前
掲
注
10
『
厚
岸
の
史
実
』
の
「
一

六
・
明
治
大
正
時
代
・
太
田
村
」
に
よ
る
。

（
14
）	『
屯
田
移
住
本
庄
家
風
雪
百
年
』（
本
庄
俊
長
編
、
一
九
九
三
年
、
自
家
出
版
）
所

収
の
本
庄
憲
一
「
屯
田
移
住
本
庄
家
物
語
」
に
よ
る
。

（
15
）	『
雑
誌
』
第
一
五
号
（
一
八
九
一
年
五
月
）
の
青
木
太
郎
「
上
杉
神
社
遥
拝
式
概

況
」
に
よ
る
。

（
16
）	『
雑
誌
』
第
八
七
号
（
一
八
九
八
年
九
月
）
の
山よ

う

田だ

理
一
郎
「
北
海
道
太
田
村
上

杉
神
社
由
来
」
に
よ
る
。

（
17
）	
前
掲
注
16
山
田
理
一
郎
「
北
海
道
太
田
村
上
杉
神
社
由
来
」
に
よ
る
。

（
18
）	
前
掲
注
7
太
田
弘
志
「
太
田
村
屯
田
兵
の
日
記
『
孝
長
日
誌
』」
に
は
、
五
月
一

日
と
あ
る
。
前
掲
16
の
山
田
理
一
郎
の
記
事
は
五
年
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
日
記
が
正
確
と
思
わ
れ
る
。

（
19
）	

前
掲
注
10
『
厚
岸
の
史
実
』
の
「
一
五
・
太
田
村
誌
」
及
び
現
地
で
の
聞
き
取
り
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第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
〇
九

に
よ
る
。

（
20
）	
前
掲
注
7
太
田
弘
志
「
太
田
村
屯
田
兵
の
日
記
『
孝
長
日
誌
』」
の
翻
刻
史
料

は
、
明
治
二
十
四
年
九
月
か
ら
同
二
十
五
年
六
月
ま
で
の
記
録
で
あ
る
が
、
同
二

十
五
年
一
月
二
十
三
日
と
同
二
月
十
三
日
に
上
杉
神
社
新
築
の
た
め
の
集
会
を
開

い
た
記
事
が
あ
る
。
集
会
の
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
21
）	

前
掲
注
16
山
田
理
一
郎
「
北
海
道
太
田
村
上
杉
神
社
由
来
」
に
よ
る
。

（
22
）	『
雑
誌
』
第
五
九
号
（
一
八
九
五
年
十
一
月
）
の
周
芳
迂
夫
「
従
軍
雑
記
」
及
び

第
六
〇
号
（
同
年
十
二
月
）
の
同
「
従
軍
雑
記
（
續
）」
に
よ
る
。
周
芳
迂
夫
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
実
名
を
特
定
で
き
な
い
。

（
23
）	

運
動
会
広
告
の
文
言
は
そ
れ
ぞ
れ
、『
雑
誌
』
第
六
四
号
（
一
八
九
六
年
四
月
、

「
米
澤
部
大
運
動
會
廣
告
」）、『
雑
誌
』
第
七
三
号
（
一
八
九
七
年
三
月
、「
米
澤

有
爲
會
東
京
部
大
運
動
會
廣
告
」）、
及
び
『
雑
誌
』
第
四
三
号
（
一
八
九
四
年
三

月
）
の
「
米
澤
有
爲
會
東
京
部
大
運
動
會
廣
告
」
に
よ
る
。

（
24
）	『
茂
憲
年
譜
』
明
治
二
十
八
年
四
月
二
十
八
日
の
条
。

（
25
）	『
茂
憲
年
譜
』
明
治
二
十
八
年
三
月
三
日
の
条
。

（
26
）	

前
掲
注
16
山
田
理
一
郎
「
北
海
道
太
田
村
上
杉
神
社
由
来
」
に
よ
る
。
な
お
、
名

前
の
ル
ビ
は
当
時
の
現
地
の
呼
称
に
よ
っ
た
。
旧
米
沢
藩
士
の
間
で
は
、「
か
ぜ

ん
様
」「
こ
う
ち
ょ
う
様
」
と
尊
称
し
た
い
う
。

（
27
）	

こ
の
謙
信
画
像
は
現
在
は
屯
田
記
念
館
所
蔵
。
上
椙
密
山
の
画
像
作
成
は
『
茂
憲

年
譜
』
明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
五
日
、
同
二
十
六
日
、
及
び
二
月
二
十
二
日
の

条
に
み
え
る
。

（
28
）	『
明
治
二
十
九
年
二
月
調　

上
杉
神
社
分
社
建
築
寄
付
名
簿
』（
屯
田
記
念
館
所

蔵
）
に
よ
る
。
こ
こ
に
は
「
上
杉
神
社
分
社
」
と
あ
る
が
、
東
京
上
杉
邸
の
上
杉

神
社
の
分
霊
と
み
ら
れ
る
。

（
29
）	

奥
村
幸
雄
「
蚕
神
信
仰
の
一
断
面

─
下
長
井
地
方
を
中
心
に

─
」（『
置
賜

文
化
』
第
七
一
号
、
一
九
八
二
年
、
置
賜
史
談
会
）
に
よ
る
。

（
30
）	

上
杉
神
社
宮
司
大
乗
寺
健
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

（
31
）	『
小
国
町
誌
資
料
・
第
四
巻
』（
小
国
町
教
育
委
員
会
編
、
一
九
九
二
年
、
小
国

町
）
に
よ
る
。

（
32
）	

前
掲
注
7
高
嶋
弘
志
「
本
庄
孝
長
『
要
旨
之
覚
』」
に
よ
る
。

（
33
）	

前
掲
注
7
高
嶋
弘
志
「
本
庄
孝
長
『
要
旨
之
覚
』」
に
よ
る
。

（
34
）	

前
掲
注
2
遠
藤
由
紀
子
「
根
室
地
域
に
お
け
る
屯
田
兵
村
と
神
社
の
研
究
」
及
び

現
地
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。
そ
の
後
の
神
社
の
運
営
に
つ
い
て
は
本
遠
藤
論
文

に
詳
し
い
。

（
35
）	

前
掲
注
2
遠
藤
由
紀
子
「
根
室
地
域
に
お
け
る
屯
田
兵
村
と
神
社
の
研
究
」
及
び

『
近
代
開
拓
村
と
神
社
』
に
よ
る
。

（
36
）	

前
掲
注
2
高
嶋
弘
志
「
山
形
県
士
族
の
北
海
道
移
住
に
つ
い
て
」
及
び
現
地
で
の

聞
き
取
り
に
よ
る
。

（
37
）	『
新
庄
市
史
・
史
料
編
・
下
』（
新
庄
市
編
纂
、
二
〇
〇
一
年
、
新
庄
市
）
の
第
八

章
第
三
節
「
天
満
宮
の
祭
り
」
及
び
戸
澤
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

（
38
）	

前
掲
注
7
高
嶋
弘
志
「
太
田
村
屯
田
兵
の
日
記
『
孝
長
日
誌
』」
に
よ
る
。

（
39
）	

北
海
道
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
北
海
道
内
神
社
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
。

（
40
）	

亘
理
神
社
境
内
の
説
明
板
及
び
亘
理
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

（
41
）	

松
野
良
寅
「
米
沢
有
為
会
百
年
の
歩
み
」（『
社
団
法
人
米
沢
有
為
会
々
誌
』
復
刊

第
三
九
号
、
一
九
八
九
年
、
社
団
法
人
米
沢
有
為
会
）、
同
「
回
顧
・
米
沢
有
為

会
の
百
十
年
」（『
同
』
復
刊
第
四
九
号
、
一
九
九
九
年
、
同
）、
及
び
公
益
社
団

法
人
米
沢
有
為
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

（
42
）	『
雑
誌
』
第
五
三
号
（
一
八
九
五
年
三
月
）
の
「
北
海
道
部
厚
岸
組
合
の
組
織
成

る
」
に
よ
る
。

（
43
）	『
雑
誌
』
第
三
五
号
（
一
八
九
三
年
五
月
）
の
「
札
樽
部
例
會
并
に
上
杉
神
社
祭

典
」
に
よ
る
。

（
44
）	『
治
憲
年
譜
』
天
明
五
年
二
月
七
日
の
条
。

（
45
）	

駐
日
本
国
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
使
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
が
平
成
二
十
五

年
（
二
〇
一
三
）
に
来
日
し
た
最
初
の
講
演
で
、「
私
の
父
は
（
中
略
）
上
杉
鷹

山
を
尊
敬
し
て
い
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（「
山
形
新
聞
」
二
〇
一
三
年
一
一

月
二
八
日
号
）。
ま
た
同
大
使
夫
妻
は
、
同
二
十
六
年
に
上
杉
家
当
主
邦
憲
夫
妻

の
案
内
で
私
的
に
米
沢
の
上
杉
家
廟
所
に
参
拝
し
た
（
米
沢
市
の
上
杉
家
事
務
所

よ
り
聞
き
取
り
）。

（
46
）	『
雑
誌
』
第
七
五
号
（
一
八
九
七
年
五
月
）
の
「
在
仙
米
澤
人
上
杉
神
社
遥
拜

式
」
に
よ
る
。



米
沢
を
離
れ
た
旧
米
沢
藩
士
の
上
杉
神
社
の
崇
敬
（
加
澤
昌
人
）

一
一
〇

（
47
）	

為
景
は
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
に
綸
旨
を
賜
っ
て
こ
の
旗
を
新
調
し
た
（
大
日

本
古
文
書
上
杉
家
文
書
第
一
一
七
〇
号
）。
摩
利
支
天
に
つ
い
て
は
、
米
沢
上
杉

博
物
館
所
蔵
の
「
武
禘
之
次
第
」
に
よ
る
。

（
48
）	『
雑
誌
』
第
一
一
五
号
（
一
九
〇
一
年
五
月
）
の
「
在
仙
臺
米
澤
人
上
杉
神
社
遥

拜
式
」
に
よ
る
。

（
49
）	『
雑
誌
』
第
一
三
五
号
（
一
九
〇
三
年
五
月
）
の
「
在
仙
臺
上
杉
神
社
遥
拜
式
記

事
」
に
よ
る
。

（
50
）	

こ
の
塔
は
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本

大
震
災
）
で
塔
頂
部
が
倒
壊
し
、
現
在
は
金
鵄
の
像
を
基
壇
上
に
設
置
し
て
い
る
。

（
51
）	『
雑
誌
』
第
一
三
五
号
（
一
九
〇
三
年
五
月
）
の
「
在
山
形
米
澤
人
上
杉
神
社
遥

拜
式
記
事
」
に
よ
る
。

（
52
）	『
雑
誌
』
第
一
七
五
号
（
一
九
〇
七
年
七
月
）
の
「
上
杉
神
社
遥
拝
式
」
に
よ
る
。

（
53
）	『
雑
誌
』
第
一
七
四
号
（
一
九
〇
七
年
五
月
）
の
「
京
都
市
に
於
け
る
上
杉
神
社

遥
拝
式
」
に
よ
る
。

（
か
ざ
わ　

ま
さ
と　

文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員
：
今
堀　

太
逸　

教
授
）

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
六
日
受
理
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第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
一
一

は
じ
め
に

　

従
来
草
薙
剣
は
以
下
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
「
皇
位
の
し
る

し
で
あ
る
八
咫
鏡
・
草
薙
剣
（
天
叢
雲
剣
）・
八
坂
瓊
曲
玉
の
三
種
宝
物
の
総

称
。（
中
略
）『
古
語
拾
遺
』
に
よ
れ
ば
、
神
武
天
皇
を
経
て
崇
神
朝
に
至
り
、
神

威
を
畏
み
殿
を
同
じ
く
す
る
を
不
安
と
し
、
鏡
と
剣
の
模
造
品
を
作
っ
て
護
身
の

御
璽
と
し
、
古
来
よ
り
伝
わ
る
鏡
・
剣
は
倭
（
や
ま
と
）
の
笠
縫
邑
に
遷
し
祭
っ

た
。
こ
の
模
造
品
が
す
な
わ
ち
後
世
即
位
の
際
忌
部
よ
り
新
帝
に
上
る
「
神
璽
の

鏡
剣
」
で
あ
る
と

（
（
（

。」。
つ
ま
り
草
薙
剣
は
三
種
の
神
器
の
内
の
一
つ
と
さ
れ
、
即

位
の
際
に
皇
太
子
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
で
皇
位
の
正
統
性
を
示
す
も
の
と
さ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
野
志
隆
光
は
「
古
代
天
皇
神
話
の
完
成
」
に
お

い
て
、
三
種
の
神
器
の
内
の
剣
（
神
璽
の
剣
）
と
草
薙
剣
が
本
来
別
々
の
も
の
で

　
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
草
薙
剣
は
、
従
来
三
種
の
神
器
の

う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
受
け
継
ぐ
こ
と
で
王
権
の
正
統
性
を
保
証
す
る
神
璽

の
剣
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
神
野
志
隆
光
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
草

薙
剣
の
姿
は
『
記
』・『
紀
』
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
に
さ
れ
、『
古

語
拾
遺
』
が
そ
う
し
た
言
説
を
生
み
出
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
本
稿
で
は

こ
れ
を
受
け
、『
古
語
拾
遺
』
を
編
纂
し
た
斎
部
広
成
の
側
か
ら
『
古
語
拾

遺
』
の
草
薙
剣
を
読
み
解
き
、『
古
語
拾
遺
』
の
草
薙
剣
を
め
ぐ
る
言
説

が
、
九
世
紀
に
お
け
る
天
皇
即
位
儀
礼
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か

を
見
る
こ
と
で
、
草
薙
剣
と
神
璽
の
剣
の
同
一
視
が
斎
部
氏
の
固
有
の
祭
祀

実
践
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、『
古
語
拾

遺
』
の
神
武
天
皇
即
位
の
場
面
に
登
場
す
る
殿
祭
の
記
述
か
ら
、
そ
う
し
た

斎
部
氏
の
実
践
が
九
世
紀
に
お
け
る
即
位
儀
礼
の
変
化
に
対
応
す
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド　

草
薙
剣
、『
古
語
拾
遺
』、
斎
部
氏
、
即
位
儀
礼
、
神
璽

草
薙
剣
と
天
皇
即
位
儀
礼

─
『
古
語
拾
遺
』
の
草
薙
剣
を
め
ぐ
っ
て

─

谷

口
　

潤

論
　
文〔

抄
　
録
〕



草
薙
剣
と
天
皇
即
位
儀
礼
（
谷
口　

潤
）

一
一
二

あ
り
、『
古
語
拾
遺
』
に
よ
っ
て
祭
祀
が
神
話
に
回
収
さ
れ
る
過
程
で
同
一
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
を
明
ら
か
に
し
た

（
（
（

。
こ
の
こ
と
は
神
話
が
祭
祀
の
起
源
で

あ
る
と
す
る
祭
儀
神
話
論
へ
の
批
判
で
あ
り
、
同
時
に
神
話
が
祭
祀
を
回
収
す
る

こ
と
で
新
た
な
神
話
を
生
み
出
す
「
テ
キ
ス
ト
の
運
動
」
が
行
わ
れ
た
も
の
と
し

て
『
古
語
拾
遺
』
を
位
置
づ
け
な
お
し
た
と
い
う
点
で
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
言

え
る
。
さ
ら
に
神
野
志
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
研
究
が
「
神
器
」
と
い
う
正

統
性
の
中
に
天
皇
を
置
く
こ
と
で
、
意
図
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、「
万
世
一
系
ノ

天
皇
」（
帝
国
憲
法
）
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
加
担
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
事
を
指
摘
し
た

（
（
（

。
つ
ま
り
神
器
を
め
ぐ
る
正
統
性
の
論
理
は
常
に
再
構
築
さ
れ

続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
斎
藤
英
喜
は
、
神
野
志
が
『
古
語
拾
遺
』
を
「
神
話
解
釈
学
」
の
中
に

位
置
づ
け
た
と
評
価
し
つ
つ
も
、
新
た
な
神
話
テ
キ
ス
ト
の
生
成
を
「
テ
キ
ス
ト

の
運
動
」
と
評
価
し
た
時
、
そ
れ
は
テ
キ
ス
ト
の
生
成
を
机
上
の
解
釈
に
押
し
と

ど
め
て
し
ま
う
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
か
ら
斎
藤
は
神
話
テ
キ
ス
ト
の
生
成
を
祭
祀

者
の
実
践
に
求
め
る
。
特
に
『
古
語
拾
遺
』
に
登
場
す
る
鏡
に
つ
い
て
考
察
し
、

そ
れ
が
祭
祀
の
道
具
を
作
る
こ
と
を
掌
る
斎
部
氏

（
（
（

の
職
掌
と
不
可
分
な
言
説
で

あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
（
（

。

　

こ
う
し
た
『
古
語
拾
遺
』
の
読
み
の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
『
古
語

拾
遺
』
の
草
薙
剣
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
神
野
志
が
示
し
た
よ
う
に
『
古
語
拾

遺
』
は
『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』（
以
下
『
記
』・『
紀
』
と
す
る
）
に
登
場
す

る
草
薙
剣
を
即
位
式
で
授
受
さ
れ
る
神
璽
の
剣
と
接
続
し
た
点
で
、
草
薙
剣
の
一

つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
次
は
『
古
語
拾
遺
』
の
編

纂
者
で
あ
る
斎
部
広
成
の
側
か
ら
『
古
語
拾
遺
』
の
草
薙
剣
を
読
む
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
さ
ら
に
『
古
語
拾
遺
』
に
は
「
遺
れ
た
る
」
と
さ
れ
る
十
一
条
の
愁
訴

の
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
行
す
る
神
話
部
分
を
典
拠
と
し
て
そ
こ
か
ら
変
化

し
た
現
状
へ
の
不
満
を
示
し
た
『
古
語
拾
遺
』
の
主
張
と
も
い
う
べ
き
部
分
で
あ

る
。
そ
の
第
一
に
草
薙
剣
へ
の
崇
敬
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
広
成
が
『
古

語
拾
遺
』
に
お
い
て
草
薙
剣
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

以
下
本
稿
で
は
『
古
語
拾
遺
』
の
草
薙
剣
を
斎
部
広
成
の
祭
祀
実
践
の
側
か
ら

検
討
す
る
こ
と
で
、
草
薙
剣
と
神
璽
の
剣
を
同
一
化
さ
せ
た
論
理
は
い
か
に
し
て

生
み
出
さ
れ
た
の
か
を
考
察
し
、
正
統
性
の
再
構
築
を
「
テ
キ
ス
ト
の
運
動
」
に

還
元
し
な
い
視
点
か
ら
、
草
薙
剣
の
歴
史
を
描
き
出
し
て
い
き
た
い
。

1
、
草
薙
剣
を
め
ぐ
る
研
究
史

　

そ
こ
で
ま
ず
草
薙
剣
の
研
究
史
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
近
代
以
降
初
め
て
草
薙

剣
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
久
米
邦
武
で
あ
る
。
久
米
は
「
神
道
は
祭
典
の
古

俗
」（
一
八
九
二
）
で
草
薙
剣
に
つ
い
て
『
紀
』
や
『
古
語
拾
遺
』
を
使
い
、
初

め
て
歴
史
学
的
に
説
明
を
加
え
た
。
そ
こ
で
「
天
照
大
神
の
鏡
劔
玉
を
天
孫
瓊
々

杵
尊
に
授
け
給
ひ
て
よ
り
。
三
種
の
神
器
と
称
し
。
天
皇
の
御
璽
と
な
し
て
傳
授

せ
ら
る
。（
中
略
）
劔
は
素
戔
嗚
尊
の
出
雲
簸
川
上
に
於
て
。
八
岐
大
蛇
を
征
服

し
て
獻
じ
た
る
天
叢
雲
劔
に
て
。
後
に
草
薙
剣
と
称
す

（
（
（

」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ

の
時
点
で
す
で
に
、
草
薙
剣
を
天
皇
に
伝
授
さ
れ
る
神
璽
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

さ
ら
に
三
種
の
神
器
は
天
を
祀
る
祭
器
で
あ
る
と
す
る
が
、
も
と
も
と
は
神
座
を

飾
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
由
来
を
天
岩
戸
に
求
め
る
。
し
か
し
草
薙
剣
は
天
岩
戸

神
話
の
後
に
登
場
す
る
た
め
、
三
種
の
神
器
を
も
っ
て
神
座
を
飾
る
の
は
『
記
』・

『
紀
』
の
神
話
以
前
の
古
俗
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
韓
土
に
も
似
た
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る
風
俗
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
比
較
神
話
学
的
な
視
点
を
持
っ
て
い

た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

大
正
時
代
に
神
話
研
究
を
進
め
た
津
田
左
右
吉
は
『
神
代
史
の
新
し
い
研
究
』

（
一
九
二
四
）
に
お
い
て
、
草
薙
剣
が
神
璽
の
剣
で
あ
る
と
し
、「
神
宝
と
は
関
係

な
い
草
薙
剣
」
→
「
二
種
の
神
宝
（
神
璽
の
鏡
剣
）
と
し
て
の
草
薙
剣
」
→
「
三

種
の
神
器
と
し
て
の
草
薙
剣
」
と
い
う
改
変
が
『
記
』・『
紀
』
や
『
古
語
拾
遺
』

の
な
か
に
も
つ
れ
合
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
す
る

（
（
（

。
こ
こ
で
津
田
が
個
々
の
草
薙

剣
に
つ
い
て
の
物
語
の
違
い
を
、
物
語
の
改
変
と
い
う
形
で
説
明
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
最
も
新
し
い
『
古
語
拾
遺
』
を
古
い
伝
承
を
残
す
も
の
と

し
、『
記
』
の
伝
承
よ
り
古
い
と
す
る
な
ど
、
論
拠
と
し
て
無
理
の
あ
る
部
分
も

あ
る
。

　

戦
前
に
は
比
較
神
話
学
の
観
点
か
ら
松
村
武
雄
や
三
品
彰
英
が
研
究
を
進
め
て

い
る
。
特
に
三
品
は
「
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
考
」（
一
九
三
二
）
で
草
薙
剣
に
つ
い

て
、
漢
の
高
祖
の
持
つ
斬
蛇
剣
と
比
較
し
「
漢
の
高
祖
の
斬
蛇
剣
は
珠
玉
の
宝
器

と
と
も
に
太
子
即
位
の
際
に
授
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
な
か
ん
ず
く
後

者
の
例
は
、
ち
ょ
う
ど
わ
が
ム
ラ
ク
モ
ノ
剣
が
三
種
の
神
器
の
一
と
し
て
皇
位
継

承
の
瑞
で
あ
る
の
と
、
そ
の
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る

（
（
（

」
と
述
べ
て
お
り
、
ス

サ
ノ
ヲ
の
大
蛇
退
治
の
物
語
を
漢
の
高
祖
の
斬
蛇
剣
や
高
句
麗
の
類
利
王
の
剣
と

比
較
し
、
剣
を
継
承
す
る
こ
と
は
中
国
や
朝
鮮
か
ら
の
受
容
で
あ
っ
た
と
す
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
思
考
の
裏
に
は
、
満
州
や
朝
鮮
の
神
話
を
未
発
達
の
物
と
と

ら
え
、
だ
か
ら
こ
そ
発
達
し
た
日
本
の
神
話
の
原
始
的
形
相
を
知
る
た
め
の
資
料

的
価
値
を
持
つ
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た

（
（
（

。

　

戦
後
民
俗
学
の
立
場
か
ら
研
究
を
進
め
た
の
が
高
崎
正
秀
で
あ
る
。
高
崎
は

「
草
薙
剣
考
」（
一
九
五
四
）
に
お
い
て
草
薙
剣
の
名
前
に
注
目
す
る
。「
ク
サ
ナ

ギ
」
と
は
「
霊
蛇
」
あ
る
い
は
「
串
蛇
」
の
意
で
あ
り
、
串
と
は
大
地
の
霊
を
帰

属
さ
せ
使
役
す
る
聖
な
る
指
揮
棒
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
「
ク
サ
ナ
ギ
」
が
地
霊

の
表
象
と
し
て
蛇
（
ナ
ギ
）
の
信
仰
を
負
う
聖
な
る
齊
串
で
あ
る
と
し
、
そ
の
点

で
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
を
斬
っ
た
天
之
羽
々
斬
や
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
変
化
し
た
湯
津

爪
櫛
は
同
じ
信
仰
を
持
っ
て
い
た
と
す
る

（
（1
（

。

　

高
崎
は
一
つ
の
言
葉
か
ら
様
々
な
別
の
意
味
を
見
出
す
と
い
う
独
特
な
方
法
か

ら
草
薙
剣
に
つ
い
て
そ
の
名
称
の
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、
松
村
武
雄
は
神
話
学

の
立
場
か
ら
「
推
断
に
推
断
を
重
ね
続
け
る
こ
と
は
、
解
釈
者
の
推
想
力
の
豊
か

さ
・
鋭
さ
の
嘆
賞
者
た
る
自
分
に
と
っ
て
さ
え
も
、
些
か
天
分
の
乱
用
で
は
な
い

か
と
疑
わ
れ
る

（
（1
（

」
と
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
高
崎
は
草
薙
剣
の
名
を
考
察
す
る

こ
と
で
、
草
薙
剣
が
王
権
に
の
み
伝
授
さ
れ
て
き
た
特
別
な
剣
で
は
な
い
事
を
示

し
た
と
も
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
天
皇
の
正
統
性
を
根
拠
付
け
て
き
た
戦
前
の
神

話
研
究
を
乗
り
越
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
戦
後
の
研
究
動
向
に
も
合
致
す
る
。
そ

し
て
重
要
な
の
は
草
薙
剣
が
複
数
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
後
の
研
究
に
影
響
を
与

え
た
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
受
け
歴
史
学
の
立
場
か
ら
草
薙
剣
を
考
察
し
た
の
が
岡
田
精
司
で
あ

る
。
岡
田
は
「
草
薙
剣
伝
承
と
古
代
の
熱
田
社
」（
一
九
八
八
）
に
お
い
て
「「
ク

サ
ナ
ギ
」
と
い
う
名
の
宝
剣
を
一
本
だ
け
の
固
有
名
詞
と
し
て
の
前
提
で
、
論
じ

ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
正
し
い
か

（
（1
（

。」
と
述
べ
、『
延
喜
式
』
の
記
載
か
ら
熱
田

社
へ
の
待
遇
か
ら
宮
廷
の
神
璽
の
剣
と
熱
田
の
神
宝
の
剣
が
別
の
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
つ
な
げ
る
証
拠
は
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
『
古
語
拾
遺
』
か
ら
神
璽
の

剣
と
熱
田
の
神
宝
が
同
一
視
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
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一
一
四

　

九
世
紀
以
前
の
熱
田
社
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
神
璽
の
剣
と
熱
田

の
神
宝
が
別
の
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
点
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
に
よ
っ
て
『
記
』・『
紀
』
に
登
場
す
る
草
薙
剣
が
一
つ
の
剣
で
は
な
か
っ
た

と
言
え
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
問
題
は
『
記
』・『
紀
』
や
『
古
語
拾
遺
』
の
記
述

に
従
い
つ
つ
、「
複
数
の
草
薙
剣
」
を
想
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記

述
が
描
く
草
薙
剣
の
在
り
方
か
ら
、
草
薙
剣
の
歴
史
的
な
変
化
を
見
出
す
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
が
神
野
志
隆
光
の
研
究
で
あ
る
。

　

神
野
志
隆
光
は
「
古
代
天
皇
神
話
の
完
成
」（
一
九
九
六
）
で
「
要
す
る
に
、

『
古
事
記
』
が
、
三
種
の
宝
物
を
通
じ
て
語
る
の
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
保
障
に
よ

る
天
皇
の
正
当
性
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
正
当
性
の
論
理
は
、
い
わ
ゆ
る
「
神

器
」
と
は
別
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

（
（1
（

」
と
述
べ
、
ス
サ
ノ

ヲ
の
献
上
し
た
草
薙
剣
と
神
璽
と
し
て
即
位
に
際
し
て
授
受
さ
れ
て
き
た
剣
を
無

批
判
に
同
じ
も
の
と
し
て
き
た
こ
と
を
批
判
し
た
。『
古
事
記
』
に
お
け
る
草
薙

剣
は
受
け
継
が
れ
る
と
い
う
形
で
の
王
権
の
正
統
性
は
一
切
語
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

　

そ
こ
に
は
即
位
儀
礼
の
起
源
を
神
話
に
求
め
る
従
来
の
研
究
へ
の
批
判
が
あ

る
（
（1
（

。
さ
ら
に
神
野
志
は
『
古
語
拾
遺
』
を
、『
記
』・『
紀
』
の
神
話
を
解
釈
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
祭
祀
を
吸
収
し
て
生
ま
れ
た
新
た
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
捉
え

る
。
こ
の
こ
と
は
古
代
神
話
研
究
史
に
お
け
る
重
大
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

し
か
し
神
野
志
の
『
古
語
拾
遺
』
論
に
は
斎
藤
英
喜
や
津
田
博
幸
な
ど
か
ら
批

判
も
あ
る
。
斎
藤
英
喜
は
「
古
語
拾
遺
の
神
話
言
説
」（
一
九
九
九
）
に
お
い

て
、
前
述
し
た
よ
う
に
神
野
志
が
『
古
語
拾
遺
』
を
「
神
話
解
釈
学
」
の
中
に
位

置
づ
け
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
し
か
し
神
野
志
が
そ
れ
を
「
テ
キ
ス
ト
の
運
動
」

と
し
て
位
置
づ
け
る
時
、
な
ぜ
『
古
語
拾
遺
』
の
よ
う
な
神
話
テ
キ
ス
ト
が
生
成

さ
れ
た
の
か
が
問
え
な
く
な
る
と
い
う
。
そ
こ
で
斎
藤
は
神
話
テ
キ
ス
ト
の
生
成

を
祭
祀
者
の
実
践
に
求
め
て
い
く
。
斎
藤
は
『
古
語
拾
遺
』
の
神
器
、
特
に
鏡
に

つ
い
て
考
察
し
、
神
璽
の
鏡
を
斎
部
氏
が
作
る
と
い
う
記
述
か
ら
『
紀
』
に
は
な

か
っ
た
鏡
の
素
性
を
『
古
語
拾
遺
』
が
生
み
出
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
祭

祀
の
道
具
を
作
る
こ
と
を
掌
る
斎
部
氏
の
職
掌
と
不
可
分
な
言
説
で
あ
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た

（
（1
（

。
ま
た
神
野
志
は
『
古
語
拾
遺
』
が
固
定
的
な
祭
祀
を
回
収
し

た
と
す
る
の
に
対
し
、『
古
語
拾
遺
』
が
編
纂
さ
れ
た
平
安
初
期
に
お
け
る
即
位

儀
礼
は
決
し
て
固
定
的
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
時
代
に
お
け
る
儀
礼
の
在
り
方
を

問
う
書
物
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　

津
田
博
幸
は
「
広
成
の
読
む
『
日
本
書
紀
』

─
『
古
語
拾
遺
』
を
め
ぐ
っ
て

─
」（
一
九
九
九
）
で
日
本
紀
講
と
『
古
語
拾
遺
』
を
比
較
し
、
両
者
が
平
安

初
期
に
お
け
る
「
古
語
へ
の
還
元
と
語
源
の
提
示
」
と
い
う
『
紀
』
の
読
み
方
を

持
つ
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
事
を
指
摘
し
、『
古
語
拾
遺
』
を
歴
史
の
中
に

定
位
す
る

（
（1
（

。
さ
ら
に
そ
の
中
で
も
『
古
語
拾
遺
』
は
、
そ
の
言
説
が
一
つ
に
収
束

し
て
い
る
点
で
日
本
紀
講
と
は
異
な
る
と
し
て
、
斎
部
広
成
が
多
く
の
一
書
を
抱

え
る
『
紀
』
の
物
語
を
整
合
さ
せ
る
た
め
、
両
者
の
差
異
を
謎
と
し
て
捉
え
そ
れ

を
探
求
す
る
「
神
学
」
を
生
成
し
た
点
で
突
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
す

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
神
野
志
か
ら
斎
藤
、
津
田
ら
に
よ
っ
て
『
古
語
拾
遺
』
の
読
み

は
テ
キ
ス
ト
の
変
貌
を
読
み
解
く
も
の
か
ら
、
そ
れ
を
為
し
た
現
場
か
ら
読
み
解

く
方
法
へ
変
化
し
た
。
特
に
斎
藤
の
指
摘
は
神
璽
の
鏡
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
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一
一
五

り
、
大
い
に
参
考
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
斎
藤
は
神
璽
の
剣
に
つ
い
て

は
「
ひ
と
ま
ず
お
く
」
と
し
て
考
察
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は

こ
う
し
た
『
古
語
拾
遺
』
の
読
み
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
な
ぜ
草
薙
剣
と
神
璽
の

剣
は
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
か
を
『
古
語
拾
遺
』
の
記
述
に
従
い
つ
つ
、
斎
部
氏
の

側
か
ら
読
み
解
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
草
薙
剣
と
神
璽
の

剣
の
同
一
視
が
歴
史
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

2
、『
古
語
拾
遺
』
の
草
薙
剣

　
『
古
語
拾
遺
』
に
お
け
る
草
薙
剣
の
初
出
は
『
記
』・『
紀
』
と
同
じ
く
ス
サ
ノ

ヲ
に
よ
る
大
蛇
退
治
の
場
面
で
あ
る
。

　

素
戔
嗚
神
、
天
よ
り
出
雲
国
の
簸
の
川
上
に
降
到
り
ま
す
。
天
十
握
剣

〔
其
の
名
は
天
羽
々
斬
と
い
ふ
。
今
石
上
神
宮
に
在
り
。
古
語
に
大
蛇
を
羽
々
と
謂
ふ
。

言
う
こ
こ
ろ
は
蛇
を
斬
る
な
り
。〕
を
以
て
、
八
岐
大
蛇
を
斬
り
た
ま
ふ
。
其
の

尾
の
中
に
一
つ
の
霊
し
き
剣
得
つ
。
其
の
名
は
天
叢
雲
〔
大
蛇
の
上
に
、
常
に

雲
気
有
り
。
故
以
て
名
と
為
。
倭
武
尊
東
に
征
き
ま
し
し
年
に
、
相
模
国
に
到
り
、
野
火

の
難
に
遇
は
し
き
。
即
ち
、
此
の
剣
を
以
て
、
草
を
薙
ぎ
て
免
る
る
こ
と
得
つ
。
更
め
て

草
薙
剣
と
名
づ
く
〕
と
い
ふ
。
乃
ち
、
天
神
に
献
上
り
た
ま
ふ
。
然
る
後
に
、

素
戔
嗚
尊
、
国
神
の
女
を
娶
り
て
、
大
己
貴
神
〔
古
語
に
於
保
那
武
智
神
と
い

ふ
〕
を
生
み
ま
す
。
遂
に
根
国
に
就
で
ま
し
き
。

　

素
戔
嗚
神
、
自
天
而
降
到
出
雲
国
簸
川
上
。
以
天
十
握
剣
〔
其
名
天
羽
々

斬
。
今
、
在
石
上
神
宮
。
古
語
、
大
蛇
謂
之
羽
々
。
言
斬
蛇
也
。〕
斬
八
岐
大
蛇
。
其

尾
中
得
一
霊
剣
。
其
名
、
天
叢
雲
〔
大
蛇
之
上
、
常
有
雲
気
。
故
以
為
名
。
倭
武

尊
東
征
之
年
、
到
相
模
国
、
遇
野
火
難
。
即
、
以
此
剣
、
薙
草
得
免
。
更
名
草
薙
剣
〕

乃
、
献
上
於
天
神
也
。
然
後
、
素
戔
嗚
尊
、
娶
国
神
女
、
生
大
己
貴
神
。

〔
古
語
、
於
保
那
武
智
神
。〕
遂
就
於
根
国
矣
。

�

（『
古
語
拾
遺
』
素
神
の
霊
剣
献
上
二
三
、
二
四
頁
）

　

日
神
の
岩
窟
幽
居
の
後
出
雲
に
追
放
さ
れ
た
ス
サ
ノ
ヲ
が
、
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ

を
退
治
す
る
こ
と
で
草
薙
剣
を
得
る
。
そ
の
後
剣
を
天
神
に
献
上
し
根
の
国
に
至

る
と
い
う
物
語
は
、
お
お
む
ね
『
紀
』
本
書
の
内
容
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
テ
ナ
ヅ
チ
や
ア
シ
ナ
ヅ
チ
、
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
名
前
は
出
て
こ
ず
、
ヲ
ロ
チ
を
酔

わ
せ
て
退
治
す
る
と
い
う
部
分
も
「
八
岐
大
蛇
を
斬
り
た
ま
ふ
。」
と
省
略
し
て

い
る
。
代
わ
り
に
大
部
分
を
占
め
る
の
は
草
薙
剣
に
つ
い
て
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は

注
ま
で
加
え
て
い
る
。
乃
ち
こ
こ
で
は
も
っ
ぱ
ら
草
薙
剣
の
由
来
を
中
心
に
語
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
草
薙
剣
が
登
場
す
る
の
は
天
孫
降
臨
の
部
分
で
あ
る
。

　

時
に
、
天
祖
天
照
大
神
・
高
皇
産
霊
尊
、
乃
ち
相
語
り
て
曰
は
く
、「
夫
、

葦
原
の
瑞
穂
国
は
、
吾
が
子
孫
の
王
た
る
べ
き
地
な
り
。
皇
孫
就
で
ま
し
て

治
め
た
ま
へ
。
宝
祚
の
隆
え
ま
さ
む
こ
と
、
天
壌
と
共
に
窮
り
无
か
る
べ

し
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
即
ち
八
咫
鏡
及
び
草
薙
剣
の
二
種
の
神
宝
を
以
て
、

皇
孫
に
授
け
賜
ひ
て
、
永
に
天
璽
〔
所
謂
神
璽
の
剣
鏡
是
な
り
。〕
と
為
し
た
ま

ふ
。
矛
・
玉
は
自
に
従
ふ
。
即
ち
、
勅
曰
し
た
ま
は
く
、「
吾
が
児
此
の
宝

の
鏡
を
見
ま
さ
む
こ
と
、
吾
を
見
る
ご
と
く
す
べ
し
。
与
に
床
を
同
じ
く
し

殿
を
共
に
し
て
、
斎
の
鏡
と
為
べ
し
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
因
り
て
、
又
勅
曰



草
薙
剣
と
天
皇
即
位
儀
礼
（
谷
口　

潤
）

一
一
六

し
た
ま
ひ
し
く
、「
吾
は
天
津
神
籬
〔
神
籬
は
、
古
語
に
、
比
茂
侶
伎
と
い
ふ
〕。

亦
天
津
磐
境
を
起
し
樹
て
て
、
吾
が
孫
の
為
に
斎
ひ
奉
ら
む
。
汝
天
児
屋

命
・
太
玉
命
の
二
は
し
ら
の
神
、
天
津
神
籬
を
持
ち
て
、
葦
原
の
中
国
に
降

り
、
亦
吾
が
孫
の
為
に
斎
ひ
奉
れ
、
惟
爾
二
は
し
ら
の
神
、
共
に
殿
の
内
に

侍
ひ
て
、
能
く
防
き
護
れ
。
吾
が
高
天
原
に
御
じ
め
す
斎
庭
の
穂
〔
是
、
稲

種
な
り
。〕
を
以
て
、
亦
吾
が
児
に
御
せ
ま
つ
れ
。
太
玉
命
諸
部
の
神
を
率

て
、
其
の
職
に
供
へ
奉
る
こ
と
、
天
上
の
儀
の
如
く
せ
よ
」
と
の
り
た
ま

ふ
。

　

于
時
、
天
祖
天
照
大
神
・
高
皇
産
霊
尊
、
乃
相
語
曰
、
夫
、
葦
原
瑞
穂
国

者
、
吾
子
孫
可
王
之
地
。
皇
孫
就
而
治
焉
。
宝
祚
之
隆
、
当
与
天
壌
无
窮
。

即
、
八
咫
鏡
及
草
薙
剣
二
種
神
宝
、
授
賜
皇
孫
、
永
為
天
璽
〔
所
謂
神
璽
剣
・

鏡
是
也
。〕。
矛
・
玉
自
従
。
即
、
勅
曰
、
吾
児
視
此
宝
鏡
、
当
猶
視
吾
。
可

与
同
床
共
殿
、
以
為
斎
鏡
。
因
、
又
勅
曰
、
吾
則
樹
天
津
神
籬
〔
神
籬
、
古

語
、
比
茂
侶
伎
。〕
及
天
津
磐
境
、
当
為
吾
孫
斎
矣
。
汝
天
児
屋
命
・
太
玉
命

二
神
、
宜
持
天
津
神
籬
、
降
於
葦
原
中
国
、
亦
為
吾
孫
斎
焉
、
惟
、
爾
二

神
、
共
侍
殿
内
、
能
為
防
護
。
宜
以
吾
高
天
原
所
御
斎
庭
之
穂
〔
是
、
稲
種

也
。〕、
亦
当
御
於
吾
児
矣
。
宜
太
玉
命
率
諸
部
神
、
供
奉
其
職
、
如
天
上
儀
。

�

（『
古
語
拾
遺
』
天
祖
の
神
勅
二
六
～
二
八
頁
）

　

こ
こ
で
皇
孫
に
草
薙
剣
が
渡
さ
れ
、
鏡
と
共
に
天
璽
と
さ
れ
る
。
注
に
よ
っ
て

天
璽
が
「
神
璽
の
剣
鏡
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
即
位
儀
と
の
回
路
が
開
か
れ

た
と
い
う
事
は
既
に
神
野
志
が
指
摘
し
て
い
る

（
（1
（

。
し
か
し
問
題
は
な
ぜ
こ
れ
が

「
神
璽
」
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
「
天
璽
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
か
で
あ
る
。
こ
れ

は
後
に
考
察
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
に
は
ア
マ
テ
ラ
ス
に
よ
る
神
勅
が
下
さ
れ
る

が
、
こ
こ
で
中
臣
氏
の
祖
先
で
あ
る
天
児
屋
命
と
斎
部
氏
の
祖
先
で
あ
る
太
玉
命

に
下
さ
れ
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

次
に
皇
孫
に
渡
さ
れ
た
草
薙
剣
は
神
武
天
皇
条
で
現
れ
る
。
こ
の
部
分
は

『
記
』・『
紀
』
に
は
全
く
見
え
な
い
も
の
で
あ
り
、『
古
語
拾
遺
』
独
自
の
物
語
で

あ
る
。

　

日
臣
命
、
来
目
部
を
帥
て
、
宮
門
を
衛
護
り
、
其
の
開
闔
を
掌
る
。
饒
速

日
命
、
内
物
部
を
帥
て
、
矛
楯
を
造
り
備
ふ
。
其
の
物
既
に
備
は
り
て
、
天

富
命
、
諸
々
の
斎
部
を
率
て
、
天
璽
の
鏡
・
剣
を
捧
げ
持
ち
て
、
正
殿
に
安

き
奉
り
、
幷
瓊
玉
を
懸
け
、
其
の
幣
物
を
陳
ね
て
、
殿
祭
の
祝
詞
す
。〔
其

の
祝
詞
の
文
は
別
巻
に
在
り
。〕
次
に
、
宮
門
を
祭
る
。〔
其
の
祝
詞
も
、
亦
別
巻
に

在
り
〕
然
る
後
に
、
物
部
乃
ち
矛
・
盾
を
立
つ
。
大
伴
・
来
目
仗
を
建
て
、

門
を
開
き
て
、
四
方
の
国
を
朝
ら
し
め
て
、
天
位
の
貴
き
こ
と
を
観
し
む
。

日
臣
命
、
帥
来
目
部
、
衛
護
宮
門
、
掌
其
開
闔
。
饒
速
日
命
、
帥
内
物

部
、
造
備
矛
楯
。
其
物
既
備
、
天
富
命
、
率
諸
斎
部
、
捧
持
天
璽
鏡
・

剣
、
奉
安
正
殿
、
幷
懸
瓊
玉
、
陳
其
幣
物
、
殿
祭
祝
詞
。〔
其
祝
詞
文
在

別
巻
。〕
次
、
祭
宮
門
。〔
其
祝
詞
、
亦
在
別
巻
〕
然
後
、
物
部
乃
立
矛
・

盾
。
大
伴
・
来
目
建
仗
、
開
門
令
朝
四
方
之
国
、
以
観
天
位
之
貴
。

�

（『
古
語
拾
遺
』
神
武
天
皇
三
五
～
三
六
頁
）

　

物
部
氏
の
遠
祖
で
あ
る
饒
速
日
命
が
矛
と
盾
を
立
て
、
斎
部
氏
の
遠
祖
天
富
命

が
天
璽
を
捧
げ
持
つ
と
い
う
次
第
は
『
紀
』
持
統
天
皇
の
記
事
に
近
い
と
言
え
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る
。
持
統
天
皇
四
年
春
正
月
戊
寅
の
記
事
に
は

　

四
年
の
春
正
月
の
戊
寅
の
朔
に
、
物
部
麻
呂
朝
臣
、
大
楯
を
樹
つ
、
神
祇

伯
中
臣
大
嶋
朝
臣
、
天
神
寿
詞
を
読
む
、
畢
り
て
忌
部
宿
禰
色
夫
知
、
神
璽

の
剣
・
鏡
を
皇
后
に
奉
上
る
、
皇
后
、
即
天
皇
位
す
。
公
卿
・
百
寮
、
羅
列

り
て
匝
く
拝
み
た
て
ま
つ
り
て
拍
手
つ
。

　

四
年
春
正
月
戊
寅
朔
、
物
部
麻
呂
朝
臣
樹
大
楯
、
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
朝
臣

読
天
神
寿
詞
。
畢
忌
部
宿
禰
色
夫
知
奉
上
神
璽
釼
鏡
於
皇
后
、
皇
后
即
天
皇

位
。
公
卿
・
百
寮
、
羅
列
匝
拝
而
拍
手
焉

�

（『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
四
年
正
月
戊
寅
條
五
〇
一
頁
）

　

と
あ
り
物
部
麻
呂
が
盾
を
立
て
、
中
臣
大
嶋
が
天
神
寿
詞
を
読
み
、
そ
の
後
忌

部
宿
禰
色
夫
知
が
神
璽
の
剣
を
皇
后
に
奉
る
こ
と
で
皇
后
は
天
皇
位
に
つ
い
た
と

す
る
。
さ
ら
に
神
祇
令
第
十
三
条
に
は

凡
そ
践
祚
の
日
に
は
、
中
臣
、
天
神
の
寿
詞
奏
せ
よ
。
忌
部
、
神
璽
の
鏡
剣

奉
れ

凡
践
祚
之
日
、
中
臣
奏
天
神
寿
詞
、
忌
部
上
神
璽
鏡
剣

�

（『
律
令
』
巻
第
三
神
祇
令
二
一
四
頁
）

　

と
あ
り
、『
古
語
拾
遺
』
に
お
け
る
神
武
天
皇
の
即
位
は
明
ら
か
に
律
令
に
即

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
『
古
語
拾
遺
』
は
こ
の
部
分

で
『
紀
』
に
は
見
え
な
い
即
位
の
起
源
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
剣

は
崇
神
天
皇
の
時
代
に
表
れ
る
。『
古
語
拾
遺
』
崇
神
天
皇
条
に
は

　

磯
城
の
瑞
垣
の
朝
に
至
り
て
、
漸
に
神
の
威
を
畏
り
て
、
殿
を
同
く
し
た

ま
ふ
に
安
か
ら
ず
。
故
更
に
斎
部
を
し
て
石
凝
姥
神
が
裔
・
天
目
一
個
神
が

裔
の
二
氏
を
率
て
、
更
に
鏡
を
鋳
、
剣
を
造
ら
し
め
て
、
護
り
の
御
璽
と
為

す
。
是
今
践
祚
す
日
に
、
献
る
神
璽
の
鏡
・
剣
な
り
。
依
り
て
、
倭
の
笠
縫

邑
に
就
き
て
、
殊
に
磯
城
の
神
籬
を
立
て
て
、
天
照
大
神
及
び
草
薙
剣
を
遷

し
奉
り
て
、
皇
女
豊
鍬
入
姫
命
を
し
て
斎
ひ
奉
ら
し
む
。

　

至
于
磯
城
瑞
垣
朝
、
漸
畏
神
威
、
同
殿
不
安
。
故
、
更
令
斎
部
氏
率
石
凝

姥
神
裔
・
天
目
一
筒
神
裔
二
氏
、
更
鋳
鏡
造
剣
、
以
為
護
御
璽
。
是
、
今
践

祚
之
日
、
所
献
神
璽
鏡
剣
也
。
仍
、
就
於
倭
笠
縫
邑
、
殊
立
磯
城
神
籬
、
奉

遷
天
照
大
神
及
草
薙
剣
、
令
皇
女
豊
鍬
入
姫
命
奉
斎
焉
。

�

（『
古
語
拾
遺
』
崇
神
天
皇
三
七
、
三
八
頁
）

　

こ
こ
で
草
薙
剣
は
天
皇
と
同
じ
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
「
神
の
威
を
畏
れ
」
た
た
め
に
さ
ら
に
剣
が
作
ら
れ
草
薙
剣
は
磯
城
の
神
籬
に

移
さ
れ
る
。
一
方
新
た
に
作
ら
れ
た
剣
は
「
護
り
の
御
璽
」
と
さ
れ
、
践
祚
の
時

に
献
上
さ
れ
る
「
神
璽
」
の
剣
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
『
古
語
拾

遺
』
は
神
璽
の
剣
の
由
来
こ
そ
草
薙
剣
（
天
璽
）
に
求
め
る
が
、
そ
の
ま
ま
草
薙

剣
が
受
け
継
が
れ
る
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
部
分
は
『
紀
』
の

崇
神
天
皇
六
年
の
記
事
に
類
似
し
て
い
る
が
、

　

六
年
に
、
百
姓
流
離
へ
ぬ
。
或
は
背
叛
く
も
の
有
り
。
其
の
勢
、
徳
を
以



草
薙
剣
と
天
皇
即
位
儀
礼
（
谷
口　

潤
）

一
一
八

て
治
め
む
こ
と
難
し
。
是
を
以
て
、
晨
に
興
き
夕
ま
で
に
愓
り
て
、
神
祇
に

請
罪
る
。
是
よ
り
先
に
、
天
照
大
神
・
倭
大
国
魂
、
二
の
神
を
、
天
皇
の
大

殿
の
内
に
並
祭
る
。
然
し
て
其
の
神
の
勢
を
畏
り
て
、
共
に
住
た
ま
ふ
安
か

ら
ず
。
故
、
天
照
大
神
を
以
て
は
、
豊
鍬
入
姫
命
に
託
け
ま
つ
り
て
、
倭
の

笠
縫
邑
に
祭
る
。
仍
り
て
磯
堅
城
の
神
籬
を
立
つ

　

六
年
、
百
姓
流
離
。
或
有
背
叛
。
其
勢
難
以
徳
治
之
。
是
以
、
晨
興
夕

愓
、
請
罪
神
祇
。
先
是
、
天
照
大
神
・
倭
大
国
魂
二
神
、
並
祭
於
天
皇
大
殿

之
内
。
然
畏
其
神
勢
、
共
住
不
安
。
故
以
天
照
大
神
、
託
豊
鍬
入
姫
命
、
祭

倭
笠
縫
邑
。
仍
立
磯
堅
城
神
籬
。

　

こ
こ
で
は
天
皇
の
大
殿
の
中
に
祀
っ
て
い
た
天
照
大
神
と
倭
大
国
魂
の
二
柱
の

神
を
「
神
の
威
を
畏
れ
」
た
た
め
磯
堅
城
の
神
籬
に
移
し
た
と
す
る
。
つ
ま
り

『
古
語
拾
遺
』
は
こ
の
記
事
に
登
場
す
る
倭
大
国
魂
を
草
薙
剣
に
置
き
換
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
模
造
の
物
語
を
崇
神
天
皇
の
物
語
を
変
え
て

ま
で
加
え
た
の
か
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
『
古
語
拾
遺
』
は
崇
神
天
皇
を
「
神
の
威
を
畏

れ
」
た
天
皇
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
神
武
天
皇
は
即
位
の
直
後

の
文
で
「
此
の
時
に
当
た
り
て
、
帝
と
神
と
、
其
の
際
未
だ
遠
か
ら
ず
」
と
さ
れ

天
皇
と
神
は
近
い
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
崇
神
天
皇
条
で
は
「
漸
に
神

の
威
を
畏
り
て
」
と
あ
り
、
両
者
は
対
照
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
神
武
天
皇
条
で
は

「
遠
祖
」
や
「（
祖
神
の
）
孫
」
が
活
躍
す
る
の
に
対
し
て
、
崇
神
天
皇
条
で
は

「
裔
」
が
活
躍
す
る
こ
と
か
ら
『
古
語
拾
遺
』
に
は
「
天
上
の
神
々
の
時
代
（
祖

神
）」、「
神
と
人
が
近
い
時
代
（
孫
）」、「
神
と
人
が
遠
く
離
れ
た
時
代
（
裔
）」

と
い
う
三
つ
の
時
代
が
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

つ
ま
り
ア
マ
テ
ラ
ス
の
神
勅
に
お
い
て
、
草
薙
剣
（
天
璽
）
は
「
永
に
天
璽
」

で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
ヲ
ロ
チ
退
治
と
い
う
神
々
の
時
代
の
出
来
事
に
由
来
す
る

た
め
に
、
神
と
人
が
遠
く
離
れ
た
時
代
に
は
天
皇
は
直
接
そ
れ
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
い
い
か
え
れ
ば
『
紀
』
に
記
さ
れ
な
か
っ
た

即
位
儀
礼
で
授
受
さ
れ
る
神
璽
の
起
源
を
「
天
璽
」
と
い
う
語
で
草
薙
剣
に
求
め

た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
移
さ
れ
た
草
薙
剣
は
景
行
天
皇
の
時
代
に
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
渡
さ
れ

る
。

　
『
古
語
拾
遺
』
景
行
天
皇
に
は

　

纏
向
の
日
代
の
朝
に
至
り
て
、
日
本
武
命
を
し
て
東
の
夷
を
征
討
た
し

む
。
仍
り
て
、
道
を
枉
り
て
伊
勢
神
宮
に
詣
で
て
、
倭
姫
命
に
辞
見
し
た
ま

ふ
と
き
に
、
草
薙
剣
を
以
て
日
本
武
命
に
授
け
て
教
へ
て
曰
く
、「
慎
み
て

な
怠
り
そ
」
と
い
ふ
。
日
本
武
命
、
既
に
東
の
虜
を
平
げ
て
還
る
。
尾
張
国

に
至
り
て
、
宮
簀
姫
を
納
れ
た
ま
ひ
て
、
掩
留
り
て
月
を
踰
ぬ
。
剣
と
解
き

て
宅
に
置
き
、
徒
に
行
で
ま
し
て
伊
吹
山
に
登
り
、
毒
に
中
り
て
薨
り
ま
し

き
。
其
の
草
薙
剣
は
今
尾
張
の
熱
田
社
に
在
り
。
未
だ
礼
典
を
叙
て
ら
れ

ず
。

　

至
於
纏
向
日
代
朝
、
令
日
本
武
命
征
討
東
夷
。
仍
、
枉
道
詣
伊
勢
神
宮
、

辞
見
倭
姫
命
、
以
草
薙
剣
授
日
本
武
命
而
教
曰
、
慎
莫
怠
也
。
日
本
武
命
、

既
平
東
虜
還
。
至
尾
張
國
、
納
宮
簀
媛
、
淹
留
踰
月
。
解
剣
置
宅
、
徒
行
登

胆
吹
山
、
中
毒
而
薨
。
其
草
薙
剣
、
今
在
尾
張
国
熱
田
社
。
未
叙
礼
典
也
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�

（『
古
語
拾
遺
』
景
行
天
皇
四
〇
頁
）

　

こ
こ
で
は
景
行
天
皇
の
事
績
は
も
ち
ろ
ん
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
征
西
な
ど
も
描

か
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
草
薙
剣
が
登
場
す
る
東
征
の
場
面
の
み
描
か
れ
る
。
こ
こ
か

ら
も
『
古
語
拾
遺
』
が
草
薙
剣
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
最
後
に

「
未
だ
礼
典
を
叙
て
ら
れ
ず
」
と
草
薙
剣
に
対
し
て
祭
祀
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
訴
え
る
点
は
明
ら
か
に
『
紀
』
と
異
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
「
遺
れ
た

る
一
」
で
も
主
張
さ
れ
る
。

　
『
古
語
拾
遺
』
遺
れ
た
る
一
に
は

　

況
む
や
復
、
草
薙
の
神
剣
は
、
尤
に
是
天
璽
な
り
。
日
本
武
尊
愷
旋
り
た

ま
ひ
し
年
に
、
留
り
て
尾
張
の
熱
田
社
に
在
す
。
外
賊
偸
み
て
逃
げ
し
か
れ

ど
も
、
境
を
出
づ
る
こ
と
能
わ
ず
。
神
物
の
霊
験
、
是
を
以
て
観
る
べ
し
。

然
れ
ば
幣
を
奉
る
日
に
、
同
じ
く
啓
を
致
し
ま
つ
る
べ
し
。
而
る
に
、
久
代

闕
如
し
て
、
其
の
祀
り
を
治
め
ず
。
遺
り
た
る
一
な
り
。

　

況
復
、
草
薙
神
剣
者
、
尤
是
天
璽
。
自
日
本
武
尊
愷
旋
之
年
、
留
在
尾
張

熱
田
社
。
外
賊
偸
逃
、
不
能
出
境
。
神
物
霊
験
、
以
此
可
観
。
則
然
奉
幣
之

日
、
可
同
致
敬
。
而
、
久
代
闕
如
、
不
修
其
祀
。
所
遣
一
也

�

（『
古
語
拾
遺
』
遺
れ
た
る
一
、
四
六
、
四
七
頁
）

　

こ
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
物
語
は
『
紀
』
天
智
天
皇
七
年
の

　

是
の
歳
に
、
沙
門
道
行
、
草
薙
剣
を
盗
み
、
新
羅
に
逃
げ
向
く
。
而
し
て

中
路
に
風
雨
に
あ
ひ
て
芒
迷
ひ
て
帰
る

　

是
歳
、
沙
門
道
行
盗
草
薙
剣
、
逃
向
新
羅
。
而
中
路
風
雨
、
芒
迷
而
帰
。

�

（『
日
本
書
紀
』
巻
二
七
天
智
天
皇
七
年
是
歳
条
、
二
七
九
頁
）

　

と
い
う
記
事
に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
『
古
語
拾
遺
』
は
そ
れ
を
「
神
物
の

霊
験
、
是
を
以
て
観
る
べ
し
」
と
し
、「
未
だ
礼
典
を
叙
て
ら
れ
ず
。」「
同
じ
く

啓
を
致
し
ま
つ
る
べ
し
」
な
ど
草
薙
剣
を
奉
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

以
上
『
古
語
拾
遺
』
の
草
薙
剣
に
つ
い
て
読
み
解
い
て
き
た
が
、『
紀
』
と
の

大
き
な
違
い
は
『
記
』・『
紀
』
に
は
見
ら
れ
な
い
「
神
璽
」
の
起
源
と
し
て
草
薙

剣
を
「
天
璽
」
と
す
る
点
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
ぜ
『
古
語
拾
遺
』
は
神
璽
の
起

源
を
求
め
た
の
か
。
次
章
で
は
そ
れ
を
見
て
い
く
。

3
、
即
位
儀
礼
と
草
薙
剣

　

神
璽
の
起
源
た
る
「
天
璽
」
は
神
武
天
皇
の
即
位
の
際
に
登
場
し
正
殿
に
安
置

さ
れ
る
。
一
方
神
璽
の
剣
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
神
祇
令
第
十
三
条
に
お

い
て
「
凡
そ
践
祚
の
日
に
は
、（
中
略
）
忌
部
神
璽
の
鏡
剣
を
奉
れ
」
と
い
う
規

定
が
あ
り
、
即
位
に
さ
い
し
て
斎
部
氏
が
新
天
皇
に
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
神
璽
の
献
上
は
即
位
に
お
い
て
中
心
と
な
る
儀
礼
と
さ
れ
、
神
璽
を
受
け
取

る
こ
と
に
よ
っ
て
天
皇
は
即
位
し
た
と
考
え
ら
れ
る

（
（1
（

。
し
か
し
広
成
が
『
古
語
拾

遺
』
を
記
し
た
平
安
初
期
に
は
す
で
に
即
位
儀
で
神
璽
の
受
け
渡
し
は
行
わ
れ
な

く
な
っ
て
お
り
践
祚
と
大
嘗
祭
に
お
け
る
辰
日
前
段
行
事
に
神
璽
の
渡
御
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

（
（1
（

。『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
二
月
辛
巳
條
に



草
薙
剣
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儀
礼
（
谷
口　

潤
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一
二
〇

　

頃
有
り
て
、
天
皇
正
寝
に
崩
ず
。
春
秋
七
十
。
皇
太
子
哀
号
、
僻
踊
し

て
、
迷
い
て
起
た
ず
。
参
議
従
三
位
近
衛
中
将
坂
上
宿
禰
田
村
麻
呂
・
春
宮

大
夫
従
三
位
藤
原
朝
臣
葛
野
麻
呂
。
固
く
請
け
扶
け
て
殿
を
下
て
東
廂
に
遷

る
。
次
い
で
璽
並
び
に
剣
櫃
を
東
宮
に
奉
る
。

　

有
頃
天
皇
崩
於
正
寝
。
春
秋
七
十
。
皇
太
子
哀
号
僻
踊
。
迷
而
不
起
。
参

議
従
三
位
近
衛
中
将
坂
上
宿
禰
田
村
麻
呂
・
春
宮
大
夫
従
三
位
藤
原
朝
臣
葛

野
麻
呂
固
請
扶
下
殿
。
而
遷
東
廂
。
次
璽
並
剣
櫃
奉
東
宮
。

�

（『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
二
月
辛
巳
條
、
七
八
頁
）

　

と
あ
り
、
桓
武
天
皇
が
崩
御
し
た
直
後
に
皇
太
子
に
剣
櫃
が
渡
さ
れ
た
と
あ

る
。
こ
の
儀
礼
は
天
皇
の
空
位
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
重

要
な
の
は
こ
こ
に
神
祇
官
が
関
与
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
（2
（

。

　

一
方
で
『
儀
式
』
や
『
西
宮
記
』
に
見
え
る
譲
国
儀
な
ど
の
譲
位
儀
式
が
確
立

し
、
そ
ち
ら
で
神
璽
の
渡
御
が
行
わ
れ
て
い
る
事
を
踏
ま
え
る
と
、
践
祚
と
大
嘗

祭
辰
日
前
段
行
事
で
行
わ
れ
て
い
た
神
璽
の
渡
御
が
譲
位
儀
に
一
本
化
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る

（
（2
（

。
し
か
し
『
北
山
抄
』「
大
嘗
祭
」
に
は

　

忌
部
は
神
璽
の
鏡
剣
を
奉
る
、
共
に
退
り
出
る
。〔
群
臣
起
つ
、
寛
平
式
に
云

う
、
天
長
以
来
此
事
停
止
す
。
清
涼
抄
に
云
う
、
近
代
此
の
神
璽
を
給
は
ず
、
只
寿
詞
を

奏
す
。
寛
平
式
以
後
に
記
す
文
に
、
忌
部
惣
て
参
入
せ
ず
。
天
慶
記
に
云
う
。
頼
基
申
し

て
云
う
、
件
の
鏡
剣
、
御
所
よ
り
暫
く
下
し
、
之
を
奉
ら
せ
し
む
。
天
長
式
に
輙
ち
重
物

を
給
ひ
て
奏
す
は
、、
事
危
う
く
無
か
ら
ざ
る
な
り
、
其
後
忌
部
申
す
と
い
え
ど
も
給
わ

ず
。〕

　

忌
部
奉
神
璽
鏡
剣
、
共
退
出
。〔
群
臣
起
、
式
云
、
天
長
以
来
此
事
停
止
。
清
涼

抄
云
、
近
代
不
給
此
神
璽
、
只
奏
寿
詞
者
。
而
寛
平
式
以
後
記
文
、
忌
部
惣
不
参
入
。
天

慶
記
云
、
頼
基
申
云
、
件
鏡
剣
、
自
御
所
暫
下
令
奏
奉
之
。
而
天
長
式
奏
輙
給
重
物
、
非

無
事
危
者
、
其
後
忌
部
雖
申
不
給
。〕

�

（『
北
山
抄
』
巻
五
「
大
嘗
会
事
」
所
収
寛
平
式
、
三
一
五
頁
）

　
『
寛
平
式
』
に
天
長
年
間
か
ら
大
嘗
祭
に
お
け
る
神
璽
の
献
上
が
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
譲
位
儀
が
確
立
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
譲
位
宣
命
が
即
位
儀
の
中
心
と
な
り
神
璽
の
献
上
は
即
位
に
お

い
て
中
心
的
な
位
置
づ
け
を
失
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
神
祇
官
は
即

位
式
に
関
わ
る
事
が
で
き
な
く
な
り
、
王
位
就
任
儀
礼
全
体
か
ら
祭
祀
的
要
素
が

著
し
く
後
退
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

（
（2
（

。

　

し
か
し
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
即
位
式
に
お
け
る
こ
う
し
た
変
化
は
、

そ
も
そ
も
神
祇
官
の
在
り
方
そ
の
も
の
の
変
化
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

『
古
語
拾
遺
』
の
「
遺
れ
た
る
十
」
に
は

　

凡
そ
大
幣
を
造
る
こ
と
に
も
、
亦
神
代
の
職
に
依
り
て
、
斎
部
の
官
、
供

作
る
諸
氏
を
率
て
、
例
に
准
ひ
て
造
り
備
ふ
べ
し
。
然
れ
ば
、
神
祇
官
の
神

部
は
、
中
臣
・
斎
部
・
猿
女
・
鏡
作
・
玉
作
・
盾
作
・
神
服
・
倭
文
・
麻
続

等
の
氏
有
る
べ
し
。
而
る
に
、
今
唯
中
臣
・
斎
部
等
の
二
三
氏
の
み
有
り

て
、
自
余
の
諸
氏
は
、
考
選
に
預
ら
ず
。
神
の
裔
亡
せ
散
り
て
、
其
の
葉
絶

え
な
む
と
す
。
遺
れ
た
る
十
な
り
。
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凡
、
造
大
幣
者
、
亦
須
依
神
代
之
職
、
斎
部
之
官
、
率
供
作
諸
氏
、
准
例

造
備
。
然
則
、
神
祇
官
神
部
、
可
有
中
臣
・
斎
部
・
猿
女
・
鏡
作
・
玉
作
・

盾
作
・
神
服
・
倭
文
・
麻
続
等
氏
。
而
、
今
唯
有
中
臣
・
斎
部
等
二
三
氏
、

自
余
諸
氏
、
不
預
考
選
。
神
裔
亡
散
、
其
葉
将
絶
。
所
遺
十
也
。

�

（『
古
語
拾
遺
』
遺
れ
た
る
十
、
五
二
頁
）

　

こ
こ
で
広
成
は
、「
神
祇
官
の
神
部
」
は
「
供
作
る
諸
氏
」
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
彼
ら
が
選
ば
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
従
来
「
負
名

氏
」
と
さ
れ
て
き
た
氏
族
で
は
な
い
人
々
が
神
祇
官
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、

も
は
や
八
世
紀
的
な
儀
礼
や
思
考
が
通
用
し
な
く
な
る
時
代
に
入
っ
て
い
た
の
で

あ
る

（
（2
（

。

　

神
武
天
皇
条
に
見
え
る
即
位
の
形
態
は
、
斎
部
氏
が
率
い
る
負
名
氏
た
ち
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
祭
祀
的
要
素
を
色
濃
く
持
っ
た
九
世
紀
以
前
の
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
こ
か
ら
持
統
紀
や
神
祇
令
に
見
え
る
よ
う
な
即
位
式
の
模
様
が
『
古
語
拾

遺
』
の
神
武
天
皇
条
の
も
の
に
類
似
し
て
い
る
理
由
は
、
律
令
的
な
即
位
式
に
お

い
て
、
な
ぜ
斎
部
氏
が
神
璽
を
献
上
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
の
由
来
を
神
武
天
皇

の
時
代
に
求
め
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
神
祇
官
が
即

位
に
関
わ
れ
な
い
現
状
か
ら
改
め
て
神
璽
を
献
上
す
る
と
い
う
儀
礼
の
起
源
を
示

し
、
再
び
神
祇
官
が
神
璽
を
献
上
す
る
こ
と
の
正
統
性
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
『
古
語
拾
遺
』
は
、
即
位
儀
礼
は
祭
祀
的
な
性
格
を
帯
び
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
神
璽
の
起
源
を
草
薙
剣
に
求
め
る
理
由

も
こ
こ
に
あ
る
。
神
璽
を
天
上
に
由
来
を
持
つ
草
薙
剣
＝
天
璽
と
結
び
つ
け
る
こ

と
で
、
神
璽
の
剣
は
ま
さ
に
神
祇
を
司
る
神
祇
官
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
な
る
。
そ
こ
に
は
九
世
紀
に
お
け
る
流
動
す
る
即
位
儀
礼
の
次
第
の
な
か

で
、
ど
う
や
っ
て
正
統
性
を
保
証
す
る
の
か
と
い
う
課
題
を
、
神
代
の
起
源
に
立

ち
返
る
こ
と
で
克
服
し
よ
う
と
す
る
祭
祀
者
と
し
て
の
広
成
の
姿
が
現
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
次
の
疑
問
と
し
て
、
な
ぜ
神
璽
の
剣
は
「
護
の
御
璽
」
と
呼
ば
れ
る
の

か
。
神
璽
を
「
護
の
御
璽
」
と
呼
ぶ
の
も
『
古
語
拾
遺
』
固
有
の
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
単
に
天
璽
を
献
上
す
る
と
い
う
以
上
の
斎
部
氏
の
祭
祀
実
践
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

4
、「
護
の
御
璽
」
と
大
殿
祭

　

そ
こ
で
神
武
天
皇
条
の
「
幷
瓊
玉
を
懸
け
、
其
の
幣
物
を
陳
ね
て
、
殿
祭
の
祝

詞
す
。〔
其
の
祝
詞
の
文
は
別
巻
に
在
り
。〕
次
に
、
宮
門
を
祭
る
。〔
其
の
祝
詞
も
、
亦
別

巻
に
在
り
〕」
と
い
う
部
分
を
改
め
て
見
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
は
大
殿
祭
の
次
第

に
類
似
す
る
が
、
神
武
天
皇
の
即
位
に
斎
部
の
祖
先
に
よ
っ
て
大
殿
祭
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
大
殿
祭
に
つ
い
て
は
『
延
喜
式
』
に
「
凡
そ
祭
祀
の
祝
詞

は
御
殿
・
御
門
の
祭
は
斎
部
氏
の
祝
詞
」
と
あ
り
、
其
の
祝
詞
は
斎
部
氏
が
管
掌

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
大
殿
祭
は
一
般
的
に
は
神
今
食
や
新
嘗
祭
の
際
に
殿
舎
を

祭
る
祭
祀
で
あ
っ
た
。
そ
の
次
第
は

　

大
殿
祭
の
儀
は
（
中
略
）
中
臣
・
忌
部
の
官
人
木
綿
鬘
を
著
け
、〔
忌
部
は

更
に
木
綿
襷
を
加
え
る
、〕
案
の
前
に
立
つ
、
仁
壽
殿
に
直
に
進
む
。
是
よ
り
先

ず
御
巫
等
宣
陽
門
よ
り
入
り
、
内
裏
に
候
ひ
、
案
に
随
ひ
共
に
入
て
、
殿
の

東
の
簀
子
敷
の
上
に
至
る
。
御
巫
等
筥
を
執
て
中
臣
・
忌
部
・
御
巫
等
次
を



草
薙
剣
と
天
皇
即
位
儀
礼
（
谷
口　

潤
）

一
二
二

〔
御
巫
一
人
紫
宸
殿
に
進
み
米
を
散
き
、
一
人
承
明
門
に
至
り
米
を
散
く
。〕
忌
部
玉
を

執
り
、
殿
の
四
角
に
懸
け
、
次
に
御
巫
等
米
・
酒
・
切
木
綿
を
殿
内
の
四
角

に
散
き
退
出
す
。
中
臣
は
仁
壽
殿
の
南
に
候
ひ
、
忌
部
巽
に
向
ひ
微
声
に
祝

詞
を
読
む
、
訖
て
浴
殿
に
至
り
、
玉
を
四
角
に
懸
け
、
次
に
厠
殿
の
四
角
に

懸
け
る
。
御
巫
等
米
・
酒
を
散
く
こ
と
初
の
如
し
。
陰
明
門
よ
り
退
出
す
、

　

大
殿
祭
儀
（
中
略
）
中
臣
・
忌
部
官
人
著
木
綿
鬘
、〔
忌
部
更
加
木
綿
襷
、〕

立
案
前
、
直
進
仁
壽
殿
、
先
是
御
巫
等
入
自
宣
陽
門
、
候
於
内
裏
、
随
案
共

入
、
至
殿
東
簀
子
敷
上
、
御
巫
等
執
筥
、
中
臣
・
忌
部
・
御
巫
等
以
次
入
仁

壽
殿
、〔
御
巫
一
人
進
紫
宸
殿
散
米
、
一
人
至
承
明
門
散
米
、〕
忌
部
執
玉
、
懸
殿
四

角
、
次
御
巫
等
散
米
・
酒
・
切
木
綿
於
殿
内
四
角
退
出
、
中
臣
候
仁
壽
殿

南
、
忌
部
向
巽
微
声
読
祝
詞
、
訖
至
於
浴
殿
、
懸
玉
於
四
角
、
次
懸
厠
殿
四

角
、
御
巫
等
散
米
・
酒
如
初
、
自
陰
明
門
退
出
、

�

（『
儀
式
』
巻
一
、
三
二
頁
）

　

殿
舎
の
四
隅
に
玉
を
懸
け
、
さ
ら
に
米
や
酒
、
切
木
綿
な
ど
を
殿
の
四
隅
に
撒

い
た
後
、
斎
部
が
微
声
で
祝
詞
を
読
む
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
殿
祭
は
一
般

に
神
今
食
、
新
嘗
祭
、
大
嘗
祭
の
時
に
天
皇
の
住
居
で
あ
る
仁
寿
殿
に
お
い
て
行

わ
れ
た
祭
祀
で
あ
り
、
青
木
紀
元
は
こ
れ
に
対
し
て
「
神
今
食
・
新
嘗
祭
の
祭
殿

で
あ
る
神
嘉
殿
や
、
大
嘗
祭
の
祭
殿
で
あ
る
大
嘗
宮
を
神
聖
に
す
る
と
い
う
意
味

を
全
く
持
っ
て
は
お
ら
ず
、（
中
略
）
ど
こ
ま
で
も
天
皇
の
御
殿
の
威
で
あ
る
点

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
（2
（

」
と
し
、
大
殿
祭
を
天
皇
の
住
居
を
祭
る
、
朝
廷

に
お
け
る
私
的
な
祭
祀
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
こ
れ
以
降
の
研
究
も
、
大
殿
祭

の
原
義
を
新
室
寿
ぎ
に
求
め
る
も
の
が
多
い
が

（
（2
（

、
岡
田
荘
司
は
大
殿
祭
を
王
の
即

位
と
一
体
の
新
殿
造
営
を
原
義
と
す
る
と
指
摘
し
た

（
（2
（

。
さ
ら
に
斎
藤
英
喜
は
斎
部

氏
の
祭
祀
実
践
か
ら
大
殿
祭
の
祝
詞
と
『
古
語
拾
遺
』
を
読
み
解
く
。
斎
藤
は
大

殿
祭
が
単
な
る
新
室
寿
ぎ
で
は
な
く
、
斎
部
氏
が
新
殿
造
営
の
た
め
に
切
り
出
し

た
木
材
や
山
の
神
霊
と
直
接
渡
り
合
い
、
鎮
め
る
現
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た

（
（2
（

。
さ
ら
に
祝
詞
の
後
半
に

　

詞
別
き
て
白
さ
く
、
大
宮
売
命
と
御
名
を
申
す
事
は
、
皇
御
孫
の
命
の
同

じ
殿
の
裏
に
塞
が
り
坐
し
て
、
参
入
り
罷
り
出
づ
る
人
の
選
び
知
ら
し
、
神

等
の
い
す
ろ
こ
び
あ
れ
び
坐
す
を
、
言
直
し
和
し
…

　

詞
別
白
久
、
大
宮
売
命
登
御
名
乎
申
事
波
皇
御
孫
命
乃
同
殿
能
裏
尓
塞
坐

弖
、
参
入
罷
出
人
能
選
比
所
知
志
、
神
等
能
伊
須
呂
許
比
阿
禮
比
坐
乎
、
言

直
志
和
志
…

�

（『
延
喜
式
祝
詞
』
大
殿
祭
、
一
五
六
頁
）

　

と
大
宮
売
命
が
登
場
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
大
殿
祭
が
対
象
と
す
る
「
大
殿
」

が
天
皇
の
居
住
す
る
私
的
な
空
間
か
ら
、
政
務
が
行
わ
れ
る
官
衙
等
公
的
な
空
間

へ
と
拡
大
し
て
い
る
事
を
指
摘
す
る
。
そ
こ
に
宮
廷
内
の
官
衙
に
祭
ら
れ
た
神
達

の
祟
り
に
対
抗
す
る
た
め
に
大
宮
売
命
を
登
場
さ
せ
た
斎
部
氏
の
祭
祀
実
践
を
認

め
る

（
（2
（

。
さ
ら
に
『
古
語
拾
遺
』
の
神
代
を
そ
う
し
た
宮
廷
祭
祀
の
場
を
支
え
る
神

話
と
位
置
付
け
る
の
で
あ
る
。

　

斎
藤
の
論
は
大
殿
祭
を
単
な
る
新
室
寿
ぎ
に
回
収
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
中

に
斎
部
氏
の
祭
祀
実
践
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
神
話
を
創
り
出
し
宮
廷
を

守
護
し
て
い
く
と
い
う
大
殿
祭
の
新
た
な
側
面
を
打
ち
出
し
た
点
で
従
来
の
研
究



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
二
三

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
斎
藤
は
あ
く
ま
で
祝
詞
に
登

場
す
る
大
宮
売
命
の
起
源
を
語
る
も
の
と
し
て
『
古
語
拾
遺
』
を
扱
っ
て
い
る

が
、
本
稿
で
問
題
に
す
る
べ
き
は
『
古
語
拾
遺
』
に
お
け
る
大
殿
祭
の
意
味
で
あ

る
。

　

こ
の
点
に
注
意
を
し
て
再
び
神
武
天
皇
即
位
の
場
面
に
戻
る
と
、「
天
璽
の

鏡
・
剣
を
捧
げ
持
ち
て
、
正
殿
に
安
き
奉
り
、
幷
瓊
玉
を
懸
け
、
其
の
幣
物
を
陳

ね
て
、
殿
祭
の
祝
詞
す
。」
と
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
天
璽
を
安
置
し
た
正
殿

に
対
し
て
祝
詞
を
奏
上
し
た
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
殿
舎
の
神
々
を
祭

り
鎮
め
る
の
で
は
な
く
天
璽
に
対
し
て
祝
詞
を
奏
上
し
て
い
る
と
い
え
る
。
で
は

な
ぜ
天
璽
に
祝
詞
を
奏
上
し
た
の
か
。
こ
の
起
源
も
ま
た
天
上
に
あ
る
の
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
『
古
語
拾
遺
』
で
は
大
殿
祭
、
宮
門
祭
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る

又
、
殿
祭
・
門
祭
は
、
元
、
太
玉
命
の
供
へ
奉
り
し
儀
に
し
て
、
斎
部
氏
の

職
る
所
な
り

又
、
殿
祭
・
門
祭
者
、
元
、
太
玉
命
供
奉
之
儀
、
斎
部
氏
之
所
職
也
。

�

（『
古
語
拾
遺
』
遺
り
た
る
五
、
四
九
頁
）

　

と
あ
り
、
太
玉
命
が
大
殿
祭
の
は
じ
め
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
天
上
の
世

界
に
起
源
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
の
起
源
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
天
孫
降
臨
の
際
、
天
璽
が
渡
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
ア
マ
テ
ラ
ス
の
神
勅

が
下
さ
れ
る
。

　
「
吾
は
天
津
神
籬
〔
神
籬
は
、
古
語
に
、
比
茂
侶
伎
と
い
ふ
。〕
又
天
津
磐
境
を

起
こ
し
樹
て
て
、
吾
が
孫
の
為
に
斎
ひ
奉
ら
む
。
汝
天
児
屋
命
・
太
玉
命
の

二
は
し
ら
の
神
、
天
津
神
籬
を
持
ち
て
、
葦
原
の
中
国
に
降
り
、
亦
吾
が
孫

の
為
に
斎
ひ
奉
れ
。
惟
、
爾
二
は
し
ら
の
神
、
共
に
殿
の
内
に
侍
ひ
て
、
能

く
防
き
護
れ
。
吾
が
高
天
原
に
御
し
め
す
斎
庭
の
穂
〔
是
、
稲
種
な
り
。〕
を

以
て
、
亦
吾
が
児
に
御
せ
ま
つ
れ
。
太
玉
命
諸
部
の
神
を
率
て
、
其
の
職
に

供
へ
奉
る
こ
と
、
天
上
の
儀
の
如
く
せ
よ
」

　

こ
こ
で
ア
マ
テ
ラ
ス
は
中
臣
氏
の
祖
神
で
あ
る
天
児
屋
命
と
斎
部
氏
の
祖
神
太

玉
命
に
自
ら
が
祀
ら
れ
る
場
所
を
皇
孫
の
た
め
に
奉
る
よ
う
に
命
じ
る
。
さ
ら
に

こ
の
二
柱
の
神
は
殿
舎
の
中
に
控
え
、
こ
れ
を
守
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
る
。
こ
こ

で
「
殿
の
内
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
場
面
の
少
し
前
に

「
吾
が
児
此
の
宝
の
鏡
を
見
ま
さ
む
こ
と
、
吾
を
見
る
ご
と
く
す
べ
し
。
与
に
床

を
同
じ
く
し
殿
を
共
に
し
て
、
斎
の
鏡
と
為
べ
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
天
皇
の

殿
、
す
な
わ
ち
正
殿
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
こ
で
太
玉
命
が
殿
に
お
い
て
神
籬
を

祭
る
こ
と
は
、
皇
孫
を
守
る
た
め
に
ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
命
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る

と
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
神
武
天
皇
の
即
位
に
お
い
て
殿
祭
の
祝
詞
が
読
ま
れ

る
こ
と
の
起
源
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
古
語
拾
遺
』
に
お
け
る
大
殿
祭
と

は
、
即
位
の
際
に
正
殿
と
そ
こ
に
安
置
さ
れ
た
天
璽
＝
ア
マ
テ
ラ
ス
と
草
薙
剣
に

対
し
て
祝
詞
の
奏
上
す
る
こ
と
で
あ
り
、
天
璽
と
そ
れ
を
祀
る
殿
に
祭
祀
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
皇
孫
を
守
護
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
『
古
語
拾

遺
』
は
大
殿
祭
を
即
位
儀
礼
の
一
環
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ア

マ
テ
ラ
ス
よ
り
直
接
下
さ
れ
た
神
勅
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
崇



草
薙
剣
と
天
皇
即
位
儀
礼
（
谷
口　

潤
）

一
二
四

神
天
皇
の
時
代
に
神
璽
が
「
護
の
御
璽
」
と
呼
ば
れ
た
理
由
が
わ
か
る
。

　

人
の
時
代
に
は
神
で
あ
る
草
薙
剣
＝
天
璽
を
直
接
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
そ
の
た
め
草
薙
剣
は
磯
城
の
神
籬
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、『
古
語
拾
遺
』
に
お
け
る
大
殿
祭
は
即
位
儀
礼
に
直
結
し
、
天
璽
を
祭
祀

の
対
象
と
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
を
欠
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ゆ
え
に
新
た
に

神
璽
を
造
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
新
た
に
作
ら
れ
た
神
璽
は
祭
祀
に
よ
っ
て
天

皇
を
守
護
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
護
の
御
璽
」
と
呼
ば

れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
『
古
語
拾
遺
』
の
草
薙
剣
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
こ
に
表
れ
る
草
薙
剣

は
た
だ
単
に
神
璽
と
同
一
視
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
斎
部
氏
の
祭
祀
実
践
と
深
く

結
び
つ
く
形
で
生
成
さ
れ
た
新
た
な
神
話
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
九
世
紀
に
は
即

位
儀
礼
に
神
祇
官
は
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
か
つ
て
内
廷
的
祭
祀
を

担
っ
た
氏
族
た
ち
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
『
古
語
拾

遺
』
は
草
薙
剣
を
天
璽
と
し
、
そ
れ
に
対
す
る
祭
祀
を
行
う
事
を
訴
え
る
こ
と

で
、
再
び
即
位
儀
礼
に
祭
祀
的
要
素
を
含
ま
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。『
古
語

拾
遺
』
の
跋
に
は

　

若
し
此
の
造
式
の
年
に
当
り
て
、
彼
の
望
秩
の
礼
を
定
め
ず
は
、
竊
に
恐

る
ら
く
は
、
後
の
今
を
見
む
こ
と
、
今
の
古
を
見
る
猶
く
な
ら
む
。

　

若
当
此
造
式
之
年
、
不
制
彼
望
秩
之
礼
、
竊
恐
、
後
之
見
今
、
猶
今
之
古

見
矣
。

�

（『
古
語
拾
遺
』
跋
、
五
五
頁
）

　

と
あ
り
、『
古
語
拾
遺
』
編
纂
の
理
由
と
し
て
「
造
式
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大

同
元
（
八
〇
六
）
年
こ
の
年
に
新
た
な
式
が
作
ら
れ
た
記
録
は
な
い
が
、
こ
の
十

四
年
後
の
弘
仁
十
一
（
八
二
〇
）
年
に
は
弘
仁
式
が
作
ら
れ
て
お
り
、
大
同
元
年

を
造
式
開
始
の
年
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る

（
（2
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
時
代

に
、
即
位
を
始
め
と
し
て
様
々
な
制
度
が
変
化
し
て
い
く
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
し
か
し
神
祇
官
に
よ
る
神
璽
の
渡
御
は
即
位
儀
礼
で
行
わ
れ
る
こ

と
は
な
く
、
神
璽
の
渡
御
自
体
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
時
代
に

草
薙
剣
を
神
璽
の
起
源
と
す
る
こ
と
で
、
再
び
即
位
儀
礼
に
神
祇
官
を
呼
び
戻
そ

う
と
す
る
こ
と
は
、
一
見
時
代
錯
誤
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
『
記
』・

『
紀
』
の
神
話
に
見
ら
れ
な
い
儀
礼
の
起
源
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
神

話
を
生
成
し
た
も
の
と
し
て
『
古
語
拾
遺
』
を
評
価
で
き
る
の
で
あ
り
、
草
薙
剣

を
レ
ガ
リ
ア
と
す
る
言
説
は
こ
う
し
た
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）	

黛
弘
道
「
三
種
の
神
器
」『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻
（
吉
川
弘
文
館
一
九
八
五
）

（
2
）	

神
野
志
隆
光
「
一
元
化
へ
の
運
動
」『
古
代
天
皇
神
話
論
』（
若
草
書
房
一
九
九

九
）
初
出
「
古
代
天
皇
神
話
の
完
成
」「
国
語
と
国
文
学
」（
一
九
九
六
）

（
3
）	
神
野
志
隆
光
「「
記
紀
神
話
」
と
律
令
祭
祀
」『
歴
史
評
論
』
一
二
頁
（
二
〇
〇

二
）

（
4
）	

斎
部
氏
の
表
記
は
「
忌
部
」
と
「
斎
部
」
の
二
通
り
が
あ
る
が
、『
古
語
拾
遺
』

で
は
「
斎
部
」
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
引
用
で
な
い
限
り
は
『
古
語
拾

遺
』
の
表
記
に
従
い
「
斎
部
」
で
統
一
す
る
。
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一
二
五

（
5
）	

斎
藤
英
喜
「『
古
語
拾
遺
』
の
神
話
言
説
」『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
第
三

十
号
二
頁
（
一
九
九
九
）

（
6
）	
久
米
邦
武
「
神
道
は
祭
天
の
古
俗
」『
明
治
文
学
全
集　

明
治
史
論
集
』
九
一
頁

（
筑
摩
書
房
一
九
七
六
）
初
出
『
史
学
會
雜
誌
』
第
二
三
～
二
五
号
（
一
八
九
二
）

（
7
）	

津
田
は
「
神
代
の
物
語
」（
津
田
左
右
吉
「
記
紀
研
究
の
序
説
」『
日
本
古
典
の
研

究
』
上
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
一
巻
五
二
八
頁
、
岩
波
書
店
一
九
六
三
〔
初
出

『
神
代
史
の
研
究
』
一
九
二
四
〕）
に
お
い
て
「
さ
て
神
寶
が
鏡
剣
の
二
種
で
あ
る

と
思
は
れ
て
ゐ
た
時
代
の
あ
つ
た
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
疑
は

無
か
ら
う
が
、
其
の
起
源
を
説
い
た
物
語
に
於
い
て
は
、
剣
が
草
薙
剣
と
し
て
古

語
拾
遺
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
此
の
剣
の
こ
と
の
見
え
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

の
命
の
物
語
に
於
い
て
は
、
記
紀
と
も
に
、
そ
れ
が
神
寶
で
あ
っ
た
と
い
ふ
よ
う

な
こ
と
は
全
く
述
べ
て
な
い
。（
中
略
）
だ
か
ら
、
神
寶
を
二
種
と
し
た
物
語
に

於
け
る
剣
が
、
初
め
か
ら
草
薙
剣
と
し
て
説
か
れ
て
ゐ
た
の
な
ら
ば
、
此
の
剣
に

關
す
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
命
の
話
は
、
神
寶
二
種
説
の
初
め
て
現
れ
た
よ
り
も
前

か
ら
、
神
寶
と
い
ふ
観
念
と
は
関
係
な
く
、
存
在
し
て
ゐ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
さ
う
し
て
本
来
獨
立
し
た
説
話
に
見
え
て
ゐ
た
草
薙
剣
が
、
何
等
か
の
事
情

か
ら
、
神
寶
物
語
の
中
に
地
位
を
占
め
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」

と
述
べ
て
い
る
。

（
8
）	

三
品
彰
英
「
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
考
」『
三
品
彰
英
論
文
集
第
二
巻　

建
国
神
話
の
諸

問
題
』
三
二
一
頁
（
平
凡
社
一
九
七
一
）
初
出
『
青
丘
学
叢
』
第
一
〇
、
一
一
、

一
二
号
（
一
九
三
二
）

（
9
）	

平
藤
喜
久
子
「
植
民
地
帝
国
日
本
の
神
話
学
」
竹
沢
尚
一
郎
編
『
宗
教
と
フ
ァ
シ

ズ
ム
』
三
三
〇

─
三
三
二
頁
（
水
声
社
二
〇
一
〇
）

（
10
）	

高
崎
正
秀
「
草
薙
剣
考
」『
高
崎
正
秀
著
作
集
第
一
巻　

神
剣
考
』
四
五
、
四
六

頁
（
桜
楓
社
一
九
七
一
）
初
出
『
古
典
の
新
研
究
』
第
二
集
（
一
九
五
四
）

（
11
）	

松
村
武
雄
『
日
本
神
話
伝
説
の
研
究　

第
三
巻
』
二
三
〇
頁
（
培
風
館
一
九
五

五
）

（
12
）	

岡
田
精
司
「
草
薙
剣
伝
承
と
古
代
の
熱
田
社
」『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』
二
五

三
頁
（
塙
書
房
一
九
九
二
）
初
出
「
草
薙
剣
の
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
」（
桜
井
徳
太

郎
編
『
日
本
社
会
の
変
革
と
再
生
』
弘
文
堂
一
九
八
八
）

（
13
）	

神
野
志
前
掲
（
2
）
二
七
八
頁

（
14
）	

特
に
神
野
志
は
同
論
文
で
岡
田
精
司
の
論
を
批
判
す
る
。
岡
田
は
「
大
王
就
任
儀

礼
と
そ
の
展
開

─
即
位
と
大
嘗
祭

─
」（『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』（
塙

書
房
一
九
九
二
））
に
お
い
て
、
大
嘗
祭
と
降
臨
神
話
の
対
応
を
指
摘
し
た
折
口

信
夫
を
批
判
し
、
む
し
ろ
即
位
儀
と
の
対
応
を
見
る
べ
き
と
し
た
が
、
神
野
志
は

「
降
臨
神
話
と
即
位
儀
礼
と
を
つ
な
ぐ
根
本
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
た
る
、「
宝
器
」
の

問
題
が
そ
も
そ
も
降
臨
神
話
の
誤
読
か
ら
導
か
れ
て
い
る
」（「
神
話
テ
キ
ス
ト
と

し
て
の
即
位
宣
命
」
前
掲
（
2
）
二
二
六
─
二
二
七
頁
）
と
批
判
す
る

（
15
）	

斎
藤
前
掲
（
5
）

（
16
）	

津
田
博
幸
「
広
成
の
読
む
『
日
本
書
紀
』

─
『
古
語
拾
遺
』
を
め
ぐ
っ
て

─
」『
生
成
す
る
古
代
文
学
』
五
四
頁
（
森
話
社
二
〇
一
四
）
初
出
『
国
文

学
』
第
四
十
四
巻
（
一
九
九
九
）

（
17
）	

神
野
志
前
掲
（
2
）
二
七
九
、
二
八
〇
頁

（
18
）	

井
上
光
貞
「
古
代
王
権
と
即
位
儀
礼
」『
日
本
古
代
の
王
権
と
祭
祀
』（
東
京
大
学

出
版
会
一
九
八
四
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
溝
口
睦
子
が
「
神
祇
令
と
即
位
式
」
で

（
黛
弘
道
編
『
古
代
王
権
と
祭
祀
』
二
七
七
～
二
八
一
頁
（
吉
川
弘
文
館
一
九
九

二
））
神
璽
の
奉
献
と
天
神
之
寿
詞
奏
上
は
、
即
位
の
儀
に
お
い
て
必
ず
し
も
重

要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
タ
カ
ミ
ク
ラ
に
就
く
こ
と
が
即
位
式
の
中
心

行
事
で
あ
っ
た
と
し
た
が
、
加
茂
正
典
は
「「
神
祇
令
」
践
祚
条
私
注
」（
八
九
～

九
六
頁
『
日
本
古
代
即
位
儀
礼
史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
一
九
九
九
）
初
出

『
文
化
史
学
』
第
三
十
九
号
（
一
九
八
二
））
で
こ
れ
を
否
定
し
、
神
璽
の
献
上
が

即
位
と
別
個
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
と
し
て
い
る
。

（
19
）	

加
茂
正
典
「
大
嘗
祭“

辰
日
前
段
行
事”

考
」『
日
本
古
代
即
位
儀
礼
史
の
研
究
』

一
七
七
項
（
思
文
閣
出
版
一
九
九
九
）
初
出
『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
』

第
十
三
編
（
一
九
九
七
）

（
20
）	
内
田
順
子
「「
譲
国
儀
」
の
検
討
」
岡
田
精
司
編
『
古
代
祭
祀
の
歴
史
と
文
学
』

五
四
頁
（
塙
書
房
一
九
九
七
）

（
21
）	

内
田
前
掲
（
20
）
五
一
頁

（
22
）	

内
田
前
掲
（
20
）
に
よ
れ
ば
「
九
世
紀
に
は
官
僚
機
構
の
整
備
が
進
む
と
同
時

に
、
畿
内
豪
族
の
末
裔
と
し
て
の
官
人
と
い
う
性
格
は
希
薄
に
な
る
。（
中
略
）



草
薙
剣
と
天
皇
即
位
儀
礼
（
谷
口　

潤
）

一
二
六

官
人
が
在
地
豪
族
と
深
く
か
か
わ
り
、
形
式
的
に
も
せ
よ
王
位
就
任
儀
礼
に
主
体

的
に
関
わ
る
と
い
っ
た
存
在
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
加
茂
正
典
は
前
掲
（
17
）
で
即
位
式
の
唐
風
化
と
い
う
革

新
過
程
で
捨
象
さ
れ
た
即
位
の
古
い
形
が
大
嘗
祭
に
吸
収
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

（
23
）	

斎
藤
前
掲
（
5
）
二
一
頁

（
24
）	

青
木
紀
元
「
忌
部
氏
の
祝
詞
」『
祝
詞
古
伝
承
の
研
究
』
一
七
三
頁
（
国
書
刊
行

会
一
九
八
五
）
初
出
『
神
道
史
研
究
』
一
九
六
三
）

（
25
）	

例
え
ば
烏
谷
知
子
は
「
大
殿
祭
祝
詞
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
」（『
学
苑
』
一
九

八
八
）
で
大
殿
祭
祝
詞
に
見
え
る
宮
ぼ
め
の
表
現
を
万
葉
集
の
歌
と
比
較
し
、
大

殿
祭
祝
詞
の
原
型
は
藤
原
宮
時
代
に
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
し
、
一
代

ご
と
の
遷
都
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
時
代
に
殿
舎
の
新
生
を
計
る
た
め
生
ま
れ
た

と
す
る
。
ま
た
石
川
千
恵
子
は
「
古
代
大
殿
祭
考
」（『
日
本
歴
史
』
一
九
九
〇
）

で
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
大
殿
祭
を
考
察
し
、
大
殿
祭
を
、
農
耕
祭
祀
を
起
源
に
持

つ
物
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。

（
26
）	

岡
田
荘
司
「
大
殿
祭
と
忌
部
氏
」『
神
道
宗
教
』
第
一
〇
〇
号
（
一
九
八
〇
）

（
27
）	

斎
藤
英
喜
「
大
殿
祭
と
大
宮
売
命

─
そ
の
祭
祀
と
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
」『
神
語

り
研
究
』
第
四
号
四
二
頁
（
一
九
九
四
）

（
28
）	

斎
藤
前
掲
（
24
）
四
九
頁

（
29
）	

西
宮
一
民
校
注
『
古
語
拾
遺
』
一
一
五
頁
（
岩
波
文
庫
一
九
八
五
）

〔
参
考
文
献
〕

・
小
島
憲
之
、
直
木
孝
次
郎
、
西
宮
一
民
、
蔵
中
進
、
毛
利
正
守
校
注
『
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集　

日
本
書
紀
』（
小
学
館
一
九
九
四
）

・
西
宮
一
民
校
注
『
古
語
拾
遺
』（
岩
波
文
庫
一
九
八
五
）

・
井
上
光
貞
、
関
晃
、
土
田
直
鎮
、
青
木
和
夫
校
注
『
日
本
思
想
大
系
三　

律
令
』（
岩

波
書
店
一
九
七
六
）

・
黒
板
勝
美
校
注
『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

日
本
後
記
』（
吉
川
弘
文
館
一
九
八
七
）

・
土
田
直
鎮
、
所
功
校
注
『
神
道
大
系　

朝
議
祭
祀
編
三　

北
山
抄
』（
神
道
体
系
編
纂

会
一
九
九
二
）

・
渡
邊
直
彦
校
注
『
神
道
体
系　

朝
議
祭
祀
編
一　

儀
式
・
内
裏
式
』（
神
道
体
系
編
纂

会
一
九
八
〇
）

・
粕
谷
興
紀
校
注
『
延
喜
式
祝
詞
（
付
）
中
臣
寿
詞
』（
和
泉
書
院
二
〇
一
二
）

（
た
に
ぐ
ち　

じ
ゅ
ん　

文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
）

（
指
導
教
員
：
斎
藤　

英
喜　

教
授
）

二
〇
一
九
年
九
月
三
十
日
受
理



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
二
七

は
じ
め
に

　

柳
田
國
男
は
大
正
二
年
、
自
ら
が
創
刊
し
た
雑
誌
『
郷
土
研
究

（
（
（

』
に
連
載
し
た

「
巫
女
考
」
第
一
編
「
ミ
コ
と
云
う
語
」
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

自
分
の
生
國
播
磨
な
ど
で
は
、
ミ
コ
と
稱
す
る
二
種
類
の
婦
人
が
あ
る
。
其

一
は
稍
ゝ
大
な
る
神
社
に
附
属
し
て
其
舊
境
内
に
居
住
し
、
例
祭
の
節
は
必

ず
神
幸
の
行
列
に
加
わ
る
の
み
な
ら
ず
、
神
前
に
鈴
を
振
っ
て
歌
舞
を
奏

し
、
又
湯ゆ

立だ
て

の
神
事
に
関
與
す
る
者
で
あ
る
。
普
通
は
尊
敬
し
て
ミ
コ
ハ
ン

（
巫
様
）
と
呼
ぶ
が
、
ミ
コ
と
謂
っ
て
も
亦
通
用
す
る
。
今
一
種
の
ミ
コ
は

或
は
又
タ
ゝ
キ
ミ
コ
と
も
口く

ち

寄よ
せ

と
も
云
う
、

（『
定
本
柳
田
國
男
集　

第
九
巻
』（
新
装
版
）、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
）

柳
田
は
己
の
周
辺
の
ミ
コ
と
称
さ
れ
る
女
性
か
ら
、「
巫
女
（
ミ
コ
）」
に
は
「
神

　

柳
田
國
男
が
「
巫
女
考
」
に
お
い
て
巫
女
を
「
神
社
ミ
コ
」
と
「
口
寄
ミ

コ
」
に
分
類
し
て
以
来
、
多
く
の
先
人
に
よ
っ
て
膨
大
と
い
え
る
巫
女
の
研

究
が
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
「「
巫
女
」
と
は
何
か
」
に
つ
い
て

の
論
究
は
乏
し
く
、
神
話
世
界
の
女
神
な
ど
も
「
巫
女
」
と
み
な
し
、
現
実

社
会
に
生
き
た
巫
女
の
本
質
を
曖
昧
に
し
て
し
ま
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
史

料
上
、
古
代
律
令
社
会
に
は
「
巫
女
」
の
語
は
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
ず
、
十
二
世

紀
初
頭
よ
り
祭
礼
神
幸
記
録
に
巫
女
が
現
出
し
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
を

手
掛
か
り
に
「
巫
女
」
の
実
像
を
探
求
し
た
結
果
、「
巫
女
」
と
は
院
政
期

に
お
い
て
、
宮
廷
神
事
の
神
社
移
行
に
伴
い
誕
生
し
た
呪
術
的
女
性
祭
祀
者

で
あ
り
、
宮
廷
女
性
祭
祀
者
で
あ
る
御
巫
の
代
理
的
存
在
で
あ
る
可
能
性
を

見
出
し
た
。
ま
た
、
祭
礼
神
幸
に
お
け
る
巫
女
の
役
割
は
呪
術
性
と
美
麗
な

様
相
を
も
っ
て
、
祭
礼
神
幸
が
内
包
す
る
民
衆
騒
擾
を
抑
制
し
、
か
つ
、
神

幸
の
カ
タ
ル
シ
ス
役
割
を
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

祭
礼
神
幸
、
巫
女
の
現
出
、
宮
廷
祭
祀
、
御
巫
、
白
河
院

祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出

─
「「
巫
女
」
と
は
何
か
」
を
め
ぐ
っ
て
の
一
考

─

堀

岡

喜
美
子

論
　
文〔

抄
　
録
〕



祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
）

一
二
八

社
ミ
コ
」
と
「
口
寄
ミ
コ
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
巫
女
の
呼
称
や
役

割
な
ど
に
つ
い
て
網
羅
的
で
は
あ
る
が
、
各
地
の
事
例
を
引
き
つ
つ
地
域
や
時
代

に
よ
る
相
違
、
す
な
わ
ち
多
様
性
を
詳
細
に
記
述
し
今
日
に
お
い
て
も
巫
女
研
究

の
重
要
な
指
標
と
な
っ
て
い
る
。
柳
田
は
さ
ら
に
「
巫
女
考
」
の
補
足
的
一
文
と

し
て
大
正
六
年
に
「
玉
依
姫
考
」、
大
正
十
四
年
に
は
「
妹
の
力
」
を
発
表
す

る
。
柳
田
の
こ
れ
ら
の
論
考
は
巫
女
研
究
の
貴
重
な
礎
・
財
産
で
あ
り
、
そ
の
後

の
巫
女
研
究
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

柳
田
以
降
、
巫
女
研
究
は
民
俗
学
を
は
じ
め
文
化
人
類
学
、
歴
史
学
、
女
性

史
、
宗
教
学
な
ど
多
分
野
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
、
近
年
、
地
域
性
は
も
と
よ
り

歴
史
上
に
お
け
る
巫
女
の
様
相
の
解
明
が
大
き
く
進
展
し
、
そ
の
多
様
性
が
明
確

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
柳
田
が
提
唱
し
た
「
二
種
」
の
ミ
コ
に

つ
い
て
、
そ
の
関
係
性
や
社
会
的
役
割
の
相
違
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
加
え
ら

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
今
後
さ
ら
に
巫
女
の
変
容
と
歴
史
上
に
お
け
る
巫
女

の
存
在
様
態
の
厳
格
で
精
緻
な
解
明
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
解
明
に
あ
た
っ
て
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

「
巫
女
」
の
明
確
な
定
義
で
あ
る
。
柳
田
以
降
、
民
俗
学
、
歴
史
学
等
の
分
野
を

問
わ
ず
多
く
の
研
究
者
が
「
二
種
」
の
分
類
に
関
係
な
く
、
神
や
精
霊
と
の
介
在

者
と
し
て
託
宣
や
時
に
は
呪
詛
な
ど
を
行
い
得
る
女
性
宗
教
者
は
も
と
よ
り
、
単

に
呪
術
性
を
帯
び
た
と
み
な
さ
れ
る
女
性
全
般
を
「
巫
女
」
と
総
称
し
、「
巫

女
」
は
学
術
用
語
（
タ
ー
ム
）
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
う

し
た
「
巫
女
」
の
定
義
の
曖
昧
さ
は
神
話
世
界
の
女
神
や
神
功
皇
后
、
女
王
の
卑

弥
呼
な
ど
も
「
巫
女
」
と
認
識
さ
れ
、
現
実
社
会
に
生
き
た
巫
女
の
本
質
を
曖
昧

に
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
孕
み
、
溝
口
睦
子
は
「
巫
女
」
と
い
う
用
語
の
徹
底
的

な
再
検
討
の
必
要
性
を
問
い

（
（
（

、
ま
た
、
小
平
美
香
は
女
性
神
職
者
と
の
相
違
の
明

確
化
か
ら
「
巫
女
」
の
定
義
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る

（
（
（

。
し
か
し
な
が
ら
「「
巫

女
」
と
は
何
か
」、
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
論
考
は
未
だ
み
ら
れ
な
い
。

　

一
方
、「
巫
女
」
と
い
う
語
を
史
料
上
か
ら
俯
瞰
す
る
と
、
管
見
の
限
り
古
代

律
令
社
会
か
ら
平
安
中
期
の
文
献
史
料
に
は
表
れ
ず
、
ま
た
十
世
紀
に
編
ま
れ
た

辞
書
『
和
妙
類
聚
抄
』
に
は
「
巫
女
」
は
記
さ
れ
ず
、「
巫
覡
」
が
男
女
の
巫
お

よ
び
祝
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
十
二
世
紀
に
入
り
『
中
右

記
』
や
『
山
槐
記
』
と
い
っ
た
貴
族
に
よ
る
日
記
類
を
は
じ
め
、
鳥
羽
上
皇
の
命

に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
本
朝
世
紀
』
な
ど
の
記
録
に
は
「
巫
女
」
と
表
記
さ
れ
る

人
物
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
様
相
は
明
ら
か
に
「
巫
覡
」
と
は
異
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
十
二
世
紀
初
頭
に
表
れ
る
祭
礼
神
幸
で

の
巫
女
の
姿
で
あ
る
。
史
料
上
、
神
幸
の
巫
女
記
録
は
他
の
事
柄
記
録
に
先
行

し
、
巫
女
の
原
初
的
な
存
立
状
況
と
す
る
推
測
も
可
能
で
あ
り
、「「
巫
女
」
と
は

何
か
」
を
追
究
す
る
上
で
重
要
な
基
軸
と
な
る
と
考
え
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
以
上
の
問
題
意
識
よ
り
、
神
幸
に
お
け
る
巫
女
の
記
録
が
確
認

で
き
た
祇
園
御
霊
会
、
宇
治
離
宮
祭
、
春
日
若
宮
お
ん
祭
、
お
よ
び
城
南
宮
祭
、

法
性
寺
惣
社
神
事
の
五
例
の
内
、
早
期
の
記
録
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
定
史
料
検

索
が
可
能
な
先
の
三
社
祭
に
つ
い
て
社
や
祭
礼
神
幸
の
歴
史
を
検
証
し
、
巫
女
の

現
出
と
ど
の
よ
う
な
関
係
性
が
あ
る
の
か
を
追
究
す
る
。
そ
の
上
で
可
能
な
限
り

巫
女
の
歴
史
と
出
自
に
つ
い
て
も
検
証
し
、「「
巫
女
」
と
は
何
か
」
の
解
明
の
糸

口
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
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祇
園
御
霊
会
（
以
下
、
祇
園
会
と
す
る
）
神
幸
に
お
け
る
巫
女
の
記
録
が
次
の

『
中
右
記

（
（
（

』
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
六
月
十
四
日
条
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
巫

女
参
列
記
録
の
初
見
で
も
あ
る
。

祇
園
御
霊
會
、
四
方
殿
上
人
、
馬
長
、
童
、
巫
女
、
種
女
、
田
楽
各
數
百

人
、
此
外
祇
園
所
司
僧
随
身
數
十
人
兵
供
奉
、
舞
人
十
人
、
使
乗
唐
鞍
、
凡

天
下
過
差
不
可
勝
計
、
金
銀
錦
繡
風
流
美
麗
不
可
記
盡
、
両
院
於
按
察
中
納

言
三
条
室
町
棧
敷
御
見
物
云
々
、

四
方
殿
上
人
に
よ
る
馬
長
を
は
じ
め
、
童
、
巫
女
、
田
楽
法
師
等
が
何
百
人
も
列

を
な
し
、
筆
者
藤
原
宗
忠
は
「
凡
天
下
過
差
不
可
勝
計
、
金
銀
錦
繡
風
流
美
麗
不

可
記
盡
」
と
書
き
記
し
、
そ
の
豪
華
で
美
麗
な
様
相
に
い
た
く
感
嘆
し
て
い
る
。

　

祇
園
会
の
神
幸
に
関
す
る
他
の
記
録
は
、『
本
朝
世
紀
』
長
保
元
年
（
九
九

九
）
六
月
十
四
日
条
、『
小
右
記
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
六
月
十
四
日
条
、

『
中
右
記
』
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
六
月
十
四
日
条
な
ど
に
も
あ
る
が
巫
女
の

記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
大
治
二
年
の
直
近
記
録
が
『
永
昌
記
』
嘉
承
元
年

（
一
一
〇
六
）
六
月
十
四
日
条
で
、「
院
召
次
百
余
人
騎
馬
行
列
、
又
稱
舞
人
之
駕

車
参
向
、
束
帯
五
位
兩
三
扈
従
、
此
外
如
例
云
々
」
と
記
さ
れ
、
百
余
人
も
の
騎

馬
行
列
や
舞
人
に
よ
る
華
や
か
な
祭
礼
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
巫
女
の
記
述

は
な
い
。

　

で
は
、
祇
園
会
神
幸
に
巫
女
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
参
列
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
祇
園
会
の
歴
史
を
概
観
し
巫
女
と
の
接
点
を
探
っ
て
み
た
い
。

　

史
料
上
に
お
け
る
御
霊
会
の
初
見
記
録
が
『
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
（
八
六

三
）
五
月
二
十
日
条
で
あ
り
、
神
泉
苑
に
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
が
、

当
時
の
平
安
京
は
疫
病
の
流
行
や
怨
霊
の
跋
扈
と
い
っ
た
悪
霊
に
よ
る
と
さ
れ
た

状
況
が
相
次
ぎ
、
御
霊
会
は
こ
う
し
た
悪
霊
を
鎮
め
、
退
散
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
祭
で
あ
り
、
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
。
祇
園
社
で
の
御
霊
会
が
い
つ
頃
か

ら
行
な
わ
れ
た
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、『
日
本
紀
略
』
天
延
三
年
（
九
七
五
）

六
月
一
五
日
条
に
は
「
被
奉
走
馬
并
敕
楽
東
遊
御
幣
等
感
神
院
、
是
則
去
年
秋
依

疱
瘡
御
腦
有
此
御
願
」
と
あ
り
、
ま
た
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
に
は
「
祇
園
天

神
会
」
の
名
称
が
見
え
、「
雑
芸
者
」
の
「
旡
骨
」
な
る
者
が
祇
園
社
頭
に
「
大

嘗
会
乃
標
」
を
渡
そ
う
と
し
て
藤
原
道
長
に
よ
っ
て
制
止
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
都

市
民
た
ち
は
そ
の
た
め
に
、「
天
神
」
が
大
憤
怒
し
内
裏
の
全
焼
や
異
常
気
候
な

ど
異
変
が
生
じ
た
と
恐
怖
し
、「
天
神
」
を
鎮
め
る
た
め
、
祇
園
社
の
御
霊
会
を

自
ら
を
守
る
た
め
自
ら
が
参
加
す
る
祭
と
し
て
位
置
付
け
る
よ
う
に
な
り
、
田
楽

運
動
と
の
連
動
に
繋
が
っ
て
い
っ
た

（
（
（

。

　

永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
に
起
き
た
永
長
の
大
田
楽
は
、
松
尾
祭
中
止
の
命
令

に
反
発
し
た
民
衆
が
自
主
的
に
童
謡
を
歌
い
田
楽
を
敢
行
し
な
が
ら
祇
園
会
を
め

ざ
し
、
貴
人
、
賤
民
を
問
わ
ず
未
曾
有
の
人
々
が
熱
狂
し
た
田
楽
運
動
で
あ
り
、

そ
の
後
も
祇
園
会
を
契
機
に
田
楽
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。
白
河
院
は
永
長
元
年

を
機
に
積
極
的
に
祇
園
会
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
事
実
上
の
主
催
者
と

な
り
、
次
々
と
改
革
を
試
み
、
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
に
は
新
た
な
段
階
を
迎

え
、
殿
上
人
に
馬
長
の
騎
進
を
命
じ
る
こ
と
と
な
る

（
（
（

。

　

祇
園
会
は
こ
う
し
た
歴
史
を
経
つ
つ
巫
女
が
神
幸
に
参
列
す
る
よ
う
に
な
る

が
、
い
つ
頃
か
ら
か
は
不
明
で
あ
る
。
脇
田
氏
は
『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
描
か
れ



祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
）

一
三
〇

た
巫
女
の
姿
な
ど
を
参
考
に
「
神
輿
に
神
が
乗
っ
て
遊
幸
す
る
以
上
、
神
の
託
宣

を
聞
く
べ
き
巫
女
が
付
き
添
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た

（
（
（

」
と
述
べ
、
神
輿
の

先
導
が
神
社
巫
女
の
役
割
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
後
述
す
る
が
祇
園
社
に
は
十
一

世
紀
後
半
に
は
巫
女
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
、
も
し
巫
女
の
使
命
が
神
輿
の
先
導

で
あ
れ
ば
、
十
一
世
紀
後
半
よ
り
巫
女
は
神
幸
に
参
列
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
姿
は
記
録
に
な
く
、
ま
た
、『
年
中
行
事
絵
巻
』
の

巫
女
は
必
ず
し
も
神
輿
を
先
導
し
て
い
る
と
は
見
え
な
い
。

　

記
録
に
無
い
こ
と
が
参
列
し
て
い
な
い
証
左
で
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

本
稿
で
は
や
や
乱
暴
で
は
あ
る
が
、
大
治
二
年
の
巫
女
の
記
録
に
こ
だ
わ
り
論
を

進
め
て
行
き
た
い
。
す
な
わ
ち
白
河
院
の
祇
園
会
へ
の
強
力
な
関
与
、
天
治
元
年

以
降
の
大
幅
な
再
編
の
下
で
巫
女
が
参
列
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

戸
田
芳
実
氏
は
、「
永
長
の
大
田
楽
」
を
「
荘
園
体
制
確
立
期
の
宗
教
的
民
衆

運
動
」
と
捉
え
、
白
川
院
の
愛
娘
皇
女
媞
子
が
大
田
楽
を
こ
と
に
好
ん
だ
た
め
院

が
そ
の
中
心
を
な
し
、
か
つ
、
媞
子
が
早
逝
し
た
こ
と
よ
り
『
中
右
記
』
の
記
録

な
ど
か
ら
、
貴
族
た
ち
が
民
衆
の
田
楽
運
動
を
政
治
的
凶
事
の
前
兆
と
み
て
恐
怖

し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
大
田
楽
以
降
、
民
衆
の
田
楽
は
「
下
人
濫
行
」
と

結
び
つ
き
、
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
の
祇
園
御
霊
会
で
は
、
相
論
に
よ
り
下
人

が
抜
刀
し
検
非
違
使
が
逮
捕
し
よ
う
と
し
た
が
、
多
数
の
神
人
の
抵
抗
に
遭
い
遁

走
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
（
（

。

　

五
味
文
彦
氏
は
戸
田
氏
の
論
を
受
け
つ
つ
、
さ
ら
に
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）

に
は
祇
園
神
人
と
検
非
違
使
と
の
訴
訟
、
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
の
祇
園
神
輿

迎
の
日
に
は
使
庁
に
よ
っ
て
「
濫
悪
」
の
輩
が
取
締
り
を
受
け
、
保
安
三
年
（
一

一
二
二
）
に
は
神
人
が
濫
行
を
な
し
禁
獄
さ
れ
て
い
る
旨
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
う
し
た
「
濫
行
」「
濫
悪
」
を
武
力
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
権
力
、
す

な
わ
ち
院
権
力
が
登
場
し
た
と
分
析
し
、
そ
の
う
え
で
白
河
院
は
天
治
元
年
（
一

一
二
四
）
に
祇
園
会
の
再
編
、
す
な
わ
ち
馬
長
の
諸
所
殿
上
人
調
達
体
制
を
成
立

さ
せ
、
馬
長
を
院
権
力
の
象
徴
と
し
田
楽
な
ど
と
は
別
部
隊
を
形
成
し
た
の
で
は

な
い
か
と
述
べ
て
い
る

（
（
（

。

　

確
か
に
祇
園
会
の
再
編
は
五
味
氏
が
主
張
し
て
い
る
と
お
り
、
武
力
権
力
を
誇

示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
、
先
の
『
中
右
記
』
の
記
録
に

あ
る
よ
う
に
「
金
銀
錦
繍
風
流
美
麗
」
が
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
こ
れ
は
カ
タ
ル

シ
ス
役
割

（
（1
（

の
強
化
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
当
時
の
人
々
の
呪
術
信

仰
状
況
を
考
え
る
な
ら
、
民
衆
騒
擾
、「
濫
行
」
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
祭
礼
神

幸
を
呪
術
性
の
強
い
内
容
と
す
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
と
い
え
る
。
そ

の
対
応
が
巫
女
の
神
幸
へ
の
参
列
で
あ
っ
た
と
見
る
の
は
、『
年
中
行
事
絵
巻
』

に
描
か
れ
た
黒
馬
に
騎
乗
し
た
美
麗
で
風
流
な
巫
女
の
姿
か
ら
あ
な
が
ち
間
違
い

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
神
と
の
繋
が
り
を
持
つ
と
さ
れ
る
美
麗
で
神
秘
的
な
巫
女

の
存
在
は
、
神
の
存
在
を
信
じ
る
当
時
の
人
々
を
大
い
に
慰
撫
し
畏
敬
の
念
を
彷

彿
と
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
し
、
荘
園
制
度
の
変
革
に
伴
う
諸
矛
盾
に
抗
し
荒
れ
狂
う

民
衆
の
心
情
を
鎮
め
る
「
力
」
と
な
り
、
白
河
院
は
武
力
の
剛
と
巫
女
の
柔
、
双

方
の
効
果
を
目
的
と
し
祇
園
会
の
再
編
を
行
っ
た
と
考
え
る
。

第
二
節　

白
河
院
と
巫
女
の
現
出

　

で
は
、
祇
園
社
と
巫
女
、
そ
し
て
白
河
院
と
は
ど
の
よ
う
な
繋
が
り
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
祇
園
社
関
連
史
料

（
（1
（

か
ら
巫
女
の
現
出
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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三
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次
史
料
は
、
元
亮
三
年
（
一
三
二
三
）、
当
時
の
祇
園
社
務
執
行
晴
顯
が
記
し

た
「
社
家
条
々
記
録
晴
顯
自
筆
記
案

（
（1
（

」
の
一
部
で
あ
る
。

　
　

陽
成
院
御
宇

當
社
始
而
被
成　

勅
願
之
社
濫
觴
者
、
元
慶
元
年
疾
疫
痘
瘡
赴
于
天
下
、

貴
賤
于
方
術
、
神
祇
官
（
中
略
）

同
三
年
、
感
之
餘
被
寄
附
堀
河
十
二
町
云
、
以
流
爲
神
領
敷
地
、
以
材
木

商
人
等
被
補
神
人
、
左
右
方
三
百
六
十
人

是
〇
初
神
領
根
本
神
人
也
、
但
此
内　

白
河
院
御
宇
承
暦
年
中
、
左
右
方

各
廿
人
被
寄
附
法
勝
寺
號
寄
人
、
雖
然
於
下
地
者
、
爲
社
家
進
止
之
、

（
中
略
）
同
四
年
自
二
月
一
日
至
于
七
日
局
行
神
事
、
感
之
餘
自
大
内
被

移
行
當
社
以
降
、
洛
中
白
河
男
女
八
乙
女
等
悉
以
爲
當
社
本
所
随
來
社
家

之
所
勘
者
也
、

同
年
以
洛
中
白
河
辻
職
餅
菓
子
上
分
、
被
定
七
月
七
日
御
節
句
（
料
）
爲

當
社
巫
女
右
方
四
座
一
相
傳
奉
行
之
、

�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　

中
盤
ま
で
の
内
容
は
、
陽
成
院
御
時
の
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
に
疾
疫
疱
瘡
除

却
の
功
績
に
よ
り
祇
園
社
が
創
建
さ
れ
、
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
に
そ
の
褒
賞
と

し
て
堀
河
十
二
町
を
神
領
と
し
て
下
賜
さ
れ
、
ま
た
、
こ
こ
で
の
材
木
商
人
等
三

百
六
十
人
が
神
人
と
し
て
認
め
ら
、
こ
れ
が
神
領
と
神
人
の
起
源
で
あ
る
旨
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
但
此
内　

白
河
院
御
宇
承
暦
年
中
」
に
神
人
の
左
右

方
各
廿
人
を
寄
人
と
し
て
法
勝
寺
に
寄
附
し
、
永
治
年
中
に
は
日
吉
社
へ
神
人
を

数
人
寄
附
す
る
内
容
へ
と
続
く
。

　

文
中
、
巫
女
に
直
接
関
わ
る
内
容
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
「
同
四
年
」
以
下

の
文
言
で
あ
り
、
先
の
白
河
院
に
関
す
る
記
事
と
の
連
続
性
の
有
無
で
あ
る
。
局

行
神
事
を
内
裏
よ
り
祇
園
社
に
移
行
す
る
際
、
洛
中
白
河
の
男
女
八
乙
女
の
多
く

を
祇
園
社
社
家
に
随
従
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
ま
た
同
年
、
白
河
で
の
辻
職
の

餅
菓
子
上
分
（
得
分
）
が
七
月
七
日
の
節
句
の
費
用
と
し
て
巫
女
右
方
四
座
の
一

臈
に
代
々
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
脇
田
氏
は
こ
れ
ら
の
内
容
は
「
座
々
の
商
人
が

神
人
と
な
っ
て
奉
仕
を
し
て
、
特
権
を
獲
得
す
る
と
い
う
起
源
を
示
す
説
話
と
い

え
よ
う

（
（1
（

」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
は
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
後
述
す
る

が
、
局
行
神
事
は
祇
園
社
に
と
っ
て
重
要
な
神
事
で
あ
り
多
数
の
左
右
の
座
の
巫

女
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
辻
職
以
下
の
「
巫
女
右
方
四
座
」
か
ら
も
こ
こ

で
の
八
乙
女
の
記
録
は
単
な
る
説
話
で
は
な
く
、
巫
女
の
出
自
に
関
す
る
重
要
な

意
味
を
も
つ
内
容
で
あ
る
と
も
示
唆
さ
れ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
同

四
年
」
以
下
の
内
容
が
は
た
し
て
陽
成
天
皇
時
代
の
元
慶
四
年
の
事
柄
で
あ
る
と

す
る
か
、
あ
る
い
は
先
に
の
べ
た
「
白
河
院
」
か
ら
の
連
続
と
理
解
す
る
か
で
あ

る
。

　

ま
ず
局
行
神
事
の
内
裏
か
ら
祇
園
社
へ
の
移
行
に
つ
い
て
だ
が
、
局
行
神
事
と

は
後
述
す
る
よ
う
に
、
法
華
八
講
五
巻
読
経
と
宮
廷
で
の
初
祝
神
事
で
あ
る
女
踏

歌
を
合
わ
せ
巫
女
が
中
心
に
行
う
神
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
陽
成
天
皇
時
代
以
前

に
宮
廷
祭
儀
を
ま
と
め
た
『
貞
観
儀
式
』、
そ
の
後
の
『
延
喜
式
』
に
も
局
行
神

事
な
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
西
口
順
子
氏
は
女
人
成
仏
を
説
く
法
華
八
講
五

巻
読
経
が
、
女
性
の
供
養
と
し
て
貴
族
間
に
一
般
化
さ
れ
る
の
は
院
政
期
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

（
（1
（

。
さ
ら
に
中
本
真
人
氏
は
宮
廷
神

事
、
御
神
楽
が
神
社
に
移
行
、
伝
播
し
巫
女
の
参
入
が
認
め
ら
れ
る
の
も
院
政
期

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る

（
（1
（

。
し
た
が
っ
て
局
行
神
事
と
は
院



祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
）

一
三
二

政
期
に
お
い
て
、
宮
廷
の
女
官
や
女
房
の
居
場
所
で
あ
っ
た
「
局
」
を
基
に
、
八

乙
女
（
巫
女
）
に
よ
る
踏
歌
神
事
を
仏
教
色
の
強
か
っ
た
祇
園
社
に
移
行
せ
ん
が

た
め
に
、
当
時
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
っ
た
女
性
供
養
の
法
華
八
講
五
巻
読
経
を
付

加
し
、
祇
園
社
独
自
の
神
事
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
局

行
神
事
と
し
「
局
」
と
付
く
名
称
は
、
八
乙
女
（
巫
女
）
の
出
自
が
宮
廷
の
女
官

や
女
房
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
証
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　

次
に
「
洛
中
白
河
男
女
八
乙
女
」
の
吟
味
だ
が
、「
洛
中
白
河
」
と
は
正
確
に

は
「
洛
中
」
で
は
な
い
が
、
白
河
天
皇
が
法
勝
寺
を
建
て
た
白
河
の
地
で
現
在
の

京
都
岡
崎
公
園
周
辺
に
相
違
な
い
だ
ろ
う
。
法
勝
寺
は
承
保
二
年
（
一
〇
七
五
）

に
造
営
が
始
ま
り
、
承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）
に
金
堂
等
の
完
成
供
養
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
も
鐘
楼
や
南
大
門
等
多
く
の
関
連
建
造
物
が
造
ら
れ
壮
大
な
法
勝
寺

を
造
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
白
河
の
地
に
は
九
世
紀
半
ば
に
藤
原
良
房
が
別
邸
を

構
え
、
延
久
六
年
（
一
〇
七
四
）
に
藤
原
師
実
に
よ
っ
て
白
河
天
皇
に
献
上
さ
れ

て
い
る

（
（1
（

。
九
世
紀
半
ば
よ
り
別
邸
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
元
慶
四
年

（
八
八
〇
）
に
別
邸
の
八
乙
女
等
が
祇
園
社
に
隷
従
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、

「
悉
」
と
し
た
表
現
か
ら
む
し
ろ
、
師
実
が
白
河
天
皇
に
別
邸
を
献
上
し
た
際
の

従
者
た
ち
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
太
政
大
臣
と
し
て
権
勢
を
ふ

る
い
、
白
河
天
皇
の
厚
い
信
を
受
け
、
ま
た
歌
、
雅
楽
に
も
精
通
し
た
師
実
の
広

大
な
別
邸
に
は
、
宮
廷
行
事
に
関
わ
っ
た
女
官
や
女
房
、
内
教
坊
の
妓
女
や
歌
舞

教
習
を
経
験
し
た
従
者
が
多
数
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
く
、
か
れ
ら
は
別

邸
献
上
と
同
時
に
失
職
す
る
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
同
三
年
」
に
「
白
河
院
御
宇
承
暦
年
中
、
左
右
方
各
廿
人
被
寄
附
法
勝
寺
號

寄
人
」
と
あ
り
、
祇
園
社
は
白
河
天
皇
の
承
暦
年
中
（
一
〇
七
七
～
一
〇
八
〇
）

に
法
勝
寺
へ
四
十
人
の
神
人
を
寄
附
し
て
い
る
。「
同
四
年
」
を
「
承
暦
四
年

（
一
〇
八
〇
）
と
す
る
な
ら
ば
別
邸
の
従
者
た
ち
の
祇
園
社
へ
の
移
行
は
別
邸
廃

止
に
伴
う
措
置
で
、
神
人
の
寄
附
は
「
白
河
男
女
八
乙
女
」
と
の
交
換
で
あ
っ
た

と
す
る
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
法
勝
寺
建
造
に
は
多
く
の
材
木
と
職
人
を
必
要
と

し
た
こ
と
か
ら
も
、
材
木
商
神
人
を
多
く
抱
え
た
祇
園
社
と
白
河
院
は
ギ
ブ
ア
ン

ド
テ
イ
ク
の
関
係
で
あ
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

次
に
「
同
年
以
洛
中
白
河
辻
職
」
以
下
の
文
言
に
つ
い
て
だ
が
、
脇
田
氏
は

「
菓
子
上
分
」
と
す
る
「
営
業
税
徴
収
」
が
京
都
市
中
に
成
立
す
る
の
は
源
平
動

乱
期
で
あ
り
、
こ
の
記
述
は
商
工
業
を
営
む
座
々
の
商
人
が
神
人
と
な
っ
て
特
権

を
獲
得
す
る
起
源
を
示
す
説
話
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
の
は
既
述
の
と
お
り
で

あ
る
。
し
か
し
、
翻
っ
て
い
え
ば
「
同
年
」
の
理
解
が
「
承
暦
」
と
す
る
な
ら

ば
、
源
平
動
乱
期
よ
り
早
期
で
は
あ
る
が
そ
れ
ほ
ど
の
齟
齬
な
く
神
人
と
巫
女
と

の
関
係
を
示
す
事
実
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
祇
園
社
と
白
河
院
と
の
関
係
を
み
る
と
、
白
河
院
か
ら
承
徳
年
中
（
一

〇
九
七
～
一
〇
九
九
）
に
、
丹
波
国
波
々
伯
部
保
、
近
江
国
守
富
保
、
同
国
坂
田

保
、
備
後
国
小
童
保
の
四
ヵ
保
を
神
供
料
所
（
社
領
）
と
し
て
寄
附
さ
れ
て
い

る
（
（1
（

。
こ
の
四
保
が
祇
園
社
に
と
っ
て
重
要
な
社
領
で
あ
っ
た
こ
と
は
多
く
の
祇
園

社
関
連
史
料
か
ら
窺
え
、
白
河
院
と
祇
園
社
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
理
解

さ
れ
よ
う
。

　

以
上
、「
同
四
年
」
以
下
の
内
容
が
白
河
院
時
代
の
事
柄
で
あ
る
可
能
性
に
つ

い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
推
論
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
白
河
か
ら
の
八
乙
女

た
ち
が
「
巫
女
」
と
し
て
祇
園
社
の
神
事
に
従
事
し
た
可
能
性
は
極
め
て
濃
厚
で

あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
八
乙
女
た
ち
が
「
巫
女
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
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た
の
は
、
宮
廷
祭
祀
を
主
る
呪
術
的
女
性
祭
祀
者
の
御
巫
（
ミ
カ
ン
コ
）
か
ら
、

祇
園
社
で
宮
廷
神
事
の
移
行
と
し
て
踏
歌
神
事
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
御
巫
の

「
巫
」
と
八
乙
女
の
「
女
」
を
接
合
し
た
の
で
は
な
い
か
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
節　
「
局
行
神
事
」
と
祇
園
社
巫
女

　

で
は
、「
局
行
神
事
」
と
は
ど
の
よ
う
な
神
事
で
あ
り
巫
女
の
様
相
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
、
同
じ
く
祇
園
社
関
連
史
料
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

　

次
は
、「
社
家
記
録

（
（1
（

」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
二
月
四
日
～
七
日
条
の
「
局

行
神
事
」
の
記
録
で
あ
る
。
白
河
院
時
よ
り
時
代
は
下
る
が
神
事
と
巫
女
の
様
相

が
よ
く
分
か
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
局
頭

五
日　

�

局
行
五
巻
神
事
無
為
無
事
、
今
年
八
人
也
、（
渡
）
神
子
丗
五
（
八
）

人
美
女
八
人

六
日　

�

八
講
五
六
に
両
日
分
、
社
家
布
施
三
百
五
十
文
承
仕
持
來
之
、
五
十

文
不
足
、
子
細
同
前
、

　
　

一
昨
日
局
行
、
左
方
神
子
大
座
等
用
途
、
寄
肩
今
日
持
参
、

　
　
　
　
左

　
　
　
　

大
座
晝
御
神
楽
祝
布
施
五
百
文
、
酒
肴
三
百
文
未
進
、

七
日　

局
行
踏
歌
神
事
右
方
申
〇
、
無
為
無
事
、
四
座
一
向
無
之

二
座
三
人
、
美
女
一
人
、
三
座
老
病
之
上
不
涯
之
間
局
不
拵
、
五

座
三
人
美
女
一
人
、
六
座
一
人
美
女
一
人
、
七
座
四
人
、
美
女
一

人

　
　
　
　
　

已
上
神
子
十
一
人
、
美
女
四
人

　

こ
れ
ら
の
記
録
よ
り
、
神
子
組
織
は
左
方
神
子
と
右
方
神
子
か
ら
な
り
左
方
八

座
三
十
八
人
、
右
方
七
座
十
一
人
と
そ
れ
ぞ
れ
美
女
（
使
女
）
八
人
、
四
人
の
大

所
帯
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
神
事
の
内
容
は
五
日
「
局
行
五
巻
神
事
」
と
あ

り
法
華
八
講
の
五
巻
読
経
が
左
方
神
子
た
ち
に
よ
り
、
か
つ
七
日
に
は
「
局
行
踏

歌
神
事
」
が
右
方
神
子
た
ち
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
法
華
八
講
五
巻
読
経

は
竜
女
の
女
人
成
仏
に
関
す
る
仏
会
で
あ
り
、
女
性
で
あ
る
神
子
に
よ
る
法
会
は

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
見
え
る
。
ま
た
、
踏
歌
は
正
確
に
は
女
踏
歌
で
あ

り
、
宮
廷
に
お
い
て
正
月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
初
祝
の
重
要
な
節
会
で
古
く
よ
り

神
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
次
第
に
饗
宴
と
し
て
の
色
合
い
が
強
く

な
り
、『
中
右
記
』
等
の
記
録
や
『
年
中
行
事
絵
巻
』
か
ら
も
、
内
教
坊
の
多
数

の
妓
女
に
よ
る
華
麗
な
歌
舞
が
中
心
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
先
に
述
べ
た
よ

う
に
法
華
八
講
五
巻
と
宮
廷
祭
事
と
の
関
係
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
局
行
踏
歌

神
事
」
は
明
ら
か
に
宮
廷
神
事
の
移
行
・
模
倣
で
あ
り
、「
社
家
条
々
記
録
」
の

内
裏
か
ら
の
移
行
と
す
る
内
容
は
、
単
な
る
説
話
で
は
な
く
事
実
で
あ
る
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

祇
園
社
巫
女
の
そ
の
他
の
役
割
と
し
て
神
楽
奉
納
が
あ
っ
た
。
残
さ
れ
た
記
録

は
多
く
無
い
が
、
正
平
七
年
十
一
月
十
二
日
条
に
「
午
日
御
神
楽
左
方
行
之
如

例
」、
応
永
五
年
（
一
三
七
二
）
二
月
二
十
九
日
条
に
「
将
軍
家
春
季
御
神
楽
料

足
（
中
略
）、
貮
貫
文
如
例
巫
女
ニ
下
向
」
と
あ
り
、
巫
女
が
御
神
楽
を
奏
し
多

額
の
御
神
楽
料
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

祇
園
社
巫
女
の
呪
術
的
行
為
の
記
録
は
、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
正
月
二
十

六
日
条

（
（1
（

に
鳥
居
の
建
設
を
め
ぐ
っ
て
、「
於
大
方
殿
御
病
、
天
神
詫
（「
託
」
の
異



祭
礼
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一
三
四

体
字
）
巫
女
被
仰
云
、
我
社
仁
無
鳥
居
、
可
被
造
」
と
あ
る
。
前
後
の
記
録
よ
り

将
軍
足
利
義
詮
の
母
堂
の
病
気
は
祇
園
社
に
鳥
居
が
無
い
か
ら
で
あ
る
、
と
巫
女

が
託
宣
し
た
こ
と
に
よ
り
、
祇
園
社
に
鳥
居
が
建
設
さ
れ
る
経
過
に
つ
い
て
の
記

録
の
よ
う
だ
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
披
見
で
き
ず
、
脇
田
氏
は
南
北
朝
時
代
、
執

行
の
母
親
の
病
気
祈
祷
に
町
中
の
民
間
神
子
が
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
巫
女
の

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
性
が
希
薄
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
が

（
（2
（

、
祇

園
社
の
巫
女
は
春
日
社
や
日
吉
社
の
巫
女
と
く
ら
べ
、
先
の
出
自
の
推
測
か
ら
も

呪
述
性
の
弱
い
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
社
家
記
録
」
に
は
「
巫
女
」
で
は
な
く
「
神
子
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
年

十
一
月
二
十
五
日
条
で
は
「
右
方
御
神
楽
巫
女
公
事
用
途
二
座
」
と
あ
り
、
巫
女

を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
他
の
巫
女
に
関
す
る
記
録
を
見

て
も
、
南
北
朝
以
降
は
神
子
や
御
子
と
い
っ
た
表
記
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

第
二
章　

宇
治
離
宮
祭

第
一
節　

宇
治
離
宮
祭
の
巫
女

　

祇
園
会
に
続
く
巫
女
の
神
幸
記
録
が
次
の
『
中
右
記
』
長
承
二
年
（
一
一
三

三
）
五
月
八
日
条
で
あ
る
。

今
日
宇
治
鎮
守
明
神
離
宮
祭
也
、
宇
治
邊
下
人
祭
之
、
未
時
許
行
向
平
等
院

透
廊
見
物
、
巫
女
馬
長
一
物
、
田
楽
散
楽
如
法
、
雑
藝
一
々
、
遊
客
不
可
勝

計
、
見
物
下
人
數
千
人
、
着
河
北
岸
小
舟
數
千
艘
、
如
竝
瓦
、
田
楽
法
師
原

其
興
無
極
、
笛
無
定
曲
、
任
口
笛
、
鼓
無
定
聲
、
任
手
打
、
鼓
笛
喧
嘩
、
人

驚
耳
目
、
神
輿
之
所
致
（
至
カ
）
如
在
禮

次
年
の
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
五
月
八
日
条
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

今
日
離
宮
祭
也
、
其
路
従
今
年
過
小
川
殿
門
前
、
仍
於
侍
所
桟
敷
見
物
、
左

右
競
馬
十
番
、
宇
治
竝
眞
皷
木
島
住
人
等
為
騎
乗
、
同
童
部
、
其
装
束
、
十

番
使
之
作
法
者
二
人
、
餝
馬
牽
馬
手
振
雑
色
如
常
也
、
神
輿
三
所
致
如
在
之

禮
、
巫
女
丗
餘
人
、
村
布
衣
騎
馬
者
數
十
人
、
或
束
帯
或
布
衣
者
は
不
知
何

方
（
萬
カ
）、
又
以
數
人
□
□
□
或
捧
幣
帛
之
者
、
或
帶
弓
箭
之
者
、
各
々

面
々
不
可
勝
計
田
楽
之
類
皷
笛
喧
嘩
、
巫
女
之
輩
衣
装
飛
揚
、
見
物
男
女
夾

道
無
隙
、
未
時
許
渡
了
、
於
本
社
有
競
馬
、
供
神
膳
云
々
、

大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
の
祇
園
会
よ
り
六
・
七
年
後
の
宇
治
平
等
院
離
宮
祭
の

様
子
で
あ
る
が
、
祇
園
会
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
豪
華
な
内
容
で
あ
る
。
巫
女
・
馬

長
・
一
物
は
神
幸
を
彩
り
、
田
楽
・
散
楽
・
如
法
な
ど
の
雑
芸
者
は
口
笛
や
手
打

ち
で
自
由
に
音
を
繰
り
出
し
、
鼓
笛
は
激
し
く
鳴
り
響
き
、
こ
う
し
た
芸
能
に

人
々
は
驚
嘆
し
た
と
あ
る
。
忠
宗
は
巫
女
に
つ
い
て
「
巫
女
丗
餘
人
」「
巫
女
之

輩
衣
装
飛
揚
」
と
記
し
、
多
数
の
巫
女
に
よ
る
華
麗
な
様
相
を
印
象
深
く
表
し
て

い
る
。
そ
し
て
男
女
見
物
者
達
に
よ
り
、
河
は
小
舟
数
千
艘
が
着
岸
し
道
も
隙
間

の
な
い
ほ
ど
混
み
あ
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

　

宇
治
平
等
院
は
藤
原
道
長
所
縁
の
地
に
頼
道
が
建
立
し
た
寺
院
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
離
宮
と
は
、
宇
治
鎮
守
明
神
と
あ
る
よ
う
に
平
等
院

の
氏
神
と
し
て
宇
治
川
の
対
岸
に
鎮
座
す
る
神
社
で
あ
り
、
藤
原
氏
家
が
代
々
に

わ
た
り
篤
い
崇
敬
を
施
し
て
い
る
。
特
に
藤
原
忠
実
は
宇
治
川
の
西
岸
に
別
業

「
富
家
」
を
造
営
し
、
忠
実
が
記
し
た
日
記
『
殿
暦

（
（2
（

』
に
は
忠
実
や
家
族
が
頻
繁

に
宇
治
の
地
を
訪
れ
る
様
子
や
、
忠
実
に
よ
る
神
馬
の
奉
納
（
長
治
元
年
（
一
一

〇
四
）
八
月
廿
三
日
条
）、
田
楽
衣
装
の
沙
汰
、
競
馬
乗
尻
装
束
の
新
調
（
永
久
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第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
三
五

四
年
（
一
一
一
六
）
五
月
八
日
条
）
な
ど
宇
治
と
離
宮
、
お
よ
び
離
宮
祭
に
深
く

関
わ
る
記
録
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

離
宮
祭
が
い
つ
頃
か
ら
開
催
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、『
殿
暦
』
嘉

承
二
年
（
一
一
〇
七
）
五
月
八
日
条
に
「
今
日
天
陰
雨
降
、
外
人
來
、
依
宇
治
離

宮
祭
、
御
幣
并
乗
尻
四
人
令
参
、
常
例
也
」
と
あ
る
。
こ
の
記
録
が
離
宮
祭
の
初

見
で
あ
る
が
、「
常
例
也
」
よ
り
こ
の
以
前
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。

　

で
は
、
巫
女
の
参
列
は
い
つ
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
鎌
倉
後
期
に
公
卿
藤
原
兼

仲
が
記
し
た
日
記
『
勘
仲
記
』
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
五
月
八
日
条
に
、
殿
上

人
を
は
じ
め
諸
大
夫
な
ど
多
く
の
人
々
が
見
物
に
集
ま
っ
て
い
る
様
子
と
と
も
に

次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

　
　

會
式
延
久
二
年
歟
定
下
云
々
、
行
列
次
第
、

　
　

先
長
者
殿
御
幣
、　　
　
　
　

次
北
殿
御
幣
、
自
富
家
殿
所
進
御
幣
云
々
、

　
　

次
神
馬
、
飾
随
身
、　
（
中
略
）

　
　

次
田
楽
、　　
　
　
　
　
　
　

次
左
方
童
競
馬
十
疋

　
　

次
右
方
、
同
競
馬
十
疋
、　　

次
左
方
競
馬
十
疋

　
　
（
中
略
）

　
　

御
神
輿
、　　
　
　
　
　
　
　

神
輿
三
基
、

　
　

神
主
、　
　

左
方
巫
女
、　　

右
方
巫
女
、

　
　

左
方
神
官
、
右
方
神
官

兼
仲
は
離
宮
祭
の
行
列
次
第
は
、
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
に
定
め
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
、
そ
の
歴
史
の
古
さ
に
感
嘆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
離
宮

祭
が
こ
の
時
代
頃
よ
り
始
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
次
第

が
延
久
二
年
に
整
い
巫
女
も
参
列
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。『
殿
暦
』
の
離
宮
お
よ

び
離
宮
祭
に
関
す
る
記
録
は
、
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
八
月
廿
三
日
条
「
今
日

始
離
宮
の
社
ニ
立　

神
馬
・
乗
尻
等
、
乗
尻
四
人
」、
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）

五
月
八
日
条
「
依
宇
治
離
宮
祭
、
御
幣
并
乗
尻
四
人
令
参
、
常
例
也
」、
天
永
元

年
（
一
一
一
〇
）
五
月
八
日
条
「
宇
治
離
宮
祭
也
、
政
所
沙
汰
如
常
」、
天
永
三

年
（
一
一
一
二
）
五
月
八
日
条
「
今
日
宇
治
離
宮
祭
也
、
如
例
自
政
所
送
幣
、
随

身
四
人
乗
尻
」、
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
五
月
八
日
条
「
辰
剋
競
馬
乗
尻
装
束

新
調
分
給
」
と
あ
り
、
比
較
的
詳
し
く
そ
の
様
相
を
記
し
て
い
る
。
以
上
の
記
録

よ
り
忠
実
は
、
長
治
元
年
八
月
に
初
め
て
離
宮
を
訪
れ
神
馬
と
御
幣
を
奉
納
し
、

そ
の
後
毎
年
離
宮
祭
に
政
所
か
ら
の
送
幣
と
四
人
の
随
身
を
送
り
、
か
つ
永
久
四

年
に
は
競
馬
が
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
永
久
四
年
の
記
録
に

は
神
幸
の
様
子
の
記
録
は
な
く
、
棧
敷
見
物
も
競
馬
見
物
の
み
の
可
能
性
が
高

く
、
こ
の
頃
は
未
だ
、『
中
右
記
』
お
よ
び
『
勘
仲
記
』
に
あ
る
よ
う
な
神
幸
の

隊
列
は
整
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
二
節　

藤
原
忠
実
と
白
河
院

　

で
は
、
い
つ
頃
か
ら
巫
女
や
田
楽
、
馬
長
等
の
参
列
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

宇
治
離
宮
祭
は
「
宇
治
邉
下
人
祭
之
」
や
「
宇
治
竝
眞
鼓
木
島
住
人
為
騎
馬
」

と
あ
る
よ
う
に
、
宇
治
周
辺
の
百
姓
や
商
人
が
中
心
と
な
り
催
行
さ
れ
た
祭
で
あ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、『
殿
暦
』
の
記
録
や
離
宮
と
平
等
院
と
の
関
係
か
ら

み
て
、
藤
原
氏
家
の
大
き
な
経
済
的
、
政
治
的
支
援
の
下
に
お
い
て
催
行
さ
れ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
宇
治
離
宮
と
藤
原
氏
家
の
深
い
つ
な
が
り
に
つ
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一
三
六

い
て
は
理
解
で
き
る
が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
に
も
盛
大
で
華
麗
、
そ
し
て
多
く
の
巫

女
の
奉
仕
を
擁
し
た
神
幸
を
、
京
よ
り
離
れ
た
宇
治
の
地
で
催
行
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
必
要
性
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
と
し
て
残
る
。

　
『
殿
暦
』
の
著
者
藤
原
忠
実
は
白
河
法
皇
の
下
、
藤
原
氏
長
者
と
し
て
関
白
の

地
位
に
あ
っ
た
が
、
保
安
元
年
（
一
一
二
〇
）
一
一
月
十
二
日
、
白
河
法
皇
は
忠

実
の
内
覧
停
止
を
命
じ
る
。
内
覧
と
は
政
務
決
定
権
を
天
皇
と
共
有
す
る
意
味
を

持
ち
、
停
止
と
は
実
質
上
関
白
の
権
限
を
剥
奪
さ
れ
罷
免
さ
れ
た
に
等
し
い
と
い

う
。
内
覧
停
止
の
直
接
の
理
由
は
、
忠
実
が
娘
の
勲
子
を
白
河
法
皇
に
無
断
で
鳥

羽
天
皇
に
入
内
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
他
の
政
治
的
背

景
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

（
（2
（

。

　

内
覧
停
止
を
受
け
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
た
忠
実
は
そ
の
後
別
宅
（
富
家
）
の
あ
っ

た
宇
治
に
籠
り
、
白
河
法
皇
が
天
治
四
年
（
一
一
二
九
）
に
崩
御
し
、
天
承
二
年

（
一
一
三
二
）
鳥
羽
上
皇
に
よ
り
再
び
内
覧
の
宣
旨
を
受
け
る
ま
で
の
十
数
年
を

過
ご
す
こ
と
と
な
る
。『
殿
暦
』
は
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
ま
で
の
記
録
し
か

な
く
、
こ
の
間
忠
実
が
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
振
り
で
白
河
法
皇
へ
の
想
い
が
ど
う

で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
藤
原
氏
家
と
し
て
受
け
継
い
だ
宇
治
殿
領
（
平

等
院
社
領
）
な
ど
広
大
な
所
領
か
ら
の
豊
か
な
財
力
と
、
重
責
を
離
れ
長
閑
と
い

う
べ
き
時
間
に
恵
ま
れ
た
忠
実
は
、
以
前
よ
り
力
を
注
い
で
い
た
宇
治
離
宮
祭
へ

の
関
心
と
関
与
を
一
層
強
め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
荘
園
領
主
と

し
て
、
史
料
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
領
民
と
の
関
係
に
お
い
て
、
宇
治
離
宮

祭
を
祇
園
会
と
同
様
に
、
民
衆
、
す
な
わ
ち
領
民
支
配
の
具
と
す
る
目
的
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

宇
治
離
宮
祭
の
神
幸
に
は
前
述
の
よ
う
に
田
楽
、
散
楽
、
巫
女
、
馬
長
な
ど
が

参
列
し
祇
園
会
と
極
め
て
類
似
し
、
永
島
福
太
郎
氏
は
「
祇
園
御
霊
会
に
な
ら
っ

た
と
い
え
る

（
（2
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
祇
園
会
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
十
一
世
紀
前

後
よ
り
白
河
院
の
関
与
が
強
ま
り
、
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
に
新
た
な
段
階
を

む
か
え
、
馬
長
の
積
極
的
な
調
進
を
進
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
大
治
二
年

（
一
一
二
七
）
に
は
巫
女
や
種
女
が
見
え
、
五
味
氏
は
「
こ
う
し
て
院
に
よ
る
積

極
的
加
担
と
再
編
の
結
果
、「
金
銀
錦
繍
風
流
美
麗
不
可
記
尽
」「
天
下
過
差
不
可

勝
計
」「
過
差
無
極
」
と
い
わ
れ
る
程
に
、
祇
園
祭
は
華
麗
を
き
わ
め
る
に
い

た
っ
た

（
（2
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
忠
実
が
宇
治
に
籠
っ
て
い
る
時
期
と
祇
園
会
が
華
麗

に
な
る
時
期
と
は
明
ら
か
に
重
な
っ
て
い
る
。
史
料
に
は
見
え
ず
実
証
に
乏
し
い

が
、
忠
実
の
白
河
法
皇
に
対
す
る
義
憤
、
対
抗
心
が
宇
治
離
宮
祭
を
祇
園
会
に
優

る
と
も
劣
ら
ぬ
祭
礼
へ
と
進
化
さ
せ
た
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
の
は

無
謀
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
宇
治
離
宮
祭
に
巫
女
が
参
列
す
る
の
は

祇
園
会
に
巫
女
の
姿
が
明
ら
か
に
な
る
大
治
二
年
前
後
で
あ
り
、
祇
園
会
に
お
け

る
巫
女
の
様
相
に
強
く
影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
華
麗
な
姿
と
し
て
『
中
右
記
』
の

宇
治
離
宮
祭
で
の
巫
女
の
姿
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

宇
治
離
宮
祭
に
つ
い
て
は
史
料
に
乏
し
く
推
論
を
重
ね
ざ
る
を
得
な
い
内
容
と

な
っ
た
。
巫
女
の
史
料
に
つ
い
て
も
見
当
た
ら
ず
、
彼
女
た
ち
の
出
自
や
そ
の
様

相
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
忠
実
と
宮
廷
と
の
関

係
か
ら
、
祇
園
社
と
同
様
に
朝
廷
祭
祀
・
神
事
に
詳
し
い
女
官
や
女
房
か
ら
の
出

身
者
で
あ
り
、
ま
た
離
宮
祭
が
農
村
地
域
の
祭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
若
い

民
間
巫
を
集
め
た
集
団
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
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春
日
若
宮
社
の
巫
女

第
一
節　

春
日
若
宮
お
ん
祭

　
『
中
右
記
』
や
『
山
槐
記
』
と
い
っ
た
日
記
な
ど
の
記
録
物
に
そ
の
姿
は
残
さ

れ
て
い
な
い
が
、
祭
礼
で
の
巫
女
の
記
録
と
し
て
見
逃
せ
な
い
の
が
春
日
若
宮
社

の
『
若
宮
祭
禮
記

（
（2
（

』（
以
下
、『
祭
礼
記
』
と
す
る
）
で
あ
る
。
春
日
若
宮
社
と
は

長
承
四
年
（
一
一
三
五
）
に
、
春
日
社
本
宮
か
ら
本
社
南
東
の
山
の
手
に
勧
請
さ

れ
た
神
社
で
あ
り
、
祭
礼
は
そ
の
翌
年
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
九
月
十
七
日
よ

り
開
始
さ
れ
、「
若
宮
お
ん
祭
」（
以
下
、
お
ん
祭
と
す
る
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

『
祭
礼
記
』
の
表
書
に
は
「
保
延
年
中
初
之
以
来
記
也
」
と
あ
り
、
当
初
か
ら
の

祭
礼
次
第
が
毎
年
記
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
開
始
日
の
保
延
二
年
の
記
録
は
準
備

段
階
を
含
め
、
そ
の
次
第
と
様
相
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
祇
園
会
や
宇
治
離

宮
祭
で
の
巫
女
の
記
録
は
神
幸
に
お
け
る
様
相
の
み
で
あ
る
が
、『
祭
礼
記
』
は

祭
礼
全
体
で
の
巫
女
の
役
割
や
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
巫
女
研
究
に
と
っ
て

極
め
て
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。『
祭
礼
記
』
に
お
け
る
巫
女
の
様
相
と
役
割
に

つ
い
て
は
第
三
節
で
述
べ
る
と
し
て
、
今
節
で
は
春
日
若
宮
と
若
宮
お
ん
祭
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

　

春
日
若
宮
社
は
既
述
の
よ
う
に
長
承
四
年
に
勧
請
さ
れ
た
。
こ
れ
は
興
福
寺
の

僧
の
強
い
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
で
は
な
ぜ

興
福
寺
が
若
宮
社
を
新
た
に
勧
請
、
造
立
し
、
若
宮
お
ん
祭
を
一
年
足
ら
ず
で
挙

行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
中
右
記
』
保
延
二
年
九
月
十
七
日
条
に
「
春
日
若
宮

始
祭
、
自
今
以
後
長
爲
式
日
之
由
被
仰
下
」
と
あ
り
、『
祭
礼
記
』
に
は
こ
の
記

録
を
受
け
「
関
白
長
者
殿
下
宣
□
□
保
延
二
年
也
」
と
あ
る
。
当
時
、
飢
饉
や
疫

病
の
流
行
が
み
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
記
録
よ
り
、「
時
の
関
白
藤
原
忠

通
が
五
穀
豊
穣
、
国
民
安
寧
を
祈
っ
て
執
行
し
た
の
が
始
ま
り
」
が
通
説
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
通
説
に
対
し
安
田
次
郎
氏
は
、
お
ん
祭
の
催
行
は
当
時
の
大

和
国
支
配
に
関
す
る
朝
廷
と
興
福
寺
と
の
関
係
に
大
い
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る

と
し
て
、
多
く
の
史
料
に
基
づ
き
立
証
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
院
政
期
に
入
り
、

興
福
寺
が
支
配
し
て
い
た
大
和
国
の
支
配
権
を
朝
廷
が
奪
還
せ
ん
と
し
た
動
き
が

活
発
に
な
り
、
こ
う
し
た
動
き
を
退
け
る
「
大
訴
」
の
成
就
を
若
宮
に
立
願
し
、

祭
礼
を
開
催
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る

（
（2
（

。

　

安
田
氏
の
説
は
当
時
の
社
会
背
景
か
ら
考
え
る
な
ら
当
然
首
肯
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
私
は
若
宮
勧
請
そ
の
も
の
が
お
ん
祭
催
行
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
お

ん
祭
は
「
大
訴
立
願
成
就
」
だ
け
で
は
な
く
、
興
福
寺
の
大
和
支
配
の
強
大
さ
を

朝
廷
に
示
す
強
力
な
示
威
行
動
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
領
民
支
配
強
化
を

目
的
と
し
た
側
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
安
田
氏
の
指
摘
に
あ
る
と
お
り
で
、

「
致
斎
」
は
地
域
を
祓
い
清
め
、
そ
の
地
が
若
宮
、
す
な
わ
ち
興
福
寺
の
聖
地

（
領
地
）
で
あ
る
こ
と
を
朝
廷
お
よ
び
領
民
に
宣
言
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
ま
た
流
鏑
馬
も
領
民
の
参
入
を
利
権
条
件
の
下
に
行
っ
て
お
り
、
領
民
支
配

強
化
の
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
。
そ
れ
故
に
、
お
ん
祭
は
若
宮
を

祀
り
若
宮
と
領
民
の
守
護
と
五
穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
祭
礼
と
し
て
、
朝
廷
祭
儀
に

劣
ら
な
い
呪
術
性
と
、
公
祭
で
あ
る
春
日
祭
や
賀
茂
祭
、
京
中
随
一
盛
大
な
祇
園

会
を
し
の
ぐ
、
芸
能
性
と
娯
楽
性
に
富
ん
だ
祭
礼
と
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
永
島
福
太
郎
氏
は
お
ん
祭
は
祭
次
第
の
類
似
性
、
お
よ
び
興
福
寺
と
藤

原
家
と
の
関
係
よ
り
、
宇
治
離
宮
祭
の
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
て



祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
）

一
三
八

い
る

（
（2
（

。
宇
治
離
宮
祭
が
既
述
の
と
お
り
藤
原
氏
家
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
ま
た
、

お
ん
祭
が
若
宮
創
建
か
ら
一
年
後
と
い
う
早
計
、
宇
治
離
宮
祭
、
お
ん
祭
共
に
地

域
領
民
の
参
入
に
よ
る
祭
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
永
島
氏
の
推
測
は
当

然
首
肯
さ
れ
る
。
若
宮
が
神
社
と
し
て
実
績
が
な
く
、
ま
し
て
祭
礼
と
し
て
も
な

ん
ら
歴
史
的
積
み
重
ね
の
な
い
お
ん
祭
が
こ
れ
ほ
ど
早
計
に
盛
大
に
催
行
で
き
た

の
は
、
興
福
寺
と
い
う
強
大
な
権
力
と
財
政
基
盤
が
あ
っ
て
の
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
宇
治
離
宮
祭
や
祇
園
会
の
存
在
、
す
な
わ
ち
模
倣
と
い
う
手
段
抜
き

に
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
節　

若
宮
巫
女
の
存
在

　

で
は
、
こ
う
し
た
時
代
背
景
よ
り
創
建
さ
れ
た
若
宮
社
・
お
ん
祭
で
の
巫
女

（
以
下
、
若
宮
巫
女
と
す
る
）
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

中
世
若
宮
巫
女
に
つ
い
て
は
他
の
神
社
か
ら
比
べ
る
と
比
較
的
史
料
が
豊
富
で
あ

り
、
歴
史
学
や
民
俗
学
か
ら
だ
け
で
は
な
く
文
学
か
ら
の
研
究
も
な
さ
れ
、
組
織

体
制
や
託
宣
の
状
況
、
お
よ
び
神
楽
と
祈
祷
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
、
岩
田
勝
、

松
尾
恒
一
、
松
村
和
歌
子

（
（2
（

な
ど
の
諸
氏
に
よ
り
多
く
の
知
見
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

　

岩
田
勝
氏
は
論
文
「
春
日
社
に
お
け
る
神
楽
祭
祀
と
そ
の
組
織

（
（2
（

」
に
お
い
て
、

春
日
社
に
お
け
る
神
楽
祭
祀
の
特
徴
点
と
し
て
、
巫
女
は
春
日
社
の
本
社
で
あ
る

大
宮
の
社
殿
で
舞
う
こ
と
は
な
く
、
ま
た
公
祭
で
あ
る
春
日
祭
の
御
神
楽
は
近
衛

官
人
や
職
掌
人
に
よ
る
も
の
で
あ
り
巫
女
の
奉
仕
は
な
く
、
若
宮
創
建
の
長
承
四

年
（
一
一
三
五
）
以
降
に
、
若
宮
拝
殿
に
お
い
て
巫
女
や
神
楽
男
に
よ
っ
て
神
楽

が
お
こ
な
わ
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
大
宮
に
は
す
く
な
く
と
も
明

治
初
年
ま
で
は
（
若
宮
の
創
建
以
前
の
時
期
を
別
に
す
れ
ば
）、
常
住
す
る
巫
は

存
在
し
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
延
喜
二
十
年
（
九
二
〇
）、

宇
多
法
皇
春
日
社
行
幸
に
随
行
し
た
藤
原
忠
房
の
詠
（『
拾
遺
和
歌
集
』）
を
根
拠

に
、
春
日
本
社
に
は
「
巫
女
あ
る
い
は
八
乙
女
の
神
楽
舞
は
古
く
か
ら
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
具
体
的
に
裏
付
け
る
史
料
が
見
出
せ

な
い
だ
け
で
あ
る
。」
と
も
述
べ
て
い
る
。
岩
田
氏
の
こ
の
説
か
ら
考
え
る
な

ら
、
大
宮
の
巫
女
あ
る
い
は
八
乙
女
が
若
宮
の
遷
宮
に
よ
っ
て
若
宮
に
移
動
し
拝

殿
巫
女
と
な
っ
た
と
な
る
。

　

松
尾
恒
一
氏
は
岩
田
氏
と
同
じ
く
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
所
収
さ
れ
る
、
読
み
人

知
ら
ず
の
「
八
乙
女
の
立
つ
や
春
日
の
ふ
る
さ
と
に
」
や
、
忠
房
の
「
め
ず
ら
し

き
今
日
の
春
日
の
八
乙
女
を
神
も
う
れ
し
と
し
の
ば
ざ
ら
め
や
」
の
内
容
よ
り
、

こ
の
八
乙
女
や
、
ま
た
、
宮
廷
で
の
鎮
魂
祭
で
の
大
御
巫
に
大
和
国
の
出
身
者
が

い
る
こ
と
よ
り
、
拝
殿
巫
女
は
彼
女
た
ち
の
末
裔
で
あ
る
と
考
え
た
い
と
述
べ
つ

つ
、
両
者
の
間
の
空
白
の
長
さ
よ
り
変
遷
の
解
明
の
必
要
性
を
問
う
て
い
る

（
（3
（

。

　

本
田
安
次
氏
も
先
の
両
氏
と
同
様
に
忠
房
の
詠
、
お
よ
び
本
社
舞
殿
が
貞
観
元

年
（
八
五
九
）
に
創
設
さ
れ
た
点
を
根
拠
に
、
春
日
の
巫
女
舞
は
古
く
か
ら
行
な

わ
れ
て
い
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。

　

で
は
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
あ
る
「
八
乙
女
」
は
拝
殿
巫
女
の
祖
先
に
あ
た
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
春
日
本
宮
の
春
日
祭
に
は
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
六
）
の

み
斎
女
が
参
社
し
、『
貞
観
儀
式
』
に
は
そ
の
様
子
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
、
近
衛

隊
や
倍
従
な
ど
と
共
に
女
別
当
や
采
女
、
女
擩
、
童
女
が
馬
や
車
で
参
列
し
巡
行

を
華
や
か
に
彩
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
延
喜
式
』「
春
日
神
四
座
祭
」
に
は
「
物

忌
一
人
料
夾
纈
帛
三
丈
五
尺
。
羅
帶
一
條
」
と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
斎
女
の
廃
立
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と
と
も
に
当
然
で
は
あ
る
が
前
記
の
女
性
た
ち
の
存
在
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
加

瀬
直
哉
氏
は
こ
の
物
忌
は
童
女
で
あ
り
、
ま
つ
り
の
前
に
神
殿
内
を
掃
除
し
、
ま

つ
り
の
時
は
朝
廷
の
使
か
ら
受
け
た
幣
帛
を
神
殿
に
納
め
る
つ
と
め
が
あ
っ
た
と

解
説
し
て
い
る

（
（3
（

。
童
女
で
あ
っ
た
か
否
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、『
延
喜
式
』
の

記
録
よ
り
春
日
本
宮
に
古
代
よ
り
物
忌
と
い
う
女
性
の
神
職
者
が
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
職
掌
や
一
人
と
す
る
人
数
（
八
乙
女
は
大
人
数
の
娘

た
ち
を
意
味
し
、
ま
た
舞
女
が
一
人
と
は
考
え
難
い
）、
お
よ
び
忠
房
の
「
め
ず

ら
し
き
今
日
の
」
は
、
宇
多
法
皇
の
珍
し
い
御
幸
に
奉
仕
し
た
八
乙
女
の
姿
を
詠

ん
だ
も
の
で
あ
り
、
八
乙
女
の
常
駐
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
拾

遺
和
歌
集
』
の
「
八
乙
女
」
を
若
宮
巫
女
と
繋
が
り
が
あ
る
と
す
る
の
は
妥
当
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

舞
殿
に
つ
い
て
だ
が
、
舞
殿
が
創
設
さ
れ
た
貞
観
元
年
は
春
日
祭
が
開
始
さ
れ

た
年
で
あ
り
直
会
殿
も
同
時
に
創
設
さ
れ
て
い
る
。
春
日
祭
で
は
定
例
の
儀
礼
の

後
直
会
が
行
わ
れ
、
食
事
と
共
に
舞
楽
奏
者
に
よ
る
歌
舞
・
音
曲
が
催
さ
れ
こ
こ

で
の
歌
舞
は
舞
殿
に
て
行
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
舞
殿
は
春
日
祭
開
催
に
あ
た
っ

て
造
ら
れ
た
と
理
解
さ
れ
、
本
宮
に
舞
女
が
い
た
と
す
る
根
拠
と
は
成
り
難
い
。

　

御
神
楽
は
春
日
祭
や
賀
茂
祭
、
石
清
水
八
幡
臨
時
祭
な
ど
の
公
祭
に
お
い
て
早

く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
春
日
社
に
お
い
て
定
期
的
に
行
わ
れ
る
の
は
「
中
臣

祐
賢
春
日
御
社
縁
起
注
進
文

（
（3
（

」（
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）
三
月
十
五
日
付
）

に
「
保
安
二
年
十
月
九
日
、
関
白
殿
下
毎
月
三
旬
御
供
始
被
奉
備
進
之
、
同
三
年

三
月
十
四
日
、
始
被
始
御
神
楽
了
」
と
あ
り
、
保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
に
保
安

二
年
の
鳥
羽
院
の
御
供
に
続
き
開
始
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

　

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
撰
進
さ
れ
た
「
濫
觴
記

（
（3
（

」
に
は
、「
神
楽
所
始　

人
皇
七
十
五
代
崇
徳
院
御
宇
長
承
四
年
乙
卯
二
月
始
而
造
立
之
、
同
巫
女
始
而
祇

候
之
」
と
あ
り
、
神
楽
所
は
若
宮
遷
宮
時
に
開
所
さ
れ
、
巫
女
も
同
時
に
奉
仕
す

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
内
容
は
先
の
「
注
進
文
」
に
は
無
く
、
ま
た

「
濫
觴
記
」
の
内
容
は
故
例
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
他
史
料
と
の
対
校
が
必
要

で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
巫
女
は
神
楽
所
の
造
立
に
伴
い
奉
仕
が
始
ま
っ
た
と
し

た
認
識
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
本
宮
に
て
八
乙
女
な
ど
に
よ
る
歌

舞
が
行
わ
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
神
前
で
女
性
に
よ
る
歌
舞
、
神
楽

が
行
わ
れ
る
の
は
中
本
真
人
氏
に
よ
る
石
清
水
八
幡
宮
の
例
か
ら
も
、
宮
廷
神
事

が
大
神
社
に
移
行
、
伝
播
す
る
十
二
世
紀
以
降
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
物

忌
の
職
掌
か
ら
も
本
宮
に
神
楽
、
歌
舞
を
奏
す
る
女
性
神
職
者
が
存
在
し
た
と
は

考
え
難
く
、
ま
た
、
た
と
え
本
宮
に
神
楽
を
奉
仕
す
る
八
乙
女
が
存
在
し
て
い
た

と
し
て
も
、
す
べ
て
の
八
乙
女
が
若
宮
遷
宮
に
伴
い
神
楽
所
に
移
っ
て
奉
仕
す
る

必
要
性
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

第
三
節　

若
宮
巫
女
の
出
自

　

本
宮
か
ら
の
移
動
で
な
け
れ
ば
若
宮
巫
女
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
節
で
は
彼
女
た
ち
の
呪
術
性
と
職
掌
に
つ
い
て
検
証
し
、
彼
女
た
ち
の
出
自
の

追
究
を
試
み
る
。

　

若
宮
巫
女
が
拝
殿
に
て
神
楽
や
白
拍
子
も
舞
う
芸
能
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
貴

族
や
僧
の
動
向
を
託
宣
に
よ
っ
て
指
し
示
し
、
祈
祷
神
楽
を
も
行
う
呪
術
的
宗
教

者
で
あ
っ
た
こ
と
は
史
料
に
も
残
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
な
い
先
行
研
究
に
よ
り

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。

　

先
ず
、
呪
術
性
の
検
討
で
あ
る
が
、
先
の
『
祭
礼
記
』
の
記
述
を
時
系
列
で
確



祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
）

一
四
〇

認
す
る
と

保
延
二
年　

�

惣
一
辰
市
勾
當
巠

保
延
三
年
次
巠　

保
延
四
年
次
巠　

保
延
五
年
次
巠
女　

保
延
六
年
次
巠
女　

永
治
元
年
次
巠

（「
巠
」
は
「
巫
」
の
異
体
字
で
あ
る
）

と
な
り
、『
祭
礼
記
』
で
は
巫
女
と
巫
の
表
現
が
同
様
に
使
わ
れ
て
お
り
、
若
宮

神
主
記
録
に
も
「
巫
」
と
の
表
記
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
よ
り
巫
女
は

「
巫
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
古
代
か
ら
「
巫
」
を
冠
す
る
名
称

は
「
巫
蠱
」
を
想
起
さ
れ
極
め
て
忌
避
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
巫

女
」
と
さ
れ
た
の
か
。
考
え
ら
れ
る
一
つ
は
、
先
に
松
尾
恒
一
氏
が
推
測
し
、
祇

園
社
巫
女
に
つ
い
て
も
論
じ
た
よ
う
に
、
祭
祀
に
お
け
る
宮
廷
御
巫
の
代
理
的
存

在
と
し
て
の
「
巫
女
」
で
あ
る
。
お
ん
祭
に
お
け
る
巫
女
の
神
遊
は
正
に
御
巫
の

姿
を
彷
彿
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
御
巫
の
「
御
」
は
「
天
皇
の
」
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
「
御
」
を
除
い
た
「
巫
」
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、『
祭
礼
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
巫
女
の
祭
祀
で
の
役
割
か
ら

検
証
し
て
い
き
た
い
。

　

お
ん
祭
が
始
め
ら
れ
た
保
延
二
年
九
月
十
七
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

同
十
七
日
寅
時
、
令
社
司
等
皆
一
冠
、
参
詣
御
寶
前
祝
申
、
祐
房
於
、
正
躰

御
榊
御
鏡
一
面
付
進
、
奉
下
時
乱
聲
、
社
司
・
神
人
左
右
並
於
歩
行
至
于
旅

所
、
参
付
乱
聲
、
入
参
御
寶
殿
内
時
、
為
祐
房
役
奉
御
神
安
居
、
令
御
前
巠

共
候
遊
、
後
社
司
等
各
社
頭
宿
所
還
付

　

次
に
具
体
的
な
開
催
毎
の
祭
の
次
第
・
様
相
が
記
さ
れ
て
い
る
。

抑
十
六
日
、
自
夜
亥
時
雨
降
、
同
十
七
以
寅
時
旅
所
□
□
御
問
雨
蹔
正
、
御

共
供
奉
人
々
左
右
（
正
預
兼
若
宮
神
）

（
中
略
）

惣
一
辰
一
勾
當
・
三
橋
巠
等
御
共
、
各
歩
行
□
□
降
而
自
午
時
御
祭
尅
雨
止

天
晴
、
仍
先
乱
聲
、
次
御
供
押
敷
、
次
奉
備
六
基
御
供
精
進
物
、
次
巠
等
左

右
並
立
、
次
桙
振
、
次
祝
申
祐
房

　
『
祭
礼
記
』
は
若
宮
お
ん
祭
の
参
加
者
と
神
幸
で
の
順
列
、
役
割
な
ど
祭
祀
次

第
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
巫
女
に
関
す
る
記
録
と
し

て
注
目
さ
れ
る
の
が
「
令
御
前
巠
共
候
遊
」
で
あ
る
。
巫
女
た
ち
が
御
旅
所
の
御

神
前
で
「
遊
」
を
奉
納
し
た
と
あ
る
。「
遊
」
は
神
前
で
の
行
為
で
あ
り
「
神

遊
」
と
理
解
さ
れ
る
が
、『
江
家
次
第
』「
鎮
魂
祭
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

次
神
祇
・
雅
楽
神
楽

　
　

次
御
巫
衝
宇
氣
、
神
琴
師
弾
和
琴
衝
宇
氣
、
神
遊
儀
也

　

こ
の
記
録
に
つ
い
て
本
田
安
次
氏
は
、「「
神
遊
」
は
廣
義
に
は
鎮
魂
祭
の
最
も

大
切
な
呪
術
的
部
分
」
で
あ
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
神
楽
の
原
初
的
な
意
味
を

も
含
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
（3
（

。
し
か
し
「
鎮
魂
祭
」
で
は
直
前
に
雅
楽

神
楽
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
「
神
遊
」
は
特
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と

理
解
さ
れ
よ
う
。「
鎮
魂
祭
」
は
タ
マ
フ
リ
（
魂
を
振
り
動
か
し
呼
び
覚
ま
す
）

と
タ
マ
シ
ヅ
メ
（
遊
離
し
た
魂
を
招
き
返
す
）
の
鎮
魂
呪
法
を
以
て
天
皇
の
身
体

守
護
を
行
う
祭
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
神
遊
」
の
意
味
か
ら
考
え
る
な
ら
、
お

ん
祭
で
の
「
神
遊
」
は
若
宮
神
の
魂
を
慰
め
神
体
守
護
を
祈
願
す
る
歌
舞
の
奉

納
、
す
な
わ
ち
巫
女
た
ち
は
御
旅
所
に
お
い
て
、
若
宮
神
を
歌
舞
に
よ
っ
て
慰
撫

し
守
護
と
繁
栄
を
祈
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
お
ん
祭
で
の
巫

女
の
役
割
は
「
鎮
魂
祭
」
に
お
け
る
御
巫
の
役
割
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
こ
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れ
ら
を
考
え
る
と
、
若
宮
巫
女
に
は
御
巫
の
経
験
者
、
あ
る
い
は
宮
廷
祭
儀
に
関

与
し
祭
儀
次
第
に
熟
知
し
た
人
物
が
い
た
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

同
時
に
お
ん
祭
は
地
域
祭
と
し
て
、
領
地
領
民
を
飢
饉
や
風
水
害
、
疫
病
を
起

こ
す
と
さ
れ
た
悪
霊
か
ら
守
り
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ

て
お
ん
祭
り
は
若
宮
守
護
だ
け
で
は
な
く
、
百
姓
、
民
間
の
民
を
守
る
ま
つ
り
で

あ
り
、
神
霊
と
の
交
流
が
行
え
る
と
さ
れ
る
巫
女
の
存
在
は
、
朝
廷
祭
儀
の
模
擬

的
執
行
と
と
も
に
民
衆
の
守
護
に
と
っ
て
も
重
要
か
つ
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

　

こ
う
し
た
側
面
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
民
間
の
巫
覡
集
団
か
ら
の
参
入
の
可

能
性
で
あ
る
。
若
宮
二
代
目
神
主
で
あ
る
中
臣
祐
重
の
日
記

（
（3
（

、
養
和
二
年
（
一
一

八
二
）
正
月
廿
四
日
条
に
は
「
又
當
番
巫
女
全
無
欤
」
の
後
、
行
を
別
と
し
て
だ

が
、「
巫
番
八
人
也
、
今
年
男
二
人
也
、
一
人
鳥
飼
友
久
、
□
□
宗
國
」
と
あ

る
。
こ
の
記
録
よ
り
「
巫
」
組
織
は
巫
女
だ
け
で
は
な
く
男
巫
も
存
在
し
、
彼
ら

は
神
楽
男
と
し
て
太
鼓
や
笛
な
ど
楽
を
担
当
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
「
鳥
飼
友

久
」
と
見
え
る
こ
と
よ
り
鳥
飼
等
の
他
の
類
の
呪
術
的
芸
能
者
、
す
な
わ
ち
巫
覡

集
団
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

古
代
巫
覡
集
団
が
芸
能
に
秀
で
て
い
た
こ
と
は
多
く
の
識
者
に
よ
り
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
が
、
平
安
中
期
の
『
新
猿
楽
記
』
に
描
か
れ
た
覡
女
（
か
ん
な
ぎ
）

は
「
占
・
神
遊
・
寄
絃
・
口
寄
上
手
ナ
リ
。
舞
ノ
袖
ハ
飄
颻
ト
シ
テ
、
仙
人
ノ
遊

ブ
ガ
如
シ
。
歌
ノ
声
ハ
和
雅
ニ
シ
テ
、
頻
鳥
ノ
如
シ
」
と
あ
り
、
占
い
や
口
寄
の

み
な
ら
ず
、
踊
り
や
歌
に
も
優
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
十
二
世
紀

末
に
後
白
河
法
皇
が
編
ん
だ
『
梁
塵
秘
鈔
』
に
は
、「
咒
師
の
小
咒
師
の
肩
踊

り
、
巫
は
博
多
の
男
巫
」
と
あ
り
、
男
巫
も
芸
能
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

当
時
の
興
福
寺
、
春
日
社
お
よ
び
藤
原
摂
関
家
の
政
治
的
社
会
的
影
響
力
を
考

え
る
な
ら
、
御
巫
や
女
官
・
女
房
経
験
者
お
よ
び
巫
覡
、
双
方
の
参
入
が
可
能
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
御
巫
の
多
く
が
民
間
か
ら
の
任
用
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
巫

女
も
口
寄
や
歌
舞
の
優
れ
た
民
間
巫
覡
か
ら
の
採
用
が
あ
っ
た
と
見
る
の
は
全
く

の
的
外
れ
で
は
な
い
。
大
和
国
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
大
御
巫
の
任
用
、『
続
日

本
紀
』
大
平
勝
寶
四
年
（
七
五
二
）
八
月
条
で
の
平
城
京
巫
覡
十
七
人
の
遠
流
、

『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
二
月
十
日
条
に
あ
る
平
城
松
井
坊
の

女
巫
な
ど
、
巫
覡
に
関
す
る
記
録
が
多
い
。
大
和
は
古
代
よ
り
そ
の
歴
史
過
程
に

お
い
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
故
に
、
政
治
的
手
段
と
し
て
呪
術
的
影
響
力
が
強

大
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

以
上
、
春
日
若
宮
巫
女
の
出
自
に
つ
い
て
、
春
日
社
本
宮
で
の
女
性
神
職
者
の

在
り
様
と
、
若
宮
巫
女
の
祭
礼
上
の
役
割
か
ら
検
証
を
試
み
た
。
史
料
集
積
は
未

だ
不
十
分
で
あ
る
が
、
本
稿
で
の
若
宮
巫
女
の
存
立
過
程
は
、
祇
園
社
巫
女
と
同

様
に
、「
巫
女
」
の
「
現
出
」
を
考
え
る
上
で
重
要
な
内
容
を
包
含
し
、
今
後
の

「
巫
女
」
と
は
何
か
を
論
じ
る
に
あ
た
り
一
つ
の
糸
口
と
な
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
「「
巫
女
」
と
は
何
か
」
を
課
題
と
し
、
祭
礼
神
幸
に
表
れ
る
巫
女
の

周
辺
状
況
か
ら
論
究
を
試
み
た
が
、
そ
の
結
果
次
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考

え
る
。

①
巫
女
と
は
、
白
河
院
政
期
に
宮
廷
神
事
の
神
社
移
行
に
伴
い
、
宮
廷
神
事
の
呪

術
的
女
性
神
職
者
で
あ
る
御
巫
的
役
割
を
担
う
存
在
と
し
て
神
社
に
奉
仕
し
た
女

性
で
あ
る
。
そ
の
出
自
は
宮
廷
で
の
女
官
や
女
房
、
妓
女
な
ど
の
経
験
者
で
あ



祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
）

一
四
二

り
、
ま
た
民
間
の
巫
覡
か
ら
の
任
用
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

彼
女
た
ち
の
役
割
は
神
事
で
の
御
巫
的
役
割
と
し
て
神
遊
・
神
楽
を
奏
す
る
こ

と
を
主
と
し
た
が
、
呪
術
的
宗
教
者
と
し
て
託
宣
な
ど
呪
術
的
行
為
を
行
う
者
も

い
た
。

②
祭
礼
神
幸
で
の
巫
女
現
出
は
十
二
世
紀
初
頭
の
祇
園
会
を
端
緒
と
し
、
宇
治
離

宮
祭
、
春
日
若
宮
お
ん
祭
へ
、
ま
た
他
の
朝
廷
と
摂
関
家
に
所
縁
の
深
い
神
社
へ

伝
播
し
、
そ
の
姿
は
多
く
の
人
々
の
眼
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
彼
女

た
ち
の
役
割
は
、
美
麗
で
風
流
な
神
秘
的
女
性
呪
術
者
と
し
て
神
幸
を
彩
り
、
祭

礼
神
幸
が
内
包
す
る
、
当
時
の
院
政
政
治
に
お
け
る
荘
園
制
度
の
変
革
に
伴
う
諸

矛
盾
等
に
対
す
る
民
衆
の
反
体
制
感
情
、
行
動
発
動
を
緩
和
、
抑
制
し
、
か
つ
祭

礼
神
幸
の
持
つ
社
会
全
般
の
カ
タ
ル
シ
ス
役
割
を
よ
り
一
層
高
め
る
も
の
で
あ
っ

た
、
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

以
上
、
本
稿
は
、「
巫
女
」
と
は
柳
田
が
提
起
し
た
二
種
の
分
類
の
「
其
の

一
」「
大
な
る
神
社
に
附
属
し
、
例
祭
の
節
は
必
ず
神
幸
の
列
に
加
わ
る
」
ミ

コ
、
す
な
わ
ち
「
神
社
ミ
コ
」
で
あ
り
、
院
政
期
に
「
巫
女
（
ミ
コ
）」
と
し
て

「
誕
生
」、
現
出
し
た
可
能
性
を
導
き
だ
し
た
。
そ
し
て
巫
女
の
存
在
は
、
祭
礼
神

幸
を
通
し
世
間
一
般
に
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
古
代
か
ら
の
巫
覡
と
相

俟
っ
て
、「
ミ
コ
」
と
し
て
柳
田
が
「
巫
女
考
」
で
論
じ
、
現
在
多
く
の
研
究
実

績
に
あ
る
豊
か
で
多
様
な
ミ
コ
文
化
を
醸
成
し
た
と
考
え
る
。

　

本
稿
の
内
容
に
は
今
後
の
検
証
が
待
た
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
ミ
コ
研
究
や

女
性
史
に
お
い
て
は
、
呪
術
的
能
力
を
有
し
た
女
性
全
般
を
「
巫
女
」
と
す
る
捉

え
方
や
表
現
に
は
修
正
を
要
す
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
「
神
社
ミ
コ
」
を
「
巫

女
」
と
し
、
そ
の
他
の
「
ミ
コ
」
と
の
相
違
を
理
解
し
表
現
す
る
こ
と
が
、
今
後

の
ミ
コ
研
究
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

　

本
稿
は
「「
巫
女
」
と
は
何
か
」
を
問
う
端
緒
で
あ
り
、
巫
女
の
現
出
や
出
自

に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
巫
女
と
民
間
巫
覡
（
ミ
コ
）
と
の
関
係
な
ど
、
さ
ら
に

幅
広
い
意
見
交
換
、
議
論
、
検
証
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
諸
先
輩

方
か
ら
の
御
批
判
、
御
教
示
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）	『
郷
土
研
究
』
は
大
正
二
年
三
月
に
柳
田
國
男
等
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
雑
誌

で
、「
巫
女
考
」
は
一
巻
一
号
よ
り
十
二
号
ま
で
、
川
村
香
樹
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

連
載
さ
れ
た
。

（
2
）	

溝
口
睦
子
は
「「
巫
女
」
の
語
は
、
現
在
き
わ
め
て
頻
繁
に
意
味
が
曖
昧
な
ま
ま

安
易
に
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
。」

（『
王
権
神
話
の
二
元
構
造

─
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
二
四
頁
）
と
述
べ
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
）	

小
平
美
香
『
女
性
神
職
の
近
代
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
）
六
～
七
頁
。

（
4
）	『
中
右
記
』
は
藤
原
宗
忠
の
日
記
で
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
～
保
延
四
年
（
一

一
三
八
）
の
記
録
が
あ
る
。
本
稿
引
用
は
『
増
補
史
料
大
成　

中
右
記　

第
九
巻

～
十
五
巻
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
二
年
）
を
出
典
と
す
る

（
5
）	

脇
田
晴
子
『
中
世
京
都
と
祇
園
祭　

疫
神
と
都
市
の
生
活
』（
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
一
六
年
）、
福
原
敏
夫
『
祭
礼
文
化
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
会
、
一
九
九

五
年
参
照
）
な
ど
参
照
。

（
6
）	

五
味
文
彦
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
三
五
六
頁
。

（
7
）	
脇
田
晴
子
（
注
5
）
前
掲
書
、
四
三
頁
。

（
8
）	
戸
田
芳
実
『
初
期
中
世
社
会
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）

二
二
九
頁
。

（
9
）	

五
味
文
彦
（
注
6
）
前
掲
書
、
三
六
〇
頁
。

（
10
）	『
京
都
市
の
歴
史
2　

中
世
の
明
暗
』
所
収
、
第
一
章
第
二
節
「
院
政
と
院
庁
」。
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（
11
）	

祇
園
社
関
連
史
料
は
翻
刻
史
料
と
し
て
多
数
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
『
増
補
續

史
料
大
成　

八
坂
神
社
記
録
一
～
四
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
一
年
）
を
出
典
と

す
る
。

（
12
）	

前
掲
（
注
11
）『
八
坂
神
社
記
録
三
』「
祇
園
社
記
第
一
」。

（
13
）	

脇
田
晴
子
（
注
5
）
前
掲
書
、
一
一
七
頁
。

（
14
）	

西
口
順
子
『
女
の
力
』（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）、
一
〇
六
頁
。

（
15
）	

中
本
真
人
『
宮
廷
御
神
楽
芸
能
史
』（
新
典
社
、
二
〇
一
三
年
）。

（
16
）	

美
川
圭
「
法
勝
寺
の
建
立
」（『
白
河
法
皇　

中
世
を
ひ
ら
い
た
帝
王
』
日
本
放
送

出
版
協
会
、
二
〇
〇
三
年
）
二
〇
四
～
二
〇
七
頁
。

（
17
）	

前
掲
（
注
12
）
同
、「
白
河
院
」。

（
18
）	

前
掲
（
注
11
）『
八
坂
神
社
記
録
一
』「
社
家
記
録
三
」。

（
19
）	

前
掲
（
注
11
）『
八
坂
神
社
記
録
三
』「
祇
園
社
記　

第
九
」。

（
20
）	

脇
田
晴
子
（
注
5
）
前
掲
書
、
一
四
五
～
一
四
六
頁
。

（
21
）	

本
稿
の
引
用
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録　

殿
暦
一
～
五
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
を
出
典
と
す
る
。

（
22
）	

美
川
圭
「
忠
実
の
罷
免
」（
注
16
）
前
掲
書
、
七
三
～
七
四
頁
。

（
23
）	

永
島
福
太
郎
他
著
『
祈
り
の
舞　

春
日
若
宮
お
ん
祭
』（
東
方
出
版
、
一
九
九
一

年
）
二
八
頁
。

（
24
）	

五
味
文
彦
（
注
6
）
前
掲
書
、
三
五
七
頁
。

（
25
）	

本
稿
で
は
『
神
道
大
系　

神
社
編　

春
日
』（
永
島
福
太
郎
校
注
、
神
道
大
系
編

纂
会
、
一
九
八
五
年
）
所
収
の
『
若
宮
祭
禮
記
』
を
出
典
と
す
る
。

（
26
）	

安
田
次
郎
『
中
世
の
興
福
寺
と
大
和
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
第
一
章

第
一
節
お
ん
祭
り
の
創
始
。

（
27
）	

永
島
福
太
郎
「
春
日
若
宮
お
ん
祭
の
歴
史
」（
注
23
）
前
掲
書
。

（
28
）	

岩
田
勝
「
春
日
社
に
お
け
る
神
楽
祭
祀
と
そ
の
組
織
」（『
民
俗
芸
能
研
究
』
第
一

三
号
、
一
九
九
一
年
）、
松
尾
恒
一
「
中
世
、
春
日
社
神
人
の
芸
能
」（
橋
本
政

宣
・
山
本
信
吉
編
『
神
主
と
神
人
の
社
会
史
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）、

松
村
和
歌
子
「
宗
教
者
と
し
て
の
中
世
の
春
日
巫
女
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告　

第
一
四
二
集
』、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

（
29
）	

岩
田
勝
（
注
28
）
論
文
。

（
30
）	

松
尾
恒
一
（
注
28
）
論
文
、
九
七
頁
。

（
31
）	

本
田
安
次
『
本
田
安
次
著
作
集　

第
一
巻　

神
楽
1
』（
錦
正
社
、
一
九
九
三

年
）
三
一
頁
。

（
32
）	

加
瀬
直
哉
『
古
代
の
神
社
と
神
職　

神
を
ま
つ
る
人
び
と
』（
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
一
八
年
）
二
〇
一
頁
。

（
33
）	「
中
臣
祐
賢
春
日
御
社
縁
起
注
進
文
」（
注
25
）『
神
道
大
系　

神
社
編　

春
日
』

所
収
。

（
34
）	「
濫
觴
記
」（
注
25
）
同
前
書
所
収
。

（
35
）	

松
村
和
歌
子
「
春
日
社
社
伝
神
楽
の
実
像
」『
奈
良
学
研
究
』
第
三
号
（
手
塚
山

大
学
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
36
）	

本
田
安
次
（
注
31
）
前
掲
書
、
二
六
七
頁
。

（
37
）	「
中
臣
祐
重
記
」『
増
補
續
史
料
大
成　

春
日
社
記
録
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
三

年
）。（

ほ
り
お
か　

き
み
こ　

文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
）

（
指
導
教
員
：
八
木　

透　

教
授
）

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
七
日
受
理
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は
じ
め
に

　

民
俗
学
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す
る
と
、
必
然
的
に
い
ま
生
き
て
い
る

人
々
と
出
会
う
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
ら
れ
た
出
会
い
、
発
見
を
、
既
存
の

研
究
と
は
ま
た
違
っ
た
自
身
の
視
点
か
ら
分
析
を
行
い
、
研
究
成
果
と
し
て
記
述

し
て
い
く
。
こ
う
し
た
い
ま
を
生
き
て
い
る
人
々
へ
の
ま
な
ざ
し
は
民
俗
学
に
お

い
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
研
究
で
は
「
現
在
」
と
「
過
去
」
の
事
例
を
参
照
し

な
が
ら
、
そ
こ
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
。
分
析
す
る
と
き
、
記
述

す
る
と
き
、
ど
ち
ら
を
起
点
に
す
る
の
か
。「
現
在
」
と
向
き
合
う
こ
と
、
こ
れ

は
い
ま
を
生
き
る
人
々
と
民
俗
を
記
述
す
る
た
め
に
必
要
な
視
点
で
あ
る
。
し
か

し
「
現
在
」
の
み
で
は
「
現
在
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。「
現
在
」

と
「
過
去
」
の
両
方
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
方
法
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
研
究
で
は
「
現
在
」
と
向
き
合
い
、
い
ま
を
生
き
る
人
々
と
民
俗
を
記

述
す
る
こ
と
が
民
俗
学
に
必
要
な
視
点
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
「
過
去
」
を
起
点
と
し
、「
現
在
」
ま
で
の
変
化
を
分
析
す

る
方
法
を
用
い
て
き
た
。
し
か
し
前
提
と
な
る
「
過
去
」
を
設
定
し
「
現

在
」
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
現
在
」
を
固
定
化
し
て
理
解
し
て
し
ま
う
危

険
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
近
年
の
民
俗
学
研
究
の
成
果
か
ら

「
照
合
」
と
い
う
方
法
を
用
い
た
。
こ
れ
は
「
現
在
」
を
起
点
と
し
て
「
過

去
」
に
さ
か
の
ぼ
り
、
い
ま
を
生
き
て
い
る
人
々
が
持
つ
「
現
在
」
と
「
過

去
」
と
の
つ
な
が
り
を
発
見
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

本
論
文
で
は
東
京
都
青
ヶ
島
の
巫
俗
に
関
わ
る
人
々
の
語
り
を
分
析
し
、

人
々
が
い
か
に
「
現
在
」
と
「
過
去
」
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
分
析
を
通
し
て
、
巫
俗

の
時
代
変
化
に
よ
る
衰
退
と
い
う
結
論
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
巫
俗
に
関
わ
る

人
々
の
「
現
在
」
を
支
え
る
も
の
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

青
ヶ
島
、
巫
俗
、
現
在
、
照
合
、
語
り

青
ヶ
島
の
巫
俗
と
「
現
在
」

─
人
々
の
語
り
を
中
心
に

─

宮

澤

早

紀

論
　
文〔

抄
　
録
〕
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こ
れ
ま
で
本
研
究
で
は
、
変
化
が
開
始
し
た
と
想
定
さ
れ
る
段
階
よ
り
以
前
か

ら
現
在
ま
で
の
変
化
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
過
去
」
と
「
現
在
」
の
つ
な
が
り

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
て
き
た
。
し
か
し
、「
過
去
」
を
起
点
と
す
る
こ

と
で
、「
現
在
」
が
「
過
去
」
が
変
わ
っ
た
姿
で
あ
り
、「
過
去
」
と
い
う
前
提
の

も
と
「
現
在
」
を
分
析
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
い

ま
を
生
き
て
い
る
人
々
が
持
っ
て
い
る
「
現
在
」
と
「
過
去
」
と
の
つ
な
が
り
を

分
析
す
る
方
法
と
し
て
、「
過
去
」
か
ら
「
現
在
」
の
変
化
を
た
ど
る
の
で
は
な

く
、「
現
在
」
を
起
点
と
し
て
「
過
去
」
に
さ
か
の
ぼ
る
方
法
を
用
い
て
い
る

（
（
（

。

こ
の
方
法
を
用
い
て
人
々
が
い
か
に
「
現
在
」
と
「
過
去
」
の
つ
な
が
り
に
よ
っ

て
生
き
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

本
研
究
で
は
、
東
京
都
青
ヶ
島
の
巫
俗
と
担
い
手
と
さ
れ
る
女
性
の
巫
者
で
あ

る
ミ
コ
、
男
性
の
宗
教
者
で
あ
る
シ
ャ
ニ
ン
が
、
地
域
社
会
で
果
た
し
て
き
た
役

割
を
分
析
し
て
き
た
（
宮
澤 

二
〇
一
九
）。
変
化
を
み
る
こ
と
で
、
一
九
五
〇
年

代
後
半
か
ら
青
ヶ
島
が
徐
々
に
近
代
化
し
、
生
活
が
安
定
す
る
と
巫
俗
の
担
い
手

の
役
割
が
希
薄
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
で
ミ
コ

や
シ
ャ
ニ
ン
を
は
じ
め
、
巫
俗
に
関
わ
っ
て
き
た
人
々
が
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を

も
っ
て
そ
の
時
代
を
生
き
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
青
ヶ
島
が

急
激
に
変
わ
り
ゆ
く
な
か
で
、
そ
こ
で
生
き
て
い
る
人
々
が
た
だ
変
化
の
波
に
飲

み
込
ま
れ
、
巫
俗
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
行
事
が
消
滅
し
て
い

く
の
で
は
な
い
。
人
々
は
い
ま
の
自
身
が
必
要
と
し
て
い
る
「
現
在
」
と
「
過

去
」
の
つ
な
が
り
に
支
え
ら
れ
生
き
て
い
る
。
本
論
文
で
は
以
上
を
踏
ま
え
、

青
ヶ
島
で
巫
俗
に
関
わ
る
人
々
を
対
象
に
、
い
ま
を
支
え
る
「
現
在
」
と
「
過

去
」
の
つ
な
が
り
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
語
り
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す

る
。

第
一
章　

問
題
の
所
在
と
研
究
目
的

一　

方
法
論
の
検
討

　

本
研
究
の
対
象
地
域
で
あ
る
青
ヶ
島
は
離
島
で
あ
り
、
交
通
手
段
が
不
便
で
あ

る
こ
と
か
ら
長
く
隔
絶
し
た
状
況
に
置
か
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
状
況
で
巫
俗
が

生
活
に
深
く
関
与
し
て
お
り
、
地
域
社
会
の
民
俗
事
象
を
広
く
把
握
し
、
そ
の
相

互
連
関
か
ら
生
活
を
総
体
的
に
理
解
す
る
民
俗
誌
を
作
成
す
る
方
法
を
用
い
て
き

た
。

　

ま
た
「
歴
史
性
」
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
研
究
対
象
の
変
化
を
分
析
し
て
き

た
。
民
俗
学
に
お
い
て
研
究
対
象
の
背
景
に
あ
る
「
歴
史
性
」
を
重
視
す
る
視
点

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
民
俗
学
は
そ
の
研
究
に
お
け
る

大
切
な
視
座
と
し
て
、
決
し
て
「
歴
史
性
」
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
民
俗
学

が
歴
史
学
と
は
異
質
な
学
問
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
そ

の
目
的
や
方
法
が
異
質
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
民
俗
学
は
、
い
か
に
現
代

社
会
を
常
に
視
野
に
入
れ
た
研
究
を
目
指
す
と
し
て
も
、
そ
の
背
後
に
あ
る
、
対

象
事
象
の
「
歴
史
性
」
を
見
据
え
る
視
座
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。（
中
略
）
な

お
、
こ
こ
で
い
う
「
歴
史
」
と
は
、
方
法
と
し
て
の
「
歴
史
」
や
、
単
に
過
去
を

意
味
す
る
「
歴
史
」
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
時
間
軸
の
中
で
「
現
代
」
に
つ
な

が
る
、
実
態
と
し
て
の
「
歴
史
」
で
あ
り
、
対
象
事
象
を
静
的
で
は
な
く
、
動
的

に
変
化
す
る
も
の
の
総
体
と
し
て
理
解
す
る
た
め
の
、「
歴
史
性
」
へ
の
ま
な
ざ

し
を
指
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
た
い
。」（
八
木 

二
〇
一
三 

三
〇
）

　

こ
こ
で
は
「
現
在
」
を
常
に
視
野
に
入
れ
る
と
し
て
も
、
研
究
対
象
の
背
景
に
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あ
る
「
歴
史
性
」
を
見
据
え
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
動
的

に
変
化
し
て
い
く
総
体
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
う
し
た
民
俗
学
に
お

い
て
「
現
在
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
「
現
在
」
に
つ
な
が
る
「
歴
史
」、
す

な
わ
ち
「
過
去
」
を
参
照
す
る
必
要
性
は
、
後
述
す
る
通
り
近
年
の
民
俗
学
研
究

に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
歴
史
性
を
重
視
し
、
地
域
社
会
の
中
で

起
き
て
い
る
変
化
を
捉
え
る
研
究
方
法
に
つ
い
て
、
民
俗
学
で
必
ず
し
も
共
有
さ

れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

二　

変
化
を
分
析
す
る
方
法

　

こ
れ
ま
で
民
俗
学
で
、「
変
化
」「
変
容
」「
変
遷
」「
変
貌

（
（
（

」
を
み
る
研
究
方
法

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
き
た
の
か
。
日
本
民
俗
学
会
刊
行
『
日
本
民

俗
学
』
の
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
・
小
特
集
を
含
め
、
タ
イ
ト
ル
に
「
変
化
」「
変

容
」「
変
遷
」「
変
貌
」
と
入
っ
て
い
る
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
は
な
い
。
こ
う

し
た
変
化
を
分
析
し
た
論
考
で
は
、
研
究
対
象
に
つ
い
て
「
変
化
が
開
始
さ
れ
た

と
想
定
さ
れ
る
段
階

（
（
（

」
か
ら
、「
現
在
」
に
向
か
っ
て
、
事
象
を
記
述
し
、「
現

在
」
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
「
過
去
」
と
比
べ
ど
の
よ
う
に
変
化
を
し
て
い
っ
た
か

を
分
析
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
研
究
者
に
よ
っ
て
「
変
化
」「
変
容
」「
変

遷
」「
変
貌
」
と
い
う
研
究
方
法
を
用
い
た
背
景
や
参
照
し
た
先
行
研
究
は
異
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
検
討
が
な
い
も
の
が
多
く
、
方
法
論
と
し
て
自
覚

的
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
「
柳
田
國
男
や
折
口
信
夫
の
民
俗
学
は
、（
中
略
）
時
代
の
変
遷
に
よ
る
民
俗
の

変
遷
を
、
地
方
ご
と
に
見
出
せ
る
伝
承
情
報
の
差
異
に
注
目
し
な
が
ら
、
日
本
各

地
の
立
体
的
な
生
活
文
化
史
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
」（
新
谷 

二
〇
一
一 

二
〇
九
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
こ
れ
ま
で
変
化
を
み
て
い
く
研
究
方
法

は
、
自
明
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
変
化
を
分
析
す
る
研
究
方
法
は
、
高
度
経
済
成
長
以
降
、
研
究
対
象
と
し

て
き
た
地
域
の
急
激
な
変
化
に
直
面
し
、
よ
り
広
く
共
有
さ
れ
る
べ
き
と
み
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
桑
（
一
九
八
三
）
は
、
高
度
経
済
成
長
以
降
、
民
俗
学

が
対
象
と
し
て
き
た
地
域
社
会
が
急
激
に
変
化
し
、
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る

と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
こ
れ
ま
で
の
民
俗
学
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
、
変
遷
を
通
し
て
の
民
俗
の
持
続
と
い
う
面
に
研
究
の
力
点
が
置
か

れ
、
今
日
、
生
起
し
て
い
る
急
激
な
民
俗
変
容
に
対
し
て
は
、
そ
の
研
究
方
法
や

体
制
が
、
十
分
整
っ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
現
代
の
民
俗
変
容
に
民
俗
学
が

対
処
し
て
い
く
た
め
に
は
、
従
来
の
民
俗
学
の
目
的
・
方
法
・
概
念
な
ど
の
基
本

問
題
の
再
検
討
と
と
も
に
、
変
化
に
力
点
を
置
い
た
民
俗
変
容
の
民
俗
学
へ
の
模

索
も
ま
た
緊
要
の
課
題
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。」（
高
桑 

一
九
八
三 

二
三
二
）

こ
の
よ
う
な
変
化
へ
の
視
点
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
る
問
題
も
あ
る
が
、
本
研

究
で
は
次
の
点
か
ら
、
は
じ
め
か
ら
変
化
と
い
う
視
点
で
分
析
す
る
と
、
捉
え
ら

れ
な
い
問
題
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
研
究
対
象
に
つ
い
て
「
過
去
」
を
起

点
と
し
て
、
変
化
が
開
始
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
段
階
よ
り
前
の
時
期
か
ら
「
現

在
」
ま
で
の
変
化
を
分
析
す
る
と
、「
現
在
」
の
研
究
対
象
に
み
ら
れ
る
現
象

が
、
前
提
と
な
る
「
過
去
」
が
変
化
し
た
も
の
、
と
捉
え
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ

る
。
次
に
研
究
対
象
と
な
る
事
象
に
つ
い
て
、
研
究
対
象
の
「
現
在
」
を
「
過

去
」
と
同
じ
事
象
で
分
析
す
る
こ
と
で
、「
現
在
」
を
固
定
化
し
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
る
（
図
1
）（

（
（

。

　

以
上
の
問
題
点
か
ら
は
じ
め
か
ら
変
化
と
い
う
視
点
で
分
析
す
る
と
捉
え
き
れ
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な
い
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

繰
り
返
す
が
「
現
在
」
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
「
過
去
」
を
参
照
す
る
必
要
が
あ

る
。
い
か
に
「
現
在
」
と
向
き
合
い
な
が
ら

「
現
在
」
が
形
成
さ
れ
る
背
景
、「
歴
史
性
」

を
見
据
え
、「
現
在
」
と
「
過
去
」
の
つ
な

が
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。

三　

�「
現
在
」
か
ら
「
過
去
」
を
遡

及
す
る
方
法

　

以
上
の
問
題
点
に
対
し
て
、
近
年
の
民
俗

学
で
は
次
の
よ
う
な
研
究
方
法
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。「「
現
在
」
を
読
み
解
く
た

め
に
「
過
去
」
を
使
う
。
こ
れ
こ
そ
民
俗
学
の
方
法
に
他
な
ら
な
い
。（
中
略
）

た
だ
し
、「
現
在
」
の
解
明
を
目
的
に
す
る
と
い
っ
て
も
、「
現
在
」
を
「
現
在
」

だ
け
で
解
明
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。「
過
去
」
を
用
い
て
「
現
在
」
を

研
究
す
る
の
で
あ
る
。」（
島
村 

二
〇
一
二 

一
八
三
）「「
現
在
」
と
い
う
歴
史
の

表
面
か
ら
、
地
層
を
一
枚
ず
つ
は
が
す
よ
う
に
し
て
過
去
に
遡
っ
て
い
く
。
そ
う

や
っ
て
「
過
去
」
か
ら
「
現
在
」
が
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
て
き
た
の
か
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。」（
島
村 

二
〇
一
二 

一
八
三
）
こ
の
方
法
を
踏
ま

え
、
島
村
は
「
民
俗
学
と
は
、
人
々
の
日
々
の
生
活
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
の
か
を
、
過
去
の
状
況
と
照
合
し
な
が
ら
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
研
究
す
る
学
問
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」（
島
村 

二
〇

一
二 

一
八
三
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

島
村
の
指
摘
は
、「
現
在
」
と
「
過
去
」
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
研
究

方
法
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
り
、「
照
合
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
本
研
究
で
用
い
て
き
た
フ
ィ
ー
ル
ド
の
民
俗
事
象
を
広
く
把
握
し
生

活
の
総
体
を
理
解
す
る
、「
歴
史
性
」
を
重
視
す
る
方
法
は
民
俗
学
研
究
に
と
っ

て
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
い
か
に
「
現
在
」
と
「
過
去
」
の
両
方
を
参
照
す
る
の

か
、
そ
の
方
法
が
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
先
行
研
究
を
整
理
す
る
と
、「
現

在
」
を
起
点
と
し
て
「
過
去
」
を
さ
か
の
ぼ
る
「
照
合
」
と
い
う
方
法
に
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
意
識
的
に
「
照
合
」
を
用
い
た
分
析
は

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。「
現
在
」
を
起
点
と
し
、「
過
去
」
に
向
か
っ
て
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
は
、「
過
去
」
を
起
点
と
し
、「
現
在
」
に
至
る
変
化
を
た
ど
る
方

法
と
ど
う
違
う
の
か
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
論
文
で
は
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
青
ヶ
島
の
事
例
を
分
析
し
、「
現
在
」
と

「
過
去
」
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
な
お
分
析
に
用
い
た

事
例
は
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
、
二
〇
一

六
（
平
成
二
八
）
年
に
、
筆
者
が
青
ヶ
島
で
行
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
た

も
の
で
あ
る
。

第
二
章　

青
ヶ
島
の
巫
俗
と
概
況

一　

フ
ィ
ー
ル
ド
概
要

　

青
ヶ
島
は
、
東
京
か
ら
約
三
八
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
伊
豆
諸
島
最
南

端
の
島
で
あ
る
。
島
の
面
積
は
五
・
八
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
周
囲
は
黒
潮

図 1　変化のイメージ
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一
四
九

の
激
流
に
阻
ま
れ
て
い
る
。
島
は
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
町
村
制
が
施
行

さ
れ
東
京
都
青
ヶ
島
村
に
な
っ
た
。
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
時
点
で
、
一
〇

二
世
帯
、
人
口
一
五
八
人
（
男
性
九
三
人
、
女
性
六
五
人
）
で
あ
る
。

　

青
ヶ
島
は
島
外
へ
の
移
動
が
困
難
な
地
域
で
あ
る
。
現
在
も
本
土
か
ら
青
ヶ
島

へ
直
通
の
交
通
手
段
は
な
く
、
一
度
八
丈
島
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
る
。
八
丈
島

か
ら
青
ヶ
島
へ
は
、
村
営
連
絡
船
が
運
航
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）

年
時
点
で
は
、
約
四
四
九
ト
ン
の
あ
お
が
し
ま
丸
が
運
行
し
て
い
る
。
東
京
で
の

積
荷
下
ろ
し
作
業
の
た
め
、
毎
週
木
曜
、
月
二
回
水
曜
が
運
休
で
あ
り
、
日
曜
も

予
備
日
と
し
て
運
休
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
伊
豆
諸
島
間
に
運
行
し
て

い
る
東
方
航
空
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
東
京
愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル
」
が
あ
り
、
一
日

一
回
、
青
ヶ
島
、
八
丈
島
、
御
蔵
島
、
三
宅
島
、
利
島
、
大
島
の
間
を
結
ん
で
い

る
。

二　

巫
俗
の
概
要

　

青
ヶ
島
で
は
ミ
コ
と
シ
ャ
ニ
ン
ら
が
、
超
自
然
的
な
存
在
と
交
流
す
る
こ
と
で

様
々
な
祈
願
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
（
神
様
拝
み
）
と
呼
ば
れ
、

病
気
や
不
幸
が
あ
っ
た
時
、
不
漁
の
時
な
ど
に
行
わ
れ
た
。
本
論
文
で
は
ミ
コ
に

つ
い
て
「
超
自
然
的
存
在
（
神
、
精
霊
、
死
霊
な
ど
）
と
直
接
接
触
・
交
流
し
、

こ
の
過
程
で
予
言
、
託
宣
、
卜
占
、
治
病
行
為
な
ど
の
役
割
を
は
た
す
」
人
物
と

し
て
い
る
（
村
上 

二
〇
一
七 

二
〇

（
（
（

）。
こ
れ
に
対
し
、
ミ
コ
と
共
に
活
動
し
て

き
た
シ
ャ
ニ
ン
な
ど
と
呼
ば
れ
る
男
性
の
宗
教
者
は
そ
の
性
質
や
役
割
は
ミ
コ
と

は
異
な
る
。
そ
こ
で
、
現
地
で
呼
ば
れ
て
い
る
名
称
の
ま
ま
記
述
す
る
。

　

ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
は
、
普
段
は
家
の
仕
事
に
従
事
し
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
際
に

集
ま
っ
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
で
は
、
シ
ャ
ニ
ン
が

祭
文
や
経
文
を
唱
え
て
太
鼓
を
叩
き
、
ミ
コ
が
そ
れ
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
神
が
か

り
を
し
て
託
宣
を
行
う
。
ミ
コ
と
シ
ャ
ニ
ン
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
で
は
カ
ミ
サ
マ

オ
ガ
ミ
は
成
立
せ
ず
（
蒲
生
他 

一
九
七
五 

三
四
三
）、
こ
の
点
が
青
ヶ
島
の
巫

俗
の
特
徴
で
あ
る
。

　

ミ
コ
に
な
る
女
性
は
、
あ
る
日
、
精
神
的
に
異
常
な
状
態
に
な
る
。
五
〇
、
六

〇
歳
の
高
齢
で
閉
経
し
た
女
性
が
多
い
。
こ
れ
を
先
輩
ミ
コ
が
み
て
ミ
コ
ケ
が
あ

る
と
判
断
す
る
と
、
カ
ミ
ソ
ー
デ
と
い
う
入
巫
儀
礼
を
受
け
る
。
カ
ミ
ソ
ー
デ
で

は
、
ミ
コ
ケ
の
あ
る
女
性
を
中
心
に
座
ら
せ
、
先
輩
の
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
が
祭
文

類
を
唱
え
て
そ
の
周
り
で
踊
る
。
ミ
コ
ケ
の
あ
る
女
性
が
あ
く
び
を
し
、
立
ち
あ

が
っ
て
踊
り
の
輪
に
入
っ
て
い
く
と
、
オ
ボ
シ
ナ
サ
マ
（
産
土
神
）
と
呼
ば
れ
る

守
護
神
が
憑
い
た
と
い
わ
れ
、
正
式
な
ミ
コ
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

　

ミ
コ
に
対
し
て
、
シ
ャ
ニ
ン
に
つ
い
て
蒲
生
ら
は
シ
ャ
ニ
ン
と
呼
ば
れ
る
中
に

カ
ン
ヌ
シ
（
神
主
）・
ウ
ラ
ベ
（
卜
部
）・
ハ
カ
セ
（
博
士
）・
シ
ャ
ニ
ン
（
舎

人
）
と
役
割
の
違
い
が
あ
る
点
を
指
摘
し
、
元
は
そ
れ
ぞ
れ
家
系
が
決
ま
っ
て
お

り
、
世
襲
で
継
い
で
い
た
が
、
調
査
時
は
世
襲
し
て
い
た
家
系
が
途
絶
え
、
他
の

家
系
が
兼
任
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
蒲
生
他 

一
九
七
五
）。
シ
ャ

ニ
ン
は
カ
ミ
ソ
ー
デ
を
必
要
と
し
な
い
が
、
近
年
は
シ
ャ
ニ
ン
も
カ
ミ
ソ
ー
デ
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
特
徴
は
異
な
る
も
の
の
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ

ン
は
各
自
オ
ボ
シ
ナ
サ
マ
と
呼
ば
れ
る
守
護
神
を
持
っ
て
い
る
。
オ
ボ
シ
ナ
サ
マ

は
イ
シ
バ
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
イ
シ
バ
は
自
然
石
や
玉
石
、
石

宮
を
ご
神
体
と
し
て
祀
っ
た
聖
地
で
あ
り
、
神
社
や
個
人
の
屋
敷
や
道
端
に
点
在

し
て
い
る
。



青
ヶ
島
の
巫
俗
と
「
現
在
」（
宮
澤
早
紀
）

一
五
〇

三　

青
ヶ
島
の
巫
俗
に
関
す
る
先
行
研
究

　

こ
う
し
た
青
ヶ
島
の
巫
俗
に
つ
い
て
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
研
究
対
象
と
さ
れ

て
き
た
。
ま
ず
蒲
生
正
男
・
坪
井
洋
文
・
村
武
精
一
に
よ
っ
て
青
ヶ
島
と
隣
島
の

八
丈
島
に
存
在
す
る
ミ
コ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
の
生
活
に
関
与
し
て
き
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
（
蒲
生
他 

一
九
七
五
）、
次
第
に
研
究
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い

く
（
酒
井 

一
九
八
九
）。
以
後
、
ミ
コ
や
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
中
心
と
す
る
分
析

（
谷
口 

一
九
八
七
）
が
行
わ
れ
た
。
最
新
の
研
究
で
は
青
ヶ
島
と
隣
の
八
丈
島
の

巫
俗
を
比
較
分
析
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
（
土
屋
・
堀
口 

二
〇
一
一
）。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
宗
教
現
象
と
そ
の
変
化
へ
の
注
目
が
中
心
で
、
巫
俗
に

関
わ
る
人
々
の
認
識
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
土
屋
に
よ
っ
て
、

ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
の
語
り
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
分
析
は
行
わ
れ
て
い

な
い
（
土
屋　

二
〇
一
二
）。
ま
た
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
巫
俗
と
生
活
の
変

化
を
分
析
し
て
き
た
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
出
会
う
い
ま
を
生
き
て
い
る
人
々
が
、

ど
の
よ
う
な
認
識
で
巫
俗
と
関
わ
っ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

「
現
在
」
と
「
過
去
」
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
し
、
い
ま
を
生
き
て
い
る
人
々

と
向
き
合
う
こ
と
は
、
民
俗
学
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま

え
、
本
論
文
で
は
、
青
ヶ
島
で
巫
俗
に
関
わ
る
人
々
の
語
り
を
対
象
と
し
、「
現

在
」
を
起
点
と
し
て
そ
の
背
景
に
あ
る
「
過
去
」
と
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
す

る
。
そ
こ
で
は
い
ま
を
生
き
て
い
る
人
々
が
、
い
か
な
る
「
過
去
」
を
持
ち
、
そ

れ
が
「
現
在
」
を
支
え
て
い
る
の
か
。
人
々
の
抱
え
る
思
い
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。

第
三
章　

巫
俗
の
現
状
と
巫
俗
に
関
わ
る
人
々

一　

巫
俗
の
現
状

　

青
ヶ
島
の
巫
俗
の
現
状
を
み
る
と
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
以
降
、
ミ
コ

と
シ
ャ
ニ
ン
が
そ
ろ
っ
て
の
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
年
に
一

回
、
シ
ャ
ニ
ン
の
み
で
祭
文
を
唱
え
、
神
前
に
御
幣
を
供
え
て
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ

を
行
っ
て
い
る
。
ミ
コ
と
シ
ャ
ニ
ン
に
は
後
継
者
が
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
が
行
わ
れ
て
き
た
神
社
や
イ
シ
バ
は
、
年
に
一
回
役
場
の

職
員
が
草
刈
り
を
す
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
確
認
し
た
限
り
で
は
、
御
幣
や

供
物
が
頻
繁
に
供
え
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
、
生
業
に
か
か
わ
る
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
漁

業
に
ま
つ
わ
る
祈
願
を
行
う
二
月
三
日
海
の
口
開
け
・
九
月
一
三
日
口
閉
め
、
航

海
安
全
祈
願
の
フ
ナ
オ
ロ
シ
、
建
設
業
従
事
者
の
安
全
祈
願
の
祈
祷
が
そ
う
で
あ

る
。
し
か
し
二
〇
一
三
年
時
点
で
は
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
が
そ
ろ
わ
な
く
な
り
、

現
在
は
九
月
一
八
日
の
天
神
様
の
祭
り
で
、
す
べ
て
の
神
社
・
イ
シ
バ
を
祀
っ
て

い
る
。
以
上
が
巫
俗
の
現
状
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
で
二
〇
〇
〇
年
代
以
前
の
様

子
を
確
認
す
る
と
、
住
民
の
生
活
に
広
く
巫
俗
が
関
与
し
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
漁
獲
に
赴
く
時
、
悪
夢
に
襲
わ
れ
た
時
、
他
人
の
不
吉
な
夢
を
見
た

時
、
近
親
者
が
疾
病
を
患
っ
た
時
、
本
人
が
罹
病
し
た
時
、
不
吉
な
も
の
を
見
た

時
、
遠
方
に
旅
行
を
す
る
時
（
酒
井 

一
九
八
九 

二
七
九
）
な
ど
で
あ
る
。
一
九

五
〇
年
代
頃
、
一
年
間
に
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
が
関
与
す
る
行
事
を
み
る
と
（
表

1
）（

（
（

、
日
時
が
決
ま
っ
て
い
る
定
期
的
な
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
は
多
い
時
で
月
に
数

回
、
少
な
く
と
も
数
か
月
に
一
回
は
行
わ
れ
て
い
る
。
元
旦
の
ト
シ
の
祭
り
を
は
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一
五
一

じ
め
、
個
人
の
オ
ボ
シ
ナ
サ
マ
を
祀
る
フ
イ
ゴ
祭
り
、

生
業
に
関
わ
る
漁
始
め
と
漁
終
わ
り
の
海
の
口
開
け
・

口
閉
め
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
一
一
月
二

五
日
の
ト
リ
の
祭
り
は
、
住
民
が
全
員
参
集
す
る
一
番

大
き
な
行
事
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
住
民
の
個
人
的
な
依
頼
や
必
要
に

応
じ
て
行
わ
れ
る
不
定
期
的
な
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
も
多

く
存
在
し
た
。
な
か
で
も
病
気
を
治
す
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ

ミ
は
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
あ

る
。
島
の
医
療
環
境
を
み
る
と
、
一
九
五
九
（
昭
和
三

四
）
年
に
青
ヶ
島
診
療
所
が
開
設
さ
れ
た
も
の
の
、
数

年
間
は
赴
任
し
て
く
る
医
師
が
い
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。
当
時
、
医
療
活
動
は
年
に
一
、
二
回
来
島
す
る
診

療
班
で
あ
り
、
あ
と
は
月
一
回
の
定
期
船
で
出
島
し
て

八
丈
島
や
本
土
の
病
院
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
で
、
住
民
は
身
体
の
不
調
が
あ
る

と
何
ら
か
の
解
決
策
を
求
め
て
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
の
も

と
へ
訪
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
に
島
へ
訪
れ
た
研
究
者
は
、
当
時
の

状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
現
在
、

青
ヶ
島
に
は
ミ
コ
（
巫
女
）
一
四
名
、
シ
ャ
ニ
ン
（
舎

人
）
が
七
名
ほ
ど
い
る
。
神
官
、
僧
侶
、
医
師
な
ど
の

職
業
化
し
た
専
門
家
の
存
在
し
な
い
島
で
は
、
巫
女
、

表 1　1950年代　ミコやシャニンが関与する行事

名称 日時
（旧暦） 場所 内容 備考（ミコやシャニン以外

の参加者等）

トシの祭り 1 月 1 日 個人宅 新年の祝い ハカセが中心・住民が依頼

富士山詣り 1 月 3 日 池之沢の富士山 富士山に参る

トシトリ（海の口開
け） 2 月 3 日 渡海神社 漁始めの祈願

占焼き 2 月 3 日 天候占い

潮祭り（海の口開け） 2 月15日 金比羅神社 漁始めの祈願

鳥居起こし 3 月 3 日 各神社

サンヤサマ 5 月23日 神社 月を拝む

金比羅様の祭り（海
の口おさめ） 9 月13日 金比羅神社 新神様（悪行をして亡く

なった人の霊）を祀る

フイゴ祭り 11月 8 日 個人宅 オボシナサマを祀る 金山様を祀る家が参加

トリの祭り 11月25日 大里神社 島の無事安泰

デイラホンの祭り

オトリサマの祭り

エンダンの祭り

フナ祭り 漁の時期 海岸 海の平穏と豊漁祈願 船主が依頼

造船時のカミサマオ
ガミ 不定期 海岸 新しい船にフナダマサマを

祀る ハカセが中心・船主が依頼

ホンゾンオガミ 不漁の時 海岸 水死人の供養 ウラベがミコやシャニンと
数珠繰り

カミソーデ 不定期 神社や個人宅 ミコケの治療・ミコの入巫
儀礼 ミコケのある女性が参加

個人依頼のカミサマ
オガミ 不定期 神社や個人宅 病気や不幸を祓う



青
ヶ
島
の
巫
俗
と
「
現
在
」（
宮
澤
早
紀
）

一
五
二

舎
人
が
す
べ
て
を
司
り
、
青
ヶ
島
文
化
の
一
面
を
彩
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い

な
い
。」（
蒲
生
他 

一
九
七
五 

三
四
一
）
こ
の
よ
う
に
一
九
五
〇
年
代
頃
、
ミ
コ

や
シ
ャ
ニ
ン
は
住
民
が
無
事
に
生
活
し
て
い
く
た
め
の
諸
問
題
に
対
処
す
る
役
割

を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

さ
て
現
在
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
が
行
わ
れ
て
き
た
神
社
は
島
の
観
光
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
存

在
は
ど
こ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
住
民
も
、
青
ヶ
島
出
身
で
は
な
い
島
外
世

帯
が
人
口
の
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
（
鈴
木 

一
九
九
八 

三
十
七
）、
東
京
か

ら
仕
事
の
関
係
で
移
住
し
て
き
た
人
や
そ
の
家
族
が
生
活
し
て
い
る
。
当
然
、
島

の
巫
俗
を
知
ら
な
い
住
民
も
増
え
て
い
る
。
い
ま
、
青
ヶ
島
の
巫
俗
に
関
わ
る

人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
認
識
で
現
状
を
捉
え
て
い
る
の
か
。

二　

巫
俗
に
関
わ
る
人
々
の
語
り
①

　

こ
こ
か
ら
現
在
も
巫
俗
に
関
わ
る
、
担
い
手
や
依
頼
者
を
含
む
人
々
の
語
り
を

分
析
す
る
。

【
Ｋ
さ
ん
の
語
り
】
話
し
手
は
Ｋ
さ
ん
。
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
生
ま
れ
の

女
性
。
一
九
八
〇
（
昭
和
五
六
）
年
に
島
を
出
て
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
に

青
ヶ
島
へ
帰
っ
て
き
た
。
結
婚
後
、
島
を
出
る
ま
で
に
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
手

伝
っ
た
。

「
昔
、
青
ヶ
島
は
人
口
も
多
く
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
も
多
か
っ
た
。
み
ん
な
競
っ

て
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
気
が
す
る
。
そ
れ
は
人
が
多
く
、
働

き
口
が
少
な
い
の
で
、
み
ん
な
よ
り
特
別
扱
い
を
受
け
る
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
な

れ
ば
、
お
供
え
物
で
食
料
を
多
く
も
ら
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
て
希
望

者
か
ら
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
た
ち
が
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
抜
し
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
は
地
域
の
人
が
困
っ
た
と
き
の
相
談
相
手
だ
っ
た
。
例
え

ば
、
人
が
行
方
不
明
に
な
り
、
そ
れ
を
神
社
に
行
く
よ
り
ミ
コ
に
相
談
し
た
ほ
う

が
、
相
談
相
手
が
い
る
ほ
う
が
安
心
す
る
。
昔
は
病
院
も
な
か
っ
た
か
ら
、
ミ
コ

さ
ん
に
相
談
し
て
、
治
っ
た
ら
そ
の
人
を
信
じ
る
よ
う
に
な
る
。

　

食
料
も
な
く
貧
し
い
時
代
に
、
他
の
人
よ
り
少
し
上
の
地
位
で
、
特
別
な
存
在

で
あ
る
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
な
り
、
お
祭
り
を
し
て
「
が
ん
ば
ろ
う
」
と
い
う
気

持
ち
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
神
様
を
拝
む
こ
と
に
の
め
り
込
む
人
は
、
他
の
人

よ
り
歌
が
す
ご
く
上
手
だ
っ
た
り
と
何
か
秀
で
た
人
。
昔
、
ミ
コ
・
シ
ャ
ニ
ン
を

し
て
い
た
人
も
伝
統
的
な
歌
や
踊
り
が
上
手
だ
っ
た
。」

　

こ
の
Ｋ
さ
ん
の
語
り
か
ら
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
関
す
る
認
識
が
う
か
が
え

る
。
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
は
、
住
民
の
相
談
相
手
で
あ
っ
た
。
経
済
的
な
要
因
で
ミ

コ
や
シ
ャ
ニ
ン
を
希
望
す
る
人
が
い
た
が
、
ふ
さ
わ
し
い
人
が
選
抜
さ
れ
る
。
つ

ま
り
、
た
だ
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
を
希
望
し
て
も
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
な
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
し
て
、
後
の
語
り
に
も
出
て
く
る
が
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
を
含
む

カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
の
め
り
こ
む
人
は
「
何
か
秀
で
た
人
」
で
あ
る
。

　

Ｋ
さ
ん
の
嫁
い
だ
家
は
神
様
を
祀
っ
て
お
り
、
昔
は
家
で
よ
く
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ

ミ
を
し
て
い
た
と
い
う
。
次
の
出
来
事
は
、
Ｋ
さ
ん
が
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
最
中

に
出
す
料
理
の
準
備
な
ど
手
伝
い
を
し
た
際
に
体
験
し
た
こ
と
で
あ
る
。

「
自
分
は
神
様
の
こ
と
を
信
じ
て
い
な
い
。
神
事
の
と
き
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
は
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第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
五
三

一
日
中
行
な
う
。
神
様
を
祀
っ
て
い
る
家
の
人
は
食
事
や
お
茶
を
出
す
た
め
一
日

中
動
き
ま
わ
る
。
お
祭
り
の
と
き
、
足
の
悪
い
お
ば
あ
さ
ん
が
い
て
、
ミ
コ
さ
ん

に
祈
祷
を
受
け
て
い
る
と
き
、
正
座
し
て
い
る
人
を
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
て
飛
び

越
え
た
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
ミ
コ
さ
ん
た
ち
の
踊
っ
て
い
る
中
に
入
っ

て
い
く
人
が
い
て
、
そ
ん
な
ふ
う
に
神
様
が
乗
り
移
っ
た
人
は
ミ
コ
に
な
れ
る
。

神
様
が
乗
り
移
ら
ず
に
、
ミ
コ
に
な
れ
な
い
人
も
い
る
。
乗
り
移
ら
な
か
っ
た
人

は
信
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
ミ
コ
さ
ん
は
霊
能
者
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の

人
に
相
談
す
る
こ
と
で
安
心
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」

　

こ
こ
で
Ｋ
さ
ん
は
、
神
様
は
信
じ
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
の
後
の
語
り
で
も
、

自
分
は
神
様
を
信
じ
て
お
ら
ず
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
の
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
信
用

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
お
祭
り
の
と
き
、
足
の
悪

い
お
ば
あ
さ
ん
が
い
て
、
ミ
コ
さ
ん
に
祈
祷
を
受
け
て
い
る
と
き
、
正
座
し
て
い

る
人
を
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
て
飛
び
越
え
た
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。」
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
筆
者
と
話
し
て
い
る
最
中
に
繰
り
返
し
出
て
き
た
。
例
え

ば
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
語
り
を
聞
い
て
か
ら
二
年
後
の
語
り
で
あ
る
。

「
結
婚
し
て
か
ら
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。
儀
式
（
カ
ミ

ソ
ー
デ
）
で
ひ
ざ
を
つ
い
て
い
る
人
を
足
の
悪
い
お
ば
あ
さ
ん
が
飛
び
越
え
た
。

こ
れ
が
洗
脳
っ
て
や
つ
か
と
冷
め
た
目
で
み
て
い
た
。

　

で
も
お
祭
り
の
太
鼓
は
心
地
よ
い
と
い
う
感
覚
は
あ
る
。
こ
れ
は
還
住
太
鼓
の

下
拍
子
に
な
っ
て
い
る
。
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
リ
ズ
ム
。
は
じ
め
て
手
伝
っ
た
と

き
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
感
覚
。
年
配
の
お
年
寄
り
が
カ
ミ
サ

マ
オ
ガ
ミ
を
や
っ
て
い
る
。
子
ど
も
は
意
味
が
分
か
ら
な
い
し
、
つ
ま
ら
な
い

し
、
よ
ほ
ど
信
心
深
く
な
い
限
り
拝
み
に
は
関
わ
ら
な
い
。」

　

Ｋ
さ
ん
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
最
中
に
み
た
出
来
事
を
「
洗
脳
」
と
表
現
し
て

い
る
が
、
そ
の
出
来
事
は
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｋ
さ
ん
の
中
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
が
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
さ
ら
に
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
心
地
よ
さ
を
感
じ
、

現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
還
住
太
鼓
と
呼
ば
れ
る
島
の
芸
能
と
の
つ
な
が
り
を
思
い

起
こ
し
て
い
る
。
Ｋ
さ
ん
の
な
か
で
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
は
「
過
去
」
の
出
来
事
で

は
な
く
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
「
現
在
」
と
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
Ｋ
さ
ん
は
神
様
を
信
じ
て
い
な
い
と
語
る
が
、
霊
的
な
も
の
を
感
じ

る
人
や
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
の
存
在
に
否
定
的
な
わ
け
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
た
。

「
青
ヶ
島
に
観
光
に
来
て
い
た
若
い
女
性
が
、
池
の
沢
の
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て
い
る

と
、
突
然
黒
い
も
や
が
通
り
す
ぎ
、
女
性
は
何
か
を
感
じ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、

女
性
は
民
宿
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
民
宿
を
経
営
す
る
シ
ャ
ニ
ン
さ
ん
に

そ
の
話
を
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
黒
い
も
や
を
見
た
時
刻
に
、
知
り
合
い
の
ミ
コ
さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
霊
的
な
も
の
を
感
じ
る
人
も
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
。
ミ
コ
さ
ん
は
特
別
な
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
か
、
人
か
ら
尊
敬
さ

れ
て
い
な
い
と
な
れ
な
い
。」

　

Ｋ
さ
ん
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
現
状
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。



青
ヶ
島
の
巫
俗
と
「
現
在
」（
宮
澤
早
紀
）

一
五
四

「
神
棚
は
渡
海
神
社
の
神
様
が
祀
っ
て
あ
る
。
家
で
神
様
を
お
祭
り
し
て
い
る

が
、
子
ど
も
が
神
様
を
拝
む
こ
と
を
し
な
く
な
っ
て
途
絶
え
て
い
く
家
も
多
い
。

青
ヶ
島
の
神
様
を
信
仰
す
る
、
受
け
継
ぐ
人
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
創
価

学
会
に
な
っ
て
神
様
が
い
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。」

「
昔
、
信
心
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
ミ
コ
、
シ
ャ
ニ
ン
は
普
通
の
人
よ
り
上
、

大
事
に
扱
わ
れ
た
。
そ
う
い
う
の
で
浸
透
し
た
。
一
種
隔
離
さ
れ
た
な
か
で
カ
ミ

サ
マ
オ
ガ
ミ
を
や
っ
て
い
た
。
す
ご
い
信
心
す
る
人
は
気
が
触
れ
た
よ
う
な
人

と
、
若
い
人
か
ら
い
い
印
象
が
な
い
。
だ
か
ら
廃
れ
て
い
く
。
で
も
長
い
歴
史
の

な
か
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
し
て
き
た
。
そ
れ
を
途
絶
え
さ
せ
る
の
は
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
、
渡
海
神
社
は
祀
っ
て
い
る
。」

　

青
ヶ
島
で
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
時
点
で
創
価
学
会
の
事
務
所
が
あ

り
、
Ｋ
さ
ん
い
わ
く
、
独
居
し
て
い
る
高
齢
者
が
死
後
の
弔
い
な
ど
を
し
て
も
ら

え
る
と
信
者
に
な
る
例
が
増
え
て
い
る
ら
し
い
。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て

「
神
様
が
い
な
く
な
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
対
す
る
若

者
の
印
象
に
ふ
れ
、
現
在
「
廃
れ
て
い
く
」
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
Ｋ
さ
ん
自

身
は
「
で
も
長
い
歴
史
の
な
か
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
し
て
き
た
。
そ
れ
を
途
絶
え

さ
せ
る
の
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
渡
海
神
社
は
祀
っ
て
い
る
。」
と
語
っ
て

お
り
、
ま
だ
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
が
活
動
で
き
る
限
り
、
年
一
回
の
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ

ミ
を
継
続
し
て
い
く
と
い
う
。
Ｋ
さ
ん
は
現
在
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
祀
ら
な
く

な
る
こ
と
が
「
長
い
歴
史
」
を
途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

Ｋ
さ
ん
の
語
り
の
分
析
か
ら
、
現
在
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
が
行
わ
れ
な
く
な
っ

て
お
り
、「
廃
れ
て
い
く
」
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
徐
々
に
巫
俗
の
存
在
が
希
薄
化

し
て
い
く
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
語
り
の
端
々
に
過
去

に
み
た
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
関
す
る
出
来
事
や
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
関
す
る
認
識

を
思
い
起
こ
す
様
子
が
み
ら
れ
、
Ｋ
さ
ん
が
「
現
在
」、
神
様
を
祀
り
続
け
る
背

景
と
し
て
こ
れ
ら
の
「
過
去
」
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
巫
俗
に
関
わ
っ
て
き
た
人
々
の
語
り
を
参
照
す
る
と
、
Ｋ
さ
ん
同

様
、
巫
俗
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

【
Ｔ
さ
ん
姉
妹
の
語
り
】
話
し
手
は
Ｔ
さ
ん
姉
妹
。
Ｔ
さ
ん
は
一
九
四
七
（
昭
和

二
二
）
年
生
ま
れ
。
一
二
歳
で
島
を
出
て
、
七
年
前
（
二
〇
〇
六
年
）
青
ヶ
島
へ

帰
っ
て
き
た
。
妹
さ
ん
は
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
生
ま
れ
。
一
五
歳
で
島
を

出
て
、
現
在
も
島
外
で
生
活
し
て
い
る
。

「
お
ば
あ
さ
ん
が
ミ
コ
さ
ん
だ
っ
た
。
現
在
は
も
う
神
様
は
拝
ん
で
い
な
い
。
島

に
帰
っ
て
き
た
と
き
、
姉
妹
一
同
で
金
山
様
に
大
き
な
鈴
を
奉
納
し
た
。
お
ば
あ

さ
ん
は
神
様
・
仏
様
を
大
切
に
し
て
き
た
。
旧
暦
一
一
月
八
日
に
金
山
様
の
お
祭

り
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
ち
が
う
神
様
が
い
て
、
そ
の
時
そ
の
と
き
に
お
祭
り
を
す

る
。
天
神
様
の
お
祭
り
は
北
野
天
満
宮
の
菅
原
道
真
の
祭
り
と
同
じ
。
年
一
回
。

お
ば
あ
さ
ん
も
自
分
で
お
参
り
に
行
っ
て
い
た
。
金
比
羅
神
社
の
お
祭
り
は
カ
ン

ヌ
シ
さ
ん
が
す
る
。
現
在
は
後
継
者
が
い
な
く
な
り
、
お
祭
り
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

現
在
、
島
の
人
は
信
仰
し
て
い
な
い
。
現
在
は
、
島
の
守
り
神
と
い
う
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
頭
に
い
れ
て
お
い
て
、
何
か
の
と
き
に
意
識
し
て
も
ら
い

た
い
。
現
在
、
神
様
は
家
族
が
守
っ
て
い
く
も
の
。
家
族
で
拝
む
。
昔
は
東
台
所
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五

神
社
、
大
里
神
社
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
玉
石
階
段
を
の
ぼ
っ
て
お
祭
り
を

し
て
い
た
。
盛
大
に
宴
会
を
し
て
い
た
。
現
在
は
、
先
頭
き
っ
て
し
て
く
れ
る
人

が
お
年
寄
り
し
か
い
な
い
。
若
い
人
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。

　

天
神
様
を
守
っ
て
い
る
本
家
が
、
ミ
コ
さ
ん
・
シ
ャ
ニ
ン
さ
ん
に
、
今
日
は
祭

り
だ
か
ら
拝
み
を
す
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
依
頼
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
天
神

様
の
祭
り
を
し
て
い
た
ミ
コ
さ
ん
が
な
く
な
っ
た
が
、
子
ど
も
が
引
き
継
ぐ
か
わ

か
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
絶
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。」

【
Ｙ
さ
ん
の
語
り
】
話
し
手
は
シ
ャ
ニ
ン
の
Ｙ
さ
ん
。
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）

年
生
ま
れ
の
男
性
。

「
拝
み
は
一
人
じ
ゃ
で
き
な
い
。
現
在
は
、
や
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
集

ま
っ
て
い
な
い
。
小
学
生
の
頃
は
、
神
様
を
拝
む
人
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
し
て

い
た
。
子
ど
も
も
老
人
も
神
社
に
行
っ
て
拝
ん
で
い
た
。
現
在
は
も
う
拝
む
人
が

亡
く
な
っ
て
い
る
。
相
当
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
神
社
へ
行
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
少
し
歩
け
な
い
人
な
ら
杖
を
つ
い
て
行
っ
て
い
た
。
女
性
も
。
大
昔
か
ら

青
ヶ
島
で
は
シ
ャ
ニ
ン
・
ミ
コ
は
伝
統
だ
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
人
が
い
な
く
な
り
、

現
在
は
集
ま
ら
な
く
な
っ
た
。」

　

Ｔ
さ
ん
姉
妹
は
、
祖
母
が
ミ
コ
で
、
拝
ん
で
い
た
神
様
を
家
で
祀
っ
て
い
る
。

渡
海
神
社
を
祀
っ
て
い
る
Ｋ
さ
ん
の
よ
う
に
、
自
分
で
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
し

な
い
が
、
破
棄
す
る
こ
と
は
な
く
守
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
現

在
、
こ
の
よ
う
に
神
様
を
祀
っ
て
い
る
人
は
高
齢
で
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
は
受
け

継
が
な
い
、
受
け
継
ぐ
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
が
多
い
。
Ｋ
さ
ん
や
Ｔ
さ
ん
姉

妹
の
話
か
ら
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
が
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
で
き
な
く
な
っ
た
今
、

家
族
で
守
り
伝
え
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
シ
ャ
ニ
ン

で
あ
る
Ｙ
さ
ん
の
語
り
か
ら
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
す
る
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
の
人

数
が
い
な
く
な
っ
て
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
Ｈ

さ
ん
の
語
り
で
も
同
様
の
認
識
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
巫
俗
に
関
わ
る
人
々
が
も
つ
巫
俗
の
現
状
に
対
す
る
認
識
か
ら
、
カ

ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
や
神
様
を
受
け
継
ぐ
自
分
た
ち
と
、
子
ど
も
な
ど
の
若
い
世
代
と

で
認
識
の
差
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
担
い
手
の
不
足
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
Ｋ
さ
ん
、
Ｔ
さ
ん
は
自
分
の
代
で
は
カ
ミ
サ
マ
オ

ガ
ミ
を
続
け
て
お
り
、
シ
ャ
ニ
ン
の
Ｙ
さ
ん
も
人
は
い
な
い
が
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ

ン
は
青
ヶ
島
の
伝
統
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
り
か
ら
、
巫
俗
が

完
全
に
住
民
に
関
わ
ら
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

巫
俗
に
関
わ
る
人
々
の
語
り
②

　

こ
う
し
た
状
況
で
、
現
在
ま
で
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
行
っ
て
い
る
シ
ャ
ニ
ン
の

Ｈ
さ
ん
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

【
Ｈ
さ
ん
の
語
り
】
話
し
手
は
シ
ャ
ニ
ン
の
Ｈ
さ
ん
。
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）

年
生
ま
れ
の
男
性
。
一
九
七
〇
年
代
に
カ
ミ
ソ
ー
デ
を
受
け
て
シ
ャ
ニ
ン
に
な
っ

た
。

「
カ
ミ
ソ
ー
デ
で
は
ミ
コ
ケ
、
精
神
的
不
安
定
や
神
が
か
り
を
治
め
る
た
め
に
、

読
み
上
げ
祭
り
（
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
）
を
行
な
う
。
お
医
者
さ
ん
の
よ
う
な
役



青
ヶ
島
の
巫
俗
と
「
現
在
」（
宮
澤
早
紀
）

一
五
六

割
。
精
神
的
不
安
定
な
状
態
を
安
定
さ
せ
る
の
が
読
み
上
げ
祭
り
。
太
鼓
の
リ
ズ

ム
、
経
文
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
う
つ
病
は
昔
な
ら
一
〇
時
間
の
拝
み
に
よ
っ
て
元

の
精
神
状
態
に
戻
し
た
。」

「
不
幸
が
続
く
と
悪
を
祓
う
た
め
に
屋
敷
を
引
き
は
ら
う
行
事
を
一
日
が
か
り
で

行
な
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
昔
は
本
当
に
真
剣
に
神
に
お
金
を
か
け
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
家
族
が
幸
せ
に
な
る
か
ら
。
願
え
ば
か
な
う
も
の
だ
っ
た
。
青
ヶ
島
の
神
様

は
気
持
ち
を
安
定
さ
せ
、
や
る
気
に
さ
せ
る
。」

「
か
つ
て
、
デ
イ
ラ
ホ
ン
祭
が
あ
り
、
こ
の
名
前
を
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
か
ら
、

店
の
名
前
に
も
つ
け
た
。
一
度
死
ん
だ
も
の
を
生
き
返
ら
せ
る
の
が
デ
イ
ラ
ホ
ン

祭
。
夕
日
が
沈
む
。
こ
れ
に
手
を
あ
わ
せ
る
と
明
日
、
日
が
昇
っ
て
く
る
、
生
き

返
っ
て
く
る
と
い
う
祭
り
。
夕
日
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
と
手
を
あ
わ

せ
る
と
、
ま
た
新
し
い
光
が
返
っ
て
く
る
。
す
る
と
仕
事
も
遊
び
も
生
活
も
幸
せ

に
送
れ
る
、
と
い
う
の
が
デ
イ
ラ
ホ
ン
祭
り
。」

　

Ｈ
さ
ん
は
こ
こ
で
カ
ミ
ソ
ー
デ
と
デ
イ
ラ
ホ
ン
の
祭
り
の
二
つ
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
意
味
を
語
っ
て
い
る
。
カ
ミ
ソ
ー
デ
は
「
お
医
者
さ
ん
の
よ
う
な
役

割
」
と
し
、
う
つ
病
を
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
よ
っ
て
治
療
し
た
と
い
う
。「
昔
は

本
当
に
真
剣
に
神
に
お
金
を
か
け
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
家
族
が
幸
せ
に
な
る
か

ら
。
願
え
ば
か
な
う
も
の
だ
っ
た
。」
と
い
う
語
り
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
カ
ミ

サ
マ
オ
ガ
ミ
が
島
の
生
活
で
重
要
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
デ
イ
ラ
ホ
ン
の

祭
り
の
意
味
は
、
別
日
に
も
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
デ
イ
ラ
ホ
ン
祭
り
は
死
を
生
き
返
ら
せ
る
も
の
。
太
陽
が
沈
ん
で
も
生
き
返

る
。
夕
日
を
拝
む
と
新
し
い
朝
が
く
る
。
自
分
の
生
活
の
中
で
生
き
る
喜
び
、
仕

事
を
す
る
喜
び
、
感
謝
さ
れ
る
喜
び
を
感
じ
る
。
一
生
懸
命
社
会
貢
献
し
て
い
る

人
は
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
イ
ラ
ホ
ン
祭
り
を
す
れ

ば
、
そ
れ
が
生
活
の
中
に
実
践
的
に
現
れ
る
。
夕
日
に
手
を
合
わ
せ
、
今
日
一
日

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
と
い
う
。
翌
日
朝
日
を
見
た
と
き
、
昨
日
祈
っ
た

こ
と
が
叶
っ
た
と
思
う
。
そ
う
す
る
と
、
一
日
が
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。」

　

Ｈ
さ
ん
は
、
デ
イ
ラ
ホ
ン
の
祭
り
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
、
死
ん
で
生
き
返
る

こ
と
か
ら
太
陽
を
連
想
し
、
沈
む
夕
日
を
拝
む
行
為
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
る
。
カ

ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
す
る
一
方
で
、
日
々
の
生
活
で
夕
日
を
拝
む
こ
と
を
実
践
す
る

と
、
自
分
の
生
活
の
中
で
生
き
る
喜
び
や
感
謝
、
尊
敬
を
感
じ
ら
れ
る
と
語
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
青
ヶ
島
の
巫
俗
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
Ｈ
さ
ん
独
自
の

現
代
的
な
視
点
か
ら
の
解
釈
で
あ
り
、
シ
ャ
ニ
ン
と
し
て
日
々
の
生
活
で
神
々
と

向
き
合
い
生
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
Ｈ
さ
ん
は
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
ミ
コ
さ
ん
は
、
食
べ
る
も
の
が
な
い
と
き
、
特
別
扱
い
を
受
け
る
。
拝
み
の
と

き
に
食
事
が
も
ら
え
る
。
昔
は
多
く
の
人
が
、
生
活
の
た
め
に
ミ
コ
さ
ん
を
希
望

し
た
。
ミ
コ
ケ
が
あ
っ
て
、
情
緒
が
普
通
で
な
い
人
が
ミ
コ
さ
ん
に
な
る
。
ミ
コ

さ
ん
は
普
通
じ
ゃ
な
い
。
霊
感
が
な
い
と
い
け
な
い
。」

「
夢
で
予
言
を
見
る
わ
け
で
は
な
い
。
ミ
コ
ケ
の
あ
る
人
は
そ
う
い
う
性
格
だ
か

ら
予
言
め
い
た
こ
と
を
言
う
。
霊
感
が
強
い
。
予
言
、
神
が
か
り
は
霊
感
の
強
い

女
性
が
な
る
。
ミ
コ
さ
ん
が
夢
を
み
て
、
あ
あ
し
ろ
、
こ
う
し
ろ
と
言
う
。
当
た
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七

る
か
ら
怖
い
。
拝
み
に
な
る
と
ミ
コ
さ
ん
は
神
様
に
あ
た
る
か
ら
信
じ
る
。
ウ
ラ

ベ
が
湯
立
て
で
予
言
を
行
な
う
。
米
を
入
れ
て
止
ま
っ
た
状
態
を
み
る
。
シ
ャ
ニ

ン
さ
ん
が
夢
を
み
て
、
予
言
す
る
こ
と
も
。
あ
そ
こ
の
家
の
こ
と
が
気
に
な
る

と
、
正
夢
を
み
る
。
そ
れ
を
信
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
村
人
の

言
う
こ
と
と
、
経
文
を
覚
え
て
い
る
シ
ャ
ニ
ン
さ
ん
の
言
う
こ
と
は
違
う
。
シ
ャ

ニ
ン
さ
ん
は
相
手
の
不
安
な
心
理
状
態
を
解
決
し
て
く
れ
る
説
得
の
し
か
た
を
す

る
。」

　

Ｈ
さ
ん
は
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
つ
い
て
、
Ｋ
さ
ん
と
同
じ
く
経
済
的
な
要
因
で

な
ろ
う
と
す
る
人
が
い
た
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
誰
で
も
な
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
ミ
コ
で
あ
れ
ば
霊
感
が
あ
る
人
、
シ
ャ
ニ
ン
で
あ
れ
ば
経
文
を
覚
え
修
行
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
Ｈ
さ
ん
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
現
状
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
現
在
、
神
様
は
廃
れ
て
き
て
い
る
。
宗
教
で
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。
神
様

を
信
心
し
て
い
る
人
は
、
若
い
人
か
ら
み
た
ら
頭
の
お
か
し
い
人
の
イ
メ
ー
ジ
。

だ
か
ら
引
き
つ
ご
う
と
い
う
気
持
ち
が
な
い
。
神
様
に
憑
か
れ
て
い
る
の
は
異
常

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。
昔
は
食
う
に
食
え
な
い
、
病
院
も
な
い
。
だ
か
ら
ミ
コ
さ
ん

に
拝
ん
で
も
ら
う
。」

　

Ｈ
さ
ん
は
さ
ら
に
い
つ
ま
で
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
す
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し

て
「
い
つ
ま
で
も
、
ミ
コ
、
シ
ャ
ニ
ン
が
い
れ
ば
す
る
。
最
近
ま
で
し
て
い
た
。

あ
ん
な
の
ば
か
ら
し
い
と
、
若
い
人
は
し
な
い
。
カ
ン
ヌ
シ
さ
ん
が
い
る
間
は

や
っ
て
い
た
。
今
年
か
ら
で
き
な
い
。
お
念
仏
は
後
継
者
が
多
い
。
身
近
な
も
の

だ
か
ら
。
神
様
は
架
空
の
も
の
だ
か
ら
。」
と
話
し
て
い
た
。
こ
の
若
い
人
と

は
、
青
ヶ
島
で
暮
ら
す
島
外
出
身
の
若
い
夫
婦
や
自
分
た
ち
の
子
ど
も
世
代
も
含

ん
で
い
る
。
Ｈ
さ
ん
は
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
は
強
制
す
る
も
の
で
な
く
、
若
い
人

か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
も
よ
く
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
継
が
れ
な
い
と
考
え
て

い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
自
分
た
ち
の
後
に
若
者
が
引
き
継
ぐ
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
お
念
仏
は
、
四
九
日
や
お
盆
で
故
人
の
冥
福
を
祈
る
も
の
で
あ
り
、
自
分
の

知
っ
て
い
る
人
だ
か
ら
身
近
に
感
じ
後
継
者
が
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
違

い
が
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
若
い
世
代
が
引
き
継
が
な
い
理
由
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　

そ
し
て
Ｈ
さ
ん
に
と
っ
て
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
も
お
念
仏
も
若
い
人
に
引
き
継

い
で
も
ら
う
べ
き
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｈ
さ
ん
が
ほ
か
に
も

青
ヶ
島
の
伝
統
的
な
行
事
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し
、
そ
れ
が
青
ヶ
島
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

　

で
は
シ
ャ
ニ
ン
の
Ｈ
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
シ
ャ
ニ
ン
と
な
っ
た
の
か
。

そ
の
語
り
を
み
る
と
、「
現
在
」
を
含
め
そ
の
活
動
を
支
え
て
き
た
も
の
と
し

て
、
あ
る
「
過
去
」
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

「
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
中
学
を
卒
業
し
た
。
島
で
は
昭
和
四
〇
（
一
九
六

五
）
年
に
港
湾
工
事
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
頃
、
金
の
卵
と
い
わ
れ
、
全
国
的
に

中
学
卒
業
し
て
東
京
へ
出
た
ら
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
だ
っ
た
。
八
丈
島
に
三
年
い
て
東

京
に
行
っ
て
、
青
ヶ
島
へ
帰
っ
て
来
た
。
あ
お
が
し
ま
丸
が
で
き
た
年
（
一
九
七

二
（
昭
和
四
七
）
年
）。
当
時
、
山
田
常
道
と
い
う
学
校
の
先
生
が
青
ヶ
島
に
赴
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一
五
八

任
し
て
い
た
。
名
主
三
九
郎
に
感
動
し
て
赴
任
し
て
き
た
。
父
は
八
丈
島
の
教
頭

で
樫
立
出
身
だ
っ
た
。
当
時
、
青
ヶ
島
の
人
口
が
少
な
く
な
っ
て
、
八
丈
小
島
も

引
き
揚
げ
、
青
ヶ
島
か
八
丈
島
み
た
い
に
な
る
と
、
島
を
出
た
青
ヶ
島
出
身
の
若

者
が
手
紙
を
も
ら
っ
た
。
お
れ
も
長
男
だ
し
帰
っ
て
こ
な
い
と
い
け
な
か
っ
た

が
、
月
一
回
し
か
船
が
来
な
い
島
に
は
帰
る
気
も
し
な
い
。
そ
れ
が
、
あ
お
が
し

ま
丸
が
完
成
し
、
五
日
お
き
に
あ
お
が
し
ま
丸
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
時
の
青
ヶ
島
は
青
年
団
も
な
い
、
牛
祭
り
も
活
気
も
な
い
。
常
道
さ
ん
の
家

に
呼
ば
れ
、
青
ヶ
島
青
年
団
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
先
生
一

〇
名
、
島
の
若
者
一
〇
名
で
結
成
し
た
。
初
代
団
長
が
お
れ
で
二
年
く
ら
い
活
動

し
た
。
青
ヶ
島
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
だ
よ
。
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
を
す
る
に
は
、
村
の
行
政

に
関
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
立
候
補
し
て
議
員
に
当
選
し
た
。「
デ
イ
ラ
ホ

ン
」
が
な
く
な
っ
て
も
名
前
だ
け
は
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
と
、
民
宿
に
名
前
を
つ

け
た
。」

　

Ｈ
さ
ん
が
青
ヶ
島
へ
帰
っ
て
き
た
の
は
、
若
者
の
人
口
流
出
が
続
き
、
島
が
活

気
を
失
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
青
ヶ
島
の
教
員
で
あ
る
山
田
常
道
氏
は
、
青
ヶ

島
出
身
の
若
者
を
島
に
呼
び
戻
す
た
め
手
紙
を
出
し
て
い
た
。
Ｈ
さ
ん
は
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
島
へ
戻
り
、
山
田
氏
に
島
の
活
性
化
に
向
け
て
若
者
で
力
を
合
わ
せ

よ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
青
年
団
を
結
成
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
建

設
業
の
導
入
や
生
活
設
備
、
通
信
設
備
の
改
善
、
船
便
の
増
加
な
ど
島
の
生
活
を

安
定
さ
せ
る
た
め
の
動
き
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
が
あ
り
、
島
の
状
況
を
な

ん
と
か
し
よ
う
と
若
者
が
立
ち
上
が
る
機
運
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し

て
青
年
団
を
結
成
し
、
青
ヶ
島
を
立
て
直
そ
う
と
し
た
時
期
、
Ｈ
さ
ん
は
シ
ャ
ニ

ン
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
カ
ミ
ソ
ー
デ
で
神
様
は
つ
か
な
か
っ
た
が
、
伝
統
を
守
る
た
め
に
（
現
在
ま

で
）
シ
ャ
ニ
ン
を
続
け
て
い
る
。
初
代
青
年
団
長
、
村
長
と
し
て
、
佐
々
木
次
郎

太
夫
の
子
孫
と
し
て
伝
統
を
守
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
。」

　

こ
こ
で
、
以
上
の
Ｈ
さ
ん
の
語
り
に
あ
る
出
来
事
と
共
通
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー

ド
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
名
主
三
九
郎
」「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」「
佐
々
木
次
郎
太
夫
の

子
孫
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

　
「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
（
起
こ
し
返
し
）」
と
は
、
江
戸
時
代
の
安
永
期
に
青
ヶ
島
で

起
き
た
火
山
の
噴
火
、
そ
れ
に
伴
う
八
丈
島
へ
の
島
民
全
員
の
避
難
・
青
ヶ
島
の

無
人
島
化
、
そ
し
て
再
び
青
ヶ
島
へ
帰
り
、
天
保
期
に
復
興
が
成
就
す
る
過
程
に

関
す
る
歴
史
で
あ
る

（
（
（

。
当
時
の
歴
代
名
主
が
中
心
と
な
り
復
興
が
行
わ
れ
た
。
三

九
郎
、
佐
々
木
次
郎
太
夫
は
、
復
興
に
尽
力
し
た
名
主
で
あ
る
。
と
く
に
佐
々
木

次
郎
太
夫
は
、
最
後
に
住
民
全
員
を
八
丈
島
か
ら
青
ヶ
島
に
渡
航
さ
せ
る
こ
と
を

成
功
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
青
ヶ
島
の
住
民
に
「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
と
い

う
言
葉
で
知
ら
れ
て
い
る
。
島
に
住
民
が
帰
っ
た
こ
と
は
「
還
住
」
の
言
葉
で
表

さ
れ
、
還
住
太
鼓
や
還
住
の
像
な
ど
、
現
在
も
そ
の
歴
史
に
触
れ
る
機
会
が
あ

る
。

　

こ
こ
か
ら
Ｈ
さ
ん
は
、
た
だ
の
地
域
活
性
化
だ
け
で
は
な
く
、「
オ
コ
シ
ガ
エ

シ
」
と
い
う
「
過
去
」
に
つ
き
動
か
さ
れ
て
、
一
九
七
〇
年
代
頃
か
ら
青
ヶ
島
の

再
興
を
行
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
「
初
代
青
年
団
長
、
村
長
と
し
て
、
佐
々
木
次
郎

太
夫
の
子
孫
と
し
て
伝
統
を
守
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
」
が
あ
り
、
シ
ャ
ニ
ン
と
な
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一
五
九

り
活
動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

シ
ャ
ニ
ン
の
Ｈ
さ
ん
の
現
在
の
活
動
を
み
る
と
、
シ
ャ
ニ
ン
と
し
て
の
役
割
の

ほ
か
、
島
踊
り
保
存
会
、
お
念
仏
保
存
会
、
節
分
の
フ
ン
ク
サ
な
ど
に
関
わ
っ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
少
し
以
前
に
な
る
と
村
長
を
し
て
い
た
。
シ
ャ
ニ
ン
と
し
て

は
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
に
東
京
で
行
わ
れ
た
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
実
演
や
船
主

の
祭
り
の
復
活

（
（
（

に
も
か
か
わ
っ
て
き
た
。
何
度
か
語
り
に
出
て
く
る
よ
う
に
、
自

身
の
経
営
し
て
い
た
民
宿
に
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
一
つ
で
あ
る
「
デ
イ
ラ
ホ
ン
」

の
名
前
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ニ
ン
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、
青
ヶ

島
の
伝
統
文
化
を
守
る
よ
う
な
活
動
や
青
ヶ
島
と
い
う
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
Ｈ
さ
ん
の
語
り
を
分
析
す
る
と
次
の
こ
と
が
い
え
る
。
Ｈ
さ
ん
は
「
オ

コ
シ
ガ
エ
シ
」
と
い
う
「
過
去
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
青
ヶ
島
の
危
機
、
復
興
の
イ

メ
ー
ジ
と
、
一
九
七
〇
年
代
の
状
況
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
の

改
善
を
、「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
を
行
っ
た
「
佐
々
木
次
郎
太
夫
の
子
孫
」
で
あ
る

自
身
の
使
命
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
ほ
か

に
も
村
長
や
島
踊
り
や
お
念
仏
の
保
存
会
な
ど
青
ヶ
島
の
活
性
化
さ
せ
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
。
Ｈ
さ
ん
の
「
現
在
」
の
語
り
か
ら
は
、
自
身
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
り
活
動
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
と

い
う
「
過
去
」
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
、「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
に
よ
っ
て
結
び
つ

け
ら
れ
た
使
命
感
が
、
時
々
に
自
覚
さ
れ
、「
現
在
」
の
活
動
を
支
え
て
い
る
の

で
あ
る
。

む
す
び

　

本
研
究
で
は
、「
現
在
」
と
向
き
合
い
、
い
ま
を
生
き
る
人
々
と
民
俗
を
記
述

す
る
こ
と
が
民
俗
学
に
必
要
な
視
点
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
本
研
究
で
用
い
て
き
た
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
生
活
の
総
体
的
な
理
解
と
、

「
歴
史
性
」
の
重
視
と
い
う
方
法
は
民
俗
学
研
究
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
論
文
で
は
こ
れ
ら
の
視
点
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
方
法
と
し
て
「
照
合
」
を

用
い
た
。
こ
れ
は
い
ま
を
生
き
て
い
る
人
々
が
持
っ
て
い
る
「
現
在
」
と
「
過

去
」
と
の
つ
な
が
り
を
分
析
す
る
方
法
で
あ
り
、「
過
去
」
か
ら
「
現
在
」
の
変

化
を
た
ど
る
の
で
は
な
く
、「
現
在
」
を
起
点
と
し
て
「
過
去
」
に
さ
か
の
ぼ
る

方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
用
い
て
、
青
ヶ
島
の
事
例
を
分
析
し
た
。

　

青
ヶ
島
に
お
け
る
巫
俗
の
現
状
を
み
る
と
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
が
盛
ん
に
活
動

し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
担
い
手
は
減
少
し
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
行
う
こ
と

も
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
現
在
」
の
語
り
を
起
点
と
し
、「
過
去
」
を

さ
か
の
ぼ
っ
た
と
き
、
巫
俗
が
急
激
な
時
代
変
化
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
き
、

衰
退
し
て
い
く
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
生
き
る
人
々
は
、
様
々
な
思
い
を
抱
え

て
巫
俗
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
論
文
で
は
こ
う
し
た
巫
俗
に
関
わ

る
人
々
の
語
り
か
ら
、
人
々
の
「
現
在
」
を
支
え
る
も
の
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
。

　

こ
れ
ま
で
本
研
究
で
生
活
と
巫
俗
の
変
化
を
分
析
し
た
と
き
、
事
象
の
変
化
は

明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
の
、「
過
去
」
を
起
点
と
し
て
い
る
た
め
、
前
提
と
な
る

「
過
去
」
が
あ
る
状
況
で
「
現
在
」
を
分
析
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
「
現
在
」
は

変
化
し
た
後
の
姿
と
い
う
視
点
が
伴
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
「
現
在
」
の
語
り
を
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一
六
〇

起
点
と
し
、「
過
去
」
を
さ
か
の
ぼ
る
方
法
を
用
い
た
。
先
行
研
究
で
は
「
照

合
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
が
、「
現
在
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

「
過
去
」
を
さ
か
の
ぼ
る
必
要
性
は
民
俗
学
に
お
い
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
そ
れ
を
方
法
論
と
し
て
用
い
な
け
れ
ば
、「
現
在
」
と
向
き
合
う
と
き
「
過

去
」
が
前
提
と
な
っ
た
変
化
の
視
点
に
絡
め
と
ら
れ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
変
化

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
問
題
も
あ
る
が
、「
現
在
」
を
起
点
と
し
て
「
過
去
」

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
こ
そ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
出
会
う
人
々
の
「
現
在
」
を
支
え
る
も

の
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
論
の
中
心
と
な
る
事
例
は
、
Ｋ
さ
ん
、
Ｈ
さ
ん
の
語
り
で
あ
る
。
Ｋ
さ

ん
は
結
婚
し
て
か
ら
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
よ
り
盛

大
な
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
み
て
い
る
人
で
も
あ
る
。
巫
俗
は
現
在
、
廃
れ
て
き
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
家
で
神
様
を
祀
り
続
け
て
い
る
。
Ｈ
さ
ん
は
一
度
島

を
出
た
が
、
若
者
が
島
に
戻
っ
て
こ
ず
島
が
活
気
を
失
っ
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し

た
教
員
の
手
紙
と
船
便
の
改
善
を
き
っ
か
け
に
帰
っ
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
島
を
活

性
化
さ
せ
る
様
々
な
活
動
に
携
わ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
過
程
で
、
シ
ャ
ニ
ン
と

し
て
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
二
人
が
こ
れ
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
か
ら
、
と
い
う
理
由
だ
け
で
現
在
ま

で
巫
俗
に
関
わ
っ
て
き
た
と
捉
え
る
の
は
安
易
な
結
論
で
あ
る
。
二
人
の
語
り
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
思
い
、「
現
在
」
を
支
え
る
も
の
を
捉
え
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
「
現
在
」
の
語
り
か
ら
「
過
去
」
と
の
つ
な
が
り
を
分
析
す
る
と
、

Ｋ
さ
ん
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
手
伝
っ
た
際
、
足
の
悪
い
お
ば
あ
さ
ん
が
突
然
跳

躍
し
た
と
い
う
出
来
事
を
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
。
ま
た
神
様
は
信
じ
て
い
な
い

と
い
う
が
、
還
住
太
鼓
や
観
光
客
が
黒
い
も
や
を
目
撃
し
た
話
な
ど
、
ふ
と
し
た

瞬
間
に
巫
俗
を
意
識
す
る
語
り
が
出
て
く
る
。
Ｈ
さ
ん
は
、
単
に
地
域
活
性
化
の

た
め
に
、
行
政
や
伝
統
的
な
行
事
に
携
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
。「
オ
コ
シ
ガ

エ
シ
」
と
い
う
青
ヶ
島
の
「
過
去
」
と
、
当
時
自
身
が
置
か
れ
た
状
況
を
重
ね
合

わ
せ
、「
佐
々
木
次
郎
太
夫
の
子
孫
」
と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て
、
現
代
版
「
オ

コ
シ
ガ
エ
シ
」
と
も
い
え
る
活
動
を
続
け
て
き
た
。
Ｈ
さ
ん
に
と
っ
て
、
巫
俗
は

青
ヶ
島
を
「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
シ
ャ
ニ
ン
が
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
だ
け
の
役
割

と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
関
わ
る
中
で
自
分
な
り
の

解
釈
を
行
い
、
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
シ
ャ
ニ
ン
と
し
て
神
様
に
向
き

合
う
姿
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
れ
で
は
二
人
の
「
現
在
」
を
支
え
る
も
の
と
は
何
か
。
Ｋ
さ
ん
の
場
合
、

「
過
去
」
に
み
た
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
で
の
印
象
的
な
出
来
事
や
身
近
に
あ
っ
た
カ

ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
と
の
関
わ
り
が
、
巫
俗
に
関
わ
る
「
現
在
」
を
支
え
て
い
る
。
Ｈ

さ
ん
の
場
合
、「
過
去
」
に
あ
っ
た
「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
と
「
佐
々
木
次
郎
太
夫

の
子
孫
」
で
あ
る
と
い
う
使
命
感
が
、
巫
俗
に
関
わ
る
「
現
在
」
を
支
え
て
い

る
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
、
本
論
文
で
用
い
た
「
照
合
」
と
い
う
方
法
（
図
2
）（

（1
（

は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
で
出
会
う
い
ま
を
生
き
る
人
々
の
「
現
在
」
を
支
え
る
も
の
を
明
ら

か
に
す
る
方
法
と
し
て
、
そ
し
て
「
現
在
」
と
「
過
去
」
を
参
照
し
、「
現
在
」

を
明
ら
か
に
す
る
民
俗
学
研
究
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

課
題
と
し
て
、
本
論
文
で
行
っ
た
語
り
の
分
析
に
は
緻
密
な
聞
き
書
き
が
必
要

で
あ
る
。
本
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
巫
俗
の
変
化
を
優
先
し
て
調
査
を
行
っ
た
た

め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
出
会
う
人
々
の
日
常
や
こ
れ
ま
で
の
人
生
史
を
十
分
に
う
か
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が
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、

フ
ィ
ー
ル
ド
で
出
会
う
人
々
の
語
り
に
十
分
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
本
研
究
で
は
巫
俗
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る

が
、
い
ま
を
生
き
て
い
る
人
々
が
持
つ
「
現
在
」
と

「
過
去
」
の
つ
な
が
り
を
ど
の
よ
う
に
リ
ン
ク
さ
せ

て
い
く
の
か
、
巫
俗
と
い
う
視
点
か
ら
「
現
在
」
と

「
過
去
」
の
つ
な
が
り
を
分
析
す
る
意
義
を
探
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ャ
ニ
ン
の
Ｈ
さ
ん
が
語
っ
た
よ
う
に
、
自
身
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
る
「
過
去
」
の
存
在
が
、「
現
在
」
の
巫
俗
に
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
巫
者
を
分
析
す
る
際
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
の
分
析
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

〔
注
〕

（
1
）	

門
田
・
室
井
（
二
〇
一
四
）
で
は
、
民
俗
学
は
、
地
域
に
残
存
す
る
、
伝
統
的
な

暮
ら
し
や
風
習
だ
け
を
対
象
と
し
た
学
問
で
は
な
く
、
そ
こ
で
生
き
て
い
る
人
そ

の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）	

民
俗
学
に
お
い
て
現
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
過
去
を
遡
及
す
る
視
点
は
あ
っ

た
が
、
明
確
な
方
法
論
と
し
て
提
示
し
た
の
は
島
村
（
二
〇
一
二
）
で
あ
る
。

（
3
）	

中
山
（
一
九
九
三
）
に
て
、「
民
俗
学
研
究
者
に
よ
っ
て
は
、
民
俗
の
「
変
容
」、

「
変
貌
」、「
変
化
」、「
変
遷
」、「
変
転
」
な
ど
と
人
様
々
な
用
い
方
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
五
つ
の
「
変
る
こ
と
」
と
い
う
語
を
明
確
に
定
義
付
け
て
、
こ
れ
ら

の
中
か
ら
一
つ
を
選
び
、
用
い
て
い
る
民
俗
学
研
究
者
は
い
る
だ
ろ
う
か
。」（
中

山 

一
九
九
三 

一
〇
六
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
に
厳

密
な
概
念
を
規
定
し
、
研
究
者
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
中
山

は
、
民
俗
の
変
化
を
捉
え
る
方
法
論
に
言
及
し
た
研
究
者
と
し
て
、
高
桑
守
史
と

松
崎
憲
三
を
は
じ
め
と
し
数
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、「
い
か
に
研
究
者
、
各
人
各

様
で
、「
変
化
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
異
な
り
、
変
化
の
主
体
も
異
な
り
、
変

化
の
起
点
と
終
点
、
つ
ま
り
何
と
何
を
比
較
し
た
と
き
の
変
化
な
の
か
と
い
う
こ

と
も
違
い
、
最
も
顕
著
に
異
な
る
の
は
、
そ
の
方
法
論
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

了
解
で
き
た
だ
ろ
う
。」（
中
山 

一
九
九
三 

一
一
三
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
4
）	

研
究
対
象
の
変
化
に
つ
い
て
、
変
化
が
開
始
さ
れ
た
段
階
を
研
究
者
の
側
が
設
定

す
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ
り
、
民
俗
学
に
お
い
て
研
究
対
象
は
常
に
変
化
し
続

け
て
い
る
点
は
政
岡
（
一
九
九
九
）
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）	

変
化
の
イ
メ
ー
ジ
図
は
筆
者
が
作
成
し
た
。

（
6
）	

村
上
（
二
〇
一
七
）
で
は
、
自
身
の
研
究
を
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
に
位
置
づ
け

る
こ
と
で
多
様
な
巫
者
の
比
較
を
可
能
に
し
て
い
る
が
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
語
の
使

用
に
は
慎
重
な
立
場
を
と
る
。
そ
こ
で
池
上
（
一
九
九
九
）
が
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

概
念
の
使
用
に
よ
り
多
様
な
実
態
を
固
着
化
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
を
指
摘
し
た

点
を
踏
ま
え
、「
巫
者
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
。
村
上
は
「
巫
者
」
の
定
義
に

つ
い
て
、
佐
々
木
（
一
九
八
〇
）
が
用
い
た
シ
ャ
ー
マ
ン
の
定
義
を
参
照
し
て
い

る
が
、
ト
ラ
ン
ス
を
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
核
と
し
な
い
立
場
か
ら
、「
通
常
ト
ラ

ン
ス
の
よ
う
な
異
常
心
理
状
態
に
お
い
て
」
と
い
う
冒
頭
の
語
を
含
め
ず
、
そ
れ

以
下
を
定
義
に
用
い
て
い
る
。
本
論
文
に
お
い
て
も
ミ
コ
が
巫
業
に
お
い
て
必
ず

ト
ラ
ン
ス
を
伴
う
か
不
明
で
あ
り
、
す
べ
て
の
ミ
コ
を
シ
ャ
ー
マ
ン
と
呼
ぶ
こ
と

に
は
慎
重
な
立
場
を
と
る
た
め
、
村
上
（
二
〇
一
七
）
の
定
義
を
用
い
る
。

（
7
）	

蒲
生
他
（
一
九
七
五
）
を
元
に
筆
者
が
作
成
し
た
。

（
8
）	

江
戸
時
代
、
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
か
ら
、
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
・
天
明

三
（
一
七
八
三
）
年
・
天
明
五
（
一
八
七
五
）
年
の
計
四
回
火
山
の
噴
火
が
起
き

た
。
八
丈
島
へ
避
難
し
た
青
ヶ
島
の
人
々
に
よ
っ
て
、
青
ヶ
島
へ
の
渡
航
と
復
興

作
業
が
試
み
ら
れ
た
。
厳
し
い
地
理
条
件
か
ら
復
興
は
困
難
を
極
め
る
が
、
天
保

五
年
（
一
八
三
四
）
に
は
、
青
ヶ
島
の
人
々
は
全
員
還
住
を
果
た
し
た
。

（
9
）	

紙
面
の
都
合
上
、
詳
細
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）

年
、
初
め
て
青
ヶ
島
以
外
で
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
が
実
演
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た

（
財
団
法
人
ア
リ
オ
ン
音
楽
財
団
に
よ
る
「
第
二
十
三
回
東
京
の
夏
二
〇
〇
七
音

図 2　照合のイメージ



青
ヶ
島
の
巫
俗
と
「
現
在
」（
宮
澤
早
紀
）

一
六
二

楽
祭
、
島
へ

─
海
を
渡
る
音
」）。
翌
年
し
ば
ら
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
カ

ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
で
あ
る
「
船
主
の
祭
」
を
復
活
さ
せ
る
動
き
が
あ
っ
た
。
し
か
し

こ
れ
以
降
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
担
い
手
や
活
動
が
増
え
る
動
き
は
み
ら
れ
な
い
。

（
10
）	

照
合
の
イ
メ
ー
ジ
図
は
筆
者
が
作
成
し
た
。
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─
一
三
三

政
岡
伸
洋
一
九
九
九
「
民
俗
の
歴
史
性
と
領
域
に
関
す
る
研
究
」
佛
教
大
学
博
士
論
文

（
文
学
博
士
甲
第
一
二
号
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
四
日
授
与
）

宮
澤
早
紀
二
〇
二
〇
「
青
ヶ
島
に
お
け
る
暮
ら
し
と
巫
俗
の
変
容
に
関
す
る
一
考
察
」

『
日
本
民
俗
学
』
三
〇
一

村
上
晶
二
〇
一
七
『
巫
者
の
い
る
日
常

─
津
軽
の
カ
ミ
サ
マ
か
ら
都
心
の
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
ま
で

─
』
春
風
社

八
木
透
編
著
二
〇
一
三
「
民
俗
学
の
生
い
立
ち
と
現
在
」『
新
・
民
俗
学
を
学
ぶ

─

現
代
を
知
る
た
め
に
』
昭
和
堂

（
み
や
ざ
わ　

さ
き　

文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員
：
八
木　

透　

教
授
）

二
〇
一
九
年
九
月
三
十
日
受
理
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第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
六
三

は
じ
め
に

　

本
論
は
、
院
政
期
天
皇
及
び
天
皇
候
補
者
（
以
下
、
天
皇
と
の
み
表
記
）
の
乳

母
の
任
命
時
期
に
基
づ
き
、
乳
母
の
役
割
の
歴
史
的
変
化
を
論
じ
、
乳
母
の
一
族

が
権
力
を
得
る
と
言
わ
れ
て
き
た
構
図
が
、
院
政
期
に
お
い
て
は
逆
で
、
す
で
に

権
力
・
財
力
者
の
乳
父
一
族
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
「
此
日
、
八
十
島
祭
発
遣
日
也
、
御
乳
母
大
納
言
三
位
能
保
娘
、
未

嫁
之
人
也　

下
向
」。
後
鳥

羽
天
皇
の
乳
母
・
藤
原
保
子
が
、
天
皇
の
一
代
一
度
で
行
わ
れ
る
八
十
島
祭
の
使

い
と
し
て
難
波
へ
下
向
す
る
『
玉
葉
』
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
十
一
月
九
日
条

で
あ
る
。
一
般
的
な
認
識
の
乳
母
と
は
、
実
母
に
か
わ
っ
て
子
ど
も
に
授
乳
し
養

育
す
る
女
性
だ
ろ
う
。
授
乳
の
た
め
に
は
乳
が
出
る
必
要
が
あ
り
、
出
産
経
験
の

あ
る
女
性
が
乳
母
に
選
ば
れ
る
と
い
う
認
識
に
繋
が
る
。
と
こ
ろ
が
、
保
子
は

「
未
嫁
之
人
」
で
、
結
婚
及
び
出
産
経
験
が
無
い
乳
母
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

時
の
天
皇
に
は
授
乳
以
外
を
役
割
と
す
る
乳
母
が
求
め
ら
れ
選
ば
れ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。

　

こ
う
し
た
鎌
倉
期
の
乳
母
に
つ
い
て
は
男
性
の
メ
ノ
ト
（
乳
母
の
夫
や
父
な

　

本
論
は
、
院
政
期
天
皇
の
乳
母
の
役
割
の
歴
史
的
変
化
を
論
じ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
乳
母
が
何
を
目
的
と
し
て
任
命
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
任

命
さ
れ
た
時
期
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
視
野
に
立
ち
、
第
一
章
に

お
い
て
天
皇
そ
れ
ぞ
れ
の
乳
母
を
考
察
す
る
。
そ
の
過
程
で
明
ら
か
と
な
っ

た
天
皇
の
乳
母
の
定
員
化
・
官
職
化
、
及
び
、
皇
子
の
乳
母
か
ら
天
皇
の
乳

母
へ
の
分
断
に
つ
い
て
を
第
二
章
で
論
じ
る
。
そ
れ
が
顕
著
に
表
れ
る
、
乳

母
の
交
代
や
践
祚
後
に
任
命
さ
れ
る
傾
向
と
し
て
、
特
定
の
行
事
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
乳
母
典
侍
が
行
う
こ
と
が
多
い
、
八
十

島
祭
使
、
賀
茂
祭
女
使
、
即
位
時
の
褰
帳
命
婦
、
立
后
時
の
理
髪
役
に
つ
い

て
検
討
し
、
乳
母
典
侍
が
行
う
こ
と
の
意
義
を
論
じ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

乳
母
典
侍
、
乳
父
、
八
十
島
祭
、
平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代

院
政
期
天
皇
の
乳
母
の
選
任
に
つ
い
て

山

口

希
世
美

論
　
文〔

抄
　
録
〕



院
政
期
天
皇
の
乳
母
の
選
任
に
つ
い
て
（
山
口
希
世
美
）

一
六
四

ど
。
以
下
、
乳
父
と
表
記
）
と
共
に
論
じ
ら
れ
、
又
、
摂
関
期
以
前
の
乳
母
の
研

究
は
多
い
が
、
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
院
政
期
の
研
究
量
は
少
な
い
。

　

院
政
期
天
皇
の
乳
母
の
役
割
の
歴
史
的
変
化
を
論
じ
る
に
は
、
任
命
さ
れ
た
乳

母
が
、
授
乳
な
の
か
、
養
育
・
教
育
な
の
か
、
扶
持
後
見
な
の
か
、
何
を
目
的
と

し
て
任
命
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
乳
母
に
任
命
さ
れ
た
時
期
に
注
目
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
為
、
第
一
章
に
お
い
て
天
皇
そ
れ
ぞ
れ
の
乳
母
を
考
察
す
る
。

そ
の
過
程
で
明
ら
か
と
な
っ
た
天
皇
の
乳
母
の
定
員
化
・
官
職
化
、
及
び
、
皇
子

の
乳
母
か
ら
天
皇
の
乳
母
へ
の
分
断
に
つ
い
て
を
第
二
章
で
論
じ
る
。
定
員
制
に

な
っ
た
故
に
、
乳
母
の
交
代
・
践
祚
後
の
乳
母
任
命
が
見
ら
れ
る
事
例
の
傾
向
と

し
て
、
特
定
の
行
事
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
乳
母
典
侍
が

行
う
こ
と
の
多
い
、
八
十
島
祭
使
、
賀
茂
祭
女
使
、
即
位
時
の
褰
帳
命
婦
、
立
后

時
の
理
髪
役
に
つ
い
て
検
討
し
、
乳
母
典
侍
が
行
う
こ
と
の
意
義
を
論
じ
る
。

一　

天
皇
の
乳
母

1　

後
三
条
天
皇
の
乳
母

　

後
三
条
は
、
後
朱
雀
天
皇
（
当
時
東
宮
）
と
禎
子
内
親
王
（
三
条
天
皇
皇
女
）

の
間
に
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
に
誕
生
。
誕
生
時
の
乳
母
は
不
明
で
あ
る
。
寛

徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
正
月
十
六
日
に
立
太
子
し
、
翌
年
元
服
。
治
暦
四
年
（
一

〇
六
八
）
四
月
十
九
日
、
異
母
兄
後
冷
泉
天
皇
の
崩
御
を
受
け
て
践
祚
。
確
認
で

き
る
後
三
条
天
皇
の
乳
母
は
、
高
階
平
子
、
橘
徳
子
、
源
成
子
の
三
人
で
あ
る
。

　

高
階
平
子
。
出
自
や
配
偶
者
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
元
服
の
日
の
永
承
元
年

（
一
〇
四
六
）
十
二
月
十
九
日
に
乳
母
で
あ
る
こ
と
か
ら
五
位
か
ら
加
階
さ
れ

（『
東
宮
冠
禮
部
類
記
』（『
続
群
書
類
従
』
巻
二
九
三
））、
治
暦
四
年
七
月
廿
五
日

の
即
位
の
際
に
従
四
位
下
、
十
一
月
廿
八
日
に
従
四
位
上
に
叙
さ
れ
た
（『
本
朝

世
紀
』）。

　

橘
徳
子
。
出
自
や
配
偶
者
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
元
服
の
日
に
乳
母
で
あ
る

こ
と
か
ら
五
位
か
ら
加
階
さ
れ
、
即
位
の
際
に
正
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
。

　

源
成
子
。
醍
醐
源
氏
経
成
の
娘
で
あ
る
。
乳
母
三
人
の
中
で
は
父
親
の
地
位
が

一
番
高
い
。
元
服
の
日
に
叙
爵
し
た
こ
と
か
ら
前
二
人
よ
り
遅
れ
て
乳
母
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
位
の
際
に
正
五
位
下
に
叙
さ
れ
、
尻
付
に
「
宣
旨
」
と
見

え
る
。
当
初
の
侍
名
は
不
明
だ
が
、
父
経
成
が
後
冷
泉
朝
で
検
非
違
使
別
当
と

な
っ
た
後
に
侍
名
を
別
当
に
変
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
没
後
を
記
し
た
『
醍
醐
雑

事
記
』
巻
第
四
に
、
三
位
・
乳
母
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

後
三
条
天
皇
の
乳
母
は
三
人
全
て
の
姓
が
異
な
り
、
摂
関
期
以
前
の
乳
母
の
選

出
方
法
が
取
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
に
も
見
え
る
が

（
（
（

、
角
田
は
、
平
子
は
禎
子
内
親

王
の
大
進
を
務
め
た
高
階
俊
平
の
娘
、
徳
子
は
禎
子
内
親
王
の
乳
母
の
夫
の
娘
、

成
子
は
後
朱
雀
天
皇
の
乳
母
の
夫
・
源
経
成
の
娘
と
推
察
し
て
い
る

（
（
（

。
平
子
・
徳

子
の
選
任
は
母
禎
子
内
親
王
、
成
子
の
選
任
は
父
後
朱
雀
天
皇
で
あ
っ
た
。
平
子

と
徳
子
は
誕
生
時
又
は
誕
生
後
間
も
な
く
、
成
子
は
養
育
か
後
見
の
た
め
に
遅
れ

て
乳
母
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2　

白
河
天
皇
の
乳
母

　

白
河
は
、
父
後
三
条
天
皇
（
当
時
東
宮
）、
母
藤
原
能
信
養
女
茂
子
（
実
父
藤

原
公
成
）
の
間
に
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
誕
生
。
治
暦
元
年
（
一
〇
六
五
）
十

二
月
九
日
元
服
。
父
後
三
条
天
皇
が
践
祚
し
た
翌
年
の
延
久
元
年
（
一
〇
六
九
）

四
月
廿
八
日
に
立
太
子
。
後
三
条
天
皇
の
譲
位
を
受
け
て
延
久
四
年
十
二
月
八
日



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
六
五

践
祚
。
践
祚
時
、
母
茂
子
及
び
両
外
祖
父
は
亡
く
な
っ
て
い
る
。
後
三
条
院
も
、

翌
延
久
五
年
五
月
七
日
に
崩
御
し
た
。

　

確
認
で
き
る
乳
母
は
、
藤
原
資
業
女
、
源
俊
明
室
の
母
、
藤
原
親
子
の
三
人
で

あ
る
。

　

藤
原
資
業
女
は
、
藤
原
惟
経
と
の
間
に
知
綱
を
生
ん
だ
。
資
業
の
母
は
、
後
一

条
天
皇
乳
母
橘
徳
子
で
あ
る
。
白
河
誕
生
当
時
、
後
一
条
天
皇
の
母
上
東
門
院
藤

原
彰
子
は
生
存
し
て
い
る
。
資
業
女
の
兄
弟
実
政
は
後
三
条
の
東
宮
時
代
の
学
士

で
あ
り
、
夫
惟
経
は
白
河
祖
母
禎
子
内
親
王
の
権
大
進
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
縁
で

乳
母
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
白
河
が
五
歳
の
天
喜
五
年
に
没
し
て
い
る

（
（
（

。

　

源
俊
明
室
の
母
。
源
俊
明
室
と
白
河
は
同
い
年
で
あ
る
た
め
（『
水
左
記
』
承

暦
元
年
（
一
〇
七
七
）
九
月
四
日
）、
授
乳
し
た
乳
母
だ
ろ
う
。
角
田
に
よ
り
、

源
定
良
女
で
藤
原
師
基
の
妻
と
な
り
、
俊
明
室
の
他
に
国
明
を
産
ん
だ
女
性
と
指

摘
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
白
河
践
祚
以
前
に
没
し
て
い
る
。

　

藤
原
親
子
（
一
〇
二
一
─
一
〇
九
三
）。
親
国
女
で
、
藤
原
隆
経
の
妻
で
あ

る
（
（
（

。
親
子
は
白
河
の
外
祖
父
能
信
に
よ
り
選
任
（『
禁
秘
抄
』（『
群
書
類
従
』
巻

四
六
七
））。
白
河
朝
で
従
五
位
下
か
ら
正
三
位
に
叙
さ
れ
、
堀
河
天
皇
朝
覲
行
幸

の
際
に
従
二
位
に
叙
さ
れ
た
。
白
河
践
祚
後
も
生
存
し
て
い
る
乳
母
は
親
子
一
人

で
あ
り
、
乳
母
の
増
員
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

源
俊
明
室
の
弟
国
明
は
白
河
院
の
「
御
ウ
シ
ロ
ミ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
源
俊
明

の
養
子
に
、
親
子
の
息
子
顕
季
は
白
河
の
母
茂
子
の
兄
実
季
の
養
子
に
な
っ
て
い

る
。
二
人
と
も
元
服
以
前
に
養
子
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
乳
母
子
を
公
卿
の
養
子

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
昇
進
の
道
を
開
く
と
い
う
政
策
は
、
白
河
天
皇
践
祚

前
後
に
行
わ
れ
て
お
り
、
父
後
三
条
天
皇
の
意
向
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3　

実
仁
親
王
の
乳
母

　

実
仁
は
、
父
後
三
条
天
皇
、
母
源
基
子
（
基
平
女
・
小
一
条
院
孫
）
の
間
に
延

久
三
年
（
一
〇
七
一
）
誕
生
し
た
。
異
母
兄
白
河
天
皇
の
践
祚
と
同
日
の
延
久
四

年
十
二
月
八
日
に
立
太
子
す
る
。

　
『
栄
花
物
語
』
巻
三
八
の
誕
生
時
に
四
人
の
乳
母
が
見
え
、『
水
左
記
』
永
保
元

年
（
一
〇
八
一
）
八
月
廿
一
日
の
元
服
の
際
に
五
人
の
乳
母
が
叙
位
。
両
方
で
確

認
で
き
る
の
は
、
藤
原
幸
子
と
藤
原
香
子
の
み
で
あ
る
。

　

藤
原
幸
子
。
惟
経
女
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幸
子
の
母
は
白
河
天
皇
乳
母
資
業
女

の
可
能
性
が
あ
る
。
幸
子
は
少
将
と
い
う
侍
名
で
、
後
三
条
天
皇
・
白
河
天
皇
・

堀
河
天
皇
の
三
代
に
わ
た
っ
て
掌
侍
と
し
て
仕
え
た
。
誕
生
時
か
ら
の
乳
母
だ

が
、
配
偶
者
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
後
三
条
天
皇
の
意
向
で
乳
母
に
選
任
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
永
保
元
年
八
月
廿
一
日
の
元
服
の
際
に
、
従
五
位
上
に
叙

さ
れ
た
。

　

藤
原
香
子
。
経
国
女
で
、
三
条
源
氏
季
宗
の
妻
で
あ
る
。
季
宗
は
実
仁
親
王
母

基
子
の
兄
弟
で
あ
る
。
香
子
は
母
方
の
意
向
に
よ
る
選
任
で
あ
る
。
乳
母
の
う

ち
、
掌
侍
だ
っ
た
の
は
香
子
と
幸
子
の
二
人
で
あ
る
。『
栄
花
物
語
』
で
小
侍
従

内
侍
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
元
服
の
際
に
、
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
た
。『
尊
卑
分

脈
』
は
、
後
三
条
天
皇
の
落
胤
・
藤
原
有
佐
（
顕
綱
男
）
を
生
ん
だ
と
す
る
。

　

誕
生
時
の
み
に
見
ら
れ
る
の
は
、
範
国
女
と
惟
輔
女
で
あ
る
。
範
国
は
上
野

守（
介
カ
）で

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
他
の
記
録
か
ら
は
確
認
で
き
ず
、
平
範
国
と
思
わ
れ

る
が
確
定
で
き
な
い
。
惟
輔
は
、
永
保
二
年
四
月
廿
二
日
に
春
宮
権
大
進
と
見
え

る
（『
為
房
卿
記

（
（
（

』）。
彼
女
た
ち
は
、
授
乳
期
間
の
み
仕
え
て
退
い
た
か
、
没
し

た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
養
育
・
後
見
さ
せ
る
た
め
、
君
達
の
妻
を
求
め
て
三
人



院
政
期
天
皇
の
乳
母
の
選
任
に
つ
い
て
（
山
口
希
世
美
）

一
六
六

増
員
さ
れ
た
（『
栄
花
物
語
』
巻
三
八
）。

　

橘
弘
子
。
資
成
女
で
、
藤
原
定
任
男
実
宗
の
妻
で
あ
る
。
実
宗
・
資
成
と
も
君

達
と
は
言
え
な
い
。
実
宗
は
受
領
を
歴
任
。
実
仁
親
王
へ
の
経
済
的
支
援
を
期
待

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
弘
子
は
、
元
服
の
際
に
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
た
。

　

藤
原
豪
子
。
実
仁
親
王
母
基
子
の
母
方
伯
父
藤
原
忠
俊
の
妻
で
、
藤
原
朝
経
男

基
房
の
娘
で
あ
る
。
母
方
の
意
向
に
よ
る
選
任
で
あ
る
。
父
基
房
が
常
陸
介
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
常
陸
と
呼
ば
れ
る
。
元
服
の
際
に
、
従
五
位
上
に
叙
さ
れ

た
。

　

藤
原
家
範
の
妻
で
、
藤
原
公
基
女
。
元
服
時
に
見
え
な
い
。
家
範
は
大
納
言
経

輔
孫
で
あ
る
。
家
範
に
は
、
後
述
す
る
堀
河
天
皇
の
乳
母
藤
原
家
子
と
の
間
に
承

保
二
年
（
一
〇
七
五
）
生
ま
れ
の
基
隆
が
お
り
、
そ
れ
以
前
に
公
基
女
は
亡
く

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
補
充
と
し
て
、
元
服
の
際
に
正
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
藤
原
定
子
が
乳
母
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
定
任
女
で
、
橘
弘
子
の
夫
実
宗
の
姉
妹
で
あ
る
。
前
典
侍

と
見
え
、
す
で
に
五
位
だ
っ
た
た
め
の
加
階
と
考
え
ら
れ
る
。
典
侍
の
時
期
は
不

明
だ
が
、
後
三
条
天
皇
在
位
時
だ
ろ
う
。
配
偶
者
は
不
明
で
あ
る
。

　

実
仁
親
王
の
乳
母
選
任
は
、
後
三
条
天
皇
・
白
河
天
皇
と
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。
養
育
目
的
で
誕
生
よ
り
後
に
乳
母
が
付
け
ら
れ
る
事
は
摂
関
期
に
も
見
ら
れ

る
事
だ
が
、
確
認
で
き
る
の
は
四
人
ま
で
で
、
そ
れ
と
比
べ
て
、
実
仁
親
王
の
場

合
は
合
計
八
人
、
元
服
時
に
五
人
と
乳
母
の
人
数
が
多
い
。
ま
た
、
増
員
さ
れ
た

乳
母
は
、
配
偶
者
が
重
視
さ
れ
て
選
任
さ
れ
て
い
る
。
一
族
の
扶
持
後
見
を
期
待

し
て
乳
母
が
選
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
摂
関
期
と
少
し
の
違
い
で
は
あ
る
が
、
院

政
期
の
天
皇
の
乳
母
選
任
方
法
の
新
た
な
流
れ
と
な
る
。

4　

堀
河
天
皇
の
乳
母

　

堀
河
は
、
父
白
河
天
皇
、
母
藤
原
師
実
養
女
賢
子
（
実
父
源
顕
房
）
の
間
に
承

暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
七
月
九
日
誕
生
。
叔
父
で
東
宮
の
実
仁
親
王
が
応
徳
二
年

（
一
〇
八
五
）
十
一
月
八
日
薨
去
。
実
仁
親
王
が
早
世
し
た
場
合
に
そ
の
同
母
弟

輔
仁
親
王
を
後
継
者
に
希
望
す
る
後
三
条
院
の
遺
言
を
白
河
天
皇
は
無
視
し
て
、

応
徳
三
年
十
一
月
廿
六
日
、
息
子
の
堀
河
天
皇
に
譲
位
し
た
。
堀
河
の
誕
生
時
に

は
、
実
・
養
家
の
外
祖
父
母
は
い
た
が
（『
栄
花
物
語
』
巻
三
九
）、
践
祚
時
に
は

母
賢
子
は
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

誕
生
時
に
乳
母
と
見
え
る
の
は
、
藤
原
家
子
一
人
で
あ
る
（『
為
房
卿
記
』）。

そ
の
後
増
員
さ
れ
、
践
祚
後
の
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
十
二
月
八
日
に
三
位
二

人
と
乳
母
典
侍
二
人
の
合
計
四
人
の
乳
母
が
見
え
る
（『
中
右
記

（
（
（

』）。

　

藤
原
家
子
。
家
房
女
で
、
藤
原
家
範
の
妻
で
あ
る
。
家
範
と
は
、
実
仁
親
王
の

乳
母
を
務
め
た
前
妻
藤
原
公
基
女
の
没
後
に
結
婚
し
、
基
隆
を
生
む
。
堀
河
天
皇

誕
生
当
日
に
乳
母
と
な
る
。
家
子
は
堀
河
天
皇
践
祚
後
に
典
侍
と
な
り
、
常
陸
典

侍
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
後
家
範
と
は
離
婚
し
、
大
江
匡
房
と
再
婚
す
る

（
（
（

。
嘉
保
元

年
（
一
〇
九
四
）
四
月
五
日
に
妹
房
子
が
典
侍
と
な
り
常
陸
と
呼
ば
れ
る
と
、
家

子
は
侍
名
を
変
え
、
承
徳
二
年
正
月
十
二
日
に
従
三
位
に
叙
さ
れ
る
と
（『
中
右

記
』）、
大
弐
三
位
や
帥
三
位
と
呼
ば
れ
る
。

　

藤
原
兼
子
（
一
〇
五
〇
─
一
一
三
三
）。
顕
綱
女
で
、
讃
岐
典
侍
長
子
の
姉
で

あ
る
。
藤
原
敦
家
と
の
間
に
、
堀
河
天
皇
と
同
年
生
ま
れ
の
息
子
敦
兼
を
生
む
。

よ
っ
て
、
堀
河
誕
生
後
間
も
な
く
乳
母
と
し
て
参
上
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
践
祚

後
に
典
侍
と
な
り
、
讃
岐
や
近
江
典
侍
と
呼
ば
れ
た
。
応
徳
三
年
十
二
月
十
九
日

の
即
位
の
際
に
褰
帳
役
を
務
め
た
（『
天
祚
礼
祀
職
掌
録
』（『
群
書
類
従
』
巻
三
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第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
六
七

三
））。
翌
年
・
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
十
二
月
八
日
に
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
た

（『
本
朝
世
紀
』）。
寛
治
二
年
十
二
月
十
七
日
に
八
十
島
祭
使
を
務
め
る
（『
後
二

条
師
通
記
』『
中
右
記
』）。
寛
治
七
年
二
月
廿
二
日
の
篤
子
内
親
王
立
后
で
髪
上

理
髪
を
行
っ
た
際
に
乳
母
三
位
と
見
え
る
（『
後
二
条
師
通
記
』）。
康
和
三
年

（
一
一
〇
一
）
十
二
月
卅
日
に
妹
長
子
が
典
侍
と
な
り
、
そ
れ
を
機
に
侍
名
を
伊

予
に
変
え
る
。
伊
予
守
は
夫
敦
家
（
寛
治
四
年
没
）
の
極
官
で
あ
る
。

　

藤
原
師
子
。
師
仲
女
で
あ
る
。
白
河
朝
で
、
承
暦
四
年
に
典
侍
と
な
り
（『
朝

野
群
載
』
巻
四
）、
紀
伊
典
侍
と
呼
ば
れ
る
。
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）
賢
子
弟

源
雅
実
と
の
間
に
顕
通
を
生
む
。
前
者
二
人
よ
り
遅
く
、
白
河
天
皇
の
意
向
で
堀

河
の
乳
母
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
寛
治

五
年
正
月
廿
二
日
の
媞
子
内
親
王
立
后
で
髪
上
理
髪
を
行
う
（『
中
右
記
』）。
寛

治
七
年
八
月
廿
日
に
乳
母
で
あ
る
こ
と
が
見
え
る
（『
中
右
記
』）。
承
徳
二
年
に

正
四
位
下
に
叙
さ
れ
、
康
和
二
年
正
月
十
一
日
に
長
年
の
典
侍
労
に
よ
る
叙
一
階

を
求
め
た
（『
朝
野
群
載
』
巻
四
）。
そ
の
後
、
前
者
二
人
よ
り
遅
れ
て
三
位
と
な

る
（『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
七
月
廿
四
日
）。

　

藤
原
光
子
（
一
〇
六
〇
─
一
一
二
一
）。
隆
方
女
で
、
藤
原
公
実
の
妻
で
あ

る
。
光
子
は
、
堀
河
天
皇
の
同
母
姉
令
子
内
親
王
の
乳
母
も
務
め
て
い
る
（『
長

秋
記
』『
永
昌
記
』
大
治
四
年
七
月
廿
六
日
）。
堀
河
の
乳
母
へ
の
選
任
は
白
河
院

の
意
向
と
思
わ
れ
る
が
、
践
祚
以
前
に
つ
い
て
は
乳
母
で
あ
っ
た
か
の
確
認
が
で

き
な
い
。
寛
治
元
年
十
二
月
廿
八
日
に
典
侍
と
な
り
、
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
る

（『
本
朝
世
紀
』）。
寛
治
四
年
に
通
季
（
公
実
三
男
）、
康
和
三
年
に
璋
子
を
出

産
。
康
和
四
年
正
月
十
五
日
、
従
三
位
に
叙
さ
れ
（『
中
右
記
』）、
弁
三
位
と
呼

ば
れ
る
。
康
和
五
年
正
月
十
六
日
誕
生
の
鳥
羽
の
後
見
に
あ
た
る
た
め
、
堀
河
天

皇
の
そ
ば
を
離
れ
る
。
光
子
は
二
代
乳
母
と
す
る
の
が
定
説
だ
が
、『
公
卿
補

任
』
永
久
三
年
の
息
子
通
季
に
「
先
朝
御
乳
母
。
當
今
御
時
尚
候
禁
中
」
と
見

え
、
鳥
羽
天
皇
に
対
し
て
は
正
式
な
乳
母
で
は
な
い
。
鳥
羽
朝
の
天
永
三
年
（
一

一
一
二
）
三
月
十
八
日
、
白
河
院
六
十
賀
後
宴
の
日
に
従
二
位
に
叙
さ
れ
た
（『
中

右
記
』）。
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
正
月
廿
六
日
、
娘
の
璋
子
が
鳥
羽
天
皇
の

妻
・
中
宮
に
な
り
、
翌
年
五
月
廿
八
日
に
は
孫
（
崇
徳
天
皇
）
が
誕
生
。

　

藤
原
家
保
（
堀
河
天
皇
の
翌
年
誕
生
）
の
母
藤
原
経
平
女
も
、
堀
河
天
皇
の
乳

母
の
可
能
性
が
あ
る
。
家
保
が
乳
母
子
と
呼
ば
れ
て
い
る
（『
長
秋
記
』
永
久
元

年
三
月
廿
二
日
）。
家
保
の
父
は
、
白
河
天
皇
の
乳
母
子
顕
季
で
あ
る
。

5　

鳥
羽
天
皇
の
乳
母

　

鳥
羽
は
、
堀
河
天
皇
を
父
、
藤
原
実
季
女
苡
子
を
母
と
す
る
。
康
和
五
年
（
一

一
〇
三
）
正
月
十
六
日
、
藤
原
顕
隆
の
邸
で
誕
生
し
、
そ
の
妻
藤
原
悦
子
が
乳
母

に
な
る

（
（
（

。
苡
子
は
産
後
が
悪
く
、
正
月
廿
五
日
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
乳
母

二
人
を
増
員
す
る
事
で
堀
河
天
皇
と
白
河
院
の
間
で
人
選
が
進
め
ら
れ
た
が
、
姓

名
は
不
明
で
あ
る
（『
中
右
記
』
正
月
廿
七
日
～
二
月
十
五
日
）。
同
年
八
月
十
七

日
の
立
太
子
の
際
に
乳
母
が
六
位
に
叙
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
翌
年
、
藤
原
実
子
が
増

員
。
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
七
月
十
九
日
、
堀
河
天
皇
崩
御
を
受
け
て
鳥
羽
天

皇
が
践
祚
。
十
月
廿
六
日
に
よ
う
や
く
乳
母
二
人
が
典
侍
と
な
っ
た
（『
殿
暦
』

『
中
右
記
』）。
産
後
一
ヶ
月
く
ら
い
に
増
員
さ
れ
た
乳
母
二
人
の
践
祚
後
の
活
動

は
確
認
で
き
な
い
。

　

藤
原
悦
子
。
季
綱
女
で
、
藤
原
顕
隆
の
妻
で
あ
る
。
顕
隆
は
、
堀
河
天
皇
の
乳

母
光
子
の
甥
で
あ
り
、
白
河
院
の
「
よ
る
の
関
白
」
と
称
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
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皇
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任
に
つ
い
て
（
山
口
希
世
美
）

一
六
八

悦
子
は
顕
隆
と
の
間
に
、
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
に
顕
頼
（『
公
卿
補
任
』）、

承
徳
元
年
（
一
〇
九
七
）
に
顕
能
を
出
産
（『
中
右
記
』
天
永
三
年
七
月
廿
三

日
）。
康
和
五
年
正
月
十
六
日
に
誕
生
し
た
鳥
羽
の
乳
母
に
即
日
な
っ
て
い
る
。

白
河
院
の
意
向
に
よ
る
選
任
だ
ろ
う
。
主
乳
母
で
あ
る
。
顕
隆
が
弁
官
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
弁
乳
母
と
呼
ば
れ
る
。
鳥
羽
天
皇
践
祚
後
の
嘉
承
二
年
十
月
廿
六
日

に
典
侍
と
な
り
、
弁
典
侍
と
呼
ば
れ
る
。
す
で
に
従
五
位
下
で
あ
る
。
三
位
に
叙

さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
十
二
月
八
日

に
薨
じ
た
際
に
三
位
と
見
え
る
（『
殿
暦
』）。

　

藤
原
実
子
（
？
─
一
一
四
六
）。
堀
河
天
皇
の
乳
母
光
子
と
公
実
の
娘
で
、
藤

原
経
忠
の
妻
で
あ
る
。
嘉
保
元
年
に
忠
能
を
出
産
し
、
経
親
、
信
輔
、
経
雅
も
生

む
。
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
正
月
十
三
日
に
乳
母
に
な
り

（
（1
（

、
大
納
言
乳
母
と
呼

ば
れ
る
。
白
河
院
の
意
向
に
よ
る
選
任
だ
ろ
う
。
践
祚
後
の
嘉
承
二
年
十
月
廿
六

日
に
典
侍
に
な
り
、
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
。
十
二
月
一
日
の
即
位
の
際
に
褰
帳

役
に
な
る
予
定
だ
っ
た
が
、
十
一
月
十
四
日
に
父
公
実
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
讃

岐
典
侍
藤
原
長
子
が
代
わ
り
に
行
っ
た
。
三
位
に
叙
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
が
、
永
久
三
年
四
月
十
六
日
に
は
す
で
に
大
納
言
三
位
と
呼
ば
れ
て
い
る

（『
殿
暦
』）。
崇
徳
朝
の
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
七
月
廿
六
日
の
令
子
内
親
王
出

家
の
際
に
大
蔵
三
位
と
呼
ば
れ
て
侍
名
を
変
え
て
い
る
（『
永
昌
記
』）。
実
子
は

令
子
内
親
王
の
乳
母
子
で
あ
り
、
鳥
羽
天
皇
の
譲
位
を
機
に
、
主
な
仕
え
先
を
令

子
内
親
王
に
変
え
た
と
思
わ
れ
る
。

　

永
久
二
年
二
月
十
一
日
の
朝
覲
行
幸
の
際
に
、
乳
母
と
し
て
「
藤
公
子
」
と

「
惋
子
」
が
従
三
位
に
叙
さ
れ
た
（『
中
右
記
』）。
角
田
や
新
田
は
、
惋
子
を
悦
子

の
誤
記
と
す
る

（
（1
（

。
公
子
は
こ
の
記
事
に
し
か
確
認
で
き
ず
、
新
田
は
藤
原
経
実
の

妻
（
実
子
姉
妹
）
と
す
る
。
し
か
し
、
経
実
妻
は
崇
徳
朝
の
天
治
元
年
（
一
一
二

四
）
正
月
五
日
に
従
三
位
に
叙
さ
れ
、
永
久
二
年
に
三
位
に
叙
さ
れ
た
女
性
と
は

別
人
で
あ
る
。
ま
た
、
経
実
妻
所
生
が
、
懿
子
の
永
久
四
年
、
経
宗
の
元
永
二
年

（
一
一
一
九
）
で
、
鳥
羽
天
皇
と
十
歳
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
、
経
宗
の
『
公
卿

補
任
』
の
母
公
子
に
乳
母
の
付
記
が
無
い
こ
と
も
傍
証
に
な
る
。
経
実
妻
公
子

は
、
鳥
羽
の
后
璋
子
（
公
子
妹
）
の
女
房
で
あ
っ
て
、
鳥
羽
の
乳
母
で
は
な
い
。

姉
妹
が
鳥
羽
の
乳
母
や
后
と
な
っ
て
高
位
を
得
て
い
る
こ
と
、
崇
徳
天
皇
の
伯
母

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
経
実
妻
公
子
の
叙
位
は
面
目
配
慮
の
た
め
だ
ろ
う
と
私
は

考
え
る
。
ゆ
え
に
、
永
久
二
年
に
三
位
に
叙
さ
れ
た
公
子
は
、
実
子
の
間
違
い
だ

ろ
う
と
推
察
す
る
。

6　

崇
徳
天
皇
の
乳
母

　

崇
徳
は
、
父
鳥
羽
天
皇
、
母
藤
原
公
実
女
璋
子
（
白
河
院
養
女
）
の
間
に
元
永

二
年
（
一
一
一
九
）
五
月
廿
八
日
に
誕
生
。
誕
生
時
、
外
祖
父
は
す
で
に
没
し
て

い
る
。
乳
人
に
女
房
甲
斐
、
乳
母
に
藤
原
栄
子
が
即
日
な
っ
て
い
る
（『
長
秋

記
』）。
乳
母
の
ほ
か
に
授
乳
す
る
乳
人
が
確
認
で
き
る
最
初
の
天
皇
で
あ
る
。
誕

生
後
、
藤
原
長
実
（
顕
季
男
）
は
妻
の
乳
母
就
任
を
勧
め
ら
れ
て
い
た
が
（『
長

秋
記
』
七
月
四
日
）、
長
実
妻
は
乳
母
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
増
員
さ

れ
た
の
が
藤
原
宗
子
（
藤
原
家
保
妻
）・
隆
子
（
宗
俊
妻
）
の
姉
妹
だ
が
、
践
祚

以
前
に
確
認
で
き
な
い
。
白
河
院
の
意
向
と
思
わ
れ
る
鳥
羽
天
皇
の
譲
位
を
受
け

て
、
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
正
月
廿
八
日
に
崇
徳
天
皇
が
践
祚
。

　

藤
原
栄
子
。
顕
隆
と
鳥
羽
天
皇
乳
母
悦
子
の
娘
で
、
外
戚
一
族
で
も
あ
る
。
藤

原
忠
隆
（
基
隆
男
）
の
妻
で
、
隆
教
を
産
む
。
乳
人
が
別
に
お
り
、
栄
子
自
身
の
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第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
六
九

出
産
後
の
乳
が
細
か
っ
た
か
、
後
見
力
を
期
待
さ
れ
た
乳
母
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
父
顕
隆
が
右
大
弁
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
弁
の
侍
名
で
呼
ば
れ
る
。
天
治
二

年
（
一
一
二
五
）
九
月
一
日
に
は
典
侍
正
五
位
下
と
見
え
る
（「
中
右
記
部
類
第

廿
七
」）。
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
二
月
廿
一
日
、
藤
原
聖
子
の
立
后
の
際
に
典

侍
と
見
え
、
理
髪
を
行
っ
て
い
る
（『
中
右
記
』）。

　

甲
斐
。
姓
名
は
不
明
で
、
藤
原
通
季
（
璋
子
兄
）
の
愛
物
、
つ
ま
り
彼
の
子
を

産
ん
だ
身
分
低
い
女
性
だ
が
、
後
日
に
乳
人
か
ら
乳
母
に
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

（『
長
秋
記
』
七
月
廿
日
）。
践
祚
後
の
活
動
は
確
認
で
き
な
い
。
母
方
の
意
向
に

よ
る
選
任
だ
ろ
う
。

　

藤
原
宗
子
（
一
〇
八
七
─
一
一
二
九
）。
隆
宗
女
で
、
藤
原
家
保
（
堀
河
天
皇

乳
母
子
）
の
妻
で
あ
る
。
白
河
院
に
よ
る
選
任
だ
ろ
う
。『
尊
卑
分
脈
』
は
家
保

妻
を
「
隆
子
」
と
す
る
が
、
隆
子
は
後
述
す
る
姉
妹
の
宗
俊
妻
で
別
人
で
あ
る
。

角
田
は
、
宗
子
は
堀
河
朝
で
典
侍
と
な
り
、
天
皇
と
の
間
に
寛
暁
（
一
一
〇
三
誕

生
）
を
生
み
、
の
ち
に
家
保
と
結
婚
し
た
と
す
る

（
（1
（

。
家
保
と
の
間
に
、
顕
保
・
家

成
（
一
一
〇
七
誕
生
）
等
を
出
産
。
い
つ
崇
徳
の
乳
母
と
さ
れ
た
か
、
践
祚
以
前

に
確
認
で
き
な
い
。
宗
子
は
、
父
隆
宗
が
近
江
守
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
江
の
侍

名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
保
安
四
年
二
月
十
九
日
、
即
位
の
際
に
褰
帳
役
を
務
め
て

い
る
の
が
、
乳
母
と
し
て
の
初
見
で
あ
る
（『
中
右
記
』）。
天
治
元
年
十
二
月
十

三
日
、
八
十
島
祭
使
を
務
め
て
い
る
（「
中
右
記
目
録
」）。
大
治
四
年
正
月
廿
四

日
、
没
し
た
（『
中
右
記
』）。
三
位
に
は
な
っ
て
い
る
（『
尊
卑
分
脈
』『
公
卿
補

任
』）。

　

藤
原
隆
子
。
隆
宗
女
で
、
宗
子
の
姉
妹
で
あ
る
。
夫
宗
俊
の
姓
は
不
明
で
あ

る
。
い
つ
乳
母
と
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
天
治
元
年
正
月
五
日
に
従
四
位
下
に

叙
さ
れ
て
い
る
（『
長
秋
記
』）。

7　

近
衛
天
皇
の
乳
母

　

近
衛
は
、
父
鳥
羽
院
、
母
藤
原
長
実
女
得
子
の
間
に
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）

五
月
十
八
日
に
誕
生
。
崇
徳
天
皇
の
異
母
弟
で
あ
る
。
誕
生
時
、
外
祖
父
は
い
な

い
。
同
年
八
月
十
七
日
、
立
太
子
。
崇
徳
天
皇
の
譲
位
を
受
け
て
永
治
元
年
（
一

一
四
一
）
十
二
月
七
日
践
祚
。
崇
徳
天
皇
の
后
藤
原
聖
子
（
摂
政
忠
通
女
）
が
母

后
の
代
わ
り
に
な
り
幼
少
期
を
支
え
た
。

　

誕
生
か
ら
約
一
か
月
後
に
藤
原
家
子
、
践
祚
後
に
二
人
、
合
計
三
人
の
乳
母
が

確
認
で
き
る
。

　

藤
原
家
子
。
家
政
女
で
、
藤
原
清
隆
の
妻
で
あ
る
。
藤
原
光
隆
（
一
一
二
七
誕

生
）・
定
隆
（
一
一
三
四
誕
生
）
等
を
産
む
。
清
隆
は
待
賢
門
院
別
当
で
あ
り
、

鳥
羽
院
別
当
で
も
あ
る
。
鳥
羽
院
の
意
向
に
よ
る
選
任
だ
ろ
う
。
近
衛
は
、
誕
生

後
約
一
か
月
の
保
延
五
年
六
月
廿
七
日
に
入
内
の
儀
式
が
あ
り
、
そ
の
車
に
家
子

が
同
乗
し
た
（『
台
記
』）。
誕
生
時
か
ら
の
乳
母
だ
ろ
う
。
侍
名
は
二
条
殿
。
即

位
で
褰
帳
役
を
務
め
た
こ
と
か
ら
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
正
月
九
日
に
正
五
位

下
、
十
一
月
廿
六
日
に
は
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
た
（『
本
朝
世
紀
』）。
天
養
元
年

（
一
一
四
四
）
正
月
五
日
に
三
位
、
久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）
十
月
二
日
に
従
二

位
に
叙
さ
れ
た
（『
台
記
』）。

　

藤
原
盛
子
。
践
祚
以
前
に
確
認
で
き
ず
、
出
自
や
配
偶
者
も
不
明
で
あ
る
。
康

治
元
年
正
月
九
日
に
乳
母
と
し
て
従
五
位
下
、
十
一
月
廿
六
日
に
正
五
位
下
に
叙

さ
れ
る
（『
本
朝
世
紀
』）。
近
衛
天
皇
の
崩
御
ま
で
弁
典
侍
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

三
位
に
は
叙
さ
れ
て
な
い
。



院
政
期
天
皇
の
乳
母
の
選
任
に
つ
い
て
（
山
口
希
世
美
）

一
七
〇

　

藤
原
清
隆
女
。
諱
や
配
偶
者
は
不
明
で
あ
る
。
侍
名
は
大
納
言
。
実
母
が
家
子

か
は
不
明
だ
が
、
親
子
で
天
皇
の
乳
母
を
務
め
た
初
例
で
、
こ
の
傾
向
は
以
後
も

続
く
。
乳
母
と
し
て
、
践
祚
以
前
の
活
動
が
確
認
で
き
な
い
。
康
治
二
年
十
一
月

廿
八
日
に
八
十
島
祭
使
を
務
め
乳
母
・
大
納
言
典
侍
と
見
え
る
（『
台
記
』）。
久

安
六
年
正
月
十
九
日
よ
り
前
に
三
位
に
叙
さ
れ
て
い
る
（「
台
記
別
記
」
巻
三
）。

近
衛
天
皇
の
同
母
姉
・
叡
子
内
親
王
の
乳
母
も
大
納
言
と
呼
ば
れ
て
お
り
（『
兵

範
記
』
久
安
五
年
十
一
月
十
一
日
）、
兼
務
の
可
能
性
が
あ
る
。

8　

後
白
河
天
皇
の
乳
母

　

後
白
河
は
、
父
鳥
羽
院
、
母
藤
原
公
実
女
璋
子
（
白
河
院
養
女
）
の
間
に
大
治

二
年
（
一
一
二
七
）
九
月
十
一
日
に
誕
生
。
第
四
皇
子
で
、
崇
徳
天
皇
の
同
母

弟
、
近
衛
天
皇
の
異
母
兄
で
あ
る
。
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
十
二
月
廿
七
日
に

元
服
す
る
も
、
同
年
に
近
衛
が
生
ま
れ
て
お
り
、
後
白
河
の
登
極
の
可
能
性
は
低

く
な
っ
て
い
た
。
近
衛
天
皇
は
目
の
病
を
抱
え
、
後
白
河
の
王
子
（
守
仁
親
王
・

二
条
天
皇
）
を
後
継
者
と
し
て
譲
位
を
望
ん
だ
が
、
鳥
羽
院
が
許
さ
ず
、
久
寿
二

年
（
一
一
五
五
）
七
月
廿
三
日
に
崩
御
。
近
衛
天
皇
の
意
向
を
受
け
入
れ
つ
つ
、

父
親
王
を
無
視
で
き
ず
、
翌
日
、
後
白
河
天
皇
が
中
継
ぎ
の
天
皇
と
し
て
登
極
し

た
。
す
で
に
母
璋
子
は
亡
く
な
っ
て
お
り
、
父
鳥
羽
院
も
保
元
元
年
（
一
一
五

六
）
七
月
二
日
に
崩
御
す
る
と
、
後
白
河
天
皇
の
朝
覲
行
幸
先
は
得
子
と
な
る
。

後
白
河
天
皇
の
践
祚
が
、
得
子
の
力
に
よ
っ
た
表
れ
で
あ
る
。

　
『
今
鏡
』
に
よ
る
と
、
後
白
河
誕
生
時
に
藤
原
基
隆
女
と
藤
原
師
隆
女
の
二
・

三
人
の
乳
母
が
い
た
と
い
う
が
、
践
祚
以
前
に
出
仕
を
止
め
た
り
、
亡
く
な
っ
て

い
る
。
基
隆
は
家
範
男
で
、
母
は
堀
河
天
皇
乳
母
家
子
で
あ
る
。
師
隆
女
は
、
後

白
河
同
母
姉
統
子
内
親
王
の
乳
母
を
務
め
た
藤
原
通
基
妻
一
条
と
同
人
の
可
能
性

が
あ
る
。
乳
人
と
し
て
藤
原
朝
子
が
い
た
と
い
う
の
が
定
説
だ
が
、
朝
子
と
通
憲

の
子
供
達
の
誕
生
時
期
な
ど
か
ら
、
私
は
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
践
祚
後
に
乳
母

が
典
侍
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
が
、
後
白
河
天
皇
践
祚
後
に
任
じ
ら
れ
た
典

侍
三
人
の
姓
名
は
不
明
で
あ
る
（『
兵
範
記
』
久
寿
二
年
九
月
廿
六
日
）。

　

藤
原
朝
子
（
？
─
一
一
六
六
）。
父
に
つ
い
て
は
、
兼
長
ま
た
は
兼
頼
の
二
説

あ
る
。
兼
長
は
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
ま
で
の
生
存
と
六
位
で
あ
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
が
、
兼
頼
は
実
在
が
確
認
で
き
な
い
。
配
偶
者
は
藤
原
通
憲
だ
が
、

後
白
河
天
皇
践
祚
時
に
は
出
家
し
て
信
西
を
名
乗
っ
て
い
る
。
信
西
の
伯
母
に
鳥

羽
天
皇
乳
母
悦
子
が
い
る
。
朝
子
は
紀
伊
の
侍
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
朝
子
が
最

初
に
乳
母
と
し
て
見
え
る
の
は
、
践
祚
後
の
保
元
二
年
十
月
廿
六
日
に
八
十
島
祭

使
に
定
め
ら
れ
た
時
で
、
典
侍
と
見
え
る
（『
餝
抄
』）。
十
一
月
廿
七
日
に
難
波

に
向
か
っ
て
出
立
し
、
十
二
月
十
七
日
に
従
三
位
に
叙
さ
れ
た
（『
兵
範
記
』）。

二
条
朝
の
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
正
月
廿
一
日
、
内
宴
の
日
に
二
位
に
叙
さ
れ

た
（『
山
槐
記
』）。

　

即
位
の
際
に
褰
帳
役
を
務
め
た
典
侍
源
重
子
は
、
二
条
天
皇
の
乳
母
と
同
姓
同

名
だ
が
位
階
か
ら
別
人
と
思
わ
れ
、
後
白
河
天
皇
の
乳
母
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

9　

二
条
天
皇
の
乳
母

　

二
条
は
、
父
後
白
河
天
皇
（
当
時
親
王
）、
母
源
有
仁
養
女
懿
子
（
実
父
藤
原

経
実
）
の
間
に
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
六
月
十
七
日
に
誕
生
し
た
が
、
産
後
懿

子
は
没
し
て
い
る
。
美
福
門
院
得
子
の
養
子
と
な
り
、
二
条
を
次
期
天
皇
に
と
い

う
近
衛
天
皇
の
意
向
を
前
提
に
、
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
七
月
廿
四
日
に
父
後
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第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
七
一

白
河
天
皇
が
登
極
し
た
。
九
月
廿
三
日
に
立
太
子
。
後
白
河
天
皇
の
譲
位
を
受
け

て
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
八
月
十
一
日
に
践
祚
。
践
祚
時
、
両
外
祖
父
は
没
し

て
い
る
。

　

誕
生
時
の
乳
母
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
元
服
の
日
に
、
源
師
子
と
源
保
子

の
二
人
が
確
認
で
き
、
践
祚
後
に
源
重
子
と
平
時
子
が
乳
母
と
し
て
見
え
る
。

　

源
師
子
。
村
上
源
氏
師
重
女
で
、
配
偶
者
は
不
明
で
あ
る
。『
梁
塵
秘
抄 

口
伝

集
』
の
後
白
河
が
登
極
前
に
崇
徳
院
と
同
居
し
て
い
た
頃
の
話
に
、
坊
門
殿
（
師

子
）
が
今
様
の
初
声
を
連
れ
て
来
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
師
子
が
後
白
河
の

女
房
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
二
条
の
乳
母
に
な
っ
た
時
期
は
不
明
だ
が
、
幼

少
期
か
ら
仕
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
乳
母
へ
の
選
任
も
後
白
河
の
意
向
だ
ろ

う
。
久
寿
二
年
十
二
月
九
日
、
東
宮
（
二
条
）
元
服
の
日
、
乳
母
で
あ
る
こ
と
か

ら
師
子
は
従
五
位
下
又
は
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
た
（『
東
宮
冠
禮
部
類
記
』『
兵
範

記
』）。
侍
名
は
、
東
宮
時
代
は
坊
門
殿
で
あ
っ
た
が
、
践
祚
後
に
は
大
納
言
三
位

と
呼
ば
れ
る
（『
山
槐
記
』
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
十
二
月
廿
七
日
）。

　

源
重
子
。
師
重
女
で
、
師
子
の
妹
。
配
偶
者
は
不
明
で
あ
る
。
師
子
と
共
に
幼

少
期
か
ら
仕
え
て
い
た
と
思
わ
れ
、
東
宮
の
時
の
宣
旨
で
あ
る
（『
東
宮
冠
禮
部

類
記
』）。
保
元
三
年
十
二
月
廿
日
、
即
位
で
右
の
褰
帳
役
を
務
め
、
典
侍
・
乳
母

で
あ
る
こ
と
が
見
え
る
（『
兵
範
記
』）。
践
祚
後
に
乳
母
に
な
っ
た
可
能
性
が
高

い
。

　

源
保
子
。
清
和
源
氏
光
保
女
。
侍
名
は
土
佐
。
鳥
羽
院
晩
年
の
寵
人
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
東
宮
の
乳
母
に
な
っ
て
い
る
（『
今
鏡
』）。
つ
ま
り
、
二
条
の
養
育
に

関
わ
っ
て
い
な
い
人
物
が
、
乳
母
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
朝
の
御
手
付
き
の
女

房
を
乳
母
に
任
じ
る
例
は
す
で
に
見
ら
れ
る
が
、
出
産
未
経
験
が
明
ら
か
な
の
は

初
見
だ
ろ
う
。
保
子
の
乳
母
選
任
は
、
祖
父
鳥
羽
院
の
意
向
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
践
祚
後
に
典
侍
も
兼
ね
た
（『
禁
秘
抄
』）。
し
か
し
、
平
治
の
乱
で
父
光
保

が
失
脚
。
以
後
、
保
子
は
史
料
で
見
ら
れ
な
い
。

　

平
時
子
（
一
一
二
六
─
一
一
八
五
）。
時
信
女
で
、
母
は
令
子
内
親
王
の
半
物

で
あ
る
。
時
子
は
、
平
清
盛
の
後
妻
で
あ
る
。
二
条
天
皇
の
元
服
や
即
位
の
時
に

は
乳
母
と
し
て
見
え
ず
、
平
治
の
乱
で
失
脚
し
た
源
保
子
に
替
え
て
乳
母
に
任
命

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
践
祚
後
に
乳
母
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
授
乳
・

養
育
に
は
関
わ
ら
ず
、
し
か
も
、
乳
母
が
交
代
し
て
任
命
さ
れ
る
と
い
う
、
選
任

方
法
の
新
た
な
傾
向
で
あ
る
。
後
白
河
院
や
二
条
自
身
に
よ
る
選
任
だ
ろ
う
。
永

暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
十
二
月
十
五
日
に
娘
の
清
盛
女
が
典
侍
と
し
て
八
十
島
祭

使
を
務
め
る
と
、
十
二
月
廿
四
日
に
典
侍
・
乳
母
と
し
て
時
子
は
従
三
位
に
叙
さ

れ
（『
山
槐
記
』）、
帥
三
位
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
六
条
朝
の
仁
安
元
年

（
一
一
六
六
）
十
月
廿
一
日
に
従
二
位
に
叙
さ
れ
る
（『
兵
範
記
』）。

　

藤
原
惟
方
を
二
条
天
皇
の
乳
母
子
と
す
る
『
十
訓
抄
』
の
説
が
あ
る
。
惟
方
は

天
治
二
年
（
一
一
二
五
）
生
ま
れ
で
、
二
条
天
皇
よ
り
十
八
も
歳
上
で
あ
る
。
ほ

ぼ
同
文
の
『
古
今
著
聞
集
』
で
は
「
御
め
の
と
」
と
し
て
い
る
。
又
、『
今
鏡
』

で
も
「
帝
の
御
母
方
、
又
御
乳
母
な
ど
い
ひ
て
、
大
納
言
経
宗
、
別
当
惟
方
な
ど

い
ふ
人
ふ
た
り
、
世
を
靡
か
せ
り
し
ほ
ど
に
」
と

（
（1
（

、
乳
父
を
意
味
す
る
と
解
釈
で

き
る
文
で
あ
る
。
惟
方
の
母
藤
原
忠
子
は
、
美
福
門
院
得
子
が
皇
后
の
時
の
宣
旨

で
あ
り
、
そ
の
縁
で
惟
方
が
二
条
天
皇
の
乳
父
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
惟
方

は
、
後
白
河
院
を
蔑
ろ
に
し
た
た
め
に
清
盛
に
捕
え
ら
れ
、
配
流
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
二
条
天
皇
の
乳
父
に
な
っ
た
の
が
清
盛
だ
ろ
う
。



院
政
期
天
皇
の
乳
母
の
選
任
に
つ
い
て
（
山
口
希
世
美
）

一
七
二

10　

六
条
天
皇
の
乳
母

　

六
条
は
、
父
二
条
天
皇
、
母
伊
岐
氏
の
間
に
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
十
一
月

十
四
日
誕
生
。
誕
生
時
か
ら
践
祚
ま
で
の
乳
母
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
永
万

元
年
（
一
一
六
五
）
七
月
廿
七
日
の
即
位
の
日
に
乳
人
が
見
え
る
が
（『
山
槐

記
』）、
姓
名
は
不
明
で
あ
る
。
乳
母
に
は
、
壱
岐
守
で
あ
っ
た
藤
原
邦
綱
の
娘
が

い
る
。
そ
の
外
祖
父
藤
原
公
俊
は
邦
綱
の
前
の
壱
岐
守
で
あ
る
。
六
条
の
母
親

は
、
そ
れ
ら
の
縁
で
出
仕
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
乳
母
は
、
母
親
の
意
向
を

汲
ん
だ
二
条
の
選
任
だ
ろ
う
。
し
か
し
二
条
天
皇
は
病
が
ち
に
な
り
、
永
万
元
年

六
月
廿
五
日
、
六
条
天
皇
に
譲
位
。
二
条
院
の
后
藤
原
育
子
（
藤
原
忠
通
養
女
）

が
母
后
代
わ
り
に
な
っ
た
。
七
月
廿
八
日
に
父
二
条
院
が
崩
御
。
永
万
二
年
七
月

廿
六
日
、
摂
政
基
実
（
忠
通
男
・
清
盛
聟
）
が
薨
去
す
る
と
、
家
司
だ
っ
た
邦
綱

が
そ
の
遺
領
の
多
く
を
基
実
妻
（
清
盛
女
）
に
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
助
言
し
て
清

盛
に
取
り
入
っ
て
お
り
、
邦
綱
は
六
条
天
皇
の
在
位
を
長
く
支
え
る
気
は
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

藤
原
邦
子
。
邦
綱
女
で
、
母
は
藤
原
公
俊
女
で
あ
る
。
藤
原
成
頼
（
顕
頼
男
）

の
妻
で
、
大
夫
典
侍
と
呼
ば
れ
る

（
（1
（

。
永
万
元
年
七
月
廿
二
日
、
典
侍
従
五
位
下
に

な
り
、
即
位
で
褰
帳
役
を
務
め
た
（『
山
槐
記
』）。
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
十

一
月
廿
五
日
に
従
四
位
下
、
仁
安
二
年
十
二
月
十
六
日
に
八
十
島
祭
使
を
務
め
、

卅
日
に
従
三
位
に
叙
さ
れ
て
い
る
（『
兵
範
記
』）。

11　

高
倉
天
皇
の
乳
母

　

父
後
白
河
院
、
母
平
時
信
女
滋
子
の
間
に
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
九
月
三
日

誕
生
。
外
祖
父
時
信
は
没
し
て
お
り
、
清
盛
が
外
戚
一
族
と
し
て
支
え
た
。
六
条

天
皇
践
祚
の
翌
年
・
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
十
月
十
日
に
立
太
子
。
仁
安
三
年

二
月
十
九
日
、
清
盛
の
重
病
を
受
け
、
後
白
河
院
は
高
倉
天
皇
を
践
祚
さ
せ
た
。

　

帥
（
？
─
一
一
七
九
）
の
侍
名
で
呼
ば
れ
た
藤
原
公
重
女
（
通
季
孫
）
は
乳
人

で
、
高
倉
天
皇
が
成
人
し
た
後
も
そ
ば
に
仕
え
た
。
配
偶
者
は
不
明
で
あ
る
。
帥

は
、
高
倉
天
皇
の
性
教
育
の
た
め
副
臥
し
、
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
春
に
高
倉

天
皇
の
最
初
の
子
・
功
子
内
親
王
を
産
む
（『
愚
昧
記
』
十
月
廿
八
日
）。

　

平
清
子
（
一
一
四
六
─
一
一
七
八
）。
時
信
女
で
、
高
倉
天
皇
母
滋
子
の
妹
で

あ
る
。
侍
名
は
中
納
言
。
仁
安
三
年
三
月
十
一
日
、
清
盛
の
猶
子
と
し
て
典
侍
に

任
じ
ら
れ
、
六
位
か
ら
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
、
四
月
六
日
に
従
五
位
上
に
叙
さ
れ

た
。
八
月
四
日
の
行
幸
の
日
ま
で
の
間
、
典
侍
と
は
見
え
る
が
、
乳
母
と
見
え
な

い
。
十
二
月
四
日
、
践
祚
後
に
典
侍
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
乳
母
労
で
正
五
位

下
に
叙
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
践
祚
後
に
任
じ
ら
れ
た
乳
母
で
あ
る
。
そ
の
後
、
平

宗
盛
（
清
盛
三
男
）
と
結
婚
。
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
四
月
廿
三
日
、
賀
茂
祭

使
を
務
め
る
。
十
月
廿
五
日
、
典
侍
を
辞
す
（
以
上
『
兵
範
記
』）。
治
承
二
年
十

一
月
の
安
徳
誕
生
の
際
に
乳
付
役
を
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
腫
物
の
た
め
閏
六
月

十
五
日
に
出
家
（『
山
槐
記
』）、
三
位
に
な
っ
て
い
る
。
七
・
八
月
頃
に
亡
く

な
っ
た
。

　

藤
原
経
子
。
家
成
女
で
、
平
重
盛
（
清
盛
長
男
）
の
妻
で
あ
る
。
立
太
子
の
日

に
乳
母
と
し
て
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
る
（『
兵
範
記
』『
愚
昧
記
』）。
侍
名
は
大
納

言
。
経
子
が
授
乳
の
た
め
の
乳
母
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
践
祚
後
も
乳
母
と

見
え
る
が
、
典
侍
は
兼
務
し
て
い
な
い
。
嘉
応
元
年
十
月
廿
五
日
、
平
清
子
の
替

え
で
典
侍
と
な
り
（『
兵
範
記
』）、
十
一
月
廿
五
日
に
八
十
島
祭
使
を
務
め
る

（『
兵
範
記
』『
愚
昧
記
』）。
そ
の
際
に
、
藤
原
経
宗
の
猶
子
と
見
え
る
。
承
安
元
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一
七
三

年
（
一
一
七
一
）
十
二
月
廿
六
日
よ
り
前
に
三
位
に
な
っ
て
い
る
（『
兵
範
記
』）。

治
承
元
年
六
月
の
「
鹿
ケ
谷
の
陰
謀
」
で
兄
弟
の
成
親
が
配
流
さ
れ
た
た
め
、
経

子
は
内
裏
を
退
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

藤
原
綱
子
。
邦
綱
女
で
、
侍
名
は
別
当
。
配
偶
者
は
不
明
で
あ
る
。
総
子
と
見

え
る
の
も
、
写
本
・
翻
刻
の
過
程
で
の
誤
記
で
、
同
一
人
物
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

が
特
定
が
難
し
い
。
六
条
朝
の
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
七
月
廿
二
日
に
従
五
位

下
に
な
っ
た
典
侍
藤
原
綱
子

（
（1
（

、
高
倉
天
皇
后
平
徳
子
（
清
盛
女
）
の
乳
母
・
邦
綱

女
綱
子
（『
尊
卑
分
脈
』）、
立
太
子
の
日
に
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
藤
原
綱
子

（
（1
（

、

仁
安
三
年
二
月
十
九
日
に
邦
綱
女
で
別
当
と
呼
ば
れ
た
乳
母
が
見
え
、
三
月
十
一

日
に
典
侍
に
任
じ
ら
れ
た
邦
綱
女
総
子
も
別
当
と
呼
ば
れ
て
お
り
六
位
か
ら
従
五

位
下
に
叙
さ
れ
、
総
子
は
三
月
廿
日
の
即
位
で
褰
帳
役
を
務
め
て
い
る
が
、
褰
帳

役
を
務
め
た
こ
と
か
ら
四
月
六
日
に
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
た
の
は
綱
子
で
あ
る

（『
兵
範
記
』）。
そ
の
後
は
順
調
に
、
綱
子
が
、
十
二
月
四
日
に
正
五
位
下
に
叙
さ

れ
、
承
安
元
年
十
二
月
廿
六
日
に
は
別
当
三
位
と
見
え
る
（『
兵
範
記
』）。
綱
子

は
未
婚
か
配
偶
者
と
離
婚
か
死
別
し
た
よ
う
で
、
大
納
言
藤
原
実
定
が
綱
子
と
の

結
婚
を
希
望
す
る
が
、
清
盛
の
反
対
に
よ
り
停
止
さ
れ
た
（『
玉
葉
』
治
承
元
年

十
一
月
十
一
日
）。

　

乳
母
の
三
人
は
全
て
、
母
方
及
び
清
盛
の
意
向
に
よ
る
選
任
だ
ろ
う
。

12　

安
徳
天
皇
の
乳
母

　

安
徳
は
、
父
高
倉
天
皇
、
母
平
清
盛
女
徳
子
（
母
平
時
子
）
の
間
に
治
承
二
年

（
一
一
七
八
）
十
一
月
十
二
日
に
誕
生
。
十
二
月
十
五
日
に
立
太
子
。
清
盛
の
意

向
に
よ
る
高
倉
天
皇
の
譲
位
を
受
け
て
、
治
承
四
年
二
月
廿
一
日
に
践
祚
。
同
年

五
月
に
は
以
仁
王
の
乱
が
起
こ
り
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
へ
と
発
展
し
た
。

　

安
徳
天
皇
の
乳
母
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
藤
原
領
子
と
藤
原
輔
子
の
二
人

で
、
そ
の
他
に
乳
人
が
い
る
。
乳
人
は
時
子
（
清
盛
妻
・
安
徳
天
皇
祖
母
）
の
女

房
で
、
遠
江
の
侍
名
で
呼
ば
れ
た
源
通
清
女
で
、
源
親
房
の
妻
で
あ
る
。
遠
江

は
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
七
月
廿
五
日
、
二
人
の
乳
母
や
平
家
と
共
に
安
徳

天
皇
に
従
っ
て
都
を
離
れ
た
（『
吉
記
』）。
い
わ
ゆ
る
「
平
家
都
落
ち
」
で
あ
る
。

　

藤
原
領
子
。
顕
時
女
で
あ
る
。
高
倉
天
皇
の
母
建
春
門
院
滋
子
の
異
母
兄
時
忠

（
時
子
同
母
弟
）
の
妻
で
あ
る
。
治
承
二
年
十
一
月
十
二
日
、
安
徳
天
皇
の
誕
生

時
に
乳
付
役
を
し
（
以
下
特
筆
の
無
い
限
り
『
山
槐
記
』）、
そ
の
ま
ま
乳
母
に
な

る
。
領
子
は
六
月
廿
五
日
に
時
忠
の
子
を
出
産
し
た
が
、
す
で
に
乳
は
出
な
く

な
っ
て
い
た
。
洞
院
の
侍
名
で
呼
ば
れ
、
践
祚
を
機
に
帥
典
侍
と
呼
ば
れ
る
（
三

月
一
日
・
八
日
）。
五
月
八
日
、
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
る
（『
山
槐
記
』『
吉
記
』）。

翌
年
・
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
四
月
十
六
日
に
賀
茂
祭
使
を
務
め
る
。

　

藤
原
輔
子
。
邦
綱
女
で
、
邦
子
・
綱
子
の
同
母
姉
妹
で
あ
る
。
平
重
衡
（
清
盛

五
男
）
の
妻
。
践
祚
以
前
に
乳
母
で
あ
っ
た
か
確
認
で
き
な
い
が
、
東
宮
時
に
は

五
条
の
侍
名
で
仕
え
、
践
祚
を
機
に
大
納
言
典
侍
と
呼
ば
れ
る
（『
山
槐
記
』
三

月
九
日
）。
四
月
十
五
日
、
賀
茂
祭
使
を
務
め
た
際
に
は
す
で
に
従
五
位
下
で
あ

る
（『
山
槐
記
』）。
四
月
廿
二
日
の
即
位
で
褰
帳
役
を
務
め
、
五
月
八
日
従
五
位

上
に
叙
さ
れ
た
（『
山
槐
記
』『
吉
記
』）。
寿
永
元
年
八
月
十
四
日
、
亮
子
内
親
王

立
后
の
際
に
理
髪
を
務
め
た
（『
吉
記
』）。

　

乳
母
・
乳
人
は
、
清
盛
や
時
子
と
い
っ
た
母
方
に
よ
る
選
任
だ
ろ
う
。
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後
鳥
羽
天
皇
の
乳
母

　

後
鳥
羽
は
、
父
高
倉
院
、
母
藤
原
信
隆
女
殖
子
の
間
に
治
承
四
年
（
一
一
八

〇
）
七
月
十
四
日
に
誕
生
。
第
四
皇
子
で
あ
る
。
す
で
に
外
祖
父
は
没
し
て
い

る
。
父
高
倉
院
も
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
正
月
十
四
日
に
崩
御
。
寿
永
二
年

（
一
一
八
三
）
七
月
廿
五
日
の
平
家
都
落
ち
の
際
に
都
に
残
さ
れ
、
祖
父
後
白
河

院
に
よ
り
八
月
廿
日
に
天
皇
と
さ
れ
た
。

　

誕
生
時
の
乳
母
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
幼
い
頃
か
ら
藤
原
範
子
が
乳
母
と
し

て
仕
え
て
い
る
。
践
祚
後
に
乳
母
が
典
侍
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
後
鳥

羽
天
皇
の
場
合
、
乳
母
で
は
な
い
典
侍
が
二
人
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
玉
葉
』
九

月
三
日
）。
そ
し
て
、
登
極
の
日
、
天
皇
の
乳
母
に
つ
い
て
は
ま
だ
定
め
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
玉
葉
』
八
月
廿
日
）。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
誕

生
後
の
授
乳
・
養
育
す
る
《
皇
子
の
乳
母
》
と
、《
天
皇
の
乳
母
》
と
で
は
、
区

別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

藤
原
範
子
。
南
家
藤
原
氏
範
兼
女
で
あ
る
。
僧
侶
能
円
（
平
時
子
異
父
弟
）
の

妻
で
、
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
に
在
子
を
産
む
。
後
鳥
羽
に
授
乳
を
し
た
か
は

不
明
だ
が
、
幼
い
頃
か
ら
乳
母
と
し
て
仕
え
て
い
る
。
妹
の
兼
子
（
の
ち
の
卿
二

位
）
も
乳
母
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
乳
母
と
記
さ
れ
た
一
次
史
料
を
確
認
で

き
て
い
な
い
。
範
子
の
選
任
は
、
高
倉
院
の
後
宮
を
采
配
し
て
い
た
時
子
の
意
向

だ
ろ
う
。
安
徳
天
皇
や
夫
能
円
が
都
落
ち
し
た
約
一
か
月
後
の
寿
永
二
年
八
月
廿

日
に
後
鳥
羽
天
皇
が
登
極
す
る
。
範
子
は
、
刑
部
卿
典
侍
と
呼
ば
れ
る
が
（『
吾

妻
鏡
』
文
治
二
年
五
月
廿
九
日
）、
典
侍
に
な
っ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
文
治

三
年
（
一
一
八
七
）
十
一
月
八
日
の
朝
覲
行
幸
の
日
に
、
乳
母
を
五
位
で
も
な
い

の
に
三
位
に
叙
す
こ
と
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
六
位
の
ま
ま
で
あ
っ
た
よ

う
だ
（『
玉
葉
』）。
こ
の
時
に
三
位
に
叙
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
村
上
源
氏
通
親

と
再
婚
し
、
通
光
、
定
通
、
通
方
の
出
産
に
よ
り
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
に

は
出
仕
し
な
い
日
が
続
い
て
い
た
（『
玉
葉
』
四
月
廿
六
日
）。
娘
の
在
子
が
通
親

の
養
子
と
し
て
内
裏
に
出
仕
し
、
建
久
六
年
十
一
月
一
日
に
在
子
は
後
鳥
羽
の
皇

子
（
土
御
門
天
皇
）
を
産
む
。

　

高
階
愷
子
。
清
章
女
で
、
藤
原
実
清
の
妻
で
あ
る
。
八
条
院
女
房
か
ら
、
元
暦

元
年
（
一
一
八
四
）
四
月
八
日
に
典
侍
に
任
じ
ら
れ
、
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た

（『
吉
記
』）。
侍
名
は
丹
波
。
愷
子
は
後
鳥
羽
の
登
極
後
に
乳
母
に
任
じ
ら
れ
た
可

能
性
が
高
い
（『
禁
秘
抄
』）。
七
月
廿
八
日
の
即
位
で
右
の
褰
帳
役
を
務
め
、
乳

母
と
見
え
る
（『
山
槐
記
』）。
し
か
し
、
太
宰
大
弐
だ
っ
た
夫
の
実
清
が
十
二
月

廿
一
日
に
出
家
し
、
翌
年
・
文
治
元
年
正
月
八
日
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
影
響
だ

ろ
う
、
以
後
、
愷
子
の
活
動
は
確
認
で
き
な
い
。

　

藤
原
保
子
。
能
保
女
で
、
母
は
源
頼
朝
同
母
妹
で
あ
る
。
文
治
二
年
十
月
廿
六

日
に
は
大
納
言
典
侍
と
見
え
、
出
仕
し
て
い
る
（『
玉
葉
』）。
頼
朝
が
妹
の
能
保

妻
を
天
皇
の
乳
母
に
推
挙
し
て
い
た
が
（『
吾
妻
鏡
』
二
月
六
日
）、
文
治
三
年
七

月
四
日
に
乳
母
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
未
婚
の
能
保
女
で
あ
る
（『
吾
妻
鏡
』）。
愷

子
の
欠
員
に
よ
る
選
任
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
か
ら
能
保
が
八
十
島
祭
の
準
備

を
始
め
て
い
る
。
建
久
元
年
四
月
十
三
日
に
能
保
の
妻
が
亡
く
な
り
八
十
島
祭
は

延
期
（『
吾
妻
鏡
』
四
月
廿
日
、『
玉
葉
』
四
月
廿
六
日
）。
建
久
二
年
十
一
月
九

日
、
保
子
は
八
十
島
祭
使
と
し
て
難
波
へ
出
発
（『
玉
葉
』『
百
錬
抄
』）。
こ
の
時

掌
侍
と
見
え
る
が
、
典
侍
の
間
違
い
と
思
わ
れ
る
。
祭
使
を
別
の
人
に
代
え
ず
延

期
し
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
保
子
が
祭
使
を
す
る
こ
と
の
意
義
が
大
き
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。『
禁
秘
抄
』
で
は
能
保
を
、
後
鳥
羽
天
皇
の
「
乳
父
」
と
し
て
い
る
。
八
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十
島
祭
使
の
時
、
保
子
は
大
納
言
三
位
と
見
え
る
。

　

中
納
言
典
侍
。
文
治
三
年
九
月
十
八
日
に
は
中
納
言
典
侍
と
見
え
る
。
建
久
元

年
四
月
廿
六
日
、
藤
原
任
子
（
兼
実
女
）
立
后
の
理
髪
の
た
め
に
、
喪
中
の
保
子

に
代
わ
り
、
後
鳥
羽
天
皇
の
乳
母
子
で
あ
っ
た
中
納
言
典
侍
が
未
婚
で
乳
母
と

な
っ
た
（『
玉
葉
』）。
姓
名
は
不
明
だ
が
、「
乳
母
子
」
の
言
葉
か
ら
、
範
子
や
通

親
の
娘
だ
ろ
う
。
源
隆
子
は
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
正
月
廿
日
、
後
鳥
羽
上

皇
の
水
無
瀬
殿
御
幸
の
勧
賞
で
乳
母
と
し
て
を
従
三
位
に
叙
さ
れ
て
お
り
（『
明

月
記
』）、
中
納
言
典
侍
と
同
人
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

範
子
は
時
子
、
愷
子
は
八
条
院
、
保
子
は
源
頼
朝
と
、
当
時
の
権
力
者
の
意
向

で
乳
母
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
鳥
羽
朝
で
は
乳
母
と
い
う
地
位
が
、
愷

子
、
保
子
、
中
納
言
典
侍
、
と
移
っ
て
お
り
、
乳
母
の
定
員
化
・
官
職
化
に
よ
る

交
代
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。

二　

乳
母
の
定
員
化

　

乳
母
が
兼
ね
る
こ
と
の
多
い
典
侍
だ
が
、『
枕
草
子
』
第
二
一
段
に
「
典
侍
な

ど
言
ひ
て
、
折
々
、
内
裏
へ
参
り
、
祭
の
使
ひ
な
ど
に
、
出
で
た
る
も
、
面
立
た

し
か
ら
ず
や
は
有
る
」
と
見
え

（
（1
（

、
摂
関
期
の
典
侍
は
、
常
に
内
裏
に
侍
う
必
要
は

な
か
っ
た
。
典
侍
の
主
な
職
掌
は
祭
使
な
ど
の
行
事
の
役
に
あ
り
、
天
皇
の
身
辺

の
世
話
を
す
る
女
房
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
院
政
期
を
通
じ
て

変
化
を
感
じ
な
い
。
高
倉
天
皇
の
際
に
、
平
清
子
か
ら
藤
原
経
子
へ
典
侍
が
移
っ

た
の
も
、
典
侍
に
定
員
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
後
鳥
羽
朝
で
、
高
階
愷
子
、

藤
原
保
子
、
中
納
言
典
侍
と
、
乳
母
が
移
っ
て
い
る
の
も
定
員
が
あ
る
か
ら
で
は

な
い
の
か
。

　

乳
母
と
は
、
実
母
に
代
わ
っ
て
授
乳
・
養
育
を
す
る
女
性
と
い
う
の
が
一
般
的

な
認
識
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
歴
史
学
の
諸
研
究
に
お
い
て
も
、
乳
母
と
書

か
れ
て
い
る
と
、
乳
母
が
付
け
ら
れ
た
時
期
は
、
養
君
の
誕
生
し
た
時
と
無
条
件

で
考
え
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る

（
（1
（

。
し
か
し
、
授
乳
期
間
終
了
後
に

乳
母
が
増
員
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
摂
関
期
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。

　

藤
原
道
長
の
権
勢
後
は
、
外
戚
で
あ
る
道
長
の
身
内
や
家
司
の
妻
か
ら
乳
母
が

選
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
四
・
五
人
も
見
ら
れ
る
例
が
出
て
く
る

（
（2
（

。
以
後
、
こ
う

し
た
傾
向
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
乳
母
の
人
数
が
増
え
た
の
は
、
授
乳
の
た
め
の

乳
母
の
他
に
、
養
育
、
教
育
の
た
め
の
乳
母
が
増
員
さ
れ
て
い
っ
た
結
果
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
乳
母
に
は
出
産
経
験
や
育
児
経
験
が
重
要
視
さ
れ
選
任
さ
れ
て

い
た
。
授
乳
や
養
育
に
携
わ
る
乳
母
は
、
養
君
よ
り
年
齢
は
高
く
、
養
君
よ
り
先

に
亡
く
な
る
場
合
も
あ
り
、
天
皇
在
位
期
間
中
に
人
数
が
減
る
と
い
う
変
化
が
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
白
河
天
皇
ま
で
は
明
ら
か
に
乳
母
の
人
数
は
減
っ
て
い
る
。

　

前
章
で
、
践
祚
後
に
乳
母
が
新
た
に
任
命
さ
れ
る
例
が
見
ら
れ
た
。
践
祚
後
の

乳
母
任
命
は
、
授
乳
や
養
育
を
期
待
さ
れ
て
の
任
命
で
は
な
い
。
鎌
倉
期
、
成
人

後
に
新
た
に
乳
母
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
（
（2
（

、
近
衛
天
皇
ま
で
は
確
認
で
き
な
い
。
践
祚
後
の
乳
母
任
命
に
つ
い
て
、
単
純

に
乳
母
が
増
員
さ
れ
た
と
考
え
る
の
も
問
題
が
あ
る
。
天
皇
の
乳
母
に
は
定
員
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。
後
一
条
天
皇
の
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
十
二

月
十
五
日
と
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
十
二
月
十
三
日
（『
左
経
記
』）、
堀
河
天

皇
の
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
十
二
月
八
日
（『
中
右
記
』）、
近
衛
天
皇
の
久
安

六
年
（
一
一
五
〇
）
正
月
十
九
日
（「
台
記
別
記
」
巻
三
）、
二
条
天
皇
の
応
保
元

年
（
一
一
六
一
）
十
二
月
廿
七
日
（『
山
槐
記
』）、
高
倉
天
皇
の
承
安
元
年
（
一
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一
七
一
）
十
二
月
廿
六
日
（『
兵
範
記
』）、
典
侍
四
人
の
中
に
乳
母
と
い
う
情
報

が
書
か
れ
た
人
物
が
い
る
場
合
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
公
的
に
乳
母
と
認
め
ら

れ
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
二
人
だ
け
で
あ
る
。《
皇
子
の
乳
母
》
と
《
天
皇
の
乳

母
》
の
区
別
が
生
ま
れ
、《
天
皇
の
乳
母
》
が
二
人
と
い
う
定
員
制
に
な
っ
て
い

る
。
院
政
期
初
期
ま
で
は
、《
皇
子
の
乳
母
》
の
中
か
ら
《
天
皇
の
乳
母
》
が
選

ば
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
権
力
者
や
財
力
者
（
乳
父
）
一
族
か
ら
新
た
に
乳
母
が

任
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
鎌
倉
時
代
に
入
っ
た
後
鳥
羽
天
皇
の
時
代
に
、
未
婚

の
女
性
が
乳
母
と
な
る
の
も
、
こ
の
定
員
化
の
延
長
上
に
あ
る
。
定
員
制
と
な
れ

ば
、
官
職
と
同
様
な
扱
い
と
な
る
。
政
変
に
よ
り
乳
父
が
交
代
さ
れ
る
と
、
乳
母

も
入
れ
替
え
ら
れ
る
。《
皇
子
の
乳
母
》
と
《
天
皇
の
乳
母
》
が
分
断
す
る
の
で

あ
る
。

三　

乳
母
典
侍
の
役
割

　

定
員
化
し
た
《
天
皇
の
乳
母
》
に
求
め
ら
れ
た
役
割
・
職
掌
は
何
だ
ろ
う
か
。

そ
の
ヒ
ン
ト
が
、
行
事
で
乳
母
が
活
躍
す
る
事
例
が
多
い
、
八
十
島
祭
使
、
賀
茂

祭
女
使
、
即
位
時
の
褰
帳
命
婦
、
立
后
時
の
理
髪
役
に
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
多

く
が
、
た
だ
の
典
侍
や
、
乳
母
で
な
く
、
乳
母
典
侍
で
あ
る
意
義
は
何
な
の
か
。

な
ぜ
官
職
化
し
た
乳
母
に
任
じ
ら
れ
た
者
が
典
侍
を
兼
ね
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

次
に
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

1　

八
十
島
祭
使

　

八
十
島
祭
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
阪
下
圭
八
「
八
十
島
祭
史
料
年
表
」
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る

（
（2
（

。

　

史
料
で
確
認
で
き
る
八
十
島
祭
の
初
見
は
文
徳
天
皇
の
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）

九
月
八
日
、
最
後
に
行
わ
れ
た
の
は
後
堀
河
天
皇
の
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
十

二
月
十
二
日
で
、
次
代
の
四
条
天
皇
で
も
準
備
が
進
め
ら
れ
た
が
実
行
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
間
、
天
皇
一
代
に
一
度
行
わ
れ
て
い
る
。
在
位
期
間
が
短
い
安

徳
・
仲
恭
天
皇
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
史
料
の
な
い
清
和
・
陽
成
・
宇
多
・

円
融
・
花
山
・
一
条
・
後
冷
泉
・
白
河
天
皇
に
つ
い
て
は
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。

　

八
十
島
祭
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
し
か
し
、
院
政
期
に
つ
い
て
論
じ

る
本
論
で
は
、
院
政
期
の
状
況
が
確
認
で
き
れ
ば
良
い
。
院
政
期
に
は
、
朝
廷
か

ら
御
巫
の
派
遣
が
無
く
な
り
、
陰
陽
道
の
祓
の
影
響
が
見
ら
れ
る
が
、
神
祗
祭
祀

と
し
て
の
祓
が
行
わ
れ
て
い
る
。
穢
れ
や
喪
に
よ
り
延
期
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の

は
、
神
祗
祭
祀
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
使
い
と
し
て
内
侍
が
摂
津
国

難
波
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
は
一
貫
し
て
い
る
。
掌
侍
二
例
と
五
位
蔵
人
一
例
が
確

認
で
き
る
が
（
藤
原
保
子
に
つ
い
て
は
典
侍
の
間
違
い
と
思
わ
れ
る
）、
そ
れ
以

外
は
全
て
典
侍
が
派
遣
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
天
皇
の
乳
母
で
あ
る
。

　

祭
使
の
派
遣
に
際
し
て
、
典
侍
の
人
事
を
変
え
て
ま
で
、
乳
母
が
派
遣
さ
れ
る

例
が
見
ら
れ
る
。
後
一
条
天
皇
の
乳
母
藤
原
美
子
は
、
八
十
島
祭
使
と
し
て
派
遣

さ
れ
る
約
一
か
月
前
の
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
十
一
月
十
一
日
に
藤
原
灑
子
の

辞
退
に
替
え
て
典
侍
に
任
じ
ら
れ
（『
左
経
記
』）、
高
倉
天
皇
の
際
に
も
派
遣
約

一
か
月
前
の
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
十
月
廿
五
日
に
、
平
清
子
の
辞
退
に
替
え

て
乳
母
の
藤
原
経
子
（
平
重
盛
妻
）
が
典
侍
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
兵
範
記
』）。

後
鳥
羽
天
皇
の
際
に
は
、
八
十
島
祭
の
た
め
に
藤
原
能
保
女
保
子
が
乳
母
に
任
じ

ら
れ
て
い
る
。
土
御
門
天
皇
の
際
に
は
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
十
月
七
日
に
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使
い
の
父
藤
原
隆
房
が
軽
服
の
た
め
に
延
引
さ
れ
（『
猪
隈
関
白
記
』）、
元
久
二

年
（
一
二
〇
五
）
八
月
廿
九
日
に
隆
房
女
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
能
保
・
隆
房
は

乳
父
と
呼
ば
れ
て
い
る
（『
禁
秘
抄
』）。

　

院
政
期
に
は
一
代
一
度
と
い
う
こ
と
で
、『
江
家
次
第
』
の
「
典
侍
一
人
為
使

多
用
御

乳　

母
」
と
い
う
記
述
や
前
例
を
鑑
み
て
、
そ
れ
ま
で
必
須
条
件
で
な
か
っ
た
乳

母
が
八
十
島
祭
使
の
条
件
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
特
に
後
白
河
親
政

期
以
後
、
乳
父
が
先
決
さ
れ
、
そ
の
妻
や
娘
が
乳
母
に
任
じ
ら
れ
て
八
十
島
祭
使

に
な
る
例
が
多
い
。
乳
母
は
す
で
に
、
授
乳
者
・
養
育
者
を
意
味
し
な
く
な
っ
て

い
た
左
証
で
あ
る
。
摂
関
期
よ
り
前
の
村
上
天
皇
の
八
十
島
祭
で
は
一
度
停
止
さ

れ
た
も
の
の
、
祭
使
を
替
え
て
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
鳥
羽
天
皇
の
際
に
乳

父
藤
原
能
保
の
妻
の
喪
の
影
響
で
延
期
さ
れ
た
り
、
土
御
門
天
皇
の
際
に
乳
父
藤

原
隆
房
の
軽
服
に
よ
り
延
期
さ
れ
て
も
、
彼
等
の
娘
が
祭
使
と
な
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
院
政
期
の
八
十
島
祭
は
、
乳
父
の
私
費
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
乳
父
は
天
皇
と
し
て
の
面
目
・
体
面
を
支
え
る
存
在
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
使
い
が
出
立
の
際
に
は
、
そ
の
身
内
が
前
駈
を
務
め
て
行
列
が
で
き
、
誰
が

今
上
の
後
見
で
あ
る
か
、
権
力
の
あ
り
か
を
民
衆
に
知
ら
し
め
る
効
果
も
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

2　

賀
茂
祭
女
使

　

賀
茂
祭
の
起
源
は
、
欽
明
廿
八
年
（
五
六
七
）
と
さ
れ
る
（『
二
十
二
社
註

式
』（『
群
書
類
従
』
巻
二
二
））。
平
安
遷
都
に
よ
り
祭
へ
の
朝
廷
の
関
与
が
強
ま

り
、
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
に
は
毎
年
四
月
中
酉
日
に
行
う
官
祭
と
さ
れ
（『
皇

代
略
記
』（『
続
群
書
類
従
』
巻
八
二
））、
平
安
時
代
の
京
の
人
々
に
と
っ
て
、

「
祭
」
と
い
え
ば
賀
茂
祭
を
指
す
ほ
ど
馴
染
み
の
祭
と
な
る
。
女
使
の
内
侍
派
遣

の
初
見
は
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
四
月
十
五
日
で
あ
る

（
（2
（

。
建
暦
二
年
（
一
二
一

二
）
九
月
四
日
の
礼
子
内
親
王
退
下
以
後
、
賀
茂
斎
王
の
制
度
が
廃
止
と
な
る

が
、
賀
茂
祭
は
続
い
て
お
り
、
女
使
も
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　

賀
茂
祭
に
派
遣
さ
れ
る
内
侍
と
し
て
乳
母
典
侍
が
散
見
さ
れ
る
が
、
祭
の
女
使

は
内
侍
の
任
務
と
し
て
巡
で
宛
て
ら
れ
る
た
め
（『
権
記
』
長
保
三
年
四
月
廿

日
）、
院
政
期
の
乳
母
典
侍
が
女
使
を
す
る
政
治
的
意
義
は
、
八
十
島
祭
と
比
べ

て
大
き
く
は
な
い
。

3　

即
位
時
の
褰
帳
命
婦

　

即
位
時
の
褰
帳
役
は
褰
帳
命
婦
と
呼
ば
れ
、
本
来
は
左
右
ど
ち
ら
も
女
王
で

あ
っ
た
（『
天
祚
礼
祀
職
掌
録
』、『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
八
年
八
月
廿
三
日
）。
冷

泉
天
皇
の
時
に
初
め
て
典
侍
が
見
ら
れ
、
後
朱
雀
天
皇
以
後
は
、
左
を
王
氏
（
女

王
又
は
源
氏
）、
右
を
典
侍
が
務
め
、
堀
河
天
皇
以
後
の
右
は
乳
母
典
侍
が
多

い
。
鳥
羽
天
皇
の
時
は
、
乳
母
藤
原
実
子
が
務
め
る
予
定
だ
っ
た
が
、
そ
の
父
公

実
の
喪
に
よ
り
讃
岐
典
侍
藤
原
長
子
が
代
り
を
務
め
た
（『
讃
岐
典
侍
日
記
』）。

　

乳
母
典
侍
が
多
い
の
は
、
た
だ
の
典
侍
よ
り
天
皇
に
よ
り
身
近
な
乳
母
典
侍
が

求
め
ら
れ
た
結
果
だ
ろ
う
。
即
位
は
、
天
皇
が
位
に
つ
い
た
事
を
広
く
知
ら
し
め

る
た
め
の
儀
式
で
あ
り
、
天
皇
お
披
露
目
の
場
の
そ
ば
に
乳
母
が
い
る
こ
と
は
、

式
に
参
列
す
る
多
く
の
官
人
達
に
知
ら
し
め
る
効
果
が
あ
り
、
八
十
島
祭
使
の
場

合
と
似
た
、
権
力
の
あ
り
か
を
示
す
意
味
が
加
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
乳
母
一
族
に
よ
る
即
位
式
へ
の
私
費
負
担
が
多
く
な
い
か
ら
だ
ろ
う
、
乳

母
が
行
う
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
そ
れ
程
感
じ
ら
れ
な
い
。
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4　

立
后
時
の
理
髪
役

　

立
后
時
の
理
髪
は
典
侍
の
任
務
で
あ
っ
た
が
（『
殿
暦
』
嘉
承
二
年
十
二
月
一

日
）、
乳
母
が
多
い
。
篤
子
内
親
王
立
后
の
際
に
は
、
典
侍
で
は
な
い
乳
母
三
位

藤
原
兼
子
が
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
後
鳥
羽
天
皇
の
時
代
、
建
久
元
年
（
一
一
九

〇
）
四
月
廿
六
日
の
藤
原
任
子
立
后
の
理
髪
の
た
め
に
、
喪
中
の
藤
原
保
子
に
代

わ
り
、
後
鳥
羽
天
皇
の
乳
母
子
で
あ
っ
た
中
納
言
典
侍
が
、
未
婚
で
乳
母
に
任
じ

ら
れ
て
い
る
。

　

院
政
期
で
は
天
皇
と
皇
后
が
必
ず
し
も
夫
婦
で
は
な
く
、
藤
原
泰
子
（
鳥
羽
院

妃
）
立
后
の
際
に
は
、
崇
徳
天
皇
に
仕
え
て
い
る
典
侍
を
始
め
内
侍
の
多
く
が
理

髪
の
務
め
を
拒
否
し
た
た
め
、
堀
河
・
鳥
羽
天
皇
か
ら
内
裏
に
仕
え
て
い
た
勾
当

内
侍
美
濃
・
高
階
業
子
が
行
っ
た
。
立
后
の
際
に
乳
母
が
理
髪
を
務
め
る
こ
と
が

多
い
の
は
、
天
皇
と
そ
の
妃
を
繋
ぐ
象
徴
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
院
政
期
に

は
そ
の
意
義
は
形
骸
化
し
て
い
る
。

5　

乳
母
典
侍
の
役
割

　

以
上
、
八
十
島
祭
使
、
賀
茂
祭
女
使
、
即
位
時
の
褰
帳
命
婦
、
立
后
時
の
理
髪

役
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
乳
母
典
侍
が
儀
式
や
祭
使
等
の
前
例
と
照
ら
し
て

必
要
な
場
合
、
典
侍
の
任
命
だ
け
で
な
く
、
天
皇
の
成
人
・
践
祚
後
で
も
新
た
に

乳
母
が
任
命
さ
れ
て
い
た
。

　

で
は
、
天
皇
の
成
人
後
・
践
祚
後
に
任
命
さ
れ
る
《
天
皇
の
乳
母
》
は
、
前
例

に
照
ら
し
て
必
要
だ
か
ら
、
乳
母
と
い
う
名
の
み
与
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
八

十
島
祭
使
で
見
た
よ
う
に
、
乳
母
が
名
目
的
で
は
あ
っ
て
も
、
乳
母
・
乳
父
の
一

族
に
与
え
ら
れ
た
の
は
行
事
の
費
用
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
天
皇
に
関
わ
る

行
事
の
費
用
を
、
臣
下
個
人
も
し
く
は
一
族
が
負
担
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
乳

母
に
求
め
る
も
の
が
、
授
乳
か
ら
、
乳
父
の
妻
や
娘
で
あ
る
こ
と
に
比
重
が
増
え

て
い
る
。
鎌
倉
後
期
に
な
る
と
、
四
位
か
ら
公
卿
に
な
れ
る
か
否
か
の
程
度
の
人

物
で
は
そ
の
費
用
負
担
は
賄
え
ず
、
清
華
家
の
人
物
が
乳
父
に
任
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

お
わ
り
に

　

第
一
章
で
は
、
院
政
期
天
皇
の
乳
母
を
検
討
し
、
そ
の
任
命
時
期
か
ら
乳
母
に

求
め
ら
れ
た
役
割
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
て
き
た
。
院
政
期
で

の
最
初
の
変
化
は
、
白
河
天
皇
の
時
の
東
宮
実
仁
親
王
の
時
で
あ
る
。
養
育
目
的

で
誕
生
よ
り
後
に
乳
母
が
付
け
ら
れ
る
事
は
摂
関
期
に
も
見
ら
れ
た
こ
と
だ
が
、

実
仁
の
場
合
は
合
計
八
人
、
元
服
時
に
五
人
と
乳
母
の
人
数
が
と
て
も
多
い
。
そ

し
て
、
増
員
さ
れ
た
乳
母
は
、
配
偶
者
の
存
在
が
重
視
さ
れ
て
選
任
さ
れ
て
い

る
。
一
族
の
扶
持
後
見
を
期
待
し
て
乳
母
が
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
世
の
乳

母
・
乳
父
の
人
数
と
比
較
し
て
考
え
ら
れ
る
事
は
、
個
々
の
乳
母
及
び
そ
の
一
族

に
、
天
皇
一
人
を
支
え
る
だ
け
の
後
見
力
・
財
力
は
ま
だ
無
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

次
の
変
化
は
、
崇
徳
天
皇
の
誕
生
の
際
に
、
乳
母
の
ほ
か
に
乳
人
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
乳
母
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
、
授
乳
す
る
こ
と
よ
り
も
一
族
に
よ

る
扶
持
後
見
の
方
に
比
重
が
増
え
た
事
を
意
味
す
る
。
鳥
羽
天
皇
の
誕
生
ま
で

は
、
後
見
力
を
意
識
し
つ
つ
も
、
授
乳
で
き
る
女
性
が
選
ば
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
乳
母
の
役
割
の
大
き
な
歴
史
的
変
化
で
あ
る
。

　

次
の
変
化
は
、
二
条
天
皇
の
時
で
あ
る
。
授
乳
・
養
育
に
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ
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七
九

た
女
性
（
源
保
子
・
平
時
子
）
が
、
乳
母
に
任
命
さ
れ
た
。
政
治
勢
力
の
移
動
に

よ
り
、
乳
母
の
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
、《
皇
子
の
乳
母
》
と
《
天
皇
の
乳
母
》
の

断
絶
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
見
力
を
期
待
さ
れ
た
ゆ
え
に
、
後
見
が
で
き
な

く
な
れ
ば
、
新
た
な
後
見
者
と
し
て
の
乳
母
を
付
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
成
人
後
に
乳
母
が
付
け
ら
れ
る
事
例
と
し
て
は
、
後
白
河
天
皇
の
時
の
藤
原

朝
子
に
も
可
能
性
が
あ
る
。
朝
子
の
夫
信
西
が
後
白
河
天
皇
の
乳
父
で
あ
り
、
二

条
天
皇
の
乳
父
が
時
子
の
夫
平
清
盛
な
の
は
歴
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
六
条
天

皇
・
高
倉
天
皇
の
時
に
は
乳
父
の
一
族
で
乳
母
が
占
め
ら
れ
る
。
乳
父
の
近
親
者

の
女
性
を
乳
母
に
選
出
す
る
傾
向
は
以
後
も
続
き
、
未
婚
者
さ
え
も
乳
母
に
任
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
後
鳥
羽
天
皇
の
時
で
は
、
授
乳
者
・
養
育
者
と
し
て
の

《
皇
子
の
乳
母
》
と
後
見
者
と
し
て
の
《
天
皇
の
乳
母
》
と
で
は
、
は
っ
き
り
と

区
別
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
院
政
期
に
は
乳
父
の
存
在
が
次
第
に
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
近
親

者
の
女
性
を
乳
母
に
選
出
す
る
傾
向
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
二
章
で
論

じ
た
乳
母
の
定
員
化
・
官
職
化
が
あ
っ
た
。
平
安
末
期
で
は
タ
テ
マ
エ
だ
け
で
も

一
族
か
ら
乳
母
を
先
に
選
ん
で
い
た
も
の
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
あ
か
ら
さ
ま

に
乳
父
を
先
決
す
る
事
例
が
出
て
き
て
、
乳
父
も
次
第
に
官
職
化
し
、
鎌
倉
後
期

に
は
一
族
か
ら
乳
母
を
任
命
せ
ず
乳
父
だ
け
が
任
じ
ら
れ
る
こ
と
も
で
て
く
る

（
（2
（

。

　

第
二
章
で
は
、
天
皇
の
乳
母
の
定
員
化
・
官
職
化
に
つ
い
て
論
じ
た
。
典
侍
に

四
人
と
い
う
定
員
が
あ
る
よ
う
に
、
公
的
に
《
天
皇
の
乳
母
》
に
認
め
ら
れ
る
定

員
が
二
人
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
後
鳥
羽
天
皇
の
際
に
、
誕
生
後
の
授
乳
・
養

育
に
携
わ
る
《
皇
子
の
乳
母
》
と
、《
天
皇
の
乳
母
》
の
区
別
が
は
っ
き
り
と
意

識
さ
れ
て
お
り
、
公
的
に
天
皇
の
乳
母
に
認
め
ら
れ
る
人
数
が
二
人
な
の
は
、
摂

関
期
よ
り
続
い
て
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
《
天
皇
の
乳
母
》
と
い
う
官
職
が
、
践

祚
後
に
乳
母
が
任
命
さ
れ
る
と
い
う
制
度
の
根
底
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
章
で
は
、
乳
母
が
典
侍
を
兼
ね
て
記
録
さ
れ
る
事
例
と
し
て
、
八
十
島
祭

使
、
賀
茂
祭
女
使
、
即
位
時
の
褰
帳
命
婦
、
立
后
時
の
理
髪
役
が
確
認
で
き
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
論
じ
た
。
特
に
八
十
島
祭
使
に
つ
い
て
は
、
八
十

島
祭
の
実
行
が
乳
父
個
人
の
財
力
に
頼
っ
て
い
る
た
め
に
、
祭
使
は
そ
の
妻
や
娘

で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
彼
女
た
ち
が
《
天
皇
の
乳
母
》
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

　

本
論
に
お
い
て
、
院
政
期
天
皇
の
乳
母
の
役
割
の
選
任
条
件
が
、
扶
持
後
見
重

視
へ
変
化
す
る
の
を
具
体
的
に
見
て
き
た
。
院
政
期
に
乳
母
の
一
族
が
権
力
を
得

る
と
言
わ
れ
る
の
は
、
摂
関
期
か
ら
続
く
乳
母
一
族
へ
の
優
遇
策
の
延
長
で
あ

り
、
院
政
期
独
自
の
も
の
と
は
言
え
な
い
。
院
政
期
天
皇
の
乳
母
を
通
覧
し
て
み

る
と
、
す
で
に
権
力
や
財
力
の
あ
る
人
物
の
一
族
か
ら
乳
母
が
任
命
さ
れ
て
お

り
、
乳
母
の
一
族
が
権
力
を
得
る
と
い
う
院
政
期
の
乳
母
と
院
近
臣
の
関
係
で
論

じ
ら
れ
て
き
た
構
図
と
は
逆
で
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
本
論
で
明
ら
か
に
し
た
院
政
期
天
皇
の
乳
母
の
変
遷
を
、
そ
の
前
後

の
時
代
で
あ
る
摂
関
期
及
び
鎌
倉
時
代
中
後
期
の
乳
母
の
研
究
と
絡
め
て
検
討

し
、
乳
母
・
乳
父
の
歴
史
的
変
遷
の
中
に
位
置
づ
け
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

〔
注
〕

（
1
）	

和
田
英
松
「
歴
史
上
に
於
け
る
乳
母
の
勢
力
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
十
八
巻
第
一

号　

一
九
一
二
年　

國
學
院
大
学
、
野
々
村
ゆ
か
り
「
摂
関
期
に
お
け
る
乳
母
の



院
政
期
天
皇
の
乳
母
の
選
任
に
つ
い
て
（
山
口
希
世
美
）

一
八
〇

系
譜
と
歴
史
的
役
割
」『
立
命
館
文
學
』
六
二
四
号　

二
〇
一
二
年　

立
命
館
大

学
人
文
学
会
。

（
2
）	
角
田
文
衛
「
皇
太
弟
尊
仁
親
王
」（
初
出
一
九
九
〇
年
）『
王
朝
の
残
映
』
一
九
九

二
年　

東
京
堂
出
版
。

（
3
）	『
今
鏡
』。
但
し
、『
金
葉
和
歌
集
』
の
知
綱
母
の
詞
書
で
は
、
知
綱
母
は
、
寛
治

六
年
（
一
〇
九
二
）
に
亡
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
阿
波
守
知
綱
よ
り
長
生
き
し
て

お
り
、
別
人
か
、『
今
鏡
』
の
「
か
く
れ
ら
れ
に
し
」
を
、
授
乳
期
間
の
み
で
出

仕
を
止
め
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
4
）	

角
田
文
衛
「
白
河
天
皇
の
乳
母

─
藤
原
国
明
の
母
に
つ
い
て

─
」（
初
出

一
九
七
三
年
）『
王
朝
の
明
暗
』
一
九
七
七
年　

東
京
堂
出
版
。

（
5
）	

新
田
孝
子
「
叙
従
二
位
の
乳
母
藤
原
親
子
に
つ
い
て
」（『
栄
花
物
語
の
乳
母
の
系

譜
』
二
〇
〇
三
年　

風
間
書
房
）
は
、
親
子
を
師
隆
室
と
す
る
。
後
日
の
考
察
と

し
た
い
。

（
6
）	「
翻
刻
為
房
卿
記
」『
史
聚
』
第
十
号　

一
九
七
九
年　

駒
沢
大
学
大
学
院
史
学
会

古
代
史
部
会
。

（
7
）	

堀
河
天
皇
の
乳
母
に
つ
い
て
は
、
新
田
孝
子
「
堀
河
天
皇
の
乳
母
た
ち
」（『
栄
花

物
語
の
乳
母
の
系
譜
』（
前
注
5
））
の
研
究
が
あ
る
。

（
8
）	

山
崎
誠
「
解
題
」『
江
都
督
納
言
願
文
集
注
解
』
二
〇
一
〇
年　

塙
書
房
。

（
9
）	『
御
産
部
類
記
』
上　

一
九
八
一
年　

宮
内
庁
書
陵
部
。

（
10
）	『
大
府
記
』（
大
和
文
華
館
蔵
：
函
号
1
─
１
３
８
８
（
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
：
マ
イ
ク
ロ
請
求
記
号
２
５
７
─
４
０
２
─
２
））。

（
11
）	『
為
房
卿
記
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
：
請
求
記
号
２
０
７
３
─

４
─
8
）。

（
12
）	

角
田
文
衛
「
主
要
官
女
表
」『
日
本
の
後
宮
』
一
九
七
三
年　

學
燈
社
、
新
田
孝

子
「
鳥
羽
天
皇
の
乳
母
子
た
ち
」『
栄
花
物
語
の
乳
母
の
系
譜
』（
前
注
5
）。

（
13
）	

角
田
文
衛
「
主
要
官
女
表
」（
前
注
12
）。

（
14
）	『
方
丈
記　

徒
然
草　

十
訓
抄　

古
今
著
聞
集
』
一
九
一
〇
年　

国
民
文
庫
刊
行

会
、『
水
鏡　

大
鏡　

今
鏡　

増
鏡
』
一
九
一
〇
年　

国
民
文
庫
刊
行
会
。

（
15
）	

栗
山
圭
子
「
乳
母
か
ら
み
る
二
条
親
政
期
」『
神
戸
女
学
院
大
学
論
集
』
第
六
五

巻
第
一
号　

二
〇
一
八
年　

神
戸
女
学
院
大
学
研
究
所
。

（
16
）	『
山
槐
記
』。『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
正
月
八
日
に
従
五
位
上
に
叙

さ
れ
た
源
綱
子
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
17
）	『
兵
範
記
』。
綱
子
の
尻
付
は
闕
文
だ
が
、
藤
原
経
子
に
続
い
た
記
載
で
乳
母
で
あ

る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
18
）	

島
内
裕
子
（
校
訂
）『
枕
草
子
』
上　

二
〇
一
七
年　

筑
摩
書
房
。

（
19
）	

秋
山
喜
代
子
「
養
君
に
み
る
子
ど
も
の
養
育
と
後
見
」（『
史
学
雑
誌
』
第
一
〇
二

編
第
一
号　

一
九
九
三
年　

山
川
出
版
社
）
に
よ
る
と
、「
養
君
」
と
は
「
乳

父
・
乳
母
に
預
け
ら
れ
て
養
育
さ
れ
る
子
ど
も
」
の
こ
と
だ
が
、
本
論
で
は
乳
母

が
乳
母
と
し
て
仕
え
る
対
象
者
の
意
味
で
用
い
る
。

（
20
）	

古
田
正
幸
「
物
語
に
お
け
る
宮
中
の
乳
母
」（
初
出
二
〇
一
三
年
）『
平
安
物
語
に

お
け
る
侍
女
の
研
究
』　

二
〇
一
四
年　

笠
間
書
院
。

（
21
）	

角
田
文
衛
『
日
本
の
後
宮
』（
前
注
12
）、
古
田
正
幸
「
物
語
に
お
け
る
宮
中
の
乳

母
」（
前
注
19
）。

（
22
）	

秋
山
喜
代
子
「
乳
父
に
つ
い
て
」『
史
学
雑
誌
』
九
九
巻
七
号　

一
九
九
〇
年　

史
学
会
。

（
23
）	

阪
下
圭
八
「
八
十
島
祭
史
料
年
表
」『
東
京
経
済
大
学
人
文
自
然
科
学
論
集
』
二

五
・
二
六
号　

一
九
七
〇
年　

東
京
経
済
大
学
人
文
自
然
科
学
研
究
会
。

（
24
）	『
西
宮
記
』
巻
五
（『
改
定
史
籍
集
覧
』
編
外
一　

一
九
九
一
年　

臨
川
書
店
）。

（
25
）	

橋
本
義
彦
「
乳
父
管
見
」（
初
出
一
九
六
九
年
）『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
一
九

七
六
年　

吉
川
弘
文
館
、
秋
山
喜
代
子
「
乳
父
に
つ
い
て
」（
前
注
22
）。

（
や
ま
ぐ
ち　

き
よ
み　

文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員
：
今
堀　

太
逸　

教
授
）

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
六
日
受
理
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一
八
一

は
じ
め
に

　

近
世
加
賀
藩
に
お
い
て
、
富
士
大
石
寺
門
流
の
信
仰
（
以
下
大
石
寺
信
仰　

今

日
の
日
蓮
正
宗
）
は
分
国
法
的
な
禁
令
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
。

　

周
知
の
よ
う
に
近
世
の
「
日
蓮
宗
」
は
、
一
致
派

（
（
（

と
勝
劣
派

（
（
（

に
二
分
さ
れ
、
行

政
上
、
そ
れ
ぞ
れ
に
触
頭
が
設
置
さ
れ
、
管
掌
さ
れ
た
。
宗
義
上
は
本
末
関
係
で

い
く
つ
も
の
門
流
が
形
成
さ
れ
た
が
、
複
数
の
門
流
が
宗
義
を
跨
い
で
同
宗
の
枠

に
組
み
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
日
蓮
宗
」
は
一
致
派
、
勝
劣
派
を
跨
い

だ
概
念
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
日
蓮
系
の
諸
門
流
は
皆
「
日
蓮
宗
」
で
あ
っ
た
。

　

大
石
寺
は
近
世
に
お
い
て
勝
劣
派
の
一
本
寺
で
あ
っ
た
が
、
宗
祖
日
蓮
聖
人
を

　

小
稿
は
、
近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
に
対
す
る
禁
令
発
令
に
よ

り
、
禁
制
と
な
っ
た
大
石
寺
か
ら
、
加
賀
藩
江
戸
藩
邸
に
出
願
さ
れ
た
末
寺

建
立
願
の
顛
末
を
主
題
と
す
る
。

　

大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
は
、
末
寺
不
存
在
に
よ
る
宗
門
行
政
の
不
都
合
が

主
因
で
あ
り
、
末
寺
建
立
の
出
願
は
そ
の
理
由
解
消
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
折
衝
に
当
た
っ
た
聞
番
・
半
田
権
左
衛
門
は
、
即
刻
却
下
の
結
論
を

伝
達
し
、
厳
格
な
対
処
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
半
田
権
左
衛
門
、
な
ら
び
に

一
連
の
経
過
に
関
与
し
た
前
田
将
監
、
里
見
孫
太
夫
、
さ
ら
に
は
庄
田
兵
庫

に
大
石
寺
と
の
接
点
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
大
石
寺
に
よ
る
出
願

は
、
一
定
の
成
算
の
下
に
な
さ
れ
た
も
の
の
、
あ
る
理
由
で
頓
挫
し
、
半
田

権
左
衛
門
等
の
厳
格
な
対
応
は
逆
に
大
石
寺
の
側
に
立
っ
た
対
処
で
あ
っ
た

可
能
性
を
指
摘
し
た
。

　

五
本
の
禁
令
が
確
認
で
き
る
程
に
禁
令
下
の
大
石
寺
信
仰
は
拡
大
し
た

が
、
悲
願
で
あ
っ
た
末
寺
建
立
は
藩
政
期
を
通
じ
て
実
現
し
な
か
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

加
賀
藩
、
大
石
寺
信
仰
、
金
沢
法
難
、
新
寺
建
立
禁
止
、
禁

令

富
士
大
石
寺
に
よ
る
加
賀
藩
へ
の
末
寺
建
立
願
を
め
ぐ
っ
て横

山

雄

玉

論
　
文〔

抄
　
録
〕



富
士
大
石
寺
に
よ
る
加
賀
藩
へ
の
末
寺
建
立
願
を
め
ぐ
っ
て
（
横
山
雄
玉
）

一
八
二

根
本
の
仏
と
し
て
崇
拝
す
る
と
い
う
所
謂
宗
祖
本
仏
義
、
二
祖
日
興
上
人
一
人
に

日
蓮
聖
人
の
正
統
が
継
承
さ
れ
た
と
す
る
血
脈
相
承
等
、
他
派
と
の
懸
隔
が
大
き

か
っ
た
。
行
政
上
は
「
日
蓮
宗
」
の
枠
内
で
あ
り
、
勝
劣
派
に
属
し
た
が
、
他
門

流
と
は
宗
義
上
全
く
の
別
宗
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
石
寺
信
仰
を
日
蓮
聖
人

の
正
統
と
し
て
信
仰
す
る
以
上
、
信
仰
者
の
側
か
ら
は
大
石
寺
以
外
の
「
日
蓮

宗
」
を
首
肯
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　

加
賀
藩
内
に
お
け
る
「
日
蓮
宗
」
は
、
近
世
中
期
以
降
、
羽
咋
妙
成
寺
が
触
頭

と
し
て
一
致
派
、
勝
劣
派
双
方
を
管
掌
し
た
。
し
か
し
、
加
賀
藩
領
内
に
大
石
寺

の
末
寺
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
こ
と
が
大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
が
発
せ
ら
れ
る
最
大

の
理
由
と
な
っ
た
。

　

筆
者
は
、
禁
令
下
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
の
展
開
と
実
態
解
明
を
大
枠
の
主
題

と
し
て
お
り
、
先
に
大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
と
関
連
文
献
の
復
元
を
中
心
に
、
発

令
構
造
の
検
討
を
行
っ
た

（
（
（

。
五
度
に
わ
た
る
禁
令
が
確
認
さ
れ
、
初
度
の
禁
令
は

卯
辰
慈
雲
寺
（
現
在
、
法
華
宗
真
門
流
）
の
住
僧
、
了
妙
が
大
石
寺
へ
改
宗
し
た

こ
と
に
よ
る
騒
動
（
以
下
「
了
妙
一
件
」）
を
直
因
に
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二

六
）
十
二
月
十
三
日
に
発
令
さ
れ
た
。
こ
の
主
因
が
上
述
し
た
末
寺
の
不
存
在
で

あ
り
、
享
保
十
一
年
法
令
で
は
「
富
士
派
之
義
ハ
本
寺
有
之
事
候
得
共
、
御
領
國

ニ
て
は
右
派
之
宗
門
前
々
よ
り
無
之
付
て
」
と
さ
れ
た
。

　

か
か
る
情
勢
に
あ
っ
て
、
大
石
寺
で
は
翌
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
三
月
、

末
寺
不
存
在
と
い
う
禁
止
理
由
の
解
消
と
門
流
の
公
認
を
求
め
て
、
末
寺
建
立
を

江
戸
加
賀
藩
邸
に
請
願
し
た
。
し
か
し
、
即
刻
却
下
が
結
論
で
あ
っ
た
。
本
件
に

つ
き
、
元
文
五
年
法
令
の
上
申
に
は
「
享
保
十
二
年
本
寺
よ
り
願
之
趣
有
之
候
得

共
、
御
許
容
無
之
候
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
前
稿
か
ら
の
継
続
研
究
と
し
て
、
こ
の
大
石
寺
に
よ
る
末
寺
建
立

願
の
顛
末
を
一
覧
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
周
縁
に
関
係
し
た
人
物
に
お
け
る
大
石

寺
信
仰
の
状
況
を
概
観
し
た
い
。

一　

大
石
寺
に
よ
る
末
寺
建
立
願
の
顛
末

　

享
保
十
一
年
十
二
月
に
禁
令
の
発
布
と
い
う
事
態
を
受
け
、
大
石
寺
で
は
翌
享

保
十
二
年
三
月
五
日
、
江
戸
の
加
賀
藩
邸
に
末
寺
建
立
の
嘆
願
を
行
っ
た
。
江
戸

常
泉
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
日
義
師
が
使
僧
と
な
り
、
大
石
寺
二
十
八
世
日
詳
上
人

の
願
書
を
持
参
し
た
。
し
か
し
、
結
論
と
し
て
は
即
刻
却
下
と
な
り
、
三
月
七
日

に
は
願
書
も
返
却
さ
れ
、
末
寺
建
立
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
『
富
士
宗
学
要
集

（
（
（

』（
以
下
『
富
要
』）
に
収
録
さ
れ
る
関
連
文
書
①

～
⑧

（
（
（

（
文
書
名
は
『
富
要
』
の
名
称
を
使
用
す
る
）
を
掲
出
し
、
若
干
の
考
察
を

し
た
い
。
ま
ず
は
一
連
の
経
過
を
把
握
す
る
た
め
、『
富
要
』
編
者
た
る
大
石
寺

五
十
九
世
日
亨
上
人
の
概
説
を
挙
げ
る
。

金
沢
城
下
に
於
け
る
宗
門
の
信
仰
取
締
は
時
に
依
り
寛
厳
あ
り
と
雖
も
何
れ

安
堵
の
見
込
み
無
く
、
一
末
寺
を
設
く
る
の
急
務
を
感
じ
て
、
当
住
日
詳
の

願
書
を
以
て
日
義
（
常
泉
寺
住
）
が
使
僧
と
し
て
江
戸
屋
敷
に
出
頭
し
た
る

依
り
、
大
炊
修
理
の
両
家
老
は
大
石
寺
の
願
書
、
聞
番
（
外
交
係
）
よ
り
両

老
へ
提
出
し
た
る
状
、
使
僧
と
の
談
旨
の
案
、
使
僧
へ
願
書
を
返
却
せ
し
状

合
四
通
の
写
を
添
へ
て
国
老
及
び
奉
行
等
に
通
達
し
た
る
結
果
、
宗
門
奉
行

は
願
意
許
容
し
難
き
法
義
を
大
老
に
陳
情
し
、
又
更
に
江
戸
聞
番
よ
り
国
の

両
奉
行
に
若
し
大
石
寺
よ
り
公
儀
の
寺
社
奉
行
に
願
ひ
出
で
た
時
は
如
何
に

す
べ
き
や
の
用
意
ま
で
申
達
し
、
両
奉
行
よ
り
は
大
石
寺
よ
り
爾
後
の
使
僧



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
八
三

江
戸
屋
敷
に
来
ら
ざ
る
由
な
れ
ば
本
件
は
一
先
づ
静
ま
り
た
り
と
の
旨
を
大

老
に
報
告
し
て
安
心
せ
ら
れ
た
る
も
の
の
如
し
、
大
石
寺
が
最
後
の
手
段
を

取
ら
ざ
り
し
は
一
は
雄
大
藩
を
相
手
取
る
の
自
山
の
危
険
を
案
ず
る
と
同
時

に
在
金
沢
の
多
数
の
信
徒
の
重
刑
に
処
せ
ら
れ
ん
事
を
慮
り
、
一
は
幕
府
の

寺
社
奉
行
が
唯
一
の
大
藩
に
対
し
て
厳
乎
た
る
処
置
を
取
り
得
べ
き
や
を
顧

み
た
る
も
の
か
、
爾
後
藩
主
代
替
り
毎
に
末
寺
願
を
呈
出
し
た
り
と
の
事

（
文
献
は
存
ぜ
ず
）
な
れ
ど
も
執
拗
に
あ
ら
ざ
り
し
も
の
か

（
（
（

。

と
ま
と
め
て
い
る
。

　

以
下
、
関
連
文
書
を
抄
出
し
て
一
覧
す
る
。（
な
お
、
各
文
書
全
文
を
史
料
と

し
て
注
記
に
掲
出
し
た
。
ま
た
、
句
点
は
適
宜
補
っ
た
。）

ア　

大
石
寺
の
出
願
と
却
下

①
「
江
戸
両
老
よ
り
大
石
寺
願
書
等
四
通
の
写
を
添
へ
て
、
国
老
奉
行
へ
の
状

（
（
（

」

駿
州
富
士
大
石
寺
よ
り
願
の
品
之
有
り
、（
中
略
）
御
国
に
草
庵
を
結
び
、

宗
義
の
邪
正
を
も
相
糺
し
申
す
工
面
に
付
き
、
斯
様
の
趣
き
は
成
り
難
き

段
、
半
田
権
左
衛
門
挨
拶
に
及
び
（
中
略
）
書
付
も
相
返
し
申
し
候
、
則
大

石
寺
書
附
、
権
左
衛
門
紙
面
、
且
又
使
僧
へ
申
述
べ
候
趣
き
、
何
も
写
四
通

御
目
に
懸
け
申
し
候
間
、
寺
社
奉
行
、
宗
門
奉
行
へ
仰
せ
聞
け
置
か
る
べ
く

候
、
以
上

　
　
（
享
保
十
二
）
三
月
七
日

�

前
田
大
炊
判

（
（
（

、
前
田
修
理
判

（
（
（

前
田
近
江
守
様

（
（1
（

、
奥
村
伊
与
守
様

（
（1
（

、
横
山
大
和
守
様

（
（1
（

、
本
多
安
房
守
様

（
（1
（

、
奥

村
内
記
様

（
（1
（

、
村
井
主
膳
様

（
（1
（

、
長
九
郎
左
衛
門
様

（
（1
（

、
今
枝
民
部
様

（
（1
（

、
本
多
図
書

様
（
（1
（

、
津
田
玄
蕃
様

（
（1
（

、
中
川
式
部
様

（
（2
（

　

①
は
江
戸
詰
の
大
老
で
あ
る
前
田
大
炊
と
家
老
の
前
田
修
理
が
国
元
の
大
老
、

家
老
へ
宛
て
た
報
告
状
で
、
寺
社
奉
行
と
宗
門
奉
行
へ
の
伝
達
を
依
頼
し
て
い

る
。

　

内
容
は
②
大
石
寺
願
書
の
要
点
と
、
聞
番
・
半
田
権
左
衛
門
の
対
応
を
記
し
、

以
下
の
②
～
⑤
ま
で
の
四
通
の
写
し
を
添
え
て
い
る
。

②
写
の
一
、「
大
石
寺
願
書

（
（2
（

」

日
蓮
宗
駿
州
富
士
大
石
寺
、
謹
ん
で
願
ひ
奉
る
口
上
の
覚
。

（
中
略
）
御
領
国
に
於
て
数
十
年
来
、
拙
寺
門
流
信
仰
の
輩
数
多
之
有
り
候

へ
ど
も
、
末
寺
之
無
き
故
か
、（
中
略
）
拙
寺
門
流
倶
一
統
、
御
停
止
の
御

触
渡
し
之
有
る
由
伝
承
候
、（
中
略
）
近
頃
本
尊
等
相
返
し
候
者
之
有
り
候

（
中
略
）
御
領
国
内
に
於
て
、
旧
地
廃
捨
の
内
、
或
は
寺
号
跡
か
或
は
院
号

坊
号
跡
か
、
相
応
の
地
を
拝
領
仰
せ
付
け
ら
れ
下
さ
せ
ら
れ
候
は
ば
、
有
り

難
く
存
じ
奉
る
べ
く
候
。
其
子
細
は
、
富
士
大
石
寺
は
日
蓮
聖
人
正
嫡
古
跡

の
霊
場
、
数
百
年
の
今
に
至
り
、
法
水
瀉
瓶
に
て
一
滴
の
誤
無
き
正
法
の
門

流
、
殊
に
御
代
々
御
朱
印
頂
戴
仕
り
罷
り
在
り
候
（
後
略
）

　

享
保
十
二
年
未
歳
三
月

�

大
石
寺
当
職　

日
詳

宿
坊
下
谷
常
在
寺



富
士
大
石
寺
に
よ
る
加
賀
藩
へ
の
末
寺
建
立
願
を
め
ぐ
っ
て
（
横
山
雄
玉
）

一
八
四

　

御
役
人
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
包
）
上

�

駿
州
富
士
大
石
寺

②
は
大
石
寺
よ
り
の
願
書
本
体
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
今
回
の
禁
令
に
伴
い
、
本
尊
等
を
本
山
に
返
却
し
、
信
仰
を
離
れ
る

信
者
が
生
じ
た
こ
と
を
歎
き
、
末
寺
の
建
立
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
大

石
寺
が
日
蓮
聖
人
の
正
嫡
で
あ
り
、
公
儀
か
ら
朱
印
を
受
け
る
寺
院
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
、
重
ね
て
末
寺
建
立
の
許
可
を
願
っ
て
い
る
。
な
お
、「
御
領
国
内
に
於

て
、
旧
地
廃
捨
の
内
、
或
は
寺
号
跡
か
或
は
院
号
坊
号
跡
か
、
相
応
の
地
を
拝
領

仰
せ
付
け
ら
れ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
幕
法
の
新
寺
建
立
禁
止

（
（2
（

は
熟
知
さ
れ
て
お

り
、
廃
寺
等
の
再
興
、
再
建
を
念
頭
に
置
い
た
出
願
で
あ
っ
た
こ
と
が
窮
知
さ
れ

る
。

③
写
の
二
、「
聞
番
よ
り
両
老
へ
の
報
告

（
（2
（

」

駿
州
富
士
大
石
寺
役
僧
の
由
に
て
日
義
と
申
す
僧
、
御
式
台
ま
で
罷
り
越

し
、（
中
略
）
駿
州
富
士
大
石
寺
願
ひ
奉
り
候
趣
き
之
有
り
、
私
を
指
し
越

し
候
委
細
は
、
願
書
に
相
記
し
申
す
通
り
に
御
座
候
間
、
御
披
見
下
さ
る
べ

き
旨 

申
し
聞
け
、
一
通
の
紙
面
相
渡
し
候
に
付
き
、
則
一
覧
致
し
申
し
達

し
候
は
、
惣
て
斯
様
の
義
、
何
品
に
依
ら
ず
寺
庵
方
よ
り
申
し
聞
け
ら
れ
候

て
も
、
都
て
取
次
申
し
候
義
仕
ら
ず
候
、（
中
略
）
右
書
附
返
進
致
し
候
由

申
し
入
れ
、
相
達
し
候
所
、
仰
せ
聞
け
ら
る
る
趣
き
具
に
承
知
致
し
候
、
然

り
乍
ら
大
石
寺
存
念
を
以
て
、
此
度
願
ひ
奉
り
候
義
、
使
僧
と
し
て
私
申
付

越
し
候
処
、
右
御
返
し
成
さ
れ
候
て
は
、
私
申
し
分
立
ち
難
く
迷
惑
に
存
じ

候
間
、
願
の
筋
相
立
ち
申
さ
ざ
る
段
は
是
非
に
及
ば
ず
候
、
右
の
所
思
召
候

て
暫
時
御
留
置
き
下
さ
る
べ
く
候
、
追
て
御
返
し
成
さ
れ
候
義
は
各
別
に
御

座
候
旨
、
再
往
申
し
聞
け
候
に
付
き
、（
中
略
）
右
返
達
の
時
分
猶
又
是
よ

り
申
し
入
る
べ
き
旨
申
し
聞
け
候
処
、
右
通
指
置
き
罷
り
帰
り
候
、
以
上
。

　
（
享
保
十
二
）
三
月
五
日

�

半
田
権
左
衛
門

（
（2
（

　

前
田
大
炊
様
、　

前
田
修
理
様

　

③
は
聞
番
・
半
田
権
左
衛
門
（
以
下
本
章
内　

半
田
）
が
、
使
僧
日
義
師
と
の

応
接
内
容
を
大
老
、
家
老
へ
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
石
寺
の
願
書
を
一
覧
し
た
半
田
は
、
そ
の
願
い
が
許
容
さ
れ
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
告
げ
、
返
却
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
日
義
師
か
ら
即
刻
の
却
下
は

使
者
の
つ
と
め
を
果
た
せ
な
い
の
で
、
不
許
可
の
結
論
は
や
む
を
得
な
い
が
、
し

ば
ら
く
願
書
を
留
め
置
い
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
た
め
、
使
者
の
立
場
に

配
慮
し
、
一
旦
預
か
っ
た
上
で
返
却
す
る
旨
を
伝
え
、
使
僧
を
帰
し
た
報
告
で
あ

る
。
な
お
、「
私
を
指
し
越
し
候
委
細
は
」
と
あ
る
か
ら
、
半
田
を
指
名
し
て
の

出
願
に
読
み
取
れ
る
。
大
石
寺
か
ら
は
半
田
が
聞
番
の
職
掌
で
あ
る
こ
と
に
止
ま

ら
ず
、
指
名
す
る
理
由
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
次
章
で
検
討
す
る
。

④
写
の
三
、「
聞
番
よ
り
大
石
寺
使
僧
へ
談
旨
の
案

（
（2
（

」
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一
八
五

大
石
寺
使
僧
相
招
き
半
田
権
左
衛
門
申
し
述
ぶ
べ
き
趣
き
。

一
昨
日
御
持
参
大
石
寺
よ
り
の
御
願
の
趣
き
、
其
筋
一
往
御
挨
拶
に
及
び
候

通
り
に
て
、（
中
略
）
則
家
老
ど
も
へ
申
し
聞
け
、
御
書
付
も
見
せ
申
し
候

処
、
御
願
の
一
件
御
法
中
よ
り
は
斯
様
に
成
さ
れ
た
く
思
召
し
候
段
御
尤
に

は
候
へ
ど
も
、
此
義
は
中
将
殿
へ
相
達
し
候
て
も
、
決
し
て
許
容
仕
ら
れ
難

き
義
に
御
座
候
、（
中
略
）
宗
義
の
所
は
如
何
様
と
も
、
改
め
の
筋
は
国
法

の
義
に
候
へ
ば
、（
中
略
）
当
時
領
国
に
流
布
仕
る
宗
門
の
本
寺
、
本
山
よ

り
、
役
僧
、
使
僧
等
指
し
越
さ
れ
候
て
さ
へ
、
謂
れ
無
く
逗
留
仕
る
義
は
堅

く
禁
止
仕
る
義
に
候
へ
ば
、（
中
略
）
増
し
て
御
一
派
の
末
寺
の
御
下
心
に

て
、
寺
僧
等
遣
し
置
か
れ
候
義
は
別
し
て
禁
制
の
第
一
に
御
座
候
、
此
等
の

趣
き
、
御
挨
拶
に
及
び
候
様
家
老
ど
も
申
し
聞
け
候
、
御
持
参
の
書
付
返
進

致
し
候
、

　

三
月
七
日

　

④
は
、
使
僧
日
義
師
が
来
邸
し
た
二
日
後
の
日
付
が
入
っ
た
半
田
の
口
上
案
に

し
て
覚
書
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
半
田
が
述
べ
る
内
容
は
、「
一
昨
日
の
願
書
が
許
容
さ
れ
な
い
旨
伝
え

た
と
お
り
で
あ
る
が
、
た
っ
て
の
依
頼
で
願
書
を
預
か
っ
た
の
で
、
念
の
た
め
家

老
に
も
一
覧
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
同
じ
見
解
で
あ
っ
た
。
大
石
寺
の
思
い
は
理
解
で

き
る
が
、
こ
れ
は
藩
主
に
願
っ
て
も
許
容
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
ま
し
て
昨
年
藩

法
で
信
仰
禁
止
が
定
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
教
義
の
当
否
は
問
う
と
こ
ろ
で
な

く
、
国
法
（
藩
法
）
で
あ
る
か
ら
是
非
も
な
い
。
ま
た
、
藩
領
に
お
い
て
は
存
在

す
る
宗
門
の
役
僧
が
来
た
場
合
で
も
、
故
な
く
逗
留
す
る
こ
と
は
禁
じ
て
い
る
。

末
寺
建
立
に
向
け
て
僧
侶
を
派
遣
す
る
な
ど
の
こ
と
は
第
一
の
禁
制
で
あ
る
」
と

い
う
も
の
で
、
家
老
も
同
一
の
見
解
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
、
願
書
を
返
却
す

る
旨
が
記
さ
れ
る
。

⑤�

写
の
四
、「
聞
番
よ
り
大
石
寺
使
僧
を
招
き
て
願
書
返
却
の
報
告
を
両
老
へ
の

状
（
（2
（

」駿
州
富
士
大
石
寺
役
僧
日
義
、
当
五
日
御
式
台
ま
で
罷
り
出
で
、
大
石
寺
よ

り
の
願
書
一
通
相
渡
し
申
し
聞
け
候
趣
き
、（
中
略
）
右
願
書
返
進
致
し
候

由
申
し
入
れ
候
通
り
、
御
覚
書
の
趣
き
一
々
承
知
致
し
候
、（
中
略
）
何
卒

御
許
容
成
さ
れ
、
宜
く
御
取
成
し
下
さ
れ
候
様
仕
り
た
き
旨
申
し
聞
け
候
に

付
き
、
覚
書
の
趣
き
を
猶
更
申
し
達
し
候
処
、
左
候
は
ば
是
非
に
及
ば
ず

候
、
罷
り
帰
り
大
石
寺
へ
相
達
す
べ
き
旨
申
し
聞
け
、
右
願
書
並
に
覚
書
と

も
受
取
り
罷
り
帰
り
候
、
以
上
。

　
（
享
保
十
二
）
三
月
七
日

半
田
権
左
衛
門

　

前
田
大
炊
様
、　

前
田
修
理
様

　

⑤
は
、
こ
れ
も
半
田
か
ら
大
老
、
家
老
へ
の
報
告
で
あ
る
。

　

半
田
が
使
僧
を
招
き
、
④
を
覚
書
と
し
て
交
付
し
、
改
め
て
願
書
を
返
却
し
た

と
こ
ろ
、
藩
の
意
向
を
承
知
し
た
上
で
、
使
僧
は
重
ね
て
願
い
の
趣
旨
を
懇
願
し

た
。
半
田
が
更
に
重
ね
て
覚
書
の
内
容
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
大
石
寺
へ
報
告
す
る

と
し
て
、
願
書
、
覚
書
共
に
受
領
し
て
帰
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。



富
士
大
石
寺
に
よ
る
加
賀
藩
へ
の
末
寺
建
立
願
を
め
ぐ
っ
て
（
横
山
雄
玉
）

一
八
六

イ　

加
賀
藩
の
対
応

　

前
節
で
は
三
月
五
日
の
大
石
寺
に
よ
る
出
願
、
三
月
七
日
ま
で
の
加
賀
藩
に
よ

る
却
下
の
対
応
を
一
覧
し
た
。

　

次
に
四
月
か
ら
六
月
の
記
録
か
ら
加
賀
藩
の
動
き
を
見
た
い
。

⑥
「
宗
門
奉
行
よ
り
前
顛
末
を
具
し
旁
最
後
の
処
置
を
大
老
へ
の
陳
情
書

（
（2
（

」

駿
州
富
士
大
石
寺
よ
り
願
の
品
之
有
り
、（
中
略
）
右
一
巻
御
許
容
成
さ
れ

難
き
段
、
権
左
衛
門
申
し
達
し
事
済
み
申
し
候
へ
ど
も
、
大
石
寺
願
書
付
の

内
、
富
士
大
石
寺
の
義
は
、
日
蓮
聖
人
正
嫡
古
跡
の
霊
場
、
数
百
年
の
今
に

至
り
、
法
水
瀉
瓶
に
し
て
一
滴
の
誤
無
き
正
法
の
門
流
、
殊
に
御
朱
印
頂
戴

仕
り
罷
在
候
処
、（
中
略
）
万
一
、
江
戸
寺
社
奉
行
役
人
中
へ
も
、
向
寄
を

以
て
申
し
込
み
、
表
立
て
寺
社
奉
行
衆
な
ど
よ
り
仰
せ
越
さ
れ
候
品
も
御
座

有
る
ま
じ
く
候
や
、（
中
略
）
寺
社
奉
行
衆
役
人
中
ま
で
権
左
衛
門
罷
り
越

し
、
大
石
寺
願
の
書
付
並
に
御
許
容
成
さ
れ
難
き
段
、
申
し
達
し
候
趣
き
委

細
申
し
達
し
置
き
候
は
ば
、
宜
し
か
る
べ
く
や
僉
議
仕
り
候
に
付
き
、
各
様

ま
で
申
し
上
げ
候
、
以
上
。

　
（
享
保
十
二
）
四
月

�

戸
田
勒
負

（
（2
（

、
中
村
典
膳

（
（2
（

、
村　

中
務

（
（3
（

　

奥
村
伊
与
守
様
、
横
山
大
和
守
様
、
本
多
安
房
守
様

　

⑥
は
、
①
に
よ
っ
て
②
～
⑤
を
披
見
し
た
宗
門
奉
行
が
、
万
一
、
大
石
寺
が
公

儀
寺
社
奉
行
へ
陳
情
に
及
ぶ
可
能
性
と
そ
の
対
応
を
協
議
す
べ
き
か
を
大
老
へ
問

い
合
わ
せ
た
も
の
で
、
四
月
に
入
り
、
金
沢
で
の
動
き
で
あ
る
。

　

内
容
は
、「
半
田
の
応
対
で
落
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
大
石
寺
願
書

に
、
大
石
寺
は
日
蓮
聖
人
の
正
嫡
、
朱
印
寺
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
落
胆
の
あ
ま
り

公
儀
寺
社
奉
行
に
陳
情
し
、
公
儀
よ
り
問
合
せ
が
来
る
よ
う
な
事
態
が
想
定
さ
れ

な
い
か
。
元
来
領
内
に
存
在
し
な
い
宗
門
で
あ
る
か
ら
、
差
し
支
え
は
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
念
の
た
め
半
田
か
ら
公
儀
寺
社
奉
行
に
申
入
を
し
た
方
が
良
い
か
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

⑦
「
聞
番
よ
り
両
奉
行
へ
の
状

（
（3
（

」

公
儀
寺
社
御
奉
行
役
人
ま
で
申
し
入
れ
候
義
、
再
往
御
僉
義
の
趣
き
承
知
致

し
候
、
御
領
国
に
古
来
よ
り
之
無
き
宗
義
、
今
更
願
に
候
と
て
も
御
貪
著
成

さ
る
べ
き
様
御
座
無
く
候
、
何
方
よ
り
申
し
来
り
候
と
も
、
往
古
よ
り
有
り

来
ら
ざ
る
宗
派
に
候
故
、
御
許
容
成
さ
れ
難
き
旨
仰
せ
達
せ
ら
れ
て
、
訳
立

ち
申
す
義
に
御
座
有
る
べ
く
候
、
卒
爾
に
寺
社
奉
行
役
人
ま
で
相
違
し
候
は

ば
、
役
人
心
得
に
承
り
置
き
候
義
も
仕
り
難
く
、
御
奉
行
衆
へ
申
し
入
れ
候

て
は
あ
な
た
に
て
も
捨
て
置
か
れ
難
く
、
大
石
寺
へ
御
尋
ね
も
之
有
り
候
は

ば
、
幸
に
仕
り
彼
是
願
の
筋
申
し
出
で
、
御
奉
行
衆
も
御
取
誘
之
無
く
候
て

は
、
成
り
難
き
趣
き
に
候
は
表
立
ち
候
て
如
何
は
し
く
御
座
候
、
若
し
寺
社

御
奉
行
衆
へ
大
石
寺
よ
り
申
し
込
み
候
義
之
有
り
、
あ
な
た
よ
り
申
し
来
り

候
其
節
に
至
り
相
達
し
候
義
、
又
先
き
達
て
申
し
入
置
き
候
も
同
様
に
御
座

有
る
べ
く
候
、
第
一
其
以
後
使
僧
も
罷
り
越
さ
ず
候
間
、（
後
略
）

　
（
享
保
十
二
）
六
月
十
二
日
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八
七

�

半
田
権
左
衛
門

　

前
田
将
監
様

（
（3
（

、
里
見
孫
太
夫
様

（
（3
（

、
松
原
善
右
衛
門
様

（
（3
（

　

⑦
は
、
⑥
に
対
応
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⑥
か
ら
二
ヶ
月
程
の
時
間
が
経
過

し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
は
、
直
接
の
折
衝
者
と
し
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
半
田

が
、
自
身
の
見
解
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
書
名
は
「
聞
番
よ
り
両
奉
行
へ

の
状
」
と
あ
る
が
、
宛
名
人
は
奉
行
で
は
な
い
。
前
田
将
監
は
当
時
江
戸
留
守

居
、
里
見
孫
太
夫
、
松
原
善
右
衛
門
の
両
人
は
御
用
人
で
あ
る
。

　

内
容
は
「
大
石
寺
は
古
来
か
ら
領
内
に
存
在
し
な
い
宗
門
で
あ
り
、
大
石
寺
の

願
い
を
却
下
し
て
も
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
唐
突
に
公
儀
寺
社
奉
行
に
申
し

入
れ
る
と
、
か
え
っ
て
事
情
を
聴
取
さ
れ
、
大
石
寺
に
も
問
合
せ
が
な
さ
れ
た
場

合
、
こ
れ
幸
い
に
願
い
の
筋
を
申
し
立
て
、
何
か
と
面
倒
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
の
申
し
入
れ
は
し
な
い
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
三
月
以

来
、
使
僧
が
来
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
先
方
か
ら
申
立
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
で

良
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

⑧
「
奉
行
達
よ
り
大
老
方
へ
状

（
（3
（

」

先
頃
仰
せ
越
さ
れ
候
富
士
大
石
寺
願
の
筋
之
有
る
に
付
き
、
寺
社
奉
行
衆
役

人
ま
で
、
聞
番
よ
り
内
証
申
し
達
し
置
き
然
る
べ
き
旨
、
宗
門
奉
行
中
紙
面

の
趣
き
、
則
聞
番
へ
申
し
談
じ
候
処
、
遮
て
此
方
よ
り
申
し
懸
け
候
は
ば
、

還
て
如
何
は
し
く
御
座
有
る
べ
く
候
や
、
其
後
の
使
僧
等
も
参
り
申
さ
ず
候

へ
ば
事
静
ま
り
申
す
様
に
も
存
ぜ
ら
れ
候
間
、
詮
義
の
趣
き
則
半
田
権
左
衛

門
紙
面
上
に
申
し
候
、
以
上
。

　
（
享
保
十
二
）
六
月
十
四
日

�

松
原
善
右
衛
門
、　

里
見
孫
太
夫
、　

前
田
将
監

前
田
近
江
守
様
、
奥
村
伊
与
守
様
、
横
山
大
和
守
様
、
本
多
安
房
守
様
、

前
田
大
炊
様
、
奥
村
内
記
様
、
村
井
主
膳
様
、
長
九
郎
左
衛
門
様

　

⑧
は
、
江
戸
留
守
居
、
御
用
人
か
ら
、 

⑦
の
内
容
に
つ
き
、
半
田
の
意
見
通
り

で
良
い
と
の
見
解
を
大
老
へ
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
前
節
と
併
せ
、『
富
要
』
に
収
録
さ
れ
る
末
寺
建
立
願
一
件
の
顛
末
で

あ
る
。
こ
こ
だ
け
を
見
る
と
、
江
戸
藩
邸
の
渉
外
担
当
た
る
聞
番
・
半
田
権
左
衛

門
が
、
一
義
に
及
ば
ず
却
下
し
、
大
石
寺
に
対
し
て
も
強
硬
な
意
見
で
あ
っ
た
よ

う
に
推
測
さ
れ
る
。
唯
一
の
好
意
が
使
僧
の
立
場
に
配
慮
し
、
願
書
を
二
日
間
預

か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
次
表
で
あ
る
。

享
保
十
二
年　
（
表
内
○
数
字
は
文
書
番
号
）

3.5

大
石
寺
日
詳
、
日
義
を
使
僧
と
し
て
加
賀
藩
邸
へ
末
寺
建
立
出
願　

②

聞
番
・
半
田
権
左
衛
門
、
日
義
へ
却
下
の
結
論
を
伝
達
の
上
、
願
書
を
預
か
り
、
本
件

を
大
老
、
家
老
へ
報
告　

③

3.7

半
田
権
左
衛
門
、
談
旨
を
ま
と
め
、
日
義
へ
願
書
返
却　

④

半
田
権
左
衛
門
、
右
の
次
第
を
大
老
、
家
老
へ
報
告　

⑤

江
戸
在
番
の
大
老
、
家
老
、
以
上
を
国
元
の
大
老
、
家
老
へ
報
じ
、
藩
寺
社
、
宗
門
奉

行
へ
の
通
達
を
依
頼　

①

4

宗
門
奉
行
、
大
老
へ
対
し
、
こ
れ
迄
の
経
過
と
藩
の
意
向
を
、
公
儀
寺
社
奉
行
へ
達
す

べ
き
か
の
伺
い
を
立
て
る　

⑥



富
士
大
石
寺
に
よ
る
加
賀
藩
へ
の
末
寺
建
立
願
を
め
ぐ
っ
て
（
横
山
雄
玉
）

一
八
八

6.12

半
田
権
左
衛
門
、
江
戸
留
守
居
役
、
御
用
人
に
対
し
、
宗
門
奉
行
よ
り
伺
い
の
公
儀
寺

社
奉
行
へ
の
示
談
に
付
き
、
現
時
点
で
は
行
わ
ず
、
大
石
寺
よ
り
の
陳
情
が
存
し
た
場

合
に
対
応
す
べ
き
と
意
見
具
申　

⑦

6.14

江
戸
留
守
居
役
、
御
用
人
、
国
元
の
大
老
へ
対
し
、
半
田
権
左
衛
門
の
意
見
通
り
で
問

題
な
き
こ
と
を
報
告　

⑧

し
か
し
、
周
縁
の
人
物
に
着
目
す
る
と
、
上
記
の
史
料
に
見
ら
れ
な
い
側
面
が
存

す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
次
に
検
討
し
た
い
。

二　

周
縁
人
物
の
大
石
寺
信
仰

ア　

半
田
権
左
衛
門

　

こ
こ
で
、
大
石
寺
使
僧
、
日
義
師
と
直
接
折
衝
を
し
た
聞
番
・
半
田
権
左
衛
門

の
周
辺
を
一
覧
し
た
い
。
結
論
を
先
取
り
す
る
と
、
半
田
権
左
衛
門
自
身
が
大
石

寺
信
者
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
「
先
祖
由
緒
並
一
類
附
帳

（
（3
（

」
と
「
諸
士
系
譜

（
（3
（

」
に
よ
れ
ば
、
半
田
権
左
衛
門
は

実
名
を
正
往
、
里
見
治
左
衛
門
与
元
の
末
子
（
あ
る
い
は
三
男
）
に
て
、
元
禄
五

年
（
一
六
九
二
）、
末
期
養
子
で
半
田
家
の
四
百
五
十
石
を
相
続
し
た
。
半
田
家

の
菩
提
寺
は
曹
洞
宗
桃
雲
寺
で
あ
る
。
前
章
で
一
覧
し
た
文
書
⑦
⑧
に
登
場
す
る

里
見
孫
太
夫
は
実
兄
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
血
縁
の
実
家
で
あ
る
里
見
家
に
注
目
し

た
い
（
本
節
末
の
系
譜
参
照
）。

　

こ
の
里
見
家
は
、
次
章
で
見
る
⑨
を
受
領
し
た
池
田
宗
信

（
（3
（

の
主
人
に
当
た
る
。

同
時
に
、
里
見
家
の
多
く
に
大
石
寺
信
仰
の
事
蹟
が
看
取
さ
れ
る
。
享
保
十
二
年

（
一
七
二
七
）
当
時
、
里
見
本
家
の
当
主
は
七
左
衛
門
元
昌
（
千
二
百
石
）
で
あ

り
、
半
田
権
左
衛
門
正
往
（
以
下
本
章
内　

正
往
）
の
甥
に
当
た
る
。
七
左
衛
門

の
室
は
神
尾
主
殿
（
二
千
石　

馬
廻
頭
）
の
娘
で
享
保
七
年
（
一
七
二
二　
「
先

祖
由
緒
並
一
類
附
帳
」
は
享
保
六
年
）
十
二
月
二
十
八
日
死
去
、
大
石
寺
の
過
去

帳
に
「
信
壽
院
妙
遠
日
詮
」
と
記
さ
れ
る
。
里
見
家
の
菩
提
寺
は
臨
済
宗
の
寶
勝

寺
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
大
石
寺
で
授
与
さ
れ
た
法
名
で
あ
る
。
ま
た
福
原
式

治
（
（3
（

が
享
保
六
年
頃
の
信
者
と
し
て
「
池
田
手
筋　

里
見
七
左
衛
門　

同
奥
方

（
（4
（

」
と

記
し
て
い
る
。

　

次
に
、
七
左
衛
門
の
後
嗣
治
左
衛
門
言
元
は
孫
太
夫
の
実
子
で
あ
り
、
こ
れ
も

正
往
の
甥
に
当
た
る
。
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
十
二
月
二
十
日
死
去
、
大
石

寺
の
過
去
帳
に
「
宗
遠
日
唱
居
士
」
と
記
さ
れ
る
。
治
左
衛
門
言
元
は
分
家
か
ら

本
家
を
相
続
し
た
。
そ
の
分
家
を
嗣
い
だ
兵
左
衛
門
殷
元
（
三
百
石　

永
井
七
郎

右
衛
門
（
千
七
百
五
十
石　

先
筒
頭
）
二
男　

実
兄
正
安
の
子
傳
七
郎
も
大
石
寺

か
ら
本
尊
を
受
持
）
は
、
享
保
十
二
年
よ
り
二
十
年
後
、
す
で
に
大
石
寺
信
仰
へ

の
禁
令
発
令
も
四
度
に
及
ん
だ
延
享
五
年
（
寛
延
元
年　

一
七
四
八
）
七
月
十
五

日
、
大
石
寺
三
十
一
世
日
因
上
人
よ
り
本
尊
を
授
与
さ
れ
、
金
沢
妙
喜
寺
に
現
存

す
る
。

　

正
往
の
実
兄
で
あ
る
里
見
孫
太
夫
に
つ
い
て
、
管
見
の
限
り
で
は
明
ら
か
な
信

仰
事
蹟
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
前
後
の
人
脈
か
ら
全
く
無
関
係
と
は

考
え
に
く
い
。

　

正
往
は
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
三
月
四
日
、
五
十
三
歳
で
死
去
し
た
。
正

往
自
身
が
信
者
で
あ
っ
た
確
証
は
な
い
。
し
か
し
、
前
記
の
血
縁
に
加
え
、
正
往

の
後
嗣
（
実
子
）
で
あ
る
権
佐
正
方
（
正
尚
）
が
、
里
見
兵
左
衛
門
と
同
時
期
の

延
享
五
年
、
日
因
上
人
よ
り
本
尊
を
授
与
さ
れ
、
こ
れ
も
金
沢
妙
喜
寺
に
現
存
し

て
い
る
。



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
八
九

　

以
上
を
総
合
す
る
と
、
大
石
寺
信
者
の
兄
弟
、
甥
、
実
子
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

状
況
証
拠
か
ら
は
、
正
往
自
身
、
大
石
寺
信
仰
を
受
持
し
て
い
た
と
の
推
測
も
無

理
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
を
前
提
と
し
て
改
め
て
前
章
の
内
容
を
見
直
す
と
、
そ
も
そ
も
大
石
寺
の

出
願
は
、
前
章
③
で
見
た
よ
う
に
正
往
を
指
名
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
正

往
の
対
処
は
大
石
寺
へ
配
慮
さ
れ
た
も
の
に
も
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
章

⑦
⑧
で
公
儀
寺
社
奉
行
へ
の
示
談
を
先
送
り
に
す
る
所
見
を
述
べ
た
の
が
そ
れ
で

あ
る
。

　

仮
に
公
儀
に
よ
る
裁
定
が
存
し
た
な
ら
ば
、
結
論
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
藩
邸

の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
余
地
は
狭
隘
化
し
、
建
立
不
可
の
結
論
が
維
持
さ
れ
た
場

合
、
以
後
の
再
願
は
絶
望
と
な
ろ
う
。
こ
れ
を
避
け
、
再
起
を
図
る
た
め
の
対
処

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
大
石
寺
へ
報
じ
、
改
め
て
の

機
会
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
次
章
⑨
文
書
は
そ
れ
を
暗
示
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

（
里
見
、
半
田
略
系
譜
）

里
見
七
左
衛
門
元
照
─
─
七
左
衛
門
元
茂　
　

勘
助
元
辰
─
─
─
─
─
─
─
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
家　

千
二
百
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
治
左
衛
門
与
元
─
─
勘
助
元
辰
（
本
家
養
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
分
家　

三
百
石
）	

─
孫
太
夫
元
安
─
─
─
─
─
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
左
源
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
八
郎
左
衛
門
（
半
田
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
千
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
源
八
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

半
田
権
左
衛
門
正
往
─
─
権
佐
正
方
（
正
尚
）

	

（
大
石
寺
本
尊
受
持
）

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
治
左
衛
門
言
元
（
本
家
養
子
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
大
石
寺
法
名
　
宗
遠
日
唱
居
士
）

　
　

左
衛
門
殷
元
─
─
孫
太
夫
元
成
（
妙
喜
寺
蔵
過
去
帳
へ
記
載
あ
り
）

　
　
（
大
石
寺
本
尊
受
持
　
永
井
七
郎
右
衛
門
二
男
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
七
左
衛
門
元
昌　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
左
衛
門
言
元

　
　
（
室
の
大
石
寺
法
名
　
信
壽
院
妙
遠
日
詮
）	

（
大
石
寺
法
名
　
宗
遠
日
唱
居
士
）

─
─
は
実
子
相
続　
　
　

は
養
子
相
続　
　
　

は
同
一
人
物

太
字
は
半
田
権
左
衛
門
正
往
と
大
石
寺
信
仰
の
具
体
的
事
蹟
の
存
す
る
人
物

イ　

前
田
将
監

　

前
章
の
文
書 

⑦
、
⑧
に
登
場
す
る
前
田
将
監
は
、
前
田
権
佐
恒
頭
（
恒
篤
）

の
こ
と
で
あ
る
。「
前
田
将
監
家
系

（
（4
（

」
に
よ
れ
ば
知
行
三
千
七
百
石
、
大
老
前
田

美
作
守
孝
行
の
三
男
（
四
男
と
も
）
で
あ
り
、
前
出
の
前
田
大
炊
の
実
弟
で
あ



富
士
大
石
寺
に
よ
る
加
賀
藩
へ
の
末
寺
建
立
願
を
め
ぐ
っ
て
（
横
山
雄
玉
）

一
九
〇

る
。
大
石
寺
に
よ
る
末
寺
建
立
願
直
前
の
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
三
月
一
日

よ
り
江
戸
留
守
居
役
と
な
る
。
以
後
、
七
代
藩
主
宗
辰
（
当
時
世
嗣
）
御
附
、
小

松
城
番
な
ど
を
勤
め
た
。
菩
提
寺
は
曹
洞
宗
玉
龍
寺
で
あ
る
。

　

そ
の
室
は
松
平
主
馬
康
満
（
知
行
四
千
五
百
石
）
の
娘
で
あ
り
、
冨
と
称
し
た

（
大
石
寺
過
去
帳
の
記
載
か
ら
）
と
考
え
ら
れ
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
十
一

月
二
十
五
日
に
婚
姻
し
た
。

　

冨
（
蓮
成
院
妙
體
日
相　

大
石
寺
過
去
帳
）
の
両
親
で
あ
る
松
平
主
馬
康
満
と

妾
蓮
花
院
（
大
貳
康
済
の
生
母
で
あ
り
正
室
扱
い
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
）、
主

馬
康
満
の
後
嗣
で
あ
る
大
貳
康
済
は
、
享
保
初
年
頃
よ
り
熱
心
な
大
石
寺
信
者
で

あ
る
。（
菩
提
寺
は
浄
土
宗
妙
慶
寺
）
こ
れ
に
つ
い
て
も
福
原
式
治
の
記
録
に

「
松
平
主
馬
殿
父
子

（
（4
（

」
と
あ
る
。

　
「
前
田
将
監
家
系
」
に
恒
頭
の
子
女
は
一
男
六
女
が
記
録
さ
れ
る
。
成
長
し
た

一
男
四
女
に
は
皆
大
石
寺
信
仰
の
事
蹟
が
存
し
、
四
人
の
女
子
は
そ
れ
ぞ
れ
自
身

の
婚
家
へ
大
石
寺
信
仰
を
継
承
し
た
状
況
が
看
取
さ
れ
る
。
特
に
、
第
四
女
正

（
是
相
院
）
は
そ
の
孫
（
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
事
例
が
存
す
る
）
ま
で
確

実
に
大
石
寺
信
仰
を
相
続
し
た
。

　

恒
頭
自
身
の
信
仰
実
態
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）

三
月
時
点
で
冨
と
の
婚
姻
か
ら
二
年
以
上
が
経
過
し
、
長
女
万
も
出
生
し
て
い

る
。
冨
の
大
石
寺
信
仰
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
前
述

し
た
恒
頭
の
子
女
に
お
け
る
享
保
十
二
年
以
降
の
史
実
か
ら
、
禁
制
と
い
う
藩
内

の
社
会
情
勢
に
応
じ
た
大
石
寺
信
仰
へ
の
抑
止
力
が
作
用
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ

な
い
の
で
あ
る

（
（4
（

。

三　

末
寺
建
立
願
の
背
景

　

上
記
の
検
討
を
踏
ま
え
、
品
川
妙
光
寺
文
書
か
ら
⑨
「
日
詳
尊
師
御
書
」
を
挙

げ
る
。大

事
ニ
候
中
ニ
も
況
滅
度
後
之
当
鋒
ニ
て
候
間
、
成
事
ハ
難
候
、
不
速
成
ハ

親
り
ニ
候
間
、
必
々
卒
忽
無
之
様
肝
心
之
中
ノ
肝
心
ニ
候
、
午
ノ
年
以
来
今

年
迄
、
八
年
ニ
及
中
六
年
之
間
、
右
之
感
并
仕
候
故
、
無
仕
様
道
理
ニ
ハ
内

証
決
を
取
り
、
永
々
決
而
不
成
ニ
手
切
無
之
次
第
ニ
成
居
申
候
、
若
手
切
レ

仕
様
な
と
候
ハ
ハ
、
全
死
人
の
こ
と
く
何
様
之
療
治
も
不
可
届
事
ニ
候
、
以

今
養
生
最
中
と
御
座
被
成
候
、
扨
只
今
此
事
之
次
第
就
、
少
々
直
ニ
願
出
候

ヘ
ハ
、
又
如
先
年
ニ
候
、
先
年
も
庄
田
兵
庫
既
堅
請
合
被
申
候
へ
と
も
御
聞

及
之
次
第
ニ
成
候
、
今
迚
も
直
願
出
候
ハ
ハ
、
本
よ
り
敵
多
中
ニ
殊
ニ
近
年

者
敵
共
も
切
入
り
御
母
公
を
能
拵
置
候
間
、
我
等
か
沙
汰
を
聞
さ
へ
仕
候
ヘ

ハ
、
御
母
公
を
敵
之
第
一
ノ
猛
将
と
し
此
恵
へ
陥
候
故
、
此
方
ハ
前
も
仕
様

候
ヘ
ハ
、
此
大
巻
之
脈
あ
が
り
申
体
を
全
憶
病
武
者
ニ
て
ハ
無
之
候
、
可
然

一
時
ハ
く繰り
可
引
時
は
引
候
事
益
と
申
行
ニ
て
候
、
乃
至　

此
願
之
一
段
ハ

緩
ハ
有
利
、
急
ハ
損
多
と
相
考
候
間
、
同
様
ニ
御
座
て
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　

二
月
二
日

�

日
詳　

判

　

宗
信
遣

（
（4
（

　

本
書
は
、
末
寺
建
立
願
を
提
出
し
た
日
詳
上
人
が
池
田
宗
信
に
宛
て
た
書
状
で
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あ
る
。
識
語
は
二
月
二
日
の
み
で
あ
る
が
、「
午
の
年
（
享
保
十
一
年
）
以
来
今

年
迄
、
八
年
」
と
あ
る
か
ら
享
保
十
八
年

（
（4
（

（
一
七
三
三
）
に
当
た
る
。

　

こ
こ
に
「
扨
只
今
此
事
之
次
第
就
、
少
々
直
ニ
願
出
候
ヘ
ハ
、
又
如
先
年
ニ

候
、
先
年
も
庄
田
兵
庫
既
堅
請
合
被
申
候
へ
と
も
御
聞
及
之
次
第
ニ
成
候
」
と
あ

る
の
は
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
の
末
寺
建
立
願
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
文
か

ら
三
月
五
日
の
出
願
は
、
唐
突
な
も
の
で
は
な
く
、
一
定
の
準
備
と
成
算
の
も
と

で
な
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
庄
田
兵
庫
が
堅
く
請
け
合
っ
た
が

末
寺
建
立
は
成
就
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
出
願
以
前
か
ら
日
詳

上
人
と
庄
田
兵
庫
と
の
間
に
何
ら
か
の
接
点
が
存
し
た
の
は
確
実
で
あ
り
、
庄
田

兵
庫
も
信
者
で
あ
っ
た
文
面
に
も
読
み
取
れ
る
。
こ
の
庄
田
兵
庫
は
、
二
人
に
可

能
性
が
存
す
る
。

　

一
人
は
庄
田
兵
庫
孝
溥
（
千
六
百
石
）。
御
近
習
御
用
を
勤
め
た
。
も
う
一
人

は
そ
の
後
嗣
で
あ
る
庄
田
孝
正
（
五
百
石
）。
孝
正
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三

〇
）
家
督
相
続
し
、
兵
庫
と
改
め
た
。
享
保
十
二
年
当
時
の
兵
庫
で
あ
れ
ば
孝
溥

で
あ
る
が
、
本
書
の
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
時
点
は
孝
正
で
あ
る
。
何
れ
の

可
能
性
も
あ
る
が
断
定
で
き
る
材
料
も
な
い
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
藩
主

に
近
侍
し
た
職
掌
で
あ
っ
た
の
は
動
か
な
い
。
或
は
、
庄
田
兵
庫
も
半
田
権
左
衛

門
も
内
側
か
ら
末
寺
建
立
へ
の
助
力
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
「
一
時

ハ
く
り
可
引
時
は
引
候
事
益
と
申
行
ニ
て
候
、
乃
至　

此
願
之
一
段
ハ
緩
ハ
有

利
、
急
ハ
損
多
と
相
考
候
間
」
と
は
、
両
人
と
の
示
談
内
容
を
表
し
て
お
り
、
再

願
を
所
期
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
本
書
に
「
今
迚
も
直
願
出
候
ハ
ハ
、
本
よ
り
敵
多
中
ニ
殊
ニ
近
年
者
敵

共
も
切
入
り
御
母
公
を
能
拵
置
候
間
、
我
等
か
沙
汰
を
聞
さ
へ
仕
候
ヘ
ハ
、
御
母

公
を
敵
之
第
一
ノ
猛
将
と
し
此
恵
へ
陥
候
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
末
寺
建
立

願
が
頓
挫
し
た
理
由
が
ほ
の
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
御
母
公
」
は
藩
主
吉

徳
の
生
母
で
あ
る
預
玄
院
（
三
田
村
氏　

町
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
預
玄
院
の

生
家
で
あ
る
三
田
村
家
の
菩
提
寺
は
曹
洞
宗
長
久
寺
で
あ
る
。
し
か
し
、
預
玄
院

は
日
蓮
宗
の
篤
信
者
で
あ
り
、
法
名
は
「
預
玄
院
圓
壽
妙
清
日
容
大
禅
定
尼
」、

江
戸
駒
込
長
元
寺
に
葬
ら
れ
た

（
（4
（

。
建
前
は
大
石
寺
と
同
宗
で
あ
る
が
、
別
物
で
あ

る
こ
と
は
上
述
（
は
じ
め
に
）
の
通
り
で
あ
る
。
藩
と
し
て
の
公
式
見
解
（
末
寺

不
存
在
に
よ
り
信
仰
禁
止
）
以
外
に
、
大
石
寺
末
寺
の
建
立
に
反
対
の
勢
力
が
預

玄
院
の
信
仰
信
条
に
訴
え
、
別
次
元
の
信
仰
で
あ
る
大
石
寺
の
末
寺
が
建
立
さ
れ

る
こ
と
を
忌
避
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四　

以
後
の
伝
承

　

大
石
寺
に
よ
る
出
願
頓
挫
の
後
、
加
賀
藩
に
よ
る
大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
は
、

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）、
寛
保
二
年
（
一
七
四

二
）、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
四
度
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
禁
令
下

の
大
石
寺
信
仰
が
相
当
の
拡
が
り
を
維
持
し
て
展
開
し
た
証
左
で
も
あ
ろ
う
。

　

法
令
の
法
理
か
ら
は
、
教
義
内
容
や
信
仰
信
条
に
よ
る
禁
止
で
は
な
く
、
末
寺

不
存
在
に
よ
る
行
政
上
の
不
都
合
が
主
因
で
あ
る
。
そ
し
て
、
法
令
が
所
期
し
た

浸
透
状
況
に
至
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
布
教
行
為
の
禁
止
を
念
記
し
、
処
罰
条
項
が

追
加
さ
れ
る
と
い
う
経
過
を
辿
っ
た
。

　

か
か
る
加
賀
藩
内
の
社
会
情
勢
に
お
い
て
、
享
保
十
二
年
以
降
、
大
石
寺
に
よ

る
正
式
の
出
願
は
現
在
の
所
確
認
さ
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
折
に
触
れ
て
の
出
願
が
為
さ
れ
た
伝
承
が
あ
り
、
金
沢
妙
喜
寺
の
所



富
士
大
石
寺
に
よ
る
加
賀
藩
へ
の
末
寺
建
立
願
を
め
ぐ
っ
て
（
横
山
雄
玉
）

一
九
二

蔵
文
書
に
次
の
一
書
が
存
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
蓮
宗
日
興
門
流

�

富
士
山
大
石
寺

乍
恐
今
般
奉
仰

御
任
官
願
上
候　

御
領
国
内
拙
寺
御
宗
門
ニ
者　

衆
人
之
信
仰
無
用
ニ
被
為

仰
付
門
中
之
諸
僧　

對
宗
祖
等
ニ
不
孝
ニ
相
成　

且
他
門
之
面
目
無
御
座　

累
年
時
節
奉
待
候
處　

乍
恐
御
賢
察
被
下
置　

今
般
御
幸
甚
之
以
御
慈
悲　

志
願
等
有
之
於
人
ニ
者　

信
仰
御
免
奉
願
上
候　

以
上

　

寛
政
五
年
丑
二
月

�

大
石
寺

　

加
州
御
屋
鋪

　
　
　

御
役
人
中

　

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
二
月
の
識
語
が
あ
る
。
実
際
に
提
出
さ
れ
た
も
の

か
、
案
文
の
み
か
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
十
一
代
藩
主
前
田
治
脩
が
寛
政
四
年
十

二
月
十
五
日
、
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。「
乍
恐
今
般
奉
仰
御
任
官
願
上
候
」

と
あ
り
、
こ
の
慶
事
に
合
わ
せ
て
の
出
願
と
す
れ
ば
時
期
の
整
合
性
は
認
め
ら
れ

よ
う
。

　

た
だ
し
、
末
寺
建
立
、
大
石
寺
信
仰
の
解
禁
に
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
が
史

実
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
は
、
伝
播
以
来
お
よ
そ
半
世
紀
は
平
穏
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
形
態
は
、
信
仰
信
条
の
異
な
る
菩
提
寺
と
の
関
係

を
継
続
し
つ
つ
、
本
心
の
信
仰
と
し
て
大
石
寺
信
仰
を
希
求
す
る
と
い
う
二
重
構

造
を
甘
受
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
信
仰
の
二
重
構
造
を
解
消
す
る
に
は
大
石
寺

末
寺
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
大
の
心
願
は
そ
の
建
立
で
あ
り
、
禁
令
発
令

以
前
か
ら
実
現
に
向
け
た
動
き
が
看
取
さ
れ
る

（
（4
（

。

　

し
か
し
、「
了
妙
一
件
」
を
直
因
に
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
十
二
月
十

三
日
に
初
度
の
大
石
寺
信
仰
禁
令
が
発
令
さ
れ
た
。

　

禁
制
の
法
理
は
、
末
寺
不
存
在
に
よ
る
宗
門
行
政
の
不
都
合
で
あ
っ
た
が
、
了

妙
が
藩
当
局
に
答
申
し
た

　
　

御
当
地
に
て
信
仰
の
者
数
千
人
御
座
候

（
（4
（

は
刺
激
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

大
石
寺
に
あ
っ
て
は
禁
令
を
解
禁
し
、
信
者
の
窮
状
を
解
消
す
べ
く
二
十
八
世

日
詳
上
人
に
よ
り
、
翌
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
三
月
五
日
に
末
寺
建
立
が
出

願
さ
れ
た
。

　

こ
の
折
衝
に
当
た
っ
た
聞
番
・
半
田
権
左
衛
門
正
往
は
、
直
ち
に
却
下
の
結
論

を
伝
達
し
、
一
連
の
対
処
に
従
事
し
た
。
文
献
上
、
正
往
の
対
応
は
厳
格
で
あ

り
、
協
力
的
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
正
往
の
周
辺
に
着
目
す
る
と
、
正
往

自
身
に
大
石
寺
信
者
の
可
能
性
が
浮
上
し
、
一
連
の
対
処
は
大
石
寺
へ
の
配
慮
と

も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
連
文
書
に
登
場
し
当
時
江
戸
留
守
居
役
で
あ
っ
た
前
田

将
監
な
ど
、
禁
令
を
熟
知
し
、
藩
政
に
従
事
す
る
立
場
を
有
す
る
人
物
の
大
石
寺
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三

信
仰
に
関
わ
る
史
実
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

大
石
寺
出
願
の
却
下
は
、
あ
る
い
は
藩
主
吉
徳
の
生
母
、
預
玄
院
の
影
響
も
考

え
ら
れ
よ
う
。

　

大
石
寺
か
ら
は
末
寺
建
立
は
悲
願
で
あ
り
、
こ
の
実
現
が
忘
却
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
そ
の
伝
説
も
伝
承
す
る
。
こ
の
間
、
五
度
の
禁
令
が
発
令
さ
れ
る
と
い
う

社
会
情
勢
の
中
、
藩
中
の
諸
階
層
に
幾
多
の
信
仰
事
蹟
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、

藩
政
期
を
通
じ
て
末
寺
建
立
は
実
現
せ
ず
、
金
沢
へ
の
大
石
寺
末
寺
の
建
立
は
明

治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
で
あ
っ
た
。

〔
注
〕

（
1
）	

法
華
経
の
前
半
「
迹
門
」
と
後
半
「
本
門
」
を
最
終
的
に
同
等
と
す
る
教
義
を
立

て
る
門
流
。

（
2
）	

法
華
経
の
前
半
「
迹
門
」
と
後
半
「
本
門
」
で
は
本
門
が
勝
れ
る
と
す
る
教
義
を

立
て
る
門
流
。

（
3
）	

拙
稿
「
近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
令
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
大
学

院
紀
要
』
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
七
号
所
収　

二
〇
一
九
年
）

（
4
）	

第
八
巻
（
堀
日
亨
編　

富
士
宗
学
要
集
刊
行
会
（
山
喜
房
仏
書
林
内
）
一
九
五
七

年
）

（
5
）	『
富
要
』
収
録
文
書
は
、
大
石
寺
、
金
沢
妙
喜
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
「
宗
門
所
大
石

寺
派
一
巻
留
帳
」
か
ら
の
引
文
で
あ
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
、『
富
要
』
収
録
文

を
用
い
る
。

（
6
）	『
富
要
』
九
─
二
九
一
頁

（
7
）	「
江
戸
両
老
よ
り
大
石
寺
願
書
等
四
通
の
写
を
添
へ
て
、
国
老
奉
行
へ
の
状
」（
全

文
）『
富
要
』
九
─
二
九
二
頁

	

駿
州
富
士
大
石
寺
よ
り
願
の
品
之
有
り
、
一
昨
五
日
御
式
台
ま
で
使
僧
を
以
て
書

付
指
し
越
さ
れ
候
、
其
旨
趣
は
、
彼
寺
一
派
の
宗
義
御
国
に
も
信
仰
の
輩
之
有
り

候
へ
ど
も
、
指
し
止
め
候
様
に
と
触
渡
し
之
有
る
故
、
本
尊
等
相
返
し
候
者
も
之

有
り
候
に
付
き
、
宗
門
に
お
い
て
の
故
障
に
も
罷
り
成
る
べ
き
や
と
此
義
を
歎
か

し
く
存
じ
候
故
、
御
国
に
草
庵
を
結
び
、
宗
義
の
邪
正
を
も
相
糺
し
申
す
工
面
に

付
き
、
斯
様
の
趣
き
は
成
り
難
き
段
、
半
田
権
左
衛
門
挨
拶
に
及
び
候
へ
ど
も
、

達
て
書
附
暫
く
留
置
き
候
様
使
僧
申
し
候
旨
に
て
、
指
置
き
罷
り
帰
り
候
故
、
則

御
内
覧
に
入
れ
、
決
し
て
御
許
容
成
さ
れ
難
き
趣
き
、
今
日
使
僧
相
招
き
申
し
述

べ
さ
せ
、
書
付
も
相
返
し
申
し
候
、
則
大
石
寺
書
附
、
権
左
衛
門
紙
面
、
且
又
使

僧
へ
申
述
べ
候
趣
き
、
何
も
写
四
通
御
目
に
懸
け
申
し
候
間
、
寺
社
奉
行
、
宗
門

奉
行
へ
仰
せ
聞
け
置
か
る
べ
く
候
、
以
上

	

　
　
　
　
（
享
保
十
二
）
三
月
七
日

�

前
田
大
炊
判
、
前
田
修
理
判

	

前
田
近
江
守
様
、
奥
村
伊
与
守
様
、
横
山
大
和
守
様
、
本
多
安
房
守
様
、
奥
村
内

記
様
、
村
井
主
膳
様
、
長
九
郎
左
衛
門
様
、
今
枝
民
部
様
、
本
多
図
書
様
、
津
田

玄
蕃
様
、
中
川
式
部
様

（
8
）	

前
田
孝
資
。
一
万
八
千
五
百
石
。
大
老
。
叙
爵
後
対
馬
守
。（
以
下
、
人
名
の
註

記
は
「
諸
士
系
譜
」、「
諸
頭
系
譜
」、「
先
祖
由
緒
並
一
類
附
帳
」
に
よ
る
）

（
9
）	

前
田
知
頼
。
五
千
石
。
家
老
。

（
10
）	

前
田
直
堅
。
一
万
一
千
石
。
大
老
。

（
11
）	

奥
村
有
輝
。
一
万
五
千
石
。
大
老
。

（
12
）	

横
山
貴
林
。
三
万
石
。
大
老
。

（
13
）	

本
多
政
昌
。
五
万
石
。
大
老
。

（
14
）	

奥
村
温
良
。
一
万
七
千
四
百
五
十
石
。
大
老
。

（
15
）	

村
井
長
堅
。
一
万
六
千
五
百
石
。
大
老
。
叙
爵
後
豊
後
守
。

（
16
）	

長
髙
連
。
三
万
三
千
石
。
享
保
十
六
年
大
老
。
叙
爵
後
甲
斐
守
。

（
17
）	

今
枝
直
方
。
一
万
四
千
石
。
家
老
。

（
18
）	
本
多
政
冬
。
一
万
一
千
石
。
家
老
。

（
19
）	
津
田
敬
脩
。
一
万
石
。
家
老
。

（
20
）	

中
川
長
定
。
五
千
石
。
家
老
。

（
21
）	「
大
石
寺
願
書
」（
全
文
）『
富
要
』
九
─
二
九
二
頁

	

日
蓮
宗
駿
州
富
士
大
石
寺
、
謹
ん
で
願
ひ
奉
る
口
上
の
覚
。



富
士
大
石
寺
に
よ
る
加
賀
藩
へ
の
末
寺
建
立
願
を
め
ぐ
っ
て
（
横
山
雄
玉
）

一
九
四

	

貴
国
、
殊
に
前
相
公
様
よ
り
御
慈
恩
を
蒙
り
奉
る
義
御
座
候
故
、
御
恩
報
謝
の
志

相
勤
め
候
事
、
其
旨
趣
御
尋
ね
成
し
下
さ
せ
ら
れ
候
は
ば
、
具
に
言
上
仕
る
べ
く

紙
面
に
尽
し
難
く
候
、
然
れ
ば
御
領
国
に
於
て
数
十
年
来
、
拙
寺
門
流
信
仰
の
輩

数
多
之
有
り
候
へ
ど
も
、
末
寺
之
無
き
故
か
、
御
停
止
の
新
義
邪
流
の
余
類
多
く

入
り
交
り
、
然
も
名
目
は
富
士
門
流
と
申
し
粉
ら
し
、
宗
門
御
改
め
の
筋
相
立
ち

難
き
由
を
以
て
、
拙
寺
門
流
倶
一
統
、
御
停
止
の
御
触
渡
し
之
有
る
由
伝
承
候
、

夫
故
か
門
流
の
正
義
信
仰
の
者
ど
も
よ
り
、
自
今
信
仰
相
止
め
候
由
に
て
、
近
頃

本
尊
等
相
返
し
候
者
之
有
り
候
、
右
新
義
邪
流
は
江
戸
表
に
於
て
御
触
渡
し
に
付

き
、
拙
寺
等
よ
り
末
寺
ど
も
へ
急
度
申
し
渡
し
、
相
改
む
る
義
に
御
座
候
、
然
る

に
御
領
国
に
於
て
は
、
末
寺
之
無
き
故
、
立
宗
の
邪
正
顕
れ
難
き
に
付
き
、
仰
せ

渡
さ
る
る
の
趣
き
御
尤
至
極
に
存
じ
奉
り
候
、
末
寺
之
無
き
上
は
、
誠
に
以
て
是

非
に
及
ば
ざ
る
仕
合
に
御
座
候
、
之
に
依
て
、
今
般
憚
り
を
顧
み
ず
願
ひ
奉
り
候

趣
は
、
御
領
国
内
に
於
て
、
旧
地
廃
捨
の
内
、
或
は
寺
号
跡
か
或
は
院
号
坊
号
跡

か
、
相
応
の
地
を
拝
領
仰
せ
付
け
ら
れ
下
さ
せ
ら
れ
候
は
ば
、
有
り
難
く
存
じ
奉

る
べ
く
候
。
其
子
細
は
、
富
士
大
石
寺
は
日
蓮
聖
人
正
嫡
古
跡
の
霊
場
、
数
百
年

の
今
に
至
り
、
法
水
瀉
瓶
に
て
一
滴
の
誤
無
き
正
法
の
門
流
、
殊
に
御
代
々
御
朱

印
頂
戴
仕
り
罷
り
在
り
候
処
、
若
し
御
領
国
に
於
て
信
仰
の
義
、
急
度
御
停
止
の

様
に
成
り
候
て
は
、
門
流
の
故
障
に
罷
り
成
る
べ
き
か
と
悲
歎
の
至
に
堪
え
ざ
れ

ば
、
止
む
を
獲
ず
今
般
出
府
仕
り
願
ひ
奉
り
候
条
、
仰
ぎ
願
く
ば
御
慈
悲
を
垂
れ

ら
れ
、
旧
地
廃
地
を
下
し
置
か
れ
候
は
ば
、
速
に
草
庵
を
結
び
正
流
を
顕
は
し
候

は
、
則
御
武
運
長
久
国
家
安
全
の
御
祈
祷
と
存
じ
奉
り
候
、
随
つ
て
異
風
邪
流
も

忽
に
相
顕
れ
申
す
べ
く
候
、
将
又
御
領
国
に
於
て
、
数
十
年
来
累
代
信
受
数
千
人

の
者
ど
も
、
富
士
門
流
の
難
渋
御
赦
し
に
逮
び
、
旁
以
て
唯
偏
に
御
慈
恵
を
仰
ぎ

奉
り
候
、
御
大
国
の
事
故
、
定
め
て
廃
地
の
旧
号
も
御
座
有
る
べ
き
義
と
存
じ
奉

り
候
。

	

　

乞
ひ
願
く
は
宜
く
御
許
容
下
さ
れ
ら
れ
、
正
法
明
に
顕
れ
、
邪
流
自
ら
除
き
候

は
ば
、
拙
僧
は
申
す
に
及
ば
ず
、
門
中
の
真
俗
諸
人
一
同
歓
喜
身
に
余
り
、
益
す

知
恩
報
恩
の
丹
誠
を
抽
ん
で
、
御
子
孫
繁
栄
御
代
万
歳
の
祈
誓
懈
る
べ
か
ら
ず

候
、
只
幾
重
に
も
御
憐
愍
を
仰
ぎ
奉
り
候
、
何
の
道
に
も
早
速
御
高
聞
に
達
さ
せ

ら
れ
下
さ
れ
候
は
ば
、
生
前
の
大
幸
之
に
過
ぐ
べ
か
ら
ず
、
有
り
難
く
存
じ
奉
り

候
、
以
上
。

	

　
　
　

享
保
十
二
年
未
歳
三
月

�

大
石
寺
当
職　

日
詳

	

　
　
　

宿
坊
下
谷
常
在
寺

	

　
　
　

御
役
人
中

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
包
）
上

�

駿
州
富
士
大
石
寺

（
22
）	

こ
れ
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、	

辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
第
八
巻　

近

世
編
之
二　

第
十
章
第
五
節
「
寺
院
整
理
」（
岩
波
書
店　

一
九
五
三
年
）、
圭
室

文
雄
『
江
戸
幕
府
の
宗
教
統
制
』（
評
論
社　

一
九
七
一
年
）、
大
桑
斉
「
幕
藩
制

国
家
の
仏
教
統
制

─
新
寺
禁
止
令
を
め
ぐ
っ
て

─
」（
圭
室
文
雄　

大
桑

斉
編
『
近
世
仏
教
の
諸
問
題
』
所
収　

雄
山
閣　

一
九
七
九
年
）、
朴
澤
直
秀

「
新
地
建
立
禁
令
を
め
ぐ
っ
て
」（『
佛
教
史
學
研
究
』
第
六
〇
巻　

第
一
号
所
収　

佛
教
史
學
会　

二
〇
一
七
年
）
等
が
あ
る
。

（
23
）	「
聞
番
よ
り
両
老
へ
の
報
告
」（
全
文
）『
富
要
』
九
─
二
九
三
頁

	

駿
州
富
士
大
石
寺
役
僧
の
由
に
て
日
義
と
申
す
僧
、
御
式
台
ま
で
罷
り
越
し
、
御

役
人
方
の
内
へ
逢
い
申
し
た
き
旨
申
し
候
間
、
罷
り
出
で
候
様
仰
せ
聞
け
ら
れ
候

に
付
き
罷
り
出
で
候
処
、
駿
州
富
士
大
石
寺
願
ひ
奉
り
候
趣
き
之
有
り
、
私
を
指

し
越
し
候
委
細
は
、
願
書
に
相
記
し
申
す
通
り
に
御
座
候
間
、
御
披
見
下
さ
る
べ

き
旨
申
し
聞
け
、
一
通
の
紙
面
相
渡
し
候
に
付
き
、
則
一
覧
致
し
申
し
達
し
候

は
、
惣
て
斯
様
の
義
、
何
品
に
依
ら
ず
寺
庵
方
よ
り
申
し
聞
け
ら
れ
候
て
も
、
都

て
取
次
申
し
候
義
仕
ら
ず
候
、
殊
に
以
て
御
紙
面
の
趣
き
に
候
へ
ば
、
申
し
聞
く

べ
き
筋
に
之
無
く
候
間
、
右
書
附
返
進
致
し
候
由
申
し
入
れ
、
相
達
し
候
所
、
仰

せ
聞
け
ら
る
る
趣
き
具
に
承
知
致
し
候
、
然
り
乍
ら
大
石
寺
存
念
を
以
て
、
此
度

願
ひ
奉
り
候
義
、
使
僧
と
し
て
私
申
付
越
し
候
処
、
右
御
返
し
成
さ
れ
候
て
は
、

私
申
し
分
立
ち
難
く
迷
惑
に
存
じ
候
間
、
願
の
筋
相
立
ち
申
さ
ざ
る
段
は
是
非
に

及
ば
ず
候
、
右
の
所
思
召
候
て
暫
時
御
留
置
き
下
さ
る
べ
く
候
、
追
て
御
返
し
成

さ
れ
候
義
は
各
別
に
御
座
候
旨
、
再
往
申
し
聞
け
候
に
付
き
、
左
候
は
ば
御
願
の

筋
申
し
聞
く
べ
き
為
に
預
り
置
き
申
す
に
て
は
之
無
く
候
、
御
自
分
御
使
僧
と
し

て
御
出
で
の
所
、
仰
せ
ら
る
る
分
立
ち
申
さ
ざ
る
義
に
候
は
ば
、
御
指
置
き
候
様



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
九
五

に
も
成
さ
る
べ
き
や
、
右
の
趣
き
に
候
へ
ば
其
段
専
（
詮
）
無
き
義
に
存
じ
候
由

申
し
入
れ
候
処
、
と
か
く
右
申
し
達
し
候
通
り
に
候
間
、
暫
時
御
預
り
置
き
下
さ

る
べ
く
候
、
御
取
次
仰
せ
上
げ
ら
る
る
義
は
、
罷
り
成
ら
ざ
る
筋
に
候
段
は
承
知

致
し
候
旨
申
し
候
に
付
き
、
右
返
達
の
時
分
猶
又
是
よ
り
申
し
入
る
べ
き
旨
申
し

聞
け
候
処
、
右
通
指
置
き
罷
り
帰
り
候
、
以
上
。

	

　
　
　
（
享
保
十
二
）
三
月
五
日

�

半
田
権
左
衛
門

	

　
　
　

前
田
大
炊
様
、
前
田
修
理
様

（
24
）	

半
田
権
左
衛
門
正
往
。
四
百
五
十
石
。
聞
番
。

（
25
）	「
聞
番
よ
り
大
石
寺
使
僧
へ
談
旨
の
案
」（
全
文
）『
富
要
』
九
─
二
九
四
頁

	

大
石
寺
使
僧
相
招
き
半
田
権
左
衛
門
申
し
述
ぶ
べ
き
趣
き
。

	

一
昨
日
御
持
参
大
石
寺
よ
り
の
御
願
の
趣
き
、
其
筋
一
往
御
挨
拶
に
及
び
候
通
り

に
て
、
斯
様
の
品
一
向
取
次
ぎ
候
義
も
仕
り
難
き
段
申
し
達
し
候
へ
ど
も
、
先
づ

御
書
付
暫
時
留
置
き
候
様
に
達
て
御
申
し
聞
け
候
故
、
則
家
老
ど
も
へ
申
し
聞

け
、
御
書
付
も
見
せ
申
し
候
処
、
御
願
の
一
件
御
法
中
よ
り
は
斯
様
に
成
さ
れ
た

く
思
召
し
候
段
御
尤
に
は
候
へ
ど
も
、
此
義
は
中
将
殿
へ
相
達
し
候
て
も
、
決
し

て
許
容
仕
ら
れ
難
き
義
に
御
座
候
、
往
古
よ
り
中
将
殿
御
領
国
中
に
は
、
大
石
寺

派
は
僧
俗
共
に
之
無
く
候
所
、
近
年
末
々
の
者
な
ど
、
江
戸
へ
罷
り
越
し
候
節
帰

依
仕
り
候
や
、
国
許
に
於
て
も
、
数
多
内
々
に
て
は
信
仰
仕
り
候
も
の
之
有
り

候
、
畢
竟
宗
義
邪
正
の
所
は
貪
著
に
及
ば
ず
、
古
来
よ
り
宗
門
改
め
候
筋
も
右
派

は
一
人
も
之
無
き
処
、
今
更
出
来
仕
り
候
て
は
、
改
の
筋
に
相
障
り
申
す
義
之
有

り
候
故
、
右
の
族
之
無
き
様
領
国
中
一
統
に
先
達
て
厳
重
に
申
し
渡
し
置
き
候
、

是
以
後
も
、
若
し
い
ま
だ
此
派
改
め
申
さ
ざ
る
者
も
之
有
り
候
は
ば
、
急
度
指
止

め
さ
せ
申
す
義
に
候
条
、
兼
て
其
御
心
得
之
有
り
候
様
に
存
ぜ
ら
れ
候
、
宗
義
の

所
は
如
何
様
と
も
、
改
め
の
筋
は
国
法
の
義
に
候
へ
ば
、
少
に
て
も
新
規
に
出
来

の
品
は
綿
密
に
吟
味
を
遂
げ
申
す
事
に
候
へ
ば
、
何
分
に
御
願
ひ
候
て
も
成
り
難

き
筋
に
候
間
、
此
段
思
召
し
弁
へ
ら
れ
候
様
に
存
ぜ
ら
れ
候
、
且
又
旧
地
廃
跡
の

寺
号
等
を
用
ひ
ら
れ
一
宗
を
結
ば
れ
た
き
由
、
此
義
は
猶
以
て
成
り
難
き
事
に
御

座
候
、
当
時
領
国
に
流
布
仕
る
宗
門
の
本
寺
、
本
山
よ
り
、
役
僧
、
使
僧
等
指
し

越
さ
れ
候
て
さ
へ
、
謂
れ
無
く
逗
留
仕
る
義
は
堅
く
禁
止
仕
る
義
に
候
へ
ば
、
増

し
て
御
一
派
の
末
寺
の
御
下
心
に
て
、
寺
僧
等
遣
し
置
か
れ
候
義
は
別
し
て
禁
制

の
第
一
に
御
座
候
、
此
等
の
趣
き
、
御
挨
拶
に
及
び
候
様
家
老
ど
も
申
し
聞
け

候
、
御
持
参
の
書
付
返
進
致
し
候
、
三
月
七
日

（
26
）	「
聞
番
よ
り
大
石
寺
使
僧
を
招
き
て
願
書
返
却
の
報
告
を
両
老
へ
の
状
」（
全
文
）

『
富
要
』
九
─
二
九
四
頁

	

駿
州
富
士
大
石
寺
役
僧
日
義
、
当
五
日
御
式
台
ま
で
罷
り
出
で
、
大
石
寺
よ
り
の

願
書
一
通
相
渡
し
申
し
聞
け
候
趣
き
、
先
達
て
紙
面
を
以
て
申
し
上
げ
候
通
に
御

座
候
処
、
右
役
僧
招
き
、
覚
書
を
以
て
申
し
達
す
べ
き
趣
仰
せ
渡
さ
れ
候
に
付

き
、
則
今
日
相
招
き
覚
書
相
達
し
、
右
願
書
返
進
致
し
候
由
申
し
入
れ
候
通
り
、

御
覚
書
の
趣
き
一
々
承
知
致
し
候
、
最
初
よ
り
御
意
を
得
候
通
り
、
拠
無
き
願
の

義
に
御
座
候
間
、
何
卒
御
許
容
成
さ
れ
、
宜
く
御
取
成
し
下
さ
れ
候
様
仕
り
た
き

旨
申
し
聞
け
候
に
付
き
、
覚
書
の
趣
き
を
猶
更
申
し
達
し
候
処
、
左
候
は
ば
是
非

に
及
ば
ず
候
、
罷
り
帰
り
大
石
寺
へ
相
達
す
べ
き
旨
申
し
聞
け
、
右
願
書
並
に
覚

書
と
も
受
取
り
罷
り
帰
り
候
、
以
上
。

	

　
　
　
（
享
保
十
二
）
三
月
七
日

�

半
田
権
左
衛
門

	

　
　
　

前
田
大
炊
様
、
前
田
修
理
様

（
27
）	「
宗
門
奉
行
よ
り
前
顛
末
を
具
し
旁
最
後
の
処
置
を
大
老
へ
の
陳
情
書
」（
全
文
）

『
富
要
』
九
─
二
九
六
頁

	

駿
州
富
士
大
石
寺
よ
り
願
の
品
之
有
り
、
三
月
五
日
、
御
式
台
ま
で
使
僧
を
以
て

書
附
指
し
越
さ
れ
候
に
付
き
、
半
田
権
左
衛
門
罷
り
出
て
、
右
頭
の
品
取
次
ぎ
候

義
、
成
り
難
き
趣
き
挨
拶
に
及
び
候
へ
ど
も
、
達
て
書
付
暫
く
留
置
き
候
様
、
使

僧
申
し
候
旨
に
て
指
置
き
罷
り
帰
り
候
故
、
則
御
内
覧
に
入
れ
ら
れ
、
決
し
て
御

許
容
成
さ
れ
難
き
趣
き
に
付
き
、
重
ね
て
使
僧
相
招
き
、
御
許
容
成
さ
れ
難
き
趣

尚
更
申
し
述
べ
、
右
書
付
相
返
し
候
に
付
き
、
大
炊
殿
、
修
理
殿
、
御
添
紙
面
を

以
て
、
大
石
寺
書
付
の
写
、
権
左
衛
門
へ
使
僧
申
し
述
べ
候
口
上
書
写
一
通
、
使

僧
へ
権
左
衛
門
申
し
述
べ
候
趣
き
写
二
通
、
指
し
越
さ
れ
候
に
付
き
、
御
渡
成
さ

れ
披
見
仕
り
候
、
右
一
巻
御
許
容
成
さ
れ
難
き
段
、
権
左
衛
門
申
し
達
し
事
済
み

申
し
候
へ
ど
も
、
大
石
寺
願
書
付
の
内
、
富
士
大
石
寺
の
義
は
、
日
蓮
聖
人
正
嫡

古
跡
の
霊
場
、
数
百
年
の
今
に
至
り
、
法
水
瀉
瓶
に
し
て
一
滴
の
誤
無
き
正
法
の



富
士
大
石
寺
に
よ
る
加
賀
藩
へ
の
末
寺
建
立
願
を
め
ぐ
っ
て
（
横
山
雄
玉
）

一
九
六

門
流
、
殊
に
御
朱
印
頂
戴
仕
り
罷
在
候
処
、
若
し
御
領
国
に
於
い
て
信
仰
の
義
、

急
度
御
停
止
の
様
に
成
り
候
て
は
、
門
流
の
故
障
に
罷
り
成
る
べ
し
と
悲
歎
に
堪

え
ざ
る
の
由
相
調
へ
申
し
候
、
右
の
趣
に
候
へ
ば
、
万
一
、
江
戸
寺
社
奉
行
役
人

中
へ
も
、
向
寄
を
以
て
申
し
込
み
、
表
立
て
寺
社
奉
行
衆
な
ど
よ
り
仰
せ
越
さ
れ

候
品
も
御
座
有
る
ま
じ
く
候
や
、
尤
御
国
法
の
義
、
其
上
只
今
ま
で
右
宗
派
の
寺

有
り
来
り
申
さ
ざ
る
義
に
候
へ
ば
、
何
方
よ
り
申
し
来
り
候
て
も
、
御
許
容
御
座

無
き
段
仰
せ
達
せ
ら
れ
、
指
閊
え
申
す
義
は
御
座
有
ま
じ
く
候
へ
ど
も
、
何
角
御

貧
着
も
御
六
つ
か
し
き
義
に
御
座
候
間
、
寺
社
奉
行
衆
役
人
中
ま
で
権
左
衛
門
罷

り
越
し
、
大
石
寺
願
の
書
付
並
に
御
許
容
成
さ
れ
難
き
段
、
申
し
達
し
候
趣
き
委

細
申
し
達
し
置
き
候
は
ば
、
宜
し
か
る
べ
く
や
僉
議
仕
り
候
に
付
き
、
各
様
ま
で

申
し
上
げ
候
、
以
上
。

	

　
　
　
（
享
保
十
二
）
四
月

�
戸
田
勒
負
、
中
村
典
膳
、
村　

中
務

	

　
　
　

奥
村
伊
与
守
様
、
横
山
大
和
守
様
、
本
多
安
房
守
様

（
28
）	

戸
田
勒
負
方
徳
。
七
百
石
。
宗
門
奉
行
。

（
29
）	

中
村
典
膳
克
正
。
一
千
百
五
十
石
。
宗
門
奉
行
。

（
30
）	

村
中
務
愛
清
。
四
百
石
。
宗
門
奉
行
。

（
31
）	「
聞
番
よ
り
両
奉
行
へ
の
状
」（
全
文
）『
富
要
』
九
─
二
九
七
頁

	

今
度
、
駿
州
富
士
大
石
寺
願
書
の
趣
き
に
宗
門
奉
行
中
の
存
じ
寄
り
御
大
老
衆
へ

相
達
し
候
、
之
に
依
て
公
儀
寺
社
御
奉
行
役
人
ま
で
申
し
入
れ
候
義
、
再
往
御
僉

義
の
趣
き
承
知
致
し
候
、
御
領
国
に
古
来
よ
り
之
無
き
宗
義
、
今
更
願
に
候
と
て

も
御
貪
著
成
さ
る
べ
き
様
御
座
無
く
候
、
何
方
よ
り
申
し
来
り
候
と
も
、
往
古
よ

り
有
り
来
ら
ざ
る
宗
派
に
候
故
、
御
許
容
成
さ
れ
難
き
旨
仰
せ
達
せ
ら
れ
て
、
訳

立
ち
申
す
義
に
御
座
有
る
べ
く
候
、
卒
爾
に
寺
社
奉
行
役
人
ま
で
相
違
し
候
は

ば
、
役
人
心
得
に
承
り
置
き
候
義
も
仕
り
難
く
、
御
奉
行
衆
へ
申
し
入
れ
候
て
は

あ
な
た
に
て
も
捨
て
置
か
れ
難
く
、
大
石
寺
へ
御
尋
ね
も
之
有
り
候
は
ば
、
幸
に

仕
り
彼
是
願
の
筋
申
し
出
で
、
御
奉
行
衆
も
御
取
誘
之
無
く
候
て
は
、
成
り
難
き

趣
き
に
候
は
表
立
ち
候
て
如
何
は
し
く
御
座
候
、
若
し
寺
社
御
奉
行
衆
へ
大
石
寺

よ
り
申
し
込
み
候
義
之
有
り
、
あ
な
た
よ
り
申
し
来
り
候
其
節
に
至
り
相
達
し
候

義
、
又
先
き
達
て
申
し
入
置
き
候
も
同
様
に
御
座
有
る
べ
く
候
、
第
一
其
以
後
使

僧
も
罷
り
越
さ
ず
候
間
、
旁
以
て
右
役
人
へ
相
達
し
候
義
は
延
引
仕
り
然
る
べ
き

様
に
存
じ
奉
り
候
、
是
以
後
又
使
僧
を
以
て
申
し
来
り
候
は
ば
、
其
趣
き
に
応
じ

詮
議
次
第
右
役
人
ま
で
相
達
し
申
す
義
も
御
座
有
る
べ
く
候
、
同
役
へ
も
示
談
を

遂
げ
候
所
、
右
同
事
に
存
じ
候
旨
申
し
候
、
以
上
。

	

　
　
　
（
享
保
十
二
）
六
月
十
二
日

�

半
田
権
左
衛
門

	

　
　
　

前
田
将
監
様
、
里
見
孫
太
夫
様
、
松
原
善
右
衛
門
様

（
32
）	

前
田
恒
頭
（
恒
篤
）。
三
千
七
百
石
。
当
時
江
戸
留
守
居
。

（
33
）	

里
見
孫
太
夫
元
安
。
三
百
石
。
当
時
御
用
人
。

（
34
）	

松
原
善
右
衛
門
一
親
。
八
百
石
。
当
時
御
用
人
。

（
35
）	「
奉
行
達
よ
り
大
老
方
へ
状
」（
全
文
）『
富
要
』
九
─
二
九
七
頁

	

先
頃
仰
せ
越
さ
れ
候
富
士
大
石
寺
願
の
筋
之
有
る
に
付
き
、
寺
社
奉
行
衆
役
人
ま

で
、
聞
番
よ
り
内
証
申
し
達
し
置
き
然
る
べ
き
旨
、
宗
門
奉
行
中
紙
面
の
趣
き
、

則
聞
番
へ
申
し
談
じ
候
処
、
遮
て
此
方
よ
り
申
し
懸
け
候
は
ば
、
還
て
如
何
は
し

く
御
座
有
る
べ
く
候
や
、
其
後
の
使
僧
等
も
参
り
申
さ
ず
候
へ
ば
事
静
ま
り
申
す

様
に
も
存
ぜ
ら
れ
候
間
、
詮
義
の
趣
き
則
半
田
権
左
衛
門
紙
面
上
に
申
し
候
、
以

上
。

	

　
　
　
（
享
保
十
二
）
六
月
十
四
日

�

松
原
善
右
衛
門
、
里
見
孫
太
夫
、
前
田
将
監

	

　
　

前
田
近
江
守
様
、
奥
村
伊
与
守
様
、
横
山
大
和
守
様
、
本
多
安
房
守
様
、
前

田
大
炊
様
、
奥
村
内
記
様
、
村
井
主
膳
様
、
長
九
郎
左
衛
門
様

（
36
）	「
加
越
能
文
庫
」
所
収　

特16.31-65　

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所

蔵
。

（
37
）	「
加
越
能
文
庫
」
所
収　

特16.31-49　

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所

蔵
。（
刊
本　

石
川
県
史
資
料　

近
世
編8~13　

石
川
史
書
刊
行
会
）

（
38
）	
宗
信
は
法
名
で
あ
り
俗
名
を
金
左
衛
門
と
称
し
た
。
講
頭
職
を
勤
め
た
中
心
信
者

の
一
人
で
あ
る
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
十
一
月
十
七
日
死
去
。
法
名
、
壽
性

院
宗
信
日
順
（
大
石
寺
過
去
帳
）。
子
息
の
一
人
、
金
助
が
大
石
寺
に
出
家
し
、

大
石
寺
学
頭
・
信
領
院
日
良
師
と
な
っ
た
。（
品
川
妙
光
寺
等
所
蔵
「
御
譲
座
」）

（
39
）	

享
保
初
年
頃
の
有
力
者
の
一
人
。
こ
の
周
辺
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
近
世
加
賀
藩
に



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
九
七

お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
教
令
の
基
礎
的
考
察

─
福
原
式
治
・
次
郞
左
衛
門
の

同
異
説
を
中
心
に

─
」（『
日
蓮
正
宗
教
学
研
鑽
所
紀
要
』
第
二
号
所
収　

二

〇
一
五
年
）
で
略
述
し
た
。

（
40
）	

妙
喜
寺
文
書

（
41
）	「
加
越
能
文
庫
」
所
収　

特16.31-190　

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所

蔵
。

（
42
）	

妙
喜
寺
文
書

（
43
）	

本
節
の
周
辺
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

（
44
）	「
日
詳
尊
師
御
書
」『
妙
光
寺
所
蔵
古
文
書
選
集
解
読　

一
』
六
〇
頁　

妙
光
寺　

一
九
九
七
年

（
45
）	

享
保
十
八
年
の
比
定
は
前
注
同
所
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
お
り
筆
者
も
同
意
す
る
。

（
46
）	『
加
賀
藩
史
料
』
編
外
編　

五
三
頁　

長
元
寺
は
一
致
派
の
日
蓮
宗
。

（
47
）	

前
掲
注
（
39
）
拙
稿
（
第
三
章　

ロ
『
秘
釈
独
見
』
を
め
ぐ
っ
て
）
に
て
少
々
触

れ
た
。

（
48
）	『
富
要
』
九
─
二
八
九
頁

（
よ
こ
や
ま　

ゆ
う
ぎ
ょ
く　

文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員
：
今
堀　

太
逸　

教
授
）

二
〇
一
九
年
九
月
三
十
日
受
理





佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
九
九

一
、
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
に
つ
い
て

　

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
は
、
近
衛
府
が
成
立
し
た
天
平
神
護
元
年
（
七
六

五
）
か
ら
十
三
世
紀
半
ば
の
期
間
に
お
け
る
近
衛
府
下
級
官
人
（
将
監
・
将
曹
・

医
師
・
府
生
・
番
長
・
案
主
・
府
掌
・
近
衛
）
の
官
人
の
う
ち

（
（
（

、
確
認
で
き
う
る

補
任
状
況
を
調
査
・
整
理
し
た
も
の
で
あ
る

（
（
（

。
す
で
に
一
部
は
公
表
し
て
お
り

（
（
（

、

本
稿
で
は
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
か
ら
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
ま
で
の
近
衛

府
将
監
在
職
者
を
掲
載
す
る

（
（
（

。

　

既
発
表
分
の
訂
正
、
追
加
も
含
め
、
補
任
表
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
も
大
方

の
ご
批
正
を
乞
い
、
更
な
る
充
実
、
確
実
性
を
高
め
て
い
き
た
い
。

二
、
凡
例

①
本
補
任
表
は
左
右
近
衛
府
の
う
ち
（
表
①
）、
将
監
・
将
曹
・
医
師
・
府
生
・

番
長
・
案
主
・
府
掌
・
近
衛
の
官
人
の
補
任
状
況
を
官
職
ご
と
の
項
目
に
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
本
稿
は
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
～
仁
治
三
年

（
一
二
四
二
）
の
期
間
に
お
け
る
将
監
在
職
者
を
ま
と
め
て
い
る
。

②
左
右
近
衛
府
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
い
る
か
が
不
詳
の
場
合
は
、「
左
右
不

詳
」
の
項
目
に
記
し
た
。

　

本
稿
は
、
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
か
ら
十
三
世
紀
半
ば
の
期
間
に
お

け
る
近
衛
府
の
将
監
・
将
曹
・
医
師
・
府
生
・
番
長
・
案
主
・
府
掌
・
近
衛

の
官
人
の
補
任
状
況
を
調
査
・
整
理
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。

　

一
部
の
近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況
は
す
で
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本

補
任
「
稿
」
は
既
存
の
補
任
類
の
欠
を
補
い
、
研
究
の
進
展
の
助
け
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
「
稿
」
全
体

の
う
ち
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
か
ら
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
の
期
間

の
将
監
の
補
任
状
況
を
ま
と
め
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

鎌
倉
期
、
近
衛
府
、
下
級
官
人
、
補
任

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
3
）

─
将
監

─

西

山

史

朗

資
料
紹
介

〔
抄
　
録
〕



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
3
）（
西
山
史
朗
）

二
〇
〇

③
人
物
の
表
記
に
つ
い
て
、
位
階
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は

〔　〕
内
に
記
載
し
、
位

階
が
不
明
の
場
合
は

〔─〕
と
記
載
し
た
。
加
階
の
記
述
が
あ
る
場
合
は
加
階
後
の

位
階
を
記
載
、
備
考
に
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
。
近
衛
府
府
生
以
下
に
は
、
本

来
相
当
位
階
の
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
同
様
に
記
載
し
た
。

④
在
職
で
あ
る
、「
或
」
い
は
そ
う
思
わ
れ
る
場
合
は
「
在
」、
新
た
に
任
じ
ら
れ

た
場
合
は
「
任
」、
す
で
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は

「
故
」
を
備
考
欄
内
の
先
頭
に
記
載
し
た
。

⑤
兼
官
、
兼
職
が
あ
る
場
合
は
備
考
に
記
載
し
た
。
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
事

項
を
備
考
欄
に
記
載
し
た
。

⑥
出
典
の
記
載
は
（『
史
料
名
』
年
月
日
）
で
示
し
、
閏
月
は
○
枠
で
示
し
た
。

基
本
的
に
そ
の
年
の
初
見
月
日
を
記
載
し
た
が
、
初
見
月
日
以
降
よ
り
詳
細
な

所
属
、
経
歴
な
ど
の
記
述
が
確
認
で
き
る
場
合
は
そ
の
月
日
を
記
載
し
た
。

⑦
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
は
（　

）
内
に
記
載
し
、
ま
た
一
部
の
史
料
名
に
つ
い
て
は

次
の
通
り
略
記
し
た
。
な
お
、
史
料
の
う
ち
古
記
録
史
料
の
名
称
に
つ
い
て

は
、
大
日
本
古
記
録
、
史
料
大
成
、
史
料
纂
集
収
録
の
古
記
録
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
が
、『
群
書
類
従
』、『
歴
代
残
闕
日

記
』、
そ
の
ほ
か
史
料
紹
介
な
ど
に
収
録
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
古
記
録
に
つ
い

て
は
、
同
一
人
物
の
日
記
で
も
、
日
記
の
名
称
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
合
が
多

い
。
そ
の
た
め
便
宜
的
に
記
主
の
名
前
を
冠
し
て
『
○
○
卿
記
』、『
○
○
公

記
』
と
記
載
し
た
。
ま
た
、
史
料
の
出
典
も
同
様
に
記
載
し
た
。

略
記
一
覧
：『
東
大
寺
続
要
録
』（『
続
録
』）、『
続
左
丞
抄
』（『
左
丞
』）、『
楽
所

補
任
』（『
楽
所
』）、『
大
間
成
文
抄
』（『
大
間
』）、『
仙
洞
御
移
徙
部
類
記
』（『
移

徙
』）、『
御
譲
位
記
』（『
譲
位
』）、『
九
条
家
本
紙
背
文
書
集　

中
右
記
』（『
九

中
』）、『
九
条
家
本
紙
背
文
書
集　

中
右
記
』（『
九
中
』）、『
明
月
記
』（『
明

月
』）、『
三
長
記
』（『
三
長
』）、『
葉
黄
記
』（『
葉
黄
』）、『
猪
隈
関
白
記
』（『
猪

隈
』）、『
岡
屋
関
白
記
』（『
岡
屋
』）、『
民
経
記
』（『
民
経
』）、『
平
戸
記
』（『
平

戸
』）、『
経
俊
卿
記
』（『
経
俊
』）、『
妙
槐
記
』（『
妙
槐
』）、『
吾
妻
鏡
』（『
吾

妻
』）

⑧
表
作
成
に
あ
た
っ
て
、
笹
山
晴
生
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表
─
下

級
官
人
・
舎
人
そ
の
（
一
）
─
」（『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
学
科
紀
要
』
六

一
、
一
九
七
五
）、「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表
─
下
級
官
人
・
舎
人

そ
の
（
二
）
─
」（『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
学
科
紀
要
』
六
六
、
一
九
七

八
）
も
参
照
し
た
。

⑨
人
物
比
定
に
つ
い
て
、
刊
本
史
料
上
で
は
、
姓
或
い
は
名
が
同
名
同
音
の
場

合
、
人
物
の
混
同
が
考
え
ら
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
や
姓

名
い
ず
れ
か
の
記
載
が
無
い
場
合
な
ど
は
、
編
纂
者
に
よ
っ
て
人
物
な
ら
び
に

姓
名
の
同
定
・
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
疑
問
無
し
と
し
な
い
部
分
も
あ

る
。
本
補
任
「
稿
」
で
は
『
群
書
系
図
部
集

（
（
（

』、「
楽
家
系
図

（
（
（

」
お
よ
び
京
都
大

学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
下
毛
野
氏
系
図
』・『
秦
氏
系
図
』
所
収
の
諸
氏
系
図
、

『
平
安
時
代
史
事
典

（
（
（

』
も
参
照
し
姓
名
の
推
定
を
行
い
、
備
考
欄
に
そ
の
旨
を

記
載
し
た
。

⑩
史
料
上
、「
○
○
子
」、「
○
○
男
」
と
表
記
さ
れ
、
人
物
比
定
が
困
難
な
も
の

は
、
人
物
欄
中
に
「
○
○
子
」
と
統
一
し
て
表
記
し
た
。

⑪
人
物
に
よ
っ
て
は
数
年
以
上
に
わ
た
り
近
衛
府
官
職
に
在
職
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
が
、
そ
の
間
一
部
の
年
に
お
い
て
人
名
の
記
載
は
有
る
も
の
の
官

職
が
確
認
で
き
な
い
例
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
事
例
に
お
い
て
は
、
前
後
の
時



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
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第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
一

期
に
お
け
る
在
職
状
況
か
ら
官
職
の
推
定
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
十
二
世
紀

後
期
に
は
、
同
一
の
近
衛
府
下
級
官
人
が
降
格
・
昇
進
を
繰
り
返
す
事
例
も
一

部
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
本
補
任
「
稿
」
で
は
採
録
し
て
い
な

い
。

⑫
将
監
に
つ
い
て
、
史
料
上
「
左
近
大
夫
」・「
右
近
大
夫
」
と
「
大
夫
将
監
」
と

い
う
表
記
が
み
ら
れ
る
。
前
者
は
、
叙
爵
後
将
監
を
離
職
し
た
者
、
後
者
は
叙

爵
後
も
在
職
し
て
い
る
者
を
指
す
と
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
厳
密
に
両
者
を
区

別
し
に
く
い
事
例
も
数
例
み
ら
れ
る
た
め
、
便
宜
上
両
者
と
も
に
採
録
し
た
。

〔
注
〕

（
1
）	

本
補
任
稿
で
は
、
将
監
以
下
の
近
衛
府
官
人
を
近
衛
府
の
下
級
官
人
と
区
分
し
て

い
る
。
こ
の
区
分
は
笹
山
氏
に
よ
る
近
衛
府
大
将
・
中
将
・
少
将
を
上
級
官
人
、

近
衛
府
将
監
以
下
を
下
級
官
人
と
す
る
理
解
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く

は
、
笹
山
晴
生
「
平
安
前
期
の
左
右
近
衛
府
に
関
す
る
研
究
」（
坂
本
太
郎
博
士

還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
史
論
集
』
下
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
）、

同
「
左
右
近
衛
府
上
級
官
人
の
構
成
と
そ
の
推
移
」（
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念

会
編
『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』
下
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
、
以
上

『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
）
に
再
収
）
を

参
照
。

（
2
）	

近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
市
川
久
編
『
近
衞
府
補
任　

第
一
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
二
）、
同
『
近
衞
府
補
任　

第
二
』（
続

群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
）、
笹
山
晴
生
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任

表

─
下
級
官
人
・
舎
人 

そ
の
（
一
）

─
」（『
東
京
大
学
経
学
部
人
文
科
学

紀
要
』
六
十
一
、
一
九
七
五
）、
同
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表

─
下

級
官
人
・
舎
人 

そ
の
（
二
）

─
」（『
東
京
大
学
経
学
部
人
文
科
学
紀
要
』
六

十
六
、
一
九
七
八
）
が
あ
る
。
本
補
任
「
稿
」
は
、
こ
れ
ら
の
補
任
類
の
欠
を
補

う
か
た
ち
で
作
成
し
て
い
る
。

（
3
）	

拙
稿
「「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
1
）」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

─
文

学
研
究
科
篇

─
』
四
六
、
二
〇
一
八
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

─
府

生

─
（
1
）」（『
鷹
陵
史
学
』
四
四
、
二
〇
一
八
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任

稿

─
将
監

─
（
2
）」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

─
文
学
研
究
科
篇

─
』
四
七
、
二
〇
一
九
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

─
府
生

─

（
2
）」（『
鷹
陵
史
学
』
四
五
、
二
〇
一
九
）

（
4
）	

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
表
の
作
成
意
図
な
ら
び
に
近
衛
府
や
近
衛
府
下
級
官
人
に

関
す
る
先
行
研
究
は
、
註（
3
）
拙
稿
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）	『
群
書
系
図
部
集
』
一
～
七
（
続
群
諸
類
従
完
成
会
、
一
九
七
三
）。

（
6
）	「
楽
家
系
図
」（『
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成　

三
』
所
収
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九

九
八
）。

（
7
）	『
平
安
時
代
史
事
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
）。

（
に
し
や
ま　

し
ろ
う　

文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員
：
佐
古　

愛
己　

准
教
授
）

二
〇
一
九
年
九
月
三
十
日
受
理



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
3
）（
西
山
史
朗
）

二
〇
二

表
①

9〜
12c

に
お

け
る

左
右

近
衛

府
官

制
表

・
�左

表
は

『
近

衞
府

補
任

』、『
公

卿
補

任
』、

各
古

記
録

、
笹

山
晴

生
氏

『
日

本
古

代
衛

府
制

度
の

研
究

』（
東

京
大

学
出

版
会

、
1985）、

古
藤

真
平

「
中

衛
府

・
近

衛
府

官
員

制
度

の
再

検
討

」（
角

田
文

衛
先

生
傘

寿
記

念
会

編
『

古
代

世
界

の
諸

相
』、

晃
洋

書
房

、
1993所

収
）

を
参

照
し

て
作

成
し

た
。

・
�区

分
の

項
に

つ
い

て
は

、
笹

山
氏

（
上

掲
）

の
近

衛
府

内
に

お
け

る
官

職
格

差
に

関
す

る
理

解
に

従
っ

て
区

分
し

て
い

る
。

・
�位

階
お

よ
び

左
右

合
計

員
数

項
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
位

階
は

史
料

よ
り

確
認

で
き

る
位

階
の

範
囲

を
記

載
し

、
ま

た
左

右
合

計
員

数
に

つ
い

て
は

史
料

か
ら

確
認

で
き

る
最

低
限

の
人

数
を

記
載

し
た

。
・

�（　
）

内
は

、
古

藤
氏

（
上

掲
）

が
復

元
さ

れ
た

弘
仁

格
式

制
時

の
左

右
近

衛
府

の
官

員
制

を
参

照
し

た
。

・
�な

お
、

9c
以

前
の

近
衛

府
官

職
の

う
ち

、
案

主
は

長
徳

4年
（

998）
に

、
府

掌
は

元
慶

5年
（

881）
に

み
え

る
の

が
史

料
上

で
の

初
見

で
あ

る
。

・
�総

称
の

項
は

、
各

古
記

録
に

お
い

て
近

衛
府

の
各

職
が

そ
れ

ぞ
れ

ど
の

よ
う

に
総

称
さ

れ
て

い
た

か
を

記
載

し
た

。
詳

し
く

は
吉

川
真

司
編

『
京

都
大

学
文

学
部

博
物

館
の

古
文

書
：

第
4輯

　
勧

修
寺

家
本

職
掌

部
類

』（
思

文
閣

出
版

、
1989）、

佐
々

木
恵

介
「『

小
右

記
』

に
み

る
摂

関
期

近
衛

府
の

政
務

運
営

」（
同

『
日

本
古

代
の

宮
司

と
政

務
』、

吉
川

弘
文

館
、

2018、
初

出
1993）

を
参

照
。

・
�随

身
、

楽
人

・
舞

人
、

年
預

、
庁

頭
の

項
に

つ
い

て
は

、
近

衛
府

官
人

が
兼

帯
す

る
職

務
の

有
無

に
つ

い
て

示
し

た
。

区
分

官
職

総
称

相
当

位
階

左
右

合
計

員
数

随
身

・
権

随
身

楽
人

・
舞

人
年

預
庁

頭

上
級

職
大

将
─

正
・

従
二

位
（

従
三

位
）

2（
2）

─
中

将
次

将
正

三
位

〜
従

四
位

（
従

四
位

下
）

2〜
6（

2）
少

将
従

四
位

下
〜

従
五

位
（

正
五

位
下

）
4〜

8（
4）

下
級

職

将
監

官
人

従
五

位
〜

正
六

位
（

従
六

位
上

）
8〜

（
8）

（
○

）
○

○
─

将
曹

官
人

従
五

位
〜

従
七

位
（

従
七

位
下

）
16〜

（
8）

○
○

─
○

医
師

─
従

五
位

〜
正

六
位

（
正

八
位

）
1〜

（
2）

─
─

─
─

府
生

官
人

正
六

位
上

〜
従

七
位

20〜
（

12）
○

○
○

○
番

長
物

節
─

13〜
（

12）
○

─
案

主
4〜

─
府

掌
5〜

○
近

衛
─

従
八

位
〜

大
初

位
・

无
位

27〜
（

400）
○

駕
輿

丁
─

─
─

─
使

部
（

20）
直

丁
（

4）

左
右
近
衛
府
将
監

和
暦（
西
暦
）

左
近
衛
将
監

備
考
・
出
典

右
近
衛
将
監

備
考
・
出
典

左
右
不
詳

備
考
・
出
典

建
久
4
年（
1193）

狛
則
近
〔
従
五
位
下
〕

在
：（『

楽
所

』）/「
憲

親
」

に
つ

く
る

。（『
玉

葉
』

建
久

4
・

4
・

20）
多
好
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：（『

楽
所

』）/（『
玉

葉
』

建
久

4
・

4
・

20）

大
友
能
直
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

鏡
』

建
久

4
・

3
・

13）
豊
原
利
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
井
澤
家
景
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

鏡
』

建
久

3
・

7
・

24）
多
近
久
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
大
神
宗
賢
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）

多
好
節
〔
─
〕

在
：

鶴
岡

八
幡

宮
に

お
い

て
御

神
楽

あ
る

に
よ

り
鎌

倉
へ

参
向

す
。（『

楽
所

』）/（『
吾

妻
』

建
久

4
・

10・
7

）
多
節
近
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）

大
江
久
家
〔
─
〕

在
：

多
好

方
に

神
楽

秘
曲

伝
授

を
請

う
。（『

吾
妻

鏡
』

建
久

4
・

7
・

18）

建
久
5
年（
1194）

狛
則
近
〔（
五
位
）〕

在
：

興
福

寺
供

養
の

時
、

賞
を

蒙
る

。（『
楽

所
』）/

（『
玉

葉
』

建
久

5
・

2
・

27）/
左

一
者

。（『
玉

葉
』

同
5

・
3

・
10）

多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：

興
福

寺
供

養
の

時
、

賞
を

蒙
る

。（『
楽

所
』）/

（『
玉

葉
』

建
久

5
・

2
・

27）/
右

一
者

。（『
玉

葉
』

同
5

・
3

・
10）

中
臣
近
武
〔
─
〕

在
：（『

玉
葉

』
建

久
5

・
4

・
17）

豊
原
利
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
大
友
能
直
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

鏡
』

建
久

5
・

5
・

24）
多
近
久
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
三

井
澤
家
景
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

鏡
』

建
久

5
・

6
・

25）
大
神
宗
賢
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
節
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）/（『
玉

葉
』

建
久

5
・

3
・

10）
多
節
近
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）/（
同

上
）

大
江
久
家
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

鏡
』

建
久

5
・

11・
4

）

建
久
6
年（
1195）

狛
則
近
〔（
五
位
）〕

在
：

九
条

兼
実

の
競

馬
、

東
大

寺
供

養
の

時
、

賞
を

蒙
る

。（『
楽

所
』）

多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）
（
姓
不
詳
）資
清
〔
─
〕

在
：（『

三
長

』
建

久
6

・
12・

6
）

藤
原
隆
兼
〔（
五
位
）〕

在
：

左
近

大
夫

。（『
三

長
』

建
久

6
・

8
・

15）
豊
原
利
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
平
実
繁
〔
─
〕

在
：（『

続
録

』
東

大
寺

供
養

事
建

久
記

）
大
神
宗
賢
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
源
盛
長
〔
─
〕

在
：（

同
上

）
藤
原
重
光
〔
─
〕

在
：（『

三
長

』
建

久
6

・
8

・
15）

藤
原
清
成
〔
─
〕

在
：（

同
上

）
平
宗
高
〔
─
〕

在
：（『

続
録

』
東

大
寺

供
養

事
建

久
記

）
源
俊
実
〔
─
〕

在
：（

同
上

）
源
俊
親
〔
─
〕

在
：（

同
上

）
三
善
良
国
〔
─
〕

在
：（

同
上

）
平
親
繁
〔
─
〕

在
：「

觀
繁

」
に

つ
く

る
。（

同
上

）
内
藤
盛
家
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
建

久
6

・
2

・
5

）
藤
原
保
孝
〔
─
〕

在
：（

同
上

）
大
友
能
直
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
建

久
6

・
3

・
29）

井
澤
家
景
〔
─
〕

在
：

奥
州

惣
奉

行
。（『

吾
妻

』
建

久
6

・
9

・
29）

建
久
7
年（
1196）

狛
則
近
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）

源
仲
能
〔
正
六
位
上
〕

任
：

参
議

源
兼

忠
建

久
元

年
給

、
五

節
舞

姫
を

献
ず

る
に

よ
り

子
息

仲
能

の
中

務
丞

幷
左

右
近

将
監

拝
任

を
望

む
。（『

大
間

』
第

六
「

京
官

二
合

」）
豊
原
利
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）

中
臣
近
武
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
建

久
7

・
4

・
24）

大
神
宗
賢
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）

藤
原
季
遠
〔
正
六
位
上
〕

任
：

右
近

将
監

大
中

臣
景

康
伊

勢
神

宮
遷

宮
用

塗
料

を
進

納
す

る
も

病
の

た
め

不
仕

た
る

に
よ

り
季

遠
に

功
を

譲
る

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
大

間
』

第
七

「
所

々
奏

」）

藤
原
兼
範
〔（
六
位
）〕

在
：

蔵
人

。（『
明

月
』

建
久

7・
4・

25、『
三

長
』

同
7

・
11・

22）

大
江
久
家
〔
─
〕

任
：

追
儺

の
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。
（『

三
長

』
建

久
7

・
12・

29）

中
原（
名
不
詳
）〔
正
六
位
上
〕

在
：

兼
右

少
史

。（『
左

丞
』

第
一

　
太

政
官

牒
大

吉
祥

院
）

建
久
8
年（
1197）

狛
則
近
〔（
五
位
）〕

在
：

朝
覲

行
幸

の
時

、
賞

を
蒙

る
。（『

楽
所

』）/
朝

覲
行

幸
に

お
い

て
一

階
を

賜
う

。（『
玉

葉
』

建
久

8
・

4
・

22）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）

平
棟
基
〔
正
六
位
上
〕

在
：

蔵
人

。（『
玉

葉
』

建
久

8・
4・

22、『
蔵

人
』）
豊
原
利
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
中
臣
近
武
〔
─
〕

在
：（『

猪
隈

』
建

久
8

・
10・

17）
大
神
宗
賢
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）

建
久
9
年（
1198）

狛
則
近
〔（
五
位
）〕

在
：

4
月

、
死

去
。

一
者

16年
を

務
め

る
。（『

楽
所

』）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）/（『
猪

隈
』

建
久

9
・

3
・

30）
中
臣
宗
綱
〔
─
〕

在
：

中
臣

近
武

不
参

に
よ

り
本

府
よ

り
進

む
。「

藤
原

宗
綱

」
の

誤
り

か
。（『

猪
隈

』
建

久
9

・
1

・
20）

狛
光
重
〔
─
〕

在
：

左
一

者
。（『

楽
所

』）/（『
猪

隈
』

建
久

9
・

3
・

30）/
左

近
衛

府
騎

射
荒

手
結

・
真

手
結

に
載

る
。

（『
猪

隈
』

同
9

・
5

・
3

、
5

・
5

）
豊
原
利
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）/（『
猪

隈
』

建
久

9
・

3
・

30）/
左

近
衛

府
騎

射
荒

手
結

射
手

。
左

近
か

。（『
猪

隈
』

同
9

・
5

・
3

）
藤
原
宗
綱
〔
─
〕

在
：

仮
随

身
。（『

猪
隈

』
建

久
9

・
4

・
17）

藤
原
忠
綱
〔
─
〕

在
：

院
判

官
代

。（『
三

長
』

建
久

9
・

1
・

21）/
「

右
近

将
監

」。（『
明

月
』

同
9

・
2

・
14）

大
神
宗
賢
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）/（『
猪

隈
』

建
久

9
・

3
・

30）

大
江
泰
重
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
得

長
寿

院
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

三
長

』
,『

明
月

』
建

久
9

・
1

・
30）

源
親
盛
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

府
奏

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
三

長
』

,『
明

月
』

建
久

9
・

1
・

30）



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
3
）（
西
山
史
朗
）

二
〇
四

中
臣
近
武
〔
─
〕

在
：（『

三
長

』
建

久
9

・
1

・
19）/「

御
随

身
将

曹
」。

後
鳥

羽
上

皇
随

身
か

。
源

能
盛

よ
り

訴
訟

せ
ら

る
。（『

明
月

』
同

9
・

1
・

19）/「
自

本
府

進
差

文
」。

一
員

。（『
猪

隈
』

同
9

・
1

・
19）/

御
随

身
。（『

猪
隈

』
同

9
・

1
・

20）

藤
原
重
泰
〔
─
〕

任
：

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

三
長

』
,『

明
月

』
建

久
9

・
2

・
8

）

平
実
景
〔
─
〕

在
：（『

移
徙

』
後

鳥
羽

院
甲

）
下
毛
野
敦
助
〔
─
〕

在
：

召
次

長
。（『

移
徙

』
後

鳥
羽

院
甲

）
中
原
守
正
〔
─
〕

在
：（

同
上

）
藤
原
実
遠
〔
─
〕

在
：（

同
上

）
大
江
遠
光
〔
─
〕

在
：（

同
上

）

正
治
元
年（
1199）

狛
光
重
〔
従
五
位
下
〕

在
：

左
近

衛
府

騎
射

荒
手

結
に

載
る

。（『
猪

隈
』

正
治

1
・

5
・

3
）/

朝
覲

行
幸

の
時

、
賞

を
蒙

る
。

（『
楽

所
』）/

朝
覲

行
幸

に
お

い
て

叙
爵

。（『
玉

葉
』

,
『

猪
隈

』
同

1
・

11・
27）

多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：

朝
覲

行
幸

の
時

、
賞

を
蒙

る
。（『

楽
所

』）/
鶴

岡
御

神
楽

に
よ

り
宮

人
曲

賞
と

し
て

賜
る

飛
騨

国
荒

木
郷

を
好

節
に

譲
る

。
荒

木
郷

、
守

護
使

入
部

せ
し

む
べ

か
ら

ず
の

由
あ

り
。（『

吾
妻

』
正

治
1

・
11・

8
）/

朝
覲

行
幸

に
お

い
て

一
階

を
賜

う
。「

好
方

本
五

位
也

。
被

加
一

階
歟

」。（『
玉

葉
』

,『
猪

隈
』

同
1

・
11・

27）

（
姓
不
詳
）忠
成
〔
─
〕

任
：

将
監

に
任

ず
。（『

楽
所

』）

平
棟
村
〔
─
〕

任
：（『

明
月

』
正

治
1

・
3

・
25）

多
近
久
〔（
五
位
）〕

在
：

朝
覲

行
幸

の
時

、
賞

を
蒙

る
。（『

楽
所

』）
三
善
盛
元
〔
─
〕

在
：

藤
原

家
実

随
身

か
。（『

猪
隈

』
正

治
1

・
6

・
25）

大
江
盛
康
〔
─
〕

任
：（

同
上

）
大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：

朝
覲

行
幸

に
お

い
て

叙
爵

。（『
玉

葉
』

,『
猪

隈
』

正
治

1
・

11・
27）

（
姓
不
詳
）親
兼
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
正

治
1

・
7

・
24）

源
忠
宗
〔
─
〕

任
：（『

明
月

』
正

治
1

・
3

・
25）

高
階
基
邦
〔
─
〕

任
：（『

明
月

』
正

治
1

・
12・

10）
藤
原
盛
助
〔
─
〕

任
：（

同
上

）
藤
原
重
実
〔
─
〕

任
：（

同
上

）
（
姓
不
詳
）隆
兼
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
正

治
1

・
7

・
7

）

藤
原
貞
兼
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

「
建

久
七

年
八

幡
行

幸
蔀

屋
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
る

か
。（『

明
月

』
正

治
1

・
12・

13）
橘
盛
信
〔
─
〕

任
：

あ
る

い
は

「
成

信
」

か
。（『

明
月

』
正

治
1

・
12・

10）

豊
原
時
秋
〔
─
〕

在
：（『

猪
隈

』
正

治
1

・
4

・
19）/

左
近

衛
府

騎
射

荒
手

結
に

載
る

。（『
猪

隈
』

同
1

・
5

・
3

）
藤
原
仲
房
〔
─
〕

任
ヵ

：（『
明

月
』

正
治

1
・

12・
10）

大
友
能
直
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
正

治
1

・
5

・
7

）

正
治
2
年（
1200）

狛
光
重
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
猪

隈
』

正
治

2
・

2
・

4
）

/
7

月
、

死
去

。
一

者
2

年
。（『

楽
所

』）
豊
原
利
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）/「
左

近
将

監
」。

藤
原

家
実

笛
師

。
（『

猪
隈

』
正

治
2

・
1

・
13）

狛
則
房
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
大
神
宗
賢
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）

藤
原
基
員
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

明
月

』
正

治
2

・
10・

27）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）

平
伊
綱
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
大
江
能
広
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

明
月

』
正

治
2

・
10・

27）
源
盛
兼
〔
─
〕

任
ヵ

：（『
明

月
』

正
治

2
・

11・
1

）
源
親
広
〔
従
五
位
下
〕

在
：

叙
爵

。（
同

上
）

源
盛
資
〔
─
〕

任
ヵ

：（『
明

月
』

正
治

2
・

11・
21）

大
友
能
直
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
正

治
2

・
2

・
26）

藤
原
盛
家
〔
─
〕

任
：（『

葉
黄

』
宝

治
1

・
3

・
11）

建
仁
元
年（
1201）

狛
則
房
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）

平
弘
長
〔
正
六
位
上
〕

任
：（『

三
長

』
建

仁
1

・
8

・
19）

豊
原
利
秋
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）/（『
猪

隈
』

建
仁

1
・

3
・

3
）/

重
代

秘
蔵

の
譜

2
巻

を
藤

原
家

実
に

進
む

。（『
猪

隈
』

同
1

・
3

・
19）

大
江
能
広
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
建

仁
1

・
1

・
15）

大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：

翌
年

10月
、

右
兵

衛
尉

に
任

ず
。（『

楽
所

』）
多
近
久
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
節
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
多
節
近
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
五

多
忠
成
〔
─
〕

在
：

朝
覲

行
幸

の
時

、
胡

飲
酒

賞
を

蒙
る

。（『
楽

所
』）/

朝
覲

行
幸

の
時

、
胡

飲
酒

を
舞

う
に

よ
り

将
監

に
任

ず
。（『

猪
隈

』
建

仁
1

・
1

・
23）

平
為
綱
〔
正
六
位
上
〕

任
：（『

三
長

』
建

仁
1

・
8

・
19）

平
康
清
〔
正
六
位
上
〕

任
：（

同
上

）

源
親
広
〔（
五
位
）〕

在
：

も
と

大
江

氏
。

源
通

親
猶

子
。（『

吾
妻

』
建

仁
1

・
1

・
12）/「

右
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

同
1

・
9

・
15）

建
仁
2
年（
1202）

狛
則
房
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）
（
姓
不
詳
）忠
広
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
建

仁
2

・
1

・
3

）
豊
原
利
秋
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）/（『
猪

隈
』

建
仁

2
・

6
・

24）

藤
原
清
範
〔
─
〕

在
：

院
判

官
代

。（『
明

月
』

建
仁

2
・

1
・

22）
大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：

10月
、

右
兵

衛
尉

に
任

ず
。

そ
の

翌
年

ま
た

将
監

か
。（『

楽
所

』）

藤
原
知
実
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

明
月

』
建

仁
2

・
1

・
22）

藤
原
清
房
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

明
月

』
建

仁
2

・
1

・
22）

藤
原
惟
光
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
親
房
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

（
姓
不
詳
）行
光
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（『
明

月
』

建
仁

2
・

3
・

26）/
蔵

人
。

（『
移

徙
』

後
鳥

羽
院

乙
）

藤
原
康
隆
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

橘
以
康
〔（
六
位
）〕

在
：（『

明
月

』
建

仁
2

・
3

・
26）/

内
蔵

人
。（『

猪
隈

』
同

2
・

3
・

26）/
翌

年
左

衛
門

尉
。（『

明
月

』
同

3
・

1
・

18）
藤
原
範
重
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

藤
原
行
経
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
下
毛
野
敦
助
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
,『

猪
隈

』
建

仁
2

・
3

・
28）

建
仁
3
年（
1203）

狛
則
房
〔
─
〕

在
：

7
月

、
九

条
兼

実
御

春
日

詣
の

時
、

高
陽

院
賞

有
り

。
11月

、
春

日
競

馬
御

幸
の

時
、

賀
殿

賞
有

り
。（『

楽
所

』）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）
大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：（『

楽
所

』）

狛
光
真
〔
─
〕

任
：

正
月

、
将

監
に

任
ず

。（『
楽

所
』）/「

光
実

」
に

つ
く

る
。（『

明
月

』
建

仁
3

・
1

・
18）

豊
原
利
秋
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）

源
盛
資
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
建

仁
3

・
3

・
3

）
源
親
広
〔（
五
位
）〕

在
：「

右
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

建
仁

3
・

5
・

18）/「
左

近
大

夫
将

監
」。（『

吾
妻

』
同

3
・

10・
8

）

元
久
元
年（
1204）

狛
則
房
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）
藤
原
清
範
〔
─
〕

在
：「

判
官

代
」。（『

移
徙

』
後

鳥
羽

院
丙

上
）

豊
原
利
秋
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）
（
姓
不
詳
）清
房
〔
─
〕

在
：「

判
官

代
」。（

同
上

）
大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：（『

楽
所

』）

元
久
2
年（
1205）

狛
則
房
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）

藤
原
懐
時
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

明
月

』
元

久
2

・
1

・
30）

豊
原
利
秋
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）

中
原
宗
時
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：（『

楽
所

』）

大
中
臣
伊
継
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
源
兼
重
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

明
月

』
元

久
2

・
1

・
30）

源
惟
兼
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
小
野
家
経
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
（
姓
不
詳
）明
親
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
明

月
』

元
久

2
・

3
・

12）
平
永
季
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

大
蔵
資
景
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

初
齋

院
功

」
に

よ
り

、
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
明

月
』

元
久

2
・

4
・

10）
平
俊
宗
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

初
齋

院
功

」
に

よ
り

、
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
明

月
』

元
久

2
・

4
・

10）

平
為
久
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

初
齋

院
功

」
に

よ
り

、
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

源
則
俊
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

有
道
弘
光
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

初
齋

院
功

」
に

よ
り

、
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

藤
原
景
良
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

臨
時

内
給

」
に

よ
り

、
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
3
）（
西
山
史
朗
）

二
〇
六

藤
原
親
俊
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
臨

時
内

給
」

に
よ

り
、

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

明
月

』
元

久
2

・
11・

30）
中
原
節
明
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

日
吉

神
宝

功
」

に
よ

り
、

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

橘
範
資

任
：

除
目

に
お

い
て

「
臨

時
内

給
」

に
よ

り
、

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
中
原
弘
高
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

府
奏

に
よ

り
、

右
近

将
監

に
任

ず
。

あ
る

い
は

「
以

高
」

か
。（『

明
月

』
元

久
2

・
11・

30）

藤
原
義
忠
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

府
奏

に
よ

り
、

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
源
光
能
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
臨

時
」

に
よ

り
、

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

小
澤
信
重
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
元

久
2

・
11・

3
）

源
忠
家
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
藤

有
能

譲
外

記
局

文
櫃

造
進

功
」

に
よ

り
、

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

建
永
元
年（
1206）

狛
則
房
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）/
多

忠
成

死
去

の
た

め
、

後
鳥

羽
上

皇
、

好
方

に
源

雅
行

か
ら

習
わ

し
む

。（『
猪

隈
』

建
永

1
・

10・
3

）

平
親
衡
〔
─
〕

任
：「

齋
院

功
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
三

長
』

建
永

1
・

2
・

22）
豊
原
利
秋
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）

平
盛
家
〔
─
〕

任
：

臨
時

除
目

に
お

い
て

「
齋

院
舗

設
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

三
長

』
建

永
1

・
4

・
11）

大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：（『

楽
所

』）

中
原
知
国
〔
─
〕

任
：

臨
時

除
目

に
お

い
て

「
本

院
築

垣
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
大
神
景
賢
〔
─
〕

任
：

10月
、

除
目

の
時

、
右

近
将

監
に

任
ず

。
承

元
3

年
、

左
衛

門
少

尉
に

任
ず

。（『
楽

所
』）

藤
原
遠
重
〔
─
〕

任
：「

造
紫

野
院

屋
功

」
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。

（『
三

長
』

建
永

1
・

2
・

22）

藤
原
康
経
〔
─
〕

任
：

臨
時

除
目

に
お

い
て

「
齋

院
相

嘗
功

」
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

三
長

』
建

永
1

・
4

・
11）

惟
宗
親
盛
〔
─
〕

任
：

臨
時

除
目

に
お

い
て

「
修

理
申

賀
茂

神
館

功
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

多
忠
成
〔
─
〕

故
：

先
日

、
兄

多
景

節
に

殺
害

さ
れ

る
。（『

猪
隈

』
建

永
1

・
10・

3
）

承
元
元
年（
1207）

狛
則
房
〔
─
〕

在
：

11月
、

散
手

賞
を

蒙
る

。（『
楽

所
』）

多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：

11月
、

最
勝

四
天

王
院

供
養

の
時

、
胡

飲
酒

賞
を

蒙
る

。（『
楽

所
』）

豊
原
利
秋
〔（
五
位
）〕

在
：

賞
を

蒙
る

。（『
楽

所
』）

大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：（『

楽
所

』）
（
姓
不
詳
）誠
光
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
承

元
1

・
10・

5
）

承
元
2
年（
1208）

狛
則
房
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）

狛
近
房
〔
─
〕

任
：

正
月

、
除

目
の

時
、

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

楽
所

』）
豊
原
利
秋
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）

藤
原
清
範
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（『
明

月
』

承
元

2
・

1
・

1
）/

蔵
人

。
（『

猪
隈

』
同

2
・

1
・

18）
大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：（『

楽
所

』）

藤
原
ヵ
家
綱
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
承

元
2

・
3

・
13）

大
神
式
賢
〔
─
〕

任
：

父
大

神
宗

賢
の

将
監

退
く

の
譲

り
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

楽
所

』）

平
惟
康
〔
─
〕

在
：

北
野

祭
使

。（『
猪

隈
』

承
元

2
・

8
・

4
）

多
好
氏
〔
─
〕

任
：

祖
父

多
好

方
の

将
監

退
く

の
譲

り
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。

も
と

右
兵

衛
尉

。（『
楽

所
』）

承
元
3
年（
1209）

狛
則
房
〔
─
〕

故
：

8
月

、
所

労
に

よ
り

出
家

。
9

月
、

死
去

。
一

者
9

年
。（『

楽
所

』）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）

狛
光
真
〔
─
〕

在
か

：（『
楽

所
』）

豊
原
利
秋
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）
大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：（『

楽
所

』）

承
元
4
年（
1210）

狛
光
真
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）
源
親
広
〔（
五
位
）〕

在
：「

源
大

夫
将

監
」。（『

吾
妻

』
承

元
4・

6・
8

）

（
姓
不
詳
）信
経
〔
─
〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
修

明
門

院
熊

野
御

幸
記

』
承

元
4

・
5

・
12）

豊
原
利
秋
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
七

源
賢
国
〔
六
位
〕

在
：

新
院

土
御

門
上

皇
殿

上
人

と
な

す
。

六
位

判
官

代
。（『

譲
位

』
承

元
4

・
11・

25）
大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：（『

楽
所

』）

（
姓
不
詳
）重
政
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
葉

黄
』

宝
治

2
・

8
・

1
）

藤
原
家
綱
〔
─
〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
古

事
談

』
巻

六
　

二
八

）

建
暦
元
年（
1211）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。

正
月

、
朝

覲
行

幸
の

時
、

一
階

を
賜

る
。（『

猪
隈

』
建

暦
1

・
1

・
19、『

楽
所

』）
多
好
方
〔（
五
位
）〕

故
：

6
月

死
去

。
一

者
22年

。（『
楽

所
』）

（
姓
不
詳
）兼
宣
〔（
五
位
）〕

在
：

左
近

大
夫

。（『
明

月
』

建
暦

1
・

9
・

22）
多
近
久
〔（
五
位
）〕

在
：

舞
道

・
神

楽
道

秘
曲

を
知

ら
ず

と
い

え
ど

も
一

者
と

な
す

。（『
楽

所
』）

藤
原
清
房
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（『
猪

隈
』

建
暦

1
・

3
・

18）
豊
原
利
秋
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）
大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：（『

楽
所

』）
大
江
親
広
〔（
五
位
）〕

在
：「

江
大

夫
将

監
」。（『

吾
妻

』
建

暦
1・

1・
1

）

建
暦
2
年（
1212）

豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：

豊
原

利
秋

養
子

。（『
楽

所
』）

豊
原
利
秋
〔（
五
位
）〕

故
：

正
月

出
家

、
10月

死
去

。（『
楽

所
』）

（
姓
不
詳
）康
房
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
建

暦
2

・
2

・
17）

多
久
行
〔
─
〕

任
：

4
月

、
除

目
の

時
、

祖
父

多
近

久
将

監
を

退
く

の
譲

り
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

楽
所

』）

惟
宗
広
賢
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
大

嘗
会

御
禊

木
工

寮
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

明
月

』
建

暦
2

・
12・

24）
三
善
景
清
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
法

勝
寺

御
仏

修
理

功
」

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
明

月
』

建
暦

2
・

12・
24）

藤
原
盛
遠
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
大

嘗
会

主
基

所
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
大
江
宗
俊
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
大

嘗
会

主
基

所
功

」
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

清
原
季
俊
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
刑

部
丞

保
信

止
所

帯
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

藤
原
康
能
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
法

勝
寺

御
仏

功
」

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

中
原
友
長
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

法
勝

寺
御

仏
功

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

平
宗
茂
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
法

勝
寺

九
重

塔
功

」
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

建
保
元
年（
1213）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。

3
月

、
朝

覲
行

幸
に

お
い

て
賀

殿
賞

を
、

九
重

御
塔

供
養

に
お

い
て

万
歳

楽
賞

を
蒙

る
。

（『
楽

所
』）

多
近
久
〔（
五
位
）〕

故
：

右
一

者
。

号
峯

判
官

。
鳥

羽
殿

朝
覲

行
幸

に
お

い
て

、
長

保
楽

賞
を

蒙
る

。（『
楽

所
』）

藤
原
ヵ
家
綱
〔（
五
位
）〕

在
：

大
夫

将
監

。（『
明

月
』

建
保

1
・

7
・

12）

（
姓
不
詳
）康
房
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
建

保
1

・
11・

21）
大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

在
：（『

楽
所

』）
豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
（
姓
不
詳
）広
行
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
建

保
1

・
11・

28）
美
作
朝
親
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
吾

妻
』

建
保

1
・

1
・

2
）

佐
々
木
信
綱
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
建

保
1

・
1

・
2

）
新
野
景
直
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
建

保
1

・
5

・
2

）

建
保
2
年（
1214）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。

七
條

殿
御

塔
供

養
に

お
い

て
太

平
楽

賞
を

蒙
る

。（『
楽

所
』）

大
神
宗
賢
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）

佐
々
木
信
綱
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
建

保
2

・
1

・
22）

豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
美
作
朝
親
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
吾

妻
』

建
保

2
・

7
・

27）

建
保
3
年（
1215）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。（『

楽
所

』）
大
神
宗
賢
〔
従
五
位
下
〕

故
：

6
月

死
去

。（『
楽

所
』）

狛
定
近
〔
─
〕

任
：

正
月

、
除

目
下

名
に

お
い

て
、

一
者

狛
光

真
の

法
勝

寺
九

重
御

塔
供

養
賀

殿
賞

の
譲

り
に

よ
り

将
監

に
任

ず
。（『

楽
所

』）
多
好
節
〔（
五
位
）〕

在
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）
豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）

建
保
4
年（
1216）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。（『

楽
所

』）
多
好
節
〔（
五
位
）〕

在
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）
豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
佐
々
木
信
綱
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
建

保
4

・
7

・
29）

建
保
5
年（
1217）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。（『

楽
所

』）
多
好
節
〔（
五
位
）〕

故
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
3
）（
西
山
史
朗
）

二
〇
八

豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
氏
〔
─
〕

在
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）

建
保
6
年（
1218）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。（『

楽
所

』）
多
好
氏
〔
─
〕

在
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）/（『
順

徳
』

建
保

6
・

12・
22）

狛
近
真
〔
─
〕

任
：

正
月

除
目

の
時

、
歓

喜
寿

院
供

養
の

時
、

賞
を

蒙
る

に
よ

り
将

監
に

任
ず

。（『
楽

所
』）

豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
中
原
成
能
〔
─
〕

在
：

源
実

朝
任

大
将

拝
賀

の
た

め
鶴

岡
八

幡
宮

参
拝

行
列

の
一

員
と

な
す

。（『
吾

妻
』

建
保

6
・

6
・

27）
美
作
朝
親
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
吾

妻
』

建
保

6
・

6
・

27）
大
江
季
光
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（
同

上
）

（
姓
不
詳
）光
助
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
建

保
6

・
9

・
29）

承
久
元
年（
1219）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。（『

楽
所

』）
大
神
景
基
〔
─
〕

任
：

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

楽
所

』）
中
原
成
能
〔
─
〕

在
：

源
実

朝
任

右
大

臣
拝

賀
の

た
め

鶴
岡

八
幡

宮
参

拝
行

列
の

一
員

と
な

す
。（『

吾
妻

』
承

久
1

・
1

・
27）

豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
氏
〔
─
〕

在
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）

美
作
朝
親
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
吾

妻
』

承
久

1
・

1
・

27）
藤
原
近
仲
〔
─
〕

故
：

仁
寿

殿
に

籠
り

自
殺

。（『
吾

妻
』

承
久

1
・

7
・

25）

承
久
2
年（
1220）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）/
内

教
坊

検
校

別
当

。（『
玉

蕊
』

承
久

2
・

3
・

25、『
左

丞
』

第
三

　
定

文
書

様
）

源
敦
賢
〔
─
〕

在
：

賭
射

射
手

習
礼

。（『
玉

蕊
』

承
久

2
・

3
・

13）
豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：

嘉
禄

2
年

、
死

去
。（『

楽
所

』）
（
姓
不
詳
）康
房
〔
─
〕

在
：

賭
射

習
礼

奏
取

次
。（

同
上

）

源
重
房
〔
─
〕

在
：

賭
射

射
手

習
礼

。（『
玉

蕊
』

承
久

2
・

3
・

13）
（
姓
不
詳
）信
広
〔
─
〕

在
：

賭
射

習
礼

奏
取

次
。（

同
上

）

源
盛
忠
〔
─
〕

在
：

内
贄

殿
検

校
別

当
。（『

玉
蕊

』
承

久
2

・
3

・
25、『

左
丞

』
第

三
　

定
文

書
様

）

承
久
3
年（
1221）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。（『

楽
所

』）
多
好
氏
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
金
子（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
承

久
3

・
6

・
18）

尾
藤
景
綱
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
承

久
3

・
5

・
22）

志
水（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（

同
上

）
安
藤（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（

同
上

）
中
村（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（

同
上

）
奴
加
澤（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
承

久
3

・
6

・
18）

縣（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（

同
上

）
小
手（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（

同
上

）
内
藤
盛
家
〔
─
〕

在
：（

同
上

）
内
記（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（

同
上

）
松
野（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（

同
上

）
佐
伯（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（

同
上

）
飯
田（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（

同
上

）

貞
応
元
年（
1222）

藤
原
光
資
〔
正
六
位
上
〕

在
：

女
工

所
内

侍
以

下
相

折
お

よ
び

雑
器

な
ど

進
納

に
よ

り
、

任
左

右
衛

門
尉

の
申

請
す

る
。（『

民
経

』
寛

喜
三

年
正

月
記

紙
背

文
書

）
多
好
氏
〔
従
五
位
下
〕

在
：

右
一

者
。

正
月

、
高

陽
院

朝
覲

行
幸

に
お

い
て

、
胡

飲
酒

賞
を

蒙
る

。（『
楽

所
』）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。

正
月

、
高

陽
院

朝
覲

行
幸

に
お

い
て

、
万

歳
楽

賞
を

蒙
る

。（『
楽

所
』）

大
野（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：「

新
右

近
将

監
」。（『

吾
妻

』
貞

応
1

・
12・

13）
豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）

貞
応
2
年（
1223）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
氏
〔（
五
位
）〕

在
：「

大
夫

」
と

あ
り

。（『
楽

所
』）

狛
近
房
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
大
神
式
賢
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
多
久
行
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
狛
定
近
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
大
神
景
基
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
九

狛
近
真
〔（
五
位
）〕

在
：（『

楽
所

』）
多
好
継
〔
─
〕

任
：

承
元

4
年

時
、

右
兵

衛
尉

。
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
楽

所
』）

遠
藤
為
俊
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
貞

応
2

・
7

・
9

）

元
仁
元
年（
1224）

狛
近
真
〔（
五
位
）〕

在
：「

近
実

」
に

つ
く

る
。

左
一

者
。（『

楽
所

』）
多
好
氏
〔（
五
位
）〕

在
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）
豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
大
神
式
賢
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
尾
藤
景
綱
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
元

仁
1

・
6

・
28）

関
実
忠
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（
同

上
）

大
江
佐
房
〔（
五
位
）〕

在
：（『

吾
妻

』
元

仁
1

・
⑦

・
28）/「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

同
1

・
12・

19）

嘉
禄
元
年（
1225）

藤
原
範
昌
〔
─
〕

任
：

蔵
人

。（『
明

月
』

嘉
禄

1
・

11・
8

）
多
好
氏
〔（
五
位
）〕

在
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）
中
原
祐
重
〔
─
〕

任
ヵ

：
和

泉
大

掾
。

功
に

よ
り

任
左

右
近

将
監

を
申

請
す

る
。（『

九
中

』
257）

源
名
〔
─
〕

在
：

功
に

よ
り

任
左

右
衛

門
尉

を
申

請
す

る
。（『

九
中

』
257）

大
神
式
賢
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
藤
原
範
重
〔
─
〕

任
ヵ

：
丹

後
少

掾
。

功
に

よ
り

任
右

近
将

監
を

申
請

す
る

。（
同

上
）

藤
原
祐
時
〔
─
〕

在
：

功
に

よ
り

任
左

右
衛

門
尉

を
申

請
す

る
。（

同
上

）
紀
宗
平
〔
─
〕

任
ヵ

：
臨

時
内

給
に

よ
り

任
左

右
近

将
監

を
申

請
す

る
。（

同
上

）

狛
近
真
〔（
五
位
）〕

在
：「

近
実

」
に

つ
く

る
。

左
一

者
。（『

楽
所

』）
源
俊
綱
〔
─
〕

任
ヵ

：
源

成
綱

の
譲

り
に

よ
り

任
左

右
近

将
監

を
申

請
す

る
。（

同
上

）
豊
原
忠
秋
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）

三
条
親
実
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

嘉
禄

1
・

1
・

8
）

大
江
佐
房
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

嘉
禄

1
・

12・
20）

遠
藤
為
俊
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
嘉

禄
1

・
12・

20）

嘉
禄
2
年（
1226）

中
原
景
康
〔
─
〕

任
：

関
東

に
下

向
し

、
鎌

倉
一

者
と

な
る

。
後

、
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
楽

所
』）

藤
原
貞
家
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

嘉
禄

2
・

7
・

24）

中
原
信
重
〔
─
〕

在
：

文
屋

氏
女

等
田

地
売

券
に

加
署

す
。（『

九
条

家
文

書
』

819）
源
行
忠
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

中
原
盛
秀
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

嘉
禄

2
・

7.24）
藤
原
有
実
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

源
頼
久
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）
藤
原
定
国
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

中
原
末
光
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）
惟
宗
景
範
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

平
貞
範
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）
藤
原
頼
信
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

源
宗
遠
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）
藤
原
久
重
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
釋

奠
礼

服
功

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

嘉
禄

2
・

8
・

14）

惟
宗
久
家
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）
大
中
臣
末
利
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
臨

時
内

給
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
相
景
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）
多
好
氏
〔（
五
位
）〕

在
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）
源
貞
久
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）
大
神
式
賢
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）

安
倍
資
澄
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
釋

奠
礼

服
功

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

嘉
禄

2
・

8
・

14）

紀
宗
綱
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
最

勝
功

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

狛
近
真
〔（
五
位
）〕

在
：「

近
実

」
に

つ
く

る
。

左
一

者
。（『

楽
所

』）
尾
藤
景
綱
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
嘉

禄
2

・
10・

12）

三
条
親
実
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

嘉
禄

2
・

10・
28）



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
3
）（
西
山
史
朗
）

二
一
〇

源
家
平
〔（
五
位
）〕

在
：（『

吾
妻

』
嘉

禄
2

・
12・

10）

安
貞
元
年（
1227）

源
兼
邦
〔
─
〕

在
：（『

民
経

』
安

貞
1

・
4

・
14 ）

多
好
氏
〔（
五
位
）〕

在
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）
源
教
行
〔
─
〕

在
：

判
官

代
。（

同
上

）
大
神
式
賢
〔
─
〕

在
：（『

楽
所

』）
狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：「

光
実

」
に

つ
く

る
。

左
一

者
。（『

楽
所

』）
尾
藤
景
綱
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
安

貞
1

・
5

・
10）

遠
藤
為
俊
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
安

貞
1

・
11・

24）

安
貞
2
年（
1228）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：「

光
実

」
に

つ
く

る
。

左
一

者
。「

左
近

大
夫

」。
（『

猪
隈

』
安

貞
2

・
3

・
4

、『
楽

所
』）

多
好
氏
〔（
五
位
）〕

在
：

右
一

者
。「

左
近

大
夫

」。（『
猪

隈
』

安
貞

2
・

3
・

4
、『

楽
所

』）
狛
道
房
〔
─
〕

在
：

左
二

者
。（

同
上

）
大
神
宗
賢
〔
─
〕

在
：

楽
人

一
者

。（
同

上
）

多
久
行
〔
─
〕

在
：

右
二

者
。「

左
近

将
監

」。（
同

上
）

藤
原
季
頼
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
猪

隈
』

安
貞

2
・

9
・

13）

三
条
親
実
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
吾

妻
』

安
貞

2
・

7
・

23）/
「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

同
2

・
10・

26）/
「

左
近

大
夫

」。（『
吾

妻
』

同
2

・
10・

30）
遠
藤
為
俊
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
安

貞
2

・
7

・
23）

寛
喜
元
年（
1229）

藤
原
時
長
〔
─
〕

任
：（『

明
月

』
寛

喜
1

・
4

・
19）

藤
原
能
行
〔
─
〕

任
：（『

明
月

』
寛

喜
1

・
4

・
19）

清
原
能
成
〔
─
〕

任
：

臨
時

小
除

目
に

お
い

て
「

真
言

院
臨

時
功

」
に

よ
り

、
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
明

月
』

寛
喜

1
・

7
・

14）
藤
原
遠
経
〔
─
〕

任
：「

臨
時

」
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

明
月

』
寛

喜
1

・
4

・
19）

藤
原
光
成
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。

蔵
人

。
（『

明
月

』
寛

喜
1

・
10・

6
）

藤
原
良
兼
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
臨

時
」

に
よ

り
、

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

明
月

』
寛

喜
1

・
10・

6
）

藤
原
行
実
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
臨

時
」

に
よ

り
、

左
近

将
監

に
任

ず
。

蔵
人

。（
同

上
）

平
頼
親
〔
─
〕

任
：「

北
野

大
政

所
」

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。
（『

明
月

』
寛

喜
1

・
10・

10）

中
原
盛
経
〔
従
五
位
下
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
初

斎
宮

」
に

よ
り

、
左

近
将

監
に

任
ず

。
右

近
将

監
に

も
同

姓
同

名
の

人
物

の
任

官
あ

り
。

誤
り

あ
る

か
。（『

明
月

』
寛

喜
1

・
10・

6
）/

叙
爵

。（『
明

月
』

同
1

・
10・

10）

（
姓
不
詳
）忠
光
〔
─
〕

在
：（『

頼
資

卿
熊

野
詣

記
』

寛
喜

1
・

10・
26）

（
姓
不
詳
）重
実
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
寛

喜
1

・
11・

4
）

（
姓
不
詳
）景
俊
〔
─
〕

在
：（『

同
上

）
狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。（『

楽
所

』）
多
好
氏
〔（
五
位
）〕

在
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）

横
尾（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：

神
楽

秘
曲

を
習

わ
ん

が
た

め
に

多
好

方
の

も
と

へ
遣

わ
さ

る
。（『

吾
妻

』
寛

喜
1

・
9

・
9

）
多
好
方
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
寛

喜
1

・
9

・
9

）

寛
喜
2
年（
1230）

源
ヵ
信
政
〔
─
〕

在
：（『

明
月

』
寛

喜
2

・
2

・
22）

秦
兼
峯
〔
─
〕

任
：

将
曹

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

明
月

』
寛

喜
2

・
2

・
24）

秦
久
清
〔
─
〕

任
：

将
曹

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

明
月

』
寛

喜
2

・
2

・
24）/

久
清

を
元

の
如

く
御

随
身

と
な

す
べ

き
由

の
仰

せ
あ

り
。（『

明
月

』
同

2
・

3
・

6
）/

「
久

清
父

子
密

々
召

渡
御

前
」。（『

明
月

』
同

2
・

6
・

21）/
召

次
長

。（『
移

徙
』

諸
院

宮
御

移
徙

部
類

記
）/

召
次

長
。（『

明
月

』
同

2
・

12・
8

）

藤
原
定
宗
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
明

月
』

寛
喜

2
・

3
・

21）

藤
原
光
成
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（『
明

月
』

寛
喜

2
・

11・
22）

多
好
氏
〔（
五
位
）〕

在
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）
源
兼
綱
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（
同

上
）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。

2
月

、
御

春
日

詣
に

お
い

て
、

賞
を

蒙
る

。（『
楽

所
』）

尾
藤
景
綱
〔
─
〕

在
：「

尾
藤

左
近

入
道

」。（『
吾

妻
』

寛
喜

2
・

1
・

26）

大
江
佐
房
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

寛
喜

2
・

5
・

24）



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
一
一

安
藤（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
寛

喜
2

・
5

・
27）

寛
喜
3
年（
1231）

藤
原
資
綱
〔
─
〕

任
ヵ

：
元

右
近

。（『
明

月
』

寛
喜

3
・

1
・

1
）

多
好
幸
〔
─
〕

任
：

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

楽
所

』）

藤
原
頼
季
〔
─
〕

在
ヵ

：「
左

近
蔵

人
」。（『

明
月

』
寛

喜
3・

7・
6

）
源
兼
氏
〔
─
〕

任
ヵ

：（『
明

月
』

寛
喜

3
・

1
・

1
）/（『

民
経

』
同

3
・

4
・

19）/「
左

近
将

監
」。（『

民
経

』
同

3
・

4
・

24）

藤
原
光
成
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

1
・

3
）/（『

産
部

』
四

条
天

皇
）

安
部
国
吉
〔
─
〕

任
ヵ

：「
南

円
堂

修
理

功
」

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

る
か

。（
同

上
）

源
兼
綱
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

1
・

24）
藤
原
宗
基
〔
─
〕

在
ヵ

：「
右

近
蔵

人
」。（『

明
月

』
寛

喜
3・

7・
6

）

高
階
資
忠
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

大
将

請
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
寛

喜
3

・
1

・
29）

橘
頼
盛
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

造
外

宮
功

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

1
・

29）

藤
原
範
重
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

臨
時

内
給

請
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
宗
政
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

臨
時

内
給

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

平
国
長
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

臨
時

内
給

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

源
資
房
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

臨
時

内
給

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

橘
行
宗
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
新

日
吉

社
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
平
信
房
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
「

七
仏

薬
師

法
雑

具
功

」
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
寛

喜
3

・
2

・
5

）

高
階
仲
定
〔（
六
位
）〕

任
：

除
目

に
お

い
て

臨
時

内
給

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

1
・

29）/
鳴

弦
六

位
官

人
。（『

民
経

』
同

3
・

2
・

13）
藤
原
重
広
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
「

御
祈

功
」

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

菅
原
俊
澄
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
臨

時
内

給
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
寛

喜
3

・
2

・
5

）
藤
原
信
倫
〔（
六
位
）〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

2
・

5
）/

鳴
弦

六
位

官
人

。（『
民

経
』

同
3

・
2

・
13）

大
江
之
尚
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
興

福
寺

南
円

堂
修

理
功

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

大
中
臣
友
景
〔
─
〕

在
：

春
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
よ

り
左

近
将

監
に

転
任

す
る

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

2
・

5
）

藤
原
信
継
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）
（
姓
不
詳
）兼
氏
〔（
六
位
）〕

在
：

鳴
弦

六
位

官
人

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

2
・

13）

藤
原
経
重
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
臨

時
内

給
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
寛

喜
3

・
2

・
5

）
藤
原
時
賢
〔
─
〕

任
：

臨
時

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
寛

喜
3

・
3

・
25）

源
能
行
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
「

春
日

行
幸

神
宝

功
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

藤
原
重
国
〔
─
〕

任
：

臨
時

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

（
姓
不
詳
）長
継
〔（
六
位
）〕

在
：

鳴
弦

六
位

官
人

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

2
・

13）
藤
原
俊
国
〔
─
〕

任
：

臨
時

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

藤
原
家
茂
〔
─
〕

任
：

臨
時

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
寛

喜
3

・
3

・
25）

中
原
友
高
〔
─
〕

在
：（『

民
経

』
寛

喜
3

・
3

・
28）

藤
原
光
近
〔
─
〕

任
：

臨
時

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
頼
清
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
法

隆
寺

西
堂

造
営

の
功

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

4
・

14）

高
階
業
時
〔
─
〕

任
：

臨
時

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
寛

喜
3

・
3

・
25）/

非
蔵

人
。（『

明
月

』
同

3
・

7
・

29）
源
国
元
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

石
清

水
臨

時
祭

功
」

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

藤
原
能
国
〔
─
〕

在
：（『

民
経

』
寛

喜
3

・
3

・
28）

中
原
延
光
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

円
宗

寺
修

理
用

途
功

」
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
3
）（
西
山
史
朗
）

二
一
二

秦
久
清
〔
─
〕

任
：

召
次

長
。「

左
近

将
監

」。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

4
・

8
）/

藤
原

道
家

の
随

身
に

あ
ら

ず
し

て
、

本
府

に
帰

り
、

も
と

の
ご

と
く

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
同

3
・

4
・

9
）/

随
身

。（『
民

経
』

同
3

・
4

・
17）/

中
宮

御
産

の
時

、
宿

願
に

よ
り

北
野

右
近

馬
場

に
お

い
て

競
馬

を
行

う
。（『

民
経

』
同

3
・

6
・

17）/
伊

勢
勅

使
龓

の
下

知
あ

り
所

労
を

申
す

も
重

ね
て

下
知

あ
り

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

9
・

16）/
「

後
院

左
召

次
」。

伊
勢

勅
使
龓

。（『
民

経
』

同
3

・
9

・
25）/「

後
院

召
次

長
」。（『

民
経

』
同

3
・

10・
8

）

藤
原
為
信
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

外
宮

役
夫

工
米

済
功

」
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

（
姓
不
詳
）為
幸
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

4
・

9
）

藤
原
能
行
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

御
祈

功
」

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

4
・

14）

藤
原
延
家
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

大
学

寮
角

明
神

功
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

4
・

14）
源
貞
元
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
父

時
隆

刑
部

丞
を

辞
す

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

藤
原
尚
綱
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

図
書

寮
鐘

功
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

源
仲
能
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
父

重
弘

罷
左

近
将

監
上

、
南

殿
御

読
経

功
」

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

4
・

28）

平
家
守
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

中
宮

御
産

御
祈

七
仏

薬
師

功
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

4
・

14）/
興

福
寺

護
摩

会
の

た
め

三
社

の
う

ち
吉

田
社

へ
の

奉
幣

使
を

勤
む

。（『
民

経
』

同
3

・
10・

8
）

源
康
長
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

臨
時

内
給

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

4
・

28）

中
原
成
村
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
刑

部
丞

惟
宗

資
守

辞
す

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

4
・

14）
藤
原
俊
重
〔
─
〕

在
：（『

民
経

』
寛

喜
3

・
11・

11）

大
中
臣
政
明
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
臨

時
内

給
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
多
好
氏
〔（
五
位
）〕

在
：

右
一

者
。（『

楽
所

』）

紀
道
信
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

仁
寿

殿
観

音
仏

所
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

平
家
綱
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
刑

部
丞

源
景

季
止

職
上

、
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
寛

喜
3

・
4

・
28）

中
原
宗
景
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
弥

勒
寺

功
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

藤
原
為
頼
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

臨
時

内
給

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

中
原
親
直
〔
─
〕

任
：

小
除

目
に

お
い

て
「

春
日

行
幸

功
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

6
・

6
）

藤
原
定
宗
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（『
民

経
』

寛
喜

3
・

11・
3

）
中
原
康
俊
〔
─
〕

在
：（『

民
経

』
寛

喜
3

・
11・

11）
狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

左
一

者
。（『

楽
所

』）

大
江
佐
房
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

寛
喜

3
・

1
・

24）

宅
磨
為
行
〔
─
〕

在
：

藤
原

頼
経

御
願

寺
地

点
の

図
絵

を
描

く
。（『

吾
妻

』
寛

喜
3

・
10・

6
）

貞
永
元
年（
1232）

狛
光
真
〔（
五
位
）〕

在
：

狛
光

近
孫

子
。（『

楽
所

』）
多
好
氏
〔（
五
位
）〕

在
：

多
好

節
男

。（『
楽

所
』）

中
原
成
村
〔
─
〕

在
：

兼
右

少
史

。（『
岡

屋
』

貞
永

1
・

10・
4

）
狛
近
房
〔
─
〕

在
：

狛
則

近
男

。（『
楽

所
』）

大
神
式
賢
〔
─
〕

在
：

大
神

宗
賢

男
。（『

楽
所

』）
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二
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二
一
三

狛
定
近
〔
─
〕

在
：

狛
則

房
男

。（『
楽

所
』）

多
久
行
〔
─
〕

在
：

多
節

近
男

。（『
楽

所
』）

狛
近
真
〔
─
〕

在
：

狛
光

真
嫡

男
。（『

楽
所

』）
大
神
景
基
〔
─
〕

在
：

大
神

景
賢

男
。（『

楽
所

』）

藤
原
定
宗
〔（
六
位
）〕

在
：（『

民
経

』
貞

永
1

・
2

・
4

）/
四

条
天

皇
六

位
蔵

人
と

な
す

。（『
民

経
』

同
1

・
10・

4
）

多
好
継
〔
─
〕

在
：

多
好

節
二

男
。（『

楽
所

』）

平
時
光
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

「
平

等
院

功
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

貞
永

1
・

2
・

7
）

多
好
幸
〔
─
〕

在
：

多
好

氏
男

。（『
楽

所
』）/

任
：

内
侍

所
御

神
楽

に
お

い
て

、
舞

人
の

賞
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。

「
希

代
之

御
願

、
厳

重
之

威
儀

」
と

あ
り

。（『
民

経
』

貞
永

1
・

4
・

14）

源
忠
久
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

「
替

物
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
国
清
〔
─
〕

任
：

除
目

除
目

下
名

に
お

い
て

「
立

坊
功

」
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
貞

永
1

・
2

・
7

）

平
秀
氏
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

「
細

殿
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
惟
宗
孝
澄
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

藤
原
包
守
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

「
春

日
御

塔
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
平
宗
兼
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

源
兼
綱
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（『
民

経
』

貞
永

1
・

3
・

19）/
四

条
天

皇
判

官
代

と
な

す
。（『

民
経

』
同

1
・

10・
4

）
橘
宣
光
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

臨
時

内
給

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

藤
原
清
房
〔
─
〕

任
：

直
物

に
お

い
て

「
去

年
賀

茂
臨

時
祭

功
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

貞
永

1
・

3
・

24）
藤
原
光
永
〔
─
〕

在
：

任
靫

負
尉

を
申

す
。（『

民
経

』
貞

永
1

・
3

・
21）

平
資
光
〔
─
〕

任
：

直
物

に
お

い
て

「
朝

覲
行

幸
内

蔵
寮

功
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

平
公
長
〔
─
〕

任
：

直
物

に
お

い
て

「
外

宮
役

夫
工

功
」

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

貞
永

1
・

3
・

24）

藤
原
友
弘
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

御
祈

功
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

貞
永

1
・

4
・

11）
藤
原
正
光
〔
─
〕

任
：

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

平
家
盛
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
民

経
』

貞
永

1
・

7
・

10）
大
中
臣
助
俊
〔
─
〕

任
：

祭
除

目
に

お
い

て
「

仁
寿

殿
功

」
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
貞

永
1

・
4

・
11）

橘
資
俊
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
中

宮
御

産
御

祈
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
貞

永
1

・
⑨

・
27）

源
兼
氏
〔（
六
位
）〕

在
：

蔵
人

。（『
民

経
』

貞
永

1
・

⑨
・

27）/
四

条
天

皇
六

位
蔵

人
と

な
す

。（『
民

経
』

同
1

・
10・

4
）

大
神
長
吉
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
臨

時
内

給
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

平
家
氏
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
多

武
峯

宗
理

功
」

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

貞
永

1
・

⑨
・

27）

平
忠
重
〔
従
五
位
上
〕

在
：

叙
位

。（
同

上
）

藤
原
国
康
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
御

祈
功

」
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
高
階
業
時
〔
─
〕

在
：

非
蔵

人
。（『

民
経

』
貞

永
1

・
10・

3
）

高
階
仲
時
〔
─
〕

在
：

非
蔵

人
。（

同
上

）
菅
原
高
正
〔
─
〕

在
：

非
蔵

人
。（

同
上

）
尾
藤
景
綱
〔
─
〕

在
：「

左
近

入
道

」。（『
吾

妻
』

貞
永

1
・

8
・

9
）

天
福
元
年（
1233）

源
親
賢
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
明

月
』

天
福

1
・

3
・

24）/
近

衛
少

将
府

藤
原

実
任

に
よ

り
刃

傷
せ

ら
る

か
。「

号
左

近
蔵

人
摂

津
国

源
氏

」
と

あ
り

。（『
民

経
』

同
1

・
6

・
13）

（
姓
不
詳
）資
憲
〔（
五
位
）〕

在
：「

右
近

大
夫

将
監

」。（『
明

月
』

天
福

1
・

8
・

6
）

平
家
守
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
明

月
』

天
福

1
・

8
・

6
）

源
業
長
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

天
福

1
・

1
・

25）
高
階
業
時
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（『
民

経
』

天
福

1
・

1
・

13）
大
蔵
種
兼
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

源
兼
綱
〔
─
〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
民

経
』

天
福

1
・

1
・

22）
藤
原
恒
高
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

（
姓
不
詳
）茂
憲
〔
─
〕

在
：（『

民
経

』
天

福
1

・
1

・
24）

藤
原
宗
仲
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

平
俊
基
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

天
福

1
・

1
・

25）
藤
原
仲
時
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

天
福

1
・

1
・

25）/
蔵

人
。（『

民
経

』
同

1
・

5
・

9
）



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
3
）（
西
山
史
朗
）

二
一
四

平
成
景
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）
大
中
臣
景
忠
〔
─
〕

任
：

春
除

目
下

名
に

お
い

て
「

中
宮

御
入

内
蔵

人
方

功
」

に
よ

り
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
民

経
』

天
福

1
・

1
・

28）

源
宗
良
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）
惟
宗
範
家
〔
─
〕

任
：

春
除

目
下

名
に

お
い

て
「

平
野

社
金

物
功

」
に

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
天

福
1

・
1

・
28）

平
高
輔
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

大
中
臣
清
継
〔
─
〕

任
：

春
除

目
に

お
い

て
「

大
将

請
」

に
よ

り
左

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

大
中
臣
通
清
〔
─
〕

任
：

春
除

目
下

名
に

お
い

て
「

外
宮

役
夫

工
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

民
経

』
天

福
1

・
1

・
28）

中
原
秀
清
〔
─
〕

任
：

春
除

目
下

名
に

お
い

て
「

稲
荷

二
階

社
功

」
に

よ
り

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
信
濃（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
天

福
1

・
1

・
2

）

文
暦
元
年（
1234）

大
江
佐
房
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

文
暦

1
・

3
・

5
）

（
姓
不
詳
）忠
任
〔（
五
位
）〕

在
：「

大
夫

将
監

」。（『
明

月
』

文
暦

1
・

2
・

9
）

尾
藤
景
綱
〔
─
〕

故
：「

左
近

将
監

入
道

」。（『
吾

妻
』

文
暦

1
・

3
・

5
）/

死
去

。（『
吾

妻
』

同
1

・
8

・
21）

嘉
禎
元
年（
1235）

備
中
重
氏
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
吾

妻
』

嘉
禎

1
・

12・
24）

（
姓
不
詳
）行
兼
〔
─
〕

在
：「

右
近

将
監

」。（『
明

月
』

嘉
禎

1
・

10・
20）

（
姓
不
詳
）忠
保
〔（
五
位
）〕

在
：「

大
夫

将
監

」。（『
明

月
』

嘉
禎

1
・

2
・

9
）

大
江
佐
房
〔（
五
位
）〕

在
：（『

吾
妻

』
嘉

禎
1

・
2

・
15）

（
姓
不
詳
）近
盛
〔
─
〕

在
ヵ

：（『
明

月
』

嘉
禎

1
・

12・
9

）

武
藤
兼
頼
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
嘉

禎
1

・
2

・
18）

多
好
節
〔
─
〕

在
：

鶴
岡

八
幡

宮
放

生
会

舞
楽

の
た

め
に

召
し

仰
せ

あ
る

も
代

わ
り

に
多

好
継

を
遣

わ
す

。（『
吾

妻
』

嘉
禎

1
・

6
・

24）

嘉
禎
2
年（
1236）

備
中
重
氏
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（『
吾

妻
』

嘉
禎

2
・

8
・

4
）
多
好
節
〔
─
〕

在
：

北
条

泰
時

に
和

琴
太

笛
な

ど
を

進
上

す
。（『

吾
妻

』
嘉

禎
2

・
2

・
14）

嘉
禎
3
年（
1237）

源
兼
綱
〔（
五
位
）〕

在
：「

右
近

大
夫

」。（『
葉

黄
』

嘉
禎

3
・

1
・

14）/
「

左
近

大
夫

」。（『
玉

蕊
』

同
3

・
1

・
14）

源
盛
重
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（『
玉

蕊
』

嘉
禎

3
・

3
・

19）

（
姓
不
詳
）季
頼
〔
─
〕

在
：（『

玉
蕊

』
嘉

禎
3

・
3

・
5

）
（
姓
不
詳
）兼
継
〔（
五
位
）〕

在
：

左
近

大
夫

。（『
玉

蕊
』

嘉
禎

3
・

4
・

16）
北
条
経
時
〔（
五
位
）〕

在
：「

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

嘉
禎

3
・

4
・

22）
中
原
景
康
〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
嘉

禎
3

・
7

・
8

）

暦
仁
元
年（
1238）

（
姓
不
詳
）盛
継
〔
─
〕

在
：（『

玉
蕊

』
暦

仁
1

・
1

・
26）

北
条
時
定
〔（
五
位
）〕

在
：

北
条

時
房

六
男

。（『
玉

蕊
』

暦
仁

1・
6・

1
）

/
右

近
大

夫
。（『

玉
蕊

』
同

1
・

6
・

5
）

（
姓
不
詳
）仲
定
〔（
五
位
）〕

在
：

大
夫

将
監

。（
同

上
）

（
姓
不
詳
）忠
茂
〔（
五
位
）〕

在
：

左
近

大
夫

。（『
玉

蕊
』

暦
仁

1
・

4
・

7
）

藤
原
教
義
〔
─
〕

在
：

蔵
人

。（『
民

経
』

暦
仁

1
・

5
・

15）
（
姓
不
詳
）資
憲
〔（
五
位
）〕

在
：

大
夫

将
監

。（
同

上
）

秦
久
清
〔
─
〕

在
：

衛
府

長
。（『

玉
蕊

』
暦

仁
1

・
4

・
7

）/「
衛

府
長

随
身

」。
九

条
頼

経
随

身
。（『

経
俊

』
同

1
・

4
・

7
）

多
好
幸
〔
─
〕

故
：（『

楽
所

』）
（
姓
不
詳
）範
春
〔（
五
位
）〕

在
：「

範
■

」。
大

夫
将

監
。（『

玉
蕊

』
暦

仁
1

・
4

・
10）/「

左
近

大
夫

」。（『
民

経
』

同
1

・
11・

11）

北
条
経
時
〔（
五
位
）〕

在
：「

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

暦
仁

1
・

1
・

2
）/

北
条

安
時

嫡
孫

。（『
玉

蕊
』

同
1

・
6

・
1

）/
左

近
大

夫
。（『

玉
蕊

』
同

1
・

6
・

5
）

藤
原
泰
延
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

経
俊

』
暦

仁
1

・
4

・
20）

藤
原
季
頼
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
民

経
』

暦
仁

1
・

11・
11）

平
茂
綱
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

都
築（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（『

吾
妻

』
暦

仁
1

・
2

・
17）

藤
原
国
平
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
栢
間（
名
不
詳
）〔
─
〕

在
：（

同
上

）
藤
原
資
村
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
小
野
澤
仲
実
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

」。（
同

上
）

源
季
長
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
大
江
佐
房
〔（
五
位
）〕

在
：「

少
輔

左
近

大
夫

将
監

」。（
同

上
）

菅
原
行
家
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　
文
学
研
究
科
篇

　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
一
五

藤
原
広
村
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

経
俊

』
暦

仁
1

・
4

・
20）

源
義
成
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

平
為
保
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
源
習
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
中
原
守
久
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
基
貞
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
中
原
種
光
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

延
応
元
年（
1239）

北
条
経
時
〔（
五
位
）〕

在
：（『

吾
妻

』
延

応
1

・
1

・
2

）
北
条
時
定
〔（
五
位
）〕

在
：「

相
模

右
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

延
応

1
・

1
・

1
）

仁
治
元
年（
1240）

藤
原
盛
隆
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
1

・
1

・
22）

藤
原
重
継
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
1

・
1

・
22）/

除
目

に
お

い
て

「
御

更
衣

功
」

に
よ

り
、

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
同

2
・

4
・

6
）

狛
近
真
〔
─
〕

任
：

一
者

。（『
楽

所
』）

日
奉
能
久
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
雅
平
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

右
兵

衛
佐

よ
り

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
1

・
1

・
22）

藤
原
光
能
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
助
家
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

藤
原
宗
清
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
田
部
行
吉
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

「
公

卿
勅

使
功

」
に

よ
り

、
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
平

戸
』

仁
治

1
・

4
・

6
）

藤
原
弘
村
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
為
定
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
1

・
12・

5
）

藤
原
広
光
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
府

奏
」

に
よ

り
、

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
1

・
4

・
6

）
藤
原
守
信
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

（
姓
名
不
詳
）〔
─
〕

任
：「

綱
、」

と
あ

り
。

除
目

に
お

い
て

「
尚

侍
御

入
内

功
」

に
よ

り
、

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
重
尚
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

藤
原
国
時
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
斎

宮
寮

功
」

に
よ

り
、

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
神
原
景
澄
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

源
重
近
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
神

祇
官

功
」

に
よ

り
、

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
能
久
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

中
原
資
重
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
1

・
12・

5
）

橘
忠
茂
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
1

・
12・

18）
藤
原
義
基
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
橘
久
資
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
紀
頼
綱
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
秦
景
忠
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
大
中
臣
家
俊
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
源
茂
重
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
内
蔵
宗
利
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
大
神
定
資
〔
─
〕

故
：（『

楽
所

』）

懸
井
宗
清
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
多
久
資
〔
─
〕

任
：

12月
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
楽

所
』）

藤
原
行
長
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
中
条（
名
不
詳
）〔（
五
位
）〕

在
：「

右
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

仁
治

1
・

8
・

2
）

平
資
員
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
1

・
12・

18）
平
延
澄
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
橘
氏
尚
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
中
原
忠
時
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
小
野
博
兼
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
大
江
忠
重
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
3
）（
西
山
史
朗
）

二
一
六

藤
原
広
時
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

仁
治
2
年（
1241）

狛
宗
近
〔
─
〕

任
：（『

楽
所

』）
豊
原
好
秋
〔
─
〕

任
：

6
月

臨
時

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。

顕
除

目
に

お
い

て
、

左
近

府
に

渡
る

。（『
楽

所
』）

狛
近
真
〔（
五
位
）〕

在
：

叙
留

。（『
楽

所
』）

大
神
延
賢
〔
─
〕

任
：

6
月

臨
時

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。

（『
楽

所
』）

豊
原
近
秋
〔
─
〕

任
：

6
月

臨
時

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。

（『
楽

所
』）

北
条
経
時
〔（
五
位
）〕

在
：「

左
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

仁
治

2
・

1
・

1
）

大
江
佐
房
〔（
五
位
）〕

在
：「

少
輔

左
近

大
夫

将
監

」。（『
吾

妻
』

仁
治

2
・

8
・

25）

仁
治
3
年（
1242）

藤
原
有
光
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
3

・
3

・
7

）
源
則
長
〔
─
〕

任
：

蔵
人

。
除

目
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。
（『

平
戸

』
仁

治
3・

3・
7

）/「
左

近
将

監
」。（『

玉
蕊

』
同

3
・

3
・

24）/
左

近
に

渡
る

。（『
平

戸
』

同
3

・
4

・
9

）

中
原
行
実
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
3

・
4

・
9

）

源
兼
頼
〔
─
〕

任
：

蔵
人

。
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。
（『

平
戸

』
仁

治
3

・
4

・
9

）
藤
原
時
実
〔
─
〕

任
：

蔵
人

。
除

目
下

名
に

お
い

て
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
平

戸
』

仁
治

3
・

3
・

8
）

藤
原
仲
信
〔
─
〕

任
：

蔵
人

。
小

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。

（『
平

戸
』

仁
治

3
・

6
・

15）
平
康
氏
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
3

・
10・

3
）

橘
以
時
〔
─
〕

任
：

蔵
人

。
除

目
に

お
い

て
左

近
将

監
に

任
ず

。
（『

平
戸

』
仁

治
3

・
10・

3
）

藤
原
吉
盛
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
功

」
に

よ
り

、
右

近
将

監
に

任
ず

。（『
平

戸
』

仁
治

3
・

11・
6

）

惟
宗
重
高
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
中
原
盛
親
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
功

」
に

よ
り

、
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

藤
原
範
良
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
3

・
10・

18）
藤
原
重
名
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
3

・
12・

25）

源
宗
房
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
主

基
大

嘗
会

功
」

に
よ

り
、

左
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
3

・
11・

6
）
多
能
世
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

大
中
臣
俊
忠
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
主

基
大

嘗
会

功
」

に
よ

り
、

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
仲
継
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

右
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

大
中
臣
繁
長
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

「
臨

時
功

」
に

よ
り

、
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
平

戸
』

仁
治

3
・

12・
25）

小
野
為
末
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

「
御

禊
行

事
所

功
」

に
よ

り
、

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

平
戸

』
仁

治
3

・
12・

26）

惟
宗
光
村
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
中
原
能
成
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

「
元

三
替

物
功

」
に

よ
り

、
右

近
将

監
に

任
ず

。（
同

上
）

狛
近
氏
〔
─
〕

任
：

除
目

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）
藤
原
重
尚
〔
─
〕

在
：

後
嵯

峨
天

皇
即

位
の

叙
位

に
お

い
て

六
位

に
叙

す
。（『

民
経

』
仁

治
3

・
3

・
15）

藤
原
俊
定
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

「
大

嘗
会

主
基

斎
場

所
功

」
に

よ
り

、
左

近
将

監
に

任
ず

。（『
平

戸
』

仁
治

3
・

12・
26）

多
好
世
〔
─
〕

任
：

右
近

将
監

に
任

ず
。（『

楽
所

』）

源
仲
尚
〔
─
〕

任
：

除
目

下
名

に
お

い
て

左
近

将
監

に
任

ず
。（

同
上

）

平
光
長
〔（
六
位
）〕

在
：

後
嵯

峨
天

皇
即

位
の

叙
位

に
お

い
て

六
位

に
叙

す
。（『

民
経

』
仁

治
3

・
3

・
15）
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